
花　巻　市

令和７年度　設計内訳書
工事名称 本庁舎分室耐震補強工事

工事場所 花巻市 城内 地内

  ・鉄筋コンクリート造耐震補強：内部鉄骨補強工事

                                屋根瓦改修（軽量化）

  ・木造耐震補強：耐力壁の増設、柱脚金物の設置、水平構面の補強

  ・木造 一部とりこわし工事

  ・耐震補強・とりこわしに伴う 外装・内装改修工事

        単価適用年月：令和７年５月版（令和７年６月１日以降入札公告適用）

        週休２日工事（発注者指定型）
        月単位週休２日工事（全館無人改修  月４週８休）



花　巻　市

工事費内訳 1

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接工事費      

建築工事        
1   

式
電気設備工事    

1   
式

機械設備工事    
1   

式
計

共通費          

  共通仮設費    
1   

式
  現場管理費    

1   
式

  一般管理費等  
1   

式
計

工事価格        
1   

式
消費税等相当額  

1   消費税率 10 ％
式

工事費          
1   

式



花　巻　市

工事種別内訳 2

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

建築工事        
1   

式
電気設備工事    

1   
式

機械設備工事    
1   

式
計



花　巻　市

建築工事　種目別内訳 3

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

本庁舎分室      
1   

式
計

電気設備工事  種目別内訳 4

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

本庁舎分室      
1   

式
計



花　巻　市

機械設備工事　種目別内訳 5

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

本庁舎分室      
1   

式
計



花　巻　市

建築工事　科目別内訳 6
本庁舎分室

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

直接仮設        
1   

式
とりこわし・撤去

1   
式

耐震（躯体）改修
1   

式
外部改修        

1   
式

建具改修        
1   

式
内装改修        

1   
式

塗装改修        
1   

式
外構            

1   
式

発生材処理      
1   

式
計

電気設備工事  科目別内訳 7
本庁舎分室

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

幹線設備        
1   

式
電灯設備        

1   
式

動力設備        
1   

式
電熱設備        

1   
式

構内情報通信網設備
1   

式
構内交換設備    

1   
式

拡声設備        
1   

式
テレビ共同受信設備

1   
式

火災報知設備    
1   

式
計



花　巻　市

機械設備工事　科目別内訳 8
本庁舎分室

名　　　　　　　　　　　　称 数　　　量 単位 金　　　　　　　　　額 備　　　　　　考

空気調和設備    
1   

式
換気設備        

1   
式

衛生器具設備    
1   

式
給水設備        

1   
式

排水設備        
1   

式
給湯設備        

1   
式

撤去工事        
1   

式
計



花　巻　市

建築工事　中科目別内訳 9
本庁舎分室

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考
直接仮設        解体用          

1   
式

直接仮設        耐震補強・改修  
1   

式
計

とりこわし・撤去 コンクリート    
1   

式
とりこわし・撤去 木造上屋        

1   
式

とりこわし・撤去 外部            
1   

式
とりこわし・撤去 建具            

1   
式

とりこわし・撤去 RC造撤去        
1   

式
とりこわし・撤去 木造撤去        

1   
式

とりこわし・撤去 環境配慮改修    
1   

式
とりこわし・撤去 外構            

1   
式

計

耐震（躯体）改修 ＲＣ造補強      
1   

式
耐震（躯体）改修 木造補強        

1   
式

計

建築工事  中科目別内訳 10
本庁舎分室

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　  　　　考
外部改修        屋根            

1   
式

外部改修        軒天・外壁      
1   

式
計

建具改修        改修            
1   

式
計

内装改修        RC造改修        
1   

式
内装改修        木造改修        

1   
式

計

塗装改修        改修            
1   

式
計

外構            改修            
1   

式
外構            東ポーチ        

1   
式

計

発生材処理      積込み          
1   

式
発生材処理      運搬            

1   
式



花　巻　市

建築工事　中科目別内訳 11
本庁舎分室

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考
発生材処理      処分            

1   
式

発生材処理      産廃税          
1   

式
計

電気設備工事  中科目別内訳 12
本庁舎分室

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　  　　　考
幹線設備        

1   
式

計

電灯設備        電灯分岐        
1   

式
電灯設備        コンセント分岐  

1   
式

計

動力設備        動力分岐        
1   

式
計

電熱設備        
1   

式
計

構内情報通信網設備
1   

式
計

構内交換設備    
1   

式
計

拡声設備        
1   

式
計



花　巻　市

電気設備工事　中科目別内訳 13
本庁舎分室

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考
テレビ共同受信設備

1   
式

計

火災報知設備    
1   

式
計

機械設備工事  中科目別内訳 14
本庁舎分室

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　  　　　考
空気調和設備    機器設備        

1   
式

空気調和設備    配管設備        
1   

式
計

換気設備        機器設備        
1   

式
換気設備        ダクト設備      

1   
式

計

衛生器具設備    
1   

式
計

給水設備        
1   

式
計

排水設備        
1   

式
計

給湯設備        
1   

式
計

撤去工事        
1   

式



花　巻　市

機械設備工事　中科目別内訳 15
本庁舎分室

科　目　名　称 中　科　目　名　称 数　　量 単位 金　　　　　　　　額 備　　　　　　考
計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 16
本庁舎分室 直接仮設 解体用

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
外部足場        別紙 00-0001

1   
式

災害防止        別紙 00-0002
1   

式
内部足場        別紙 00-0003

1   
式

仮設材運搬      別紙 00-0004
1   

式
計

建築工事  細目別内訳 17
本庁舎分室 直接仮設 耐震補強・改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
養生            別紙 00-0005

1   
式

整理清掃後片付け 別紙 00-0006
1   

式
外部足場        別紙 00-0007

1   
式

内部足場        別紙 00-0008
1   

式
災害防止        別紙 00-0009

1   
式

仮設材運搬      別紙 00-0010
1   

式
計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 18
本庁舎分室 とりこわし・撤去 コンクリート

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      鉄筋切断共 人力        集積共   

6.4 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去      鉄筋切断共 ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾚｰｶ 集積共   
8.6 

ｍ3
鉄筋切断        集積共                          

14.9 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ類        機 械                           
集積、積込み    14.9 

ｍ3
発生材積込み    ｺﾝｸﾘｰﾄ類     人力               
束石ﾌﾞﾛｯｸ       1.1 

ｍ3
ｶｯﾀｰ入れ        SS-1、ｺﾝｸﾘｰﾄ面 厚さ20～30㎜     

21.4 
ｍ

計

建築工事  細目別内訳 19
本庁舎分室 とりこわし・撤去 木造上屋

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
木造建物上屋解体 手こわし                        
（東トイレ）    平面積                          13   

㎡
木造建物上屋解体 手こわし                        
（南面減築）    平面積                          70.7 

㎡
小屋組み撤去    桁:角型鋼管、垂木 木製          
（南面庇）      22.2 

㎡
計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 20
本庁舎分室 とりこわし・撤去 外部

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
屋根とりこわし  瓦、厚型ｽﾚｰﾄぶき                

179   
㎡

屋根とりこわし  鉄板、波型ｽﾚｰﾄぶき              
113   

㎡
屋根とりこわし  鉄板、波型ｽﾚｰﾄぶき              

22.2 
㎡

軒樋撤去        ｶﾗｰ鉄板 100φ半割　集積共       
30.9 

ｍ
竪樋撤去        ｶﾗｰ鉄板 75φ 集積共             

32.1 
ｍ

軒天撤去        ﾓﾙﾀﾙ 一般　集積共               
6.6 

㎡
天井下地撤去    集積共                          

30.9 
㎡

外壁撤去        金属系サイディング              
107   

㎡
外壁撤去        ラスモルタル                    

105   
㎡

壁下地撤去      集積共                          
105   

㎡
ﾓﾙﾀﾙ窓台 斫り   ｔ=20　糸尺395㎜                

32   
ｍ

石積み撤去      壁厚 280㎜                      
1.9 

ｍ3
計

建築工事  細目別内訳 21
本庁舎分室 とりこわし・撤去 建具

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
鋼製戸撤去      両開き戸 枠共   集積共          

68.9 
㎡

木製戸撤去      両開き戸 枠共   集積共          
53.1 

㎡
木製戸撤去      トイレブース 枠共   集積共      

17.3 
㎡

既存ｱﾙﾐｻｯｼ      室内側　集積共                  
木製額縁撤去    135   

ｍ
計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 22
本庁舎分室 とりこわし・撤去 RC造撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
床組撤去        つか立て 集積共                 

126   
㎡

床組撤去        ころばし 集積共                 
116   

㎡
内装材とりこわし 間仕切壁下地(ﾎﾞｰﾄﾞ別途) 集積共  

102   
㎡

床ﾀｲﾙ撤去       下地ﾓﾙﾀﾙ共 集積共               
6.3 

㎡
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ撤去   集積共                          

229   
㎡

床下地板撤去    集積共                          
229   

㎡
木製幅木撤去    集積共                          

156   
ｍ

壁木製見切り撤去 集積共                          
111   

ｍ
上り框･付框 撤去

2.5 
ｍ

壁ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ   集積共                          
撤去            301   

㎡
壁合板･ﾎﾞｰﾄﾞ    一重張り 一般     集積共        
撤去            ﾍﾞﾆﾔ板・木ずり板                398   

㎡
天井合板･ﾎﾞｰﾄﾞ  一重張り 一般                   
撤去            集積共                          228   

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ                       ㎡
天井合板･ﾎﾞｰﾄﾞ  一重張り 一般                   
撤去            集積共                          9.7 

ﾍﾞﾆﾔ板                          ㎡
天井下地撤去    集積共                          

249   
㎡

木製廻り縁撤去  集積共                          
136   

ｍ

建築工事  細目別内訳 23
本庁舎分室 とりこわし・撤去 RC造撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ撤去   

39.6 
ｍ

天井点検口撤去  集積共                          
2   

か所
計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 24
本庁舎分室 とりこわし・撤去 木造撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
床組撤去        つか立て 集積共                 

125   
㎡

床組撤去        ころばし 集積共                 
35.1 

㎡
内装材とりこわし 間仕切壁下地(ﾎﾞｰﾄﾞ別途) 集積共  

149   
㎡

床ﾀｲﾙ撤去       下地ﾓﾙﾀﾙ共 集積共               
3.9 

㎡
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ撤去   集積共                          

127   
㎡

床下地板撤去    集積共                          
151   

㎡
畳撤去          一畳 集積共                     

17.5 
枚

木製幅木撤去    集積共                          
144   

ｍ
壁木製見切り撤去 集積共                          

27.9 
ｍ

上り框･付框 撤去
4.4 

ｍ
壁ﾓﾙﾀﾙ･ﾌﾟﾗｽﾀｰ   集積共                          
撤去            233   

㎡
壁合板･ﾎﾞｰﾄﾞ    一重張り 一般     集積共        
撤去            ﾍﾞﾆﾔ板・木ずり板                286   

㎡
壁合板･ﾎﾞｰﾄﾞ    一重張り 一般     集積共        
撤去            石膏ﾎﾞｰﾄﾞ                       131   

㎡
壁ﾀｲﾙ撤去       下地ﾓﾙﾀﾙ共 集積共               

16.6 
㎡

ｽﾃﾝﾚｽ板 撤去    
2   

㎡

建築工事  細目別内訳 25
本庁舎分室 とりこわし・撤去 木造撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
天井合板･ﾎﾞｰﾄﾞ  一重張り 一般                   
撤去            集積共                          152   

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ                       ㎡
天井下地撤去    集積共                          

152   
㎡

木製廻り縁撤去  集積共                          
106   

ｍ
ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ撤去   

6.3 
ｍ

木製棚撤去      集積共                          別紙 00-0011
1   

式
計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 26
本庁舎分室 とりこわし・撤去 環境配慮改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
屋根            アルベスト含有建材              
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ   292   
撤去            ㎡
軒天            アルベスト含有建材              
防火ライト撤去  24.3 

㎡
天井合板･ﾎﾞｰﾄﾞ  一重張り 石綿含有               
撤去            集積共                          11.9 

㎡
流し台撤去      ｽﾃﾝﾚｽｼﾝｸ天板､ｽﾃﾝﾚｽｼﾝｸ L=1200    
　運搬・処分共  ｼﾝｸ裏防滴 ｱｽﾍﾞｽﾄ含有            1   

台
計

建築工事  細目別内訳 27
本庁舎分室 とりこわし・撤去 外構

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ撤去    H=1000、基礎ﾌﾞﾛｯｸ共             

6.6 
ｍ

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 28
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 ＲＣ造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
鉄骨本体        別紙 00-0012

1   
式

梁連結          別紙 00-0013
1   

式
(耐圧版)        

すきとり        耐圧版下　ｔ=80㎜               
人力土工                        10   

ｍ3
砂敷き          耐圧版下　t=30                  

人力土工                        3.8 
ｍ3

床下防湿層敷き  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15              
126   

㎡
花巻管内        花巻 JIS A5308 呼び強度　24 S18 
生ｺﾝｸﾘｰﾄ        粗骨材25 -                      25.1 

-                               ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  耐圧版･ｽﾗﾌﾞ    配管式ﾎﾟﾝﾌﾟ車    

50m3未満             S15～S18   25.1 
ｍ3

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 直均し仕上げ             
仕上げ          126   

㎡
型枠目地棒      水切目地 幅15 ×深さ10程度      

83   
ｍ

異形棒鋼　Ｄ10  SD295                           
1.5 

ｔ
鉄筋現場加工    一般 細物                       

1.5 
ｔ

鉄筋加工組立    S造                             
床版               -            1.5 

ｔ
発生材 処分費   鉄筋スクラップ                  

41   
kg

      小計

建築工事  細目別内訳 29
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 ＲＣ造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
(ＲＣ壁塞ぎ)    

花巻管内        花巻 JIS A5308 呼び強度　24 S18 
生ｺﾝｸﾘｰﾄ        粗骨材25 -                      1   

-                               ｍ3
小規模ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 10m3未満 小型構造物             
手間(人力)      ｼｭｰﾄ打設                        1   

ｍ3
壁              壁厚280                         
無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填  材工                            1   

式
型枠            打放合板型枠A種                 

壁式構造           地上軸部     10.1 
階高2.8m程度                    ㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            
10.1 

㎡
差筋アンカー    Ｄ13                            

52   
か所

異形棒鋼　Ｄ13  SD295                           
87   

kg
異形棒鋼　Ｄ10  SD295                           

4.2 
kg

鉄筋現場加工    一般 細物                       
0.1 

ｔ
鉄筋加工組立    小型構造物                      

-                  -            0.1 
ｔ

発生材 処分費   鉄筋スクラップ                  
2.5 

kg
      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 30
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 木造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
(基礎部)        

根切り          山留め付き総掘り                
ｸﾞﾗﾝﾄﾞｱﾝｶ-方式ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3       10.5 
ｸﾗﾑｼｪﾙ積込                      ｍ3

砂利地業        切込砕石                        
1.8 

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  捨てｺﾝｸﾘｰﾄ     人力打設         

-                  S15～S18     0.4 
-        -                      ｍ3

埋戻し          人力土工                        
-                               7.9 
A種（山砂の類）                 ｍ3

花巻管内        花巻 JIS A5308 呼び強度　21 S18 
生ｺﾝｸﾘｰﾄ        粗骨材25 -                      12.6 

-                               ｍ3
小規模ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 10m3未満 小型構造物             
手間(人力)      ｼｭｰﾄ打設                        3.6 

ｍ3
ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  小型構造物     人力打設         

工作物の基礎等     S15～S18     9   
-        -                      ｍ3

型枠            普通合板型枠                    
-                  基礎部       22.9 
-                               ㎡

型枠            打放合板型枠B種                 
壁式構造           基礎部       4.1 
-                               ㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            
27.1 

㎡
差筋アンカー    D10                             

391   
か所

異形棒鋼　Ｄ13  SD295                           
132   

kg
異形棒鋼　Ｄ10  SD295                           

192   
kg

鉄筋加工組立    小型構造物                      
布基礎                          0.3 

ｔ

建築工事  細目別内訳 31
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 木造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 

0.3 
ｔ

発生材 処分費   鉄筋スクラップ                  
8.7 

kg
ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ敷込み  φ6㎜、150ｘ150                 

56   
㎡

砂敷き          耐圧版下　t=30                  
人力土工                        2.3 

ｍ3
床下防湿層敷き  ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ 厚0.15              

74.8 
㎡

床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 直均し仕上げ             
仕上げ          74.8 

㎡
アンカーボルト  Ｍ12　Ｌ=400                    

16   
本

      小計

(木工事)        

つか立床組      施工手間                        
79.1 

㎡
鋼製束          YR-2438同等品                   

68   
か所

調整束          YK-0511同等品                   
10   

か所
土台パッキン    ｔ=20                           

13.8 
ｍ

防腐土台 新設   105ｘ105　材工                  
13.8 

ｍ
柱新設          正角材（すぎ）4ｍ               

材工                            3   
本



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 32
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 木造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
柱新設          正角材（すぎ）3ｍ               

材工                            6   
本

柱新設（真壁）  正角材（すぎ）４面無節　4ｍ     
材工                            1   

本
柱頭柱脚金物    へ（10ｋN引寄せ金物 同等品）    

54   
か所

柱頭柱脚金物    と（15ｋN引寄せ金物 同等品）    
48   

か所
筋交い新設      45ｘ90ダブル（金物 BP-2同等品） 

木材別途                        6   
か所

筋交い新設      45ｘ90ｼﾝｸﾞﾙ （金物 BP-2同等品） 
木材別途                        2   

か所
既存筋交い      45ｘ90　BP-2同等品              
金物補強        材工                            6   

か所
耐力壁          ｔ=9、材工                      
構造用合板張り  くぎN50四週打ち @150            108   

㎡
間仕切軸組      施工手間                        

176   
㎡

小屋梁 新設     L=1,820                         
木材別途                        15   

か所
小屋梁 新設     L=7,280（継手含み）             

木材別途                        2   
か所

小屋束 新設     L=1,450、700                    
木材別途                        8   

か所
方杖 新設       L=1,820                         

木材別途                        4   
か所

火打ち梁　新設  L=1,420                         
木材別途                        40   

か所
防腐防蟻処理剤  外周部軸組 GL+1000より下部      
塗布            37.2 

㎡

建築工事  細目別内訳 33
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 木造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
      小計

(木材)          

平角材          米松 特１等 4.0×10.5×15～24   
 (梁､桁､大引等) 3.7 

ｍ3
正角材          杉 特１等                       
 (柱､小屋束等)  3.0×10.5×10.5 -               0.1 

KD                              ｍ3
平割材 (筋かい､ 米松 特１等                     
 たるき､根太等) 4.0×4.5×10.5  -               0.2 

ｍ3
平割材 (間柱等) 杉 特１等                       

3.65×4.5×10.5 -               0.7 
ｍ3

      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 34
本庁舎分室 外部改修 屋根

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
(会議室棟)      

屋根立平葺き    ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装鋼板 木下地         
厚さ0.4                         179   

㎡
屋根下葺き      ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940　23K           

179   
㎡

棟換気          ｶﾗｰ鉄板 t=0.4包み               
ﾘｯﾂﾍﾞﾝﾂ 厚24ｘ幅284 同等品      11.2 

ｍ
垂木  敷込み    45ｘ60                          

179   
㎡

野地合板張り    ｔ=12　材工                     
179   

㎡
破風・鼻隠し    21ｘ250　施工手間               
下地            54.1 

ｍ
破風・鼻隠し    ｶﾗｰ鉄板0.4 糸尺250              

54.1 
ｍ

軒とい          ｶﾗｰ鉄板半円形 厚さ0.4 径120     
30.9 

ｍ
竪とい          亜鉛鉄板 径75                   

32.1 
ｍ

      小計

(事務室棟)      

屋根横ぶき      ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装鋼板 木下地         
厚さ0.4                         37.8 

㎡
屋根下葺き      ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940　23K           

37.8 
㎡

棟換気          ｶﾗｰ鉄板 t=0.4包み               
ﾘｯﾂﾍﾞﾝﾂ 厚24ｘ幅284 同等品      8.5 

ｍ

建築工事  細目別内訳 35
本庁舎分室 外部改修 屋根

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
垂木  敷込み    45ｘ60                          

37.8 
㎡

野地合板張り    ｔ=12　材工                     
37.8 

㎡
母屋 新設       施工費                          

45.5 
ｍ

破風・鼻隠し    21ｘ250　施工手間               
下地            14.7 

ｍ
破風・鼻隠し    ｶﾗｰ鉄板0.4 糸尺250              

14.7 
ｍ

      小計

(木材)          

平割材 (筋かい､ 米松 特１等                     
 たるき､根太等) 4.0×4.5×10.5  -               1.4 

ｍ3
板材            松 特１等 1.82×1.2×21         
 (下地材等)     0.5 

ｍ3
      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 36
本庁舎分室 外部改修 軒天・外壁

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
(会議室棟)      

窓台ﾓﾙﾀﾙ塗り    金ごて t=20　糸尺 395           
32   

ｍ
      小計

(木造)          

天井下地        施工手間 吊木共                 
39.7 

㎡
軒天            化粧ｽﾗｸﾞせっこう板　t=6         

39.7 
㎡

軒先 通気金物   鋼製換気部材                    
37.4 

ｍ
天井廻縁        塩化ﾋﾞﾆﾙ製                      

67.2 
ｍ

透湿防水ｼｰﾄ張り 
171   

㎡
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ  ｔ=14　ﾓｴﾝW14ｼｬﾄｰｳｫｰﾙ調程度     

171   
㎡

土台水切り      鋼板製通気土台                  
38.7 

ｍ
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ  ｔ=14　ﾓｴﾝW14ｼｬﾄｰｳｫｰﾙ調程度     
同質出隅        26   

ｍ
外壁 既存取合い 木製　Ｌ-60ｘ60                 
出隅下地        21.7 

ｍ
外壁 既存取合い ｶﾗｰ鉄板包み　Ｌ-60ｘ60          
出隅            21.7 

ｍ
シャッター額縁  木製　三方枠 30ｘ170            
下地            8   

ｍ

建築工事  細目別内訳 37
本庁舎分室 外部改修 軒天・外壁

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
シャッター額縁  ｶﾗｰ鉄板包み　三方枠 30ｘ170     

8   
ｍ

壁合板張り      ﾗﾜﾝ1類  見え隠れ   厚さ9.0㎜    
75.6 

㎡
胴縁            施工手間                        

171   
㎡

ｱﾙﾐ EXP-J       外壁 ｺｰﾅｰ                       
ｸﾘｱﾗﾝｽ50        9.6 

ｍ
ｱﾙﾐ EXP-J       外壁-外壁                       
ｸﾘｱﾗﾝｽ50        4.3 

ｍ
換気ガラリ      ｽｸｴｱﾀｲﾌﾟ　400ｘ600              

2   
台

ｼｰﾘﾝｸﾞ          一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)        
15×10                          144   

ｍ
      小計

(木材)          

板材            松 特１等 1.82×1.2×21         
 (下地材等)     0.3 

ｍ3
正割材          杉 特１等   4.0×4.5×4.5       
 (天井野縁等)   0.1 

ｍ3
      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 38
本庁舎分室 建具改修 改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
(ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具)  

AD-1            W=1550､H=2418                   
店舗ﾄﾞｱ         Low-E透明ｶﾞﾗｽ                   1   
ﾗﾝﾏ付両開き     3方枠共                         台
AD-2            W=1400､H=2018                   
店舗ﾄﾞｱ 両開き  Low-E透明ｶﾞﾗｽ                   1   

台
AD-3            W=1340､H=2018                   
店舗ﾄﾞｱ 親子戸  Ｄ=102、化粧ｼｰﾄ張り             1   

台
      小計

(ｱﾙﾐ樹脂複合)   

AW-1            W=1690､H=820＋W=1690､H=970      
引違い窓 2枚建  Low-E透明ｶﾞﾗｽ                   2   
(ｵｰﾀﾞｰ）        台
AW-2            W=1690､H=1370                   
引違い窓 2枚建  Low-E透明ｶﾞﾗｽ                   2   

台
AW-3            W=640､H=1370                    
たてすべり出し窓 Low-E透明ｶﾞﾗｽ                   1   

台
AW-4            W=640､H=1170                    
たてすべり出し窓 Low-E透明ｶﾞﾗｽ                   1   

台
AW-5            W=780､H=570                     
すべり出し窓    Low-E透明ｶﾞﾗｽ                   2   

台
AW-6            W=1690､H=1370                   
引違い窓 2枚建  Low-E透明ｶﾞﾗｽ                   1   

台
窓 枠(引違い)   施工手間                        

12   
か所

      小計

(木製建具)      

建築工事  細目別内訳 39
本庁舎分室 建具改修 改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
WD-1            W=1600､H=2000（枠別）           
両開きドア      ﾌﾗｯｼｭ戸 ﾒﾗﾐﾝ化粧板              1   

台
WD-2            W=700､H=2000（枠別）            
片開きドア      ﾌﾗｯｼｭ戸 ﾒﾗﾐﾝ化粧板              1   

台
WD-3            W=1600､H=2000（枠別）           
両開きドア      ﾌﾗｯｼｭ戸 ﾒﾗﾐﾝ化粧板              1   

台
WD-4            W=1070､H=2000（枠別）           
親子開きドア    ﾌﾗｯｼｭ戸 ﾒﾗﾐﾝ化粧板              1   

台
WD-5            W=1600､H=2000（枠別）           
引き違いドア    ﾌﾗｯｼｭ戸 ﾒﾗﾐﾝ化粧板              1   

台
WD-6            W=1600､H=2000（枠別）           
引き違いドア    ﾌﾗｯｼｭ戸 ﾒﾗﾐﾝ化粧板              1   

台
WD-7            固定枠 154、W=1645              
片引きドア      ﾌﾗｯｼｭ戸 ﾒｰｶｰ仕様                2   

台
WD-8            固定枠 154、W=930               
折戸ドア        ﾌﾗｯｼｭ戸 ﾒｰｶｰ仕様                1   

台
WD-9            W=700､H=2000（枠別）            
片開ドア        ﾌﾗｯｼｭ戸 ﾒﾗﾐﾝ化粧板              1   

台
WD-10           W=1790､H=1885（枠別）           
引き違いドア    ﾌﾗｯｼｭ戸 ﾒﾗﾐﾝ化粧板＋襖紙        1   

台
出入口枠        施工手間                        
(両開き)        6   

か所
出入口枠        施工手間                        
(片開き)        2   

か所
      小計

(その他)        

額縁取付け      AW-11,AW-12                     
取付手間                        135   

ｍ



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 40
本庁舎分室 建具改修 改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
既存額縁        一般部 ｼﾘｺｰﾝ系(SR-1)            
取合ｼｰﾘﾝｸﾞ      10×10                          135   

ｍ
額縁取付け      AD-24,AD-25,AD-26               

取付手間                        15.9 
ｍ

造作板材        杉 特１等                       
 (床板､棚板等)  0.8 

ｍ3
      小計

計

建築工事  細目別内訳 41
本庁舎分室 内装改修 RC造改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
(床)            

鋼製束          YR-2438同等品                   
264   

か所
つか立床組      施工手間                        

246   
㎡

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ       無 地 厚さ2.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS   
一般床 熱溶接工法 -             235   

㎡
床合板張り      ﾗﾜﾝ2類  見え隠れ   厚さ9.0㎜    

235   
㎡

床 構造用合板   ｔ=28　材工                     
255   

㎡
床              厚さ60  3種bA                   
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ敷込 99   

㎡
床点検口        600角　高気密・高断熱型         

一般型貼物用 ｱﾙﾐ製枠            4   
か所

床ﾀｲﾙ張り       一般床ﾀｲﾙ張 Ⅰ類     無ゆう     
巾木立上げ      100㎜角 下地ﾓﾙﾀﾙ別途            1.3 

㎡
      小計

(幅木・壁)      

ﾋﾞﾆﾙ幅木        高さ60                          
141   

ｍ
壁              厚12.5   不燃                   
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 継目処理      369   
張り(GB-R)      -             -                 ㎡
壁紙張り手間    壁   ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ程度 ﾎﾞｰﾄﾞ面        

素地B種                         341   
㎡

壁紙            量産品                          
341   

㎡



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 42
本庁舎分室 内装改修 RC造改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ  ｔ=14　ﾓｴﾝW14ｼｬﾄｰｳｫｰﾙ調程度     

26.3 
㎡

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ  ｔ=14　ﾓｴﾝW14ｼｬﾄｰｳｫｰﾙ調程度     
同質出隅        9.5 

ｍ
壁ﾓﾙﾀﾙ塗り      金ごて                          

内壁                    厚20    1.8 
㎡

ｼｰﾘﾝｸﾞ          一般部 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)        
15×10                          42.7 

ｍ
壁　防湿気密ｼｰﾄ 

295   
㎡

壁              ｸﾞﾗｽｳ-ﾙﾌｪﾙﾄ  厚さ100 16㎏/m3    
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材   295   

㎡
間仕切軸組      施工手間                        

370   
㎡

      小計

(天井)          

天井　化粧      厚 9.5   準不燃 ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ         
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   突付け                          235   
張り(GB-D)      ㎡
天井            
防湿気密シート  235   

㎡
天井廻縁        塩化ﾋﾞﾆﾙ製                      

154   
ｍ

天井            ｸﾞﾗｽｳ-ﾙﾌｪﾙﾄ  厚さ200 16㎏/m3    
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材   169   

㎡
天井下地        施工手間 吊木共                 

235   
㎡

天井点検口      一般ﾀｲﾌﾟ ｱﾙﾐ製 内外枠共額縁     
450角                           2   

か所

建築工事  細目別内訳 43
本庁舎分室 内装改修 RC造改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
      小計

(その他)        

階段組立        周り階段　Ｗ=900                
1   

式
階段 ササラ桁   タモ集成材　t=30　Ｗ300         

15.3 
ｍ

階段手摺        樹脂被覆手摺 φ34               
受け金物共                      7.6 

ｍ
階段 甲板       タモ集成材　t=25　Ｗ150         

材工                            3.6 
ｍ

階段 甲板       タモ集成材　t=25　Ｗ275         
材工                            3.3 

ｍ
階段滑り止め    ｽﾃﾝﾚｽ Ｗ=35　ｺﾞﾑﾀｲﾔ入           

21.8 
ｍ

      小計

(木材)          

平角材          米松 特１等 4.0×10.5×15～24   
 (梁､桁､大引等) 11.9 

ｍ3
平割材 (間柱等) 杉 特１等                       

3.65×4.5×10.5 -               4.2 
ｍ3

正割材          杉 特１等   4.0×4.5×4.5       
 (天井野縁等)   1.4 

ｍ3
      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 44
本庁舎分室 内装改修 木造改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
(床)            

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ       無 地 厚さ2.0 複層ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄFS   
一般床 熱溶接工法 -             76.4 

㎡
床合板張り      ﾗﾜﾝ2類  見え隠れ   厚さ9.0㎜    

76.4 
㎡

床 構造用合板   ｔ=28　材工                     
79.1 

㎡
床              厚さ60  3種bA                   
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ敷込 88.6 

㎡
付框            ﾀﾓ集成材　25x90　材工           

1.5 
ｍ

ころばし床組    施工手間                        
27.5 

㎡
床合板張り      ﾗﾜﾝ2類  見え隠れ   厚さ12.0㎜   

27.5 
㎡

畳敷き          標仕C種  畳表C2 柄へり  Ht      
畳床PS-C20 JIS A 5901 一畳      17   
施工規模30枚以下程度            枚

畳敷き          標仕C種  畳表C2 柄へり  Ht      
畳床PS-C20 JIS A 5901 半畳      1   
施工規模30枚以下程度            枚

平割材 (筋かい､ 米松 特１等                     
 たるき､根太等) 4.0×4.5×10.5  -               0.4 

ｍ3
      小計

(幅木・壁)      

ﾋﾞﾆﾙ幅木        高さ60                          
88.4 

ｍ
壁              厚12.5   不燃                   
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   鋼製､木､ﾎﾞｰﾄﾞ下地 継目処理      232   
張り(GB-R)      -             -                 ㎡

建築工事  細目別内訳 45
本庁舎分室 内装改修 木造改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
壁紙張り手間    壁   ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ程度 ﾎﾞｰﾄﾞ面        

素地B種                         192   
㎡

壁紙            量産品                          
192   

㎡
壁合板張り      ﾗﾜﾝ1類  見え隠れ   厚さ9.0㎜    

14.5 
㎡

ﾒﾗﾐﾝ化粧板張り  ｔ=3                            
2.5 

㎡
壁　防湿気密ｼｰﾄ 

80.9 
㎡

壁              ｸﾞﾗｽｳ-ﾙﾌｪﾙﾄ  厚さ100 16㎏/m3    
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材   80.9 

㎡
      小計

(天井)          

天井　化粧      厚 9.5   準不燃 ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ         
せっこうﾎﾞｰﾄﾞ   突付け                          92.3 
張り(GB-D)      ㎡
天井            
防湿気密シート  92.3 

㎡
天井            ｸﾞﾗｽｳ-ﾙﾌｪﾙﾄ  厚さ200 16㎏/m3    
ｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材   92.3 

㎡
天井廻縁        塩化ﾋﾞﾆﾙ製                      

118   
ｍ

天井下地        施工手間 吊木共                 
92.3 

㎡
天井点検口      一般ﾀｲﾌﾟ ｱﾙﾐ製 内外枠共額縁     

450角                           2   
か所

      小計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 46
本庁舎分室 内装改修 木造改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
(その他)        

ｱﾙﾐ EXP-J       内装　床-床                     
ｸﾘｱﾗﾝｽ50        2.9 

ｍ
ｱﾙﾐ EXP-J       内装　壁-壁                     
ｸﾘｱﾗﾝｽ50        10.6 

ｍ
ｱﾙﾐ EXP-J       内装　天井-天井                 
ｸﾘｱﾗﾝｽ50        2.9 

ｍ
ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ    ｔ=25　材工                     

2.8 
ｍ

見切取付け      取付手間                        
21.9 

ｍ
木製棚 新設     W=3500、合板棚板 2段            

中柱 1本（90x90）H=2670         3   
か所

棚板            幅900　2階物置                  
1   

台
流し台          Ｗ=1,800                        
取外し･再取付   1   

か所
既存下駄箱      W=1925､H=1890､D=310（１台）     
取外し・再取付  W=975､H=1890､D=310（１台）      2   

か所
IHｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ    
据え置き型      1   

台
      小計

(木材)          

正割材          杉 特１等   4.0×4.5×4.5       
 (天井野縁等)   0.3 

ｍ3
造作板材        杉 特１等                       
 (床板､棚板等)  0.1 

ｍ3

建築工事  細目別内訳 47
本庁舎分室 内装改修 木造改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
      小計

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 48
本庁舎分室 塗装改修 改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
(外部塗装)      

外壁 吹付塗装   素地調整（高圧洗浄含む）        
 ｺﾝｸﾘｰﾄ改修面   119   

㎡
外壁 吹付塗装   シーラー塗装                    
 ｺﾝｸﾘｰﾄ改修面   119   

㎡
外壁 吹付塗装   アクリルリシン吹付              
 ｺﾝｸﾘｰﾄ改修面   119   

㎡
壁　吹付塗装    素地調整                        
 ｺﾝｸﾘｰﾄ新設面   18.2 

㎡
壁　吹付塗装    シーラー塗装                    
 ｺﾝｸﾘｰﾄ新設面   18.2 

㎡
壁　吹付塗装    アクリルリシン吹付              
 ｺﾝｸﾘｰﾄ新設面   18.2 

㎡
木材保護塗料    糸幅300以下                     

15.9 
ｍ

外部柱          105ｘ105　Ｌ=3ｍ                
木材保護塗料    1   

か所
      小計

(内部塗装)      

ＥＰ－Ｇ塗り    ﾓﾙﾀﾙ面           工程A種(一般)  
素地別途                        1.8 

㎡
ＣＬ塗り        木部 工程B種 素地B種            
(R4年仕様)      23.4 

㎡
ＳＯＰ塗り      木部           工程B種(屋内)    
(糸幅300㎜以下) 素地A種                         188   

ｍ
      小計

建築工事  細目別内訳 49
本庁舎分室 塗装改修 改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 50
本庁舎分室 外構 改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
メッシュフェンス Ｈ=1000、独立基礎共             
新設            9.3 

ｍ
計

建築工事  細目別内訳 51
本庁舎分室 外構 東ポーチ

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
根切り          山留め付き総掘り                

ｸﾞﾗﾝﾄﾞｱﾝｶ-方式ﾊﾞｯｸﾎｳ0.8m3       4.5 
ｸﾗﾑｼｪﾙ積込                      ｍ3

埋戻し          つぼ掘り及び布掘り ﾊﾞｯｸﾎｳ0.45m3 
-                               3.2 

ｍ3
砂利地業        切込砕石                        

1.1 
ｍ3

ｺﾝｸﾘｰﾄ打設手間  捨てｺﾝｸﾘｰﾄ     人力打設         
-                  S15～S18     0.2 
-        -                      ｍ3

小規模ｺﾝｸﾘｰﾄ打設 10m3未満 小型構造物             
手間(人力)      ｼｭｰﾄ打設                        4   

ｍ3
花巻管内        花巻 JIS A5308 呼び強度　21 S18 
生ｺﾝｸﾘｰﾄ        粗骨材25 -                      4   

-                               ｍ3
床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し  金ごて 直均し仕上げ             
仕上げ          13   

㎡
型枠            打放合板型枠B種                 

壁式構造           基礎部       14.1 
-                               ㎡

型枠運搬費      4ｔ車  30㎞程度 往復            
14.1 

㎡
異形棒鋼　Ｄ13  SD295                           

32   
kg

異形棒鋼　Ｄ10  SD295                           
111   

kg
鉄筋加工組立    小型構造物                      

布基礎                          0.1 
ｔ

鉄筋運搬費      4ｔ車  30㎞程度                 
0.1 

ｔ
発生材 処分費   鉄筋スクラップ                  

3.9 
kg

計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 52
本庁舎分室 発生材処理 積込み

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
発生材 積込み   コンクリート（有筋）            

15.3 
ｍ3

発生材 積込み   がれき類                        
17.2 

ｍ3
発生材 積込み   木材                            

44.1 
ｍ3

発生材 積込み   廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ                       
3   

ｍ3
発生材 積込み   ﾎﾞｰﾄﾞ類                         

5.5 
ｍ3

発生材 積込み   ガラス・陶器くず                
1.8 

ｍ3
発生材 積込み   金属くず                        

10.4 
ｍ3

発生材 積込み   繊維くず（畳）                  
1   

ｍ3
発生材 積込み   混合くず（電気ｹｰﾌﾞﾙ）           

1   
ｍ3

発生材 積込み   蛍光灯・白熱灯                  
1   

ｍ3
発生材 積込み   ボード類 アスベスト含有建材     

0.3 
ｍ3

発生材 積込み   ｱｽﾌｧﾙﾄ類 アスベスト含有建材     
0.3 

ｍ3
計

建築工事  細目別内訳 53
本庁舎分室 発生材処理 運搬

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
発生材 運搬費   コンクリート（有筋）            

15.3 
ｍ3

発生材 運搬費   がれき類                        
17.2 

ｍ3
発生材 運搬費   木材                            

44.1 
ｍ3

発生材 運搬費   廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ                       
3   

ｍ3
発生材 運搬費   ﾎﾞｰﾄﾞ類                         

5.5 
ｍ3

発生材 運搬費   ガラス・陶器くず                
1.8 

ｍ3
発生材 運搬費   金属くず類                      

10.4 
ｍ3

発生材 運搬費   繊維くず類（畳）                
1   

ｍ3
発生材 運搬費   混合くず（電気ｹｰﾌﾞﾙ）           

1   
ｍ3

発生材 運搬費   蛍光灯・白熱灯                  
1   

ｍ3
発生材 運搬費   ボード類 アスベスト含有建材     

0.3 
ｍ3

発生材 運搬費   ｱｽﾌｧﾙﾄ類 アスベスト含有建材     
0.3 

ｍ3
計



花　巻　市

建築工事　細目別内訳 54
本庁舎分室 発生材処理 処分

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
発生材 処分費   コンクリート（有筋）            

36   
ｔ

発生材 処分費   がれき類                        
42.6 

ｔ
発生材 処分費   木材                            

22   
ｔ

発生材 処分費   廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ                       
1.6 

ｔ
発生材 処分費   ﾎﾞｰﾄﾞ類                         

3.8 
ｔ

発生材 処分費   ガラス・陶器くず                
1.6 

ｔ
発生材 処分費   金属くず類                      

2.1 
ｔ

発生材 処分費   繊維くず類                      
0.5 

ｔ
発生材 処分費   混合くず（電気ｹｰﾌﾞﾙ）           

0.5 
ｔ

発生材 処分費   蛍光灯・白熱灯                  
33   

kg
発生材 処分費   ﾎﾞｰﾄﾞ類 アスベスト含有建材      

0.3 
ｔ

発生材 処分費   ｱｽﾌｧﾙﾄ類 アスベスト含有建材     
0.1 

ｔ
計

建築工事  細目別内訳 55
本庁舎分室 発生材処理 産廃税

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
産廃税          

50.4 
ｔ

計



花　巻　市

電気設備工事　細目別内訳 56
本庁舎分室 幹線設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管  隠ぺい配管       36㎜           
(VE)            3   

ｍ
硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管  隠ぺい配管       70㎜           
(VE)            3   

ｍ
硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管  露出配管         70㎜           
(VE)            36   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 3   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 28㎜           
電線管 (PF単層) 2   

ｍ
600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 5.5mm2                          
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 6   

ｍ
600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ  14mm2                          
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 64   

ｍ
EM-CEｹｰﾌﾞﾙ       14mm2- 2C ﾋﾟｯﾄ・天井           

16   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ       14mm2- 2C FEP内(PF･CD)         
2   

ｍ
EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      22mm2 管内                     

18   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      22mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               
12   

ｍ
EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      60mm2 管内                     

19   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ      60mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               
12   

ｍ
EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     100mm2 ﾋﾟｯﾄ・天井               

19   
ｍ

EM-CETｹｰﾌﾞﾙ     100mm2 FEP内(PF･CD)             
12   

ｍ

電気設備工事  細目別内訳 57
本庁舎分室 幹線設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS-V形  500×  500×  500              
(硬質ﾋﾞﾆﾙ製)    3   

個
引込開閉器盤    M-LP                            

1   
面

電灯動力盤      1LP-1                           
1   

面
電灯盤          2L-1                            

1   
面

開閉器箱        MCCB2P  30AF× 1個              
(一般形)        1   

個
接地極          14φ×1.5m                      
(銅覆鋼棒打込式) 2   

か所
接地極埋設標    金属製                          

2   
枚

撤去            別紙 00-0014
1   

式
計



花　巻　市

電気設備工事　細目別内訳 58
本庁舎分室 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
ねじなし電線管  露出配管(塗装有) 19㎜           
(E)             9   

ｍ
ねじなし電線管  露出配管(塗装有) 25㎜           
(E)             1   

ｍ
硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管  露出配管         16㎜           
(VE)            22   

ｍ
硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管  露出配管         22㎜           
(VE)            6   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 37   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 22㎜           
電線管 (PF単層) 41   

ｍ
1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜)                     

1   
ｍ

1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜) 1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ      
附属品          1   

個
1種金属線ぴ(MM1) A形(25.4㎜) 天井引出ｱﾀﾞﾌﾟﾀ      
付属品          1   

個
600V耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚ 1.6㎜                           
ﾝ絶縁電線(EM-IE) 103   

ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 2C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 8   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 2C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 128   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 2C FEP内(PF･CD)          
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 40   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 3C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 2   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 270   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ

電気設備工事  細目別内訳 59
本庁舎分室 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 1.6㎜- 3C FEP内(PF･CD)          
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 56   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 2C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 11   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 2C FEP内(PF･CD)          
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 2   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 6   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 64   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C FEP内(PF･CD)          
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 15   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 30   
付)             個
合成樹脂製      中四角 深型         D54         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 13   
付)             個
金属製          25(22) 1方出                    
露出丸形ﾎﾞｯｸｽ   2   
(塗装共)        個
金属製          25(22) 3方出                    
露出丸形ﾎﾞｯｸｽ   3   
(塗装共)        個
金属製          25(22) 1個用1方出               
露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ   1   
(塗装共)        個
樹脂製           22 1個用1方出                  
露出ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ   3   

個
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS-V形  200×  200×  100              
(硬質ﾋﾞﾆﾙ製)    5   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形1P15A×1                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               2   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形1P15A×2                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               2   

個



花　巻　市

電気設備工事　細目別内訳 60
本庁舎分室 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形1P15A×3                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               1   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形3W15A×1                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               4   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形3W15A×2                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               3   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形3W15A×5                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               2   

個
消遅れｽｲｯﾁ      1P15A×1,1P-D3M×1              
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   2   

個
ｺﾝｾﾝﾄ           大角形2P15A×1                  
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   -                               3   

個
ﾌﾞﾗﾝｸﾌﾟﾚｰﾄ      丸形                            

1   
個

照明器具        図示.A                          
1   

個
照明器具        図示.B                          

1   
個

照明器具        図示.C                          
7   

個
照明器具        図示.D1                         

2   
個

照明器具        図示.D2                         
21   

個
照明器具        図示.D3                         

20   
個

照明器具        図示.E1                         
2   

個
照明器具        図示.E2                         

2   
個

電気設備工事  細目別内訳 61
本庁舎分室 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
照明器具        図示.F                          

2   
個

照明器具        図示.G                          
5   

個
照明器具        図示.H                          

3   
個

照明器具        図示.I                          
2   

個
照明器具        図示.J                          

1   
個

避難口誘導灯    図示.a                          
6   

個
非常用照明器具  図示.b                          

1   
個

非常用照明器具  図示.d                          
1   

個
非常用照明器具  図示.e                          

2   
個

換気扇用ｽｲｯﾁ取付
14   

か所
撤去            別紙 00-0015

1   
式

計



花　巻　市

電気設備工事　細目別内訳 62
本庁舎分室 電灯設備 コンセント分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
硬質ﾋﾞﾆﾙ電線管  露出配管         22㎜           
(VE)            9   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 22㎜           
電線管 (PF単層) 112   

ｍ
1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜)                     

1   
ｍ

1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜) 1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ      
附属品          2   

個
1種金属線ぴ(MM1) A形(25.4㎜) 天井引出ｱﾀﾞﾌﾟﾀ      
付属品          2   

個
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 18   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 292   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C FEP内(PF･CD)          
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 118   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 39   
付)             個
合成樹脂製      中四角 深型         D54         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 11   
付)             個
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS-V形  200×  200×  100              
(硬質ﾋﾞﾆﾙ製)    3   

個
ｺﾝｾﾝﾄ           大角形2P15A×2(接地極･接地端子付
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   125V                            37   

個
ｺﾝｾﾝﾄ           大角形2P20A×1(接地極付)        
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   250V                            1   

個
ｺﾝｾﾝﾄ           大角形2P15/20A×1(接地極･接地端 
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ付)   250V                            2   

個
撤去            別紙 00-0016

1   
式

電気設備工事  細目別内訳 63
本庁舎分室 電灯設備 コンセント分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
計



花　巻　市

電気設備工事　細目別内訳 64
本庁舎分室 動力設備 動力分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 22㎜           
電線管 (PF単層) 6   

ｍ
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 28㎜           
電線管 (PF単層) 5   

ｍ
溶融亜鉛ﾒｯｷ電線  (28) 露出(塗装無)              
管(厚鋼電線管)  9   
(ZG)            ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 7   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C FEP内(PF･CD)          
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 6   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      5.5mm2- 4C 管内                 

7   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      5.5mm2- 4C ﾋﾟｯﾄ・天井           
12   

ｍ
EM-CEｹｰﾌﾞﾙ      5.5mm2- 4C FEP内(PF･CD)         

3   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ        8mm2- 4C 管内                 
4   

ｍ
EM-CEｹｰﾌﾞﾙ        8mm2- 4C ﾋﾟｯﾄ・天井           

8   
ｍ

EM-CEｹｰﾌﾞﾙ        8mm2- 4C FEP内(PF･CD)         
2   

ｍ
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 3   
付)             個
ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ SS形    200×  200×  200              
防水(SUS)       1   

個
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 100～150mm  50mm                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   1   
配管用貫通口)   か所

計

電気設備工事  細目別内訳 65
本庁舎分室 電熱設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 22㎜           
電線管 (PF単層) 6   

ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C ﾋﾟｯﾄ・天井            
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 12   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C FEP内(PF･CD)          
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 6   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 3   
付)             個
電気暖房器      ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ 壁掛形     ｽﾃﾝﾚｽ製     

  250W 100V,200V ｻｰﾓ付          3   
台

撤去            別紙 00-0017
1   

式
計



花　巻　市

電気設備工事　細目別内訳 66
本庁舎分室 構内情報通信網設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 22㎜           
電線管 (PF単層) 101   

ｍ
EM-UTPｹｰﾌﾞﾙ     CAT6    4P FEP内(PF･CD)         

136   
ｍ

合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 5   
付)             個
合成樹脂製      中四角 深型         D54         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 5   
付)             個
端子盤          1TB-1                           

2   
面

情報用ｱｳﾄﾚｯﾄ    ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ(RJ45) ×1           
(金属製)        4   

個
ｹｰﾌﾞﾙ成端       ﾓｼﾞｭﾗｰﾌﾟﾗｸﾞ、ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸを含む  別紙 00-0018

1   
式

計

電気設備工事  細目別内訳 67
本庁舎分室 構内交換設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 22   

ｍ
EM-EBTｹｰﾌﾞﾙ     0.4㎜-    2P                    

ﾋﾟｯﾄ・天井                      115   
ｍ

EM-EBTｹｰﾌﾞﾙ     0.4㎜-    2P                    
FEP内(PF･CD)                    55   

ｍ
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 6   
付)             個
電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ    ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ(RJ11) ×1           
(金属製)        2   

個
電話用ｱｳﾄﾚｯﾄ    ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ(RJ11) ×2           
(金属製)        4   

個
撤去            別紙 00-0019

1   
式

計



花　巻　市

電気設備工事　細目別内訳 68
本庁舎分室 拡声設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
撤去            別紙 00-0020

1   
式

計

電気設備工事  細目別内訳 69
本庁舎分室 テレビ共同受信設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 13   

ｍ
1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜)                     

2   
ｍ

1種金属線ぴ(MM1) A型(25.4㎜) 1個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ      
附属品          1   

個
600Vﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁 2.0㎜- 3C 管内                  
耐燃性ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰｽ 2   
ｹｰﾌﾞﾙ平形 EM-EEF ｍ
EM同軸ｹｰﾌﾞﾙ     EM-S-5C-FB  ﾋﾟｯﾄ・天井          

48   
ｍ

EM同軸ｹｰﾌﾞﾙ     EM-S-5C-FB  FEP内(PF･CD)        
13   

ｍ
合成樹脂製      中四角 浅型         D44         
ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ 4   
付)             個
ｱﾝﾃﾅ            UHF-20EL       1段目(汎用)      

1   
組

ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ         屋根馬(汎用)U用                 
2.0m                     -      1   

基
機器収容箱      TV-T(露出形) 2(400×400×120)   

1   
個

増幅器          汎用品       屋 内              
-              UHF 35dB         1   

個
分配器          一般         屋内 SH-D4         

1   
個

直列ﾕﾆｯﾄ        1端子　中間                     
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ)     1   

個
直列ﾕﾆｯﾄ        1端子　端末                     
(金属ﾌﾟﾚｰﾄ)     3   

個
防雨入線ｶﾊﾞｰ    

1   
個



花　巻　市

電気設備工事　細目別内訳 70
本庁舎分室 テレビ共同受信設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
取外し・再取付  別紙 00-0021

1   
式

撤去            別紙 00-0022
1   

式
計

電気設備工事  細目別内訳 71
本庁舎分室 火災報知設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
合成樹脂製可とう 隠ぺい・埋込配管 16㎜           
電線管 (PF単層) 11   

ｍ
EM-HPｹｰﾌﾞﾙ      1.2 ㎜-   2C                    

ﾋﾟｯﾄ・天井                      20   
ｍ

EM-HPｹｰﾌﾞﾙ      1.2 ㎜-   2C                    
FEP内(PF･CD)                    11   

ｍ
合成樹脂製      埋込 4個用                      
ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ(ｶﾊﾞｰ付 3   
)               個
非常警報複合装置 埋込                            

3   
個

撤去            別紙 00-0023
1   

式
計



花　巻　市

機械設備工事　細目別内訳 72
本庁舎分室 空気調和設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ     暖房能力11.2kW･冷房能力10.0kW   
(寒冷地仕様)    壁掛型(同時ﾂｲﾝ)･ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ･ﾄﾞﾚﾝｱ 2   
AC-1            ｯﾌﾟﾒｶ･防雪屋根･平置架台他       台
ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ(室外機) 暖房能力18.0kW･冷房能力16.0kW   
(寒冷地仕様)    防雪屋根･平置架台･固定ﾌﾞﾛｯｸ*2･室 1   
ACP-1           外機転倒防止･分岐管他           台
ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ(室内機) 暖房能力6.3kW･冷房能力5.6kW     
(寒冷地仕様)    壁掛型･ﾄﾞﾚﾝｱｯﾌﾟﾒｶ･ﾜｲﾔｰﾄﾞﾘﾓｺﾝ他  3   
ACP-1-1         台
ﾙｰﾑｴｱｺﾝ         壁掛型･暖房5.0kW･冷房4.0kW      
ACR-4           配管新設･架台再使用             1   
取外し･再取付   台
ﾙｰﾑｴｱｺﾝ         壁掛型･暖房5.0kW･冷房4.0kW      
ACR-5           配管新設･架台再使用             1   
取外し･再取付   台
FF式石油暖房機  暖房出力7.41kW                  
FF-4            給排気筒･ｵｲﾙｺｯｸ再使用           2   
取外し･再取付   台
ｵｲﾙｻｰﾊﾞｰ        灯油用･最大揚程8m               
OS-2            1   
取外し･再取付   台
ｵｲﾙﾀﾝｸ          200型                           
TO-1            1   
取外し･再取付   基

計

機械設備工事  細目別内訳 73
本庁舎分室 空気調和設備 配管設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
冷媒用          19.05外径(  3/4B) ｶﾞｽ管         
断熱材被覆銅管  厚20mm以上                      10   
改修            ｍ
冷媒用          15.88外径(  5/8B) ｶﾞｽ管         
断熱材被覆銅管  厚20mm以上                      23   
改修            ｍ
冷媒用          12.7 外径(  1/2B) ｶﾞｽ管         
断熱材被覆銅管  厚20mm以上                      19   
改修            ｍ
冷媒用           9.52外径(  3/8B) ｶﾞｽ管         
断熱材被覆銅管  厚20mm以上                      19   
改修            ｍ
冷媒用           9.52外径(  3/8B) 液管          
断熱材被覆銅管  厚10mm以上                      33   
改修            ｍ
冷媒用           6.35外径(  1/4B) 液管          
断熱材被覆銅管  厚10mm以上                      38   
改修            ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋外架空・暗渠  25A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      18   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        20A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      36   
(VP)改修        ｍ
油・被覆銅管    1/4(  8)                        

 9.52mm                         25   
ｍ

      小計

保温化粧ｹｰｽ     140 × 80                       
(樹脂製)        36   

ｍ
ﾄﾞﾚﾝ用逆止弁    20A25A兼用型                    

6   
個

保温工事        別紙 00-0024
1   

式
機械ﾊﾂﾘ         別紙 00-0025

1   
式

計



花　巻　市

機械設備工事　細目別内訳 74
本庁舎分室 換気設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
天井換気扇      低騒音形･高密閉風圧式ｼｬｯﾀｰ･ﾀﾞｸﾄ 
FE-1            φ100･風量強120m3/h･24H60m3/h･SU 1   

S製深型ﾌｰﾄﾞ･天吊金具･ｽｲｯﾁ       台
天井換気扇      低騒音形･高密閉風圧式ｼｬｯﾀｰ･ﾀﾞｸﾄ 
FE-2            φ100･風量強130m3/h･24H40m3/h･SU 1   

S製深型ﾌｰﾄﾞ･天吊金具･ｽｲｯﾁ       台
天井換気扇      低騒音形･高密閉風圧式ｼｬｯﾀｰ･ﾀﾞｸﾄ 
FE-3            φ150･風量強300m3/h･24H60m3/h･SU 1   

S製深型ﾌｰﾄﾞ･天吊金具･ｽｲｯﾁ       台
天井換気扇      低騒音形･高密閉風圧式ｼｬｯﾀｰ･ﾀﾞｸﾄ 
FE-4            φ150･風量強350m3/h･24H100m3/h･S 1   

US製深型ﾌｰﾄﾞ･天吊金具･ｽｲｯﾁ      台
天井換気扇      低騒音形･高密閉風圧式ｼｬｯﾀｰ･ﾀﾞｸﾄ 
FE-5            φ150･風量強460m3/h･24H50m3/h･S 1   

US製深型ﾌｰﾄﾞ･天吊金具･ｽｲｯﾁ      台
天井換気扇      低騒音形･高密閉風圧式ｼｬｯﾀｰ･ﾀﾞｸﾄ 
FE-6            φ150･風量強485m3/h･24H160m3/h･S 1   

US製深型ﾌｰﾄﾞ･天吊金具･ｽｲｯﾁ      台
天井換気扇      低騒音形･高密閉風圧式ｼｬｯﾀｰ･ﾀﾞｸﾄ 
FE-7            φ150･風量330m3/h･SUS製深型ﾌｰﾄﾞ･ 2   

天吊金具･ｽｲｯﾁ                   台
天井換気扇      低騒音形･高密閉風圧式ｼｬｯﾀｰ･ﾀﾞｸﾄ 
FE-8            φ150･風量340m3/h･SUS製深型ﾌｰﾄﾞ･ 2   

天吊金具･ｽｲｯﾁ                   台
天井換気扇      低騒音形･風圧式ｼｬｯﾀｰ･ﾀﾞｸﾄφ200･ 
FE-9            風量強600m3/h･弱400m3/h･SUS製深 1   

型ﾌｰﾄﾞ･天吊金具･ｽｲｯﾁ            台
ﾊﾟｲﾌﾟ用ﾌｧﾝ      角形格子ｸﾞﾘﾙ･電気式ｼｬｯﾀｰ･ﾀﾞｸﾄφ1
FE-10           00･風量50m3/h･SUS製深型ﾌｰﾄﾞ･ｽｲｯﾁ 1   

台
ﾊﾟｲﾌﾟ用ﾌｧﾝ      角形格子ｸﾞﾘﾙ･電気式ｼｬｯﾀｰ･ﾀﾞｸﾄφ1
FE-11           50･風量80m3/h･SUS製深型ﾌｰﾄﾞ･ｽｲｯﾁ 2   

台
有圧換気扇      排気専用･羽根径25cm･風量800m3/h･
FE-12           SUS製電動ｼｬｯﾀｰ付ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ･取付枠 1   

･ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ･ｽｲｯﾁ                 台
自然給気ﾕﾆｯﾄ    ﾀﾞｸﾄφ100･角形･壁据付･ｼｬｯﾀｰ開口 
OA-1            面積調節･ﾛｯｸ機構･風圧ｼｬｯﾀｰ･外気 2   

清浄ﾌｨﾙﾀｰ･SUS製深型ﾌｰﾄﾞ         組
自然給気ﾕﾆｯﾄ    ﾀﾞｸﾄφ150･角形･壁据付･ｼｬｯﾀｰ開口 
OA-2            面積調節･風圧ｼｬｯﾀｰ･外気清浄ﾌｨﾙﾀｰ 4   

･SUS製深型ﾌｰﾄﾞ                  組
給排気ｸﾞﾘﾙ      ﾀﾞｸﾄφ200･丸形･天井据付･風量調節
OA-3            ･SUS製深型ﾌｰﾄﾞ                  1   

組

機械設備工事  細目別内訳 75
本庁舎分室 換気設備 機器設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
計



花　巻　市

機械設備工事　細目別内訳 76
本庁舎分室 換気設備 ダクト設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ      ｲﾝｻｰﾄ無 200㎜                   
(低圧ﾀﾞｸﾄ)      5   

ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ      ｲﾝｻｰﾄ無 150㎜                   
(低圧ﾀﾞｸﾄ)      17   

ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ      ｲﾝｻｰﾄ無 100㎜                   
(低圧ﾀﾞｸﾄ)      6   

ｍ
      小計

保温工事        別紙 00-0026
1   

式
機械ﾊﾂﾘ         別紙 00-0027

1   
式

計

機械設備工事  細目別内訳 77
本庁舎分室 衛生器具設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
腰掛式便器      TOTO:CS232BM SH232BA TCF6623    

LIXIL:BC-Z30H DT-Z350HN CW-KB31 2   
NKF-3WU2                        組

床置小便器      TOTO:UFH507CR TG600PL           
LIXIL:U-321RM UF-3JHT           1   

組
ｺｰﾅｰ手洗ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ TOTO:該当品無                   
ｺｰﾅｰﾐﾗｰｷｬﾋﾞﾈｯﾄ  LIXIL:YL-D201CCHE TSF-621       2   

組
手洗ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ     TOTO:ULRB3LTBNNNNNNNN           

LIXIL:L-D203SCHE                1   
組

化粧鏡          TOTO:YM4560A                    
LIXIL:KF-4560                   1   

枚
ﾐﾄﾞﾙｷｬﾋﾞﾈｯﾄ     TOTO:UGLD05                     

LIXIL:TSF-107                   2   
組

ﾀｵﾙﾘﾝｸﾞ         TOTO:YT405                      
LIXIL:FKF-AD70C                 3   

個
計



花　巻　市

機械設備工事　細目別内訳 78
本庁舎分室 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 軟質管・金属製継手接合          
改修            地中配管       25A              4   

ｍ
水道用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 軟質管・金属製継手接合          
改修            地中配管       20A              4   

ｍ
給水・ﾎﾟﾘ粉体   ねじ接合        地中配管        
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            10   
(SGP-PD)改修    ｍ
給水・ﾎﾟﾘ粉体   ねじ接合        屋内一般        
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       20A                            4   
(SGP-PD)改修    ｍ
給水・ﾎﾟﾘ粉体   ねじ接合        屋内一般        
ﾗｲﾆﾝｸﾞ鋼管       15A                            6   
(SGP-PD)改修    ｍ
      小計

水抜栓          一般形       20A 1.0m           
3   

個
遠隔開閉器具    1F用(15～25mm)                  

3   
組

吸気弁付継手    LKSTL型φ13                     
5   

個
吸気弁付止水栓  ｱﾝｸﾞﾙ型φ13                     

1   
個

吸気弁          20A                             
1   

個
保温工事        別紙 00-0028

1   
式

土工事          別紙 00-0029
1   

式
計

機械設備工事  細目別内訳 79
本庁舎分室 排水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
排水・硬質ﾎﾟﾘ   地中配管 100A                   
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      6   
(VU)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   地中配管        75A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      5   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   屋内一般        50A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      8   
(VP)改修        ｍ
排水・硬質ﾎﾟﾘ   地中配管        40A             
塩化ﾋﾞﾆﾙ管      7   
(VP)改修        ｍ
      小計

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
90L､45L      塩ﾋﾞふた付         1   
501～800                        組

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
UTK､UT       塩ﾋﾞふた付         3   
501～800                        組

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
90Y､45Y､45YS 塩ﾋﾞふた付         2   
501～800                        組

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ桝       桝径150φ 最大排水管径100φ     
90L､45L      塩ﾋﾞふた付         1   
801～1200                       組

角桝            300□･ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ                  
下部砕石0.1m3                   1   

組
土工事          別紙 00-0030

1   
式

計



花　巻　市

機械設備工事　細目別内訳 80
本庁舎分室 給湯設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
電気温水器      TOTO:REKB12A1SW35D TH651 RHE140*
WHE             3 LIXIL:                        1   

台
計

機械設備工事  細目別内訳 81
本庁舎分室 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
機器類撤去      別紙 00-0031

1   
式

配管･ﾀﾞｸﾄ類撤去 別紙 00-0032
1   

式
土工事          別紙 00-0033

1   
式

計



花　巻　市

建築工事　別紙明細 82
本庁舎分室 直接仮設 解体用

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
外部足場        別紙 00-0001

1   
式

枠組本足場      建枠 600×1700    布枠500×1枚  
(手すり先行方式) 掛払い手間                      140   

12m未満 -      -                ㎡
枠組本足場      建枠 600×1700    布枠500×1枚  
(手すり先行方式) 基本料 修理費含む               140   

12m未満 -      -                ㎡
枠組本足場      建枠 600×1700    布枠500×1枚  
(手すり先行方式) 供用1日賃料 修理費含む          1   

12m未満 -      -                式
安全手すり      枠組本足場用                    
(手すり先行方式) 掛払い手間                      37.6 

-                               ｍ
安全手すり      枠組本足場用                    
(手すり先行方式) 基本料 修理費含む               37.6 

-                               ｍ
安全手すり      枠組本足場用                    
(手すり先行方式) 供用1日賃料 修理費含む          1   

-                               式
計

災害防止        別紙 00-0002
1   

式
災害防止        防炎1類 30日                    
(ﾈｯﾄ状塗装飛散防 140   
止養生シート)   ㎡

計

建築工事　別紙明細 83
本庁舎分室 直接仮設 解体用

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
内部足場        別紙 00-0003

1   
式

内部仕上足場    基本料 修理費含む               
脚立足場                        104   
階高4.0m以下           転用数 1 ㎡

安全ﾈｯﾄ張り     防炎ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ                     
(水平張り)      掛払い手間                      125   

㎡
安全ﾈｯﾄ張り     防炎ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ                     
(水平張り)      基本料 修理費含む               125   

㎡
安全ﾈｯﾄ張り     防炎ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ                     
(水平張り)      供用1日賃料 修理費含む          1   

式
計

仮設材運搬      別紙 00-0004
1   

式
仮設材運搬      建枠幅600                       
(枠組本足場)    140   
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬      枠組本足場用(手すり先行方式)    
(安全てすり)    37.6 

ｍ
仮設材運搬      
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     140   

㎡
仮設材運搬      平家建                          
(内部仕上足場   104   
脚立足場)       ㎡

計



花　巻　市

建築工事　別紙明細 84
本庁舎分室 直接仮設 耐震補強・改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
養生            別紙 00-0005

1   
式

養生(外壁改修)  
379   

㎡
養生(外壁改修)  

200   
㎡

養生(内部改修)  個別改修                        
393   

㎡
計

整理清掃後片付け 別紙 00-0006
1   

式
整理清掃後片付け
(外壁改修)      379   

㎡
整理清掃後片付け
(外壁改修)      200   

㎡
整理清掃後片付け 個別改修                        
(内部改修)      393   

㎡
計

建築工事　別紙明細 85
本庁舎分室 直接仮設 耐震補強・改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
外部足場        別紙 00-0007

1   
式

枠組本足場      建枠 900×1700    布枠500+240   
(手すり先行方式) 掛払い手間                      486   

12m未満 -      -                ㎡
枠組本足場      建枠 900×1700    布枠500+240   
(手すり先行方式) 基本料 修理費含む               486   

12m未満 -      -                ㎡
枠組本足場      建枠 900×1700    布枠500+240   
(手すり先行方式) 供用1日賃料 修理費含む          1   

12m未満 -      -                式
枠組本足場      建枠 600×1700    布枠500×1枚  
(手すり先行方式) 掛払い手間                      137   

12m未満 -      -                ㎡
枠組本足場      建枠 600×1700    布枠500×1枚  
(手すり先行方式) 基本料 修理費含む               137   

12m未満 -      -                ㎡
枠組本足場      建枠 600×1700    布枠500×1枚  
(手すり先行方式) 供用1日賃料 修理費含む          1   

12m未満 -      -                式
安全手すり      枠組本足場用                    
(手すり先行方式) 掛払い手間                      117   

-                               ｍ
安全手すり      枠組本足場用                    
(手すり先行方式) 基本料 修理費含む               117   

-                               ｍ
安全手すり      枠組本足場用                    
(手すり先行方式) 供用1日賃料 修理費含む          1   

-                               式
計



花　巻　市

建築工事　別紙明細 86
本庁舎分室 直接仮設 耐震補強・改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
内部足場        別紙 00-0008

1   
式

内部仕上足場    基本料 修理費含む               
脚立足場                        345   
階高4.0m以下           転用数 1 ㎡

内部仕上足場    基本料 修理費含む               
脚立足場                        345   
階高4.0m以下           転用数 2 ㎡

内部階段仕上足場 掛払い手間                      
5   

㎡
内部階段仕上足場 基本料 修理費含む               

5   
㎡

内部階段仕上足場 供用1日賃料 修理費含む          
1   

式
計

災害防止        別紙 00-0009
1   

式
災害防止        ﾈｯﾄ状 養生ｼｰﾄ張(防炎1類)        
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     掛払い手間                      623   

㎡
災害防止(ﾈｯﾄ状塗 防炎1類                         
装飛散防止養生シ 1   
ート.日額損料)  式

計

建築工事　別紙明細 87
本庁舎分室 直接仮設 耐震補強・改修

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
仮設材運搬      別紙 00-0010

1   
式

仮設材運搬      建枠幅900(二枚布)               
(枠組本足場)    486   
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬      建枠幅600                       
(枠組本足場)    137   
(手すり先行方式) ㎡
仮設材運搬      枠組本足場用(手すり先行方式)    
(安全てすり)    117   

ｍ
仮設材運搬      
(内部階段       5   
仕上足場)       ㎡
仮設材運搬      2階建                           
(内部仕上足場   345   
脚立足場)       ㎡
仮設材運搬      
(ｼｰﾄ･ﾈｯﾄ類)     623   

㎡
計



花　巻　市

建築工事　別紙明細 88
本庁舎分室 とりこわし・撤去 木造撤去

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
木製棚撤去      集積共                          別紙 00-0011

1   
式

休憩室棟 倉庫   W=3500、合板棚板 2段            
中柱1本 90x90 H=2670            3   

か所
事務室棟 廊下   W=2800、H=1800　3段             

中柱1本 90x90　H=1800           1   
か所

事務室棟 物置   W=2800、H=1800                  
棚板 3段                        1   

か所
事務室棟 物置   W=1170、H=1800                  

棚板 3段                        2   
か所

事務室棟 書庫   W=2600、H=1780                  
棚板 4段                        1   

か所
事務室棟 書庫   W=2120、H=1780                  

棚板 4段                        1   
か所

計

建築工事　別紙明細 89
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 ＲＣ造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
鉄骨本体        別紙 00-0012

1   
式

ケミカルアンカー Ｄ22                            
176   

か所
ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ引張試験 試験費 D22 12か所               

1   
式

ｹﾐｶﾙｱﾝｶｰ引張試験 報告書作成                      
1   

式
ﾍﾞｰｽ下無収縮ﾓﾙﾀﾙ W400                            

44   
ｍ

柱背面          W300                            
 無収縮ﾓﾙﾀﾙ充填 85.6 

ｍ
鋼材費          別紙 00-0012/00-001

1   
式

副資材費        
25,024   

kg
ボルト類        別紙 00-0012/00-002

1   
式

工場加工費      
25,024   

kg
錆止め塗装費    JIS K-5674（工場１回塗）        

25,024   
kg

JISブレース     別紙 00-0012/00-003
1   

式
運搬費          

27,221   
kg

場内 小運搬費   
27,221   

kg
現場工事費      

27,221   
kg



花　巻　市

建築工事　別紙明細 90
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 ＲＣ造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
鉄骨本体        別紙 00-0012

1   
式

社内検査費      
27,221   

kg
施工図・現寸図費

27,221   
kg

大引き受け      SS400                           
ＰＬ-６         120   

kg
大引き受け      D-LOCK                          
中ボルト Ｍ１２ 30   

kg
スクラップ控除  

1,306   
kg

第三者超音波    AOQL基準 ２ロット               
検査費用        （検査対象総箇所数 448か所）    40   

か所
仮設工事        別紙 00-0012/00-004

1   
式

現場調査 及び   
実測費          1   

式
計

建築工事　別紙明細 91
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 ＲＣ造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
鋼材費          別紙 00-0012/00-001

1   
式

H-300x300x10x15 SS400                           
10,694   

kg
H-300x150x6.5x9 SS400                           

652   
kg

H-294x200x8x12  SS400                           
4,350   

kg
H-200x200x8x12  SS400                           

2,873   
kg

H-194x150x6x9   SS400                           
1,431   

kg
H-100x100x6x8   SS400                           

233   
kg

C-100x50x20x3.2 SSC400                          
309   

kg
FB-9x25         SN490B                          

265   
kg

PL-25           SN490C                          
383   

kg
PL-22           SN490C                          

433   
kg

PL-19           SN490C                          
335   

kg
PL-16           SN490C                          

212   
kg

PL-12           SS400                           
800   

kg
PL-9            SS400                           

2,838   
kg



花　巻　市

建築工事　別紙明細 92
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 ＲＣ造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
鋼材費          別紙 00-0012/00-001

1   
式

PL-6            SS400                           
467   

kg
計

ボルト類        別紙 00-0012/00-002
1   

式
アンカーボルト  SNR400 腰折れ 定着板付          
Ｍ２０          28   

kg
ＨＴＢ　Ｍ２２  Ｓ１０Ｔ                        

591   
kg

ＨＴＢ　Ｍ２０  Ｓ１０Ｔ                        
655   

kg
ＨＴＢ　Ｍ１６  Ｓ１０Ｔ                        

150   
kg

計

JISブレース     別紙 00-0012/00-003
1   

式
JISﾌﾞﾚｰｽ　Ｍ３０

385   
kg

JISﾌﾞﾚｰｽ　Ｍ２０
388   

kg
計

建築工事　別紙明細 93
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 ＲＣ造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
仮設工事        別紙 00-0012/00-004

1   
式

カニクレーン    使用期間１０日                  
1   

台
カニクレーン    
搬入・引取り費  2   

回
高所作業車      

2   
台

高所作業車      
運搬費          2   

回
計

梁連結          別紙 00-0013
1   

式
鋼材費          別紙 00-0013/00-001

1   
式

副資材費        
1,017   

kg
ボルト類費      別紙 00-0013/00-002

1   
式

工場加工費      梁連結                          
1,017   

kg
錆止め塗装費    JIS K-5674（工場１回塗）        

1,017   
kg

現場工事費      梁連結                          
1,077   

kg
計



花　巻　市

建築工事　別紙明細 94
本庁舎分室 耐震（躯体）改修 ＲＣ造補強

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
鋼材費          別紙 00-0013/00-001

1   
式

FB-9x25         SN490B                          
46   

kg
PL-16           SS400                           

468   
kg

PL-12           SS400                           
404   

kg
PL-9            SS400                           

149   
kg

計

ボルト類費      別紙 00-0013/00-002
1   

式
ＨＴＢ　Ｍ２０  Ｓ１０Ｔ                        

60   
kg

計

電気設備工事　別紙明細 95
本庁舎分室 幹線設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
撤去            別紙 00-0014

1   
式

電灯盤A         再使用しない                    
撤去            1   

面
電灯盤B         再使用しない                    
撤去            1   

面
電灯盤C         再使用しない                    
撤去            1   

面
電灯盤D         再使用しない                    
撤去            1   

面
開閉器箱        MCCB2P  30AF× 1個              
撤去            再使用しない                    1   

個
開閉器箱        ELCB3P 100AF× 1個              
撤去            再使用しない                    1   

個
計



花　巻　市

電気設備工事　別紙明細 96
本庁舎分室 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
撤去            別紙 00-0015

1   
式

ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形1P15A×1                  
撤去            再使用しない                    7   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形1P15A×2                  
撤去            再使用しない                    10   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形1P15A×3                  
撤去            再使用しない                    2   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形1P15A×1,3W15A×1         
撤去            再使用しない                    1   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形3W15A×1                  
撤去            再使用しない                    3   

個
ﾀﾝﾌﾞﾗｽｲｯﾁ       大角形1P15A×2,1PL15A×1        
撤去            再使用しない                    1   

個
ｺﾝｾﾝﾄ           大角形2P15A×1                  
撤去            再使用しない                    5   

個
蛍光灯器具      露出形     FL 20W  ×1          
撤去            再使用しない                    13   

個
蛍光灯器具      露出形     FL 40W  ×1          
撤去            再使用しない                    7   

個
蛍光灯器具      露出形     FHF 32W  ×2         
撤去            再使用しない                    4   

個
蛍光灯器具      露出形     FL 40W  ×2          
撤去            再使用しない                    19   

個
蛍光灯器具      露出形     FL 30W  ×1          
撤去            再使用しない                    5   

個
Hfｺﾝﾊﾟｸﾄ        露出形 FHT 13W ×1 再使用しない 
蛍光灯器具      1   
撤去            個
蛍光灯器具      つり下げ形 FHF 32W  ×2         
撤去            再使用しない                    1   

個

電気設備工事　別紙明細 97
本庁舎分室 電灯設備 電灯分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
撤去            別紙 00-0015

1   
式

蛍光灯器具      つり下げ形 FL 40W  ×2          
撤去            再使用しない                    33   

個
白熱灯器具      ｼｰﾘﾝｸﾞﾗｲﾄ    再使用しない       
撤去            6   

個
計



花　巻　市

電気設備工事　別紙明細 98
本庁舎分室 電灯設備 コンセント分岐

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
撤去            別紙 00-0016

1   
式

ｺﾝｾﾝﾄ           大角形2P15A×1                  
撤去            再使用しない                    2   

個
ｺﾝｾﾝﾄ           大角形2P15A×2                  
撤去            再使用しない                    30   

個
ｺﾝｾﾝﾄ           大角形2P15A×2(接地端子付)      
撤去            再使用しない                    1   

個
ｺﾝｾﾝﾄ           大角形2P15/20A×1(接地極･接地端 
撤去            再利用しない                    2   

個
計

電気設備工事　別紙明細 99
本庁舎分室 電熱設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
撤去            別紙 00-0017

1   
式

電気暖房器      輻射式   天吊形     ｽﾃﾝﾚｽ製     
撤去              400W 100V,200V -              5   

再使用しない                    台
ｻｰﾓｽﾀｯﾄ         一般型      両切 22A            
再使用しない    再使用しない                    5   

個
計



花　巻　市

電気設備工事　別紙明細 100
本庁舎分室 構内情報通信網設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
ｹｰﾌﾞﾙ成端       ﾓｼﾞｭﾗｰﾌﾟﾗｸﾞ、ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸを含む  別紙 00-0018

1   
式

ﾓｼﾞｭﾗｰﾌﾟﾗｸﾞ     
5   

個
ﾓｼﾞｭﾗｰｼﾞｬｯｸ     

10   
個

成端作業        
12   

か所
計

電気設備工事　別紙明細 101
本庁舎分室 構内交換設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
撤去            別紙 00-0019

1   
式

ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰﾄ      角型 ﾊﾄﾒ                        
撤去            再使用しない                    8   

個
計



花　巻　市

電気設備工事　別紙明細 102
本庁舎分室 拡声設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
撤去            別紙 00-0020

1   
式

ｽﾋﾟｰｶ           壁掛型　再使用しない            
撤去            5   

個
ｱｯﾃﾈｰﾀ          再使用しない                    
撤去            5   

個
計

電気設備工事　別紙明細 103
本庁舎分室 テレビ共同受信設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
取外し・再取付  別紙 00-0021

1   
式

ｺﾝｾﾝﾄ           大角形2P15A×2                  
取外し・再取付  -                               1   

個
計

撤去            別紙 00-0022
1   

式
ｱﾝﾃﾅ            VHF-12EL       1段目            
撤去            再利用しない                    1   

組
ｱﾝﾃﾅ            UHF-20EL       2段目            
撤去            再利用しない                    1   

組
ｱﾝﾃﾅﾏｽﾄ         壁面取付形(汎用)                
撤去            2.0m                            1   

再利用しない                    基
増幅器          汎用品       屋 外              
撤去            再利用しない                    1   

個
分配器          一般         屋外 4分配器       
撤去            再利用しない                    1   

個
ﾃﾚﾋﾞ端子        再利用しない                    
撤去            13   

個
計



花　巻　市

電気設備工事　別紙明細 104
本庁舎分室 火災報知設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
撤去            別紙 00-0023

1   
式

ｽﾎﾟｯﾄ形感知器   差動式 2種  露出                
撤去            再利用しない                    9   

個
計

機械設備工事　別紙明細 105
本庁舎分室 空気調和設備 配管設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
保温工事        別紙 00-0024

1   
式

排水管 保温     標仕保温材                      
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ   5   
 25A                            ｍ

排水管 保温     標仕保温材                      
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ   16.5 
 20A                            ｍ

計

機械ﾊﾂﾘ         別紙 00-0025
1   

式
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 300㎜程度   75㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   4   
配管用貫通口)   か所

計



花　巻　市

機械設備工事　別紙明細 106
本庁舎分室 換気設備 ダクト設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
保温工事        別紙 00-0026

1   
式

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温  ｸﾞﾗｽｳｰﾙ    屋内隠ぺい,ﾀﾞｸﾄｼｬﾌﾄ内
(32K)           ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ              200㎜   1.9 

保温厚25                        ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温  ｸﾞﾗｽｳｰﾙ    屋内隠ぺい,ﾀﾞｸﾄｼｬﾌﾄ内
(32K)           ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ              150㎜   9.9 

保温厚25                        ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温  ｸﾞﾗｽｳｰﾙ    屋内露出             
(32K)           ｶﾗｰ亜鉛鉄板             150㎜   1.4 

保温厚50                        ｍ
ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ保温  ｸﾞﾗｽｳｰﾙ    屋内隠ぺい,ﾀﾞｸﾄｼｬﾌﾄ内
(32K)           ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ              100㎜   2.4 

保温厚25                        ｍ
計

機械ﾊﾂﾘ         別紙 00-0027
1   

式
機械はつり(ﾀﾞｲﾔﾓ 300㎜程度  200㎜                
ﾝﾄﾞｶｯﾀｰによる   6   
配管用貫通口)   か所
手はつり        ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ 300㎜程度  0.1㎡    
(ﾀﾞｸﾄ貫通口)    3   

か所
計

機械設備工事　別紙明細 107
本庁舎分室 給水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
保温工事        別紙 00-0028

1   
式

給水管 保温     標仕保温材                      
天井内,ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内 ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ   4.3 
 20A                            ｍ

給水管 保温     標仕保温材                      
屋内露出 合成樹脂製ｶﾊﾞｰ1        5.5 
 15A                            ｍ

計

土工事          別紙 00-0029
1   

式
根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      4.1 
ｍ3

建設発生土処理  人 力 構内敷ならし              
1.3 

ｍ3
山砂            

1.3 
ｍ3

埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             
排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      2.8 

ｍ3
計



花　巻　市

機械設備工事　別紙明細 108
本庁舎分室 排水設備

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
土工事          別紙 00-0030

1   
式

根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   
排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      4.9 

ｍ3
建設発生土処理  人 力 構内敷ならし              

1.7 
ｍ3

山砂            
1.7 

ｍ3
埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      3.3 
ｍ3

計

機械設備工事　別紙明細 109
本庁舎分室 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
機器類撤去      別紙 00-0031

1   
式

煙突式石油暖房機 暖房出力16.3kW･煙突共           
F-1             1   

台
煙突式石油暖房機 暖房出力11.0kW･煙突共           
F-2             1   

台
FF式石油暖房機  暖房出力5.0kW･給排気筒共        
FF-1            1   

台
FF式石油暖房機  暖房出力15.9kW･給排気筒共       
FF-2            1   

台
FF式石油暖房機  暖房出力6.28kW･給排気筒共       
FF-3            1   

台
ﾙｰﾑｴｱｺﾝ         壁掛型･暖房7.1kW･冷房6.3kW      
ACR-1           2   

台
ﾙｰﾑｴｱｺﾝ         壁掛型･暖房4.8kW･冷房2.8kW      
ACR-2           1   

台
ﾙｰﾑｴｱｺﾝ         壁掛型･暖房3.2kW･冷房2.8kW      
ACR-3           1   

台
冷媒回収･破壊費 R32:2.84kg                      

R-22:0.58kg                     1   
R410A:0.98kg                    式

ｵｲﾙｻｰﾊﾞｰ        灯油用･最大揚程8m               
OS-1            2   

台
ｵｲﾙﾀﾝｸ          250型･防油堤共                  
TO-2            1   

基
ｵｲﾙﾀﾝｸ          490型･表示板3枚共               
TO-3            1   

基
ｵｲﾙﾀﾝｸ          小型･65L                        
TO-4            1   

基
換気扇          羽根20cm･ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ共            
FE-1            4   

台



花　巻　市

機械設備工事　別紙明細 110
本庁舎分室 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
機器類撤去      別紙 00-0031

1   
式

換気扇          羽根20cm                        
FE-2            2   

台
天井換気扇      ﾀﾞｸﾄφ100                       
FE-3            1   

台
天井換気扇      二部屋換気用･ﾀﾞｸﾄφ100          
FE-4            副吸込ｸﾞﾘﾙ共                    1   

台
天井換気扇      ﾀﾞｸﾄφ150                       
FE-5            1   

台
換気扇          羽根25cm･ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ共            
FE-6            2   

台
換気扇          循環空調形                      
FE-7            1   

台
大便器撤去      ﾀﾝｸ式             再使用しない  

1   
組

和風便器撤去    ﾀﾝｸ式    再使用しない           
5   

組
小便器撤去      洗浄弁式壁掛小便器              

再使用しない                    3   
組

小便器撤去      洗浄弁式床置小便器              
再使用しない                    4   

組
洗面器撤去      水栓1個、水栓2個 再使用しない   

6   
組

鏡撤去          再使用しない                    
3   

枚
単水栓類        φ13                            

8   
個

ｶﾞｽ湯沸器       壁掛型･5号                      
WHG             2   

台

機械設備工事　別紙明細 111
本庁舎分室 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
機器類撤去      別紙 00-0031

1   
式

床上掃除口      COA100                          
2   

個
床上掃除口      COA50                           

1   
個

水抜栓          13A×1.0H                       
2   

個
通気金物        50A                             

3   
個

ｺﾝｸﾘｰﾄ桝        300□×0.44H                    
2   

組
処理槽          1200×300×0.5H                 

1   
組

計



花　巻　市

機械設備工事　別紙明細 112
本庁舎分室 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
配管･ﾀﾞｸﾄ類撤去 別紙 00-0032

1   
式

油配管          被覆銅管φ8                     
37.2 

ｍ
油配管          SGP15A 屋内                     

17.5 
ｍ

ｶﾞｽ配管         SGP15A 屋内                     
21.9 

ｍ
給水配管        PB15A 屋内                      

13   
ｍ

給水配管        VP25 地中                       
25.6 

ｍ
給水配管        VP20 地中                       

12.6 
ｍ

給水配管        VP13 地中                       
8.1 

ｍ
冷媒配管        φ9.52                          

33.5 
ｍ

冷媒配管        φ6.35                          
33.5 

ｍ
排水,通気配管   VP50 屋内                       

19.2 
ｍ

排水配管        VU100 地中                      
18.2 

ｍ
塩ﾋﾞﾀﾞｸﾄ        VP100                           

9.2 
ｍ

ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ(低圧､ 150㎜  再使用しない             
高圧1､2ﾀﾞｸﾄ)    0.8 
撤去            ｍ

計

機械設備工事　別紙明細 113
本庁舎分室 撤去工事

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
土工事          別紙 00-0033

1   
式

根切り(機械)    ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3                   
排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      18.2 

ｍ3
埋戻し          機 械 ﾊﾞｯｸﾎｳ 0.13m3             

排出ｶﾞｽ対策型 油圧式ｸﾛｰﾗ型      18.2 
ｍ3

計
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共通仮設費（積上）　明細 114

名　　　称 摘　　　　　要 数　　　　量 単位 単　　価 金　　　額 備　　　考
仮囲い          ｼｰﾄ張り H=2.0m 6ヶ月            

77.8 
ｍ

仮門            ｷｬｽﾀｰｹﾞｰﾄ W6.0×H1.8m 6ヶ月     
1   

か所
計



財務部契約管財課

施工条件明示（特記仕様書）

当初設計

本庁舎分室耐震改修工事

７令和 年度



別紙 Ｎｏ．１

・

・

・

全体工期 ※全体工期＝余裕期間＋実工期

うち余裕期間 ※工期の始期日を含めて数えた日数とする。

うち実工期 ※工事開始日を含めて数えた日数とする。
・

・

・ 　実工期のうち、設計工程上見込んでいる休日日数以外の作業不能日数等
）

・

・

余裕期間：契約書に定める工期の開始日から

工事開始日：契約書に定める工期の始期日から

・

・

・

・

・

・

・

・

・
・

・

・

２ 概成工期
無

（概成工期とは、標準仕様書に定めるものをいう。）

　工事開始日の前日までの期間に施工体制及び建設資材の確保が図られる場合等は、受発注者協議により、工事開始日を変
更することができるものとする。

　詳細については、以下のホームページを参考とすること。
https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017255/1010910.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設技術関連＞設計・積算・入札＞技術関連等＞【建築工事関係】「余裕期間」の
設定について 》

お盆休暇　　　　　　　８月13日から８月16日　　４日間

お正月休暇　　　　　　12月29日から１月３日　　６日間

　実工期のうち、設計工程上見込んでいる降雨（降雪含む）による休日日数

年債務である。　本工事は、債務負担工事
無

日目

　本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を行うことができる余裕
期間を設定した工事である。

　本工事の余裕期間及び実工期の始期日(工事開始日)は以下のとおりとする。

15 日間

15+1

特記仕様書（施工条件明示）

日間

　実工期には、作業日数、準備日数、後片付け日数のほか休工日（土曜日、日曜日、祝祭日、天候による休工日、連休等）を含
むものである。

※参考　連休等

ゴールデンウィーク　　４月29日から５月５日　　７日間

内　　　容明　示　事　項

１ 工期
有

　本工事の工期は、以下による。

15

240 日間

日間

明示
項目

適用の
有　無

日間

日間 （作業不能理由：

225

　本特記仕様書、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（以下「標準仕様書」という。）及び他特記仕
様書にに記載のない事項については、発注者の指示による。

適
用
範
囲

工
程
関
係

本特記仕様書は、

（以下「本工事」という。）に適用する。本庁舎分室耐震改修工事

５

４ 「余裕期間の設定」の有無

　工事請負契約書別記第16条第２項の規定に基づく、工事用地の管理は、工事開始日の前日までは、発注者の責任において
行うものとし、受注者に資材の搬入や仮設物の設置等を行わせてはならないものとする。

３

　本工事は、岩手県県土整備部週休２日工事実施要領に定める 「週休２日工事（発注者指定型）」である。

　余裕期間内は、現場代理人及び主任技術者又は監理技術者の配置を要しない。また、現場に搬入しない資材等の準備を行う
ことができるが、資材の搬入、仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならない。なお、余裕期間内に行う準備は受注者の責に
より行うものとする。

　工事実績情報サービス(コリンズ)は、実工期にて登録するものとし、工事開始日(変更後の工事開始日含む。)後、土曜日、日曜
日、祝日等を除き10日以内に、登録申請するものとする。

　工事請負契約書別記第３条の規定に基づく工程表には、余裕期間も含めた全体工期を記載するものとする。

　工事請負契約書別記第４条の規定に基づく契約保証の期間は、全体工期を満たすものとし、契約締結の日から全体工期の終
期日までを対象とするものとする。

　工事請負契約書別記第10条の規定に基づく、現場代理人及び主任技術者等の通知については、工事開始日までに通知する
ものとする。

有

週休２日工事の対象
有

１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/1020273/1020277/1020285/1020291.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設業の働き方改革＞建設工事＞いわてのi-Construction（アイ・コンストラクショ
ン）＞工事における担い手確保対策(週休2日工事ほか)

　実施にあたっては、「岩手県県土整備部週休２日工事実施要領」に基づき行うこと。

　週休２日に取り組んだ受注者については、県のホームページ等で公表する。

　詳細については、以下のホームページ「岩手県県土整備部週休２日工事実施要領」を参照すること。



別紙 Ｎｏ．２

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

工
程
関
係

施
策
関
係

６ 　他の工事の開始又は完了の時期により、当該工事の
施工時期、全体工期等に影響がある場合は、影響を受
ける部分及び内容並びに他の工事の内容及び開始又
は完了の時期

無

　電子データを作製することが困難な場合は、電子データの提出は必要ないものとする。ただし、その場合は事前に監督職員の
承諾を得ること。

　県外業者との下請契約締結報告書及び建設資材調書は、以下のホームページ「（農林水産部・県土整備部所管）岩手県営建
設工事請負契約書附属条件の一部改正について」により、様式をダウンロードし、必要事項の入力を行うものとする。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017255/1010908.html

　詳細については、以下のホームページを参考とすること。

https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_tk4_000041.html

《国土交通省トップページ>政策・仕事>官庁営繕>「営繕工事請負契約における設計変更ガイドライン（案）」について》

２ 　県外業者との下請契約締結報告書及び建設資材調書
有

　県外業者との下請契約締結報告書及び建設資材調書の提出は、紙又は電子データを監督職員に提出するものとする。

　受注者への指名停止措置②
　工事成績評定の減点①

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設技術関連＞設計・積算・入札＞技術関連等＞（農林水産部・県土整備部所
管）岩手県営建設工事請負契約書附属条件の一部改正について》

　施工時期、施工時間及び施工方法が制限される場合
は、制限される施工内容、施工時期、施工時間及び施
工方法

無

　詳細は以下のホームページによる。

11 　工事一時中止の措置
有

　工事請負契約書別記第20条に基づき、工事を一時中止する場合の取扱いは、国土交通省大臣官房官庁営繕部作成「営繕工
事請負契約における設計変更ガイドライン（案）」中の「工事一時中止ガイドライン」によることとする。

12 　熱中症予防対策に伴う施工効率の低下等を理由とし
た工期の延長変更について

有

　受注者は、工事請負契約書別記第21条に基づき、工事発注時に際して見込む作業不能日数と著しく乖離した場合は、工期の
延長変更を請求することができる。

　発注者は、上記請求を受けた場合、環境省が公表している施工箇所の最寄りの観測地点の暑さ指数（WBGT）を確認のうえ、
作業日における猛暑時間（8時～17時を対象として、暑さ指数（WBGT）が31℃以上の時間帯をいう。）を踏まえて工期延長日数を
算定する。

　上記により難い場合は、監督職員と協議のうえ決定するものとする。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/tetsuzuki/1010858.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設業法の諸手続き（許可、経審等）＞【お知らせ】県営建設工事における社会保
険等未加入対策の取組強化について》

特記仕様書（施工条件明示）
明示
項目

明　示　事　項
適用の
有　無

内　　　容

無
８ 　当該工事の関係機関等との協議に未成立のものがあ

る場合は、制約を受ける内容及びその協議内容並びに
成立見込み時期

有

　社会保険等に未加入である建設業許可業者を下請負人（二次以下の下請負人を含む。）とすることを原則として禁止する。

　正当な理由なく社会保険等未加入建設業者を下請負人とした場合、次の措置を実施する。

７

９ 　関係機関、自治体、施設管理者等との協議の結果、特
定の条件が付され当該工事の工程に影響がある場合
は、影響を受ける部分及び内容

無

10 　工事着手前に地下埋設物及び埋蔵文化財等の事前
調査を必要とする場合は、その項目及び調査期間。又
は、地下埋設物等の移設が予定されている場合は、そ
の移設期間

無

13 　その他

１ 　下請契約対象の限定



・

・

・

・

３

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/shingijutsu/1010856.html
《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞新技術・経営革新＞新技術等活用促進事業》

　新技術等の活用により、設計図書の記載事項の変更が必要となる場合は、監督職員と協議するものとする。

　新技術等の活用にあたり、監督職員から施工実態調査の実施を指示された場合は、これを行うものとする。
　なお、調査結果については、工事名・受注者名を公表する場合がある。

　岩手県新技術等活用促進事業の詳細については、以下のホームページ「岩手県新技術等活用促進事業」を参考とすること。

　新技術等の活用の推進について
無

　施工に先立ち、本工事内容について十分把握の上、設計図書で指定された工法及び技術を除き、新技術情報提供システム
（NETIS）や岩手県新技術等活用促進事業等を利用して、新技術等の活用を積極的に推進するものとし、活用する新技術等があ
る場合は監督職員に報告するものとする。

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。
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　本工事において、受注者は法定外の労災保険に付さなければなら
ない。

　詳細については、以下のホームページ「岩手県再生資源利用認定製品」を参考とすること。

https://www.pref.iwate.jp/kurashikankyou/kankyou/seisaku/nintei/index.html

《岩手県トップページ＞くらし・環境＞環境＞環境政策＞岩手県再生資源利用認定製品》

資材名 規　　格 備　　考

　詳細については、以下のホームページを参考とすること。

https://www.mlit.go.jp/gobuild/gobuild_tk4_000041.html

《国土交通省トップページ>政策・仕事>官庁営繕>「営繕工事請負契約における設計変更ガイドライン（案）」について》

　本工事は「防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策」（以下「加速化対策」という。）に関する工事である。

４ 　再生資源利用認定製品

　対象が「有」の場合は、工事中の標示施設について以下のホームページを参考に「加速化対策」である旨を明示すること。

　https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017255/1061453.html

無

　法定外の労災保険の付保
有

７

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設業の働き方改革＞建設工事＞建設キャリアアップシステム活用工事》
https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/1020273/1020277/1058795.html

　適用が「有」の場合は、モデル工事の実施の有無に関わらず、要領第８によりアンケートを提出する必要があること（要領第４第
３項の協議によりモデル工事を実施した場合も含む。）。

　建設キャリアアップシステム（CCUS）活用工事
無

　県土整備部が発注する工事において、適用の有無が「無」の場合でも、ＣＣＵＳ活用工事の実施を希望する場合は、要領第４第
３項に基づく協議により、ＣＣＵＳ活用工事を実施できる場合があること。

　本工事は、受注者が希望するＣＣＵＳを活用した工事（以下「ＣＣＵＳ活用工事」という。）の対象である。
　詳細については、以下のホームページ「岩手県県土整備部建設キャリアアップシステム活用工事実施要領（以下「要領」とい
う。）」を参照すること。

防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策
無

８ 総合評価落札方式競争入札において建設キャリアアッ
プシステムの活用を提案する場合の取扱い

無

　本工事が総合評価落札方式競争入札による発注で、受注者が技術提案評価項目Ａで「当該工事における建設キャリアアップ
システムの活用」を「活用する」として申請し評価点を得ている場合、受注者は「総合評価落札方式技術評価基準　別紙１（評価
基準及び配点（Ａ）（以下「評価基準別紙１）」に定める内容を実施すること。

やむを得ない理由として発注者が認めた場合を除き、履行が確認されなかった場合は工事成績評定における技術提案履行確
認を「不履行」として扱う。

詳細については、以下のホームページに掲載する「評価基準別紙１」の「６留意事項〔建設キャリアアップシステムの取組〕を参照
すること。

https://www.pref.iwate.jp/kensei/nyuusatsu/kouji/1010493/kiteishu/1-2-03700.html
《岩手県トップページ> 県政情報 > 入札・コンペ・公募情報 > 県営建設工事入札 > 県営建設工事入札各種資料 > 県営建設工
事入札契約規程集 > 1-2-03700 総合評価落札方式競争入札技術評価基準》

特記仕様書（施工条件明示）
明示
項目

明　示　事　項
適用の
有　無

内　　　容

５ 　設計変更について
有

　以下の資材を利用する場合は、再生資源利用認定製品を利用するよう努めるものとする。

《岩手県トップページ＞ 県土づくり > 建設業 > 建設技術関連 > 設計・積算・入札 > 技術関連等 > 国土強靱化5か年加速化対
策工事における標示施設の設置》

施
策
関
係

快適トイレの標準仕様及び積算方法は、以下のホームページを参考とすること。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/1020273/1020277/index.html

《 トップページ > 県土づくり > 建設業 > 建設業の働き方改革 > 建設工事 > 快適トイレの導入》

快適トイレの手配が困難な場合は、監督職員と協議の上、本条項は対象外とする。

10 現場環境改善（快適トイレの設置の試行）
無

受注者は、現場に快適トイレを設置することを原則とする。

　設計変更については、工事請負契約書別記第18条～第24条及び公共建築工事標準仕様書1.1.8～1.1.10に記載しているとこ
ろであるが、その具体的な考え方や手続きについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部作成「営繕工事請負契約における設
計変更ガイドライン（案）」によることとする。

６

９
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・

・

無

検
査
関
係

　監督職員の立会のうえ施工すべき工種がある場合は、
その工種及び立会時期 有

適宜（施工計画書により協議すること）

３ 　検査員の指定部分検査を受ける工種がある場合は、そ
の工種及び工事段階 有

適宜（施工計画書により協議すること）

　検査員の中間技術検査を受ける工種がある場合は、そ
の工種及び工事段階

２

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

１

１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。

用
地
関
係

　施工のための仮用地等として施工者に、県有地等を使
用させる場合は、その場所、範囲、時期、期間、仕様条
件、復旧方法等

　その他

１

無

２

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設業の働き方改革＞建設工事＞営繕工事の建設現場の遠隔臨場について》

遠隔臨場試行対象工事（受注者希望型）
　本工事は、遠隔臨場（ウェアラブルカメラ等による映像と音声の双方向通信を使用して、監督職員の立会い等を実施）の試行対
象工事である。

　詳細については、以下のホームページ「営繕工事の建設現場における遠隔臨場に関する試行要領」を参照すること。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/1020273/1020277/index.html

11 　営繕工事の建設現場における遠隔臨場に関する試行
対象工事 有
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・

・

m3

搬入元及び搬入量は以下のとおり。

箇所名 地先名 搬入量（地山） 備考

m3

３ 　仮設の設計条件を指定する場合は、その内容
無

４ 　その他

１ 土砂の搬入元（工事を除く）
無

１ 　仮土留、仮橋、足場等の仮設を他の工事に引渡す場
合及び引き継いで使用する場合は、その内容、引渡期
間、条件等

無

３ 　その他

２ 　仮道路を設置する場合は、その仕様と設置期間及び
工事終了後の処置 無

無

仮
設
関
係

２ 　仮設の構造、工法及びその施工範囲を指定する場合
は、その構造、工法及びその施工範囲

安
全
対
策
関
係

工
事
用
道
路
関
係

１ 　一般道路を搬入、搬出路として使用する場合 ―

５

２

無

３
無

無

　その他

　鉄道、ガス、電気、電話、水道等の施設と近接する工
事において施工方法、作業時間等に制限がある場合
は、その内容

　落石、雪崩、土砂崩落等に対する防護施設が必要な
場合は、その内容

１ 　交通安全施設等を指定する場合は、その内容、期間
無

（１） 　工事用資機材等の搬入経路、使用期間、使用時間
帯等に制限がある場合は、その経路、期間、時間帯
等

（２） 　搬入、搬出路の使用中及び使用後の処置が必要で
ある場合は、その処置内容

　有毒ガス及び酸素欠乏等の対策として、換気設備等が
必要な場合は、その内容

６

明示
項目

明　示　事　項
適用の
有　無

内　　　容

公
害
関
係

無

　工事に伴う公害防止（騒音、振動、粉塵、排出ガス等
防止）のため、施工方法、建設機械・設備、作業時間等
の指定が必要な場合は、その内容

２ 　工事の施工に伴って発生する騒音、振動、地盤沈下、
地下水の枯渇等が予測される場合、又は、電波障害等
に起因する事業損失が懸念される場合は、事前・事後等
調査の区分とその調査時期、未然に防止するために必
要な調査方法、範囲等

ストックヤード等からの土砂の搬入の有無

１

無

３ 　その他

特記仕様書（施工条件明示）

無

４ 　交通誘導員の配置を指定する場合は、配置場所、配
置者数、編成等 無

有
仮設計画図参照

具体的な箇所は別添「位置図」のとおり

受注者は、資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務に留意すること。



・

年 月

年 月

年 月

年 月

・

・

・

・

年 月

年 月

年 月

年 月

・

・

・

・

・

・

受注者は、土砂を再生資源利用計画に記載した搬入元から搬入したときは、法令等に基づき、速やかに受領書を搬入元に交付
しなければならない。

受領書の交付

再生資源利用計画を作成する上での確認事項等

発生土の運搬を行う者に対する通知

本工事に土砂の搬入又は本工事から建設発生土を搬出する場合、下記に記す資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務
に留意すること。

また、確認結果は、再生資源利用促進計画に添付するとともに、工事現場において公衆の見やすい場所に掲げなければならな
い。

受注者は、建設現場等から土砂搬出を他の者に委託しようとするときは、再生資源利用促進計画に記載した事項（搬出先の名称
及び所在地、搬出量）と上記確認結果を、委託した搬出者に対して、法令等に基づいて通知しなければならない。

発生土の搬出先に対する受領書の交付請求等

発注者は、発生土を再生資源利用促進計画に記載した搬出先へ搬出したときは、法令等に基づき、速やかに搬出先の管理者
に受領書の交付を求め、受領書に記載された事項が再生資源利用促進計画に記載した内容と一致することを確認するとともに、
監督職員から請求があった場合は、受領書の写しを提出しなければならない。

備考

令和 から
m3

令和

m3
令和

３ 建設発生土の搬出先（工事を除く）
無

受注者は、資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務に留意すること。

令和 から

建設発生土の搬入予定工事の有無

　本工事では、以下の工事からの建設発生土の搬入を予定する。

　詳細については、監督職員の指示を受けること。

搬入元工事名 搬入予定期間

５

ストックヤード等への建設発生土の搬出の有無

搬出先及び搬出量は以下のとおり。

m3

建設発生土の搬出予定工事の有無

m3

搬出量（地山）箇所名 地先名

令和

本工事では、以下の工事へ建設発生土の搬出を予定する。

４ 建設発生土の搬出予定工事
無

搬出先工事名 搬出予定期間
搬出量

（盛土換算数量）

受注者は、再生資源利用促進計画の作成に当たり、発生土を工事現場から搬出する場合は、工事現場内の土地の掘削その他
の形質の変更に関して発注者等が行った土壌汚染対策法等の手続状況や、搬出先が盛土規制法の許可地等であるなど適正で
あることについて、法令等に基づき確認しなければならない。

令和 から

m3
令和

２ 建設発生土の搬入予定工事
無

建
設
副
産
物
関
係

具体的な箇所は別添「位置図」のとおり

受注者は、資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務に留意すること。

詳細については、監督職員の指示を受けること。

受注者は、資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務に留意すること。

資源有効利用促進法に基づく元請業者の義務

搬入量
備考

（盛土換算数量）

備考

令和 から

m3



・

その他

・

１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

　なお、受注者が上記施設とは異なる施設で処理する場合においても設計変更の対象としない。

　ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない事項については、この限りではない。

　指定廃棄物の処理の有無

　発生する建設廃棄物の最終処分場を指定する場合
は、副産物名、受入場所及び受入時間帯 無

　再生資源化施設及び建設廃棄物受入施設については、積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではな

い。

受入場所 備考廃棄物名

７

６

受入施設名

３ 　その他

１ 地上、地下等における占用物件の有無及び占用物件等
で工事支障物が存在する場合は、支障物件名、管理
者、位置、移設時期、工事方法、防護等 無

２ 　地上、地下等の占用物件に係る工事期間と重複して
施工する場合は、その工事内容、期間等

無

　工事の施工により発生する指定廃棄物は、以下の場所に搬入する。

工
事
支
障
物
件
等

排
水
関
係

１ 　排水の工法、排水処理の方法及び排水の放流先等を
指定する場合は、その工法、処理の方法、放流先、予定
される排水量、水質基準及び放流費用

無

２ 　水替・流入防止施設が必要な場合は、その内容、期間
無

３ 　その他
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・

・

・

・

・

・
・

・

・

・

・

・

・

・

・

薬
液
注
入
関
係

１ 　薬液注入を行う場合は、設計条件、工法区分、材料種
類、範囲、削孔数量、削孔延長及び注入量、注入圧等 無

２ 　周辺環境に与える影響の調査が必要な場合は、その
内容

無

３ 　その他

７ 　部分使用を行う必要がある場合は、その箇所及び使用
時期

無

　本工事は、県営建設工事における技術者等の兼務について（令和７年１月21日付け出総第205号）に基づき、２件の工事で主
任技術者及び監理技術者を兼務できる対象である。

　詳細については、以下のホームページ「現場代理人の兼務に関する取扱い」を参照すること。

https://www.pref.iwate.jp/kensei/nyuusatsu/kouji/1010493/kiteishu/3-2-01400.html
《岩手県トップページ＞県政情報＞入札・コンペ・公募情報＞県営建設工事入札＞県営建設工事入札各種資料＞県営建設工
事入札契約規程集＞3-2-01400 現場代理人の兼務に関する取扱い》

９ 「主任技術者及び監理技術者の兼務の適用」の有無
有

８ 「現場代理人の兼務の適用」の有無
有

５ 　工事用水及び工事用電力等を指定する場合は、その
内容

無

無
６ 　新技術・新工法・特許工法を指定する場合は、その内

容

４ 　架設工法を指定する場合は、その施工方法及び施工
条件

１

３ 　関係機関・自治体等との近接協議に係る条件及びそ
の内容等

無

　工事現場発生品がある場合は、その品名、数量、現場
内での再使用の有無、引き渡し場所等

無

２ 　支給材料及び貸与品がある場合は、その品名、数量、
品質、規格又は性能、引渡場所、引渡期間等

無

無

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017258/1010941.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設技術関連＞設計・積算・入札＞東日本大震災特例等＞【建築工事関係・拡大
運用】工事請負契約締結後における単価適用年月変更について》

　本工事は、現場代理人の兼務に関する取扱い（令和３年３月８日付け出総第341号。以下「兼務に関する取扱い」という。）に基
づき、２件の工事で現場代理人を兼務できる対象であり、工事請負契約書別記第10条第３項に基づき現場代理人について工事
現場における常駐を要しないものとする。

　受注者は、単価適用年月の変更を請求する場合は、当初契約締結日から１４日以内に別紙様式により発注者に請求するものと
する。

　受注者から単価適用年月の変更の請求があった場合は、発注者は、基準日時点で設計単価を所管する建設技術振興課が通
知（設定）している最新の積算単価表の設計単価に変更するものとする。

　設計単価の変更に伴う契約変更（第１回）は、原則として単価適用年月の変更のみとし、契約数量、契約図面及び仕様書等は
変更しないものとする。

　単価適用年月の変更を請求した場合においても、岩手県営建設工事請負契約書別記第25条第１項から第４項（いわゆる「全体
スライド」）、第５項（いわゆる「単品スライド」）、第6項（いわいる「インフレスライド」）の規定に基づく請負代金額の変更及び「遠隔
地からの資材調達に要する輸送費についての運用」と併用できるものとする。

　詳細については、以下のホームページ「主任技術者及び監理技術者の兼務に関する取扱い」を参照すること。

https://www.pref.iwate.jp/kensei/nyuusatsu/kouji/1010493/kiteishu/3-2-01300.html
《岩手県トップページ＞県政情報＞入札・コンペ・公募情報＞県営建設工事入札＞県営建設工事入札各種資料＞県営建設工
事入札契約規程集＞3-2-01300 主任技術者及び監理技術者の兼務に関する取扱い》

有

　本工事は、「工事請負契約締結後における単価適用年月変更」対象工事である。

　適用除外工事は以下のとおり。

　詳細については、「工事請負契約締結後における単価適用年月変更の運用基準（建築・電気設備・機械設備）」のとおりであ
り、以下のホームページを参考とすること。

なお、主任技術者については、建設業法第26条第３項及び建設業法施行令第27条第１項に定める請負代金の額に満たない工
事においては専任を要しないことから、本項目の対象の有無にかかわらず複数の工事を管理することができる。

１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

特記仕様書（施工条件明示）
明示
項目

明　示　事　項
適用の
有　無

内　　　容

そ
　
の
　
他

　本工事は、特定の資材の価格や労務が短期間に高騰し、積算時点で設定している設計単価と工事請負契約締結時点での資
材価格に差が生じている可能性があることから、当初契約締結後に単価適用年月を変更し、設計単価を変更することが可能な対
象工事である。

　対象となる単価は、資材単価、労務単価及び機械単価等の全ての設計単価とする。

① 　請求日時点で出来高が発生している工事。
② 　その他発注者が適用除外と認めた工事。

10 「工事請負契約締結後における単価適用年月変更」の
有無
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１．他の特記仕様書と重複している事項については、本施工条件明示によること。

２．図面等に内容を明示する場合には、内容欄にその旨を明記すること。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017258/1010942.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設技術関連＞設計・積算・入札＞東日本大震災特例等＞（建築関係）遠隔地か
らの資材調達に要する輸送費について》

13 　その他

　詳細については、「遠隔地からの資材調達に要する輸送費についての運用基準」のとおりであり、以下のホームページを参考と
すること。

　本工事は、東日本大震災津波等に伴う復旧・復興工事が本格化するなか、特定の資材の供給不足が生じる恐れがあり、受注
者が不足する資材を遠隔地から調達せざるを得ないことが想定されるため、それに要する輸送費を契約変更で計上できるものと
する。

　対象となる資材は、生コンクリート、石材とする。

　輸送費の算出は、工事場所から資材製造地区境までの距離に応じた輸送費を契約変更で計上する。

　輸送した資材は、資材製造地区の設計単価による契約変更とする。

　輸送費を契約変更で計上するには、受注者は発注者に事前に必要事項を通知して了解を得ることとし、了解を得た場合に限
り、実績に応じて輸送費を請求できるものとする。

　輸送費に係る契約変更を請求した場合においても、岩手県営建設工事請負契約書別記第25条第１項から第４項（いわゆる「全
体スライド」）、第５項（いわゆる「単品スライド」）、第6項（いわゆる「インフレスライド」）の規定に基づく請負代金額の変更及び「工
事請負契約締結後における単価適用年月変更の運用」と併用できるものとする。

　適用除外工事は以下のとおり。
① 　受注者が、輸送費を請求する意志を、事前に書面により発注者に通知していない工事。
② 　その他発注者が適用除外と認めた工事。

　受注者の責めによる工事工程の遅れ等、受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については、「共通費の実績変更」の
対象としない。

　発注者は、「共通費の実績変更」をする場合は、実績変更対象費に実際支払った額のうち、証明書類において確認された費用
について、下記に示す方法により積算変更時の設計額を算出するものとする。

① 　共通仮設費（積上式）：積算基準により算出した共通仮設費に加算

②
　現場管理費（率　式）：「実績変更対象費に実際支払った額のうち、証明書類において確認された費用から積算基準によ
り算出した現場管理費に含まれる実績変更対象費（率分）を差し引いた費用」を積算基準により算出した現場管理費に加
算

受注者は、工事請負契約書別記第21条に基づき、工事発注時に際して見込む作業不能日数と著しく乖離した場合は、工期の
延長変更を請求することができる。

　受注者は、「共通費の実績変更」に係る契約変更について疑義が生じた場合は、監督職員と協議するものとする。

上記により難い場合は、監督職員と協議のうえ決定するものとする。

https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/kensetsu/nyuusatsu/sekkei/1017258/1010943.html

《岩手県トップページ＞県土づくり＞建設業＞建設技術関連＞設計・積算・入札＞東日本大震災特例等＞（建築関係）労働者確
保に要する共通費の実績変更の運用基準の改定について》

　受注者は、「共通費の実績変更」を請求する場合は、実績報告書（様式１）及び実績変更対象費に実際支払った全ての証明書
類（領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書などをいう。）を監督職員に提出し、「共通費の実績変
更」の内容について協議するものとする。
　なお、実績報告書及び証明書類の提出期限等については、監督職員と協議のうえ決定するものとする。

そ
　
の
　
他

11 「労働者確保に要する共通費の実績変更」の有無
無

　本工事は、「労働者確保に要する共通費の実績変更」対象工事である。

　不足する労働者を広域的に確保せざるを得ない場合も考えられることから、受注者が負担する「共通仮設費（積上式）のうち仮
設建物費（宿舎等）」、「共通仮設費（積上式）のうち労働者に係る送迎費」及び「現場管理費（率式）のうち労務管理費」の以下に
示す費用（以下「実績変更対象費」という。）について、契約締結後に受注者の支出実績を踏まえて契約変更することができるも
のとする。

① 　共通仮設費（積上式）：労働者送迎費、仮設建物費（宿泊費、借上費）
② 　現場管理費（率　式）：労務管理費（募集及び解散に要する費用、賃金以外の食事・通勤等に要する費用）

　受注者は、労働者確保に要する共通費の実績変更（以下「共通費の実績変更」という。）を請求する意思がある場合は、発注者
に対し実績変更対象費（見込額）の提出を求めるものとする。

12 「遠隔地からの資材調達に要する輸送費」の有無
無

特記仕様書（施工条件明示）
明示
項目

明　示　事　項
適用の
有　無

内　　　容
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Ｓ－ 01

Ｓ－ 02

Ｓ－ 03

Ｓ－ 04

Ｓ－ 06

Ｓ－ 05

Ｓ－ 07

Ｓ－ 08

Ｓ－ 09

Ｓ－ 10

Ｓ－ 11

Ｓ－ 12

Ｓ－ 13

Ｓ－ 14

Ｓ－ 15

Ｓ－ 16

Ｓ－ 17

Ｓ－ 18

Ｓ－ 19

Ｓ－ 20

Ｓ－ 21

Ｓ－ 22

Ｓ－ 23

改修  特記仕様書　№１

改修  特記仕様書　№２

改修  特記仕様書　№３

配置図・付近見取図

改修  特記仕様書　№４

電気設備工事　特記仕様書

図 面 名 称

1： 500

会議室棟  既存・改修  仕上表

事務室棟  既存・改修  仕上表

休憩室棟  既存・改修  仕上表

構造設計標準仕様書

鉄筋コンクリート造標準配筋図（1）

鉄筋コンクリート造標準配筋図（2）

鉄骨構造標準図（ 1）

鉄骨構造標準図（ 2）

1： 100ＲＣ造補強　基礎伏図・１階床伏図

1： 100ＲＣ造補強　２階・Ｒ階 床伏図

1： 100

1： 100

ＲＣ造補強　軸組図（ 1）

ＲＣ造補強　軸組図（ 2）

1： 30

1： 30

ＲＣ造補強　あと施工アンカー仕様書

木質工事特記仕様書

ＲＣ造補強　鉄骨詳細図

ＲＣ造補強　ジョイントリスト・東側ポーチ詳細図

木造軸組接合部標準図（1）

木造軸組接合部標準図（2）

木造軸組接合部標準図（3）

木造軸組接合部標準図（4）

1： 100木造補強　基礎伏図

1： 100

1： 100

1： 100

木造補強　耐力壁・柱頭柱脚金物 平面図

木造補強　軸組図（1）

木造補強　軸組図（2）

木造補強　各階床伏図

木造補強　小屋伏図・垂木伏図

改修 分電盤結線図

Ｅ－08

Ｅ－ 09

Ｅ－ 10

改修  幹線･動力設備　１階平面図

改修 幹線･動力設備　２階平面図

改修 照明器具参考姿図

改修 電灯分岐　１階平面図

改修 電灯分岐　２階平面図

改修 コンセント分岐･電熱設備　１階平面図

改修 コンセント分岐　２階平面図

Ｍ－01

Ｍ－ 02

Ｍ－ 03

Ｍ－ 04

Ｍ－ 05

Ｍ－ 06

Ｍ－ 07

1： 100

Ｍ－ 08

Ｍ－ 09

Ｍ－ 10

Ｍ－ 11

1： 100

1： 100

Ｍ－ 12

Ｍ－ 13

Ｍ－ 14

Ｍ－ 15

1： 100

機械設備工事　特記仕様書

1： 100

Ｅ－ 13

Ｅ－ 14

Ｅ－ 15

1： 100

1： 100

1： 100

Ｅ－ 16

Ｅ－ 17

1： 100

1： 100

Ｅ－ 12

　　  火災報知設備  １階平面図

Ｅ－11 1： 100

　　  火災報知設備  ２階平面図

既存 電灯分岐　１階平面図

既存 電灯分岐　２階平面図

既存 構内交換･拡声 ･テレビ共同受信･火災報知設備 １階平面図

既存 幹線･コンセント分岐･電熱設備 １階平面図

既存 コンセント分岐　２階平面図

既存 構内交換･拡声 ･テレビ共同受信･火災報知設備 ２階平面図

改修 空気調和設備  機器表

1： 100

1： 100

1:100,1:20

改修  空気調和設備  １階平面図

改修 空気調和設備  ２階平面図

改修 換気設備 機器表

1： 100

改修  換気設備 １階平面図

改修 換気設備 ２階平面図

改修 衛生設備 機器表

改修 衛生設備 １階平面図

改修 衛生設備 ２階平面図

1： 50改修  衛生設備 トイレ平面図

既存撤去  機械設備  機器表

1： 100既存撤去  機械設備  １階平面図

既存撤去  機械設備  ２階平面図

既存撤去  機械設備  便所平面図 1： 50 

Ｋ－ 01

Ｋ－ 02

Ｋ－ 03

Ｋ－ 04

Ｋ－ 05

解体用　外部足場計画図

解体用　１階内部足場

改修用　外部足場計画図

改修用　１階内部足場

改修用　２階内部足場

1： 100

1： 100

1： 100

1： 150

1： 150

1:100,1:60

改修  構内情報通信網･構内交換･テレビ共同受信

改修 構内情報通信網･構内交換･テレビ共同受信

Ａ－ 71

1： 60トイレ　既存撤去  平面詳細図・展開図

1： 50

1： 50

事務室棟　既存 建具表-1

事務室棟　既存 建具表-2

1： 100

1： 50

休憩室棟　既存撤去 平面図

休憩室棟　既存 矩計図

休憩室棟　既存撤去 基礎・床伏図

休憩室棟　既存撤去 天井・小屋伏図

1： 60

1： 60

休憩室棟　既存撤去 展開図 -1

休憩室棟　既存撤去 展開図 -2

1： 50

1： 50

休憩室棟　既存 建具表-1

休憩室棟　既存 建具表-2

事務室棟　改修 平面詳細図 1： 50

1： 50休憩室棟　改修 平面詳細図

1： 50

1： 50

事務室棟・休憩室棟　改修 矩計図 -1

事務室棟　改修 矩計図-2

1： 100事務室棟・休憩室棟　改修 天井伏図

事務室棟・休憩室棟　改修 展開図 -1 1： 60

1： 60

1： 60

1： 60

事務室棟・休憩室棟　改修 展開図 -2

事務室棟・休憩室棟　改修 展開図 -3

休憩室棟　改修 展開図-4

1： 60休憩室棟　改修 展開図-5

1： 50

1： 50

事務室棟・休憩室棟　新設 建具表 -1

休憩室棟　新設･改修  建具表 -2

1:100,1:10

1:100,1:20

1： 60事務室棟　既存撤去 展開図 -3

1： 100

1： 100

1： 100

1： 100

1： 100

1： 200

1： 100

1： 100

1： 50

1： 50

既存撤去  １階平面図

既存撤去  ２階平面図

既存撤去  屋根伏図

既存撤去  立面図

改修  １階平面図

改修  ２階平面図

改修  屋根伏図

改修  立面図

1： 100

会議室棟　既存撤去 １階平面図

1： 200

会議室棟　既存撤去 ２階平面図

会議室棟　既存 矩計図

会議室棟　既存撤去 床伏図

会議室棟　既存撤去 天井伏図

会議室棟　既存撤去 展開図 -1

会議室棟　既存撤去 展開図 -2

1： 60

1： 60

1： 100

会議室棟　既存撤去 展開図 -3

会議室棟　既存撤去 展開図 -4

会議室棟　既存撤去 展開図 -5

会議室棟　既存撤去 雑詳細図

1： 60

1： 60

1： 60

1： 60

会議室棟　既存 建具表 -1

会議室棟　既存 建具表 -2

1:100,1:20

1:60, 1:20

会議室棟　改修 １階平面詳細図

会議室棟　改修 ２階平面詳細図

会議室棟　改修 断面詳細図

会議室棟　改修 断面展開図 -1

会議室棟　改修 断面展開図 -2

会議室棟　改修 断面展開図 -3

会議室棟　改修 断面展開図 -4

会議室棟　改修 断面展開図 -5

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

会議室棟　改修 風除室詳細図

1： 50

1:50, 1:20

1： 100

事務室棟　既存 矩計図

事務室棟　既存撤去 平面図

事務室棟　既存撤去 基礎・床伏図

事務室棟　既存撤去 天井・小屋伏図

1： 100

1： 50

1:100,1:10

1： 60

1： 60

事務室棟　既存撤去 展開図 -1

事務室棟　既存撤去 展開図 -2

会議室棟　新設･改修  建具表

1:100,1:20会議室棟　改修 天井伏図・改修 窓まわり詳細図

改修  建物面積求積図・求積表 1： 300

Ｋ－ 06 仮設計画　配置図 1： 300



（ 規 模 及 び 仕 上 げ の 程 度 並 び に 設 置 す る 備 品 の 種 類 ・ 数 量 等 は 現 場 説 明 書 に よ る ）

工事名

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 －

2025. 3.
A－01

改修特記仕様書 №1

Ⅰ ． 工 　 事 　 概 　 要

章 項 　 　 　 　 目 特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項

１ ． 工 事 場 所

・  適 用 す る

（ 工 事 カ ル テ ）

1-2

の 　 登 　 録

処 　 理 　 等

２ ． 敷 地 面 積

３ ． 工 事 種 別

４ ． 工 事 規 模

[1.1.4]

１ ． 適  用  基  準

２ ． 工 事 実 績 情 報

３ ． 発  生  材  の

）

引 渡 し を 要 す る も の

※  な し

特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

※  な し

・  あ り  （

※  上 記 以 外 の 発 生 材 は 、 可 能 な 限 り 中 間 処 理 施 設 等 に お い て 再 利 用 ・ 減 量 化 等 を 図 る

も の と し 、 処 理 方 法 等 は 監 督 員 と 協 議 す る 。

現 場 に お い て 再 利 用 を 図 る も の （ ）

※  現 場 に お け る 分 別 － 保 存 材 は 、 分 別 す る 。

・  本 工 事 で 発 生 す る 建 設 廃 棄 物 の う ち 、 岩 手 県 内 の 最 終 処 分 場 （ 中 間 処 理 施 設 経 由 を

含 む ） に 搬 入 さ れ る 産 業 廃 棄 物 に つ い て は 、 岩 手 県 産 業 廃 棄 物 税 が 課 税 さ れ る の で

適 正 に 処 理 す る こ と 。

１ ． 共  通  仕  様

２ ． 特  記  仕  様

○ 印 の 付 か な い 場 合 は 、 ※ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

○ 印 と ※ 印 の 付 い た 場 合 は 、 共 に 適 用 す る 。

（ ２ ） 特 記 仕 様 は 、 ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

Ⅱ ． 改  修  工  事  仕  様

（ １ ） 項 目 は 、 番 号 に ○ 印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

（ 　 ） 内 表 示 番 号 は 、 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

図 面 、 特 記 仕 様 書 及 び 現 場 説 明 事 項 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共

た だ し 、 改 修 標 仕 に 規 定 さ れ て い る 項 目 以 外 は 、 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 公 共 建 築 工 事 標 準 仕

（ ３ ） 特 記 仕 様 書 に 記 載 の ［ 　 ］ 内 表 示 番 号 は 、 改 修 標 仕 の 当 該 項 目 、 当 該 図 又 は 当 該 表 を 示 す 。

図 面 、 本 特 記 仕 様 書 、 標 準 仕 様 書 及 び 改 修 標 準 仕 様 書 に 記 載 の な い 事 項 は 次 の 基 準 に よ る

・

[1.3.2]

・  適 用 す る
技 術 者 [1 .3.3]

５ ． 電 気 保 安

[1.6.2]６ ． 技 　 能 　 士

[1.3.12]

種 類 ： 処 理 方 法 ：・  あ り  （ ）

様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 令 和 ４ 年 版 ） 」 （ 以 下 「 標 準 仕 様 書 」 と い う 。 ） に よ る 。

建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 建 築 工 事 編 ） （ 令 和 ４ 年 版 ） 」 （ 以 下 「 改 修 標 仕 」 と い う 。 ） に よ る 。

建 築 工 事 標 準 詳 細 図 （ 令 和 ４ 年 版 ）

本 設 計 図 書 に お け る 「 標 準 詳 細 図 」 他 は 、 次 の 基 準 を 指 す 。

国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 整 備 課

・ 建 築 物 解 体 工 事 共 通 仕 様 書 （ 平 成 31年 版 ） 　 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部

各
　
章
　

共
　
通
　
事
　
項

１

適用工 事種別 職　種 技 能検 定の作業の 種 別

仮設 工事

鉄筋工事

コン クリート 工事

鉄骨 工事

コンクリートブロック

ALCパネル、押出成形

セメ ント板工事

防水工事

石　工　事

タイル工事

木　 工　事

屋根・とい工事

金属 工事

左官 工事

建具 工事

カー テンウォ ール工事

塗装 工事

内装 工事

排水 工事

舗装 工事

植栽 工事

と　び

鉄筋施工

型枠施工

コンクリート圧送施工

鉄　工

ブロック建築

エーエルシーパネル
施工

防水施 工

石材施 工

タイル 張り

 建 築大工

建築板金

スレー ト施工

内装仕 上げ施工

サッシ 施工

左　官

ガラス施工

自動ドア施工

カーテンウォール施工

塗　装

内装仕 上げ施工

表　装

路面標 示施工

造　園

配　管

一
　
　
般
　

　
共
　
　
通
　
　
事
　
　
項

７ ． 施  工  条  件 施 工 順 序 に 制 約 が あ る 場 合 [1.3.5]

[1.3.5]

に 関 す る 基 本 方 針 (令 和 ４ 年 ２ 月 閣 議 決 定 )」 に 定 め る 判 断 の 基 準 を 満 た す 物 品 を 示 す 。

（ ４ ） Ｇ  印 は 、 「 国 等 に よ る 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進 に 関 す る 法 律 」 に 基 づ く 「 環 境 物 品 等 の 調 達 の 推 進

４ .施 工 管 理 技 術 者

※  施 工 管 理 技 術 者 は 、 工 事 に 相 応 し た 能 力 を 有 す る も の と し 、 資 格 等 の 能 力 を 証 明 す

る 資 料 を 提 出 す る 。

・ステンレス製建具 ・ ・ ・建具表による

・

※ 耐 候 形 ３ 種耐 候 性

・  防 水 形 複 層 塗 材 RS

・ 適 用 し な い

吸 放 湿 性 　 ・ 適 用 す る 　
・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る上 塗 材

・ 適 用 し な い

吸 放 湿 性 　 ・ 適 用 す る 　

・ 京 壁 状 じ ゅ ら く

建 物 内 部 に 使 用 す る 塗 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

・

・

・

外 観 　 ※ つ や あ り 　

上 塗 材

・ メ タ リ ッ ク

・ つ や な し

樹 脂 　 ・ ア ク リ ル 系

・ 弱 溶 剤 系

溶 媒 　 ※ 水 系 　 ・ 溶 剤 系

耐 候 性 ※ 耐 候 形 ３ 種

・  ゆ ず 肌 状

・  さ ざ 波 状・  平 た ん 状

塗 材 Ｃ Ｅ
・  可 と う 形 改 修

塗 材 Ｒ Ｅ
・  可 と う 形 改 修

塗 材 Ｅ
・  可 と う 形 改 修

仕 上 塗 材

・ 可 と う 形 改 修 用

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

新 規 仕 上 塗 材 の 種 類 、 仕 上 げ の 形 状 、 工 法

外 観 　 ※ つ や あ り 　

上 塗 材

・ メ タ リ ッ ク

・ つ や な し

樹 脂 　 ・ ア ク リ ル 系

・ 弱 溶 剤 系

溶 媒 　 ※ 水 系 　 ・ 溶 剤 系

・ 凹 凸 状

・ 凸 部 処 理・ ゆ ず 肌 状

・ か き 落 し・ ひ き 起 し

・ 凹 凸 状・ 平 た ん 状

・ 凸 部 処 理・ 吹 放 し

・  砂 壁 状 じ ゅ ら く

・  平 た ん 状

・  凹 凸 状 (・ 吹 付 け
・ こ て 塗 り ）

 砂 壁 状・ 着 色 骨 材

（ ・ 吹 付 け  ・ こ て 塗 り ）

・  ゆ ず 肌 状 (・ 吹 付 け

・  さ ざ 波 状

・ ロ ー ラ ー 塗 り ）

・  砂 壁 状

・  防 水 形 複 層 塗 材 RE

・  防 水 形 複 層 塗 材 E

・  防 水 形 複 層 塗 材 CE

・  複 層 塗 材 Ｒ Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｅ

・  可 と う 系 複 層 塗
材 Ｃ Ｅ

・  複 層 塗 材 Ｓ ｉ

・  複 層 塗 材 Ｃ Ｅ
・ 複 層 仕 上 塗 材

・  外 装 厚 塗 材 Ｅ

・  外 装 厚 塗 材 Ｓ i

・  外 装 厚 塗 材 Ｃ
・ 厚 付 け 仕 上 塗 材

・ 薄 付 け 仕 上 塗 材

・  外 装 薄 塗 材 Ｓ

薄 塗 材 Ｅ
・  防 水 形 外 装

・  可 と う 形 外 装

薄 塗 材 Ｅ

・  外 装 薄 塗 材 Ｓ i

・  外 装 薄 塗 材 Ｅ

薄 塗 材 Ｓ i
・  可 と う 形 外 装

・ 仕 上 塗 材 、 仕 上

4-3
・ 行 う 　 ・ 行 わ な い

タ イ ル 張 り の 工 法

外 装 タ イ ル 　

・ マ ス ク 張 り 　 ・ モ ザ イ ク タ イ ル 張 り

打 継 ぎ 目 地 、 ひ び 割 れ 誘 発 目 地

※ ポ リ ウ レ タ ン 系

伸 縮 調 整 目 地 そ の 他 の 目 地

※ 変 性 シ リ コ ー ン 系

[4.1.4]

・ 目 地 ひ び 割 れ 部 改 修 工 法

・ 伸 縮 調 整 目 地 改 修 工 法

伸 縮 調 整 目 地 の 位 置 及 び 寸 法 ・ 図 示

タ イ ル の 種 類

施  工  

箇  所
(㎜ )

備 考

形 状

寸 法

再 生 材

用

料 の 適

ＧＧＧＧＧＧＧ 無 釉

役 　 物 色 耐凍
害性

有 無
Ⅰ

種
Ⅱ

種

吸 水 率 に
よ る 区 分

Ⅲ

種

うわぐすり

特

注

標

準
有 無

耐
滑
り
性

標準的な曲がりの役物は一体成型とする

試 験 張 り

見 本 焼 き

・  行 う 　 ・ 行 わ な い

・  行 う 　 ・ 行 わ な い

・ 目 地 改 修 工 法

・ タ イ ル の 形 状 、

寸 法 等

・ セ メ ン ト モ ル タ ル に よ る タ イ ル 張 り

シ ー リ ン グ 材 の 種 類

・ 有 機 系 接 着 剤 に よ る タ イ ル 張 り

材 料

鋼 板

め っ き 付 着 量 厚 さ

防 水 材 に よ る 改 修

（ 5.外 壁 用 塗 膜

・ 所 要 量 の 確 認

[5.1.3]

建 具 の 種 類 か ぶ せ 工 法 撤 去 工 法 適 用 箇 所

・ 外 部

・ 内 部

・ 鋼 製 軽 量 建 具

・ 樹 脂 製 建 具

・鋼製建具

・アルミニウム製建具

－

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

・建具表による

１ ． 改  修  工  法５

タ イ ル 張 り 下 地 等 の 下 地 モ ル タ ル 及 び 下 地 調 整 材 塗 り の 接 着 力 試 験

ユ ニ ッ ト タ イ ル

・施 釉

外 壁 用 塗 膜 防 水 材

・ 凹 凸 状

・ 凸 部 処 理

・ ゆ ず 肌 状

・ さ ざ 波 状

工 　 法
外
　
　
壁
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　

　
事

・ 密 着 張 り 　 ・ 改 良 圧 着 張 り 　

・ 既 存 塗 膜 等 の 除 去

・ 所 要 量 の 確 認

下 地 処 理 ,下 地 調 整 既 存 塗 膜 劣 化 部 の 除 去 、 下 地 処 理 の 工 法

工     　 法

・ ひ び 割 れ 部 改 修 工 法・  サ ン ダ ー 工 法

・  高 圧 水 洗 工 法

・  塗 膜 は く 離 剤 工 法

・  水 洗 い 工 法

処   理   範   囲 下 地 面 の 補 修

・ 欠 損 部 改 修 工 法

・ 浮 き 部 改 修 工 法

・ 下 地 調 整 材 ・  ポ リ マ ー セ メ ン ト モ ル タ ル

・ 図 示

・ 図 示

・ 図 示

・ 図 示

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※ 既 存 仕 上 面 全 体

※ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

外装厚塗 材Ｃにおける上塗材がセ メントスタッコ以外の場 合

（・　　　　　　　　 　　　　　　　　　）

塗 り 種 別 ・  Ａ 種 ・  Ｂ 種

・ マ ス チ ッ ク 塗 材

外装厚塗 材Ｓ i、外装 厚塗材 Eにお ける上塗材の適用 ・適用する　・適用し ない

建
　
　
　
具
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

[4.4.16]

[4.4.5]

（ 4、 仕 上 塗 材 仕 上 げ

外 壁 等 の 改 修 ） [4.5.2] [表 4.5.1]

工 程 ご と の 所 要 量 の 確 認 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 4.5.3及 び 表 4.5.1に よ る

[4.5.4]

塗膜はく離剤工法の処理範囲

※サンダー工法、高圧水洗工法

以外の既存仕上面全体

※ 改 修 標 準 仕 様 書 4.5.4の 下 地 調 整 材 [4.5.4]

（ 表 4.5.1）
[4.1.5][4.2.4][4.5.2 ]

仕 上 げ の 形 状 及 び 工 法防 火 材 料呼   び   名種     類

[4.1.5][4.6.1][表 4 .6.1]

工 程 ご と の 所 要 量 の 確 認 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 4.7.1に よ る

［ 表 4.7.1］

［ 4.1.5］ ［ 4.7.2～ 6］

仕 上 塗 料 の 耐 候 性

仕 上 げ の 形 状

・ 吹 付

下 地 挙 動 緩 衝 材 ・ 適 用 す る （ 種 類 ： 　 　 　 　 　 ） ・ 適 用 し な い

・ JIS A 6906 耐候性１種相当品　・　　

・ローラー

模 様 材 の 種 類 仕上塗料の種類 施 工 箇 所

・図示による

・　・　 ・　

砂壁状、じゅらく状仕上

の模様材の種別

建 具 性 能 等 級

外 部 に 面 す る ア ル ミ ニ ウ ム 製 建 具

・ A種 (建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ B種 (建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ C種 (建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

ＧＧＧＧＧＧＧ断 熱 ド ア セ ッ ト ・ 断 熱 サ ッ シ 　 　 断 熱 性 の 等 級 (・ 　 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト ・ 防 音 サ ッ シ 　 　 遮 音 性 の 等 級 (・ 　 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

５ 、 ア ル ミ ニ ウ ム 製
(表 5.2.1）

・ 適 用 す る 　 適 用 箇 所 (・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 適 用 し な い

[5.1.7]

建 具 見 本 の 製 作 　 　 ・ 行 う (建 具 符 号 ： 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行 わ な い

建 具 見 本 の 程 度 　 　 ・ 工 事 に 使 用 す る も の と し て 、 あ ら か じ め 製 作 す る

・ 納 ま り 等 が 分 か る 程 度 の も の

特 殊 な 建 具 の 仮 組 　 ・ 行 う (建 具 符 号 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 行 わ な い

[5.1.5]３ 、 見 本 の 製 作 等

自動閉鎖機構方式 ・ ヒ ュ ー ズ 装 置 連 動 　 ・ 熱 感 知 器 連 動 　 ・ 煙 感 知 器 連 動

[5.1.4]２ 、 防 火 戸

新 規 建 具 周 囲 の 補 修 工 法 及 び 範 囲 　 　 ※ 図 示

・ 指 定 す る 　 適 用 箇 所 (・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ 指 定 し な い

４ 、 防 犯 建 物 部 品

・建具表による・・木製建具 －

新規に建 具を設 ける場合

壁 部分の 開口の 開け方　 　※図 示

[5.2.2～ 5] [表 5.2.1～ 2]

枠 の 見 込 み 寸 法 　 ・ 建 具 表 に よ る

表 面 処 理

被 膜 等 の 種 類 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.2.2に よ る

・

外 部 に 面 す る 建 具 ・ Ｂ Ｂ -１ 種 　 ・ Ｂ Ｂ -２ 種

(表 5.2.2）

着 色 　 ・ 標 準 色 （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 特 注 色 （ 　 　 　 　 　 ）

着 色 　 ・ 標 準 色 （ 　 　 　 　 　 ） 　 ・ 特 注 色 （ 　 　 　 　 　 ）

屋 内 の 建 具 　 　 　 ・ Ｂ Ｃ -１ 種 　 ・ Ｂ Ｃ -２ 種

・

被 膜 等 の 種 類 　 ※ 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.2.2に よ る

結 露 水 の 処 理 方 法 　 　 ・ 図 示

水 き り 板 、 ぜ ん 板 　 　 ・ 図 示

網 戸 等

種類

・ 防虫網 ※ 合成樹脂製

  線径 網目

※ 0.25㎜ 以上

・ ガラス繊維入り合成樹脂製

・ ステンレス（SUS316）製

・

※ 16～18 メッシュ

・

材種

・ 防鳥網 1.5㎜ 網目寸法　15㎜ステンレス（SUS304）線材

Ｇ  適用する　断熱性の等級（・ Ｈ－４　　・ Ｈ－５　　・Ｈ-６ 　・　　　）

防音ドアセット・防音サッシ 　遮音性の等級（・ Ｔ－１　　・ Ｔ－２）

・ C種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ B種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）

・ A種（建具符号：・ 建具表による　　・　　　　　　）外部に面する建具

性能等級

６ 、 樹 脂 製 建 具 [5.3.2～ 5]

(表 5.3.1～ 表 5.3.2）

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

（建具符号：・ 建具表による　　・　  　　　　）

断熱ドアセット・断熱サッシ

日射熱取得性の等級 ・　

表面色　　　・ 標準色　　・ 特注色

・

枠の見込み寸法　　　・ 建具表による　　 

水切り板、ぜん板　　　※ 図示　　 

ガラス　　　※ 複層ガラス　　 

遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 ）

・ Ｓ -４ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -５ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -６ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

[表 5.4.2 ]

外 部 に 面 す る 建 具 の 耐 風 圧 性 (表 5.2 .1）

7、鋼製建具 性 能 等 級

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト (表 5.4.1）

・  適 用 す る 　 （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

・  適 用 し な い

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ

[5.4 .2～ 4]

Ｇ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ

耐 震 ド ア セ ッ ト

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

・ 鋼 板 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板点 検 口 等 の く つ ず り の 材 料

・JIS G 3302

(溶融亜鉛めっき鋼板）
※Z12又は F12

・

・改修標準仕様書表5.4.2による

・

本 庁 舎 分 室 耐 震 補 強 工 事  特 記 仕 様 書

花巻市城内 1-43

1,561 ㎡

５ ． 工 事 範 囲

改修工事

・RC造 鉄骨補強工事

・木造 耐震壁増設工事

・木造 一部とりこわし工事

・とび作業

・  鉄筋組立 て作業

・型枠工事作業

・コンクリート圧送工事作業

・構造物鉄工 作業

・コンクリー トブロック 工事作 業

・エーエルシーパネル工事作業

・アスファル ト防水工事 作業

・ウレタンゴ ム系塗膜防 水工事 作業

・アクリルゴ ム系塗膜防 水工事 作業

・合成ゴム系 シート防水 工事作 業

・塩化ビニル 系シート防 水工事 作業

・セメント系 防水工事作 業

・シーリング 防水工事作 業

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・ＦＲＰ防水工事作業

・石張り作業

・タイル張り 作業

・大工工事作 業

・内外装板金 作業

・スレート工 事作業

・鋼製下地工 事作業

・左官作業

・ビル用サッ シ施工作業

・ガラス工事 作業

・自動ドア施 工作業

・金属製カー テンウォー ル工事 作業

・建築塗装作 業

・プラスチッ ク系床仕上 げ工事 作業

・カーペット 系床仕上げ 工事作 業

・ボード仕上 げ工事作業

・壁装作業

・建築配管作 業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・溶融ペイントマシンマーカー工事作業

・造園工事作業

８ ． 建 築 材 料 等 (a) 原 則 と し て 、 全 て の 材 料 に つ い て 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

(b) 環 境 へ の 配 慮 [1.4.1]

改 修 標 仕 に 記 載 さ れ て い な い 特 別 な 材 料 の 工 法 は 、 材 料 製 造 所 の 指 定 す る

工 法 と す る 。

[1.4.2]

[1.3.5]

　　貸与資料（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　調査範囲（・　　　　　　　　　　・図示　　　　　　　　　　）

※ 石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、目視及び貸与する設計図書等によって石綿を含有している吹き

付け材、成形板、建築材料等の使用の有無について調査する。

分析対象

  アクチノライト、アモサイト、アンソフィライト、クリソタイル、クロシドライト及び

  トレモライト

・ 分析による石綿含有建材の調査

事前調査10.石綿含有建材の

９ ． 特 別 な 材 料 の

工 　 　 法

調　　査

[1.5.1]

分析方法

・箇所数（ 　　　）

材　料　名

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

・箇所数（ 　　　） ・箇所数（ 　　　）

定 性 分 析

・箇所数（ 　　　）

定 量 分 析
（JIS A 1481-1又はJIS A 1481-2） （JIS A 1481-3又はJIS A 1481-4）

サンプル数　　１箇所あたり３サンプル 採取箇所　・ 図示　　　

施 工 計 画 書

施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 提 出 に つ い て

工 事 施 工 図 の 描 き 方 （ 平 成 元 年 ） 」 に 準 ず る も の と す る 。

に 限 り 発 注 者 に 委 譲 す る も の と す る 。

(a) 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 は 、 各 工 種 に お い て 作 成 し 提 出 す る 。

(b) 施 工 図 の 記 載 内 容 及 び 記 載 水 準 は 、 建 設 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 「 建 築 ・ 設 備

(C) 本 工 事 に 係 る 施 工 図 及 び 施 工 計 画 書 の 著 作 者 の 権 利 は 、 当 該 建 物 に お け る 使 用

[1.2.3]11． 施 工 図 及 び

(d) 提 出 部 数 は 、 監 督 員 の 指 示 に よ る 。

12.完 成 時 提 出 図 書 工 事 完 成 時 の 提 出 図 書

※ 標 準 仕 様 書 1.9.2及 び 1.9.3に よ る 。 ・ 　 　

提 出 仕 様 （ ・ 紙 ベ ー ス 　 ・ 電 子 デ ー タ 　 ・ 　 　 　 　 ）

提 出 仕 様 （ ・ 紙 ベ ー ス 　 ・ 電 子 デ ー タ 　 ・ 　 　 　 　 ）

[1. 9.2]

[1.9.3]

完 成 写 真

撮 影 箇 所 及 び 提 出 サ イ ズ 、 仕 様 ※ 監 督 員 の 指 示 に よ る 　 ・ 　 　 　

13． 設 備 工 事 と の

取 合 い

施 工 範 囲

・  図 示 し た 貫 通 孔 、 開 口 部 の 型 枠 及 び そ れ ら の 補 強

・  図 示 し た 壁 、 天 井 の 仕 上 材 、 下 地 材 の 切 り 込 み 及 び 下 地 材 の 補 強

・  自 動 閉 鎖 装 置 取 付 け の 箇 所 の 切 り 込 み 及 び 補 強

・  駆 動 装 置 が 電 動 に よ る 建 具 類 の ２ 次 配 線 及 び 操 作 ス イ ッ チ

・ そ の 他 指 示 す る と こ ろ

[1.9.1][表 1.9.1]

施 工 図

設 備 機 器 の 位 置 、 取 合 い 等 が 検 討 で き る 施 工 図 を 提 出 し て 、 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

15． 施 工 調 査

調 査 範 囲

調 査 方 法

・  図 示

・  図 示

・  図 示

[1.6.2]

[1.6 .3]

[2.4.1]

・  設 け る
１ ． 監 督 員 事 務 所

構 内 既 存 の 施 設

・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ） ・  利 用 で き な い

・  設 け な い

構 内 既 存 の 施 設

・  利 用 で き る （  ・  有 償 　 ・  無 償 ） ・  利 用 で き な い
３ ． 工 事 用 電 力

等 の 対 策

・ 防 音 パ ネ ル ［ 2.1.3］４ .騒 音 ・ 粉 じ ん

２ ． 工 事 用 水

・ 防 音 シ ー ト

防 音 パ ネ ル 等 を 取 り 付 け る 足 場 等 の 設 置 範 囲 　  ※ 図 示

５ ． 足 　 場 　 等

材 料 、 撤 去 材 等 の 運 搬 方 法

・  

Ｃ 種 ： 利 用 可 能 な エ レ ベ ー タ ー （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・  Ｅ 種・  Ｄ 種・  Ｃ 種・  Ｂ 種・  Ａ 種種 別

・ 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライ

ンの別紙1「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置

Ｄ 種 ： 利 用 可 能 な 階 段 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

内 部 足 場 ・ 設 置 す る （ ※ 脚 立 、 足 場 板 等 　 ・ 　 　 　 　 ）
・ 設 置 し な い

外 部 足 場 ・ 設 置 す る （ ・ 枠 組 足 場 　 ・ 単 管 足 場 　 ・ 　 　 　 　 ）

・ 設 置 し な い

防 護 シ ー ト に よ る 養 生 ・ 行 う （ ・ 工 事 に 必 要 な 範 囲 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

た場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一損傷等を与え

［2.3.2］仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　　　・ 図示　　・ 

仮設間仕切りの種別と材質等

仮設間仕切に設ける仮設扉の材質等

種別

・ せっこうボード（9.5㎜）

防炎シート

下地

・ Ａ種

・ Ｂ種

※ Ｃ種 単管

・ 合板（9㎜）

・ 無し

［表2.3.1］

グラスウール 厚さ　　㎜・ 木

仕上材 （厚さ　㎜） 塗装 充填

・ 片面

材質

※ 木製

仕上げ 塗装 備考

・

・ 既存部分

・ 既存ブラインド、カーテン等
養生の方法（※ ビニルシート等　　・　　　　　）
養生の方法（・ ビニルシート等　　・　　　　　）

保管場所　（・ 図示　　・　　　　　　　　　　）

・ 備品、机、ロッカー等の移動

・ 既存家具、既存設備等
養生の方法（※ ビニルシート,合板　　・　　　　　）

養生の方法等 [2.3.1]

・ ・ ・片面

・無し※合板張り程度

※ 軽量鉄骨

６ ． 既 存 部 分 の

養 　 生

２

[2.2.1][表 2.2.1]

調 査 報 告 書 の 提 出 部 数 　 　 ・ 2部 　 　 ・ 　 　

既 存 部 分 の 破 壊 を 行 っ た 場 合 の 補 修 方 法

施 工 数 量 調 査

仮
　
　
設
　

　
工
　
　
事

・ ＲＣ造の小屋裏 棒鋼・２階床梁は、鉄骨補強の工程に合わせて撤去とする

完 成 図 の 提 出 　 （  1 ） 部

保 全 に 関 す る 資 料 の 提 出 　 （  1 ） 部

(会議室棟) 鉄筋コンクリート造　2階建て　床面積　276.23 ㎡

(休憩室棟) 木造　2階建て　 床面積　137.37㎡ （減築後 127.95㎡）

(事務室棟) 木造　平屋建て　床面積　135.80㎡ （減築後  74.51㎡）

（用途地域：第二種住居地域、防火地域：準防火地域）
工 事 車 両 駐 車 場 、 資 機 材 置 場 に つ い て

・ 隣接する空き地を使用可

そ の 他 の 施 工 条 件

・  

（・ 図示　　・　　　　　　　　　　　）



３ . 既 存 壁 の 撤 去 、

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 －

2025. 3.

[6 .5. 2]

２ . 既 存 床 の 撤 去 、

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

5-2

製 建 具

・ 適 用 し な い

召 合 せ 、 縦 小 口 包 み 板 の 材 質

鋼 板 の 厚 さ 　 ・ 　 改 修 標 準 仕 様 書 表 5.5.1に よ る

・ カ ラ ー 鋼 板 　 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）Ｇ

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

耐 震 ド ア セ ッ ト

鋼 板

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト ・ 適 用 す る 　（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 ）

性 能 等 級

性 能 等 級

・  適 用 す る 　 （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

防 音 ド ア セ ッ ト 、 防 音 サ ッ シ 遮 音 性 の 等 級 （ ・ 　 　 ）

断 熱 ド ア セ ッ ト 、 断 熱 サ ッ シ Ｇ 断 熱 性 の 等 級 （ ・ 　 　 　 ）

面 内 変 形 追 随 性 の 等 級 （ 　 　 ）耐 震 ド ア セ ッ ト

・ Ｓ -４ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -５ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・ Ｓ -６ （ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

・  適 用 し な い

簡 易 気 密 型 ド ア セ ッ ト

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

（ 建 具 符 号 ： ・ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　 　 　 　 　 ）

６

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

※ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

※ 壁面より両側 600㎜ 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　　・ 図示

※ 既存のまま　　・ 図示

ビニル床シート等の除去 ※ 仕上げ材のみ（接着剤とも） [6.2.2]

・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　　・ 撤去範囲全て）下 地 補 修

合成樹脂塗床材の除去工法　　　・ 機械的除去工法　　・ 目荒し工法

１ ． 改 修 範 囲 [6.1.3]

内
装
改
修
工
事

6-2
８ ． 鋼 製 軽 量 建 具 5-3

・ 亜 鉛 め っ き 鋼 板 　 ・ ビ ニ ル 被 覆 鋼 板 　

※ 鋼 板 　 ・ ス テ ン レ ス 鋼 板 　 ・ ア ル ミ ニ ュ ウ ム 合 金 の 押 出 形 材

[5.6.2～ 5]

ス テ ン レ ス 鋼 板 ※ SUS 304   ・ SUS 430J1L 　 ・ SUS 443 J1  

※  Ｈ Ｌ 仕 上 げ ・ 鏡 面 仕 上 げ

曲 げ 加 工 ※  普 通 曲 げ ・  角 出 し 曲 げ

フ ィ ル ム

種 類
記 号

内 貼 り 用 外 貼 り 用
そ の 他 の 性 能 等

・ 日 射 調 整 フ ィ ル ム Ｇ

・ 低 放 射 フ ィ ル ム

・ 衝 撃 破 壊 対 応 ガ ラ ス

飛 散 防 止 フ ィ ル ム

・ 層 間 変 位 破 壊 対 応 ガ ラ ス

飛 散 防 止 フ ィ ル ム

・ ガ ラ ス 貫 通 防 止 フ ィ ル ム

・ Ｓ Ｃ -2・ Ｓ Ｃ -1

・ Ｌ Ｅ

・ Ｇ Ｉ -1 ・ Ｇ Ｉ -2

・ Ｇ Ｄ -1

・ Ｓ Ｆ

品 質 　 JIS A 5759に よ る

[5.13.5]

建 具 の 種 類

・  ガ ス ケ ッ ト

ガ ラ ス 留 め 材

ガ ラ ス 留 め 材 及 び 溝 の 大 き さ

ア ル ミ ニ ウ ム 製
・  シ ー リ ン グ 材

ガ ラ ス 溝 の 大 き さ (mm)

品 　 　 種

・  熱 線 吸 収 網 入 磨 き 板 ガ ラ ス ・ 2種

・ 1種

性 能 色 　         調

・  ブ ロ ン ズ・  グ レ ー・  ブ ル ー・  熱 線 吸 収 フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 板 ガ ラ ス

・  複 層 ガ ラ ス

品 種

板ガラスの種類及び厚さの組合せ、複層ガラスの厚さは建具表による

乾燥気体の種類日射取得性・遮へい性による区分断熱性の区分

・ Ｔ 1

・ Ｔ 2

・ Ｔ 5

・ Ｔ 6・ Ｔ 4
・ Ｔ 3

・ Ｇ ・  Ｓ
・ 空 気

・ ア ル ゴ ン
・ 断 熱 複 層 ガ ラ ス

・ Ｔ 5

・ Ｔ 6・ Ｔ 4
・ Ｔ 3

・ Ｇ ・  Ｓ
・ 空 気

・ ア ル ゴ ン

・ Ｔ 1

・ Ｔ 2

・日射熱遮へい

複層ガラス

・  熱 線 反 射 板 ガ ラ ス

・ 高 性 能 熱 線 反 射 ガ ラ ス

品 種

・ 熱 線 反 射 ガ ラ ス

日 射 遮 へ い 性

・  1種

・  2種

・  3種

A種

耐 久 性 に よ る 区 分

・ A種 ・ B種

B種

色   調

・ ブ ル ー

・ グ レ ー

・ ブ ロ ン ズ

・ シ ル バ ー

反 射 被 膜 面 ・  内 面 ・  外 面

映 像 調 整 ・  行 う ・  行 わ な い

・  倍 強 度 ガ ラ ス

・  ブ ロ ン ズ

・  フ ロ ー ト 倍 強 度 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 倍 強 度 ガ ラ ス ・  グ レ ー ・  ブ ル ー

色 　       　 調材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 厚 さ (mm）

・ グレイジングチャンネル形

・鋼 製 軽 量

ス テ ン レ ス 製
・  シ ー リ ン グ 材

・

・  シ ー リ ン グ 材

樹 脂 製

 鋼 製 及 び

[3.7.2]

・  合 わ せ ガ ラ ス

※ 建 具 表 に よ る

・ フ ロ ー ト 板 ガ ラ ス

・  網 入 板 ガ ラ ス 及 び 線 入 板 ガ ラ ス

・ 型 板 ガ ラ ス 　 　 ※ 品 種 、 厚 さ は 建 具 表 に よ る

※ 建 具 表 に よ る

・ 特 記 仕 様 書 に 無 き 種 類 ・ 品 質 ・ 厚 さ 等 は 図 示 （ 建 具 表 ） に よ る

・  強 化 ガ ラ ス

・ フ ロ ー ト ガ ラ ス ・  フ ロ ー ト 強 化 ガ ラ ス

・  熱 線 吸 収 強 化 ガ ラ ス

・  型 板 強 化 ガ ラ ス

・  Ⅰ 類

・ 型 板 ガ ラ ス

・  Ⅲ 類

シ ョ ッ ト バ ッ ク 衝 撃 特 性材 料 板 ガ ラ ス に よ る 種 類 種 類

ショットバック衝撃特性球面衝撃はく離特性、

・ Ⅰ 類 ・ Ⅱ -1類 ・ Ⅱ -2類 ・ Ⅲ 類

構 成 種 類品 種

破 片 の 状 態 及 び

セ ク シ ョ ン 材 料

に よ る 区 分
ガ イ ド レ ー ル

の 材 質

収 納 形 式

に よ る 区 分

開 閉 方 式

に よ る 区 分

※ 溶 融 亜 鉛

め っ き 鋼 板
・スタンダード形

・ ローヘッド形

・ バーチカル形

・ ハイリフト形

※ バランス式

・ チェーン式

・ 電　動　式

耐風圧

区分(Pa)

※ スチールタイプ

・ アルミニウムタイプ

・ ファイバーグラス

タイプ

・1250

・1000

・750

・500

・ ステンレス鋼板

障 害 物 感 知 装 置 を 設 け た 電 動 タ イ プ ※ 図 示

ド ア

開 閉 形 式 ※  手 動 式 ・  上 部 電 動 式 （ 手 動 併 用 ）
[5 .11.2～ 4]

スラットの材質 ・ JIS G 3312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板)

・ JIS G 3322(塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑー亜鉛合金めっき鋼板)

スラットの形状　　　・インターロッキング形

・オーバーラッピング形

障 害 物 感 知 装 置 を 設 け た 電 動 シ ャ ッ タ ー ※ 図 示

シ ャ ッ タ ー の 種 類

・  外 壁 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

・  屋 内 用 防 火 シ ャ ッ タ ー

・  管 理 用 シ ャ ッ タ ー

・  防 煙 シ ャ ッ タ ー

自 閉 式 上 吊 り 引 戸 装 置 の 性 能 値
引 戸 装 置

建
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

[5.5.2～ 4]

[5.4.2]
９ ． ス テ ン レ ス

１ ０ .木 製 建 具
[5.7.2]

表 面 仕 上 げ

外 部 に 面 す る 建 具 の 耐 風 圧 性 （ 表 5.3.1）

建 具 材 の 含 水 率 ※ A種 　 ・ B種

フ ラ ッ シ ュ 戸 、 戸 ぶ す ま の 材 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量

・ Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

・ 改 修 標 準 仕 様 書 5.7.2（ ２ ） （ イ ） （ a） ② に よ る

表 裏 面 の 状 態 に よ る 区 分 （ ・ DV　 ・ DO　 ・ DC）

ミ デ ィ ア ム デ ン シ テ ィ フ ァ イ バ ー ボ ー ド （ Ｍ Ｄ Ｆ ） の 表 裏 面

接 着 剤 に よ る 区 分 （ ・ U　 ・ M　 ・ P）

曲 げ 強 さ に よ る 区 分 （ ・ 30 ・ 25 ・ 15）

難 燃 性 に よ る 区 分 （ ・ 難 燃 2　 ・ 難 燃 3）

枠 及 び く つ ず り の 材 料 ※ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　

フ ラ ッ シ ュ 戸 の い ん ろ う 付 き 召 し 合 せ 　 ・ 採 用 す る 　 ・ 採 用 し な い

ふ す ま 、 戸 ぶ す ま の 縁 の 仕 上 げ ※ 建 具 表 に よ る 　 ・ 　

か ま ち 戸 の 樹 種 ・ か ま ち 材 （ 　 　 　 　 　 ） 　 　 　 　 　 　

・ 鏡 板 　 （ 　 　 　 　 ） 　

ふ す ま 種 別 　 　 ・ Ⅰ 型 　 ・ Ⅱ 型

上 張 り （ 押 入 等 の 裏 紙 以 外 ） 　 　・ 鳥 の 子 　 ・ 新 鳥 の 子 又 は ビ ニ ー ル 紙 程 度

握 り 玉 、 レ バ ー ハ ン ド ル 、 押 板 類 、 ク レ セ ン ト 等 の 取 付 け 位 置

・ 建 具 表 に よ る

マ ス タ ー キ ー の 製 作 　 　 ・ 製 作 す る 　 ・ 製 作 し な い

・ 既 存 の マ ス タ ー キ ー に 合 わ せ る

鍵 箱 　 　 ・ 有 り 　 　 ・ 無 し

金 物 の 種 類 及 び 見 え 掛 り 部 の 材 質 等

１ １ ． 建 具 用 金 物 [5.8.2～ 4]

※  改 修 標 仕  表 5.8.1及 び 表 5.8.2に よ る

開 閉 装 置

自 動 ド ア

※ 改 修 標 準 仕 様 書

・
・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 行 う

(適 用 箇 所

は 建 具 表

に よ る ）

・ 行 わ な い

防 錆開 閉 装 置 の 性 能 凍 結 防 止

・ SSLD-1

・ DSLD-1

・ 光 線 (反 射 )セ ン サ ー

・ 熱 線 セ ン サ ー

・ 音 波 セ ン サ ー

・ 光 電 セ ン サ ー

・ 電 波 セ ン サ ー

・ 図 示 ・

・ DSLD-2

・ SSLD-2

・タッチスイッチ（無線式）

・タッチスイッチ（光線式）

・ 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ

・車椅子使用者用便房スイッチ

表 5. 9.1に よ る

[5.9.2～ 3]

引 戸 用 検 出 装 置

車 椅 子 使 用 者 便 房 の 開 閉 ス イ ッ チ

戸 の 開 閉 方 式 　 　 ・ 建 具 表 に よ る

・ 大 型 （ 開 ・ 閉 ） 押 し ボ タ ン ス イ ッ チ

・ 非 接 触 ス イ ッ チ

１ ２ ． 自 動 ド ア

※  改 修 標 仕  表 5.10.1に よ る

[5.10.3]１ ３ ． 自 閉 式 上 吊 り

1４ ． 重 量 シ ャ ッ タ ー [5.11.2～ 3]

耐 風 圧 強 度 　 （ 　 　 　 　 ） pa

耐 風 圧 強 度 　 （ 　 　 　 　 ） pa

開 閉 方 式 の 種 類 ※  電 動 式 （ 手 動 併 用 ） ・  手 動 式

安全装置（急降下制御装置又は急降下停止装置）の設置個所

急降下制御装置又は急降下停止装置

障害物感知装置の設置個所

※ 建具表による

※建具 表による

危害防止機構の設置個所 ※ 建具表による

・

・

・

屋 内 防 火 シ ャ ッ タ ー 若 し く は 防 煙 シ ャ ッ タ ー の 危 害 防 止 機 構

・ 設 け る 　 　 ※ 障 害 物 感 知 装 置 （ 自 動 閉 鎖 型 ）

・ 可 動 座 板 式
・ 設 け な い

管 理 用 シ ャ ッ タ ー の シ ャ ッ タ ー ケ ー ス 　 　・ 設 け る 　 　 ・ 設 け な い

ス ラ ッ ト 及 び シ ャ ッ タ ー ケ ー ス 用 鋼 板

鋼 板 の 種 類 ・ JIS G 3302(溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ）

・ JIS G 3312(塗 装 溶 融 亜 鉛 め っ き 鋼 板 ）

15． 軽 量 シ ャ ッ タ ー

耐 風 圧 強 度 　 　 　 （ 　 　 　 ） pa

めっきの付着量（※ Z06又はF06　　・　　　　　　）

めっきの付着量（※ AZ90　　・　　　　　）

建
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

[5.13.2～ 4]

又はSUS443JI
（※SUS304,SUS430JIL,

・　　　　　　）

1６．オーバーヘッド

1７ ． ガ 　 ラ 　 ス [5.14.2～ 4] [図 5.14.1]

※ 品 種 、 厚 さ は 建 具 表 に よ る

品 種 、 厚 さ 及 び 網 又 は 線 の 形 状

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

※ 建 具 製 造 所 の 仕 様 に よ る

1８ .ガ ラ ス ブ ロ ッ ク

壁 用 金 属 枠 及 び 補 強 材

・ 設 け な い

力 骨 　 　 材 質 　 ※ ス テ ン レ ス 鋼 （ SUS304) ・

寸 法 　 ※ 径 5.5ｍ ｍ ・

・形 状 　 ※ は し ご 形 状 腹 筋 及 び 単 筋

化 粧 目 地 モ ル タ ル の 色 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

金 属 製 化 粧 カ バ ー 材 質 　 　 ・ ス テ ン レ ス 製 　 ・ ア ル ミ ニ ウ ム 製

寸 法 　 　 ・ 図 示

形 状 　 　 ・ 図 示

・
・

シ ー リ ン グ 材 の 種 類 　 　 　 ・ （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

工 法

・ 設 け る （ 形 状 　 ※ 図 示 　 ）

表面

形状

正方形

呼び寸法
(mm)

・125×125

・250×125

防火性能
曲面積み

外側
※15以下

乳白クリヤ

色調

平積み

※8～15

厚さ
(mm)

・160×160

・200×200

・320×320

・320×160

目路幅(mm) 伸縮調整目地

(mm)

長方形

・80

・95 ・125

・95 ・125

・95

・80

・95

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・15～25
内側

※6以下

・図示

・

※無し

・有り

※6ｍ以下ごとに

幅10～25

建築基 準法 に基 づき 定ま る風 圧力 に対応 した 工法

目 地 部 の 力 骨 の 補 強 方 法

・図 示に よる　 ・　 　

※ ガ ラ ス ブ ロ ッ ク 製 造 所 の 仕 様 に よ る 　 ・ 図 示

1９ .ガ ラ ス 用

内
　
　
装
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

及 び 下 地 補 修

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修 [6.3.2]

・ 

（塗り厚 25㎜ を超える場合の補強　　※図示）

※ 改修標準仕様書4.3.10によるモルタル塗り

材 料 の ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量
[6.5.2]

（ b） に よ る

※  Ｆ ☆ ☆ ☆ ☆

寸 法 （ mm）

※2級

・
・図示

※2級
・図示

・

「 製 材 の 日 本 農 林 規 格 」 に よ る 製 材Ｇ

・ 下 地 用 製 材

等 級

・ B種

※ A種  

※ A種  

保存処理

・適用する

・適用する

・適用しない

・適用しない

寸 法 （ mm）

※上小節

・
・図示

・
・図示

　

等 級 含 水 率

※ A種  

※ A種  

・ B種

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

・ 広 葉 樹 製 材

・図示

・図示

寸 法 （ mm）

・

※１等

等 　 級

※１等

・

含 水 率

・A種 ・B種

※10％以下 

・A種 ・B種

※10％以下 

保存処理

・適用する

・適用しない

・適用する

・適用しない

含 水 率 備 考

備 考

備 考

[6.5.2]

・ B種

・ B種

・ 造 作 用 製 材

※小節以上

施 工 箇 所

施 工 箇 所

見え掛り面

見え掛り面 以外

施 工 箇 所

・ 「 製 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 製 材

造 作 材 の 場 合
（ 　 　 　 　 　 　 ）

造 作 材 の 場 合

（ ※ A種 　 ・ B種 ）

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

材 面 の 品 質 防 虫 処 理 含 水 率

・A種 ・B種

・A種 ・B種

・

・

（ ※ A種 　 ・ B種 ）

（ 　 　 　 　 　 　 ）

・図示

寸 法

（ mm）

・図示

施 工 箇 所 備 考

[6 .5 .2 ]Ｇ

・ 建築 用ガ スケ ット

・グ レイ ジン グビ ード

含 水率
（ mm）

厚 さ
施 工箇所

※ 14％ 以下

・

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

※ 14％ 以下

・

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

防 虫処 理
（表 面の 化粧 加工 ）

表 面の 品 質

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 単 板 積 層 材

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（　　　　　　　　　　）

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）
・無（　　　　　　　　　　）

　

施工箇所

・ Ｃ Ｌ Ｔ （ 直 交 集 成 板 ）Ｇ

品　名 強度 等級 種 別
接 着性 能
(使用環境）

寸 法

（ mm）
樹 種名

・図示

・図示

[ 6. 5. 2]

Ｇ

施工箇所

・ 適用 す る

・ 適用 しな い

防 虫 処理表 板の品質接着の

程度樹種名

単板の

(mm)
厚さ

品名

※ 5.5

・

・普通合板

８. 下地用合板等 下地用合板等

・ ホ ル ム ア ル デ ヒ ド 放 散 量 表 示 が な い 場 合 は 改 修 標 準 仕 様 書 6.5.2（ 1） （ ウ ）

間 伐 材 等 の 適 用 ・ 適 用 す る

積 層 材 Ｇ

７ . 造 作 用 単 板

（表面の化粧 加工）
表面の品質厚 さ

（ mm）
施工箇所 品名

・

・ 「 単 板 積 層 材 の 日 本 農 林 規 格 」 に よ る 造 作 用 単 板 積 層 材

・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・ ・有 （加工：・天然木化粧加工

・塗装加工　）

・無（等級：・1等・2等・3等）

・無（等級：・1等・2等・3等）

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

・ 適 用 す る

・ 適 用 し な い

防虫 処理

品名施工箇所

・図示

※１等　・2等

※１等　・2等

・図示

寸法（ mm） 見付材面数
品質

見付け材面の
樹種

・ 造 作 用 集 成 材

　

・ 化 粧 ば り 造 作 用 集 成 材
　

施工箇所
寸 法

品質
見付材面数化粧薄板の

厚さmm）

※１等　・2等

※１等　・2等

・図示

・図示

（ mm）樹種品名

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材：

見付け材面の

施工箇所 寸法（ mm）樹種 見 付け材面の
品質

・

・

含 水率

※15%以下

※15%以下

・図示

・図示

施工箇所
見付け材
面の品質

化粧薄板の
厚さ (mm)

寸 法

（ mm）
樹種

・図示

含水率

・図示化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

芯材： ・

※15%以下

※15%以下

・

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 造 作 用 集 成 材

・ 「 集 成 材 の 日 本 農 林 規 格 」 以 外 の 化 粧 ば り 造 作 用 集 成 材

造 作 用 集 成 材

造 作 用 単 板 積 層 材

施工箇所

Ｇ・構造 用合板

板 面の

品 質
厚 さ
(mm)

強 度等 級防 虫処 理
樹種名

以 上

・ 1級

・ 1級

単板の

※ 2級

等級品名

・ 2級

接 着 の 程 度 　 　 常 温 湿 潤 状 態 と な る 場 所 で の 使 用 ※ 特 類 ・

そ の 他 の 場 合 　 ※ 1類 以 上 　・

※１類

・２類

広葉樹

針葉樹

※2等以上

・１等

※Ｃ-Ｄ以上
・

※Ｃ-Ｄ以上

・

・

※12

保存処理

の適用

・適用する ・ 適用する

・適用しない

・適用する
（　　　　）

・適用しない・しない

・適用する ・ 適用する

・適用しない

・適用する
（　　　　）

・適用しない・しない

・化粧ば り構造用合板

施工箇所

Ｇ

防 虫処 理接 着の程度単 板の 樹種名厚さ（ mm）品名

・１類

・特類

・

・ 適用する

(           )

・

施工 箇所
厚 さ

（ mm）

・天然木化粧合板 Ｇ

防 虫処 理接 着の 程度化粧板に使用する単板の樹種名

・１類

・ 2類

・ 適用する

(           )

・

・特殊加工化粧合板 Ｇ

・適用する

（　　　　）

防虫処理化粧加工の方法

・・

単板の
程度

接着の

・ 1類

・ 2類

厚さ（ mm）施工箇所 品名

・

樹種名

・オーバーレイ

・塗装

・プリント

※  15

 (12.2.1)

施工箇所

・パーティクルボード

表裏面 の状態
によ る区分 に よる 区分

厚 さ（ mm）難 燃性
に よる 区分

耐 水性曲 げ強 さ
に よる 区分

・ ・・

Ｇ

※ 13ﾀｲﾌﾟ

・ ・ ・ ・ ・

・ ・

・MR1(M)又は
MR2(P)タイプ

・

 (12.2.1)・構造 用パネル

施工箇所 厚 さ（ mm）品 　　 名

・

・

・

・

施工箇所

・ミディアム デンシティーファイバー ボード （Ｍ ＤＦ）

表裏面の状態
による区分 に よ る区分

・

曲 げ強 さ
に よる 区分

接 着剤厚さ
（ mm）

・

・

に よる 区分
難 燃 性

・

・

・

・

・

・

・

Ｇ

接 着 の 程 度 　 　 常 温 湿 潤 状 態 と な る 場 所 で の 使 用 ※ 特 類 ・

10. 防腐、防蟻処理 ［6.5.5］

９.接着剤
［6.5.3～4］

接着剤（木れんが用接着剤を含む）のホルムアルデヒド放散量

※ Ｆ☆☆☆☆

・ 薬剤の塗布による防腐・ 防蟻処理

・薬 剤の加圧注入による防腐 ・防蟻処 理

保 存処 理 性 能区 分

・ Ｋ ２　　 ・Ｋ ３　　・Ｋ ４

・ Ｋ２　　 ・Ｋ ３　　・Ｋ ４

薬 剤の 種類適用部材

適用部材

適用部位：（　 　　　　　　　　　　）

・薬剤 の接着剤への混入による 防腐 ・防 蟻処理

適 用部位：（　　　　　　 　　　　 　）

適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　）

・薬剤の接着剤への混入による防腐・防蟻処理

・合板等の加 圧注入による防腐・防蟻 処理

・防虫処 理の適用
適用部位：（　 　　　　　　　　　　）保存処理の 性能 区分 （　 　　　　　　）

改修特記仕様書 №2

A－02

４ .木 材

５ ． 製 　 材

６.造作用集成材

床下地

床下地

壁下地

・  9.0

・9.0

・ 28

間柱、筋交い、梁

木製枠、窓額縁

階段 タモ

木造軸組 外周部 GL+1000

・ ・

※薬剤の製造所の仕様による ・

処 理の 方法
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号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 －

2025. 3.

［6.6.2～4］１１. 軽量鉄骨天井下地 [7.1.3]野縁等の種類　　屋外　　・ 19型　　※ 25型　　　 １. 材　料
樹種名（　　　　　　） ７

１５. 合成樹脂塗床屋内 　　※19型　　・25型6-3 [6.10.2～3]6-4 6-5種 類 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量
接着の程度（・ １類　・ ２類）

・ 屋外の軒天井、ピロティ天井等 ・ 天然木化粧合板

内
装
改
修
工
事

内
装
改
修
工
事

内
装
改
修
工
事

Ｇ

塗
装
改
修
工
事

※ 規制対象外種 　 別 仕 上 げ の 種 類 施 工 箇 所工 　 法 厚さ（㎜）（　　　　　　）
工法 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

・ 防虫処理 ※ 平滑 仕上・ 厚膜 型塗床 材・図示による 防火材料 ※ 屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。
特殊加工の方法・ 防滑 仕上（弾性ウレタン樹脂系塗床材）野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　　　・ 図示　　 ・ 次の箇所を除き防火材料とする　（箇所　　　　　　　　　）

・ つや 消し 仕上 （・ オーバーレイ　・ プリント　・ 塗装）周辺部の端からの間隔　　　・ 図示　　 
[7.2.1～7]［7.3.1～7］２. 下地調整・素地ごしらえ・ 薄膜 流し展 べ工 法 表面性能（　　　　　　　）タイプ・ 厚膜 型塗 床材野縁の間隔　　　・ 図示　　 ・ 平滑 仕上 ・ 特殊加工化粧合板 Ｇ 塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲・ 厚膜 流し 展べ工 法 接着の程度（・ １類 　・ ２類）（エポキシ樹脂系塗床材）既存の埋込みインサート　　　・ 使用する　　・ 使用しない ・ 防 滑仕上

※ 塗替え面積の （　　％）　　・ 図示　　 ・ 樹脂 モルタ ル工 法 厚さ（㎜）（　　　　　　）あと施工アンカーの引張試験　　　・ 行う

下地調整・ 行わない ・ 防虫処理 ・ 薄膜 型塗床 材 ※ 平 滑仕上
・ 吊りボルトの間隔が900㎜を超える場合

・ メラミン樹脂化粧板 JIS K 6903 による　厚さ（※ 1.2　・ 　　）（エポキシ樹脂塗床材） ひび割れ新規塗装の素地ごしらえ下地面の種類 塗替えの下地調整補強方法　　　※ 図示　　 
部の補修・ ポリエステル樹脂化粧板

・ 天井のふところが1.5m以上3.0mの場合
Ｇ ・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12　　・ ミディアムデンシティファイバーボード・ ・不透明塗料塗り ※Ａ種※ Ｒ Ｂ 種 　 　　　－補強方法　　　※ 改修標準仕様書6.6.4(8)(ア)(イ)による　　・ 木部

・ 未研磨板　　・ 研磨板 透明塗料塗り ・　 ※Ｂ種 　　　－・ 天井のふところが3.0mを超える場合 ・ 単板張りパーティクルボード Ｇ
・ 10　　・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ ・鉄鋼面 ※ Ｒ Ｂ 種 　 　　　－※Ｃ種（ＤＰの場合※Ｂ種）補強方法　　　※ 図示　　 

塗床材のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ ・ 単板オーバーレイ ・ プラスチックオーバーレイ・ 塗装 　　　－・※ Ｒ Ｂ 種 　亜鉛めっき鋼面 ・Ｂ種　　・Ａ種・ 天井下地材における耐震性を考慮した補強 Ｇ・ 化粧パーティクルボード
・ 10（難燃）　・ 12（難燃）　・ １６. フローリング張り [6.11.2～6] 　　　－・※ Ｒ Ｂ 種 　補強箇所　　　※ 図示　　 ・Ｂ種亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）Ｇ単層フローリング
・ 無研磨板 （・ スタンダード　　・ テンパード）補強方法　　　※ 図示　　 ・行う・ ハードボード（素地） Ｇ ・モルタル面、プラスター面 ※ Ｒ Ｂ 種 　 ※Ｂ種　・Ａ種・開口部の補強 ・ 研磨板 （・ スタンダード　　・ テンパード） ・行わない種類 工法 樹種 厚さ(㎜) 幅及び長さ (㎜)

・補強野縁及び、野縁受の追加による。野縁受のはね出しは150㎜以下となるように ・ 内装用　　・ 外装用
コンクリート面（ＤＰ以外）、 ・行うＧ・ ハードボード（化粧）つりボルトの増つりを行う。 ・※ なら ※Ｂ種　・Ａ種※ Ｒ Ｂ 種 　・ 釘留め工法 15 ・ 2.5　　・ 3.5　　・ 5　　・ 7標準仕様書　表6.11.1による・図示による ・ フローリング ＡＬＣパネル面 ・行わない

・（根太張り） A級（・ 天井仕上　・ 内装仕上　・　　　　）ボード１等１２. 軽量鉄骨壁下地 ・行う[6.7.3][表6.7.1] ・ インシュレーションボード Ｇ ・ＲＡ種 ・ＲＢ種※ なら ・12以上 ※Ｂ種・ 釘留め工法 押出成形セメント板面・ 9　　・ 12　　・ 15　　・ 18標準仕様書　表6.11.3によるスタッド、ランナーの種類
・ＲＣ種 ・行わない

・ ・（直張り）※  改修標 準仕様書 6.7.3による スタッド 高 さによる 区 分に応じた 種類
・行う

※ なら ・8以上 材料のホルムアルデヒド放散量・ 接着工法 ・ＲＢ種スタッドの高さが5.0mを超える場合　　　※ 図示による　　 標準仕様書　表6.11.5による ・ＲＣ種 ・Ａ種　・Ｂ種コンクリート面（ＤＰ）、
・行わない・　F☆☆☆☆・ ・

Ｇﾋﾞﾆﾙ床シート せっこうボード面、[6.8.2～3]１３. ビニル床シート 継目処理工法 ※Ａ種・　改修工事標準仕様書６．１３.２(b)(c)(d)による・ 接着工法・ フローリング ※ なら 15 ※ Ｒ Ｂ 種 　 　　　－・
ﾋﾞﾆﾙ床 ﾀｲﾙ 種類の記号 色　柄 その他ボード面 その他の工法 ※Ｂ種厚さ(mm) 施工箇所 備　考特殊機能 ・ブロック１等 接着剤のホルムアルデヒド放散量
ゴ ム 床 ﾀｲﾙ ・ 帯電防止※ 2.0・ 無地※ FS ※　F☆☆☆☆ ・　

・ ・ 耐動荷重性・ ・ﾏｰﾌﾞﾙ柄 遮音シール材 ・ 適用する（・ シーリング材　　・ ジョイントコンパウンド）
[7.4.2～3]・ 防滑性・ 柄物 ３. 錆止め塗料塗り・ 適用しない

・ 耐薬品性 錆止め塗料塗りの種別合板類の張付け　　　・ Ｂ種　　・ Ａ種
塗装面 工程塗料種別複合フローリング Ｇ せっこうボードの目地工法　　目地処理する場合の工法　　　※ 熱溶接工法　　

鉄鋼面 ※ Ｃ 種 ・※Ａ種塗替えＳОＰ・　継目処理工法・
種 別工 　 　 法 樹 　 種 ・　突付け工法幅及び長さ (㎜) 新規見え掛り種 　 　 類 ※ Ａ 種 　※Ａ種 ・

・　目透し工法[6.8.2]Ｇビニル床タイル 新規見え隠れ ※ Ｂ 種 　※Ａ種 ・
※ な ら 標準仕様書　表6.11.2による・ A種寸法 (㎜) ・天然木化粧複合色　柄 ・ 釘留め工法 １９. 壁紙張り種類の記号 特殊機能 厚さ(mm) [6.14.2～3]備　考 塗替え 下地調整RA種ホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ ※1回目　Ｃ種ＤＰ・ B種・ ※ Ａ 種 　・（根太張り）フローリング ※2,3回目　Ｄ種壁紙の種類※ 2.0・ 無地 ・ 帯電防止 ・ C種・ 300×300※ＫＴ 施工箇所 防火種別 備考(参考品番）

下地調整RB種 ※Ｅ種・ 柄物 紙 繊維 プラスチック 無機質 その他・ 450×450 ・ 2.5・ 防滑性・ＴＴ ※ な ら ・※ Ａ 種 　標準仕様書　表6.11.4による・ A種 及びRC種・ 釘留め工法 ・ ・ ・ ・ ・・ 3.0 ※ 不燃　・ 準不燃・ 500×500 ・・ＦＴ ・ B種・（直張り）
新規見え掛り・ ・ ・ ・ ・ ※ 不燃　・ 準不燃 ※1回目　Ｃ種・ＦＯＡ ・ C種 ・※ Ａ 種 　

※2,3回目　Ｄ種・ ・ ・ ・ ・ 新規見え隠れ※ 不燃　・ 準不燃・ＦＯＢ
標準仕様書　表6.11.6による※ な ら ・ A種 塗替え ※Ｂ種 ・Ａ種 ※ Ｃ 種 ・モルタル・プラスター面の下地調整　　　※ Ｂ種　　 ＥＰ－Ｇ

・ 接 着 工 法 ・ ・ B種 新規見え掛り ※ Ａ 種 　※Ｂ種 ・Ａ種コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　　　※ Ｂ種　 ・
・ C種

※Ｂ種 ・Ａ種 ・せっこうボード面の下地調整　　　※ Ｂ種　　 新規見え隠れ ※ Ｂ 種 　・視覚障害者用床ﾀｲﾙの種類・形状 (種類：　　　　　　　　形状：　　　　　　　　）
２０. モルタル塗り [6.15.3～6] 塗替え ・※Ａ種　・Ｂ種 ※ Ｃ 種 　亜鉛めっき鋼面 ＳОＰ ビニル幅木 材質　　　　・ 軟質　　・ 硬質 ・現場調合材料（セメントは改修共通仕様書6.15.3による）材 料

※Ｂ種高さ (㎜)　　　※ 60　　・ 70　　・ 100 フローリング及び接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ 新規見え掛り ・※Ｂ種　・　・ 既 調 合 材 料 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　
厚さ (㎜)　　　※ 1.5以上　　・ 新規鋼製建具等接着工法の場合の緩衝材　　　※ 合成樹脂発泡シート　　・ ※Ａ種※Ａ種　・Ｂ種 ・

既製目地材 ・ 設ける　施工箇所（　　　　　　）　形状（※ 図示　・　　　　）[6.8.2]ゴム床タイル 塗替え ※Ｂ種ＤＰ現場塗装仕上 ・設けない 改修標準仕様書 色柄　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）　
新規見え掛り ※Ｂ種・ 行う（施工箇所　　　　　　　　　） 表7.4.6による床目地 ・ 設ける（工法：※ 押し目地　　・　　　　　）　・ 設けない

厚さ(㎜)　　　・ 3.0　　・ 4.5　　・ 6.0　　・ 9.0 ※ ウレタン樹脂ワニス塗り 新規見え隠れ ※Ｂ種
寸法(㎜)　（　　　　　　　　　　　　　　　　） ・ オイルステインの上、ワックス塗り ・（　　　　　　　　　　　　　　　）壁モルタル塗りの厚さが25ｍｍを超える場合の下地処理 塗替え ※ Ｃ 種 　・※Ｃ種　ＥＰ－Ｇ

・ 生地のままワックス塗り[6.8.2]特殊機能 新規見え掛り ※ Ｂ 種 　・※Ｃ種　・ 行わない
・ 防水剤の品質・性能帯電防止 ・ 帯電防止性能評価値（JIS A 1455） 1.2 以上～ 3.2 未満

※ Ａ 種 　新規鋼製建具等 ・・ 適用 する ※Ｃ種　間 伐 材等の 適用 項目 品質・性能又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1x10 ～1x10 Ω程度

防水剤の種別 建築用のモルタルに用いるセメント防水剤下地がセメント系、木質系以外の場合の接着剤の種別 [表6.8.1、表6.8.2] [6.12.2]１７. 畳敷き

セメント重量の5％以下混合割合※床材製作所の仕様による 種別 ・ A種　・ B種　・ C種　・
[6.8.2] ・ D種 （凝結）接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ （畳床：・ＫＴ-Ⅰ  ・ＫＴ-Ⅱ　・ＫＴ-Ⅲ　・ＫТ-Ｋ　・ＫТ-Ｎ）

　凝結時間　始発：1時間以上　終結：10時間以内
・衝 撃緩和 型畳 畳表（ JIS A 5902）　 ・ Ｃ 1　・Ｃ 2　

１４. カーペット敷き [7.5.2～7.13.2]Ｇ ４. 塗装（安定性）
凝結及び安定性[6.9.2～3][表6.9.1～2]・ 織じゅうたん 畳表及び畳床はホルムアルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極 　収縮性、膨張性のひび割れ及びそりについて観察する。 工　程

塗装の種類 塗装面
めて少ない材料を使用したものとする。織り方パイル形状 色柄等 帯電性 塗  替  え 新　規備考(参考品番） 70％以上曲げ及び圧縮強度比

・ カットパイル ・ ウィルトン ※ 無地 ・ 適用する ・木部屋外 ※ Ｂ 種 　 ※ Ａ 種 　吸水比 95％以下 ・・合成樹脂調合ペイント[6.13.2～3]
１８. せっこうボードその他・ ダブルフェース・ ループパイル ・ 適用しない・ 柄物 透水比 80％以下 　塗り（ＳＯＰ） 木部屋内 ※ Ｂ 種 　 ※ Ｂ 種 　・ ・

（標準品） 種　　類 厚さ (㎜)、規格等ボード及び合板張り・ カット、ループ併用 ・鉄鋼面 ※ Ｂ 種 　 ※Ｂ種　・Ａ種
・ アキスミンスター [6.16.2～4]２１. タイル張り ・亜鉛めっき鋼面（鋼製建具） ※ Ａ 種 　 ※ Ｂ 種 　Ｇ ・・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ ・ 硬質木毛セメント板 伸縮調整目地の位置

・ ・亜鉛めっき鋼面（鋼製建具以外） ※ Ｂ 種 　 ※ Ｂ 種 　床タイル（※ 縦、横とも4m以内ごと　　・ 図示　・　　　　　　　　）
・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ Ｇ・ B種 ・ C種 ・ 中質木毛セメント板無地の織じゅうたんの種別 ・ A種 床タイル以外（・ 図示　　・ 　　　　　　　　）

伸縮目地のシーリング材、目地寸法は改修特記仕様書第3章による下敷き材　　　※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 Ｇ・ 普通木毛セメント板 ・ 15　　・ 20　　・ 25　　・ ・クリヤラッカー塗り（ＣＬ） ※Ｂ種　・Ａ種 ※Ｂ種　・Ａ種
・セメントモルタルによるタイル張り接合方法　　※ヒートボンド工法 ・

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り（ＮＡＤ） ※Ｂ種　・Ａ種 ※Ｂ種　・Ａ種Ｇ ・ 12　　・ 15　　・ 18　　・ 21・ 硬質木片セメント板 タイルの形状、寸法等
鉄鋼面　上塗り等級（　　）級 改修標仕 表7.8.1による改修標仕 表7.8.1による耐凍Ｇ 吸水率に うわ・ 30　　・ 

耐
滑
り
性

[6.9.2～3]・ タフテッドカーペット ・ 普通木片セメント板 ・耐候性塗料塗り
形状 役物 色再生材 亜鉛めっき面　上塗り等級（　　）級 改修標仕 表7.8.1による改修標仕 表7.8.1による害性よる区分 ぐすりパイル長さ (㎜) 備考(参考品番） 　（ＤＰ）パイル形状 工　法 帯電性 　・6　・8タイプ２（無石綿）　　　 寸法 備考(参考型番）の適用施工箇所

施
釉

・Ａ－1種
Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

標
準

特
注

・Ａ－1種
無
釉

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面
・ カットパイル ※ 全面接着工法※ 　 　 　    5～7 ・ 適用する ・ けい酸カルシウム板 Ｇ ・Ｂ－1種・Ｂ－1種

有 無 有 無(㎜) Ｇ ・Ｃ－1種・Ｃ－1種・ ループパイル ・ グリッパー工法※ 　 　 　    4～6 （性能：※ 人体耐電圧
・・つや有合成樹脂 コンクリート面等 ※ Ｂ 種 　 ・※ Ｂ 種 　

・ レベルループパイル 3kv 以下 ・ フラットタイプ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・※ 　 　 　    4
・　エマルションペ 屋内の木部 ※ Ｂ 種 　（・ 9（不燃）・ 12(不燃）　・  　） ※ Ａ 種 　・・ ロックウール化粧吸音板・　　　　　）・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

・ カット、ループ併用 ・ 凹凸タイプ （・ 12（不燃）・ 15(不燃）　・  　） 　イント塗り 屋内の鉄鋼面 ※ Ｂ 種 　・ ※ Ａ 種 　・ 　
・ 適用しない ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

　（ＥＰ－Ｇ） 屋内の亜鉛めっき鋼面 ※ Ａ 種 　・ ※ Ａ 種 　・ 　・ 2 5 　・ ロックウール吸音ボード1号 標準的な曲がりの役物は一体成形とする
下敷き材（グリッパー工法の場合）

試験張り　　・ 行う　　・ 行わない・ 25（ガラスクロス包）　・ ・ グラスウール吸音ボード 32Ｋ※ 反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8㎜　　 ・・合成樹脂エマルションペイント塗り（ＥＰ） ※ Ｂ 種 　 ・Ａ種　・Ｂ種
見本焼き　　・ 行う　　・ 行わない

・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）　・ ・ウレタン樹脂ワニス塗り（ＵＣ） ※Ｂ 種　・ せっこうボード ・Ａ種 ・Ａ種※Ｂ 種　
既調合モルタル　　・適用する（品質等：　　　　　　　）

[6.9.2～3]・ タイルカーペット ・オイルステイン塗り（ＯＳ）
コンクリート素地面の処理9.5（不燃）

－ －塗料（・油性　・水性）パイル形状 種  別  施工箇所 寸法 (㎜) 総厚さ (㎜) 備  考 ・化粧無（下地張り用） ・ 不燃積層せっこうボード ・MCR工法　・目荒し工法
・化粧有（トラバーチン模様）※ 第一種 ※ 500×500 ※ 6.5 壁タイルの種類・大きさに応じた工法 ・木材保護塗料塗り（ＷＰ） ※Ｂ種　 ※Ｂ種　・Ａ種 ・Ａ種※ ループパイル

・密着張り内装タイル（小口平、二丁掛、100角）・ 第二種 ・ ・ ・ シージングせっこうボード 12.5（・不燃　・準不燃 ） ・改良圧着張り
・ 第一種 ※ 500×500 ※ 6.5 つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（EP-G コンクリート面、モルタル面、プラスター面、ユニットタイル（内装タイル以外） ・マスク張り・ カットパイル ・ 強化せっこうボード ・ 12.5（不燃）　・ 15（不燃）・ 第二種 ・ ・ せっこうボード、その他のボード面）の塗替えの場合のしみ止め・モザイクタイル張り

・ 第一種 ・接着剤によるタイル張り※ 500×500 ※ 6.5 ・ せっこうラスボード 9.5 　※改修標準仕様書7.9.2（2）により、工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　　
・ カット、ループ併用 タイルの形状、寸法等・ 第二種 ・ ・

12.5（不燃）　幅 440㎜ 程度 耐凍吸水率に うわ 合成樹脂エマルションペイント塗り（EP）の塗替えの場合のしみ止め
形状 役物 色再生材・ 化粧せっこうボード（木目）

害性模様（・ 柾目　・ 板目）専用下地材有りタイルカーペットの敷き方 よる区分 ぐすり ※ 改修標準仕様書 7.9.2（2）による　　・ 　寸法 備考(参考型番）の適用施工箇所
施
釉

Ⅰ
類

Ⅱ
類

Ⅲ
類

標
準

特
注

無
釉

平場 ※ 市松敷き　　・ 模様流し　　・ 
有 無 有 無(㎜) Ｇ・ 化粧せっこうボード 9.5（準不燃）階段部分 ※ 模様流し　　・ 市松敷き　　・ 

Ｇ・ 髙日射反射塗料塗り
（トラバーチン模様） ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・見切り、押え金物 材質（　　　　　　　） 下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ ＲＡ種　　・ ＲＢ種　　・ ＲＣ種

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・種類（　　　　　　　） 表面の材種

塗料その他 塗付け量・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ 生地、透明塗料塗り形状等　※図示 工程
規格番号 規格名称 種類 等級 （㎏/㎡）（※ ラワン程度　　・　　　　　　　　　） 標準的な曲がりの役物は一体成形とする[6.9.2]

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　　※ Ｆ☆☆☆☆ ・１級不透明塗料塗り 屋根用高日射試験張り　　　・ 行う　　・ 行わない 塗料製造所の
塗料塗り JIS K 5675 ２種 ・２級Ｇ （※ しな程度　　・　　　　　　　　　）・ 普通合板 反射率塗料見本焼き　　　・ 行う　　・ 行わない 仕様による

・３級板面の品質（　　　　　　） 内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量 ※ 規制対象外

２２. セルフレベリング材 [6.17.2～3]
接着の程度（・１類　・2類　） 種類　　　・ せっこう系　　・ セメント系

塗り
品質 ・・ 防虫処理 ※改修標準仕様書表6.17.2による

塗厚（㎜）　・ 

改修特記仕様書 №3
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厚さ（㎜）（　9.0　　　）

風除室 100x100

図示
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図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 －

2025. 3.

[9.3.2～4]9-2 ３. 断熱・防露改修工事 9-3１. 石綿含有建材の9-1 [9.1.1～9.1.6]

環
境
配
慮
改
修
工
事

Ｇ 路盤

環
境
配
慮
改
修
工
事

　　除去工事 フェノールフォーム断熱材又は保温材、接着剤のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆　

環
境
配
慮
改
修
工
事

路盤の厚さ　　　・ 図示による　　・ 石綿粉じん濃度測定
・ 断熱材打込み工法 路盤材料・適用する　・適用しない

種　類 厚さ (㎜) 種　　　　類測定時期、場所及び測定点
ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材・ ・ 砕石 ・　クラッシャラン測 定 点

適用 測定名称 測定時期 測定場所 ・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 （スキン層なし） ・ ・　粒度調整砕石（各施工箇所ごと）
・ 硬質ウレタンフォーム断熱材 ・ ・　再生クラッシャラン・ 測定1 処理作業室内 ・ 計　　点 再生材 Ｇ

処理作業前 ・ フェノールフォーム断熱材 ・ ・　再生粒度調整砕石・ 測定2 調査対象室外部の付近 ・ 計　　点 Ｇ

・ 測定3 処理作業室内 ・ 計　　点 ・ クラッシャラン鉄鋼スラグ Ｇ
 

施工箇所　　　・ 図示　　・ ・　粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ・ セキュリティゾーン入口 ・ 計　　点測定4

・　水硬性粒度調整鉄鋼スラグ Ｇ集じん・排気装置の排出口 出口吹出し風速1m/sec以下の位置・ 測定5 処理作業中 ・ 断熱材現場発泡工法（処理作業室以外の場合） ・ 計　　点
断熱材の種類（JIS A 9526　建築物断熱用吹付け硬質ウレタンフォーム）　

処理作業室外 舗装の構成　　　・図示による・ 計　　点・ 測定6 ・ Ａ種１　　・ Ａ種１Ｈ
・施工区画周辺 ・敷地境界

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験厚さ（㎜）　　・ 25　　・ 30　　・ 

処理作業後 （ｼｰﾄ養生中） 処理作業室内 ・　行う　　　・　行わない測定7 ・ 計　　点 施工箇所　　　・ 図示　　・ ・

舗装の平たん性　　　※ 著しい不陸がないもの　　 測定8 処理作業室内処理作業後シート ・ 計　　点・ ・ 断熱材後張り工法

撤去後1週間以降測定9 調査対象室外部の付近 ・ 計　　点・ 断熱材の種類（JIS A 9521  発泡プラスチック断熱材）　　　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　）
測定方法

厚さ(mm)　 　 ・　　　　　　
・自動測定器による測定

施工箇所　　　・ 図示　　・ 測定名称 測定方法

断熱材に直接ボードの張付けを行う場合の工法粉じん相対濃度計（デジタル粉じん計）パーティクル・測定4 ・図示による　・　カウンター、繊維状粒子自動測定器（リアルタイムファ
・測定5

イバーモニター）等の粉じんを迅速に測定できる機器 断熱材にせっこうボード等を張り付けたパネルを使用する場合の工法
を用いた測定

・図示による　・　

・JIS K 3850-1に基ずいた測定

測定名称 試料の吸引流量 (l/min) 試料の吸引時間 (min)メンブレンフィルタ直径 (㎜) ４. 屋上緑化改修工事 [9.4.1～4]
・測定5 30・測定4 525 Ｇ

植栽基盤及び材料・測定 47 12010

屋上緑化軽量システム　　　　・ 適用する　　・ 適用しない47 10 240・測定

芝及び地被類の樹種並びに種類等　　　※ 図示　　・ ・測定

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　※ 図示　　・ 

石綿含有建材の処理 （品質・性能）

・ 石綿含有吹付け材の除去 項目 性能

除去対象範囲　　・ 図示 合成樹脂等で耐腐食性及び耐久性のあるものであること。
透水、排水層等構成材の主要材質

除去工法　　※ 9.1.3(2)(ア)による （保水層を有する場合は、保水層共）

除去した石綿含有吹付け材等の飛散防止処置 目詰まりにより植物の生育に支障を生じることがなく、
透水層

※ 湿潤化　　・ 固形化 植え込み用土を流出させない構造であること。

植物の生育に必要な排水性能を持ち、通気性及び植込み除去した石綿含有吹付け材等の処分
排水層

・ 埋立処分（管理型最終処分場） 土壌を支え、流出しない構造をもつこと。
・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設） 排水層の鉛直方向の排水性能 240L/㎡/ｈ以上

一般メンテナンス時の上部歩行に際し破壊しないこと。
耐荷重性能・ 石綿含有保温材の除去 4

3×10 N/㎡の載荷重で破損・有害なひずみなど異常がな
除去対象範囲　　・ 図示 　排水層の許容圧縮強度

いこと。（保水層を有する場合は保水層共）除去方法　　・破砕して除去　・手ばらし

重ね合わせ部を含め、クマザサ等の地下茎伸長力の強い除去した石綿含有保温材等の飛散防止

※湿潤化　・固形化 耐根層 植物に対して3年以上の耐根性能を有し、かつ、耐腐食
除去した石綿含有保温材等の処分

性及び耐久性のあるものであること。・・ 埋立処分（管理型最終処分場）
材質は、合成樹脂等とし、耐腐食性及び耐久性を有し、・ 中間処理（溶融施設）

かつ、施工中及び施工後の耐根層を保護するものである
耐根層保護層・ 石綿含有成形板等の除去

こと。但し、耐根層がこれと同等の性能を有するものと
除去対象範囲　　・ 図示

認められる場合は省略することができるものとする。作業場周辺の養生

・行う（・養生シート　・　　　　）

・行わない

除去した石綿含有成形板等の処分 工法

・ 石綿含有せっこうボード 建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

※ 埋立処分（管理型最終処分場） ・ 図 示 に よ る 　 　

・ 石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板等
かん水装置　　　・ 設置する

・ 埋立処分（管理型最終処分場） （種類　・　　　　　　・　　　　　　・　　　　　）
・ 中間処理（溶融施設又は無害化処理施設）

既存保護層の撤去　　　・ 行う（・改修標準仕様書3.2.3による　・　　　　　　　　）

・石綿含有仕上げ塗材の除去 ・ 行わない

除去対象範囲　　・ 図示
※引渡の日から1年新植した芝及び地被類の枯保障の期間

石綿含有仕上げ塗材の除去工法

・電気グラインダー工法（・湿潤化　・　　　）

・高圧洗浄工法

・　　

除去した石綿含有仕上げ塗材（汚泥）の処理
５. 透水性アスファルト [9.5.2～9]・ 埋立処分（管理型最終処分場）

舗装改修工事 Ｇ 既存舗装の撤去及び再利用　　　※ 図示による　　・ ・ 石綿含有建材除去後の仕上げ工事

※ 図示による ・ 路床

路床の材料

Ｇ 種別 材料 厚さ（㎜）２. 外断熱改修工事 [9.2.2～4]
断熱材 ・ 盛土 ・ 図示・ Ａ種　　・ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・Ｄ種

・種　類 厚さ (㎜) ・ 建設汚泥から再生した処理土 Ｇ

・   ビーズ法ポリスチレンフォーム断熱材 ・ ・ ・ 凍上抑制層 ・ 図示Ｇ・ 再生クラッシャラン ・ クラッシャラン
・ 押出法ポリスチレンフォーム断熱材 ・ ・・切込み砂利
　（スキン層なし）

・ 砂
・ ・・ 硬質ウレタンフォーム断熱材 ・

・・・ フェノールフォーム断熱材 ・ 図示・ 砂・ フィルター層

・・
・ ・・ ロックウール

・適用する　・適用しない路床安定処理

路床安定処理の方法
・添加材料による安定処理 ・

・路床安定処理用添加材料
施工箇所　　　・ 図示　　・ 

Ｇ種類 ・ 普通ポルトランドセメント　　・ 高炉セメントＢ種
ホルムアルデヒド放散量　　　※ 規制対象外

・ フライアッシュセメントＢ種
外装材

・ 生石灰（・特号　・1号）　　・ 消石灰（・特号　・1号）
種　類 防火性能 備考

添加量　　　kg（目標CBR　・ ３ 以上　・　　）
・

目標ＣＢＲを満足する添加量の確認方法・
・ 安定処理土のＣＢＲ試験

試験既存外壁の措置

砂の粒度試験　　　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない既存外壁仕上げ材の撤去　　　・ あり　　・ なし

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験　　・ 行う　　・ 行わない
下地面の清掃　　　・ 行う　　・ 行わない

現場ＣＢＲ試験　　　　　　　　　　・行う　　　・行わない
欠損部の改修工法　　　・ 改修標準仕様書4章 外壁改修工事による　　・ 

路床締固め度試験　　　　　　　　　・ 行う　　・ 行わない
工法

・不陸等の下地調整　　・外装材製造所の仕様による　　

通気層の有無　　・ あり（　　　㎜）　　・ なし

断熱材の施工　　　・ 断熱材製造所の仕様による　　・ 

外装材の施工　　　・ 外装材製造所の仕様による　　・ 

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法 ・図示による　　・　　

改修特記仕様書 №4
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設計年月日 設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

１ 級 建 築 士

登 録  2 0 7 8 3 3  号

阿 部  公 男
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　

名　　称

1:500配置図・付近見取図

Ｎ

花巻南IC

花巻空港IC

花巻JC

国
道

４
号

線

北上川

国道283
号線

花巻駅

Ｊ
Ｒ

東
北
本

線

ＪＲ釜石線

いわて
花巻空港宮野目小

花巻北中 花巻北高

花巻球場

総合体育館

花巻東高

ＪＡ

花巻中
若葉小 消防署 税務署

ｲﾄｰﾖｰｶﾄﾞｰ

花巻警察署
地方振興局

花巻南高

花巻郵便局

桜台小

瀬川

至:北上

至:遠野

朝日大橋

国
道

４
号

線
バ

イ
パ

ス

花巻市役所

宮野目中
至:盛岡

工事場所
　花巻市城内1-43

附近見取図

市
道

城
内

・
仲

町
線

Ｗ

T.3

T.1

85.88

86.4886.43

86.55

86.19

85.5886.35

86.20

86.25

86.34

86.40

85.51

77.86

76.86

〔G〕

〔K〕

〔K〕

カ
ラ

ー
ゴ

ム
マ

ッ
ト

カ
ラ

ー
ゴ

ム
マ

ッ
ト

〔K〕

〔G〕

〔As〕

汚タイル張

汚

汚 汚

汚

石橋

灯篭

看板

分電盤

タイル張

仕 止

〔K〕

〔K〕

〔K〕

〔K〕

〔K〕

〔K〕

E 仲
町
連
絡
線
4

T 仲
町
4左

5左
4

番号ナシ

番号ナシ

〔K〕

落蓋式Ｕ型側溝300
*40

0

落
蓋

式
Ｕ

型
側

溝
3
0
0*

30
0

落
蓋
式
Ｕ
型
側
溝

30
0*
30
0

〔G〕看板

油タンク

Ｌ型側溝

Ｌ型側溝

タワー

〔G〕

水飲み場

Ｌ
型

側
溝

Ｌ
型
側
溝

Ｌ型側溝

Ｌ型側溝

落蓋式Ｕ型側溝 300*300

落
蓋

式
Ｕ

型
側

溝
30

0* 3
00

W

桝

鉄蓋

石碑

鉄蓋

桝

鉄蓋

石碑

石碑

タイル張

平板ﾌﾞﾛｯｸ

桝（鉄蓋）

平板ﾌﾞﾛｯｸ

〔K〕

ブ
ロック

積

ブロック積

ブロック積

ブ
ロ
ッ
ク
積

ブロック積

ブロック積

桝（鉄蓋）
〔K〕

300*300

現
場
打
Ｕ
型
側
溝

現
場
打
Ｕ
型
側
溝

現場打Ｕ型側溝

現場打Ｕ型側溝

現場打Ｕ型側溝

300*300

300
*30

0

300
*300

300*
300

暗
渠
側
溝
 250*300

歩車道境界付落蓋式Ｕ型側溝 30
0*3

00

歩車道境界付落蓋式Ｕ型側溝 300*
300

倉 庫

倉 庫

花 巻 城 時 鐘

Ｌ
型
側
溝

階
段

非常階段

落蓋式Ｕ型側溝 300
*300

現
場
打
Ｕ
型
側
溝
 300*280

アンカー付コンクリート擁壁

階
段

(木蓋）

平板ﾌﾞﾛｯｸ(石張)

平板ﾌﾞﾛｯｸ(石張)

〔G〕

落
ち

蓋
式

Ｕ
型

側
溝

 30
0*

20
0

市

道

吹

張

町

・

城

内

線

〔G〕

階
段

階
段

止

縞鋼板

〔K〕

仕

止

止

77.73

77.38

76.29

74.80

76.1776.1776.1776.17

76.13

77.72

77.95

79.24

79.12

81.08

81.01

82.70

82.60

84.16

84.14

85.44

86.39

86.10

86.21

86.19

86.78

85.76

85.41

84.71

86.79

85.91

Ｌ
型

側
溝

Ｌ型側溝

Ｌ
型

側
溝

Ｌ
型

側
溝旗

掲
揚

ポ
ー

ル

変電設備 発電設備 変電設備 ゴ
ミ
集
積
所

〔K〕

本庁舎分室

屋外トイレ

N

花巻市民体育館

道
路

境
界

線

隣地境界線

隣地境界線

隣地境界線

Ａ－05
2025. 3.

隣
地

境
界

線H=1000､L=6.6ｍ
ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ撤去　

86.77

　
ﾒｯ
ｼｭ
ﾌｪ
ﾝｽ
新
設

G.L.

2000以下 2000以下

ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ 詳細図 S=1/50

4
5
0

9
2
0

1
,
0
0
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎

Ｌ
=9
.3
ｍ
　

本庁舎分室 耐震補強工事

花巻市役所（新館）

隣
地
境
界
線



ホール

木製

既 存 仕 上

外壁（柱・梁）

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

A－06

－

( 会議室棟 ）外　部　仕　上　表

部 位

屋 根

既

存

仕

上

( 会議室棟 ）内　部　仕　上　表

仕　上

床
巾　木 天井高 周り縁 備　　　考

壁 天　　井

下　地 仕　上 下　地 仕　上下　地

（各室共通：撤去・改修 範囲は図示）

１
　
階

そ の 他

部 屋 名

 (既存利用)
RC壁

 (既存利用)
RCスラブ

建 具

雨 樋

軒 天 井

外 壁

 既存・改修 仕上表
会議室棟 

 (既存利用)
磁器質ﾀｲﾙ張り

【塗装改修】

改 修 後 仕 上

認定番号等

[風除室] 陸屋根 ｼｰﾄ防水 　　　[東トイレ] (撤去) ｶﾗｰ鉄板 瓦棒葺き,ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き

(既存利用) コンクリート打ち放し 吹付塗装仕上げ

[風除室] 　コンクリート打ち放し 吹付塗装仕上げ

(既存利用) 石積み （凝灰岩 野蒜石)

(既存利用) コンクリート打ち放し 吹付塗装仕上げ

[東トイレ] (撤去) 防火ライト t=6 (ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 みなし建材)

[東トイレ] (撤去) アルミサッシ

新　設 ・ 改 修 内 容

上部：吹付塗装仕上げ
下部：磁器質ﾀｲﾙ張り

[東トイレ] (撤去) 木造，ラスモルタル下地 吹付塗装仕上げ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ=120

(撤去) 瓦葺き，ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材)　(既存利用) 木製垂木＋野地板 下地

風 除 室

[FL-200]

 (撤去) (撤去)
廊 下

ビニル床シート 根太組＋床板 t=12

 (一部撤去)

階段下物置

[FL-250]
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押え
ｔ=120

玄　関
磁器質ﾀｲﾙ張り

 (撤去)
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ=120

 (撤去)

 (撤去)

 (一部撤去)

3,245
[FL-200]

事 務 室 3,020

3,150

 (撤去)  (撤去) (撤去) (撤去)  (撤去)

（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材）
ビニル床シート ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾎﾞｰﾄﾞ t=6㎜ ＋塗装根太組＋床板 t=12

 (撤去)
木製
25x60

木製
25x60

 (撤去)

柱 105角､間柱 45x105＠455 合板 t=5 ＋塗装 木製野縁 36ｘ36＠455

 (撤去)
木製 25x150

木製 25x90 

 (撤去)

25x60

 (撤去)
木製野縁 36ｘ36＠455

 (撤去)
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9㎜ ＋塗装

【間仕切り壁】
(撤去) 合板張りt=5＋塗装(撤去) 間柱 45x105＠455

(撤去) ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20
【外部側】
(撤去) 上部 ﾓﾙﾀﾙ塗下地の上､塗装
(撤去) 下部 合板張りt=5＋塗装

(撤去) 壁見切り:木製 25x40､25x70 
【共通】

【間仕切り壁】

【外部側】

 (撤去)(撤去) 
 ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20 ベニヤ t=5 2,820

3,145

２
　
階

 (撤去) (撤去)
ビニル床シート 3,020

 (撤去)
木製 25x150

 ＋床板 t=12
木床梁・根太組

【間仕切り壁】
(撤去) 合板張りt=5＋塗装

【間仕切り壁】
(撤去) 間柱 45x105＠455

【外部側】
(撤去) ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20

【外部側】
(撤去) 上部 ﾓﾙﾀﾙ塗下地の上､塗装
(撤去) 下部 合板張りt=5＋塗装

(撤去) 壁見切り:木製 25x40､25x70 
【共通】

１
　
階

改

修

後

仕

上

 (撤去)
木製野縁 36ｘ36＠455

 (撤去)
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9㎜ ＋塗装

 (新設)
3,145

塩ビ製

[FL-200]

 (新設)  (新設)  (新設)
土間ｺﾝｸﾘｰﾄの上､鋼製束

構造用合板 t=28
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9

ビニル床シート t=2㎜ 木製間柱：30x105＠455
　　（ｼﾞｮｲﾝﾄ部 45x105） ＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5㎜ 継目処理 木製野縁 36ｘ36＠455
 (新設)

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5㎜（ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ）張り
 (新設)

2,800

風 除 室

廊 下

階段下物置

事 務 室

中会議室

会 議 室

（男女共通）

東トイレ
2,310
2,400
2,470

 (撤去)
木製
25x60

木製
25x60

 (撤去)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ ｔ=120
 (一部新設)

大引き 90x90

 (新設)

吹付塗装仕上げ

 (新設)

外装床 100角

 (一部新設)
磁器質ﾀｲﾙ張り t=10

(既存利用) アルミサッシ：引き違い段窓（一部 ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙ撤去）

(新設) ガルバリウム鋼板 t=0.4 立平葺き、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940下葺き、棟換気 (ガルバリウム鋼板加工包み)

既存 ｱﾙﾐｻｯｼ ﾊﾟﾈﾙ撤去部分  ｶﾞﾗｽ新設（図示）

　　　 垂木 45ｘ60＠455＋野地合板ｔ=12下地

(新設) アルミドア：見込 70、SAT、YKK AP（7TD 同等品）、ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ（Low-E）

2025. 3.

(撤去) 軒樋 ｶﾗｰ鉄板（半円形）φ100，ﾀﾃ樋 ｶﾗｰ鉄板（丸） φ75 (新設) 軒樋 ｶﾗｰ鉄板（半円形）t=0.4 φ120，ﾀﾃ樋 ｶﾗｰ鉄板（丸）t=0.4 φ75

 (一部新設)
磁器質ﾀｲﾙ
立上げ

 (新設)
ｿﾌﾄ巾木 H=60

 (既存利用)

吹付塗装仕上げ
 (既存利用)

既存塗装面：高圧洗浄･素地調整の上、アクリルリシン吹付

新設 ＲＣ壁・窓まわりモルタル補修部分：素地調整の上、アクリルリシン吹付

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=14㎜
 (ﾓｴﾝW14ｼｬﾄｰｳｫｰﾙ調程度)

２
　
階

 (新設)  (新設)

構造用合板 t=28
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9

木床組 ビニル床シート t=2㎜
 (新設)
木製間柱：30x105＠455
　　（ｼﾞｮｲﾝﾄ部 45x105） ＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

 (新設)
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5㎜ 継目処理 木製野縁 36ｘ36＠455

 (新設)  (新設)
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5㎜（ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ）張り 塩ビ製

 (新設)
2,700

ホール

会議室
大引き 90x90

 (新設)
ｿﾌﾄ巾木 H=60

階　段
 (新設)  (新設)

ビニル床シート t=2㎜構造用合板　t=28加工
 (新設)
ササラ桁
ﾀﾓ集成材 CL

共

通

事

項 号

略

装

塗

 (新設)
木製間柱：30x105＠455
　　（ｼﾞｮｲﾝﾄ部 45x105） ＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

 (新設)
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5㎜ 継目処理 木製野縁 36ｘ36＠455

 (新設)  (新設)
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5㎜（ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ）張り 塩ビ製

 (新設)
2,700

 (新設)
階段 段鼻：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ SUS W=35 ｺﾞﾑﾀｲﾔ入り
腰壁 甲板：ﾀﾓ集成材 t=25 CL

 (新設)
階段 段鼻：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ SUS W=35 ｺﾞﾑﾀｲﾔ入り

ＳＯＰ：合成樹脂調合ペイント塗り

ＯＳ　：オイルステイン塗り

ＣＬ　：クリヤラッカー塗り

ＷＰ　：木材保護塗料塗り



2,160
 (撤去)

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 －

既 存 仕 上部 位

屋 根

既

存

仕

上

仕　上

床
巾　木 天井高 周り縁 備　　　考

壁 天　　井

下　地 仕　上 下　地 仕　上下　地

（各室共通：撤去・改修 範囲は図示）

 (撤去)  (撤去)  (撤去)

１
　
階

そ の 他

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜

 (撤去)  (撤去)

１
　
階

改

修

後

仕

上

 (撤去) (撤去)

 (撤去)  (撤去)

 (撤去)

 (撤去)

 (既存利用)

 (撤去)

間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

 (撤去)

間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

 (撤去)
間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

 (撤去)
間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

 (撤去)

 (撤去)

 (撤去)

 (撤去)

 既存・改修 仕上表

( 事務室棟 ）外　部　仕　上　表

部 屋 名

( 事務室棟 ）内　部　仕　上　表

外 壁

テ ラ ス 屋 根

廊 下

[FL+110]

事 務 室

事 務 室

(食品衛生協会)

(防犯協会)
(調理師会)

物 置

書 庫

湯 沸 室

踏込み:ビニル床シート

 (撤去) (撤去)

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜

間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

 (一部撤去)

 (一部撤去)

 (既存利用)

 (既存利用)

 (既存利用)

 (既存利用)

 (既存利用)

 (既存利用)

 (既存利用)

 (既存利用)  (既存利用)

 (撤去)

木製野縁

木製野縁

木製野縁

木製野縁

木製野縁

木製野縁

木製野縁
 (撤去)

 (撤去)

 (撤去)

 (撤去)
流し台 Ｗ=1200　（ｼﾝｸ裏 防滴材：ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材）

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜

塩ビ

塩ビ

塩ビ

フローリング t=12㎜

根太組＋合板

根太組＋合板

根太組＋合板

根太組＋合板

根太組＋合板

上部：ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 ＋塗装
下部：合板 ＋塗装

化粧石膏ボード t=9㎜

石膏ボード t=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

上部：石膏ボードt=12.5㎜＋塗装
下部：磁器質ﾀｲﾙ張り

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9㎜＋塗装

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9㎜＋塗装

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9㎜＋塗装

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9㎜＋塗装

A－07

事務室棟 

(撤去) ラスモルタル下地 吹付塗装仕上げ

(既存利用) ｶﾗｰ鉄板 横葺き，ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き，木製垂木＋野地板 下地

改 修 後 仕 上

認定番号等新 設

男女ＷＣ

[FL-200]

根太組＋合板

 (撤去)

 (撤去)

 (撤去)

 (撤去)

 (撤去)

 (撤去)

 (撤去)

3,020 木製棚 W=2,800 D=760 H=1,800

木製棚

 (撤去)
木製棚

2,700

2,160

3,150

3,020

2,500

 (撤去)

 (撤去)  (撤去)

壁見切り：木製 H=40

 (撤去)

 (新設)
防湿ｺﾝｸﾘｰﾄの上､鋼製束

 (新設)  (新設) (新設)  (新設)

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 ＋塗装

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 ＋塗装

ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 ＋塗装 2,500

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上ビニル床シート t=2㎜

(撤去) 柱：鋼管 φ48.6x2.5　，軒梁：角型鋼管 120x75x2.3

(撤去) 塩ビ製 波板，木製垂木 45x75＠455

ビニル床シート t=2

 (撤去)
ビニル床シート t=2

ビニル床シート t=2

 (撤去)

ビニル床シート t=2

磁器質ﾀｲﾙ張りｔ=5土間ｺﾝｸﾘｰﾄ＋ﾓﾙﾀﾙ t=25

ビニル床シート t=2

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜ 3,000 塩ビ

　　　 垂木 45ｘ60＠455＋野地合板ｔ=12下地

　　　 構造用合板 t=9下地、タイベックシート張りの上　通気胴縁 18×45＠455

　　　 土台水切り：カラーアルミ製通気工法用水切り

軒 天 井
(撤去) 防火ライト(一部 防火有孔板) t=6（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 みなし建材）＋塗装

(撤去) ラスモルタル下地 吹付塗装仕上げ

建 具
(撤去) アルミサッシ 

　　　 開口部廻りは全て変性シリコーン処理とする

(新設) ガルバリウム鋼板 t=0.4 横葺き、ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940下葺き、棟換気 (ガルバリウム鋼板加工包み)

(新設) 住宅用断熱 アルミ樹脂複合サッシ（YKK AP:ｴﾋﾟｿｰﾄﾞⅡNEO同等品）、ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ(Low-E) 

　　　 アルミドア：見込 70、SAT （YKK AP：7TD 同等品）、ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ(Low-E)

木製野縁 36ｘ36＠455
 (新設)

踏込：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 踏込：ﾃﾗｿﾞｰ仕上

 (新設)
ｿﾌﾄ巾木 H=60

2025. 3.

 (新設)  (新設)  (新設) (新設)
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上ビニル床シート t=2㎜

 (新設)
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜ 3,000 塩ビ木製野縁 36ｘ36＠455

 (新設) (新設)
ｿﾌﾄ巾木 H=60

 (新設)
ビニル床シート t=2㎜

 (新設)
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜ 2,160 塩ビ石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上

 (新設)
棚手すり付紙巻器、ｺｰﾅｰ手洗ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 化粧鏡付、ﾀｵﾙﾘﾝｸﾞ
扉付ﾐﾄﾞﾙｷｬﾋﾞﾈｯﾄ(360x150x600)

 (新設)
木製野縁 36ｘ36＠455

 (新設) (新設)
ｿﾌﾄ巾木 H=60

 (新設)  (新設)  (新設)
ビニル床シート t=2㎜

 (新設)
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜ 2,160 塩ビ石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上

 (新設)
木製野縁 36ｘ36＠455

 (新設)  (新設)

狭小手洗いｷｬﾋﾞﾈｯﾄ、化粧鏡、ﾀｵﾙﾘﾝｸﾞ

 (新設)
ｿﾌﾄ巾木 H=60

共

通

事

項 号

略

装

塗

女子トイレ

男子トイレ(小)

廊 下

会 議 室

大引き　90x90
構造用合板 t=28
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9

大引き　90x90
構造用合板 t=28
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9

防湿ｺﾝｸﾘｰﾄの上､鋼製束

構造用合板 t=28
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9

構造用合板 t=28
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9

大引き　90x90

 (新設)  (新設)

木製木製 25x150

木製 25x150

木製 25x150

木製 15x90

木製 15x90

木製 15x90

 (撤去)

25x60

木製
25x60

 (撤去)

木製
 (撤去)

25x60

木製
25x60

 (撤去)

 (撤去)

 (撤去)

 (撤去)

 (新設)

 (新設)

 (新設)

 (新設)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄの上､調整束

大引き　90x90
土間ｺﾝｸﾘｰﾄの上､調整束

(新設) 化粧スラグせっこう板ｔ=6㎜ (塗装品)、軒天通気金物

 (既存利用)  (既存利用)

間仕切り壁：間柱30x105x@455
　　　　（ｼﾞｮｲﾝﾄ部 45x105）

間仕切り壁：間柱30x105x@455
　　　　（ｼﾞｮｲﾝﾄ部 45x105）

間仕切り壁：間柱30x105x@455
　　　　（ｼﾞｮｲﾝﾄ部 45x105）

間仕切り壁：間柱30x105x@455
　　　　（ｼﾞｮｲﾝﾄ部 45x105）

(新設) 窯業系サイディング張り t=14 （ﾓｴﾝW14ｼｬﾄｰｳｫｰﾙ調程度）、同質出隅

ＳＯＰ：合成樹脂調合ペイント塗り

ＯＳ　：オイルステイン塗り

ＣＬ　：クリヤラッカー塗り

ＷＰ　：木材保護塗料塗り

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=25



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 －

既 存 仕 上部 位

屋 根

 既存・改修 仕上表

外 壁

休憩室棟 

A－08

( 休憩室棟  ）外　部　仕　上　表

既

存

仕

上

仕　上

床
巾　木 天井高 周り縁 備　　　考

壁 天　　井

下　地 仕　上 下　地 仕　上下　地

（各室共通：撤去・改修 範囲は図示）

１
　
階

部 屋 名

( 休憩室棟 ）内　部　仕　上　表

 (撤去) (撤去)
間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

玄 関

倉 庫

階段下収納

 (既存利用)
土間コンクリート

土間コンクリート
 (既存利用)

 (撤去)  (撤去)  (撤去)
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜木製野縁石膏ボード t=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

間仕切り壁：間柱
 (撤去)

間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

合板 素地 2階根太 現わし

階段 現わし

塩ビ

改 修 後 仕 上

認定番号等新 設

そ の 他

根太組＋合板ｔ=12
 (撤去)

 (撤去) (既存利用)

　　　　　　30x105＠455

 (既存利用)

(既存利用) ｶﾗｰ鉄板 横葺き，ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き，垂木 45ｘ90＠455＋野地合板ｔ=12下地

木製 15x90
 (撤去)
クッションフロア t=2 2,160

軒 天 井

建 具
(既存利用) 軽量スチールシャッター

　　　 土台水切り：カラーアルミ製通気工法用水切り

(撤去) 金属サイディング よろい張り，防水シート下地【図示】

(撤去) 防火ライト(一部 防火有孔板) t=6（ｱｽﾍﾞｽﾄ含有 みなし建材）＋塗装【図示】

(撤去) アルミサッシ  見込 60㎜【図示】

(新設) 窯業系サイディング張り t=14 (無塗装板)の上、アクリルリシン吹付【図示】

　　　 構造用合板 t=9下地【図示】、タイベックシート張りの上　通気胴縁 18×45＠455

　　　 開口部廻りは全て変性シリコーン処理とする

(改修) 軽量スチールシャッター：沓摺レール新設、手掛け(樹脂)新設

(新設) 住宅用断熱 アルミ樹脂複合サッシ（YKK AP:ｴﾋﾟｿｰﾄﾞⅡNEO同等品）、ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ(Low-E) 【図示】 

2025. 3.

(新設) 化粧スラグせっこう板ｔ=6㎜ (塗装品)、軒天通気金物

 (撤去)

塩ビ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜

改

修

後

仕

上

間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

 (撤去)
間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

 (撤去)
間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

 (既存利用)

 (既存利用)

 (既存利用)

 (既存利用)

 (既存利用)

木製野縁

木製野縁

木製野縁 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜

塩ビ

塩ビ

 (撤去)
間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

 (既存利用) (既存利用)
木製野縁

２
　
階

 (撤去)
間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

 (撤去) (既存利用)
木製野縁

 (撤去)

押 入

物 置

階 段

 (撤去)  (撤去)  (撤去) (撤去)
間仕切り壁：間柱
　　　　　　30x105＠455

木製野縁

倉 庫１
　
階

 (既存利用)

畳敷き

 (撤去)
石膏ボード t=12.5㎜ 素地

 (撤去)
石膏ボード t=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜

石膏ボード t=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜

 (撤去)

 (撤去)

 (既存利用)
石膏ボード t=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ボード t=12.5㎜ 素地

塩ビ

塩ビ

目透し天井板 杉柾畳寄せ
真壁造り，壁見切り20ｘ120

 (撤去)
根太組＋合板ｔ=12

根太組 50x105＠300
＋合板ｔ=12

＋合板ｔ=12
根太組 50x105＠455

＋合板ｔ=12
根太組 50x105＠455

根太組 50x105＠300
＋合板ｔ=12

石膏ボード t=12.5㎜＋和風ｸﾛｽ

 (撤去)  (撤去)

 (撤去)
流し台 Ｗ=1800

木製階段 段板ｔ=35
 (既存利用)
ササラ桁

[FL+40]

休 憩 室

更 衣 室

 (撤去)
木製棚 D=910(1段)

 (新設)

男子トイレ

[FL+160]

2,450

2,500

木製 15x90

木製 15x40

木製 15x40

木製(2段)
35x60
25x40

クッションフロア t=2

クッションフロア t=2

クッションフロア t=2

2,160

構造用合板 t=9㎜ 素地
 (新設) (新設)

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 金ｺﾞﾃ押え

階段下収納

玄 関
 (新設)  (新設) (新設)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上ビニル床シート t=2㎜ 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜ 塩ビ
 (新設)
ｿﾌﾄ巾木 H=60 木製野縁 36ｘ36＠455

 (新設)  (新設)

下足入 W=1925･H=1890･D=310(1台)，W=975･H=1800･D=310(1台)
 (取り外し、再取り付け)

 (新設)  (新設)
男子トイレ

 (新設) (新設)
ビニル床シート t=2㎜ 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜ 塩ビ

 (新設)
棚手すり付紙巻器、ｺｰﾅｰ手洗ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ 化粧鏡付、ﾀｵﾙﾘﾝｸﾞ
扉付ﾐﾄﾞﾙｷｬﾋﾞﾈｯﾄ(360x150x600)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上
 (新設)
ｿﾌﾄ巾木 H=60 木製野縁 36ｘ36＠455

 (新設)

２
　
階

休 憩 室

更 衣 室

 (新設) (新設)

真壁造り，壁見切り

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ仕上

目透し天井板 杉柾
 (新設)
畳敷き

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜ 塩ビ

木製(2段)
35x60
25x40

 (新設)
根太 45x90@455
構造用合板 t=12

 (新設)
石膏ボード t=12.5㎜＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

 (新設)
ｿﾌﾄ巾木 H=60

 (新設)

20ｘ120
畳寄せ

木製野縁 36ｘ36＠455
 (新設)

木製野縁

 (新設)　据え置き型 IHｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ

 (取り外し、再取り付け)　流し台 Ｌ=1800

構造用合板 t=28
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9

大引き 90x90
土間ｺﾝｸﾘｰﾄの上､調整束

構造用合板 t=28
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9

大引き 90x90
土間ｺﾝｸﾘｰﾄの上､調整束

押 入

 (新設)
物 置 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5㎜ 塩ビ 木製棚 D=910(1段)石膏ボード t=12.5㎜ 素地

 (新設) (新設)
ｿﾌﾄ巾木 H=60 木製野縁 36ｘ36＠455

 (新設)  (新設)

共

通

事

項 号

略

装

塗

階　　段

2,450

2,500

2,160

2,160

 (新設)

　　　　（ｼﾞｮｲﾝﾄ部 45x105）
間仕切り壁：間柱30x105x@455

　　　　（ｼﾞｮｲﾝﾄ部 45x105）
間仕切り壁：間柱30x105x@455

　　　　（ｼﾞｮｲﾝﾄ部 45x105）
間仕切り壁：間柱30x105x@455

　　　　（ｼﾞｮｲﾝﾄ部 45x105）
間仕切り壁：間柱30x105x@455

 (新設)

 (新設)

 (新設)

 (新設)

下足入 W=1925･H=1890･D=310(1台)，W=975･H=1800･D=310(1台)
 (取り外し、再取り付け)

 (撤去)
付框、雨具掛けﾌｯｸ受材

付框 25ｘ90、雨具掛けﾌｯｸ受材 20ｘ55 SOP

ＳＯＰ：合成樹脂調合ペイント塗り

ＯＳ　：オイルステイン塗り

ＣＬ　：クリヤラッカー塗り

ＷＰ　：木材保護塗料塗り

木製棚 D=910(2段)、中柱 100ｘ100 Ｈ=2670

木製棚 D=910(2段)、中柱 100ｘ100 Ｈ=2670



0.500　×　0.600　＝　　  0.300000

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

(A3)1:300

室面積　求積図・求積表

12,710 3,700

2,
11

6

30,775

3,
34

0

2,4101,290

2,065

7,675

7,460215

560

6,690

2,550 4,140

1,350 1,200

2,
05

9

1 2

4

5

8 9

10

11

12

3,
48
5

6

2,
11
6

2,
05

9

7,4602,065

倉庫

収納

風除室

収納
階段下

事務室

ポーチ

ポーチ

男子ﾄｲﾚ-1

男子ﾄｲﾚ-2

玄関
・階段-2

1,
36

5

5,
46

0
1,

82
0

廊下

5,
88

5
3,

21
5 1,
36
5

1,
85

0

1,
63
4

10
,9

20

1,
82
0

1,
82

0
1,
36

5

3,
64

0
91

0
2,

73
0

1,
82

0

3,7005,315

2,4101,290

2,550

14,560 4,140

560

245 9,100 1,300

7,395 1,080 3,545

1,430

1,2501,980

1,
21

0

1,200

ホール・階段-1

13

14

15

休憩室

物置

更衣室

中会議室

階段-2

階段-1・廊下

7,395 7,165

6,690

4,1401,350 1,200

6,
37
0

4,
55

0

1,
82
0

3,
64

0
91

0

5,
88

5
3,

21
5

9,
10

0
9,

10
0

5,
16

0

10
,9

20
3,
34

0

5,
46

0
5,

46
0

5,3401,350

30,775

14,560 9,525 6,690

１階 ２階

１階 ２階

延床面積・建築面積　求積図・求積表

7.395　×　 9.100　＝　　67.294500

合計　＝　　67.29㎡

7.165　×　 5.885　＝　　42.166025

7.165　×　 3.215　＝　　23.035475

6.690　×　 4.550　＝　　30.439500

1.350　×　 0.910　＝　　 1.228500

1.200　×　 0.910　＝　　 1.092000

合計　＝　　 1.09㎡

4.140　×　 6.370　＝　　26.371800

合計　＝　　26.37㎡

1.200　×　 1.820　＝　　 2.184000

合計　＝　　 2.18㎡

1.200　×　 3.640　＝　　 4.368000

3.700　×　 2.116　＝　　 7.829200

2.410　×　 2.059　＝　　 4.962190

14.560　×　 5.885　＝　  85.685600

7.395　×　 3.215　＝　  23.774925

3.545　×　 1.365　＝　　 4.838925

1.080　×　 1.365　＝　　 1.474200

5.315　×　 1.850　＝　　 9.832750

1.290　×　 1.634　＝　　 2.107860

1.980　×　 1.365　＝　　 2.702700

0.560　×　 0.940　＝　　 0.526400

合計　＝　　16.643910

→　　16.64㎡

7.460　×　 5.460　＝　　40.731600

合計　＝　　40.73㎡

0.245　×　 1.365　＝　　 0.334425

9.100　×　 1.820　＝　　16.562000

1.430　×　 1.210　＝　　 1.730300

1.300　×　 1.820　＝　　 2.366000

1.300　×　 1.365　＝　　 1.774500

　合計　＝　　 1.77㎡

1.300　×　 1.820　＝　　 2.366000

２階１階

風除室

事務室

階段下収納

ホール

・階段-1

会議室-1

廊下

玄関

・階段-2

会議室-2

中会議室

階段-1

・廊下

更衣室

押入-1

押入-2

休憩室

物置

階段-2

合計　＝　 109.460525

→　 109.46㎡

91
0

押入-1 押入-2

女子ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ-1

男子ﾄｲﾚ-2

女子ﾄｲﾚ

会議室-2

2,
50

0
2,

96
0

15
5

会議室-1

3,
64

0

ロ

14
,7
15

45
5

9,
10
0

1,
90
0

3,
26

0

8,
88

4
21
6

6,
82

5
2,

27
5

2.065　×　 2.500　＝　　 5.162500

合計　＝　　17.953890

→　　17.95㎡

2.065　×　 2.960　＝　　 6.112400

1.250　×　 3.640　＝　　 4.550000

合計　＝　　29.289125

→　　29.28㎡

4.140　×　10.920　＝　　45.208800

1.200　×　 3.640　＝　　 4.368000

倉庫

収納

1.200　×　 0.910　＝　　 1.092000

2.550　×　 2.730　＝　　 6.961500

1.250　×　 0.155　＝　　 0.193750

合計　＝　　 8.247250

→　　 8.24㎡

１階 ２階

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

■延床面積　求積表

13

14

15

■棟別面積　求積表

会議室棟

事務室棟

休憩室棟

合計

1+2+3+4+5　=

6+7+8+9　=

10+11+12　=

13　=

14+15　=62.271300

77.242475

143.734750 132.496000

65.683800

→

→

→

→

→

283.248525 198.179800

→ →

１階 ２階 合計

283.24㎡

77.24㎡

127.95㎡

143.73㎡

77.24㎡

62.27㎡ 65.68㎡

建物面積求積図・求積表
改修

12.710　×　 9.100　＝　 115.661000

1.290　×　 8.884　＝　　11.460360

0.560　×　 6.825　＝　   3.822000

3.700　×　 2.116　＝ 　  7.829200

2.410　×　 2.059　＝　　 4.962190

 9.525　×　 3.485　＝　  33.194625

 0.245　×　 3.340　＝　   0.818300

9.100　×　 3.795　＝　  34.534500

 2.730　×　 3.185　＝　   8.695050

1.350　×　 4.550　＝　　 6.142500

1.200　×　 9.100　＝　　10.920000

4.140　×　10.920　＝　　45.208800

→　 283.24㎡

合計　＝ 　283.248525

：Ａ

14.560　×　 9.100　＝　 132.496000

 1.350　×　 5.460　＝　   7.371000

 5.340　×　10.920　＝　  58.312800

合計　＝　 198.179800

（∴　＜ 500　㎡）

合計　＝　　 4.83㎡

　合計　＝　　 2.36㎡

　合計　＝　　 2.36㎡

合計　＝　　45.20㎡

合計　＝　　 4.36㎡

合計　＝　　42.16㎡

合計　＝　　23.03㎡

合計　＝　　30.43㎡

合計　＝　　 1.22㎡

合計　＝　　 4.36㎡

→　 198.17㎡

延床面積 　481.41　㎡

132.49㎡ 276.22㎡

198.17㎡ 481.41㎡

45
5

90
0

82
0

7

30,775

14,560 12,075 4,140

2,73012,710 1,290 560 9,345

9,100245 2,550180

300

ハ
3

300

50
0

ニ

45
0

500

60
0

60
0

イ
750

ホ

ヘ

9,525

750

400

400

45
0

トチ

リ

■建築面積　求積表

ロ

イ

1.200　×　1.820　＝　　  2.184000

1.350　×　0.910　＝　　  1.228500

ハ

ニ

ホ

ヘ

ト

チ

リ

：Ｂ

0.300　×　0.450　＝　　  0.135000

0.300　×　0.500　＝　　  0.150000

0.750　×　0.600　＝　　  0.450000

0.750　×　0.820　＝　　  0.615000

0.400　×　0.820　＝　　  0.328000

0.400　×　0.450　＝　　  0.180000

合計　＝ 　  5.570500

→　   5.57㎡

Ａ

Ｂ

283.24㎡

  5.57㎡

建築面積 　288.81㎡

60
0

45
0

45
0

450

750

60
0

▽軒の出を示す

△軒の出を示す

▽軒の出を示す

▽軒の出を示す

△軒の出を示す

△軒の出を示す

▽
軒

の
出

を
示

す

10
,9

20

1,
82
0

3,
79

5

3,
18

5
61

0

14
,7
15

9,
10
0

4,
55

0
4,

55
0

△
軒

の
出

を
示

す

A－09



[階段］撤去

男子トイレ 1
,
8
2
0

9
1
0

床:フローリング 撤去

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 既存撤去 １階平面図

流し台 撤去

下
り
壁
 撤

去

木製棚
　撤去

建物 とりこわし
［既存 東トイレ］

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S8S7 S9

事務室

T1

T5

T6

T7

T8

事務室

事務室

書庫

物置

湯沸室
T4

T5

T6

T7

T8

T3

T2

1
,
7
2
0

1
,
8
20

1
,
8
2
0

5
,
4
6
0

91
0

12
,
7
4
0

5
,
4
6
0

1,
8
2
0

7 6 5 4 3 2 1

+200

+200

3,640

事務室

UP

4
,5
5
0

4
,
5
5
0

1
,
9
0
0

9
,
1
0
0

1,8501,790

3,6403,6403,6403,640

1,85014,560

1110987

GL±0

風除室

+120

91
0

1
,
8
2
0

1
,
8
20

Y1

X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
10

9
10

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

X2 X3

6,690

1,350 5,340

1,200 4,140

180

+90

+250

UP

収納

ポーチ

玄関

倉庫

男子トイレ

X1

1
55

T4

T2

T3

T1

9,100 2,730

4,550 4,550

1,820 1,820 910 910 1,820 1,820

1,820 910

3
,6
4
0

枚ノ内 号
番
面
図

間仕切り壁 撤去

木製棚 撤去

木製棚 撤去

木製棚 撤去

間
仕

切
り

壁
 撤

去

間仕切り壁 撤去

間仕切り壁 撤去

開口部･間仕切り 撤去

土間ｺﾝｸﾘｰﾄとりこわし
910

X4

4,140

 9

 8

 7

 6

 5

 4

 3

 2

 1

外壁 撤去

外
壁

 撤
去

木製棚
　撤去

木製棚
　撤去

［既存トイレ］
間取り変更

衛生器具 撤去
間仕切り･建具･内装 撤去

女子トイレ

Y10

2
,2
7
5

5
,
1
6
0

1
3
,1
9
5

2
,
4
3
0

1
,
2
1
0

6
1
0

+420

+210
+410

+210

+125

+100

+15

±0

+420

+420

+420

+420

+420

+220

+530

+240

+440

+440

廊下 +420

開口部･間仕切り 撤去

・　　　  内数値は、設計GLからのレベル差を示す

：壁仕上げ 撤去部分

+400

・　　：筋かいを示す（45ｘ90）ﾀｽｷ掛け

・　　：筋かいを示す（45ｘ90）

[ 凡例 ]

：床 撤去部分

・　　：筋かいを示す（30ｘ90）

：建物とりこわし（減築部分）

木製棚

Ｎ

建
具

 撤
去

事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)事務室棟(木造)会議室棟(RC造)

Exp.j

Ex
p.
j

防油堤

撤去

防油堤

撤去

2025. 3.

既存利用

[階段] 撤去

3
,
7
2
0

男子トイレ

前室
女子トイレ

8
3
0

A－10



外壁 撤去

設計年月日 設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 既存撤去 ２階平面図

間仕切り壁 撤去

± 0

± 0

235

5
,
9
8
0

1
,
63
0

1
,
4
9
0

14,560 1,850

3,640 3,640 3,640 3,6403,640

1,790 1,850

S1 S7 S9

T7

T8

1
,
7
2
0

1
,
8
20

1
,
8
2
0

1
,
8
20

9,100 2,7301,720

4
.
5
/
1
0

4,140

X4

Y1

X1 X2 X3 X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
10

9
10

180

1
,
8
2
0

+40

+170

押入 押入

事務室

物置

± 0

± 0

+400

+170

休憩室

4
,
5
5
0

6
,
37
0

1
0
,
9
20

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

1
,
8
2
0

91
0

9
1
0

1
0
,
9
20

5
,
4
6
0

5
,
4
6
0

4.5/10 4.5/10

4
.
5
/
1
0

4
.
5
/
1
0

[ﾃﾗｽ屋根] とりこわし

987 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

 7

 8

 9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

3,640

開口部･間仕切り 撤去

間
仕
切

り
壁

 撤
去

間
仕

切
り

壁
 撤

去
3.0/10

1
,
8
2
0

T6

T7

T8

12
,
7
4
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

3
,
6
4
0

T4

T1
± 0

Y10

5
,
1
6
0

2
,
2
7
52.0/10

：壁仕上げ 撤去部分

+400・　　　  内数値は、2FLからのレベル差を示す

[ 凡例 ]

・　　：筋かいを示す（45ｘ90）ﾀｽｷ掛け

・　　：筋かいを示す（45ｘ90）

：床 撤去部分

：建物とりこわし（減築部分）

Ｎ

床 タタミ敷・床根太 → 撤去

会議室

中会議室

廊下

事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)事務室棟(木造)会議室棟(RC造)

Exp.j

Ex
p.
j

2025. 3.

1
,
9
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

9
,
1
0
0

3
5
0

3
5
0

3
,
7
2
0

3,640
350

開口部･間仕切り 撤去

外
壁

 撤
去

外
壁

 撤
去

流し台 取外し
　　　→再取付

[階段] 撤去

[階段] 撤去

A－11



5
/
1
0

5
/
1
0

１ ２ ３ ４ ５

Ｃ

Ｂ

Ａ

500

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　 　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　 　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　
既存撤去 屋根伏図本庁舎分室 耐震補強工事

【屋根仕上符号】

［屋根] 陸屋根 シート防水
Ｄ

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ (ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材) 下葺き

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ (ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材) 下葺き

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ (ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材) 下葺き

［屋根] 長尺カラー鉄板 瓦棒葺き　t=0.4

［屋根] 長尺カラー鉄板 横葺き　t=0.4
Ｃ

Ｂ

［屋根] 瓦葺き
Ａ

【 凡例 】

：屋根 撤去範囲　
1
,
9
00

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

15,460

1
0
,
0
0
0

Ａ

Ｂ
Ｂ Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ Ｃ

Ｃ

Ｄ

T7

T8

1
,
8
2
0

Y1

Y5

Y9

10
,
9
2
0

T6

T7

T8

1
2,
7
4
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

3
,
6
4
0

T4

T1

Y10

5
,
1
6
0

2
,
2
7
5

4
.
5
/
1
0

4
.
5
/
1
0

4
.
5
/
1
0

4.5/10 4.5/10

3.0/10

2.0/10

屋 根

屋 根

屋 根

屋 根

10/10

10/10 10/10

6
0
0

6
0
0

5
,
4
6
0

6
0
0

750

3,640 14,560 1,850

3,640 3,640 3,640 3,6403,640

1,790 1,850

事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)

Exp.j

750 5,340

X1 X2 X3 X4

6,690 750

S1 S7 S9
4,140

X4

会議室棟(RC造) 事務室棟(木造)

8
2
0

3
0
0

4
0
0

5
,
3
6
0

4
5
0

2,7309,100

300

300

4005,360450

塩ビ製 波板

2025. 3.

400

3,840

4
,
4
2
0

40
0

4
,1
5
0

Ex
p.
j

90
0

2
,
7
30

Ｎ

1
,
41
0

A－12



【 凡例 】

Ｅ

Ｅ

Ｅ

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:200

3,
16
0

3,
22

0
45

0
45

0

▽RFL(RC）

▽2FL(RC）

▽1FL

3,
49
0

3,
30
0

2,
60
0

45
0

9,
84
0

▽設計GL

▽2FL(B)

▽軒高(B)

▽最高高さ(B)

▽1FL

3,6403,6403,6403,640

14,560

3,640

6,690

30,775

9,100 245180

1010

10

10

10

10

10

10

2.0

3.0

1,7203,640

4,140 2,730

4.5 4.5

▽最高の高さ(RC）

3,
00

5

10
,2
85

450 450

事務室棟休憩室棟 会議室棟

南立面図  S=1/200

45
0

45
0

3,
22

0
3,

16
0

▽設計GL

▽RFL(RC）

▽2FL(RC）

▽1FL

▽2FL(B)

45
0

2,
60
0

3,
30
0

3,
49
0

9,
84
0

▽軒高(B)

▽最高高さ(B)

3,640 3,640 3,640 3,640

3,640

10

10

10

10

6,690

30,775

14,560 245 9,100 180

4,1402,550

10
,2
85

3,
00

5

▽最高の高さ(RC）
450450

事務室棟 休憩室棟会議室棟

北立面図  S=1/200

Ａ
［屋根] 瓦葺き

Ｂ

【外部仕上符号】

Ｃ
［屋根] 長尺カラー鉄板 横葺き　t=0.4

［屋根] 長尺カラー鉄板 瓦棒葺き　t=0.4

　　　　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ (ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材) 下葺き

　　　　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ (ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材) 下葺き

　　　　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ (ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材) 下葺き

Ｄ
［屋根] 陸屋根 シート防水

Ｅ
［外壁] コンクリート打ち放し 吹付塗装仕上

：外壁 撤去範囲

▽軒高（A）

3,
70
0

45
0 ▽1FL

45
0

2,
60
0

3,
30
0

3,
49
0

9,
84
0

▽2FL(B)

▽最高高さ(B)

▽軒高(B)

1,720 3,640

5,915 9,100

4,550 1,900

5,160

20,175

3,640 4,5502,275

▽最高高さ（A）

6,
30
4

2,
15

4

10

10
4.5

5 5
10

東立面図  S=1/200

3,
70
0

45
0

▽軒高（A）

▽1FL（A）

▽軒高(B)

▽2FL(B)

▽最高高さ(B)

▽1FL

2,
60
0

45
0

9,
84
0

3,
30
0

3,
49
0

2,
81
5

10

1,720

2,
15

4

6,
30
4

▽最高高さ（A）

20,175

10,920 9,255

1,8205,460 5,460 5,1602,275

5
10

4.5

西立面図  S=1/200

45
0

2,
60
0

3,
30
0

3,
49
0

9,
84
0

▽2FL(B)

▽最高高さ(B)

▽軒高(B)

▽軒高（A）
3,

70
0

45
0 ▽1FL

▽最高高さ（A）

6,
30

4

2,
15

4

事務室 3
,0
5
0

11
0

事務室 廊下

3
,
0
0
0

3
,
0
0
0

10
4.5

10,9209,255

5,4605,4601,9755,460 1,820

▽設計GL

▽設計GL

東立面図(2) S=1/200

：屋根 撤去範囲　

［外壁] 金属サイディング よろい張り，透湿防水ｼｰﾄ下地

［外壁] ラスモルタル下地 吹付塗装仕上

Ｆ

Ｇ

Ｈ

［外壁] 石積み（野蒜石）

Ａ

Ｇ

Ｆ

Ｆ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｅ Ｅ

Ｅ

Ｅ

ＦＦ

Ｆ

Ｅ

Ｇ

Ｇ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

幕板

Ｇ Ｇ

塩ビ製 波板

丸鋼 丸鋼丸鋼 丸鋼

Ｇ 塩ビ製 波板

Ｈ

ＧＨ Ｇ

Ｂ

Ｂ

Ｃ
Ｃ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

ＨＥ

幕板

幕板

Ｄ

Ｄ

Ｅ

丸鋼

丸鋼

塩ビ製 波板

塩ビ製 波板

幕板

煙突穴

Ｊ

Ｅ

：建物とりこわし（減築部分）

ﾎﾟｰﾁ柱
ﾎﾟｰﾁ柱

ﾎﾟｰﾁ柱

ﾎﾟｰﾁ柱ﾎﾟｰﾁ柱

2025. 3.

Ｉ
　　　　ﾀﾃ樋 ｶﾗｰ鉄板（丸） φ75

［雨樋] 軒樋 ｶﾗｰ鉄板（半円形）φ100

Ｉ Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ

既存撤去 立面図

A－13



事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)事務室棟(木造)会議室棟(RC造)

CH=2,150

玄関

Y1

X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

X2 X3

+250

+90

+250

+170

UP

収納

ポーチ

+90

X1

T1

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

GL±0

+120

T4

T3

T2Ex
p.
j

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

５

男子ﾄｲﾚ

女性ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

T1

T3

T2

４３２１

改修 １階平面図

木製棚

木製棚
　新設

　新設

木製棚

+450

+450

+450

収納
階段下

ス
ロ
ー
プ

1
,
8
5
0

5
,
8
8
5

1
,
3
6
5

+450
UP

2 134

11109 12

8

7

6

5 外壁･軒天 新設

[ 木造部分 補強凡例 ]

：新設 柱 105ｘ105（柱頭柱脚金物 設置）

：既存柱 柱頭柱脚金物 補強

：構造用合板 t=9㎜張り

：新設 筋交い（45×90）ﾀｽｷ掛け

：新設 筋交い（45×90）

：既存 筋交い金物補強（45×90）ﾀｽｷ掛け

：既存 筋交い金物補強（45×90）

（受材真壁仕様 N50@150以下）

外壁･軒天 新設

外
壁

･軒
天
 新

設

外壁･軒天 新設

外
壁

･軒
天
 新

設

350 3,290 3,640 3,640 3,290 350

3
,
7
9
5

1
,
8
2
0

6
1
0

1
,
2
1
0

1
,
2
1
0

1
,
8
2
0

5
,
4
6
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
0
,
9
2
0

1,350

1,200

6,690

5,340

4,140

1
5
5

1
5
5

180

3,525 1,100

3
5
0

4
,
2
0
0

115

1
,
9
0
0

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

4
5
5

14,560 1,850

3,640

1,8501,790

3,6403,6403,640

雨水枡 新設

事務室

+450

CH=2,800

：耐震補強壁を示す

倉庫

+450

廊下

会議室

CH=2,150

CH=2,845

CH=2,700

CH=2,700

外壁･軒天 新設

風除室

+200

階段(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)

ホール

2025. 3.

1,440

4
,
8
1
0

1501,755

8
1
0

3
,
1
3
0

ポーチ

3
5
0

4
,
2
0
0

階段
(ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ)

踏込

2
,
5
0
0

S3S1 S2 S5 S6 S7 S9 X4

910

4,1402,730

1,8201,8201,820

9,100

1,820

7,2801,820 1,430 1,300

Ｎ

7
,
2
8
0

T4

既存利用

A－14



± 0

設計年月日 設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

14,560 1,850

3,640 3,640 3,640 3,6403,640

1,790 1,850

4
.
5
/
1
0

Y1

X1 X2 X3 X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

180

1
,
8
2
0

+40

+170

± 0

+400

+170

4
,
5
5
0

6
,
3
7
0

1
0
,
9
2
0

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
0
,
9
2
0

5
,
4
6
0

5
,
4
6
0

± 0

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

1
,
9
0
0

4
5
5 T4

3.0/10

1,850

Y10

3
5
0

4
,
2
0
0

3
5
0

4
,
2
0
0

350 3,290 3,640 3,640 3,290 350

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

５

1
,
8
5
0

5
,
8
8
5

1
,
3
6
5

T1

4
,
5
5
0

１ ２ ３ ４

改修 ２階平面図

2
,
7
3
0

7
,
2
8
0

6
1
0

3
,
1
8
5

3
,
7
9
54
.
5
/
1
0

11109

7

8

181715 1614 191312

115

更衣室

ｺﾝﾛ：IHｸｯｷﾝｸﾞﾋｰﾀｰ
給湯:電気温水器

押入 押入

物置

外
壁

･軒
天
 新

設

床 タタミ敷・床根太 → 新設

会議室

中会議室

CH=2,700

CH=2,700

廊下

CH=2,700 ± 0

CH=2,500

休憩室

CH=2,450

[ 木造部分 補強凡例 ]

：新設 柱 105ｘ105（柱頭柱脚金物 設置）

：既存柱 柱頭柱脚金物 補強

：構造用合板 t=9㎜張り

：新設 筋交い（45×90）ﾀｽｷ掛け

：新設 筋交い（45×90）

：既存 筋交い金物補強（45×90）ﾀｽｷ掛け

（受材真壁仕様 N50@150以下）

：既存 筋交い金物補強（45×90）

：耐震補強壁を示す

流し台 改修

Exp.j

事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)事務室棟(木造)会議室棟(RC造)

外壁･軒天 新設

Ex
p.
j

2025. 3.

S1 S7 S9

9,100 2,730 4,140

X4

Ｎ
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Ｎ

　　　　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940 下葺き

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

3,640 14,560 1,850

3,640 3,640 3,640 3,6403,640

1,790 1,850

1
,
9
0
0

9
,
1
0
0

4
,5
5
0

4
,
5
5
0

15,460

1
0
,
0
0
0

改修  屋根伏図

Y1

Y5

Y9

Y10

X1 X2 X3 X4

5
/
1
0

5
/
1
0

屋 根

10/1010/10

10/10

屋 根

Ｃ Ｃ

Ｃ

1
0
,
9
20

60
0

60
0

5
,
4
6
0

6
0
0

750

事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)

750 5,340

会議室棟(RC造) 事務室棟(木造)

Exp.j

3.0/10

屋 根

3.0/10

屋 根

Ｂ

4
.
5
/
1
0

4
,
5
5
0

T4

T1

8
2
0

2
,
7
3
0

7
,
2
8
0

Ex
p.
j

9
1
0

6
1
0 T4

2
,2
7
5

4
.
5
/
1
0

6,690 750

棟換気 新設

Ｃ

Ａ

【屋根仕上符号】

Ｂ

Ａ
　　　　屋根下地 垂木 45ｘ60＠455､野地合板 ｔ=12 新設

　　　　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940 下葺き

2,7309,100 500

300

棟換気 新設

［屋根] ガルバリウム鋼板立平葺き､ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940下葺き

［屋根] 長尺カラー鉄板 瓦棒葺き　t=0.4（既存）

Ｅ

【 凡例 】

：屋根 新設範囲　

Ｃ
［屋根] 長尺カラー鉄板 横葺き　t=0.4（既存）

Ｄ

Ｅ

［屋根] 陸屋根 シート防水（既存）

［屋根] ガルバリウム鋼板横葺き､ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940下葺き

　　　　屋根下地 垂木 45ｘ60＠455､野地合板 ｔ=12 新設

9
0
0

S1 S7 S9 X4

Ｄ

2025. 3.

6
1
0

5
0
0

300
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Ｂ
　　　　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ (ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材) 下葺き

Ｄ

3,
49
0

3,
30
0

2,
60
0

45
0

9,
84
0

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:200
改修 立面図

3,
16
0

3,
22

0
45

0
45

0

▽RFL(RC）

▽2FL(RC）

▽1FL
▽設計GL

▽2FL(B)

▽軒高(B)

▽最高高さ(B)

▽1FL

▽軒高（A）

3,
70
0

45
0 ▽1FL

45
0

2,
60
0

3,
30
0

3,
49
0

9,
84
0

▽2FL(B)

▽最高高さ(B)

▽軒高(B)

10

10

10

10

10

10

2.0

3.0

▽最高高さ（A）

6,
30
4

2,
15

4

2,
92

0

10
,2
00

▽最高の高さ(RC）

南立面図  S=1/200 東立面図  S=1/200

45
0

45
0

3,
22

0
3,

16
0

▽設計GL

▽RFL(RC）

▽2FL(RC）

▽1FL

▽2FL(B)

45
0

2,
60
0

3,
30
0

3,
49
0

9,
84
0

▽軒高(B)

▽最高高さ(B)

▽設計GL

3,
70
0

45
0

▽軒高（A）

▽1FL（A）

▽軒高(B)

▽2FL(B)

▽最高高さ(B)

▽1FL

2,
60
0

45
0

9,
84
0

3,
30
0

3,
49
0

2,
81
5

2.5

2,
15

4

6,
30
4

▽最高高さ（A）

10
,2
00

2,
92

0

▽最高の高さ(RC）

3,640 3,640 3,640 3,640

3,640

6,690

30,775

14,560 245 9,100 180

4,1402,550

20,175

10,920 9,255

1,8205,460 5,460 3,6403,795

事務室棟 休憩室棟会議室棟

3,6403,6403,6403,640

14,560

3,640

6,690

30,775

9,100 245180

4,140 2,730

5,915 9,100

4,550 1,900

5,160

20,175

3,640 4,5502,275

事務室棟休憩室棟 会議室棟

【 凡例 】

：屋根 改修範囲　

：外壁 新設

：RC 柱・梁 塗装改修

45
0

2,
60
0

3,
30
0

3,
49
0

9,
84
0

▽2FL(B)

▽最高高さ(B)

▽軒高(B)

▽軒高（A）
3,

70
0

45
0 ▽1FL

▽最高高さ（A）

6,
30

4

2,
15

4

事務室廊下

10
4.5

10,9209,255

5,4605,4601,9755,460 1,820

▽設計GL

東立面図(2) S=1/200

ﾎﾟｰﾁ柱

Ａ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

［外壁] 石積み（野蒜石）

　　　　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940  下葺き

【外部仕上符号】

　　　　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940  下葺き
Ｈ

［外壁] 金属サイディング よろい張り（既存）

［外壁] 窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=14　無塗装板＋吹付塗装

　　　　透湿防水ｼｰﾄ下地の上、通気胴縁18ｘ45＠455

　　　　一部 構造用合板張り

Ｇ

Ｈ

Ｇ

Ｅ

Ｅ

Ｅ ＥＥ

Ｅ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

北立面図  S=1/200 西立面図  S=1/200

Exp.j金物

2
,
70
0

2
,
70
0

［屋根] 長尺カラー鉄板 t=0.4　瓦棒葺き（既存）

［屋根] 陸屋根 シート防水（既存）

Ｃ

Ａ

Ａ

2025. 3.

Ｉ

Ｉ

Ｉ Ｉ

Ｉ

Ｅ

Ｉ Ｉ

Ｉ

Ｅ

Ｉ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

10

10

10

10

Ｊ

Ｇ

［外壁] 既存塗装面：高圧洗浄・素地調整の上

　　　　新設RC壁・窓まわりﾓﾙﾀﾙ補修部分：素地調整の上

　　　　仕上塗装：アクリルリシン吹付

Ｅ

ＥＥ

Ｅ

Ｅ Ｅ

ＥＥ Ｅ

Ｅ Ｅ

ＥＥ Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ Ｅ

Ｅ

ＥＥ Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｉ

Ｊ

［雨樋] 軒樋 ｶﾗｰ鉄板（半円形）φ120

　　　　ﾀﾃ樋 ｶﾗｰ鉄板（丸） φ75

［換気ガラリ]  ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ　ｽｸｴｱﾀｲﾌﾟ 400ｘ600

　　　　　　　 外壁妻面台

［屋根] ガルバリウム鋼板 t=0.4　立平葺き

［屋根] ガルバリウム鋼板 t=0.4　横葺き（改修）

A－17



AW
11

間
仕

切
り

 (
Ｂ

)

ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装

間
柱

:
4
5
x
9
0
＠

4
5
5

S =1/10

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

１ ２ ３ ４ ５

7 6 5 4 2 1

1110987

GL±0

+120

Ex
p.
j

会議室棟 

14,560

3,640 3,6403,640

3,640

1,790 1,850 1,850

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

1,7101,930
1,
9
0
0

AD
11

11
WW

11
AW

11
AW

11
AW

11
AW

11
AW

11
AWAW

13
AW
14

Ｃ

Ｂ

Ａ

3
,
2
2
0

1
,
3
3
0

1
,
7
0
09
3
0

4
0
0

1
,
6
3
5

1
,
3
8
0

1
,
5
3
53,090 4,190

1
,
6
3
0

1
,
5
9
0

［階段］撤去

2,6151,025

1
3
0

1
7
0

1
3
0

1
7
0

130 170

間仕切り (Ｂ)

UP

間仕切り (Ｃ)

170 130

事務室

+450

+200

会議室棟　１階平面図　S＝1/100

壁  詳細図

S=1/10壁・見切  詳細図 壁・見切  詳細図 S=1/10

外壁面

石積み

280
25

外部

S=1/10 壁・見切  詳細図間仕切り(Ａ )

居　室 居　室

ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装

100

ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装

間仕切り (Ｂ ) 間仕切り (Ｃ )

25
200

廊　下

磁器質ﾀｲﾙ t=5
[腰壁］

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し
吹付塗装

間
仕
切
り
(Ａ

)

間
仕
切
り
(Ｃ

)(
下
り
壁
)

AW
11

AD
21

12
AD

12
WD

+450

廊下

ＲＣ梁

Exp.j

2
,
2
7
5

4
7
5

1
,
8
0
0

玄関

+250

+200 WD
13

上り框撤去

鉄骨柱 撤去
φ165.2ｘ6.0

鉄骨柱 撤去
φ165.2ｘ6.0

WD
11

13
AD

風除室

2
,
4
3
0

14
WD

間
柱

:
4
5
x
9
0
＠

4
5
5

居　室 居　室

廻り縁 25x60廻り縁 25x60

壁見切り 25x40 壁見切り 25x40

廻り縁 25x60

壁見切り 25x40

廻り縁 25x60

壁見切り 25x40

木ずり板 t=9

ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装

廻り縁 20x60

壁見切り 20x40

居　室

ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20＋塗装

ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装
ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20下地

廻り縁 20x60

壁見切り 20x40

ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20下地
ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装

ラス網張り
木ずり板 t=9

ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20＋塗装
ラス網張り
ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20＋塗装

9034 34

風除室

1
,
6
9
5

5
9
5

間
仕

切
り

 (
Ｃ

) 
下

が
り

壁

壁 ・見切  詳細図 S=1/10

間
柱

:
4
5
x
9
0
＠

4
5
5

9034

壁見切り 40x70 廻り縁 25x70

居　室階　段

ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20＋塗装
ラス網張り

木ずり板 t=9
ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装

間仕切り (Ｄ )

5

階段下収納

[東階段] 撤去

3

 1
 2
 3
 4
 5
 6
 7
 8

11

■凡例
AW
11 ：既存建具記号を示す

AW ：既存建具 撤去

：既存間仕切り 撤去部分

：既存床（木下地） 撤去部分

■特記なき限り下記による

 (玄関・風除室は、磁器質ﾀｲﾙ共）
：既存土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 撤去部分

ＢＤ

Ａ

展開方向

Ｃ

・衛生器具（大便器･小便器･手洗い器)、電気設備類、機械設備類 撤去（設備図参照）

・外部アルミ建具 額縁 撤去（建具 既存利用）

・天井仕上・下地（木製野縁）撤去

・間仕切り壁：間柱・仕上材・見切材・巾木・廻り縁他 撤去

・内部木製建具（枠共）撤去

・外部側 壁(石造･RC柱部分)：仕上材・見切り材・巾木・廻り縁他 撤去

・東トイレ内装：床、壁(下地共)、天井、小便器仕切り板 その他撤去

・東トイレ 間仕切り壁詳細（外壁・内壁）A-24 展開図№5 参照

3
,
7
2
0

1
,
8
6
0

1
,
8
6
0

女子トイレ

AW
13

14
AW

14
AW

14
AW

14
AW

12

前室
WD

TD

TD
11

15 WD
16

WD
17男子トイレ

［既存 東トイレ］
建物 とりこわし8

3
0

(既存利用 )

(既存利用)

ＲＣ壁
(撤去 )

防油堤

撤去

ｺﾝｸﾘｰﾄ製

2025. 3.

既存撤去　1階平面図

・不用な配管・配線・器具などは、撤去とする
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廊下

3,640

Ex
p.
j

Exp.j

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

１ ２ ３ ４ ５

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

1,
9
0
0

9
,
1
0
0

Ｃ

Ｂ

Ａ

3,640 14,560

3,6403,6403,640

1,790

会議室棟 

会議室棟　１階平面図　S＝1/100

± 0

5
,9
8
0

1
,
6
3
0

1,
4
9
0

3,990

3,700

1,025
建物 とりこわし

［既存トイレ］ 290

11

■凡例
AW
11 ：既存建具記号を示す

AW ：既存建具 撤去

：既存間仕切り 撤去部分

：既存床（木下地） 撤去部分

ＢＤ

Ａ

展開方向

Ｃ

会議室

AW

AW AW AW

AW AW AW

± 0

中会議室

12 12 12
AW
12

AW
12

WD

± 0

WD
19

WW WW

間仕切り (Ｂ)

AW
12

AW
12

12 12 12 12

20

13 13

［階段］撤去

壁  詳細図外壁面

石積み

廻り縁 20x60

ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装

280

壁見切り 20x40

25

居　室 外部

S=1/10

ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20＋塗装

ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20下地

ＲＣ梁

間
柱

:
4
5
x
9
0
＠

4
5
5

S =1/10壁・見切  詳細図

居　室 居　室

壁見切り 20x40

ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装

100

ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装

廻り縁 20x60

壁見切り 20x40

廻り縁 20x60

間仕切り (Ｂ )

987 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

18
WD

WW
12

下
部

:間
仕

切
り

 (
Ｄ

)
上

部
:間

仕
切

り
 (

Ｂ
)

間仕切り(Ｄ)　H=800

間
仕

切
り

 (
Ｂ

)

 7
 8
 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

上部:間仕切り (Ｂ)
下部:間仕切り (Ｄ)

：RCスラブ t=120 撤去部分

2025. 3.

既存撤去　2階平面図

■特記なき限り下記による

・外部アルミ建具 額縁 撤去（建具 既存利用）

・天井仕上・下地（木製野縁）撤去

・間仕切り壁：間柱・仕上材・見切材・巾木・廻り縁他 撤去

・内部木製建具（枠共）撤去

・外部側 壁(石造･RC柱部分)：仕上材・見切り材・巾木・廻り縁他 撤去

・不用な配管・配線・器具などは、撤去とする

1
,
7
0
0

1,700

木製戸 撤去

壁・見切  詳細図 S=1/10

間
柱

:
4
5
x
9
0
＠

4
5
5

9034

壁見切り 40x70 廻り縁 25x70

居　室階　段

ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20＋塗装
ラス網張り

木ずり板 t=9
ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装

間仕切り (Ｄ )

5

3
,
7
2
0

8
3
0

[東階段] 撤去

A－19



▼RFL

石積み

会議室

根太 45ｘ90＠455

2
3
0

1
,
8
5
0

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:60

3
,
6
7
0

4
5
0

▼1FL

▼2FL

3
6
0

3
0
0

3
,
3
1
0

3
,
0
1
0

3
0
0

7
,
2
8
0

3
,
1
6
0

4
5
0

1
,
0
0
0

1
,
0
1
0

2
,
0
0
0

3
0
0

1
,
8
5
0

2
,
0
0
0

1
,
3
1
0 9
4
0

1
4
0

3
,
0
2
0

3
,
1
5
0

5
2
0

石膏ボード t=9 塗装仕上
カーテンボックス

カーテンボックス

6
0
0

▼設計GL

会議室棟 矩計図　S＝1/50

事務室

長尺塩ﾋﾞ ｼｰﾄ

木製野縁 36ｘ36＠455

木製トラス

方杖

石積み

ＲＣ梁

ＲＣ梁

石積み

挟み束

小屋梁

合掌

ＲＣ基礎

長尺塩ﾋﾞ ｼｰﾄ
根太 60ｘ60＠455

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下地
野地板

垂木

母屋

屋根：瓦葺き

真束

木製野縁 36ｘ36＠455
石膏ボード t=9 塗装仕上

S=1/20

▼RFL

小梁(木製) 大梁(木製)

大引き(木製)

大梁 現場切断

注）鉄骨補強工程に合わせる

注）鉄骨補強工程に合わせる

S=1/20

屋根  撤去  詳細図

窓まわり 撤去  断面詳細図

S=1/20窓まわり 撤去  平面詳細図

1,780

210 210

3
0

7
0

4035

4
0

1,350

40 35

1,360

3
0

額縁 撤去部分 額縁 撤去部分

石積み 石積み

7
5
1
1
5

6
0
0

8
02
3
0

土 鋤取り部分

広がり防止 鋼棒φ9 撤去

2025. 3.

1:20 既存 矩計図
会議室棟

5
10

石積み

1
3
0

190

75

70

60

2
5

ＲＣ梁

1
8
0

25

180

25 ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 撤去

額縁 撤去

額縁 撤去

30

4
0

窓台 ﾓﾙﾀﾙ斫り t=20
ﾓﾙﾀﾙ塗の上､吹付塗装

雨樋 撤去

木製トラス

合掌

小屋梁

母屋 既
存利用

(既存利用)

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下地 撤去
屋根：瓦葺き 撤去

(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材)

野地板・垂木 既存利用

ＲＣ梁

石積み

窓台 ﾓﾙﾀﾙ斫り t=20
ﾓﾙﾀﾙ塗の上､吹付塗装

外部

居　室

居　室外部

A－20



・2階   大梁･小梁（木製）撤去

■凡例

：床根太を示す。

■特記なき限り下記による

：床束（束石共）を示す

：土間コンクリート t=120を示す

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

１ ２ ３ ４ ５

会議室棟 

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

150

1
5
0

150

1
5
0

1
5
0

150

1
5
0

150

事務室

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120

根がらみ板 18x90

9101,025 12,625

3
,
0
2
5

1
,
4
6
0

1,275

1,025 5,345 910

1
,
0
7
5
.
4

1
,
6
7
6
.
31,450

782.5

3,930.5 1,494.5

階段

階段

968

廊下

5
,9
8
0

1
,
6
3
0

1,
4
9
0

4,215

2
,
4
5
0

3,640

14,560

3,6403,6403,640

1,025

14,560

3,640 3,6403,6401,710 3,640

3,640

1,930

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

3
,
6
2
0

小梁

根太受 根太受 根太受 根太受

Ｗ
Ｇ

１

Ｗ
Ｇ

１

Ｗ
Ｇ

１

小梁 小梁小梁

小梁 小梁 小梁 小梁

小梁 小梁 小梁 小梁

小梁 小梁 小梁 小梁

小梁 小梁 小梁 小梁

小梁

根太受

小梁

根太受 根太受

小
梁

根
太

受
 

根
太

受
 

大
引

き
 

大
引

き
 

大
引

き
 

大
引

き
 

大
引

き
 

大
引

き
 

大
引

き
 

大
引

き
 

大
引

き
 

大
引

き
 

大
引

き
 

ローソク石

床束 90ｘ90

大引き 90ｘ180

3
0
0

250

150

6
0
0

1
8
0

6
0
14

1
0
0

2
4
6

▽地盤面

52
0

▽1FL ▽2FL

床板 t=12

ビニル床シート t=2

根太 60ｘ60＠455

ビニル床シート t=2

床板 t=12

根太 60ｘ90＠455

14

△天井面

野縁 36ｘ36＠455

石膏ボード t=9

吊り木 36ｘ36
L=250

１階床  詳細図 ２階床  詳細図S=1/20 S=1/20

7
0

大梁 150ｘ3603
0
0

小梁 105ｘ150

4
6
9
0

会議室棟 １階床伏図　S＝1/100 会議室棟 ２階床伏図　S＝1/100

 200ｘ300

・根太受：

・小　梁：

・大　梁：WG1

 105ｘ150

・根　太：

 200ｘ300

 105ｘ150

・大引き：

・根がらみ板：

・根太受：   60ｘ150

・根　太：

・床　束：   90ｘ 90

  60ｘ 60＠455

  60ｘ150

  60ｘ 90＠455

[ 部材サイズ ]　特記以外 [ 部材サイズ ]　特記以外

会議室

中会議室

1,870

1
,
9
0
8
.
5

前室

男子トイレ

土
台

 
1
0
5
x
1
0
5

土台 105x105

女子トイレ

3
,
7
2
0

1
,
8
6
0

1
,
8
6
0

8
3
0

・1･2階 床板ｔ=12㎜ ＋ ビニル床シート 撤去

・1階   床束、ローソク石、根がらみ板 撤去

・1階   土間コンクリート撤去

　    (玄関・風除室 磁器質タイル共)

・1･2階 床根太･根太受け 撤去

　注) 大梁 現場切断は、鉄骨補強工程に合わせる

1:20 

根太受

1,700

1
,
7
0
0

[ 凡例 ]　

：RCスラブ t=120 撤去部分

 　2FL-450

D10@303

1
2
0

▽基礎天端

400

3
0

1
2
0

F1

1-D13

D10@303

D10

D13

120

D10

▽１FL

2
0
0

▽設計GL

3
5
0

2
5
0

東トイレ　基礎断面図　S＝1/50

土
台

 
1
0
5
x
1
0
5

基
礎

 
F
1

基
礎

 
F
1

基礎 F1

土台 105x105
基礎 F1

基礎 F1
土台 105x105

既存撤去 床伏図

2025. 3.
A－21



170

廊下

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 会議室棟 

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

3,640

14,560

3,6403,6403,640

1,025

１ ２ ３ ４ ５

14,560

3,640 3,6403,6401,710 3,640

3,640

1,930

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

4
0
0

1
,
6
3
0

1
,
5
9
0

1
3
0

1
7
0

1
3
0

1
7
0

130

4
7
5

1
,
8
0
0

2
,
4
3
0

1
,
6
9
5

2
,
2
7
5

［CH=3,020］

事務室

［CH=3,150］

［CH=2,660］

［CH=3,330］ ［CH=3,150］

［CH=3,145］

風除室

4,1901,820 1,270

3
,
5
6
0

5
,9
8
0

1
,
6
3
0

1,
4
9
0

会議室

中会議室

廊下

［CH=3,020］

［CH=3,020］

［CH=3,020］

1,790 1,850 1,850

1
,
9
0
0

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

階段下

Ｃ

階段下収納

Ｃ Ｃ

［CH=2,570］

Ｄ

Ａ

Ａ

Ａ

［CH=3,020］

Ａ
Ａ

玄関
［CH=3,045］

会議室棟 １階天井図　S＝1/100 会議室棟 ２階天井伏図　S＝1/100

廻り縁 下 地

Ａ

Ｃ

Ｄ

石膏ボード t=9　塗装仕上

Ｂ

木製

フレキシブルボード t=6 塗装仕上 【ｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材】

ベニヤ張り　t=5

ＲＣスラブ　吹付塗装仕上げ

25ｘ60

木製野縁

36ｘ36＠455

木製

25ｘ60

木製野縁

36ｘ36＠455

木製

25ｘ60

木製野縁

36ｘ36＠455

■ 既存天井仕上

仕 上

3
,
7
2
0

1
,
8
6
0

1
,
8
6
0

女子トイレ
［CH=2,470］

前室
［CH=2,400］

男子トイレ
［CH=2,300］

Ｂ

Ｂ Ｂ

8
3
0

3
,
7
2
0

1
,
8
6
0

1
,
8
6
0

東トイレ 小屋伏図　S＝1/100

105x105

105x105

105x105

10
5x

10
5

10
5x

10
5

■凡例

：垂木 45ｘ90＠455

：下部柱 105ｘ105 

3
5
0

3
5
0

350 1753,465

 (屋根下地：野地板 t=12)

既存撤去　天井伏図

2025. 3.

：天井点検口 アルミ製 450ｘ450
（撤去）

■ 凡例

■ 特記なき限り、天井仕上ボード・下地撤去

木製野縁

36ｘ36＠455
ラスモルタル下地 吹付塗装Ｇ

Ｇ

Ｇ

170 130

A－22



3,150

（Ｄ面）

AW

AW

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

▼1FL

(A3)1:60

▼1FL

▼1FL

１階 事務室

１階 事務室

１階 事務室

（Ｂ面）

（Ｃ面）

3
,
1
5
0

1
,
8
8
0

4
0

1
,
8
8
0

4
0

1
,
2
3
0

4
0

1
,
3
1
0

1
,
8
0
0

1
,
8
8
0

4
0

（Ａ面）

4
9
0

8
6
0

1
,
8
0
0

1,500

3
,
0
2
0

3,640 3,640 3,640 3,640

9,100

2
,
0
6
0

6
0

2
,
9
0
0

2
5
0

FIX

AW

WW

AW AW

1
8
0

1,500

9,100

120 401,390

11

11 11 11 11

11
手すり笠木

1
,
8
0
0

1
,
1
0
0

1
4
0

400400

3,6403,640

1
,
1
0
0

3
,
0
2
0

1
3
0

3
,
1
5
0

3
,
0
2
0

1
3
0

1
,
1
0
0

A W

1
8
0

1,500

11
AW

1
8
0

1,500

11

8
8
0

1
5
0

170 170

5,110 1703,2501705,110170 170

170 170

150 3,100

2,110 2,180
120 140

2
,
9
0
0

2
5
0

A D
11

1,280 460

2
5
0

1
,
2
3
5

6
0

2
,
0
6
0

1
5
0

8
8
0W W

11

1,500

FIX

40 120

木製見切

3,6403,640

5
5

1
,
9
0
0

1,60545 45

5
5

1
,
9
0
0

1,300

1,3501,350

1
8
02
1
0

1
,
0
0
0

1
,
8
1
5

3,345

4
5
0

475250

2
,
5
7
0

5
8
0

250

鉄骨柱 撤去

開口枠
180x40

25x40

木製廻り縁 25x60
木製廻り縁 25x60

木製巾木 25x150木製巾木 25x150

木製巾木 25x150 木製巾木 25x150

110x70

木製廻り縁 25x60木製廻り縁 25x60

木製巾木 25x150

木製廻り縁 25x60
木製廻り縁 25x60

805 150

木製廻り縁 25x60
壁ﾊﾟﾈﾙ
t=40(両面 ﾍﾞﾆﾔ張り)

11

AW
11

AW

■凡例

：既存建具記号を示す

：既存建具 撤去

※ 特記以外は、外壁面を示す

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り 腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

木製見切
25x40

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

木製見切
25x40

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

木製見切
25x40

木製見切
25x40

WD
12

WD
11

2025. 3.

既存撤去　展開図-1

会議室棟

：間仕切り壁(Ｂ) A-17参照

：間仕切り壁(Ｃ) A-17参照

A－23



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

▼1FL

(A3)1:60

▼1FL

（Ｃ面）

（Ａ面）
２階 会議室

２階 会議室

▼1FL

中 会 議 室
（Ａ面）

1
,
9
0
0

6
5

6
2
5

4
5

1
,
8
8
0

4
0

（Ｃ面）

4
0

1
,
0
9
0

7
0

5
7
0

1
5
0

170 920

7,570

50

AW
12

AW
12

170

9,100

170

5
5

1
,
9
0
0

1,220

（Ｂ面）

3
,
0
2
0

1
,
1
0
0

1,500

3
,
0
2
0

170

7,570

50

1,510

AW
12

AW
12

1,500

1
,
8
8
0

4
0

170

9,100

170

1
,
1
0
0

AW
12

1,500

（Ｄ面）

715

1
,
8
4
0

4
0

1
,
5
8
0

7
9
0

FIX

WW

3,435

木製見切

木製見切

出隅見切
40x40

出隅見切
40x40

付柱 30x120

木製見切

1
8
0

3
,
0
2
0

1
,
1
0
0

170

6,990

50

1,500 1,500

9
4
0

1
,
8
4
0

1
8
0

AW
12

AW
12

1
8
0

1
,
8
4
0

9
4
0

1,350

1,350

1,350

1
8
0

1
,
8
4
0

9
4
0

1,350

9
4
0

1
,
8
4
0

1
8
0

170

5,980

50

1
,
8
8
0

4
0

1
,
1
0
0

6,990

170 50

5
0

8
8
0

6
2
5

4
5

WW WW

1,645 1,720 1,720100 10045 45

9
9
0

4
5

680

6
8
0

点検口(木製建具)
※Ｂ面のみ

木製見切

木製廻り縁

斜線部:木下地
※Ｂ面のみ

11

AW
11

AW

■凡例

：既存建具記号を示す

：既存建具 撤去

25x70

木製廻り縁 25x60

木製巾木 25x150

25x40

木製廻り縁 25x60

木製巾木 25x150

25x70

木製廻り縁 25x60

木製巾木 25x150 木製巾木 25x150

木製廻り縁 25x60 25x60

25x40

木製巾木 25x150

（Ｂ面） ［（Ｄ面）：間仕切り壁（Ｂ）］

※ 特記以外は、外壁面を示す

木製見切
25x40

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

木製見切
25x40

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

木製見切
25x40

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

木製見切
25x40

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

木製見切
25x40

1,290

4
0

1
,
1
0
0

1
,
8
8
0

W D
20

WD
19

WD
18

12

13 13

4
0

1
,
8
8
0

1
,
1
0
0

木製見切
25x70

4
0

7
0

1
5
0

1
,
0
9
0

1
,
1
0
0

5
7
0

木製廻り縁 25x60 木製廻り縁 25x60

木製巾木 25x150木製巾木 25x150

2025. 3.

会議室棟

既存撤去　展開図-2

：間仕切り壁(Ｂ) A-17参照

：間仕切り壁(Ｃ) A-17参照

：間仕切り壁(Ｄ) A-17参照

A－24



腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

：既存建具 撤去

：既存建具記号を示す

AW

11
AW

11

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:60

5
5

1
,
9
0
0

▼1FL

（Ａ面）

1,60545 45
3
,
1
5
0

1
8
0

1
,
3
2
0

2
,
0
1
0

3
1
0

FIX

1
,
0
5
0

40120
1,500

1
3
0

1
,
7
0
0

110

5,430

1,745 150 1,245 2,245

5
5

8
5
0

4
0

W W
11

2
,
7
0
0

3
4
5

2
0
0

180976

三方枠 30x200

863

出隅見切
40x40

（Ｂ面）

3
,
2
4
5

A D
13

2,382

3
,
6
7
0

3
,
0
2
0

▼1FL

▼2FL

▼踊り場

階　段

3
,
1
5
0

2
0
0

3
,
2
4
5

1
0
5

三方枠 30x200

150

3,640

1
,
3
2
0

3
,
3
3
0

1,120

1,665 80

40 640 40

1
,
7
9
0

4
0

1,950180 7621,293

階段手摺

WD
13

階段下収納

1
,
8
3
0

1
8
0

木製見切 25x120

１階 ホール
（Ｃ面）

階段下収納

AW
12

AW
12

木製見切
木製巾木 30x150

AW
11

170

7,280

802,910

1,025

1,500

1,350

1
8
0

9
4
0

1
,
8
4
0

1
,
8
8
0

4
0

1
,
1
0
0

4
0

1
,
0
5
0

2
6
5

1
,
7
3
3

1
,
1
8
2

2,267

883

2
,
8
2
0

5
8
0

5
2
0

8
5
0

1203,910

階 段

階段手摺

木製見切
25x120

手すり笠木
110x70

8
0
0

1
,
8
3
0

1
,
3
2
0

3
,
5
4
0

2
5
0

（Ａ面）

6
,
6
9
0

290

階段下収納

（Ｃ面）

2
,
0
1
0

1
,
3
2
0

WW
11

FIX

40 120
1,390

階段下収納

（Ｄ面）

1
,
8
3
0

1501,410 1,430

3,220

60170

8
0
0

木製見切

木製見切

25x40

※ 特記以外は、外壁面を示す

4
0

1
,
0
5
0

1
,
9
9
0

2
,
2
2
0

7
0

25x40

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

木製見切
25x40

40x70

WD
11

WD
19

木製廻り縁 25x60

木製廻り縁 25x60

木製見切
25x40

■凡例

5
5

1,220

1
,
9
0
0

2025. 3.

既存撤去　展開図-3

会議室棟

：間仕切り壁(Ａ) A-17参照

：間仕切り壁(Ｂ) A-17参照

：間仕切り壁(Ｃ) A-17参照

：間仕切り壁(Ｄ) A-17参照

A－25



970

240

4
3
0

3
,
0
2
0

3
4
0

t=40(両面 ﾍﾞﾆﾔ張り)

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:60

東階段

▼1FL

3
,
0
2
0

▼2FL

3
,
6
7
0

（Ｃ面）

1
,
8
8
0

4
0

1
,
1
0
0

AW
12

AD
12

2,2601,695

565 3,560

（Ｂ面）

1
,
8
8
0

4
0

1
,
1
0
0

4
3
0

3
,
3
6
0

（Ｃ面）

2
,
9
0
0

2
5
0

150

100

1
,
2
3
5

FIX

WW

壁ﾊﾟﾈﾙ

手すり笠木

（Ｄ面）

3
,
6
7
0

3
,
0
2
0

1
,
8
8
0

木製見切

110x70

11

AW
11

AW

■凡例

：既存建具記号を示す

：既存建具 撤去

（Ａ面） （Ｂ面） （Ｄ面）（Ｃ面）

▼1FL

6
5

4
5

1
,
8
8
0

4
0

1
,
1
0
0

6,990

17050

5
0

4
5

1,6451,7201,720 100100 4545

4
5

3
,
0
2
0

木製廻り縁

木製見切 6
2
5

8
8
0

9
9
0

6
2
5

1
,
9
0
0

1,500

1,350

1
8
0

1
,
8
4
0

9
4
0

50

3,120

170 50

3,120

170

8
5
0

8
0
0

5
5

1,220

1,410 1,490

1
,
9
0
0

340120 3,910

8
0
0

木製見切

木製廻り縁

木製見切

手すり笠木

階 段

AW
12

WW WW

2
,
2
3
0

7
0

1
,
0
6
0

900

WD
14

階段下収納

900

階段下収納

開口枠
180x40

東ﾄｲﾚへ

25x40

25x70

25x40
木製見切

1
,
8
0
0

4
0

8
2
0

※ 特記以外は、外壁面を示す

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

木製見切
25x40

25x40

木製巾木 25x150

25x60
木製廻り縁
25x60 25x60

130x70

40x70
木製見切
40x70

4
3
0

1
,
0
6
0

2
,
2
3
0

7
0

1,500

1,350

1
8
0

9
4
0

1
,
8
4
0

木製廻り縁
25x60

木製廻り縁
25x60

1
,
1
4
0

795

4
0

1
,
5
8
0

7
9
0

1,290

腰壁:ﾍﾞﾆﾔ張り

木製見切
25x40

1
,
0
4
7

1
,
8
8
0

4
0

8
3
3

2
,
7
9
7

2
5
0

2
,
9
0
0

W D
20

1313

WD
19

12

WD
18

２階 廊下

2025. 3.

既存撤去　展開図-4

会議室棟

：間仕切り壁(Ｂ) A-17参照

：間仕切り壁(Ｃ) A-17参照

：間仕切り壁(Ｄ) A-17参照

A－26



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

1,360

1
,
8
0
0

885

2
,
3
0
0

1
,
2
0
0

750750

6
0
0AW AW AW

WD

2
,
4
7
0

▼1FL

▼1FL

男子トイレ

女子トイレ

（Ａ面） （Ｂ面） （Ｃ面） （Ｄ面）

1
,
8
0
0

745

1
,
2
0
0

6
0
0

750 750

AW AW

前　室

▼1FL

2
,
4
0
0

9
0
0

1
,
2
0
0

AW

（Ａ面）

2
,
4
7
0

750

AW

1
,
2
0
0

6
0
0

▼1FL

1,350 2,370 1,350

3,720 1,860 3,720 1,860 1,045

1,930

1,045

1,860 1,930 1,860
1,860 1,860

AD

（Ｂ面） （Ｃ面） （Ｄ面）

1,360

745885

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

(A3)1:60

720

1
,
7
6
0

12

13
17

14 14 14

14 14
13

9
0
0

1
,
0
3
0

仕切ﾊﾟﾈﾙ(木製ﾌﾗｯｼｭ) t=30
400x600

S=1/10東トイレ 東トイレ 内部 間仕切り壁 詳細図外壁 詳細図

廻り縁 20x30

間
柱

:
4
5
x
1
0
5
＠

4
5
5

間
柱

:
4
5
x
9
0
＠

4
5
5

廻り縁 20x30

廻り縁 20x30

外部トイレ トイレ トイレ

ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ t=7下地

ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20＋吹付塗装ﾍﾞﾆﾔ板 t=9＋塗装 ﾍﾞﾆﾔ板 t=9＋塗装 ﾍﾞﾆﾔ板 t=9＋塗装

114
27

108

※ 特記以外は、外壁面を示す

：東ﾄｲﾚ 内部間仕切り壁を示す

■凡例

：既存建具 撤去AW
11

（Ａ面） （Ｂ面） （Ｃ面） （Ｄ面）

女子トイレ

WD
15

WD
16

WD
16

WD
15

2,240130

1,585 205 205 1,585

2025. 3.

既存撤去　展開図-5
会議室棟
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t=280

階段  詳細図

ビニル床シート t=2

段板 t=35

280

30 20

3
5

1
6
0
.
8

ビニル床シート t=2

蹴上板 t=20

段鼻:ｱﾙﾐﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:60

987 10 11 12 13 14 15 16 17 18

３ ４

7 6 5 4 2 13

UP

段鼻:ｱﾙﾐﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

19

1
,
4
4
0

1
,
3
6
0

4
0

4
0

1
,
4
1
0

1
,
3
3
0

1
,
5
9
0

1
,
6
3
0

250 250 100

4
0

4
0

〃〃〃〃

250100 250〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

1,275

1,750

150

1,390

150

3,000

階段　平面図　S＝1/60

ササラ桁 t=40

ササラ桁 t=40

ササラ桁 t=40

ササラ桁 t=40

1
,
3
2
0

3
,
6
7
0

2
,
3
5
0

1
8
8
.
6 〃

〃
〃

〃
〃
1
8
8
.
61
5
0

250 250 100〃〃〃〃

1,750

150

3,000

150250 〃〃〃〃100 250〃 〃 〃 〃 〃

1
9
5
.
8

1
9
5
.
8

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

1
5
0

▼1FL

▼2FL

▼踊り場

1,390

1,275

３ ３

階段　断面図　S＝1/60

1

7

6

5

4

3

2

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

ビニル床シート t=2

根太 60ｘ60＠455

床板 t=12

ササラ桁 t=40

300

30
0

ササラ桁 t=40

Ａ

1
0
0

2
0
0

2
0
0

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
1
5
0

3
,
6
5
0

東階段　平面図　S＝1/60

S=1/20S=1/20 階段  詳細図

1
6
8
.
9

3
5

230

2030

段鼻:ｱﾙﾐﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

蹴上板 t=20

ビニル床シート t=2

段板 t=35

▼1FL

▼2FL

3
,
6
7
0

Ｂ

2
0
3
.
9〃

2
0
3
.
9

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

150

1
5
0

3,650

100 200 200〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

300

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

1

2

3

4

5

6

7

ササラ桁 t=40

東階段　断面図　S＝1/60

 t=2
ビニル床シート

１

Ｂ

Ｃ

4072040

800

ササラ桁 t=40

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

東面 工事用開口 平面図　S＝1/60

Ｃ

Ｂ

8
5
5

8
3
5

2
,
5
5
5

280

１

東面 工事用開口 断面図　S＝1/60

既存開口

3
,
0
1
0

1
,
8
9
0

835

▼1FL

▼2FL

▼ＧＬ 855

石積み

［斜線部分］

石積み 撤去

2,740 650

2
,
7
4
0

石積み撤去

6
5
0

2,555

Ｂ

4,550

Ｃ

3
0
0

3
6
0

既存撤去 雑詳細図
会議室棟
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 会議室棟 (A3)1:50

符号・数量

取付位置

材　種

形　式

姿　図

金
　
物

形　式

材　種

仕　上

ガラス

丁　番

その他

備　考

仕　上

ガラス

鍵

丁　番

その他

備　考

取付位置

符号・数量

寸　法

姿　図

寸　法

鍵
金
　
物

▼FL

１階 事務室・階段

AW-11 → 額縁撤去

引き違い段窓

アルミ

クレセント

標準仕様

標準仕様

（１ヶ所）WD-11 → 撤去

1,30040 40

1
,
9
1
5

4
0

1
,
9
1
5

4
0

4040 1,615

１階 事務室 １階 事務室

（１ヶ所）

額縁:木製

ステンレス

シリンダー（ドアノブ）

押し板:ｽﾃﾝﾚｽPL 60x240

ベニヤ  t=4

親子ドア

ステンレス

ドア枠:木製 W=110、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

両開きドア

木製フラッシュ  見込 :40㎜ 木製フラッシュ  見込 :40㎜

ドア枠:木製  W=110、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

ベニヤ t=4

▼ FL

AW-12 → 額縁撤去

２階 会議室・中会議室・廊下

アルミ

メーカー仕様

クレセント

標準仕様

標準仕様

額縁 :木製

：撤去部分を示す ：撤去部分を示す

引き違い段窓

（８ヶ所）

AD-13 → 撤去 （１ヶ所） （１ヶ所） （１ヶ所）TD-11 → 撤去 TD-12 → 撤去

ｱﾙﾐﾚｰﾙ 20ｘ40

600600150 250 150

1
,
8
0
0

94
0

2
0

5
0

a

 125ｘ40
鴨居(木製)

770 150
30

壁ﾊﾟﾈﾙ

800

1,750

t=40

a

壁厚100

縦枠
70x3060x30

縦枠

１階 東トイレ １階 東トイレ

表示錠（ドアノブ）

ステンレス

表示錠（ドアノブ）

ステンレス

ベニヤ t=4 ベニヤ  t=4

木製フラッシュ 見込:40㎜

片引き戸

木製フラッシュ  見込 :40㎜（上枠:ｱﾙﾐﾚｰﾙ 20x40）

トイレブース

[ａ断面図]

1
,
8
5
0

125

4
0

壁ﾊﾟﾈﾙ
t=40

アルミ

メーカー仕様

標準仕様

額縁:木製

１階 風除室

6
0

8
8
0

2
,
1
1
5

3
5

3
,
0
5
5

35 35
1,685

両開きドア／欄間：はめ殺し窓

シリンダー錠（レバーハンドル）

ステンレス

AW-13 → 撤去

１階 東トイレ

1,39025 25

9
3
0

9
9
0

2
5

2
5

（２ヶ所）

アルミ

メーカー仕様

クレセント

標準仕様

標準仕様

引き違い窓

額縁 :木製  25ｘ 40(4方 )

アルミ

メーカー仕様

クレセント

標準仕様

標準仕様

AD-11 → 額縁撤去

１階 事務室

額縁:木製

親子ドア／欄間：引き違い窓

AD-12 → 撤去

▼FL

１階 東トイレ

額縁:木製

片開きドア

アルミ

メーカー仕様

空錠（ドアノブ）

ステンレス

：撤去部分を示す

7
0

1,160

1
,
8
3
5

9
3
5

25 750 25

2
5

1
,
7
7
5

（１ヶ所） （１ヶ所）

25 25780

6
3
0

1
,
1
6
0

2
5

2
5

AW-14 → 撤去

１階 東トイレ

（５ヶ所）

アルミ

メーカー仕様

クレセント

標準仕様

標準仕様

引き違い窓

額縁:木製  25ｘ 40(4方 )

1
,
0
0
0

2
5

1,510

9
4
0

2
5

1,510

4
0

40 401,350

1
,
9
3
0

4
0

40 401,350

1
,
9
3
0

40 40

4
0

　既存　建具表-1

WD-12 → 撤去

メーカー仕様

フロートガラス t=3 フロートガラス  t=3 型板ガラス t=4 型板ガラス t=4 フロートガラス t=3

フロートガラス  t=3

丸落し錠（２箇所）

フロートガラス  t=3 (380ｘ 680) フロートガラス t=3 (380ｘ 680)

（１１ヶ所）

2025. 3.
A－29



4
5

2
,
5
9
0

60 1,615 30
100

6
2
5

5
0

1
,
9
1
5

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 会議室棟 (A3)1:50

符号・数量

取付位置

材　種

形　式

姿　図

金
　
物

形　式

材　種

仕　上

ガラス

丁　番

その他

備　考

仕　上

ガラス

鍵

丁　番

その他

備　考

取付位置

符号・数量

寸　法

姿　図

寸　法

鍵
金
　
物

▼FL

WD-13 → 撤去 （１ヶ所） WD-14 → 撤去 WD-15 → 撤去 WD-16 → 撤去 WD-17 → 撤去 WD-18 → 撤去

（１ヶ所）

▼FL

WD-19 → 撤去 WD-20 → 撤去

▼FL

FIX FIX

5
5

8
5
0

4
0

WW-11 → 撤去 （１ヶ所）

（１ヶ所） （１ヶ所） （１ヶ所） （１ヶ所） （１ヶ所）

40 640 40

1
,
7
7
5

1
54
0

シ リンダー（ドアノブ）

片開きドア

シリンダー（ドアノブ）

親子ドア

5
5

1
,
9
0
0

1,19055 55

１階 階段下倉庫 １階 階段下倉庫（東側）

片開きドア

シリンダー（ドアノブ）

ステンレス

ドア枠 :木製  W=110、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずりドア枠 :木製  W=110、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

ステンレス

ドア枠:木製  W=110、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

ステンレス

ドア枠 :木製  W=110、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

ステンレス

ベニヤ  t=4

ベニヤ  t=4 ベニヤ t=4

１階 東トイレ １階 東トイレ １階 東トイレ ２階 会議室

２階 会議室 ２階 中会議室 階段

40

4
0

40 745

1
,
8
0
0

40 40

4
0

1
,
8
0
0

885

片開きドア

空錠（ドアノブ）

ドア枠 :木製 W=110、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

ステンレス

片開きドア

空錠（ドアノブ）

ドア枠:木製  W=110、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

ステンレス

ベニヤ t=4

片開きドア

ベニヤ t=4

木製フラッシュ  見込 :40㎜ 木製フラッシュ  見込 :40㎜

ベニヤ  t=4

木製フラッシュ 見込 :40㎜ 木製フラッシュ 見込 :40㎜ 木製フラッシュ 見込 :40㎜

真鍮引手

ステンレス

40

4
0

1
,
8
0
0

40 425

ドア枠 :木製  W=90

1
,
8
2
5

5
5

5568555

片開きドア

空錠（ドアノブ）

ドア枠:木製  W=110、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

ステンレス

ベニヤ t=4

木製フラッシュ 見込:40㎜

木製フラッシュ 見込 :40㎜

両開きドア／欄間：引き違い窓

5
5

8
5
0

8
1
5

▲踊り場

55 1,375 120 120 551,485

はめ殺し窓

窓枠 :木製  W=120

100角
方立

方立 120角 方立 120角

木製見切
 20ｘ40

四方枠  15x40

（１ヶ所）

FIX

２階 会議室

551,18055

570 40 570

5
5

1
,
5
6
5

7
9
0

7
0

木製見切
 20ｘ70

はめ殺し窓

四方枠 15x40

（２ヶ所）

２階 中会議室

1,720 45

5
0

8
8
0

6
2
5

100

1
,
5
5
5

4
5

4
5

引き違い段窓

窓枠 :木製  W=110

方立 100角

框戸

▼FL

WW-12 → 撤去 WW-13 → 撤去

窓枠 :木製  W=110

木製フラッシュ  見込:40㎜／欄間：框戸

木製框 30x40ベニヤ  t=4 ／欄間：木製框 30x40

空錠

真鍮引手

40 40

4
0

1
,
7
6
0

725

　既存　建具表 -2

フロートガラス t=3 (380ｘ 680) フロートガラス  t=3 (380ｘ 680) フロートガラス t=3 (380ｘ 680)

フロートガラス  t=3 (380ｘ 680) 型板ガラス t=4 (380ｘ 680) フロートガラス t=3 フロートガラス t=3 型板ガラス  t=4

2025. 3.
A－30



2
0
4

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

改修 １階平面詳細図
会議室棟

2025. 3.

(A3)1:50

ＢＤ

Ａ

展開方向

Ｃ

■特記なき限り下記とする

：既存躯体（RC及び石積み）のままの部分を示す

Ａ

Ｂ

Ｃ

１ ２ ３ ４ ５

4方枠4方枠 4方枠

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁増設

3方枠

ｺﾝｸﾘｰﾄ壁増設

1方枠

2方枠

4方枠

4方枠 4方枠

手摺

UP

4方枠

Ex
p.
j

ｺﾝｸﾘｰﾄ叩き

ｺﾝｸﾘｰﾄ叩き

床点検口

床点検口

1234

5

6

7

8 9

ス
ロ

ー
プ

ホール

階段-1 階段下収納

2
WD

WD
1

AD
1

+430

±0

風除室

廊下

（ｺﾝｸﾘｰﾄ面）

（ｺﾝｸﾘｰﾄ面）

350 3,290

3,640 3,640

14,560

3,640

3,290

3,640

350

4
5
5

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0 4
,
2
0
0

3
5
0

4
,
2
0
04
,
5
5
0

3
5
0 1
5
0

8
0
5

7
5
0

1
,
0
4
2
.
5

5
0

1
,
8
5
0

3
,
2
1
5

1
,
3
6
5 9
0
0

5
0

1
0
5

3
1
7
.
5

1
,
3
3
5

115 3,525

50900105

1,100 1,980

1,600

560

800

1,8501,790115

（
@
2
5
0
x
3
段

） 6
5 2
9
5

8
5
5

事務室

4
,
8
1
0

6
1
0

（
1
/
1
2
.
3
）

900 750
（@250x3段）

105 50 1,720

+450

+450

+450

+200

S1

AW
11

AW
11

AW
11

AW
11

AW
11

AW
11

：（外周部壁）木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋HGW 16k t=100充填＋防湿気密ｼｰﾄ＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

：（内部間仕切壁）木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ｺﾝｸﾘｰﾄ叩き

AW
11 110

555 555 555

277.5277.5 277.5277.5277.5277.5277.5277.5

555 555

277.5 277.5 277.5 277.5 277.5277.5 277.5

555

2
7
7
.
5
2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5 5
5
5

5
5
5

2
7
7
.
5
2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

4
0
0

3502101,290

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

277.5 277.5

5
7
0

5
7
0

1
,
3
7
5

1
,
6
0
0

1
,
5
7
5

AD
2

2
,
2
7
5

9
4
0

4
2
5

1
,
8
5
0

690 1,290

5603
8
5

1,110 740 1,675 +450

3
1
0

4
4
0

2
1
2
.
5

1
3
7
.
5

3
5
0

床点検口床点検口

既存丸柱

10 11 12 14 15 16 17 18 1913

2,350 120

（@235x10段）

465

1201,200120

1,440

8
1
0

3
,
1
3
0

ポーチ ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

+390

AW
11

11
AD

ｺﾝｸﾘｰﾄ叩き

ｻｻﾗ桁 30x300

4方枠

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

+210

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

6
5
5

1
,
2
2
0

1
,
3
4
0

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ134

1
4
6

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ

1,905

A－31

Ｎ



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

会議室棟
改修 ２階平面詳細図

2025. 3.

(A3)1:50

6
6
7
.
5

ＢＤ

Ａ

展開方向

Ｃ

1
,
0
6
7
.
5

1
1
5

3
1
0

5
0

9
0
0

1
0
5

1
,
3
6
5

3
,
2
1
5

1
,
8
5
0

1,600 415

1,8501,790

3,290

3,640

350

3,640

115

14,560

3,640

5
,
8
8
5

3,290

3,640

350

4方枠 4方枠 4方枠 4方枠

4方枠

4方枠

4方枠 4方枠 4方枠

甲板

甲板

4方枠

手摺
4方枠

9
8

廊下

中会議室

会議室

WD
3

WD
4

１ ２ ３ ４ ５
S1

Ex
p.
j

既存外壁開口

■特記なき限り下記とする

：既存躯体（RC及び石積み）のままの部分を示す

：（外周部壁）木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋HGW 16k t=100充填＋防湿気密ｼｰﾄ＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

：（内部間仕切壁）木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

AW

AW

12
AW
12

AW
12

AW
12

12
AW
12

AW
12

AW
12

AW
12

555 555

277.5277.5 277.5277.5277.5277.5277.5

555 555

277.5 277.5 277.5 277.5 277.5277.5 277.5

555

2
7
7
.
5
2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5 5
5
5

5
5
5

2
7
7
.
5
2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

2
7
7
.
5

277.5 277.5

555

277.5

277.5

2
7
7
.
5

1
,
3
3
5

1
5
0

1
,
6
0
0

WD
5

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

3,525

50900105

115

2,350

（@235x10段）

120

AW
12

AW
12

3
5
0

4
5
5

4
,
5
5
0

4
,
2
0
0

4
,
2
0
0

4
,
5
5
0

9
,
1
0
0

3
5
0

Ａ

Ｂ

Ｃ

A－32
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

会議室棟
改修 断面詳細図

2025. 3.

(A3)1:50

間柱：45×105＠910、30×105＠910

（間柱間）HGW　16k　t100

防湿気密ｼｰﾄ

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5既存ｻｯｼ

（木製第一額縁まで既存のまま）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

第一額縁取合い部：ｼｰﾘﾝｸﾞ

額縁（上枠）
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5
11

1

ﾗﾜﾝ合板　t=9　千鳥張り

構造用合板ｔ=28（実付）千鳥張り

H-300x300x10x15

H-294x200x8x12

▼GL

▼1FL

▼2FL

▲鉄骨天端

▼鉄骨天端

▲鉄骨天端

▼RFL

1G1

2G3

50900105115

8
7
0

65,

8
7
0

2
,
8
0
0

1
,
5
4
5
.
3

2
,
7
0
0

4
6
0

3
0
0

4
5
0

3
,
3
2
0

2
,
9
2
0

3
5
0

4
5
0

7
,
2
8
0

3
,
1
6
0

3
,
5
1
0

2
0
0

1
0
0

3
,
6
7
0

2
,
8
6
0

4
6
0

（
≒

@
1
9
3
.
1
x
1
9
段

）

階段-1

階段下収納事務室階段下収納階段-1事務室

廊下会議室中会議室

階段-1

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

防湿気密ｼｰﾄ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

防湿気密ｼｰﾄ

HGW　16k　t=200

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5　素地

H-300x300x10x152G3

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5　素地

（ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ）

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5

素地

ホール

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2

構造用合板ｔ=28（実付）千鳥張り

ﾗﾜﾝ合板　t=9　千鳥張り

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5

（ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ）

耐圧版:ｺﾝｸﾘｰﾄ　t=200耐圧版:ｺﾝｸﾘｰﾄ　t=200

2
,
1
0
0

295

2
,
8
0
0

2
,
7
0
0

1
0
0

手摺

鋼製束@910

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

間柱：45×105＠910、30×105＠910

（間柱間）HGW　16k　t100

根太の向き切り替え

Ａ

350

1,850

3,215

1,365

3 4 5

115 3,525

3,640 3,640

2,5401,100

350

■特記なき限り下記とする

：既存躯体（RC及び石積み）のままの部分を示す

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5

防湿気密ｼｰﾄ

3方枠

第一額縁取合い部：ｼｰﾘﾝｸﾞ

防湿気密ｼｰﾄ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5

（間柱間）HGW　16k　t100

間柱：45×105＠910、30×105＠910

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5　素地

（間柱間）HGW　16k　t100

間柱：30×105＠910

（間柱間）HGW　16k　t100

間柱：30×105＠910 間柱：30×105＠910

（間柱間）HGW 16k t100

H-300x150x6.5x92G2

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2

構造用合板　t=28加工

構造用合板　t=28加工

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2立上

段鼻：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

（踏面）

（蹴込）

3
,
1
6
0

3
,
6
7
0
（

≒
@
1
9
3
.
1
5
×

1
9
段

）
4
5
0

▼ 2FL

▼RFL

▼1FL

▼GL

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下地

（既存野地板の上）

構造用合板　t=12

ﾚﾍﾞﾙ調整

10

5

30×105@910
30×105@910

既存ﾄﾗｽ

既存ﾄﾗｽ 既存ﾄﾗｽ

1,820 1,820 1,820 1,8204,550

既存ﾄﾗｽ 既存ﾄﾗｽ 既存ﾄﾗｽ

HGW　16k　t=200 HGW　16k　t=200

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

防湿気密ｼｰﾄ

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

9

5

6

7

8

1

2

3

4

5

6

7

H-294x200x8x121G2H-300x300x10x151G3H-300x300x10x151G3

H-294x200x8x122G1

構造用合板ｔ=28(実付)千鳥張り

RG1

垂木　45×60　@455

9
7
5

1
,
7
1
5

1
0

WD
3

WD
1

甲板:ﾀﾓ集成材 t=25 CL 甲板:ﾀﾓ集成材 t=25 CL

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

甲板:

ﾀﾓ集成材 t=25 CL

7
5
0

1
5
0

手摺

9
7
5

1
,
8
3
0

1
,
7
1
5

1
0

1
0
5

1
,
0
0
0

廊下

WD
4

7
7
2
.
6

2
,
1
0
0

1
,
0
3
5

1
,
8
3
0

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

7
.
6

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t60

構造用合板ｔ=28(実付)千鳥張り

3

ｿﾌﾄ巾木　h=60 ｿﾌﾄ巾木　h=60 ｿﾌﾄ巾木　h=60 ｿﾌﾄ巾木　h=60

ｿﾌﾄ巾木　h=60ｿﾌﾄ巾木　h=60

ｿﾌﾄ巾木　h=60

ｿﾌﾄ巾木　h=60ｿﾌﾄ巾木　h=60

2,190

1,980 210

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

間柱：45×105＠910、30×105＠910

（間柱間）HGW　16k　t100

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5

防湿気密ｼｰﾄ

木下地

防湿気密ｼｰﾄ先施工

ｿﾌﾄ巾木　h=60

385

（大引き間）

砕石ｔ=100

ｸｯｼｮﾝ砂　t=30

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ敷き

砕石ｔ=100

ｸｯｼｮﾝ砂　t=30

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ敷き

HGW 16k t100
木下地

先施工
防湿気密ｼｰﾄ

大引表し

3
0
9

（
≒

@
1
9
3
.
1
5
×

4
段

）

（
≒

@
1
9
3
.
1
5
x
8
段

）

4

1

2

3

（@235×10段）

2,350 120

8

9

16

10

11

12

13

14

15

17

18

19

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2

ﾗﾜﾝ合板　t=9　千鳥張り

構造用合板ｔ=28（実付）千鳥張り

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板 t=0.4 立平葺き

棟換気

 ｶﾗｰ鉄板包み
鼻隠し 21x250

軒樋 新設

間柱：45×105＠910、30×105＠910

（間柱間）HGW　16k　t100

防湿気密ｼｰﾄ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

RG3 H-200x200x8x12 RG2RG3 H-200x200x8x12

H-194x150x6x9

H-194x150x6x9

鋼製束@606

大引き：90ｘ90

（大引き間）：押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t60

大引き：90ｘ90

押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t60

大引：105ｘ270

大引：90ｘ90

大引：105ｘ270

（大引き間）

大引き：90ｘ90

大引：90ｘ90

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t12.5
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

(A3)1:50会議室棟
2025. 3.

改修 断面展開図-1

１ ２ ３ ４ ５

14,560

3,640 3,640 3,640 3,640

115

1,850

1,400 450

AW
11

WD
6

■凡例

:新規建具を示す

:既存建具を示す

:既存躯体（RC及び石積み）のままの部分を示す

既存第一額縁周りに4方枠取付

2
,
8
0
0

8
7
0

2
,
7
0
0

2
,
8
0
0

8
7
0

2
,
7
0
0

事務室ポーチ 廊下

会議室 中会議室

▼GL

▼1FL

▼2FL

▼RFL

4
5
0

7
,
2
8
0

3
,
1
6
0

3
,
6
7
0

（天井裏）

既存第一額縁周りに4方枠取付 既存第一額縁周りに4方枠取付 既存第一額縁周りに4方枠取付

既存第一額縁周りに4方枠取付 既存第一額縁周りに4方枠取付 既存第一額縁周りに4方枠取付 既存第一額縁周りに4方枠取付

3
,
2
2
0

4
5
0

3
,
0
6
0

1
0
0

▼鉄骨天端

▲鉄骨天端

AW
11

AW
11

AW
11

AW
11

AW
12

AW
12

AW
12

AW
12

30×105@910 HGW　16k　t=200 HGW　16k　t=200HGW　16k　t=200HGW　16k　t=200HGW　16k　t=200 30×105@91030×105@910

30×105@910

2
,
5
0
0

3
0
0

8
7
0

9
7
5

1
,
7
2
5

（AW-12取り合い部）化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5

9
7
5

1
,
8
3
0

8
6
5

1
0
0

8
6
5

7
6
0

4
0

1
0
5

8
0
0

485

3
0
0

3
0
0

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

2
,
4
0
0

2
,
0
1
5

3
8
5

（ｻｯｼ周り3方RC壁増設面）

防湿気密ｼｰﾄ先施工

■特記なき限り下記とする

・（外周部壁）：木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋HGW 16k t=100充填＋防湿気密ｼｰﾄ＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

・（内部間仕切壁、ﾌｧｲﾘﾝｸﾞ部）：木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

Ａ面

・（内外仕上共通）部材取合い部には適宜ｼｰﾘﾝｸﾞを施す

木下地＋防湿気密ｼｰﾄ先施工 木下地＋防湿気密ｼｰﾄ先施工

120

4
5
0

3
8
0

5
0

460

ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上げ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放仕上
ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

1,955
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

(A3)1:50会議室棟
2025. 3.

改修 断面展開図-2

Ｃ Ｂ Ａ

9,100

4,550 4,550

1,335 3,215

（木野縁組）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=12.5

（木野縁組）

（木野縁組）

床下点検口：600×600、高気密型、高断熱型

城東ﾃｸﾉ㈱　高気密型床下点検口　SPF-R60C-BL3同等品

（木野縁組）

手摺：樹脂被覆手摺φ34　ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ付、小ﾌﾞﾗｹｯﾄ（取付下地補強共）

　　　ﾜｲｴﾑ工業㈱　やすら木ｼﾘｰｽﾞ同等品

1階　ホール

下　地

1階　階段下収納

下　地

下　地

1階　事務室

階段-1

下　地

備考

天井

壁

巾木

備考

天井

壁

巾木

床

備考

天井

壁

巾木

床

備考

天井

壁

巾木

床

城東ﾃｸﾉ㈱　高気密型床下点検口　SPF-R60C-BL3同等品

床下点検口：600×600、高気密型、高断熱型

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ：SUS　w=35　ｺﾞﾑﾀｲﾔ入（既製品）

床（踏面）

（蹴込共）

長尺塩ビｼｰﾄ　t=2

ｿﾌﾄ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5

長尺塩ビｼｰﾄ　t=2

ｿﾌﾄ巾木　H=60

素地

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5

長尺塩ビｼｰﾄ　t=2

ｿﾌﾄ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5

長尺塩ビｼｰﾄ　t=2

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5

仕　上

仕　上

仕　上

仕　上

　　　　　　　　　廻縁：塩ﾋﾞ既製品

　　　　　　　　　廻縁：塩ﾋﾞ既製品

　　　　　　　　　廻縁：塩ﾋﾞ既製品

　　　　　　　　　廻縁：塩ﾋﾞ既製品

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=12.5（継目処理）

外周壁側のみ：防湿気密ｼｰﾄ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=12.5（継目処理）

外周壁側のみ：防湿気密ｼｰﾄ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=12.5（継目処理）

外周壁側のみ：防湿気密ｼｰﾄ

外周壁側のみ：防湿気密ｼｰﾄ

構造用合板　t=28＋ﾗﾜﾝ合板　t=9

構造用合板　t=28＋ﾗﾜﾝ合板　t=9

構造用合板　t=28＋ﾗﾜﾝ合板　t=9

構造用合板　t=28　加工

AW
11

WD
6

■凡例

:新規建具を示す

:既存建具を示す

:既存躯体（RC及び石積み）のままの部分を示す

大引き間：押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　t=60

大引き間：押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　t=60

大引き間：押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ　t=60

SOPｻｻﾗ：木集成材　t=30

▼GL

▼1FL

▼2FL

▼RFL

4
5
0

7
,
2
8
0

3
,
1
6
0

3
,
6
7
0

▲鉄骨天端

▼鉄骨天端

▲鉄骨天端

3
5
0

3
,
2
2
0

4
5
0

3
,
0
6
0

1
0
0

1
0
0

事務室

中会議室 廊下

2
,
0
0
0

8
0
0

2
,
0
0
0

8
0
0

2
,
0
0
0

9
7
5

1
,
7
1
5

1
0

風除室

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=14

吹付ﾀｲﾙ

既存第一額縁周りに4方枠取付

AW
12

HGW　16k　t=200 HGW　16k　t=200

30×105@910 30×105@910

2
,
8
0
0

8
7
0

2
,
7
0
0

9
7
5

1
,
0
3
5

2
,
8
0
0

8
7
0

2
,
7
0
0

1
,
0
3
5

1
,
8
3
0

8
6
5

1
0
0

8
6
5

9
7
5

1
,
8
3
0

8
6
5

1
0
0

8
6
5

4
0

485

8
0
0

8
0
0

（AW-12取り合い部）化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5

（AW-11取り合い部）化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5
485

1
,
7
2
5

7
6
0

1
0
5

8
0
0

6
5

1
,
7
6
5

4
0
0

3
0
0

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

防湿気密ｼｰﾄ先施工

■特記なき限り下記とする

・（外周部壁）：木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋HGW 16k t=100充填＋防湿気密ｼｰﾄ＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

・（内部間仕切壁、ﾌｧｲﾘﾝｸﾞ部）：木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

Ｂ面

・（内外仕上共通）部材取合い部には適宜ｼｰﾘﾝｸﾞを施す

木下地＋防湿気密ｼｰﾄ先施工 木下地＋防湿気密ｼｰﾄ先施工

ホール

2
AD
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

(A3)1:50会議室棟
2025. 3.

改修 断面展開図-3

１２３４５

14,560

3,640 3,640 3,640 3,640

115

AW
11

WD
6

■凡例

:新規建具を示す

:既存建具を示す

:既存躯体（RC及び石積み）のままの部分を示す

事務室ホール 階段-1

廊下 会議室

9
7
5

1
,
7
1
5

1
0

2
,
0
0
0

8
0
0

2
,
0
0
0

2
,
1
0
0

7
7
2
.
6

▼ GL

▼1FL

▼2FL

▼RFL

4
5
0

7
,
2
8
0

3
,
1
6
0

3
,
6
7
0

風除室

9507501,720 105

既存第一額縁周りに4方枠取付 既存第一額縁周りに4方枠取付

既存第一額縁周りに4方枠取付 既存第一額縁周りに4方枠取付 既存第一額縁周りに4方枠取付 既存第一額縁周りに4方枠取付

既存第一額縁周りに4方枠取付

1

2

3

4

▲鉄骨天端

▼鉄骨天端

▲鉄骨天端

3
5
0

3
,
2
2
0

4
5
0

3
,
0
6
0

1
0
0

1
0
0

AW
12

AW
12

AW
12

AW
12

AW
11

AW
11

AW
11

吹付ﾀｲﾙ

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=14

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

段鼻：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=14

吹付ﾀｲﾙ

7
2
.
6

30×105@910 HGW　16k　t=200 HGW　16k　t=200HGW　16k　t=200HGW　16k　t=200HGW　16k　t=200 30×105@91030×105@910

30×105@910

3
5

2
1
5

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2

構造用合板　t=28加工

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2立上

構造用合板　t=28加工

段鼻：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

ｿﾌﾄ巾木　h=60 ｿﾌﾄ巾木　h=60

9
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1
,
8
3
0

8
6
5

8
6
5

1
0
0

7
6
0

1
0
5

4
0

1
,
9
3
6

1
0
0

9
7
5

1
,
7
2
5

8
0
0

2
,
8
0
0

8
7
0

2
,
7
0
0

2
,
8
0
0

8
7
0

2
,
7
0
0

7
5
4

1
0

3
0
0

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

2
,
5
0
0

4
0
0

3
0
0

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 485

3
0
0

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

既存丸柱

スロープ

防湿気密ｼｰﾄ先施工

■特記なき限り下記とする

・（外周部壁）：木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋HGW 16k t=100充填＋防湿気密ｼｰﾄ＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

・（内部間仕切壁、ﾌｧｲﾘﾝｸﾞ部）：木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

Ｃ面

・（内外仕上共通）部材取合い部には適宜ｼｰﾘﾝｸﾞを施す

300

560

木下地＋防湿気密ｼｰﾄ先施工

木下地＋防湿気密ｼｰﾄ先施工

4
5
0

1,320300 285

ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上げ
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

(A3)1:50会議室棟
2025. 3.

改修 断面展開図-4

Ｃ Ｂ Ａ

9,100

4,550 4,550

2階　廊下

下　地

構造用合板　t=28

ﾗﾜﾝ合板　t=9

（木野縁組）

2階　会議室

下　地

ﾗﾜﾝ合板　t=9

構造用合板　t=28

（木野縁組）

2階　中会議室

下　地

構造用合板　t=28

ﾗﾜﾝ合板　t=9

（木野縁組）

床

巾木

壁

天井

備考

床

巾木

壁

天井

備考

床

巾木

壁

天井

備考

甲板：ﾀﾓ集成材　t=25　CL

防湿気密ｼｰﾄ

防湿気密ｼｰﾄ

防湿気密ｼｰﾄ

仕　上

長尺塩ビｼｰﾄ　t=2

ｿﾌﾄ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5

仕　上

長尺塩ビｼｰﾄ　t=2

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ｿﾌﾄ巾木　H=60

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5

仕　上

長尺塩ビｼｰﾄ　t=2

ｿﾌﾄ巾木　H=60

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5

　　　　　　　　　廻縁：塩ﾋﾞ既製品

　　　　　　　　　廻縁：塩ﾋﾞ既製品

　　　　　　　　　廻縁：塩ﾋﾞ既製品

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=12.5（継目処理）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=12.5（継目処理）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=12.5（継目処理）

外周壁側のみ：防湿気密ｼｰﾄ

外周壁側のみ：防湿気密ｼｰﾄ

外周壁側のみ：防湿気密ｼｰﾄ

AW
11

WD
6

■凡例

:新規建具を示す

:既存建具を示す

:既存躯体（RC及び石積み）のままの部分を示す

4
5
0
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,
2
8
0

3
,
1
6
0

3
,
6
7
0

▼ GL

▼1FL

▼2FL

▼RFL

▲鉄骨天端

▼鉄骨天端

▲鉄骨天端

3
5
0

3
,
2
2
0

4
5
0

3
,
0
6
0

1
0
0

1
0
0

既存第一額縁周りに4方枠取付 既存第一額縁周りに4方枠取付

既存第一額縁周りに4方枠取付

既存第一額縁周りに3方枠取付

AD
1

AW
12

AW
12

AW
11

AD
11

HGW　16k　t=200 HGW　16k　t=200

30×105@910 30×105@910

485
（AW-12取り合い部）化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5
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1
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4
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1
0
5

（AW-12取り合い部）化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5

485
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8
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2
,
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事務室

会議室

（AW-11取り合い部）化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5
485

（AW-11取り合い部）化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t=9.5

1
,
0
3
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1
,
8
3
0

8
6
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8
6
5

1
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8
0
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6
5

1
,
7
6
5
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■特記なき限り下記とする

・（外周部壁）：木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋HGW 16k t=100充填＋防湿気密ｼｰﾄ＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

・（内部間仕切壁、ﾌｧｲﾘﾝｸﾞ部）：木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

Ｄ面

・（内外仕上共通）部材取合い部には適宜ｼｰﾘﾝｸﾞを施す

木下地＋防湿気密ｼｰﾄ先施工 木下地＋防湿気密ｼｰﾄ先施工 天井点検口：450×450、高気密型、高断熱型

城東ﾃｸﾉ㈱　高気密・高断熱型天井点検口　SPC-S4545AH4同等品

天井点検口：450×450、高気密型、高断熱型

城東ﾃｸﾉ㈱　高気密・高断熱型天井点検口　SPC-S4545AH4同等品
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

(A3)1:50会議室棟
2025. 3.

改修 断面展開図-5

AW
11

WD
6

■凡例

:新規建具を示す

:既存建具を示す

:既存躯体（RC及び石積み）のままの部分を示す

３４５

3,640 3,640

115

３ ４ ５

3,6403,640

115

■特記なき限り下記とする

・（外周部壁）：木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋HGW 16k t=100充填＋防湿気密ｼｰﾄ＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

・（内部間仕切壁、ﾌｧｲﾘﾝｸﾞ部）：木下地（45×105＠910＋30×105＠910）＋石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=12.5＋ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

Ｃ'面 Ａ'面

▼GL

▼1FL

▼2FL

▼RFL

▲鉄骨天端

▼鉄骨天端

▲鉄骨天端
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,
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0
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階段下収納

廊下

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5　素地

段鼻：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

HGW　16k　t=200

4
6
0

2
,
7
0
0

8
7
0

2
,
8
0
0

HGW　16k　t=200 30×105@910

1
,
3
5
2
.
1

（
≒

@
1
9
3
.
1
5
×

7
段

）

（ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ）

WD
2

階段-1

甲板:ﾀﾓ集成材 t=25 CL

50 900 105 115

1
,
0
0
0

7
5
0

1
5
0

1
0
0

手摺

10

6

7

9
7
5

1
,
7
1
5

1
0

ホール

木下地＋防湿気密ｼｰﾄ先施工

8
7
0

廊下

2
,
8
0
0

2
,
7
0
0

115 2,5401,100

350

3
,
1
6
0

3
,
6
7
0
（

≒
@
1
9
3
.
1
5
×

1
9
段

）
4
5
0

▼ 2FL

▼ RFL

▼ 1FL

▼ GL

30×105@910 HGW　16k　t=200 HGW　16k　t=200

4

5

6

7

1

2

3

石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　t12.5　素地
（ﾃﾞｯﾄﾞｽﾍﾟｰｽ）

WD
2

階段-1

1
,
0
0
0

7
5
0

2
5
0

甲板:ﾀﾓ集成材 t=25 CL 手摺

900 750 1,720

105 50 （@250×3段）
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1
,
7
1
5

1
0

2
,
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0
0

8
0
0

2
,
0
0
0

7
0
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吹付ﾀｲﾙ

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=14

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ　t=14

吹付ﾀｲﾙ

木下地＋防湿気密ｼｰﾄ先施工

ｿﾌﾄ巾木　h=60

2
1
5

3
5

2
5
0

2
0
0

ホール

段鼻：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

7
2
.
6

110

8

手摺

7
5
0

1,980 210

2,540 1,100

350 1,980210

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2

構造用合板　t=28加工

段鼻：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ　t=2立上

構造用合板　t=28加工

吹付ﾀｲﾙ

ﾓﾙﾀﾙ補修

（既存壁切断小口面）

風除室

2
,
5
0
0

2
,
4
0
0

2
,
5
0
0

2
,
4
0
0

事務室

会議室

事務室

会議室

・（内外仕上共通）部材取合い部には適宜ｼｰﾘﾝｸﾞを施す

19

18

16

9

11

10

12
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15

17

2,350155 120

（@235×10段）
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甲板:ﾀﾓ集成材 t=25 CL

手摺16
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3

2

1

13

15

大引表し
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　(既存利用)
床:ﾃﾗｿﾞｰ仕上

(A3)1:50

2
1
5

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

１階 ホール

▼1FL

ｂ断面

ａ断面

事務室棟 踏込み～風除室 出入口詳細図

会議室棟 ホール～風除室 出入口詳細図 S=1/20

S=1/20

ホール 風除室

５

(AD-2)

構造用合板 t=28加工

長尺塩ﾋﾞ ｼｰﾄ t=2立上

ｿﾌﾄ巾木 H=60

鉄骨補強材

長尺塩ﾋﾞ ｼｰﾄ t=2

構造用合板 t=28加工

▽ＧＬ

▽1FL
(一部 新設)
磁器質ﾀｲﾙ 100角 t=10

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾓﾙﾀﾙ下地 t=20

段鼻:ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟt=60
断熱材:押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

構造用合板 t=28

ﾗﾜﾝ合板 t=9

長尺塩ﾋﾞ ｼｰﾄ t=2

3
,
1
4
5

2
5
0

1,850

５ ５ S1

2
1
5

280345

245560

181.5

（Ａ面-2）（Ａ面-1）

AD
2

５

2
1
5

279

560

ｿﾌﾄ巾木 H=60

（Ｃ面）

9
5

2
,
8
0
0

T1

9402,275

286 438 1,486 1,080

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ出隅
ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ出隅
加工

Exp.j金物

ﾓﾙﾀﾙ塗り部分

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ出隅ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ出隅

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り
天井 天井

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り

ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60ｿﾌﾄ巾木 H=60

ｿﾌﾄ巾木 H=60

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

磁器質ﾀｲﾙ
 100角

磁器質ﾀｲﾙ
 100角

ｿﾌﾄ巾木 H=60 磁器質ﾀｲﾙ
 100角

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ出隅

天井
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ張り

9
5

2
1
5

2
,
9
3
0

■凡例

：新設建具記号を示すAW
2

：木下地（45x105＠910，30x105＠910）

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り

560

4
5
0

2
0
0

1
2
0

3
5

3
0

3
5

改修　風除室詳細図 1:20
会議室棟

（Ｄ面）

磁器質ﾀｲﾙ
 100角

風除室 平面詳細図　S＝1/50

ﾓﾙﾀﾙ塗り

ＢＤ

Ａ

展開方向

Ｃ

6
5
5

2
WD

WD
1

+450

ホール

+415
AD
2

2
,
2
7
5

3
7
0

ﾓﾙﾀﾙ塗り

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

1
4
6

4
0
4

1,484 216

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り

磁器質ﾀｲﾙ 新設部分

既存 犬走りｺﾝｸﾘｰﾄ

1
,
3
4
0

1
,
2
2
0

560

Exp.j金物
(ｱﾙﾐ)

事務室

+450

ａ
Exp.j

既存丸柱

風除室

+200

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り

5601,290

1,790 1,850 1,850

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り

AD
3廊下

+210

+415

ｂ

8
7
0

2
,
5
0
0

ｻ
ｲ
ﾃ
ﾞ
ｨ
ﾝ
ｸ
ﾞ
張

り

225

 床

巾木

 壁

ﾓﾙﾀﾙ下地 t=20

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 磁器質ﾀｲﾙ 100角

磁器質ﾀｲﾙ 100角

　　仕　上　　下　地

風 除 室

RC壁部分:ﾓﾙﾀﾙ塗り t=20

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=14木製間仕切り

EP-G

ﾓﾙﾀﾙ塗り部分
EP-G EP-G

風除室

T1

(ｸﾘｱﾗﾝｽ50)
内壁 Exp.j金物

(ｸﾘｱﾗﾝｽ50)
床 Exp.j金物

1
2
0

2
1
5

3
5

3
0

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

ﾓﾙﾀﾙ下地 t=20

磁器質ﾀｲﾙ 100角 t=10
(一部 新設)

▽ＧＬ

(AD-3)

870

段鼻:ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

▽1FL

1
0
0

3
5
0

4
5
0

3
5

長尺塩ﾋﾞ ｼｰﾄ t=2立上

構造用合板 t=28加工

長尺塩ﾋﾞ ｼｰﾄ t=2

構造用合板 t=28加工

踏込み

踏込

ｿﾌﾄ巾木 H=60

1,630

天井

備考
取合いｼｰﾘﾝｸﾞ: 変性ｼﾘｺｰﾝ 10ｘ10

RCｽﾗﾌﾞ（既存） 既存 吹付塗装 
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会議室棟 １階天井図　S＝1/100 会議室棟 ２階天井図　S＝1/100

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

2025. 3.

1
,
9
0
0

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

１ ２ ３ ４ ５

事務室

14,560

3,640 3,640 3,640 3,640

1,790 1,850 1,850

ﾎｰﾙ

階段下収納

1,100 690

風除室

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

4
8
5

Ａ

Ｂ

4
8
5

Ａ

Ｂ

4
8
5

Ａ

Ｂ

4
8
5

Ａ

Ｂ

4
8
5

Ａ

Ｂ

4
8
5

485

Ｂ

Ａ

Ａ

（勾配天井）

Ａ

（勾配天井）

CH=2800

CH=2800

CH=2800

CH=2872.6
Ｂ 1

,
8
5
0

Ａ

CH=2500

Ｃ

Ｂ

Ａ

115

1
,
9
0
0

2
,
2
7
5

9
4
0

１ ２ ３ ４ ５

14,560

3,640 3,640 3,640 3,640

115

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

会議室

中会議室

CH=2700

CH=2700

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

CH=2400

CH=2400

Ａ

CH=2400

1
,
3
6
5

1
,
3
3
5

6
0
0

2
,
6
1
5

2
,
6
1
5

6
0
0

2
,
6
1
5

Ａ

CH=2400

2,055

Ａ

CH=2400

1
,
8
5
0

1
,
3
6
5

1
,
3
3
5

廊下
CH=2700

Ａ

Ａ

CH=3050

4
8
5

4
8
5

4
8
5 4
8
5

4
8
5

485

485

4
8
5

Ｆ

Ｇ

Ｇ Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｅ

Ｅ

（階段-1）

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt9.5

鉄部：SOP

木部：SOP

折板：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ塗装鋼板

軒樋：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板（支持金物共）

天井仕上凡例

天井点検口　450角（高気密・高断熱型）

既存外壁・軒天仕上のまま

既存 吹付塗装

S=1/20

1,780

210 210

7
0

1,360

石積み 石積み

7
5
1
1
5

S=1/20

石積み

1
3
0

190

75

70

ＲＣ梁

窓台 ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

窓台 ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20

ｱｸﾘﾙﾘｼﾝ吹付

居　室外部

外部

居　室

251,30025

2
5

額縁 新設

2
5

150 1
5
0

SOP

額縁 新設

SOP

額縁 新設
SOP

額縁 新設
SOP

窓まわり 改修  断面詳細図 窓まわり  改修  平面詳細図

(A3)1: 20　　　　 窓まわり詳細図
会議室棟 改修　天井伏図
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本締錠

1
,
7
8
0

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

符号・数量

取付位置

材　種

形　式

姿　図

金
　
物

形　式

材　種

仕　上

ガラス

丁　番

その他

備　考

仕　上

ガラス

鍵

丁　番

その他

備　考

取付位置

符号・数量

寸　法

姿　図

寸　法

鍵
金
　
物

メーカー仕様

▼1FL

（１ヶ所） （１ヶ所） （１ヶ所）

（１ヶ所）（１ヶ所）

▼1FL

１階 事務室・階段

（８ヶ所）

２階 会議室・中会議室・廊下

（１１ヶ所）

１階 事務室

（１ヶ所）

2
5

8
5
5

8
7
5

2
5

5
0

1
,
0
4
5

2525 1,280

1
,
7
8
0

2
5

8
5
5

8
7
5

2
5

5
0

2525 1,280

9
6
0

1
,
8
3
5

7
0

2
5

2
,
8
1
5

9
1
0

25 251,110

引き違い段窓

アルミ

クレセント

標準仕様

標準仕様

メーカー仕様

引き違い段窓

アルミ

クレセント

標準仕様

標準仕様

メーカー仕様

※ 既存第一額縁周りに４方枠取付 (木製 見込み170＋SOP)

親子ドア／欄間：引き違い窓

本締錠

フロートガラス t=3 フロートガラス  t=3 フロートガラス t=3

ステンレス丁番、ドアクローザー（ｽﾄｯﾌﾟ付）

付属金物一式、レバーハンドル、フランス落し

アルミ、沓摺：SUS　HL

AD-1 → 新設 AD-2 → 新設

メーカー仕様

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ（ FL5+A12+Low-E5）　

本締錠

ｽﾃﾝﾚｽ丁番、 ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ（ ｽﾄｯﾌﾟ付）

親子開きドアFIX欄間付き 両開きドア

メーカー仕様

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ（下:FL5+A12+Low-E5、上:FL3+A12+Low-E3）　

ｽﾃﾝﾚｽ丁番、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ（ ｽﾄｯﾌﾟ付）

片開きドア

枠 :SOP、扉 :ﾒﾗﾐﾝ化粧板

枠:　　、扉:木製ﾌﾗｯｼｭ(断熱材充填)、床見切り：SUS　HL

引き違いドア

型板 ｶﾞﾗｽ　 t=4

本締鎌錠

枠見込 t=154、扉見込 t=40

枠 :SOP、扉 :ﾒﾗﾐﾝ化粧板

枠 :　　、扉 :木製 ﾌﾗｯｼｭ、 ﾚｰﾙ： SUS　 HL

付属金物一式、戸当り

掘込み引手、戸車、 ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ

枠見込  t=154、扉見込  t=40

ｽﾃﾝﾚｽ丁番、 ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ（ ｽﾄｯﾌﾟ付）

枠 :SOP、扉 :ﾒﾗﾐﾝ化粧板

枠:　　、扉:木製ﾌﾗｯｼｭ(断熱材充填)、床見切り：SUS　HL

WD-1 → 新設 （１ヶ所）

両開きドア

本締錠・ｻﾑﾀｰﾝ

付属金物一式、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、 ﾌﾗﾝｽ落し、戸当り

型板ｶﾞﾗｽ　 t=4

枠見込  t=154、扉見込  t=40

ｽﾃﾝﾚｽ丁番、 ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ（ ｽﾄｯﾌﾟ付）

本締錠・ｻﾑﾀｰﾝ

付属金物一式、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、 ﾌﾗﾝｽ落し、戸当り

型板ｶﾞﾗｽ　 t=4

１階 事務室

WD-2 → 新設

１階 階段下収納 ２階 中会議室

WD-3 → 新設 （１ヶ所）

２階 会議室

WD-4 → 新設

２階 会議室

WD-5 → 新設

4
0

2
,
0
0
0

3
0
0

1
,
1
0
0

6
0
0

40 401,600

800 800

400200 200

4
0

2
,
0
0
0

3
0
0

1
,
1
0
0

6
0
0

40

40

401,600

800 800

400200 200

40

800

400200 200

401,067.5

267.5

4
0

2
,
0
0
0

3
0
0

6
0
0

1
,
1
0
0

40 40800

4
0

2
,
0
0
0

40 401,600

800 800

400200 200

4
0

2
,
0
0
0

3
0
0

1
,
1
0
0

6
0
0

枠見込  t=154、扉見込 t=40

ｽﾃﾝﾚｽ丁番、 ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ（ ｽﾄｯﾌﾟ付）

枠 :SOP、扉 :ﾒﾗﾐﾝ化粧板

枠:　　、扉:木製ﾌﾗｯｼｭ(断熱材充填)、床見切り：SUS　HL

両開きドア

本締錠・ｻﾑﾀｰﾝ

付属金物一式、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、 ﾌﾗﾝｽ落し、戸当り

型板 ｶﾞﾗｽ　 t=4

枠見込  t=154、扉見込  t=40

ｽﾃﾝﾚｽ丁番、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ（ ｽﾄｯﾌﾟ付）

枠:SOP、扉 :ﾒﾗﾐﾝ化粧板

枠:　　、扉:木製ﾌﾗｯｼｭ(断熱材充填)、床見切り：SUS　HL

本締錠・ ｻﾑﾀｰﾝ

付属金物一式、 ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、 ﾌﾗﾝｽ落し、戸当り

型板ｶﾞﾗｽ　 t=4

親子開きドア

会議室棟

AW-11 → 額縁新設 AW-12 → 額縁新設 AD-11 → 額縁新設

1
,
9
9
8

F

4
5

1,550

775 775

3
7
5

2
,
4
1
8

ｱﾙﾐ、沓摺：ｶﾊﾞｰ材 水返し型、額縁：D=152 化粧ｼｰﾄ張り

附属金物一式、ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ錠(ﾊﾞｰﾀｲﾌﾟ)、ﾌﾗﾝｽ落し、戸当り 附属金物一式、ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ錠(ﾊﾞｰﾀｲﾌﾟ)、ﾌﾗﾝｽ落し、戸当り

800

1,340

540

2
,
0
1
8

ｱﾙﾐ、沓摺：ｶﾊﾞｰ材 水返し型、額縁：D=102 化粧ｼｰﾄ張り

見込70、 SAT、  YKKAP:7TD同等品 見込70、 SAT、  YKKAP:7TD同等品

2025. 3.

新設・改修　建具表

※ 既存第一額縁周りに４方枠取付 (木製 見込み150＋SOP) ※ 既存第一額縁周りに４方枠取付 (木製 見込み150＋SOP)
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

T8

T7

T6

T5

T4

T3

T2

T1

5
,
4
6
0

1
2
,
7
4
0

5
,
4
6
0

1
,
8
2
0

1
,
7
2
0

S =1/10壁・見切 詳細図外壁側

壁・見切 詳細図内部間仕切り S=1/10

ﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ t=7下地
ﾓﾙﾀﾙ塗 t=20＋吹付塗装

27

間
柱

:
4
5
x
1
0
5
＠

4
5
5

間
柱

:
4
5
x
1
0
5
＠

4
5
5

ﾓﾙﾀﾙ塗+ﾌﾟﾗｽﾀｰ t=20＋塗装
ラス網張り

木ずり板 t=9

廊　下 居　室

居　室

外　部

105
2929

ﾍﾞﾆﾔ板 t=5＋塗装

ﾓﾙﾀﾙ塗+ﾌﾟﾗｽﾀｰ t=20＋塗装
ラス網張り
木ずり板 t=9

105
29

ﾓﾙﾀﾙ塗+ﾌﾟﾗｽﾀｰ t=20＋塗装
ラス網張り

木ずり板 t=9

廻り縁 35x60

廻り縁 35x60

壁見切り 25x60

廻り縁 35x60

S=1/10カーテンボックス詳細図

25
155

1
5
5

2
5

A W-21、 AW-22部分

Exp.j

WD

書庫

物置

湯沸室

玄関

男子トイレ

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9

事務室１

事務室２

事務室３

流し台

女子トイレ

事務室棟　１階平面図　S＝1/100

男子トイレ

間仕切り壁 改修

間仕切り壁 改修

AW AW

AW

23 23

24

AW

T4

T3

T2

T1

T8

T7

T6

T5

AW
21

AW
21

AW
21

AW
21

E
x
p
.
j

AD
21

WD

WD

25

WD

WD

21

22

23

24

WD

25

26 WD

WD

27

27

間
仕

切
り

壁
 改

修

AD
22

180

E
x
p
.
j

外壁･軒天 撤去

外壁･軒天 撤去

Exp.
j

26
AW

AD
23

土間ｺﾝｸﾘｰﾄとりこわし

外
壁

･軒
天

 撤
去

外
壁

･軒
天

 撤
去

外壁･軒天 撤去

木製棚 撤去

木製棚 撤去

木製棚 撤去

間
仕

切
り

壁
 改

修

間仕切り壁 改修

1FL+110
床:フローリング 撤去

AW
22

AW
22

1
,
8
2
0

3
,
6
4
0

1
,
2
1
0

6
1
0

1
5
5

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

3
0
0

9
1
0

15
5

9,100 2,730

4,550 4,550

1,820 1,820 910 910 1,820 1,820

1,820 910

1,720

Ｎ

ＢＤ

Ａ

展開方向

Ｃ

：既存建具 撤去

：既存建具記号を示すAW

■凡例

：建物 とりこわし部分

：既存筋かい（30ｘ90）撤去

：既存間仕切り 改修部分

：既存床（木下地） 改修部分

21

AW
21

：既存柱(105ｘ105) 撤去
：既存土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 撤去部分

■特記なき限り下記による

[建物とりこわし部分］

・内装仕上（床・壁・天井）撤去

・布基礎､束石 撤去

・内装仕上（床・壁・天井）撤去

・間仕切り壁（土台･柱 105角､間柱 30ｘ105＠455）撤去

・外壁､軒天 撤去

・床下地（根太・大引き） 撤去

・天井下地､小屋組み撤去 ・床下地（根太・大引き） 撤去

・天井下地 撤去

・間仕切り壁（間柱 30ｘ105＠455）撤去（範囲図示）

[改修部分］

・不用な配管・配線・器具などは、撤去とする

踏込 床
ﾃﾗｿﾞｰ仕上

1
,
8
7
5

1,850

廊下

別途詳細図(A-48 参照)

防油堤

撤去

ｽﾃﾝﾚｽ

会議室棟
事務室

事務室棟
2025. 3.

既存撤去　平面図 1:10 

2
1
0

A－42



ﾓﾙﾀﾙ t=25

母屋:90x90

垂木(木製):45x75＠455

450

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

 既存　矩計図 

▽1FL(B)

▽設計GL

4
5
0

3
,
7
0
0

▽軒高(B)

▽最高高さ(B)

6
,
4
0
4

2
,
2
5
4

事務室棟 

2,730

S7 S9

820

事務室棟 既存矩計図　1/50

T8

820

4,550

T1T1

910

1,630

3
5
0

1
8
0

3
,
0
0
0

鋼管:φ48.6x2.5

角型鋼管:120x75x2.3

屋根:塩ビ製 波板

1
2
0

根太:45x90＠455
床板:t=12

120

5
5
0

3
0
0

2
5
0
2
0
0

1
1
0

（一般床）

（事務室１ 床）
ｶﾗｰﾌﾛｱｰ t=12
床板:t=12
根太 45x90＠455床板:t=12

根太 45x90＠455

（一般 床）
長尺塩ビｼｰﾄ t=2

大引き:90x90＠1820

床束:90x90

束ﾌﾞﾛｯｸ：200x200

廊 下事務室１事務室２

3
,
0
4
0

3
,
0
0
0

防火ﾗｲﾄ t=6
（軒天）

(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材)

4
5
0

2
,
3
4
5

1
,
3
5
5

▽ 1FL(B)

▽軒高

10
4.5

（軒天）

吹付塗装
ﾗｽﾓﾙﾀﾙ下地

10
3

10
4.5

（屋根）
ｶﾗｰ鉄板 横葺き
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き
(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材)
野地板:t=12
垂木:45x60＠455

Ｔ１

小屋梁:120ｘ240

合掌:120ｘ240

真束:120ｘ120

方杖:120ｘ120 束:30ｘ120(両面)

5
5
0

3
0
0

2
5
0
2
0
0

120

束:90x90

垂木:45x90＠455

（屋根）

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き
(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材)
野地板:t=12

ｶﾗｰ鉄板 瓦棒葺き

母屋:90x90

前室

女子ﾄｲﾚ

1
,
1
5
0

1
,
2
3
0

2
,
5
3
0

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120

（床）
磁器質ﾀｲﾙ t=5

（腰壁）磁器質ﾀｲﾙ張

ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ t=9.5
（天井）

（壁）ﾗｽﾓﾙﾀﾙ塗り

（天井）
石膏ボード t=9（天井）

石膏ボード t=9

1,720

（外壁）
ﾗｽﾓﾙﾀﾙ下地
吹付塗装

外額縁(4方)
25x50

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

A－43



土台

書庫

9,100

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

T8

T7

T6

T5

T4

T3

T2

T1

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9

180

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9

180

T8

T7

T6

T5

T4

T3

T2

T1

290

5
,
4
6
0

1
,
8
2
0

1
2
,
7
4
0

5
,
4
6
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

6
1
0

1
,
2
1
0

9
1
0

3
0
0

5
,
4
6
0

1
2
,
7
4
0

5
,
4
6
0

1
,
8
2
0

2,730

4,550 4,550

1,820 1,820 910 910 1,820 1,820

1,820 910

9,100 2,730

4,550 4,550

1,820 1,820 910 910 1,820 1,820

1,820 910

5,825

5
,
8
2
5

2
9
0

1,620290

1
,
6
2
0

2
9
0

書庫

物置

湯沸室

事務室２

事務室３

女子トイレ

廊下

物置

湯沸室

事務室１

事務室２

女子トイレ

男子トイレ

F3

F3

F3

F3

F
3

F
3

F
3

F
3

F
3

F3

F
3

F
3

F3

F3

F3

F
3

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

6
1
0

1
,
2
1
0

9
1
0

3
0
0

事務室３

廊下

■凡例・部材サイズ

：フローリング床 部分（FL+110）

■特記なき限り下記による

・床仕上げ（長尺塩ビｼｰﾄ）、床板 t=12 撤去

・根太 撤去

：土台・大引き・床束 撤去部分

：根太 45ｘ90＠455

：大引き 90ｘ90

：床束 90ｘ90

：土台 105ｘ105

事務室棟　基礎伏図　S＝1/100 事務室棟　１階床伏図　S＝1/100

S=1/20

床板 t=12

ｶﾗｰﾌﾛｱｰ t=12

根太 45ｘ90＠455

根太 45ｘ90＠455

床板 t=12大引き:90x90

床束:90x90

束ﾌﾞﾛｯｸ:200x200

▽ 1FL

基礎断面図  S=1/50

▽設計GL

3
0
0

▽１FL

D10@303

120

F3

2
5
0
2
0
0

▽基礎天端
D10

D10

3
0

D10

1
2
0

Ｂ

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ床部分 Ｂ断面詳細図

Ａ

Ａ断面図 S=1/50

※鉄筋有(ﾋﾟｯﾁ不明)

3
5
0

2
2
0

1
8
0

290 1,560

120

1
2
0

：束石ﾌﾞﾛｯｸ 200x200

：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120

：基礎･土間ｺﾝｸﾘｰﾄ・束石 撤去部分

■凡例

：設計GLからのﾚﾍﾞﾙ差を示す+250

+210

1,755

2
,
9
1
5

1
,
7
2
5

5
,
5
5
5

9
0
1
4
1
1
0

事務室１

束石ﾌﾞﾛｯｸ撤去

1,360

F3

2025. 3.

既存撤去　基礎・床伏図

土
台

土
台

土
台

土台

土
台

土台

土台

土
台

大引き

大引き

大引き

大引き

大
引
き

大
引
き

大
引
き

大
引
き

大引き

大引き

男子トイレ

ｶ
ｯ
ﾀ
ｰ
入

事務室棟

+220

1
,
6
5
0

1
5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ斫り

A－44



T8

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番

図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

T8

T7

T6

T5

T4

T3

T2

T1

180 180

5
,
4
6
0

1
,
8
2
0

1
2
,
7
4
0

5
,
4
6
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

6
1
0

1
,
2
1
0

9
1
0

3
0
0

女子トイレ

男子トイレ

物置

事務室１

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

6
1
0

1
,
2
1
0

9
1
0

3
0
0

T7

T6

T5

T4

T3

T2

T1

1
2
,
7
4
0

5
,
4
6
0

1
,
8
2
0

廻り縁 下 地

Ａ 石膏ボード t=9　塗装仕上
木製

25ｘ60

木製野縁

36ｘ36＠455

木製

25ｘ60

木製野縁

36ｘ36＠455

■ 既存天井仕上

仕 上

化粧石膏ボード（ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ） t=9.5 

Ａ

事務室２

［CH=3,000］
Ａ

事務室３

［CH=2,750］

Ａ

廊　下

［CH=3,000］

湯沸室

［CH=2,180］

［CH=2,180］

書庫

Ｂ

物置

［CH=2,500］

Ａ

事務室棟　天井伏図　S＝1/100 事務室棟　小屋伏図　S＝1/100

Ｗ
Ｇ

１

Ｗ
Ｇ

１

ＷＧ１

ＷＢ１ ＷＢ１

Ｗ
Ｂ

１

Ｗ
Ｂ

１

ＷＢ１ ＷＢ１ ＷＢ１

Ｗ
Ｂ

１
Ｗ

Ｂ
１

事務室２ 事務室３

廊下

Ｗ
Ｂ

０
Ｗ

Ｂ
０

Ｗ
Ｂ

０
Ｗ

Ｂ
０

ＷＧ１

Ｔ
１

Ｔ
１

Ｔ
１

Ｗ
Ｇ

１

Ｔ１

ＷＧ１

Ｗ
Ｂ

０

ＷＢ１

Ｔ
１

Ｗ
Ｂ

１
Ｗ

Ｂ
１

湯沸室

Ｗ
Ｂ

１

書庫

垂木 45x90＠455

 90x90＠910
小屋束

母屋 90x90＠910

ＷＢ１

ＷＢ１ Ｗ
Ｂ

１

ＷＢ１

■凡例・部材サイズ

■ 特記なき限り、天井仕上ボード・下地撤去

ＷＧ１

垂木 45x60＠455

母屋 90x90＠910

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9

9,100 2,730

4,550 4,550

1,820 1,820 910 910 1,820 1,820

1,820 910

9,100

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8 S9

2,730

4,550 4,550

1,820 1,820 910 910 1,820 1,820

1,820 910

2,170

2
,
1
7
0

垂木 45x75＠455

角型鋼管:120x75x2.3

3
,
6
4
0

1
,
8
2
0

・ＷＧ１

・Ｔ１

：小屋組み 撤去部分

：ｷﾝｸﾞﾎﾟｽﾄﾄﾗｽ（矩計図参照）

：桁梁 105ｘ150

垂木 45x60＠455

母屋 90x90＠910

・ＷＧ２ ：隅木 105ｘ150

ＷＧ２

ＷＧ２

ＷＧ２ ＷＧ
２

ＷＧ
２

ＷＧ
２

・ＷＢ１

・ＷＢ０

ＷＧ１

Ｗ
Ｇ

１

ＷＢ１

ＷＢ１ Ｗ
Ｂ

１
Ｗ

Ｂ
１

：小屋梁 105ｘ105

：丸太 φ120

　　　 45ｘ90＠455

：小屋束 90ｘ90＠910

ＷＧ１

Ｗ
Ｂ

１

ＷＧ１

300

3
0
0

300

8
2
0

500

4
0
0

木製野縁

36ｘ36＠455

木製野縁

36ｘ36＠455
ラスモルタル下地 吹付塗装

防火ライト t=6 （ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材）

Ａ

事務室１

［CH=3,150］

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

2025. 3.

事務室棟
既存撤去　天井･小屋伏図

：母屋 105ｘ180＠910

：垂木 60ｘ60＠455

面 A－45



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

▼1FL

(A3)1:60

▼1FL

▼1FL

１階 廊　下

１階 廊　下

（Ａ面） （Ｂ面）
１階 事務室１

1,820

3
,
0
0
0

1,8207,280

WD
21

WD
22

WD
23

WD WD
三方枠

24 26

2,430 1,210

1,8207,280

3
,
0
0
0

7,280

WD
26

AD
21

WD
12

（Ａ面）

（Ｃ面）

3
,
1
5
0

W D
26

1,820

（Ｄ面）-2（Ｄ面）-1

廊  下

1
,
8
0
0

7602,800

5,4601,820

廊  下

（Ｂ面）-1 （Ｂ面）-2

795
110

AD
22

1
,
8
0
0

7,280 5,460

木製棚 木製棚

AW

AW

：既存建具記号を示す

：既存建具 撤去

■凡例

21

21

：壁仕上 撤去範囲

：とりこわし部分

：間仕切り壁下地 撤去範囲

  巾木・廻り縁・付属物 共

  間柱 30ｘ105＠455

木製巾木 25x150

木製廻り縁 35x60

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 180x180

木製巾木 25x150

木製廻り縁 35x60

木製巾木 25x150

木製廻り縁 35x60

木製見切
25x60

木製巾木 25x150

木製廻り縁 35x60

木製見切
25x60

木製廻り縁 35x60

木製見切
25x60

木製巾木 25x150

木製廻り縁 35x60

木製巾木 25x150

木製見切
25x60

木製巾木 25x150

木製廻り縁 35x60

木製見切
25x60

7
5
0

2
4
0

2
4
0

2
4
0

1
1
0

1
1
0

7
5
0

3
,
5
5
5

(
横

架
材

間
)

7
5
0

3
,
5
5
5

(
横

架
材

間
)

3
,
5
5
5

(
横

架
材

間
)

撤去撤去

1
,
8
8
0

860

1,460

2
,
7
6
0

1
,
9
5
5

1,380

2
,
5
3
0

1,740

1
,
8
8
0

1,700 1,700

1
,
8
8
0

1
,
8
8
0

780

800

2
,
5
3
0

2
,
7
8
0

1,740

1
,
7
7
0

860

2025. 3.

既存撤去　展開図-1

事務室棟

木製巾木 25x150

木製見切
25x60

木製廻り縁 35x60

木製巾木 25x150

4,8402,440

木製廻り縁 35x60 330

A－46



3,510

105

（Ａ面）

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

▼1FL

(A3)1:60

▼1FL

▼1FL

１階 事務室１

１階 事務室２

１階 事務室２

3
,
0
0
0

3
,
1
5
0

3
,
0
0
0

A W

AW

：既存建具記号を示す

：既存建具 撤去

■凡例

21

21

  巾木・廻り縁・付属物 共

  間柱 30ｘ105＠455

：間仕切り壁下地 撤去部分

：壁仕上 撤去

：とりこわし部分

3
0

1
,
9
5
0

3
0

5
7
5

3
0

1
4
0

（Ｃ面） （Ｄ面）

2
,
5
0
0

5,460

1
1
0

7,280 5,460

4,550 4,550

（Ａ面） （Ｂ面）

（Ｄ面）

（Ｃ面）

5,460

WD
21

1
4
0

2121 21 21
AW AW AW AW

AW
22

AW
22

WD
23

2,610

520 520 520

3
0

1
,
8
5
0

520520 520

1
,
8
0
0

1
,
8
0
0

1
,
8
1
2

木製巾木 25x150105105

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 180x180

木製巾木 25x150

木製廻り縁 35x60

木製巾木 25x150 木製巾木 25x150

木製廻り縁 35x60 木製廻り縁 35x60木製廻り縁 35x60

30 301,640

3
,
5
5
5

(
横

架
材

間
)

3
,
5
5
5

(
横

架
材

間
)

3
,
5
5
5

(
横

架
材

間
)

2,730 1,820 2,730 1,820

木製棚 撤去 木製棚 撤去 木製棚 撤去 木製棚 撤去 木製棚 撤去

3
,
5
5
5

(
横

架
材

間
)

１階 物置
（Ｂ面） （Ｃ面） （Ｄ面）

1
1
0
5
0
0

2
,
3
0
0

1,7051,7151,7151,705

1,740

2
,
7
8
0

2
,
5
3
0

1,740

1
,
9
8
0

6
3
5

3,510

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 180x180

木製廻り縁 35x60

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 180x180

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 180x180

木製廻り縁 35x60

2025. 3.

事務室棟

既存撤去　展開図-2

木製巾木 15x90 木製巾木 15x90

A－47



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:60

▼1FL

▼1FL

▼1FL

１階 事務室３

１階 書庫

１階 給湯室

2
,
7
5
0

2
,
1
8
0

2
,
1
8
0

AW

AW

：既存建具記号を示す

：既存建具 撤去

■凡例

21

21

：壁仕上 撤去範囲

：とりこわし部分

：間仕切り壁下地 撤去範囲

  巾木・廻り縁・付属物 共

  間柱 30ｘ105＠455

（Ａ面） （Ｂ面） （Ｃ面） （Ｄ面）

2,610

1
,
7
8
0

490 490 490

1
,
7
8
0

W D
24

490

1
,
7
8
0

1
,
7
8
0

4
5

1
,
7
9
0

2,730 2,730 2,730

765 825 45

木製巾木 15x90

2,730

2
,
3
4
0

(
横

架
材

間
)

（Ｄ面）（Ｃ面）（Ｂ面）（Ａ面）

1,200

8
0
0

2,730 1,520 2,730 1,520

8
0
0

580

9
0 三方枠

1
,
1
2
0

2
3
0

3
2
0

木製巾木 15x90 木製巾木 15x90

AW

7
4
5

AW
23

AW
23

（Ａ面） （Ｄ面）（Ｂ面） （Ｃ面）

WD
22

木製廻り縁 35x60 木製廻り縁 35x60 木製廻り縁 35x60木製廻り縁 35x60

木製巾木 25x150

3
,
5
5
5

(
横

架
材

間
)

4,550 3,640 4,550 3,640

24
AW

25

木製巾木 25x150 木製巾木 25x150 木製巾木 25x150

木製棚 撤去 木製棚 撤去 木製棚 撤去 木製棚 撤去

1,660

5
6
0

780

1
,
8
5
0

6
0
0

2
,
3
4
0

(
横

架
材

間
)

1
,
9
1
0

1,690 1,690

1
,
8
5
0

1,700

ｽﾃﾝﾚｽ板 t=1.0ｽﾃﾝﾚｽ板 t=1.0

(
横

架
材

間
)

2
,
6
8
5

2025. 3.

事務室棟

既存撤去　展開図-3

A－48



(A3)1:60

2,120

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

男子トイレ２

▼1FL

910910910910

男子ﾄｲﾚ側女子ﾄｲﾚ側

27
WD

27
WD 26

WD

（Ｂ面）（Ａ面） （Ｃ面） （Ｄ面）

▼1FL

前室

▼1FL

女子トイレ

▼1FL

男子トイレ１

事務室棟 トイレ展開図　S＝1/60

1,820 2,010

2,730 2,120 2,730

1,820

（Ｂ面）（Ａ面） （Ｃ面）

1,020

AD
23

1
,
1
5
0

1
,
1
5
0

1
,
1
5
0

600500

（Ａ面） （Ｂ面） （Ｃ面） （Ｄ面）

（Ａ面） （Ｃ面）

1,080 740

（Ｄ面）-1

27
WD

2
,
0
3
0

2
,
0
3
0

1
,
1
5
01
,
8
5
0

1
,
1
5
0

1
,
1
5
0

910 740 1,080

27
WD

1,410

（Ｄ面）-2

1
,
8
5
0

600 1,410

WD
28

（Ｂ面） （Ｄ面）

900

腰壁ﾀｲﾙ 腰壁ﾀｲﾙ 腰壁ﾀｲﾙ

腰壁ﾀｲﾙ 腰壁ﾀｲﾙ腰壁ﾀｲﾙ腰壁ﾀｲﾙ

腰壁ﾀｲﾙ

1
,
2
0
0

ﾎﾟﾘ合板 t=2
接着貼り

膳板:ﾎﾟﾘ合板
　　 20x120

2
,
5
9
0

(
横

架
材

間
)

2,550 2,5501,820 1,820

休憩室棟 トイレ展開図　S＝1/60

180

AD
23

26
WD

WD

WD

AW
26

AW
26

27

27

TD
21

TD
22

WD
27

TD

[1FL±0]

女子トイレ

[1FL-200]

[1FL-200]

[1FL-200]

前室

男子トイレ１

男子トイレ２

トイレ 平面詳細図　S＝1/60

■特記なき限り下記による

・壁仕上・腰壁タイル 撤去

・天井ボード（下地共）撤去

・衛生陶器 撤去（機械設備）

収納

23
9
1
0

1
,
0
2
0

事
務

室
棟

休
憩

室
棟

5
0
0

6
0
0

910 1,080740

2,730

S7 S9

Y8

T2

T3

1
,
2
1
0

1
,
8
2
0

1
,
9
7
5

1
,
8
2
0

1
5
5

3
0
0

9
1
0

E
x
p
.
j

Ｃ

展開方向

Ａ

Ｄ Ｂ

：既存建具 撤去AW

：既存建具記号を示すAW

■凡例

21

21

：既存筋かい(45ｘ90)ﾀｽｷ掛け撤去

：既存柱(105ｘ105) 撤去

：間柱(30x105＠455) 撤去部分

：既存床（木下地共）撤去部分

：壁仕上 撤去範囲

：間仕切り壁下地 撤去範囲

  巾木・廻り縁・付属物 共

  間柱 30ｘ105＠455

■展開図 凡例

木製巾木 15x90

7
5
0

25x60
木製見切

2
,
1
6
0

2
,
1
4
0

2
0

7
0

1
,
8
8
0

780

化粧鏡
300x400

6
0
0

6
0
0

830

2
,
1
8
5

900

775

1
,
8
5
0

1
,
8
5
0

木製巾木 15x90 木製巾木 15x90木製巾木 15x90

：既存床（土間ｺﾝｸﾘｰﾄ）撤去部分

※ 男子ﾄｲﾚ１・女子ﾄｲﾚ

　 磁器質ﾀｲﾙ 50角張り 共

2
,
3
8
0

2
,
3
8
0

2
0
0

2
0
0

2
,
3
4
0

(
横

架
材

間
)

2
,
3
4
0

(横
架

材
間

)

2
0
0

2
,
7
3
0

2
,
6
8
5

(
横

架
材

間
)

AW
26

AW
26

2025. 3.

トイレ　既存撤去
平面詳細図・展開図

1,360

A－49



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

符号・数量

取付位置

材　種

形　式

姿　図

金
　
物

形　式

材　種

仕　上

ガラス

丁　番

その他

備　考

仕　上

ガラス

鍵

丁　番

その他

備　考

取付位置

符号・数量

寸　法

姿　図

寸　法

鍵
金
　
物

▼FL

引き違い段窓

アルミ

メーカー仕様

クレセント

標準仕様

標準仕様

▼FL

AW-21 → 撤去

事務室１

メーカー仕様

クレセント

標準仕様

標準仕様

事務室２

AW-22 → 撤去

アルミ アルミ

メーカー仕様

クレセント

標準仕様

標準仕様

（２ヶ所） AW-23 → 撤去

事務室３

3
0

1
,
9
5
0

3
0

5
7
5

3
0

1
4
0

30 301,680 1,68090

30 3,450 30

（４ヶ所）

書庫

AW-24 → 撤去 AW-25 → 撤去

給湯室

（１ヶ所）（１ヶ所）

25 25

2
5

2
,
1
9
0

2
5

6
3
0

1
,
1
5
5

7
0

9
6
5

1,665

30 1,630 30

3
0

8
5
5

7
0

1
,
8
5
0

9
2
5

3
0

7
4
5

（２ヶ所）

30 301,600

3
0

5
0
0

3
0

1
,
2
3
8

AW-26 → 撤去

男子トイレ・女子トイレ

AD-22 → 撤去

事務室１風除室

ステンレス

シリンダー錠（レバーハンドル）

両開きドア／欄間：はめ殺し窓

標準仕様

メーカー仕様

アルミ

AD-21 → 撤去 AD-23 → 撤去

女子トイレ

2
0
0

2
5

1
,
1
5
0

2
,
1
1
5

6
0

3
0

6
7
0

8
0

2
,
7
5
0

2
,
0
0
0

30 1,680 30

（１ヶ所） （１ヶ所）（２ヶ所） （１ヶ所）

フロートガラス t=3 フロートガラス  t=3

引き違い窓／欄間：引き違い窓 引き違い段窓

フロートガラス t=3

額縁 :木製  30ｘ 90(4方 )額縁 :木製  30ｘ 90(4方 )

アルミ

メーカー仕様

クレセント

標準仕様

標準仕様

額縁 :木製  30ｘ 90(4方 )

引き違い窓

アルミ

メーカー仕様

標準仕様

標準仕様

額縁:木製  30ｘ 90(4方 )

引き違い窓

型板ガラス t=4

クレセント

型板ガラス  t=4

アルミ

メーカー仕様

標準仕様

標準仕様

引き違い窓

クレセント

型板ガラス  t=4

引き違い段窓

アルミ

メーカー仕様

クレセント

標準仕様

標準仕様

フロートガラス  t=3

額縁 :木製  25ｘ 90(4方 )

ステンレス

標準仕様

メーカー仕様

アルミ

片開きドア／欄間：はめ殺し窓

型板ガラス  t=4フロートガラス t=3

シリンダー錠（ドアノブ）

額縁:木製  25ｘ 90(3方 )額縁 :木製  30ｘ 90(3方 )額縁 :木製  35ｘ 90(3方 )

額縁 :木製  30ｘ 90(3方 )／欄間 :30ｘ 90(4方 )

35 351,390

2
,
7
2
5

3
5

5
5
0

5
5
0

2
5

25 850 25

2
0

1
,
1
3
0

5
6
0

2
0

1,33020 20

1
,
8
3
0

4
0

2
,
1
3
0

2
6
0

720

3
0

2
5

30 30
2525

2025. 3.

事務室棟
　既存　建具表-1

A－50



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

符号・数量

取付位置

材　種

形　式

姿　図

金
　
物

形　式

材　種

仕　上

ガラス

丁　番

その他

備　考

仕　上

ガラス

鍵

丁　番

その他

備　考

取付位置

符号・数量

寸　法

姿　図

寸　法

鍵
金
　
物

（１ヶ所） （１ヶ所） WD-25 → 撤去

物置

WD-24 → 撤去 （１ヶ所） WD-24 → 撤去 （１ヶ所）

WD-26 → 撤去

トイレ前室

（１ヶ所）

（１ヶ所）WD-21 → 撤去

事務室２

WD-22 → 撤去

事務室３

▼FL

書庫 事務室１

▼FL

シリンダー（ドアノブ）

ステンレス

木製フラッシュ 見込 :40㎜

ベニヤ  t=4

シリンダー（ドアノブ）

ステンレス

木製フラッシュ 見込:40㎜

ベニヤ  t=4

フロートガラス  380ｘ 680

両開きドア／欄間 :はめ殺し窓

ドア枠 :木製  30ｘ 165、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

両開きドア

ドア枠 :木製  30ｘ 165、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

ステンレス

木製フラッシュ 見込 :40㎜

ベニヤ  t=4

ドア枠 :木製  30ｘ 165、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

引き違い戸

ステンレス

木製フラッシュ  見込 :40㎜

ベニヤ  t=4

ドア枠 :木製 30ｘ 165、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

片引き戸

シリンダー（ドアノブ）

ステンレス

木製フラッシュ 見込 :40㎜

ベニヤ t=4

ドア枠:木製  30ｘ 165、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

片開きドア

フロートガラス 380ｘ 680（中桟)ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ 380ｘ 680／欄間：ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ t=3

シリンダー（ドアノブ）

ステンレス

木製フラッシュ 見込 :40㎜

ベニヤ  t=4

ドア枠 :木製  30ｘ 165、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ 380ｘ 680／欄間：ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ t=3

片開きドア／欄間 :はめ殺し窓

WD-27 → 撤去

男子トイレ・女子トイレ

WD-28 → 撤去

休憩室棟 男子トイレ

（１ヶ所）（２ヶ所） （１ヶ所）

女子トイレ 男子トイレ

TD-22 → 撤去TD-21 → 撤去

休憩室棟 男子トイレ

（１ヶ所） TD-23 → 撤去

5
02
0
0

600300
100

45
0

2
0

1
,
9
5
0

ｱﾙﾐﾚｰﾙ 20ｘ40

600

5
0

2
0

1
,
9
5
0

200100

（１ヶ所）

▼FL

シリンダー（ドアノブ）

ステンレス

木製フラッシュ 見込 :40㎜

ベニヤ t=4

ドア枠:木製  30ｘ 165、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

片開きドア／欄間 :はめ殺し窓

欄間：ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ t=3

シリンダー（ドアノブ）

ステンレス

木製フラッシュ 見込:40㎜

ベニヤ  t=4

ドア枠 :木製  30ｘ 165、 ｽﾃﾝﾚｽ沓ずり

片開きドア

フロートガラス 450ｘ 720

表示錠（ドアノブ）

ステンレス

ベニヤ t=4

トイレブース

木製フラッシュ  見込 :40㎜

表示錠（ドアノブ）

ステンレス

ベニヤ t=4

トイレブース

木製フラッシュ 見込:40㎜

表示錠（ドアノブ）

ステンレス

ベニヤ t=4

トイレブース

木製フラッシュ 見込 :40㎜

30 301,680

3
0

5
9
0

8
0

2
,
5
0
0

1
,
8
3
0

30

3
0

1,64030

1
,
8
2
0

30

3
0

1,64030

1
,
8
5
0

795

25 1,590

30

3
0

1
,
8
5
0

80030

30

3
0

2
,
5
0
0

30 740

5
9
0

8
0

1
,
8
3
0

3
0

1
,
8
2
0

30 30720

20 20740

2
0

2
,
1
4
0

2
9
0

1
,
8
1
0

4
0

400

7
0

100
600

180 400

ｱﾙﾐﾚｰﾙ 20ｘ40

2
0

1
,
8
8
0

76
0

4
5

1
,
7
9
0

45

事務室棟
2025. 3.

　既存　建具表-2
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AD
26

棚板 撤去

・外壁､軒天 撤去（範囲図示）

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
10

9
1
0

1
,
8
2
0

Y10

2
,
27
5

1
3
,
1
9
5

X4X2 X3

6,690

1,350 5,340

1,200 4,140

180
UP

倉庫

男子トイレ

X1

3
0
0

1
5
5

1
5
5

Y1

X1 X2 X3 X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

4
,5
5
0

6
,
3
70

10
,
9
2
0

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

10
,
9
2
0

5
,
4
6
0

5
,
4
6
0

開口部･間仕切り 撤去

Y10

2
,
27
5

木製棚
外

壁
 撤

去

木製棚
　撤去

Ｃ

展開方向

Ａ

Ｄ Ｂ

：既存建具 撤去AW

：既存建具記号を示す11
AW

■凡例

11

■特記なき限り下記による

：既存筋かい（45ｘ90）ﾀｽｷ掛けを示す

：既存筋かい（45ｘ90）撤去

：既存筋かい 撤去

：既存床（木下地） 撤去部分

：建物 とりこわし部分

：既存壁仕上げ 撤去部分

[建物とりこわし部分］

・外壁､内壁､軒天 撤去

・小屋組み撤去

・床 土間コンクリート､布基礎 撤去

・間仕切り下地（土台･柱 105角､間柱 30ｘ105＠455）撤去 ・内装仕上（床・壁・天井）撤去（範囲図示）

・床下地（根太・大引き）撤去（範囲図示）

[改修部分］

AW
27

AW
27

WD

AW
27

AW
27

AW
27

AW
27

WD
28

AD
25

AD

AW
30

AW
31

AW
31

AW
31

AW
31

外壁･軒天 撤去 外壁･軒天 撤去

AW
29

男子トイレ

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

9
1
0

Ex
p.
j

+220

Ex
p.
j

T3

T2

T1

3
,
64
0

1
,
8
2
0

1,
2
1
0

休憩室棟　１階平面図　S＝1/100 休憩室棟　２階平面図　S＝1/100

女子トイレ

28
AW

外壁･軒天 撤去

休憩室

更衣室

収納
階段下

ポーチ

押入 押入

階段

24

WD

WDWD
32 33

AW
32

SS
11

29

31

床 タタミ敷・床根太 撤去

木製棚
　撤去

木製棚
　撤去

S=1/10外壁側

壁・見切 詳細図内部間仕切り S=1/10

間
柱

:
4
5
x
1
0
5
＠

4
5
5

間
柱

:
4
5
x
1
0
5
＠

4
5
5

居　室

外　部

105

壁  詳細図

防水ｼｰﾄ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼

105

倉　庫居　室

ベニヤ板 t=12素地

金属ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ(よろい張り)

S=1/10カーテンボックス詳細図

20
110

2
0

3
5

A W-28、 AW-31部分

WD
30

物置

：既存柱(105ｘ105) 撤去

2025. 3.

休憩室棟
既存撤去　平面図

別途詳細図(A-48 参照)

・不用な配管・配線・器具などは、撤去とする

・下足棚、流し台 取外し→再取付

玄関

1
,
7
1
0

下足棚
(再利用)

下足棚
(再利用)

付框 撤去
25ｘ90

流し台(再利用)

D=910

1:10 

既存利用

45ｘ90
既存利用
上り框 

6,240450
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ｶﾗｰ鉄板 横葺き
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き

垂木 45x90＠455
野地合板

Y6

ホール

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 休憩室棟 (A3)1:50

 既存　矩計図 

▽1FL(B)

▽2FL(B)

▽軒高(B)

▽設計GL

3
,
3
0
0

2
,
6
0
0

4
5
0

休憩室

倉 庫

（天井）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

金属ｻｲﾃﾞｨﾝﾝｸﾞ
防水ｼｰﾄ

コンパネ t=12 素地

幕板 30x300(OS)

（軒天）
防火ﾗｲﾄ t=6

▽最高高さ(B)

3
,
4
8
7

9
,
8
3
7

金属ｻｲﾃﾞｨﾝﾝｸﾞ
防水ｼｰﾄ

4
5
0

500

▽ 1FL

1
,
4
7
0

▽軒高

8
7
5

4,140

休憩室棟 断面詳細図　1/50 Y9～Y10間 断面詳細図 1/50

倉 庫

（屋根）
ｶﾗｰ鉄板 瓦棒葺き
ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き
(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材)

垂木:45x90＠455
野地合板:t=12

母屋
90x90

母屋
90x90

（天井）
垂木･合板現わし

（床）
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120
砂敷 t=30

（床）
土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120
砂敷 t=30

S9 X4

Y1

16
0

2
5
0
2
0
0

10
0

Y5

根太

畳敷き

目透し天井板
(杉柾)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

更衣室

ｺﾝﾊﾟﾈ t=12

ｺﾝﾊﾟﾈ t=12
2階根太 落し込み

50x105＠455

収納

ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱ
ｺﾝﾊﾟﾈ t=12

 50x105＠300
根太 落し込み

２階根太現わし

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5

（床）
（床）

（天井）

（天井）

（壁）　　　　 　

（内壁）　　　　 （外壁）

（外壁）

（天井）

（間仕切り壁）

（屋根）

6
0
0

1
2
0

3
5
0

25
0

20
0

（床）

ｺﾝﾊﾟﾈ t=12
ｸｯｼｮﾝﾌﾛｱｰ t=2

根太 45x60＠455
大引き 90x90

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5
（天井）

2025. 3.

10
2

蹴込板 t=20

側桁 60x350

木製手摺

段板 t=35

A－53



■凡例

：大引き 90ｘ90 

：根太 45ｘ60＠303

4
0
0

2
,
2
7
5

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

4
,
5
5
0

6
,
3
7
0

1
0
,
9
2
0

Y10

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

D10@303

1
2
0

▽基礎天端

400

3
0

1
2
0

F1

1-D13

D10@303

D10

D13

120

D10

休憩室棟　基礎断面図　S＝1/50

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

Y10

2
,
2
7
5

1
3
,
1
9
5

180

収納

玄関

3
0
0

1
5
5

1
5
5

T3

T2

T1

F
3

F3

倉庫

ポーチ

+250

180

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

X1 X2 X3 X4

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
0
,
9
2
0

5
,
4
6
0

5
,
4
6
0

休憩室棟　2階床伏図　S＝1/100

物置

押入押入

階段

更衣室

+100

+15

400

S9

500 3,640

X4

910 9101,820

垂
木

受
 
4
5
x
9
0

野地板：コンパネ t=12

垂木：45x90＠455

：小屋組み 撤去部分

休憩室

▽１FL

2
0
0

▽設計GL

3
5
0

2
5
0

F2

120

D10@303

D10

D13

2
5
0

3
0

1
2
0

300

1
2
0

1-D13

D101
8
0

120

Ｃ断面F4

450

3-D13

束ﾌﾞﾛｯｸ 200x200

1
5
0 1
0
0

1
2
0 1
2
0 1
2
0

1
2
0

3-D13 2
0
0

2
5
0

各 D10@303

3
5
0

3
5
0

1
2
0

D10@303

120

F3

D10

D10

3
0

D10

1
2
0

3
0
0

2
5
0
2
0
0

+150

男子トイレ

玄関

母
屋

 
9
0
x
9
0

母
屋

 
9
0
x
9
0

休憩室棟　1階床伏図　S＝1/100

：根太 50ｘ105＠455 落し込み

：根太 50ｘ105＠300 落し込み

：特記以外 床梁･桁梁 105ｘ105 

■凡例

+150

■凡例

：設計GLからのﾚﾍﾞﾙ差を示す

：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120

：基礎･土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 撤去部分

X1 X3X2

撤去

9103,150

1
5
5

1
5
5T2

T1

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

105x270

105x270

105x270

105x270

105x270

105x240

105x240

105x150

105x270

105x240

1
0
5
x
2
7
0

1
0
5
x
1
5
0

大引き

大引き

大
引

き

ｶｯﾀｰ入ｶｯﾀｰ入

男子トイレ
F
2

Ｃ

F
3

F3

F
1

F
1

F1

F4

F4

F
1

F4

F4

F1

+250

2,550

9
7
5

2025. 3.

1:20 

休憩室棟

既存撤去　基礎･床伏図

X4X2 X3

6,690

1,350 5,340

1,200 4,140

X1

休憩室棟　基礎伏図　S＝1/100

8951,200

1
,
2
0
0

8
0
0

+45

ｶｯﾀｰ入

ｶ
ｯ
ﾀ
ｰ
入

1,530 1,200

2,730

畳床部分  (Ｄ断面）断面詳細図

Ｄ

S=1/20

床梁

2階根太 落し込み

50x105＠455

ｺﾝﾊﾟﾈ t=12

畳敷き t=60

根太 45ｘ90＠455

コンパネ t=12

1
4

2
7
0

1
6
0

撤去部分

床梁

▽2FL

5
5

6
5

105
敷居

1,360

F3

：床組み･合板 撤去部分

450 6,240

：畳床・下地 撤去部分（FL+160）
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休憩室棟　１階天井伏図　S＝1/100

倉庫

天井なし

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

X4X2 X3

180

収納

X1

3
0
0

1
5
5

1
5
5

T3

T2

T1

S9S7

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

2
,
2
7
5

6,690

1,350 5,340

1,200 4,140

男子トイレ
［CH=2,150］

玄 関
［CH=2,150］

Ｅ

Ｅ

Ｆ

ポーチ

天井なし

倉庫

天井なし

Ｆ

ポーチ

Ｅ

廻り縁 下 地

木製

25ｘ60

木製野縁

36ｘ36＠455

木製

25ｘ60

木製野縁

36ｘ36＠455

■ 既存天井仕上

仕 上

木製野縁

36ｘ36＠455

化粧石膏ボード（ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ） t=9.5 

防火ライト t=6 （ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材）

木製

25ｘ60

Ｅ

Ｆ

Ｈ 目透かし天井板 杉柾 t=9

Ｃ ベニヤ張り　t=5

：天井 撤去部分（野縁共）

■ １･２階天井伏図　凡例

X1 X2 X3 X4

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

休憩室棟　小屋伏図　S＝1/100

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

4
,
5
5
0

6
,
3
7
0

1
0
,
9
2
0

5
,
4
6
0

5
,
4
6
0

1
0
,
9
2
0 9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

105x270

105x270

105x270

2
C
-
2
5
0
x
5
0
x
4

2
C
-
2
5
0
x
5
0
x
4

2
C
-
2
5
0
x
5
0
x
4

2
C
-
2
5
0
x
5
0
x
4

棟
木

棟
木

105x270

■ 小屋伏せ図 凡例

：特記以外 桁梁 105ｘ105 

：垂木 45ｘ90＠455

X1 X2 X3 X4

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

押入 押入

物置

階段

Ｅ

Ｅ

更衣室

［CH=2,450］

Ｅ

［CH=2,500］

更衣室

Ｈ

5
,
4
6
0

5
,
4
6
0

1
0
,
9
2
0 9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

休憩室棟　２階天井伏図　S＝1/100

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

4
,
5
5
0

6
,
3
7
0

1
0
,
9
2
0

750 750

6
0
0

6
0
0

750750 6,690

Ｆ Ｆ

Ｆ

Ｆ

1
3
,
1
9
5

2025. 3.

休憩室棟
既存撤去　天井･小屋伏図

4
0
0

400

2
0
0

Ｇ

木製野縁

36ｘ36＠455
ラスモルタル下地 吹付塗装Ｇ

Ｆ

Ｆ
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▼1FL

１階 倉　庫

１階 玄　関

▼1FL

▼2FL

▼1FL

▼2FL

（Ａ面） （Ｂ面）

（Ｃ面） （Ｄ面）

（Ａ面） （Ｂ面） （Ｃ面） （Ｄ面）

１階 倉　庫

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:60

1
1
9

1
1
9

10,9202,275

4,140

2,550 2,730 2,550 2,730

3,640 3,640 3,640

10,920 2,275

垂木受け
45x90

WD
28

2
,
8
3
1

1
0
0

2
,
8
3
1

1
0
0

910

5
0
0

1,600

5
0
0

1,600

AW

AW

：既存建具記号を示す

：既存建具 撤去

■凡例

21

21

：壁仕上 撤去範囲

9
0

1
,
8
0
0

壁
仕

上
 
撤

去

壁
仕

上
 
撤

去

壁
仕

上
 
撤

去

壁
仕

上
 
撤

去

壁
仕

上
 
撤

去

1
1
9

2
,
6
6
6

：とりこわし部分

2
,
5
9
0

(
横

架
材

間
)

：間仕切り壁下地 撤去範囲

  巾木・廻り縁・付属物 共

  間柱 30ｘ105＠455

2
,
4
0
0

3
1
0

木製棚 撤去

木製棚 撤去 木製棚 撤去

木製棚 撤去

木製棚 撤去

木製棚 撤去

棚柱 撤去 棚柱 撤去棚柱 撤去

1,925

2
,
1
6
0

975

26
AD

雨具掛けﾌｯｸ 受材撤去
木製 20ｘ55

木製巾木 15ｘ90

AD
24

AW
27

AW
27

27
AW

27
AW

27
AW

27
AW

20 20

1
,
0
8
0

2
0

2
0

20 20

2
0

2
0

9
8
0

(
横

架
材

間
)

2
,
5
9
0

452,80045

2025. 3.

休憩室棟
既存撤去　展開図-1

下足棚（再利用） 下足棚（再利用）

3,640500

2
,
4
0
5

1,
6
7
0

2
5
0

1
5
0

2
5
0

2
,
2
3
5

2
5
0

2
,
7
8
6

2
5
0

2
,
6
8
1

2
5
0

1,
7
9
2

2
5
0

2
,
6
8
1

：事務室棟 外壁

  ラスモルタル下地 吹付塗装仕上

棚柱 既存利用

木製棚 既存利用

木製棚 既存利用

1
,
1
3
0

撤去
付框:25ｘ90

上り框 既存利用上り框 既存利用
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:60

２階 休憩室

２階 休憩室

▼2FL

▼2FL

▼2FL

（Ａ面）

6,690

2
,
5
0
0

1
6
0

W D
33

WD
32

AW

AW

：既存建具記号を示す

：既存建具 撤去

■凡例

21

21

：壁仕上 撤去範囲

：間仕切り壁下地 撤去範囲

  巾木・廻り縁・付属物 共

  間柱 30ｘ105＠455

２階 更衣室

2
,
4
5
0

2
,
4
5
0

4
0

4
0

WD
31

AW
31

AW
31

1,715

7
2
0

4
0

1
,
0
5
0

4
0

1,260

AW
3232

AW AW
32

4
0

1
,
0
5
0

4
0

7
2
0

4
0

1
,
8
7
0

4
0

6
6
0

1,7151,2601,260

木製廻り縁 2段
 35x60＋25x40

見切り 25x40
真壁柱

（Ａ面） （Ｂ面） （Ｃ面）

4,140 6,370 4,140

WD
29

敷居 105ｘ60

WD
31

AW
31

AW
31

9
4
0

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 605

1
,
0
3
0

605 605

9
1
5

1
,
0
7
5

木製巾木

15x40

木製巾木

15x40

木製巾木

15x40

2,675

28
AW

28
AW

28
AW

ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ 撤去

流し台 L=1,800

流し台 L=1,800

（Ｄ面） （Ａ面） （Ｂ面）

棚板:　　　
ｺﾝﾊﾟﾈ t＝12

910

7
5
0

WD
30

撤去

木製巾木

15x40

1,8201,2006,370

1
2
0

1
,
9
0
5

3
,
2
4
0

(
横

架
材

間
)

2,510

550

撤去

ｽﾃﾝﾚｽ板 t=1.0

ｽﾃﾝﾚｽ板 t=1.0

撤去

640 1,160

8
9
0

9
8
0

1
0
0

1
,
0
8
0

6
2
3

2
6
7

2025. 3.

休憩室棟

既存撤去　展開図-2

3
,
2
4
0

(
横

架
材

間
)

（Ｃ面） （Ｄ面）

910

棚板:　　　
ｺﾝﾊﾟﾈ t＝12

1
,
4
5
0

690

5
8
0

AW
29

棚板:　　　
ｺﾝﾊﾟﾈ t＝12

撤去 撤去

木製巾木

15x40

木製巾木

15x40

1,8201,200

3
,
2
4
0

(
横

架
材

間
)

２階 物置

2
,
4
9
0

4,550

2,6551,425 2,610

4
9
0

（再利用）

（再利用）
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

符号・数量

取付位置

材　種

形　式

姿　図

金
　
物

形　式

材　種

仕　上

ガラス

丁　番

その他

備　考

仕　上

ガラス

鍵

丁　番

その他

備　考

取付位置

符号・数量

寸　法

姿　図

寸　法

鍵
金
　
物

１階 倉庫

（１ヶ所）（１ヶ所）

１階 倉庫

AW-27 → 撤去 （２ヶ所）

１階 倉庫

（４ヶ所）

１階 倉庫

（３ヶ所）

AD-24 → 既存利用 （１ヶ所） AD-25 → 既存利用

AD-26 → 既存利用 AW-28 → 撤去 AW-29 → 撤去 AW-30 → 既存利用（１ヶ所）（１ヶ所） （１ヶ所） AW-31 → 既存利用 （４ヶ所） AW-32 → 既存利用 （３ヶ所）

２階 更衣室２階 休憩室、更衣室２階 階段２階 物置２階 休憩室

5
0
0

AW-27 → 既存利用

１階 階段下収納

１階 玄関

▼1FL ▼2FL ▼2FL

1,600

3
5
0

▼ 1FL ▼1FL

2
0
0

アルミ

メーカー仕様

クレセント

標準仕様

標準仕様

額縁:木製  30ｘ 90(4方 )

引き違い窓

アルミ

メーカー仕様

標準仕様

標準仕様

額縁:木製 30ｘ 90(4方 )

引き違い窓

フロートガラス t=3

クレセント

フロートガラス  t=3

片開きドア／欄間：はめ殺し窓

シリンダー錠（ドアノブ）

ステンレス

メーカー仕様

アルミ

標準仕様

シリンダー錠（ドアノブ）

ステンレス

メーカー仕様

アルミ

標準仕様

片開きドア

フロートガラス  t=3

額縁 :木製  30ｘ 90(3方 ) 額縁 :木製  30ｘ 90(3方 )

シリンダー錠（ドアノブ）

ステンレス

メーカー仕様

アルミ

標準仕様

フロートガラス t=3

額縁 :木製  30ｘ 90(3方 )

親子ドア／欄間：はめ殺し窓

軽量シャッター　手動

メーカー仕様

スチール

アルミ

メーカー仕様

標準仕様

標準仕様

額縁:木製  30ｘ 90(4方 )

引き違い窓

クレセント

アルミ

メーカー仕様

標準仕様

標準仕様

額縁 :木製  30ｘ 90(4方 )

クレセント

フロートガラス t=3 フロートガラス  t=3

アルミ

メーカー仕様

標準仕様

標準仕様

額縁 :木製  30ｘ 90(4方 )

引き違い窓

クレセント

フロートガラス t=3

アルミ

メーカー仕様

標準仕様

標準仕様

額縁:木製 30ｘ 90(4方 )

クレセント

フロートガラス t=3

アルミ

メーカー仕様

標準仕様

標準仕様

額縁:木製  30ｘ 90(4方 )

クレセント

フロートガラス t=3

たてすべり窓 たてすべり窓よこすべり窓

2
0
0 1
6
0

1
6
0

2
,
4
0
0

3
1
0

45 452,800

20 20690

2
,
4
3
0

2
0

3
8
0

2
,
0
2
0

3
0

20 20

2
0

1
,
0
8
0

2
0

5
0
0

1,60020 20

2
0

1
,
1
8
0

2
0

20 20

2
0

2
,
3
4
0

1
,
9
8
0

4
0

3
2
0

1,210

5
4
0

2
0

65020 20

2
0

1
,
4
5
0

2
0

2
0

9
9
0

20 20560 20

2
0

9
8
0

9
9
0

2
0

20560

2
0

7
4
0

2
0

1
,
0
5
0

20 201,680

2
0

7
4
0

1
,
0
5
0

2
0

20 201,260

1
,
8
6
0

75020

2
0

20

▼休憩室FL

9
4
0

4
0

▼更衣室FL

2025. 3.

休憩室棟
　既存　建具表-1

SS-11 → 既存利用

片面シリンダー
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

形　式

材　種

仕　上

ガラス

丁　番

その他

備　考

取付位置

符号・数量

寸　法

姿　図

鍵
金
　
物

（１ヶ所） （１ヶ所）

２階 更衣室 ２階 更衣室

▼2FL

（１ヶ所）

２階 休憩室

▼更衣室FL

２階 休憩室

（１ヶ所） （１ヶ所）

２階 物置

1,245

1
,
8
7
0

4
0

1,095

4
0

1
6
0

1
6
0

ス テンレス

親子ドア／欄間:はめ殺し窓

木製框戸 見込 :40㎜

型板 ｶﾞﾗｽ t=4／欄間： ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ t=3

片開きドア／欄間 :はめ殺し窓

木製フラッシュ 見込:40㎜

欄間： ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ t=3

空錠シリンダー

ドアノブ ドアノブ

ドア枠 :木製  30ｘ 165

木製フラッシュ 見込 :40㎜

４枚引き戸

引手

ドア枠 :木製  30ｘ 165 三方枠:木製  30ｘ 165、敷居:130ｘ 90

(休憩室側 ) 化粧 ﾍﾞﾆﾔ、 (更衣室側 ) 襖紙

木製フラッシュ  見込 :40㎜

引手

襖紙

両開き戸

木製フラッシュ 見込 :40㎜

引手

襖紙

両開き戸

枠:木製 30ｘ 165枠 :木製  30ｘ 165

WD-29 → 既存利用 WD-31 → 撤去

1,200

2
0

2
,
4
3
0

1
2
0

敷居 105ｘ55

1
,
1
7
0

4
0

6
6
0

4
0

1
,
9
7
0

4
2
0

4
0

20 20 760

2
,
0
1
0

4
0

3
8
0

2
,
4
3
0

2
0

20 20

20
15 152,605

20

1
,
8
7
0

1
52
0

WD-30 → 既存利用 WD-32 → 既存利用 WD-33 → 既存利用

2025. 3.

休憩室棟
　既存　建具表-2
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ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

Exp.j金物

柱新設

S9S7

1,430 1,300

2,730

S1 S2 S3 S4 S5

9
1
0

1
,
9
7
5

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
6
6
5

Y8

Y7

Y6

1
,
2
1
0

1
,
8
2
0

Y9

1
5
5

1
5
5

9,100

1,820 1,820 1,820 1,820910 910

9
1
0

会議室

+450

廊　下

廊　下

+450

+450

1
,
3
8
0

+450

廊　下

WD
６

+450

柱新設

柱新設

柱新設

WD
７

男子トイレ

男子ﾄｲﾚ(小)

WD
７

女子トイレ

WD
８

AW AW
１ １

AW
２

AW
２

AW
３

AW

AW

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板
ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=25

柱新設

E
x
p
.
j

180

AW
４

５

５

Exp.j金物
(ｱﾙﾐ)

AD
26

+250

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

T2

T3

1
,
8
2
0

T4

1
,
8
2
0

1
,
2
1
0

6
1
0

3
,
6
4
0

T1

(A3)1:50

Exp.j金物
(ｱﾙﾐ)

Exp.j

6
1
0

Exp.j金物

225

事務室棟

事
務

室
棟

休
憩

室
棟

Exp.j金物

1,350 1,200

X3X1 X2

2025. 3.

 改修 平面詳細図

天井段差

25ｘ90
付框 新設

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
　(既存利用)

下足棚
(再利用)

ＢＤ

Ａ

展開方向

Ｃ

１階 平面詳細図　S＝1/50

■凡例

：既存建具記号を示す

：新設建具記号を示す

：断熱材 充填

AW
１

AW
11

■特記なき限り下記による

・床：構造用合板 t=28＋ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9下地、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2 貼り

・天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ（ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ）t=9.5張り

・壁：石膏ボード t＝12.5下地、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

・巾木：ソフト巾木 H=60

・床断熱材：押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=60（大引き間敷込み）

・壁･天井 断熱内側：防湿気密ｼｰﾄ張り

・内装用（床・壁・天井） ｴｷｽﾊﾟﾝｼﾞｮｲﾝﾄｶﾊﾞｰ（ｸﾘｱﾗﾝｽ50）

340 1,340 140

2
,
5
0
0

AD
3

WD
９

(再利用)
下足棚

1
5
5

1
,
0
2
0

玄　関

45ｘ90
上り框 既存利用　(既存利用)

床:ﾃﾗｿﾞｰ仕上

1
,
1
4
0

8
7
0

+210

+415

踏込

Exp.j

外壁新設 (構造用合板張り)

Exp.j金物

外
壁

新
設

 (
構

造
用

合
板

張
り

)

外壁新設 (構造用合板張り)

外壁新設 (構造用合板張り)

A－60



1
5
5

1
,
0
2
0

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

1,250

X1 X3 X4

1,300

X2
6,690

4,140

玄　関

+450

男子トイレ

+450

廊　下

Ex
p.
j

Y8

Y7

Y6

Y9

Y1

Y2

Y4

Y5

Y3

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

１階 平面詳細図　S＝1/50 ２階 平面詳細図　S＝1/50

X1 X3 X4X2
6,690

4,1401,350 1,200

910 1,865 1,365

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
6
6
5

1
5
5

1
,
8
2
0

1
5
5

1
0
,
9
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

Y8

Y7

Y6

Y9

Y1

Y2

Y4

Y5

Y3

910

物 入 物 入

2FL+40

休憩室

AW
27

AW
27

AW
27

AW
27

6
,
3
7
0

4
,
5
5
0

出隅 木製 防腐塗装

出隅 木製 防腐塗装

AW

AW

AW

AW
31

31

31

31

AW
32

AW
32

AW
32

AW
30

10
WD

WD
WD 29
30

WD WD
32 33

WD
７

AW

間柱 新設 間柱 新設

間柱 新設

柱新設

柱新設
(真壁用 無節)

出隅 木製 防腐塗装

AD
24

柱新設

25
AD

180

額縁新設 25x25
(３方)

床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
　(既存利用)

倉　庫階段下収納

+250 +100

2FL±0

階 段

階 段

■凡例

：既存建具記号を示す

：新設建具記号を示す

：断熱材 充填

AW
１

AW
11

６

AD
26

+250

25ｘ90
付框 新設

下足棚

SS
11

間柱 新設

1,200 910

窓枠 30x170窓枠 30x170

額縁新設 25x25
(３方)

額縁新設 25x25
(ﾀﾃ･上部)

事務室棟休憩室棟

台形見切 新設
25x360

塗装改修

ライニング新設

1,350

天板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=25

(再利用)

(再利用)
流し台

2FL±0

物 置

：床 根太組・仕上 新設部分

休憩室棟
2025. 3.

　改修 平面詳細図

木製棚
新設

木製棚
新設

木製棚
新設

木製棚

棚板:ｺﾝﾊﾟﾈ t=12
新設

更衣室

2FL+160

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 新設部分

・床:土間ｺﾝｸﾘｰﾄ 一部新設

・壁:構造用合板 t=9素地

【内装改修内容】 【内装改修内容】

・巾木:ｿﾌﾄ巾木 H=60

・壁:石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地

・天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
　　　　(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5

【内装改修内容】

・巾木(3面):ｿﾌﾄ巾木 H=60

・壁(3面):石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
　　　　　　　　　　 素地

・天井:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
　　　　(ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ) t=9.5

【内装改修内容】

・床:床根太＋合板 t=12下地
　　 畳新設

・壁(1面):石膏ﾎﾞｰﾄﾞt12.5下地
　　　　　ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

　　 ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

WD
９

(再利用)
下足棚

45ｘ90
上り框 既存利用

既存利用

450

外
壁

新
設

外
壁

新
設

外壁新設 (構造用合板張り)
外壁新設 (構造用合板張り)

外壁新設 (構造用合板張り)

外
壁

新
設

外
壁

新
設

外
壁

新
設

A－61



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

▽設計GL

4
5
0

3
,
7
0
0

6
,
4
0
4

2
,
2
5
4

▽最高高さ(B)

▽軒高(B)

▽1FL

更衣室

廊下

2,550

X1 X3

1,250 1,300

2
,
7
0
0

1
,
0
0
0

1
6
0

2
,
5
0
0

6
4
0

ｺﾝﾊﾟﾈ t=12
2階根太 落し込み
50x105＠455

（天井）
目透し天井板
(杉柾)

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

（間仕切り壁）

S7S2

9,100

1,820 7,280

S1

５

▽RC 1FL

▽軒高(B)

▽2FL(B)

▽1FL(B)

▽最高高さ(B)

3
,
4
8
7

3
,
3
0
0

2
,
6
0
0

4
5
0

9
,
8
3
7

2
,
8
0
0

▽RC 2FL

2
,
7
0
0

3
0
0

事務室棟(木造)会議室棟(RC造) 事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)

事務室棟・休憩室棟
 改修　矩計図-1

2025. 3.

8
7
0

（天井）新設

調整束

大引き:90x90＠910

鋼製束

大引き:90x90＠606

構造用合板 t=28
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2

（床新設）

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5
防湿気密ｼｰﾄ貼り

（天井）新設

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5
防湿気密ｼｰﾄ貼り

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
（内壁 新設）

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100充填
防湿気密ｼｰﾄ貼り
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
（内壁 新設）

廊下 会議室

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=200

男子トイレ

防湿気密ｼｰﾄ貼り
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
（内壁 新設）

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100充填

倉庫

5
4
0

2
,
1
6
0

2
,
1
6
0

4
4
0

（天井）新設

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5
防湿気密ｼｰﾄ貼り

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15敷き
ｸｯｼｮﾝ砂 t=30

防湿ｺﾝｸﾘｰﾄ t=100
 (ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ φ6 150角敷込み)

改修後矩計図　1/50

450
畳敷き

（床）新設

合板 t=12
根太 45x90＠455
断熱材 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=60
　　　（根太間）

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=14
通気胴縁 t=18
透湿防水ｼｰﾄ

（外壁 新設）      

A－62



105ｘ240

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

▽設計GL

4
5
0

3
,
7
0
0

6
,
4
0
4

2
,
2
5
4

820

4,550

T1

910

小屋梁:120ｘ240

会議室

事務室棟 改修後矩計図　1/50

T4

1,820

T3

事務室棟

900

屋根新設範囲

(母
屋･垂

木･野
地合板 新

設)

（軒天 新設）

棟換気 新設

10
4.5

10
4.5

▽ 1FL

▽軒高

▽最高高さ(B)

Ｔ１
鼻隠し新設
21x250 ｶﾗｰ鉄板包み

小屋梁新設 小屋梁新設

小屋梁新設

小屋梁新設

方杖新設

小屋束新設

小屋束新設
105ｘ150

105ｘ150

105ｘ240

105ｘ105

105ｘ105

90ｘ90

母屋:90
x90

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940下葺

垂木:45x60＠455
野地合板:t=12　

（屋根 新設）　　

2025. 3.

 改修　矩計図-2

（天井）

化粧ｽﾗｸﾞせっこう板 t=6

化粧ｽﾗｸﾞせっこう板
t=6

（軒天 新設）　　　

（天井）

（外壁 新設）
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=14
通気胴縁 t=18
透湿防水ｼｰﾄ
構造用合板 t=9

9
2
5

1
,
7
5
0

（内壁 新設）
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
防湿気密ｼｰﾄ貼り

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100充填

（内壁 新設）
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=100充填
防湿気密ｼｰﾄ貼り
ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り
石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
（内壁 新設）

廊下

鋼製束

構造用合板 t=28
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9
ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2

（床新設）

大引き:90x90＠910

大引き:90x90＠606

5
5
0

3
0
0

2
5
0
2
0
0

5
0

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15敷き
ｸｯｼｮﾝ砂 t=30

防湿ｺﾝｸﾘｰﾄ t=100
 (ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ φ6 150角敷込み)

4
5
0

2
,
3
4
5

1
,
3
5
5

▽ 1FL(B)

▽軒高

5
5
0

3
0
0

2
5
0
2
0
0

垂木:45x90＠455

（屋根）

ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ下葺き
(ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材)
野地板:t=12

ｶﾗｰ鉄板 瓦棒葺き

2,730

S7 S9

1,430 1,300

500

300

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5
防湿気密ｼｰﾄ貼り防湿気密ｼｰﾄ貼り

（外壁 新設）
窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ t=14

通気胴縁 t=18
透湿防水ｼｰﾄ

構造用合板 t=9

10
3

小屋梁 新設:105x105

2
,
1
6
0

廊下

女子ﾄｲﾚ

1
,
3
0
0

5
0
0

3
6
0

（天井）

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ t=9.5
防湿気密ｼｰﾄ貼り 化粧ｽﾗｸﾞせっこう板 t=6

（軒天 新設）

化粧ｽﾗｸﾞせっこう板 t=6
（軒天 新設）

トイレ 改修後矩計図　1/50 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15敷き
ｸｯｼｮﾝ砂 t=30

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=100（D10＠200）

2
,
7
0
0

調整束

構造用合板 t=28
ﾗﾜﾝﾍﾞﾆﾔ t=9

（床新設）

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ t=2

5
4
0

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.4横葺き

A－63



4
,
5
5
0

6
,
3
7
0

7,280

Ｅ
8
2
0

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

9,100

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S9

2,730

T4

T3

T2

T1

1
,
8
2
0

5
,
4
6
0

7
,
2
8
0

事務室棟・休憩室棟

廊　下

廻り縁 下 地

木製野縁

36ｘ36＠455

木製野縁

36ｘ36＠455

仕 上

■ 改修天井仕上

化粧石膏ボード（ｼﾞﾌﾟﾄｰﾝ） t=9.5 

Ｆ

Ｅ

木製野縁

36ｘ36＠455

木製

25ｘ60
Ｈ 目透かし天井板 杉柾 t=9

Ｇ
木製野縁

36ｘ36＠455

塩ビ

塩ビ

塩ビ
防火ライト t=6 （ｱｽﾍﾞｽﾄ含有みなし建材）

【既存部分】

X1 X2 X3 X4

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

Y1

Y2

Y3

Y5

Y6

Y9

1
0
,
9
2
0

750 750

6
0
0

6
0
0

750750 6,690

Y1

Y2

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

X4X2 X3X1

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

6,690

1,350 5,340

1,200 4,140

1
0
,
9
2
0

押 入 押入

物置

階段

Ｅ

Ｅ

更衣室

［CH=2,450］

Ｅ
Ｆ

収納

ポーチ

天井なし

倉庫

天井なし

Ｅ

ポーチ

玄 関
［CH=2,160］

Ｅ

ＥＥ

Ｅ

Ｅ

［CH=2,500］

更衣室

Ｈ
Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

休憩室棟　２階天井伏図　S＝1/100

事務室棟･休憩室棟　１階天井伏図　S＝1/100

1
,
8
2
0

T4

軒先通気金物

9
0
0

500

6
1
0

［CH=2,700］

［CH=2,700］

会議室

3
,
0
3
0

1
5
5

T4

 改修　天井伏図

2025. 3.

1,3001,430

2
,
5
0
0 ［CH=2,700］

踏込

■ １･２階天井伏図　凡例

：天井点検口　450角（高気密・高断熱型）

：天井 改修部分（野縁共）

180

300 300

4
5
0

Ｅ

Ｅ

Ｇ

Ｇ

Ｅ

Ｇ

：軒先通気金物（ｶﾗｰGL鋼板） 新設

軒先通気金物

軒先通気金物

軒先通気金物

軒
先

通
気

金
物

軒
先

通
気

金
物 軒
先

通
気

金
物

軒
先

通
気

金
物

1
,
8
2
0

9
1
0

1
0
,
9
2
0

5
,
4
6
0

5
,
4
6
0

1
,
8
2
0

化粧スラグ石こう板 t=6

A－64



AD
3

（Ａ面）

2
,
1
6
0

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

▼1FL

(A3)1:60

▼1FL

▼1FL

9,100

（Ｂ面）-2

1,430 1,820

（Ｄ面）-1

事務室棟・休憩室棟

2,
1
6
0

WD
7

WD
7

WD
8

WD
6

1,645

794794 930

2
,
0
3
3

2
,
3
3
5

(
横

架
材

間
)

3
,
5
5
5

(
横

架
材

間
)

1,820 1,210 155

Exp.j金物(ｱﾙﾐ)

2
,
7
0
0

650

2
5
0

2
,
7
0
0

2
,
8
9
5

１階 廊下

１階 廊下

１階 廊下

1,380

間仕切り壁(間柱 新設)

ｿﾌﾄ巾木 H=60

ｿﾌﾄ巾木 H=60ｿﾌﾄ巾木 H=60

ｿﾌﾄ巾木 H=60

（Ａ面）

（Ｄ面）-2

5,005

2
,
3
3
5

(
横

架
材

間
)

Exp.j金物(ｱﾙﾐ)

1,820 155 1,2101,820

廊  下

ｿﾌﾄ巾木 H=60

AW
2

AW
3 AW

4

1
,
3
5
0

9
0
0

9
0
0

1
,
1
5
0

1
,
3
5
0

9
0
0

1,700650

2
,
1
6
0

5
4
0

2
,
1
6
0

5
4
0

廊  下

7,280

ｿﾌﾄ巾木 H=60

180 1,820

WD
9

780

2
,
0
3
3

1,250

ｿﾌﾄ巾木 H=60

（Ｃ面）

2
,
7
0
0

1,820

2
,
9
3
0

3
,
1
4
5

2
1
5

１階 踏込

AW

AW

：既存建具記号を示す

■凡例

21

1

■特記なき限り下記による

：新設建具記号を示す

2025. 3.

改修　展開図-1

・壁：石膏ボードｔ=12.5下地、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

・巾木：ソフト巾木 H=60

4,7802,500

ｿﾌﾄ巾木 H=60

870

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り

磁器質ﾀｲﾙ
 100角

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り

AD
3

1,456

2
,0
4
5

ｿﾌﾄ巾木 H=60

Exp.j金物

磁器質ﾀｲﾙ
 100角

3
,
1
4
5

2,960 2,500

ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ張り

ｿﾌﾄ巾木 H=60

2
,
0
3
0

（Ｂ面）-1

1,665

4,850

A－65



1,300

（Ａ面） （Ｂ面）

1,820 1,300 1,820

（Ｃ面） （Ｄ面）

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

▼1FL

(A3)1:60

▼1FL

▼1FL

3
,
0
0
0

（Ａ面）

7,280 5,460

7,280 5,460

１階 女子トイレ

１階 会議室

１階 会議室
（Ｃ面）

（Ｂ面）

（Ｄ面）

事務室棟・休憩室棟

WD
6

2
,0
3
0

1,645

2
,
1
6
0

WD
7

棚手すり付
紙巻器

ｺｰﾅｰ手洗ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

化粧鏡

ﾀｵﾙﾘﾝｸﾞ

 ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ
扉付ﾐﾄﾞﾙ

 ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ
扉付ﾐﾄﾞﾙ

785

2
,
0
3
3

1,645

2
,
3
3
5

(
横

架
材

間
)

3
,
5
5
5

(
横

架
材

間
)

3
,
5
5
5

(
横

架
材

間
)

AW
4

5
5
0

1
,
2
7
5

2
,
7
0
0

1,7001,700

ｿﾌﾄ巾木 H=60ｿﾌﾄ巾木 H=60

ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60

ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60

AW AW
1 1

9
0
0

1
,
8
0
0

A W

AW

：既存建具記号を示す

■凡例

21

1

■特記なき限り下記による

：新設建具記号を示す

2025. 3.

改修　展開図-2

・壁：石膏ボードｔ=12.5下地、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

・巾木：ソフト巾木 H=60

A－66



1
,
5
0
0

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:60

（Ａ面）

1,300

（Ａ面）

1,300

（Ａ面）
１階 男子トイレ

１階 男子ﾄｲﾚ(小)

１階 玄関

事務室棟・休憩室棟

（Ｂ面）

2,730

▼1FL

▼1FL

▼1FL

2
,
1
6
0

2,
1
6
0

2
,
1
6
0

（Ｂ面）

1,820 1,300 1,820

（Ｃ面） （Ｄ面）
(
横

架
材

間
)

 ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ
扉付ﾐﾄﾞﾙ

棚手すり付
紙巻器

化粧鏡

ｺｰﾅｰ手洗ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ

ﾀｵﾙﾘﾝｸﾞ
WD
7

 ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ
扉付ﾐﾄﾞﾙ

1,645

2
,
5
9
0

(
横

架
材

間
)

2
,
5
9
0

(
横
架

材
間

)
2
,
3
3
5

(
横

架
材

間
) ﾀｵﾙﾘﾝｸﾞ

化粧鏡

1,3001,210

（Ｃ面）

1,210

（Ｂ面） （Ｄ面）

WD
8

AW
4

2
,
0
3
3

ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=25
ﾗｲﾆﾝｸﾞ天板

1
,
3
0
0

5
2
5

790 70220

115

2
,
0
3
3

930

WD
9

（Ｄ面）（Ｃ面）

26
AD

2,5502,550

780

1,250 1,300 1,200 1,350

2
,
0
3
3

1
2
0

ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60ｿﾌﾄ巾木 H=60

ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60

ｿﾌﾄ巾木 H=60

ｿﾌﾄ巾木 H=60

9
0

1
,
8
0
0

1,925

ﾌｯｸ 受材新設

ｿﾌﾄ巾木 H=60

AW

AW

：既存建具記号を示す

■凡例

21

1 ：新設建具記号を示す

■特記なき限り下記による

：内装 既存利用部分

2025. 3.

改修　展開図-3

下足棚（再利用）

付框:25ｘ90

・壁：石膏ボードｔ=12.5下地、ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り

・巾木：ソフト巾木 H=60

木製 20ｘ55 SOP

新設

975

9
0

1
,
8
0
0

下足棚（再利用）

2,885

上り框 既存利用
上り框 既存利用

A－67



4,140

2
,
4
0
0

3
1
0

（Ｃ面）

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:60

１階 倉　庫

▼1FL

▼2FL

▼1FL

▼2FL

1
1
9

（Ａ面）

2
,
8
3
1

1
0
0

4,140

休憩室棟

452,80045

（Ｄ面）

10,920

（Ｂ面）

10,920

3,640 3,640 3,640

1
1
9

1
0
0

2
,
8
3
1

2
,
6
6
6

構
造

用
合

板
 
t
=
1
2
張

り

構
造

用
合

板
 
t
=
1
2
張

り

構
造

用
合

板
 
t
=
1
2
張

り

構
造

用
合

板
 
t
=
1
2
張

り

A W

AW

：既存建具記号を示す

■凡例

21

1 ：新設建具記号を示す

SS
11 AD

24

2
5
0

2
,
7
8
6

3,510

7
5
0

1
,
1
3
0

7
9
0

9
1
0

2
,
6
7
0

棚板:ｺﾝﾊﾟﾈｔ=12

棚受:35x35＠455

中柱:100x100 棚受:20x90

棚受:20x90

棚受:20x90

中柱:100x100

棚板:ｺﾝﾊﾟﾈｔ=12

棚板:ｺﾝﾊﾟﾈｔ=12

棚受:20x60

2025. 3.

改修　展開図-4

【木製棚  新設  ３箇所】

木製棚 新設 木製棚 新設 木製棚 新設

木製棚 既存利用

木製棚 既存利用

木製棚 既存利用

木製棚 新設

木製棚 新設

910

：面材耐力壁 構造用合板ｔ=9

１階 倉　庫

：壁 ﾗﾜﾝ合板 t=9 新設部分

A－68



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:60

▼2FL

910 910

7
5
0

W D
302

,
4
9
0

1,8201,200 1,8201,200

3
,
2
4
0

(
横

架
材

間
)

（Ａ面） （Ｂ面） （Ｃ面） （Ｄ面）

２階 休憩室

▼2FL

2
,
4
5
0

4
0

（Ａ面）

4,140

（Ｃ面）

4,140 4,140

（Ｃ面）（Ｄ面）
２階 更衣室

2
,
5
0
0

1
6
0

AW
6

1
2
0

3
,
2
4
0

(
横

架
材

間
)

3
,
2
4
0

(
横

架
材

間
)

W D
10

WD
10

(真壁用 無節)

1
,
8
7
0

4
0

4
9
0

910

既存柱
(真壁)

1
,
9
1
0

1,840

間柱新設間柱新設

3,230

1
,
3
5
0

1
9
0

9
1
0

1,700

流し台 L=1,800

再利用

2
4
5

6
5
5

W D
29

流し台 L=1,800

9
0
0

640 1,160

1,820

再利用

ﾗｲﾆﾝｸﾞ新設

天板:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=25

8
1
0

天板:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=25

ﾗｲﾆﾝｸﾞ新設

AW ：既存建具記号を示す

■凡例

21

間柱新設
ｿﾌﾄ巾木 H=60

２階 物置

ｿﾌﾄ巾木 H=60 ｿﾌﾄ巾木 H=60

9
1
0

【 物置  棚板詳細】

棚受:60x40

棚受:60x40 @455

棚受:90x60

棚板:ｺﾝﾊﾟﾈｔ=12

1,070

棚板 新設棚板 新設 棚板 新設

1
,
5
5
0

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 新設

1
,
5
5
0

9
0

110

690

2025. 3.

改修　展開図-5

休憩室棟

AW
1 ：新設建具記号を示す

  巾木・廻り縁・付属物 共

：壁仕上 新設範囲

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 新設

敷居 105ｘ40

廻り縁 新設範囲

(三方)

間柱新設
木製幅木 15x40 SOP木製幅木 15x40 SOP

木製幅木 15x80 SOP

敷居 105x40 CL

1,865 1,365 9101,8651,365910

見切 25x40 CL

2段 35x60＋25x40 CL

　　　　 CL

柱新設 (CL)

CL
鴨居 105x40

見切 25x30 SOP

ﾗﾜﾝ合板 t=9 捨張

：面材耐力壁 構造用合板ｔ=9

A－69



3
0

1,690

8
2
0

8
8
5

9
7
0

設計 検図

担当

縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

符号・数量

取付位置

材　種

形　式

姿　図

金
　
物

形　式

材　種

仕　上

ガラス

丁　番

その他

備　考

仕　上

ガラス

鍵

丁　番

その他

備　考

取付位置

符号・数量

寸　法

姿　図

寸　法

鍵
金
　
物

▼1FL

AD-3 → 新設 AW-1 → 新設（１ヶ所） （２ヶ所）

１階 会議室 １階 廊下

（２ヶ所）

１階 廊下

AW-2 → 新設 AW-3 → 新設

１階 踏込

メーカー仕様

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ（ FL5+A12+Low-E5）　

本締錠

ｽﾃﾝﾚｽ丁番、 ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ（ ｽﾄｯﾌﾟ付）

親子開きドア

メーカー仕様

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ（ FL5+A12+Low-E5）　

クレセント

▼1FL

付属金物一式、網戸

メーカー仕様

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ（ FL5+A12+Low-E5）　

クレセント

付属金物一式、網戸

引き違い窓

（１ヶ所） （２ヶ所）WD-6 → 新設

１階 会議室

WD-7 → 新設 WD-8 → 新設

１階 男子トイレ・女子トイレ

（１ヶ所）

１階 男子トイレ（小）

（１ヶ所）

１階 廊下

AW-5 → 新設 （２ヶ所）

（１ヶ所）（１ヶ所）

メーカー仕様

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ（ FL5+A12+Low-E5）　

付属金物一式、 ﾛｰﾙ網戸

カムラッチハンドル

縦すべりだし窓

メーカー仕様

付属金物一式、ﾛｰﾙ網戸

カムラッチハンドル

横すべりだし窓

1
,
2
6
0

5
7
0

780

型板 ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ（ FL4+A12+Low-E5）　

引き違いドア

型板ｶﾞﾗｽ　 t=4

本締鎌錠

枠見込  t=154、扉見込  t=40 枠見込  t=154、扉見込 t=40

枠・扉共 :SOP

枠見込  t=154、扉見込  t=40

付属金物一式、 ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、戸当り

ｽﾃﾝﾚｽ丁番、ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ（ ｽﾄｯﾌﾟ付）

型板ｶﾞﾗｽ　 t=4、 ｱﾙﾐｶﾞﾗﾘ採光窓

枠 :SOP、扉 :ﾒﾗﾐﾝ化粧板 ﾒｰｶｰ仕様

付属金物一式、戸当り付属金物一式、戸当り

掘込み引手、戸車、ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ

ｾﾊﾟﾚｰﾄｶﾏ錠・表示錠 ｾﾊﾟﾚｰﾄｶﾏ錠・表示錠

片引きドア（ﾒｰｶｰ品） 折戸ドア（ ﾒｰｶｰ品）

木製フラッシュ（ ﾒｰｶｰ仕様） 木製フラッシュ（ﾒｰｶｰ仕様）

40 401,600

800 800

400200 200

4
0

2
,
0
0
0

3
0
0

1
,
1
0
0

6
0
0

36

808

241,585 36

5
3

1
,
9
6
7

5
3

1
,
9
8
0

25880

750
(有効開口)

40 40

4
0

2
,
0
0
0

700

握り ﾊﾞｰ引手、吊戸金具、ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ

800

1,340

540

2
,
0
1
8

ｱﾙﾐ、沓摺：ｶﾊﾞｰ材 水返し型、額縁：D=102 化粧ｼｰﾄ張り

附属金物一式、ﾌﾟｯｼｭﾌﾟﾙ錠(ﾊﾞｰﾀｲﾌﾟ)、ﾌﾗﾝｽ落し、戸当り

見込70、 SAT、  YKKAP:7TD同等品 見込70、 SAT、 YKKAP:ｴﾋﾟｿｰﾄﾞⅡ NEO 同等品

ｱﾙﾐ樹脂複合、額縁：D=102 化粧 ｼｰﾄ張り ｱﾙﾐ樹脂複合、額縁：D=102 化粧 ｼｰﾄ張り ｱﾙﾐ樹脂複合、額縁：D=102 化粧 ｼｰﾄ張り

引き違い段窓 (C× T-165-S× A 高強度 ﾀｲﾌﾟ)

ｱﾙﾐ樹脂複合、額縁： D=102 化粧 ｼｰﾄ張り

見込 70、 SAT、 YKKAP:ｴﾋﾟｿｰﾄﾞⅡ NEO 同等品 見込 70、 SAT、 YKKAP:ｴﾋﾟｿｰﾄﾞⅡ NEO 同等品

見込70、 SAT、 YKKAP:ｴﾋﾟｿｰﾄﾞⅡ NEO 同等品

8
8
5

1
,
3
7
0

8
8
5

1
,
3
7
0

1,690 640

枠 :木製  SOP、扉 :木製 ﾌﾗｯｼｭ、 ﾚｰﾙ： SUS　 HL

１階 廊下

AW-4 → 新設

１階 廊下

WD-9 → 新設

メーカー仕様

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ（ FL5+A12+Low-E5）　

付属金物一式、ﾛｰﾙ網戸

カムラッチハンドル

縦すべりだし窓

枠見込  t=154、扉見込 t=40

ｽﾃﾝﾚｽ丁番、 ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ（ ｽﾄｯﾌﾟ付）

付属金物一式、ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ、戸当り

両側 本締錠

片開きドア

枠:SOP、扉 :ﾒﾗﾐﾝ化粧板

ｱﾙﾐ樹脂複合、額縁： D=102 化粧 ｼｰﾄ張り

見込 70、 SAT、 YKKAP:ｴﾋﾟｿｰﾄﾞⅡ NEO 同等品

8
8
5

1
,
1
7
0

640

枠:木製 SOP、扉:木製ﾌﾗｯｼｭ(断熱材充填)、床見切り：SUS　HL

2025. 3.

新設　建具表-1

図面内容

事務室棟・休憩室棟

A－70



（１ヶ所）

AD-24 → 既存利用

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

符号・数量

取付位置

材　種

形　式

姿　図

金
　
物

形　式

材　種

仕　上

ガラス

丁　番

その他

備　考

仕　上

ガラス

鍵

丁　番

その他

備　考

取付位置

符号・数量

寸　法

姿　図

寸　法

鍵
金
　
物

SS-11 → 改修

１階 倉庫

（１ヶ所）

休憩室棟

軽量シャッター　手動

メーカー仕様

スチール

AD-26 → 既存利用 （１ヶ所）

１階 玄関

ステンレス

メーカー仕様

アルミ

フロートガラス t=3

親子ドア／欄間：はめ殺し窓

2
0
0

20 20

2
0

2
,
3
4
0

1
,
9
8
0

4
0

3
2
0

1,210

▼ 1FL

（１ヶ所）

１階 倉庫

（１ヶ所） AD-25 → 既存利用

１階 階段下収納

片開きドア／欄間：はめ殺し窓

シリンダー錠（ドアノブ）

ステンレス

メーカー仕様

アルミ

標準仕様

シリンダー錠（ドアノブ）

ステンレス

メーカー仕様

アルミ

標準仕様

片開きドア

フロートガラス t=3

▼1FL

2
0
0

20 20690

2
,
4
3
0

2
0

3
8
0

2
,
0
2
0

3
0

1
,
8
6
0

75020

2
0

20

3
5
0

3
5
0

▼ 1FL

2
,
4
0
0

3
1
0

45 452,800

シリンダー錠

標準仕様、押し棒

片面シリンダー

2025. 3.

新設･改修　建具表-2

外側額縁：木製 30ｘ 170 ｶﾗｰ鉄板包み  新設

１階 休憩室 １階 休憩室

（１ヶ所） WD-10 → 新設AW-6 → 新設

8
9
5

1
,
3
7
0

1,690

メーカー仕様

ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ（ FL5+A12+Low-E5）　

クレセント

付属金物一式、網戸

引き違い窓

2
5

1
,
8
8
5

4
0

1
2
0▼更衣室FL

▼休憩室FL

引き違いドア

付属金物一式、戸当り

掘込み引手、戸車、ｿﾌﾄｸﾛｰｽﾞ

枠 :SOP、扉 :(洋室側 ) ﾒﾗﾐﾝ化粧板・ (和室側 ) 襖紙

1,79025 25

895895

ｱﾙﾐ樹脂複合、額縁：D=102 化粧 ｼｰﾄ張り

見込70、 SAT、 YKKAP:ｴﾋﾟｿｰﾄﾞⅡ NEO 同等品

▼犬走り

170

3
0

額縁新設 ｶﾗｰ鉄板包み

（三方）

枠 :木製  SOP、扉 :木製ﾌﾗｯｼｭ、 ﾚｰﾙ： SUS　 HL

額縁：木製 25x25新設／木材保護塗料 塗布 額縁：木製 25x25新設／木材保護塗料 塗布 額縁：木製 25x25新設／木材保護塗料 塗布

敷居 105ｘ40 CL

敷居 105x40 CL、鴨居 105x30 CL、扉見込 t=40、休憩室側 見切(三方) 25ｘ25 SOP

A－71



設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図

担当担当担当担当担当担当担当

図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号

番番番番番番番
面面面面面面面
図図図図図図図

構造設計標準仕様書構造設計標準仕様書構造設計標準仕様書構造設計標準仕様書構造設計標準仕様書構造設計標準仕様書構造設計標準仕様書

S－01S－01S－01S－01S－01S－01S－01
2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.

１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容１．建築物の構造内容

５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事５．鉄筋コンクリート工事
適 用 は 　  印 を 記 入 す る 。適 用 は 　  印 を 記 入 す る 。適 用 は 　  印 を 記 入 す る 。適 用 は 　  印 を 記 入 す る 。適 用 は 　  印 を 記 入 す る 。適 用 は 　  印 を 記 入 す る 。適 用 は 　  印 を 記 入 す る 。

　新築　　　　　　増築　　　　　　増改築　　　　　　改築　新築　　　　　　増築　　　　　　増改築　　　　　　改築　新築　　　　　　増築　　　　　　増改築　　　　　　改築　新築　　　　　　増築　　　　　　増改築　　　　　　改築　新築　　　　　　増築　　　　　　増改築　　　　　　改築　新築　　　　　　増築　　　　　　増改築　　　　　　改築　新築　　　　　　増築　　　　　　増改築　　　　　　改築

(１) 建築場所(１) 建築場所(１) 建築場所(１) 建築場所(１) 建築場所(１) 建築場所(１) 建築場所

(４) 階　数(４) 階　数(４) 階　数(４) 階　数(４) 階　数(４) 階　数(４) 階　数

(３) 構造種別(３) 構造種別(３) 構造種別(３) 構造種別(３) 構造種別(３) 構造種別(３) 構造種別

(２) 工事種別(２) 工事種別(２) 工事種別(２) 工事種別(２) 工事種別(２) 工事種別(２) 工事種別

鉄筋コンクリート造(ＲＣ)　　　　　　　　　 壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)　　　　　鉄筋コンクリート造(ＲＣ)　　　　　　　　　 壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)　　　　　鉄筋コンクリート造(ＲＣ)　　　　　　　　　 壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)　　　　　鉄筋コンクリート造(ＲＣ)　　　　　　　　　 壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)　　　　　鉄筋コンクリート造(ＲＣ)　　　　　　　　　 壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)　　　　　鉄筋コンクリート造(ＲＣ)　　　　　　　　　 壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)　　　　　鉄筋コンクリート造(ＲＣ)　　　　　　　　　 壁式鉄筋コンクリート造(ＷＲＣ)　　　　　

鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)　　　　　　 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)　鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)　　　　　　 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)　鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)　　　　　　 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)　鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)　　　　　　 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)　鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)　　　　　　 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)　鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)　　　　　　 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)　鉄骨鉄筋コンクリート造(ＳＲＣ)　　　　　　 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＷＰＲＣ)　

プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)プレキャスト鉄筋コンクリート造(ＰＲＣ)

木造(Ｗ)　 　　補強コンクリートブロック造(ＣＢ)　　　　　鉄骨造(Ｓ)　　　　　木造(Ｗ)　 　　補強コンクリートブロック造(ＣＢ)　　　　　鉄骨造(Ｓ)　　　　　木造(Ｗ)　 　　補強コンクリートブロック造(ＣＢ)　　　　　鉄骨造(Ｓ)　　　　　木造(Ｗ)　 　　補強コンクリートブロック造(ＣＢ)　　　　　鉄骨造(Ｓ)　　　　　木造(Ｗ)　 　　補強コンクリートブロック造(ＣＢ)　　　　　鉄骨造(Ｓ)　　　　　木造(Ｗ)　 　　補強コンクリートブロック造(ＣＢ)　　　　　鉄骨造(Ｓ)　　　　　木造(Ｗ)　 　　補強コンクリートブロック造(ＣＢ)　　　　　鉄骨造(Ｓ)　　　　　

(10) 構造計算ルート(10) 構造計算ルート(10) 構造計算ルート(10) 構造計算ルート(10) 構造計算ルート(10) 構造計算ルート(10) 構造計算ルート

(９) 増築計画(９) 増築計画(９) 増築計画(９) 増築計画(９) 増築計画(９) 増築計画(９) 増築計画

(８)　付帯工事(８)　付帯工事(８)　付帯工事(８)　付帯工事(８)　付帯工事(８)　付帯工事(８)　付帯工事

(７) 特別な荷重(７) 特別な荷重(７) 特別な荷重(７) 特別な荷重(７) 特別な荷重(７) 特別な荷重(７) 特別な荷重

(６) 屋上付属物(６) 屋上付属物(６) 屋上付属物(６) 屋上付属物(６) 屋上付属物(６) 屋上付属物(６) 屋上付属物

(５) 主要用途(５) 主要用途(５) 主要用途(５) 主要用途(５) 主要用途(５) 主要用途(５) 主要用途

自動車機械駐車自動車機械駐車自動車機械駐車自動車機械駐車自動車機械駐車自動車機械駐車自動車機械駐車自転車上屋自転車上屋自転車上屋自転車上屋自転車上屋自転車上屋自転車上屋擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁擁壁門塀門塀門塀門塀門塀門塀門塀

倉庫積載床用　　　　Ｎ／㎡倉庫積載床用　　　　Ｎ／㎡倉庫積載床用　　　　Ｎ／㎡倉庫積載床用　　　　Ｎ／㎡倉庫積載床用　　　　Ｎ／㎡倉庫積載床用　　　　Ｎ／㎡倉庫積載床用　　　　Ｎ／㎡

煙　突煙　突煙　突煙　突煙　突煙　突煙　突広告塔広告塔広告塔広告塔広告塔広告塔広告塔高架水槽　　　ｋＮ高架水槽　　　ｋＮ高架水槽　　　ｋＮ高架水槽　　　ｋＮ高架水槽　　　ｋＮ高架水槽　　　ｋＮ高架水槽　　　ｋＮ

受水槽　　ｋＮ受水槽　　ｋＮ受水槽　　ｋＮ受水槽　　ｋＮ受水槽　　ｋＮ受水槽　　ｋＮ受水槽　　ｋＮ

２．使用構造材料２．使用構造材料２．使用構造材料２．使用構造材料２．使用構造材料２．使用構造材料２．使用構造材料

普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量 比重比重比重比重比重比重比重

普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量 比重比重比重比重比重比重比重

普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量普通､　　 軽量 比重比重比重比重比重比重比重

普通普通普通普通普通普通普通基礎、基礎梁基礎、基礎梁基礎、基礎梁基礎、基礎梁基礎、基礎梁基礎、基礎梁基礎、基礎梁

普通普通普通普通普通普通普通土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

普通普通普通普通普通普通普通捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート捨コンクリート

種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類 備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考スランプ cmスランプ cmスランプ cmスランプ cmスランプ cmスランプ cmスランプ cm

(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート

適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所適 用 箇 所

２１２１２１２１２１２１２１

２１２１２１２１２１２１２１

１８１８１８１８１８１８１８

１８１８１８１８１８１８１８

１８１８１８１８１８１８１８

設計基準強度 Ｆc=Ｎ／m㎡設計基準強度 Ｆc=Ｎ／m㎡設計基準強度 Ｆc=Ｎ／m㎡設計基準強度 Ｆc=Ｎ／m㎡設計基準強度 Ｆc=Ｎ／m㎡設計基準強度 Ｆc=Ｎ／m㎡設計基準強度 Ｆc=Ｎ／m㎡

ラックリフター　   ｋＮラックリフター　   ｋＮラックリフター　   ｋＮラックリフター　   ｋＮラックリフター　   ｋＮラックリフター　   ｋＮラックリフター　   ｋＮ

ホイスト    ｋＮホイスト    ｋＮホイスト    ｋＮホイスト    ｋＮホイスト    ｋＮホイスト    ｋＮホイスト    ｋＮ

エレベータ　   人乗（マシンレス　ロープ式　油圧式）エレベータ　   人乗（マシンレス　ロープ式　油圧式）エレベータ　   人乗（マシンレス　ロープ式　油圧式）エレベータ　   人乗（マシンレス　ロープ式　油圧式）エレベータ　   人乗（マシンレス　ロープ式　油圧式）エレベータ　   人乗（マシンレス　ロープ式　油圧式）エレベータ　   人乗（マシンレス　ロープ式　油圧式）

キュービクル　    ｋＮキュービクル　    ｋＮキュービクル　    ｋＮキュービクル　    ｋＮキュービクル　    ｋＮキュービクル　    ｋＮキュービクル　    ｋＮ

構 造 設 計 標 準 仕 様 書構 造 設 計 標 準 仕 様 書構 造 設 計 標 準 仕 様 書構 造 設 計 標 準 仕 様 書構 造 設 計 標 準 仕 様 書構 造 設 計 標 準 仕 様 書構 造 設 計 標 準 仕 様 書
３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤３．地　盤

調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目

現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験現場透水試験

調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り 調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目

ＰＳ測定ＰＳ測定ＰＳ測定ＰＳ測定ＰＳ測定ＰＳ測定ＰＳ測定

液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定液状化判定

物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査物理探査

標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験標準貫入試験

調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り

注）上記表中の資料の有るもの、調査計画の有るものに○を記入する。調査計画は地業工事着手前に行う。注）上記表中の資料の有るもの、調査計画の有るものに○を記入する。調査計画は地業工事着手前に行う。注）上記表中の資料の有るもの、調査計画の有るものに○を記入する。調査計画は地業工事着手前に行う。注）上記表中の資料の有るもの、調査計画の有るものに○を記入する。調査計画は地業工事着手前に行う。注）上記表中の資料の有るもの、調査計画の有るものに○を記入する。調査計画は地業工事着手前に行う。注）上記表中の資料の有るもの、調査計画の有るものに○を記入する。調査計画は地業工事着手前に行う。注）上記表中の資料の有るもの、調査計画の有るものに○を記入する。調査計画は地業工事着手前に行う。

 有　（ 　敷地内　　近隣 ） 有　（ 　敷地内　　近隣 ） 有　（ 　敷地内　　近隣 ） 有　（ 　敷地内　　近隣 ） 有　（ 　敷地内　　近隣 ） 有　（ 　敷地内　　近隣 ） 有　（ 　敷地内　　近隣 ）  無　（ 調査計画　　有　　無 ） 無　（ 調査計画　　有　　無 ） 無　（ 調査計画　　有　　無 ） 無　（ 調査計画　　有　　無 ） 無　（ 調査計画　　有　　無 ） 無　（ 調査計画　　有　　無 ） 無　（ 調査計画　　有　　無 ）

(１) 地盤調査資料と調査計画(１) 地盤調査資料と調査計画(１) 地盤調査資料と調査計画(１) 地盤調査資料と調査計画(１) 地盤調査資料と調査計画(１) 地盤調査資料と調査計画(１) 地盤調査資料と調査計画

距離 があ る。距離 があ る。距離 があ る。距離 があ る。距離 があ る。距離 があ る。距離 があ る。

設計 地盤 とは 約　  ｍの設計 地盤 とは 約　  ｍの設計 地盤 とは 約　  ｍの設計 地盤 とは 約　  ｍの設計 地盤 とは 約　  ｍの設計 地盤 とは 約　  ｍの設計 地盤 とは 約　  ｍの

備考備考備考備考備考備考備考

近隣 データ の調 査基 盤と近隣 データ の調 査基 盤と近隣 データ の調 査基 盤と近隣 データ の調 査基 盤と近隣 データ の調 査基 盤と近隣 データ の調 査基 盤と近隣 データ の調 査基 盤と

つい ての コメ ントつい ての コメ ントつい ての コメ ントつい ての コメ ントつい ての コメ ントつい ての コメ ントつい ての コメ ント

支 持地 盤 ､地層 及び 深さ に支 持地 盤 ､地層 及び 深さ に支 持地 盤 ､地層 及び 深さ に支 持地 盤 ､地層 及び 深さ に支 持地 盤 ､地層 及び 深さ に支 持地 盤 ､地層 及び 深さ に支 持地 盤 ､地層 及び 深さ に

調査 地盤調査 地盤調査 地盤調査 地盤調査 地盤調査 地盤調査 地盤
値値値値値値値

ＮＮＮＮＮＮＮ

度度度度度度度

深深深深深深深

位置 図位置 図位置 図位置 図位置 図位置 図位置 図

６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事６．鉄骨工事

 有 （　　　　　　　　　　　　　　　　） 有 （　　　　　　　　　　　　　　　　） 有 （　　　　　　　　　　　　　　　　） 有 （　　　　　　　　　　　　　　　　） 有 （　　　　　　　　　　　　　　　　） 有 （　　　　　　　　　　　　　　　　） 有 （　　　　　　　　　　　　　　　　）

ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査ボーリング調査

水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定水平地盤反力係数の測定

試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）試験堀（支持層の確認）

スウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディングスウェーデン式サウンディング

静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験静的貫入試験

土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験土質試験

平板裁可試験平板裁可試験平板裁可試験平板裁可試験平板裁可試験平板裁可試験平板裁可試験

調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調 査 項 目調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画調査計画資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り資料有り

無無無無無無無

ホイスト 　 ｋＮホイスト 　 ｋＮホイスト 　 ｋＮホイスト 　 ｋＮホイスト 　 ｋＮホイスト 　 ｋＮホイスト 　 ｋＮ

注）３　上表以外のセメントを使用する場合は工事監督者の指示による。注）３　上表以外のセメントを使用する場合は工事監督者の指示による。注）３　上表以外のセメントを使用する場合は工事監督者の指示による。注）３　上表以外のセメントを使用する場合は工事監督者の指示による。注）３　上表以外のセメントを使用する場合は工事監督者の指示による。注）３　上表以外のセメントを使用する場合は工事監督者の指示による。注）３　上表以外のセメントを使用する場合は工事監督者の指示による。

19191919191919

16161616161616

　　　　行わない。　　　　行わない。　　　　行わない。　　　　行わない。　　　　行わない。　　　　行わない。　　　　行わない。

注）２　大はりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として、注）２　大はりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として、注）２　大はりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として、注）２　大はりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として、注）２　大はりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として、注）２　大はりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として、注）２　大はりの支柱の盛りかえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として、

注）１　片持ばり、庇、スパン9.0ｍ以上のはり下は、工事監督者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン9.0ｍ以上のはり下は、工事監督者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン9.0ｍ以上のはり下は、工事監督者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン9.0ｍ以上のはり下は、工事監督者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン9.0ｍ以上のはり下は、工事監督者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン9.0ｍ以上のはり下は、工事監督者の指示による。注）１　片持ばり、庇、スパン9.0ｍ以上のはり下は、工事監督者の指示による。

２８２８２８２８２８２８２８

２８２８２８２８２８２８２８

２８２８２８２８２８２８２８１７１７１７１７１７１７１７

２５２５２５２５２５２５２５

２８２８２８２８２８２８２８１５１５１５１５１５１５１５

１２１２１２１２１２１２１２

８８８８８８８３３３３３３３

５５５５５５５

８８８８８８８

５.０Ｎ／ｍ㎡５.０Ｎ／ｍ㎡５.０Ｎ／ｍ㎡５.０Ｎ／ｍ㎡５.０Ｎ／ｍ㎡５.０Ｎ／ｍ㎡５.０Ｎ／ｍ㎡

５５５５５５５

３３３３３３３

２２２２２２２

シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種

高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種

　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメントシリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種シリカセメント Ａ種

普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種高炉セメント Ａ種

　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント 　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント　　　　セメント

早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド普通ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド早強ポルトランド

はり下はり下はり下はり下はり下はり下はり下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下スラブ下基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁基礎、はり側、柱、壁

支　　　柱支　　　柱支　　　柱支　　　柱支　　　柱支　　　柱支　　　柱せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板せ　き　板種 類種 類種  類種  類種  類種  類種  類

位位位位位位位
部部部部部部部

の
材
料
 
Ｈ

の
材
料
 
Ｈ

の
材
料
 
Ｈ

の
材
料
 
Ｈ

の
材
料
 
Ｈ

の
材
料
 
Ｈ

の
材
料
 
Ｈ

コ
ン
ク
リー

ト

コ
ン
ク
リー

ト

コ
ン
ク
リー

ト

コ
ン
ク
リー

ト

コ
ン
ク
リー

ト

コ
ン
ク
リー

ト

コ
ン
ク
リー

ト

コンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートのコンクリートの

圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度圧縮強度

(  )(  )(  )(  )(  )(  )(  )
5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満5℃未満

5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃5℃～15℃

15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上15℃以上
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セ
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類
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類
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類
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類
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の
種
類在在在在在在在

置置置置置置置
期期期期期期期
間間間間間間間
ののののののの

平平平平平平平
均均均均均均均
気気気気気気気

温温温温温温温

型枠在置期間型枠在置期間型枠在置期間型枠在置期間型枠在置期間型枠在置期間型枠在置期間

施工　　ＪＡＳＳ５による。施工　　ＪＡＳＳ５による。施工　　ＪＡＳＳ５による。施工　　ＪＡＳＳ５による。施工　　ＪＡＳＳ５による。施工　　ＪＡＳＳ５による。施工　　ＪＡＳＳ５による。

材料　　合板厚　１２m/mを標準とする。材料　　合板厚　１２m/mを標準とする。材料　　合板厚　１２m/mを標準とする。材料　　合板厚　１２m/mを標準とする。材料　　合板厚　１２m/mを標準とする。材料　　合板厚　１２m/mを標準とする。材料　　合板厚　１２m/mを標準とする。

(３)　型　枠(３)　型　枠(３)　型　枠(３)　型　枠(３)　型　枠(３)　型　枠(３)　型　枠

代行業者名とは、試験・検査に伴う業務を代行する者をいう。代行業者名とは、試験・検査に伴う業務を代行する者をいう。代行業者名とは、試験・検査に伴う業務を代行する者をいう。代行業者名とは、試験・検査に伴う業務を代行する者をいう。代行業者名とは、試験・検査に伴う業務を代行する者をいう。代行業者名とは、試験・検査に伴う業務を代行する者をいう。代行業者名とは、試験・検査に伴う業務を代行する者をいう。

 工事監理者の指定する機関 工事監理者の指定する機関 工事監理者の指定する機関 工事監理者の指定する機関 工事監理者の指定する機関 工事監理者の指定する機関 工事監理者の指定する機関
　代行業者名　代行業者名　代行業者名　代行業者名　代行業者名　代行業者名　代行業者名

　試験機関名　試験機関名　試験機関名　試験機関名　試験機関名　試験機関名　試験機関名

コンクリート及び鉄筋の試験は公的機関として行政より認定を受けた試験機関で行うこと。コンクリート及び鉄筋の試験は公的機関として行政より認定を受けた試験機関で行うこと。コンクリート及び鉄筋の試験は公的機関として行政より認定を受けた試験機関で行うこと。コンクリート及び鉄筋の試験は公的機関として行政より認定を受けた試験機関で行うこと。コンクリート及び鉄筋の試験は公的機関として行政より認定を受けた試験機関で行うこと。コンクリート及び鉄筋の試験は公的機関として行政より認定を受けた試験機関で行うこと。コンクリート及び鉄筋の試験は公的機関として行政より認定を受けた試験機関で行うこと。

 柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は、　 Ｈ型(タガ型)　　 Ｗ型(溶接型)　　 Ｓ型(スパイラル型) 柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は、　 Ｈ型(タガ型)　　 Ｗ型(溶接型)　　 Ｓ型(スパイラル型) 柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は、　 Ｈ型(タガ型)　　 Ｗ型(溶接型)　　 Ｓ型(スパイラル型) 柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は、　 Ｈ型(タガ型)　　 Ｗ型(溶接型)　　 Ｓ型(スパイラル型) 柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は、　 Ｈ型(タガ型)　　 Ｗ型(溶接型)　　 Ｓ型(スパイラル型) 柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は、　 Ｈ型(タガ型)　　 Ｗ型(溶接型)　　 Ｓ型(スパイラル型) 柱の帯筋(ＨＯＯＰ)の加工方法は、　 Ｈ型(タガ型)　　 Ｗ型(溶接型)　　 Ｓ型(スパイラル型)

(１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200箇所程度とする）(１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200箇所程度とする）(１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200箇所程度とする）(１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200箇所程度とする）(１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200箇所程度とする）(１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200箇所程度とする）(１ロットは同一作業班が同一日に作業した圧接箇所で 200箇所程度とする）

１回の試験は ５本以上をする。１回の試験は ５本以上をする。１回の試験は ５本以上をする。１回の試験は ５本以上をする。１回の試験は ５本以上をする。１回の試験は ５本以上をする。１回の試験は ５本以上をする。

ガス圧接部の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用しガス圧接部の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用しガス圧接部の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用しガス圧接部の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用しガス圧接部の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用しガス圧接部の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用しガス圧接部の検査を超音波探傷試験によって行う場合、最初の数ロットについては引張試験も併用し

・超音波探傷試験・超音波探傷試験・超音波探傷試験・超音波探傷試験・超音波探傷試験・超音波探傷試験・超音波探傷試験  無 無 無 無 無 無 無 有 有 有 有 有 有 有・引張試験・引張試験・引張試験・引張試験・引張試験・引張試験・引張試験  無 無 無 無 無 無 無 有 有 有 有 有 有 有外観試験外観試験外観試験外観試験外観試験外観試験外観試験  無 無 無 無 無 無 無 有 有 有 有 有 有 有継手部分の検査方法：継手部分の検査方法：継手部分の検査方法：継手部分の検査方法：継手部分の検査方法：継手部分の検査方法：継手部分の検査方法：

溶接継手工事、機械式継手工事）による。溶接継手工事、機械式継手工事）による。溶接継手工事、機械式継手工事）による。溶接継手工事、機械式継手工事）による。溶接継手工事、機械式継手工事）による。溶接継手工事、機械式継手工事）による。溶接継手工事、機械式継手工事）による。

継手部分の施工要領は 社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、継手部分の施工要領は 社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、継手部分の施工要領は 社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、継手部分の施工要領は 社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、継手部分の施工要領は 社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、継手部分の施工要領は 社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、継手部分の施工要領は 社)日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」（ガス圧接継手工事、

Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。Ｄ19未満は、すべて重ね継手とする。

　　　・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）」　　　・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）」　　　・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）」　　　・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）」　　　・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）」　　　・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）」　　　・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって「鉄筋継手使用基準（建築物の構造関係技術基準解説書 2007）」

注）　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定注）　(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定

　　　によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　によって検討した部材の条件・仕様によること。　　　によって検討した部材の条件・仕様によること。

D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上

D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上

告示1463号第4項各号告示1463号第4項各号告示1463号第4項各号告示1463号第4項各号告示1463号第4項各号告示1463号第4項各号告示1463号第4項各号

告示1463号第3項各号告示1463号第3項各号告示1463号第3項各号告示1463号第3項各号告示1463号第3項各号告示1463号第3項各号告示1463号第3項各号

告示1463号第2項各号告示1463号第2項各号告示1463号第2項各号告示1463号第2項各号告示1463号第2項各号告示1463号第2項各号告示1463号第2項各号 D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上D（　　）以上

SA 級SA 級SA 級SA 級SA 級SA 級SA 級B 級B 級B 級B 級B 級B 級B 級A 級A 級A 級A 級A 級A 級A 級

(2) (1)以外の部位 (注)(2) (1)以外の部位 (注)(2) (1)以外の部位 (注)(2) (1)以外の部位 (注)(2) (1)以外の部位 (注)(2) (1)以外の部位 (注)(2) (1)以外の部位 (注)(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位(1) 引張力最小部位

機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手機械式継手

溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手溶接継手

圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手 (  )d(  )d(  )d(  )d(  )d(  )d(  )d35d35d35d35d35d35d35d40d40d40d40d40d40d40d

継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級継手の位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋継手等鉄筋継手等鉄筋継手等鉄筋継手等鉄筋継手等鉄筋継手等鉄筋継手等

標準図(１)(２)による。標準図(１)(２)による。標準図(１)(２)による。標準図(１)(２)による。標準図(１)(２)による。標準図(１)(２)による。標準図(１)(２)による。

「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)(２)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)(２)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)(２)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)(２)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)(２)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)(２)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図「鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)(２)」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図

鉄筋の加工方法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは鉄筋の加工方法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは鉄筋の加工方法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは鉄筋の加工方法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは鉄筋の加工方法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは鉄筋の加工方法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは鉄筋の加工方法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継ぎ手位置、継手の重ね長さ、定着長さは

鉄筋はＪＩＳ Ｇ3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き鉄筋はＪＩＳ Ｇ3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き鉄筋はＪＩＳ Ｇ3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き鉄筋はＪＩＳ Ｇ3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き鉄筋はＪＩＳ Ｇ3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き鉄筋はＪＩＳ Ｇ3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き鉄筋はＪＩＳ Ｇ3112の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き

ＪＡＳＳ５（２００９）による。ＪＡＳＳ５（２００９）による。ＪＡＳＳ５（２００９）による。ＪＡＳＳ５（２００９）による。ＪＡＳＳ５（２００９）による。ＪＡＳＳ５（２００９）による。ＪＡＳＳ５（２００９）による。

高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。高強度せん断補強筋は、ＪＩＳ　Ｇ３１３７に規定されるＤ種１号適合品とする。

乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。乾燥、振動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。

コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下がらないようにする。

(２)　鉄　筋(２)　鉄　筋(２)　鉄　筋(２)　鉄　筋(２)　鉄　筋(２)　鉄　筋(２)　鉄　筋

構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験供試体(ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３)は、現場水中養生、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験供試体(ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３)は、現場水中養生、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験供試体(ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３)は、現場水中養生、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験供試体(ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３)は、現場水中養生、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験供試体(ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３)は、現場水中養生、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験供試体(ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３)は、現場水中養生、構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験供試体(ＪＡＳＳ５Ｔ－６０３)は、現場水中養生、

に撮影した写真(カラー)を保管し承認を得る。に撮影した写真(カラー)を保管し承認を得る。に撮影した写真(カラー)を保管し承認を得る。に撮影した写真(カラー)を保管し承認を得る。に撮影した写真(カラー)を保管し承認を得る。に撮影した写真(カラー)を保管し承認を得る。に撮影した写真(カラー)を保管し承認を得る。

の技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとの技術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごと

フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工場現場で(財)国土開発技術研究センターフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工場現場で(財)国土開発技術研究センターフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工場現場で(財)国土開発技術研究センターフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工場現場で(財)国土開発技術研究センターフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工場現場で(財)国土開発技術研究センターフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工場現場で(財)国土開発技術研究センターフレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工場現場で(財)国土開発技術研究センター

間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は９０分以内とする。間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は９０分以内とする。間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は９０分以内とする。間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は９０分以内とする。間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は９０分以内とする。間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は９０分以内とする。間隔の限度は、外気温が２５℃未満の場合は１２０分、２５℃以上の場合は９０分以内とする。

技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間技士または同等以上の技能を有する者が従事すること。なお、打ち込み継続中における打継ぎ時間

落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送落下高さは、コンクリートが分離しない範囲とする。ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送

ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ちコンクリートの自由

供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本を用いる。

一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた３台の運搬車からその必要本数を採取する。なお、

また、打込み量が150ｍ3をこえる場合は、150ｍ3ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。また、打込み量が150ｍ3をこえる場合は、150ｍ3ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。また、打込み量が150ｍ3をこえる場合は、150ｍ3ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。また、打込み量が150ｍ3をこえる場合は、150ｍ3ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。また、打込み量が150ｍ3をこえる場合は、150ｍ3ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。また、打込み量が150ｍ3をこえる場合は、150ｍ3ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。また、打込み量が150ｍ3をこえる場合は、150ｍ3ごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。

または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。または現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。

から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。から取り分けて３回行い、その平均値を試験値とする。

測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料測定検査の回数は、通常の場合、１日１回以上とし、１回の検査における測定試験は、同一試料

養生、管理方法など必要事項について、工事管理者の承認を得ること。養生、管理方法など必要事項について、工事管理者の承認を得ること。養生、管理方法など必要事項について、工事管理者の承認を得ること。養生、管理方法など必要事項について、工事管理者の承認を得ること。養生、管理方法など必要事項について、工事管理者の承認を得ること。養生、管理方法など必要事項について、工事管理者の承認を得ること。養生、管理方法など必要事項について、工事管理者の承認を得ること。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当たる場合は、調合、打ち込み、

調合計画は、工事開始前に工事管理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事管理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事管理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事管理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事管理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事管理者の承認を得ること。調合計画は、工事開始前に工事管理者の承認を得ること。

セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ボルトランドセメントを標準とする。セメントは、ＪＩＳ Ｒ５２１０の普通ボルトランドセメントを標準とする。

超長期超長期超長期超長期超長期超長期超長期長期長期長期長期長期長期長期標準標準標準標準標準標準標準短期短期短期短期短期短期短期耐久設計基準強度　Ｆｄ耐久設計基準強度　Ｆｄ耐久設計基準強度　Ｆｄ耐久設計基準強度　Ｆｄ耐久設計基準強度　Ｆｄ耐久設計基準強度　Ｆｄ耐久設計基準強度　Ｆｄ

　認定（平１２建告１４４６号）に適合していること。　認定（平１２建告１４４６号）に適合していること。　認定（平１２建告１４４６号）に適合していること。　認定（平１２建告１４４６号）に適合していること。　認定（平１２建告１４４６号）に適合していること。　認定（平１２建告１４４６号）に適合していること。　認定（平１２建告１４４６号）に適合していること。

・混和材を使用する場合には、法第３８３７条第１号（ＪＩＳ ５３０８Ａ）又は同条第２号の・混和材を使用する場合には、法第３８３７条第１号（ＪＩＳ ５３０８Ａ）又は同条第２号の・混和材を使用する場合には、法第３８３７条第１号（ＪＩＳ ５３０８Ａ）又は同条第２号の・混和材を使用する場合には、法第３８３７条第１号（ＪＩＳ ５３０８Ａ）又は同条第２号の・混和材を使用する場合には、法第３８３７条第１号（ＪＩＳ ５３０８Ａ）又は同条第２号の・混和材を使用する場合には、法第３８３７条第１号（ＪＩＳ ５３０８Ａ）又は同条第２号の・混和材を使用する場合には、法第３８３７条第１号（ＪＩＳ ５３０８Ａ）又は同条第２号の
　いること。　いること。　いること。　いること。　いること。　いること。　いること。

・コンクリートの材料は、ＪＩＳ Ａ５３０８「レディミクスコンクリート」の規定に適合して・コンクリートの材料は、ＪＩＳ Ａ５３０８「レディミクスコンクリート」の規定に適合して・コンクリートの材料は、ＪＩＳ Ａ５３０８「レディミクスコンクリート」の規定に適合して・コンクリートの材料は、ＪＩＳ Ａ５３０８「レディミクスコンクリート」の規定に適合して・コンクリートの材料は、ＪＩＳ Ａ５３０８「レディミクスコンクリート」の規定に適合して・コンクリートの材料は、ＪＩＳ Ａ５３０８「レディミクスコンクリート」の規定に適合して・コンクリートの材料は、ＪＩＳ Ａ５３０８「レディミクスコンクリート」の規定に適合して

(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート(１) コンクリート

コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５（２００９）による。コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５（２００９）による。コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５（２００９）による。コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５（２００９）による。コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５（２００９）による。コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５（２００９）による。コンクリートはＪＩＳ認定工場の製品とし、施工に関してはＪＡＳＳ５（２００９）による。

       

       

       
       

36 N/m㎡以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/m㎡以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/m㎡以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/m㎡以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/m㎡以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/m㎡以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。36 N/m㎡以下に適用し、鉄筋の材種は SD390 以下に適用する。

本標準仕様書及び鉄筋コンクリート構造配筋標準図はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本標準仕様書及び鉄筋コンクリート構造配筋標準図はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本標準仕様書及び鉄筋コンクリート構造配筋標準図はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本標準仕様書及び鉄筋コンクリート構造配筋標準図はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本標準仕様書及び鉄筋コンクリート構造配筋標準図はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本標準仕様書及び鉄筋コンクリート構造配筋標準図はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が本標準仕様書及び鉄筋コンクリート構造配筋標準図はコンクリートの設計基準強度（Ｆｃ）が

D（　　）以下D（　　）以下D（　　）以下D（　　）以下D（　　）以下D（　　）以下D（　　）以下

とすること。満水時の質量が15㎏を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造ととすること。満水時の質量が15㎏を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造ととすること。満水時の質量が15㎏を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造ととすること。満水時の質量が15㎏を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造ととすること。満水時の質量が15㎏を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造ととすること。満水時の質量が15㎏を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造ととすること。満水時の質量が15㎏を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造と

８．その他８．その他８．その他８．その他８．その他８．その他８．その他

　　　　　　　　　 するものを除いたもの　　　　　　　　　 するものを除いたもの　　　　　　　　　 するものを除いたもの　　　　　　　　　 するものを除いたもの　　　　　　　　　 するものを除いたもの　　　　　　　　　 するものを除いたもの　　　　　　　　　 するものを除いたもの

※ 「給湯設備」：　建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当※ 「給湯設備」：　建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当※ 「給湯設備」：　建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当※ 「給湯設備」：　建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当※ 「給湯設備」：　建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当※ 「給湯設備」：　建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当※ 「給湯設備」：　建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当

諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

工事管理者に報告すること。工事管理者に報告すること。工事管理者に報告すること。工事管理者に報告すること。工事管理者に報告すること。工事管理者に報告すること。工事管理者に報告すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い

して、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。して、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。して、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。して、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。して、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。して、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。して、平成12年建設省告示第1388号第５に規定する構造方法によること。

給湯設備（※）は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造給湯設備（※）は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造給湯設備（※）は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造給湯設備（※）は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造給湯設備（※）は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造給湯設備（※）は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造給湯設備（※）は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造

法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するもの法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するもの法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するもの法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するもの法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するもの法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するもの法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するもの

にあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全にあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全にあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全にあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全にあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全にあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全にあっては、建設省告示第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全

なものとすること。なものとすること。なものとすること。なものとすること。なものとすること。なものとすること。なものとすること。

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

めペイントを使用し２回塗りとする。めペイントを使用し２回塗りとする。めペイントを使用し２回塗りとする。めペイントを使用し２回塗りとする。めペイントを使用し２回塗りとする。めペイントを使用し２回塗りとする。めペイントを使用し２回塗りとする。

錆止めペイントは、ＪＩＳ Ｋ5621、４つ星２回塗りを標準とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ Ｋ5621、４つ星２回塗りを標準とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ Ｋ5621、４つ星２回塗りを標準とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ Ｋ5621、４つ星２回塗りを標準とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ Ｋ5621、４つ星２回塗りを標準とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ Ｋ5621、４つ星２回塗りを標準とする。錆止めペイントは、ＪＩＳ Ｋ5621、４つ星２回塗りを標準とする。

(７)　耐火被覆の材料(７)　耐火被覆の材料(７)　耐火被覆の材料(７)　耐火被覆の材料(７)　耐火被覆の材料(７)　耐火被覆の材料(７)　耐火被覆の材料

現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は入念に行い、塗装は工場塗装と同じ錆止

妨錆塗装の範囲は、高力ボルトの接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。妨錆塗装の範囲は、高力ボルトの接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。妨錆塗装の範囲は、高力ボルトの接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。妨錆塗装の範囲は、高力ボルトの接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。妨錆塗装の範囲は、高力ボルトの接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。妨錆塗装の範囲は、高力ボルトの接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。妨錆塗装の範囲は、高力ボルトの接合の摩擦面及びコンクリートで被覆される以外の部分とする。

(６)　妨錆塗装(６)　妨錆塗装(６)　妨錆塗装(６)　妨錆塗装(６)　妨錆塗装(６)　妨錆塗装(６)　妨錆塗装

トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。トルシヤ形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の以上がないことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の以上がないことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の以上がないことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の以上がないことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の以上がないことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の以上がないことを確認する。一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の以上がないことを確認する。

　否　否　否　否　否　否　否　要　要　要　要　要　要　要　否　否　否　否　否　否　否　要　要　要　要　要　要　要 高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験軸力導入試験軸力導入試験軸力導入試験軸力導入試験軸力導入試験軸力導入試験軸力導入試験

高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）高力ボルトの検査（検査結果は後日工事監理者に報告すること）

（都知事登録　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　号）（都知事登録　　　　　　号）第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名第三者検査機関名

契約した会社をいう。契約した会社をいう。契約した会社をいう。契約した会社をいう。契約した会社をいう。契約した会社をいう。契約した会社をいう。
第三者検査機関とは、建築主、工事管理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約第三者検査機関とは、建築主、工事管理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約第三者検査機関とは、建築主、工事管理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約第三者検査機関とは、建築主、工事管理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約第三者検査機関とは、建築主、工事管理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約第三者検査機関とは、建築主、工事管理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約第三者検査機関とは、建築主、工事管理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約

注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること注２）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は、是正前に対応策を建築主事等に報告すること

注１）現場溶接については原則的として第三者検査機関による全数検査とし、原則として外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１）現場溶接については原則的として第三者検査機関による全数検査とし、原則として外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１）現場溶接については原則的として第三者検査機関による全数検査とし、原則として外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１）現場溶接については原則的として第三者検査機関による全数検査とし、原則として外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１）現場溶接については原則的として第三者検査機関による全数検査とし、原則として外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１）現場溶接については原則的として第三者検査機関による全数検査とし、原則として外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと注１）現場溶接については原則的として第三者検査機関による全数検査とし、原則として外観検査、超音波探傷検査を１００％行うこと

(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に(注)東京都の要綱に

物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する物の場合に実施する

基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築基づき必要となる建築

（目視及び計測）（目視及び計測）（目視及び計測）（目視及び計測）（目視及び計測）（目視及び計測）（目視及び計測）

第1464号第二号による第1464号第二号による第1464号第二号による第1464号第二号による第1464号第二号による第1464号第二号による第1464号第二号による（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）（突合せ溶接）

検  査  箇  所検  査  箇  所検  査  箇  所検  査  箇  所検  査  箇  所検  査  箇  所検  査  箇  所 検 査 方 法検 査 方 法検 査 方 法検 査 方 法検 査 方 法検 査 方 法検 査 方 法
検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数検査率又は検査数

備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考備　　考
工事管理者工事管理者工事管理者工事管理者工事管理者工事管理者工事管理者第三者第三者第三者第三者第三者第三者第三者社　内社　内社　内社　内社　内社　内社　内

外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）

超音波探傷検査超音波探傷検査超音波探傷検査超音波探傷検査超音波探傷検査超音波探傷検査超音波探傷検査 個個個個個個個

個個個個個個個％％％％％％％

％％％％％％％

％％％％％％％個個個個個個個

個個個個個個個

個個個個個個個

100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％

100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％

100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％100 ％ ※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示※平成12年建設省告示個個個個個個個

個個個個個個個

個個個個個個個

個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個個マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他マクロ試験・その他

外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）外観検査（※）

完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部完全溶込み溶接部

内観検査（※）内観検査（※）内観検査（※）内観検査（※）内観検査（※）内観検査（※）内観検査（※） 個個個個個個個 ％％％％％％％

％％％％％％％

％％％％％％％

溶接部の検査(検査結果は後日工事管理者に報告する事)溶接部の検査(検査結果は後日工事管理者に報告する事)溶接部の検査(検査結果は後日工事管理者に報告する事)溶接部の検査(検査結果は後日工事管理者に報告する事)溶接部の検査(検査結果は後日工事管理者に報告する事)溶接部の検査(検査結果は後日工事管理者に報告する事)溶接部の検査(検査結果は後日工事管理者に報告する事)

(５)　溶接部の検査(５)　溶接部の検査(５)　溶接部の検査(５)　溶接部の検査(５)　溶接部の検査(５)　溶接部の検査(５)　溶接部の検査

平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ平成12年建設省告示第1464号第二号 イ、ロ

日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」日本建築学会「鉄骨工事技術指針　工事現場施工編」

日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅸ」

材料規格証明書(※) または 試験成績書材料規格証明書(※) または 試験成績書材料規格証明書(※) または 試験成績書材料規格証明書(※) または 試験成績書材料規格証明書(※) または 試験成績書材料規格証明書(※) または 試験成績書材料規格証明書(※) または 試験成績書

※ 社)日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート※ 社)日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート※ 社)日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート※ 社)日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート※ 社)日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート※ 社)日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート※ 社)日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート

(４)　接合部の溶接は下記によること(４)　接合部の溶接は下記によること(４)　接合部の溶接は下記によること(４)　接合部の溶接は下記によること(４)　接合部の溶接は下記によること(４)　接合部の溶接は下記によること(４)　接合部の溶接は下記によること

建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査建方検査

現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査現寸検査 組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査組立・開先検査 製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査製品検査

(　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)(　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)(　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)(　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)(　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)(　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)(　印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること)

(３)　工事監理者が行う検査項目(３)　工事監理者が行う検査項目(３)　工事監理者が行う検査項目(３)　工事監理者が行う検査項目(３)　工事監理者が行う検査項目(３)　工事監理者が行う検査項目(３)　工事監理者が行う検査項目

社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表社内検査表

鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材鋼材 高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト 特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト特殊ボルト スタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルトスタッドボルト

工作図工作図工作図工作図工作図工作図工作図 施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書施工計画書製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場製作工場 製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書製作要領書

(２)　工事監理者の承認を必要とするもの(２)　工事監理者の承認を必要とするもの(２)　工事監理者の承認を必要とするもの(２)　工事監理者の承認を必要とするもの(２)　工事監理者の承認を必要とするもの(２)　工事監理者の承認を必要とするもの(２)　工事監理者の承認を必要とするもの

鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い士口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い士口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い士口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い士口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い士口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い士口のずれの検査・補強マニュアル」鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い士口のずれの検査・補強マニュアル」

鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」鋼材倶楽部「建築鉄骨工事施工指針」

日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」日本建築学会「ＪＡＳＳ６」「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」

(１)　鉄骨工事は指示のない限り下記による。(１)　鉄骨工事は指示のない限り下記による。(１)　鉄骨工事は指示のない限り下記による。(１)　鉄骨工事は指示のない限り下記による。(１)　鉄骨工事は指示のない限り下記による。(１)　鉄骨工事は指示のない限り下記による。(１)　鉄骨工事は指示のない限り下記による。

７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係７．設備関係

５㎝以上とする。５㎝以上とする。５㎝以上とする。５㎝以上とする。５㎝以上とする。５㎝以上とする。５㎝以上とする。

及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の振動

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管系の３倍以上かつ床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管系の３倍以上かつ床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管系の３倍以上かつ床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管系の３倍以上かつ床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管系の３倍以上かつ床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管系の３倍以上かつ床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１／３以下とし管の間隔を管系の３倍以上かつ

を設ける等有効な措置を講ずること。を設ける等有効な措置を講ずること。を設ける等有効な措置を講ずること。を設ける等有効な措置を講ずること。を設ける等有効な措置を講ずること。を設ける等有効な措置を講ずること。を設ける等有効な措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手

損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。損傷防止のための措置を講ずること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

風圧･土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧･土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧･土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧･土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧･土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧･土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。風圧･土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物に設ける給水・排水その他の配管設備は以下による建築物に設ける給水・排水その他の配管設備は以下による建築物に設ける給水・排水その他の配管設備は以下による建築物に設ける給水・排水その他の配管設備は以下による建築物に設ける給水・排水その他の配管設備は以下による建築物に設ける給水・排水その他の配管設備は以下による建築物に設ける給水・排水その他の配管設備は以下による

２５㎝以上の無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造･れんが造･石造･若しくはｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造とすること。２５㎝以上の無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造･れんが造･石造･若しくはｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造とすること。２５㎝以上の無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造･れんが造･石造･若しくはｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造とすること。２５㎝以上の無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造･れんが造･石造･若しくはｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造とすること。２５㎝以上の無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造･れんが造･石造･若しくはｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造とすること。２５㎝以上の無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造･れんが造･石造･若しくはｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造とすること。２５㎝以上の無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造･れんが造･石造･若しくはｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造とすること。

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するｺﾝｸﾘｰﾄのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造又は厚さが煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するｺﾝｸﾘｰﾄのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造又は厚さが煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するｺﾝｸﾘｰﾄのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造又は厚さが煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するｺﾝｸﾘｰﾄのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造又は厚さが煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するｺﾝｸﾘｰﾄのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造又は厚さが煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するｺﾝｸﾘｰﾄのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造又は厚さが煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するｺﾝｸﾘｰﾄのかぶり厚さを５㎝以上とした鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造又は厚さが

ものを除き、９０㎝以下とすること。ものを除き、９０㎝以下とすること。ものを除き、９０㎝以下とすること。ものを除き、９０㎝以下とすること。ものを除き、９０㎝以下とすること。ものを除き、９０㎝以下とすること。ものを除き、９０㎝以下とすること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造･石造･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造又は無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の場合は鉄製の支持を設けた煙突の屋上突出部の高さは、れんが造･石造･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造又は無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の場合は鉄製の支持を設けた煙突の屋上突出部の高さは、れんが造･石造･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造又は無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の場合は鉄製の支持を設けた煙突の屋上突出部の高さは、れんが造･石造･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造又は無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の場合は鉄製の支持を設けた煙突の屋上突出部の高さは、れんが造･石造･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造又は無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の場合は鉄製の支持を設けた煙突の屋上突出部の高さは、れんが造･石造･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造又は無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の場合は鉄製の支持を設けた煙突の屋上突出部の高さは、れんが造･石造･ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ造又は無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造の場合は鉄製の支持を設けた

主要な部分に緊結する。又、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。主要な部分に緊結する。又、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。主要な部分に緊結する。又、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。主要な部分に緊結する。又、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。主要な部分に緊結する。又、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。主要な部分に緊結する。又、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。主要な部分に緊結する。又、支持構造部は建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

屋上から突出する水槽･煙突･冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上屋上から突出する水槽･煙突･冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上屋上から突出する水槽･煙突･冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上屋上から突出する水槽･煙突･冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上屋上から突出する水槽･煙突･冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上屋上から突出する水槽･煙突･冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上屋上から突出する水槽･煙突･冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上

建築設備(昇降機を除く)の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備(昇降機を除く)の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備(昇降機を除く)の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備(昇降機を除く)の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備(昇降機を除く)の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備(昇降機を除く)の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。建築設備(昇降機を除く)の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

設備機器の架台及び基礎については工事管理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事管理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事管理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事管理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事管理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事管理者の承認を得ること。設備機器の架台及び基礎については工事管理者の承認を得ること。

建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による

（　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　）

特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手特殊継手

溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）溶接金網（JIS G 3551）

丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼丸　　鋼 ＳＲ235ＳＲ235ＳＲ235ＳＲ235ＳＲ235ＳＲ235ＳＲ235

高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋高強度せん断補強筋

ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手ガス圧接継手
異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋異 形 鉄 筋

重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手

継 手 工 法継 手 工 法継 手 工 法継 手 工 法継 手 工 法継 手 工 法継 手 工 法使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所径径径径径径径種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類種 　 類(３) 鉄　筋(３) 鉄　筋(３) 鉄　筋(３) 鉄　筋(３) 鉄　筋(３) 鉄　筋(３) 鉄　筋

(２) コンクリートブロック（ＣＢ）(２) コンクリートブロック（ＣＢ）(２) コンクリートブロック（ＣＢ）(２) コンクリートブロック（ＣＢ）(２) コンクリートブロック（ＣＢ）(２) コンクリートブロック（ＣＢ）(２) コンクリートブロック（ＣＢ）

１９０１９０１９０１９０１９０１９０１９０１５０１５０１５０１５０１５０１５０１５０１２０１２０１２０１２０１２０１２０１２０１００１００１００１００１００１００１００厚厚厚厚厚厚厚Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｃ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ｂ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種Ａ種

D 1 0 ～ D 1 6D 1 0 ～ D 1 6D 1 0 ～ D 1 6D 1 0 ～ D 1 6D 1 0 ～ D 1 6D 1 0 ～ D 1 6D 1 0 ～ D 1 6

現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接現 場 溶 接

 無 無 無 無 無 無 無 有 有 有 有 有 有 有 ＳＳＣ400 ＳＳＣ400 ＳＳＣ400 ＳＳＣ400 ＳＳＣ400 ＳＳＣ400 ＳＳＣ400

 無 無 無 無 無 無 無 有 有 有 有 有 有 有 ＳＮ490Ｃ ＳＮ490Ｃ ＳＮ490Ｃ ＳＮ490Ｃ ＳＮ490Ｃ ＳＮ490Ｃ ＳＮ490Ｃ

 無 無 無 無 無 無 無 有 有 有 有 有 有 有 ＢＣＰ235 ＢＣＰ235 ＢＣＰ235 ＢＣＰ235 ＢＣＰ235 ＢＣＰ235 ＢＣＰ235 ＢＣＲ295 ＢＣＲ295 ＢＣＲ295 ＢＣＲ295 ＢＣＲ295 ＢＣＲ295 ＢＣＲ295

 無 無 無 無 無 無 無 有 有 有 有 有 有 有 ＳＴＫＲ490 ＳＴＫＲ490 ＳＴＫＲ490 ＳＴＫＲ490 ＳＴＫＲ490 ＳＴＫＲ490 ＳＴＫＲ490 ＳＴＫＲ400 ＳＴＫＲ400 ＳＴＫＲ400 ＳＴＫＲ400 ＳＴＫＲ400 ＳＴＫＲ400 ＳＴＫＲ400

 無 無 無 無 無 無 無 有 有 有 有 有 有 有 ＳＮ400Ａ.Ｂ.Ｃ ＳＮ400Ａ.Ｂ.Ｃ ＳＮ400Ａ.Ｂ.Ｃ ＳＮ400Ａ.Ｂ.Ｃ ＳＮ400Ａ.Ｂ.Ｃ ＳＮ400Ａ.Ｂ.Ｃ ＳＮ400Ａ.Ｂ.Ｃ ＳＭ400 ＳＭ400 ＳＭ400 ＳＭ400 ＳＭ400 ＳＭ400 ＳＭ400

備 　 考備 　 考備 　 考備 　 考備 　 考備 　 考備 　 考使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所使 用 箇 所種 　 　 　 　 類種 　 　 　 　 類種 　 　 　 　 類種 　 　 　 　 類種 　 　 　 　 類種 　 　 　 　 類種 　 　 　 　 類

(４)　鉄　骨(４)　鉄　骨(４)　鉄　骨(４)　鉄　骨(４)　鉄　骨(４)　鉄　骨(４)　鉄　骨

 ＳＳ400 ＳＳ400 ＳＳ400 ＳＳ400 ＳＳ400 ＳＳ400 ＳＳ400

 ＳＴＫ400 ＳＴＫ400 ＳＴＫ400 ＳＴＫ400 ＳＴＫ400 ＳＴＫ400 ＳＴＫ400

○ 使用箇所の詳細については別途図示とする。○ 使用箇所の詳細については別途図示とする。○ 使用箇所の詳細については別途図示とする。○ 使用箇所の詳細については別途図示とする。○ 使用箇所の詳細については別途図示とする。○ 使用箇所の詳細については別途図示とする。○ 使用箇所の詳細については別途図示とする。

ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ・柱脚ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ・柱脚ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ・柱脚ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ・柱脚ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ・柱脚ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ・柱脚ﾀﾞｲﾔﾌﾗﾑ・柱脚

 単位水量は 185㎏/m3以下、単位セメント量は 270㎏/m3以上 単位水量は 185㎏/m3以下、単位セメント量は 270㎏/m3以上 単位水量は 185㎏/m3以下、単位セメント量は 270㎏/m3以上 単位水量は 185㎏/m3以下、単位セメント量は 270㎏/m3以上 単位水量は 185㎏/m3以下、単位セメント量は 270㎏/m3以上 単位水量は 185㎏/m3以下、単位セメント量は 270㎏/m3以上 単位水量は 185㎏/m3以下、単位セメント量は 270㎏/m3以上

ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295ＳＤ295

ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345 D 1 9 ～ D 2 2D 1 9 ～ D 2 2D 1 9 ～ D 2 2D 1 9 ～ D 2 2D 1 9 ～ D 2 2D 1 9 ～ D 2 2D 1 9 ～ D 2 2

大梁・小梁大梁・小梁大梁・小梁大梁・小梁大梁・小梁大梁・小梁大梁・小梁

 ＳＭ490Ａ ＳＭ490Ａ ＳＭ490Ａ ＳＭ490Ａ ＳＭ490Ａ ＳＭ490Ａ ＳＭ490Ａ  ＳＮ490Ｂ ＳＮ490Ｂ ＳＮ490Ｂ ＳＮ490Ｂ ＳＮ490Ｂ ＳＮ490Ｂ ＳＮ490Ｂ

孔内 水位孔内 水位孔内 水位孔内 水位孔内 水位孔内 水位孔内 水位

注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。注）地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

柱・間柱柱・間柱柱・間柱柱・間柱柱・間柱柱・間柱柱・間柱

支持層 ― 支持層 ― 支持層 ― 支持層 ― 支持層 ― 支持層 ― 支持層 ― (３)　杭基礎(３)　杭基礎(３)　杭基礎(３)　杭基礎(３)　杭基礎(３)　杭基礎(３)　杭基礎

杭　 　種杭　 　種杭　 　種杭　 　種杭　 　種杭　 　種杭　 　種 材　 　料材　 　料材　 　料材　 　料材　 　料材　 　料材　 　料 施  工  法  施  工  法  施  工  法  施  工  法  施  工  法  施  工  法  施  工  法  

ＲＣＲＣＲＣＲＣＲＣＲＣＲＣ ＰＲＣＰＲＣＰＲＣＰＲＣＰＲＣＰＲＣＰＲＣ ＰＲＣ(　Ⅰ種 　Ⅱ種 　Ⅲ種)ＰＲＣ(　Ⅰ種 　Ⅱ種 　Ⅲ種)ＰＲＣ(　Ⅰ種 　Ⅱ種 　Ⅲ種)ＰＲＣ(　Ⅰ種 　Ⅱ種 　Ⅲ種)ＰＲＣ(　Ⅰ種 　Ⅱ種 　Ⅲ種)ＰＲＣ(　Ⅰ種 　Ⅱ種 　Ⅲ種)ＰＲＣ(　Ⅰ種 　Ⅱ種 　Ⅲ種)

ＰＨＣ(　Ａ種 　Ｂ種 　Ｃ種)ＰＨＣ(　Ａ種 　Ｂ種 　Ｃ種)ＰＨＣ(　Ａ種 　Ｂ種 　Ｃ種)ＰＨＣ(　Ａ種 　Ｂ種 　Ｃ種)ＰＨＣ(　Ａ種 　Ｂ種 　Ｃ種)ＰＨＣ(　Ａ種 　Ｂ種 　Ｃ種)ＰＨＣ(　Ａ種 　Ｂ種 　Ｃ種)Ｈ鋼Ｈ鋼Ｈ鋼Ｈ鋼Ｈ鋼Ｈ鋼Ｈ鋼

鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管鋼管

ＰＨＣＰＨＣＰＨＣＰＨＣＰＨＣＰＨＣＰＨＣ

摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭摩擦杭 鋼材　　ＳＳ400　 ＳＫＫ400鋼材　　ＳＳ400　 ＳＫＫ400鋼材　　ＳＳ400　 ＳＫＫ400鋼材　　ＳＳ400　 ＳＫＫ400鋼材　　ＳＳ400　 ＳＫＫ400鋼材　　ＳＳ400　 ＳＫＫ400鋼材　　ＳＳ400　 ＳＫＫ400 スクリュウパイル工法スクリュウパイル工法スクリュウパイル工法スクリュウパイル工法スクリュウパイル工法スクリュウパイル工法スクリュウパイル工法

埋込み(セメントミルク工法)埋込み(セメントミルク工法)埋込み(セメントミルク工法)埋込み(セメントミルク工法)埋込み(セメントミルク工法)埋込み(セメントミルク工法)埋込み(セメントミルク工法)

打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み打ち込み

オールケーシング　　拡底杭オールケーシング　　拡底杭オールケーシング　　拡底杭オールケーシング　　拡底杭オールケーシング　　拡底杭オールケーシング　　拡底杭オールケーシング　　拡底杭

リバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーションリバースサーキュレーション

アースドリル　　ミニアースアースドリル　　ミニアースアースドリル　　ミニアースアースドリル　　ミニアースアースドリル　　ミニアースアースドリル　　ミニアースアースドリル　　ミニアース

ＢＨ　　深礎ＢＨ　　深礎ＢＨ　　深礎ＢＨ　　深礎ＢＨ　　深礎ＢＨ　　深礎ＢＨ　　深礎　　　　　　　　手堀　　　　　　　　手堀　　　　　　　　手堀　　　　　　　　手堀　　　　　　　　手堀　　　　　　　　手堀　　　　　　　　手堀

　　　　　　　　機械堀　　　　　　　　機械堀　　　　　　　　機械堀　　　　　　　　機械堀　　　　　　　　機械堀　　　　　　　　機械堀　　　　　　　　機械堀

認定認定認定認定認定認定認定

第　　　　号第　　　　号第　　　　号第　　　　号第　　　　号第　　　　号第　　　　号

年 　月 　日年 　月 　日年 　月 　日年 　月 　日年 　月 　日年 　月 　日年 　月 　日

場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち場所打ち

コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭コンクリート杭 スランプスランプスランプスランプスランプスランプスランプ

鉄　筋　　 主　筋　　ＳＤ鉄　筋　　 主　筋　　ＳＤ鉄　筋　　 主　筋　　ＳＤ鉄　筋　　 主　筋　　ＳＤ鉄　筋　　 主　筋　　ＳＤ鉄　筋　　 主　筋　　ＳＤ鉄　筋　　 主　筋　　ＳＤ

　　　　　 ＨＯＯＰ　ＳＤ　　　　　 ＨＯＯＰ　ＳＤ　　　　　 ＨＯＯＰ　ＳＤ　　　　　 ＨＯＯＰ　ＳＤ　　　　　 ＨＯＯＰ　ＳＤ　　　　　 ＨＯＯＰ　ＳＤ　　　　　 ＨＯＯＰ　ＳＤ

コンクリートＦｃ　　　N／m㎡コンクリートＦｃ　　　N／m㎡コンクリートＦｃ　　　N／m㎡コンクリートＦｃ　　　N／m㎡コンクリートＦｃ　　　N／m㎡コンクリートＦｃ　　　N／m㎡コンクリートＦｃ　　　N／m㎡

セメント量　　　　　　㎏／m3セメント量　　　　　　㎏／m3セメント量　　　　　　㎏／m3セメント量　　　　　　㎏／m3セメント量　　　　　　㎏／m3セメント量　　　　　　㎏／m3セメント量　　　　　　㎏／m3

備　考備　考備　考備　考備　考備　考備　考

杭仕様　　　施工計画書承認　　　杭施工結果報告書杭仕様　　　施工計画書承認　　　杭施工結果報告書杭仕様　　　施工計画書承認　　　杭施工結果報告書杭仕様　　　施工計画書承認　　　杭施工結果報告書杭仕様　　　施工計画書承認　　　杭施工結果報告書杭仕様　　　施工計画書承認　　　杭施工結果報告書杭仕様　　　施工計画書承認　　　杭施工結果報告書

試験杭　　(　有・　無)　　(　打ち込み・　載荷・　孔壁測定)　　　本試験杭　　(　有・　無)　　(　打ち込み・　載荷・　孔壁測定)　　　本試験杭　　(　有・　無)　　(　打ち込み・　載荷・　孔壁測定)　　　本試験杭　　(　有・　無)　　(　打ち込み・　載荷・　孔壁測定)　　　本試験杭　　(　有・　無)　　(　打ち込み・　載荷・　孔壁測定)　　　本試験杭　　(　有・　無)　　(　打ち込み・　載荷・　孔壁測定)　　　本試験杭　　(　有・　無)　　(　打ち込み・　載荷・　孔壁測定)　　　本

杭の先端の深さ (ｍ)杭の先端の深さ (ｍ)杭の先端の深さ (ｍ)杭の先端の深さ (ｍ)杭の先端の深さ (ｍ)杭の先端の深さ (ｍ)杭の先端の深さ (ｍ) 特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項特 記 事 項本　数本　数本　数本　数本　数本　数本　数杭径 (㎜)杭径 (㎜)杭径 (㎜)杭径 (㎜)杭径 (㎜)杭径 (㎜)杭径 (㎜) 設計支持力 (kN)設計支持力 (kN)設計支持力 (kN)設計支持力 (kN)設計支持力 (kN)設計支持力 (kN)設計支持力 (kN)

４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事４．地業工事

(１)　直接基礎(１)　直接基礎(１)　直接基礎(１)　直接基礎(１)　直接基礎(１)　直接基礎(１)　直接基礎 ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎ベタ基礎 布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎布基礎 独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎独立基礎

(２)　地盤改良(２)　地盤改良(２)　地盤改良(２)　地盤改良(２)　地盤改良(２)　地盤改良(２)　地盤改良 浅層混合処理方法浅層混合処理方法浅層混合処理方法浅層混合処理方法浅層混合処理方法浅層混合処理方法浅層混合処理方法 深層混合処理方法深層混合処理方法深層混合処理方法深層混合処理方法深層混合処理方法深層混合処理方法深層混合処理方法

 無 無 無 無 無 無 無 有 有 有 有 有 有 有試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀試験堀

載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験  無 無 無 無 無 無 無 有 有 有 有 有 有 有

載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験載荷試験  無 無 無 無 無 無 無 有 有 有 有 有 有 有

岩手県花巻市城内1番43号岩手県花巻市城内1番43号岩手県花巻市城内1番43号岩手県花巻市城内1番43号岩手県花巻市城内1番43号岩手県花巻市城内1番43号岩手県花巻市城内1番43号

 　　　棟 　　地下　　　階　　　　　地上　　2階　　　　塔屋　　 　階 　　　棟 　　地下　　　階　　　　　地上　　2階　　　　塔屋　　 　階 　　　棟 　　地下　　　階　　　　　地上　　2階　　　　塔屋　　 　階 　　　棟 　　地下　　　階　　　　　地上　　2階　　　　塔屋　　 　階 　　　棟 　　地下　　　階　　　　　地上　　2階　　　　塔屋　　 　階 　　　棟 　　地下　　　階　　　　　地上　　2階　　　　塔屋　　 　階 　　　棟 　　地下　　　階　　　　　地上　　2階　　　　塔屋　　 　階

 Ｘ方向ルート　3 －（  ）　　Ｙ方向ルート　3 －（  ） Ｘ方向ルート　3 －（  ）　　Ｙ方向ルート　3 －（  ） Ｘ方向ルート　3 －（  ）　　Ｙ方向ルート　3 －（  ） Ｘ方向ルート　3 －（  ）　　Ｙ方向ルート　3 －（  ） Ｘ方向ルート　3 －（  ）　　Ｙ方向ルート　3 －（  ） Ｘ方向ルート　3 －（  ）　　Ｙ方向ルート　3 －（  ） Ｘ方向ルート　3 －（  ）　　Ｙ方向ルート　3 －（  ）

会議室会議室会議室会議室会議室会議室会議室

○○○○○○○

既存基礎（GL-0.8ｍ）を掘削した結果既存基礎（GL-0.8ｍ）を掘削した結果既存基礎（GL-0.8ｍ）を掘削した結果既存基礎（GL-0.8ｍ）を掘削した結果既存基礎（GL-0.8ｍ）を掘削した結果既存基礎（GL-0.8ｍ）を掘削した結果既存基礎（GL-0.8ｍ）を掘削した結果

粘性土である。粘性土である。粘性土である。粘性土である。粘性土である。粘性土である。粘性土である。

深さ　ＧＬ－ 　　 ｍ，支持層 － 　　 ，長期許容支持力度　　　 kN/㎡深さ　ＧＬ－ 　　 ｍ，支持層 － 　　 ，長期許容支持力度　　　 kN/㎡深さ　ＧＬ－ 　　 ｍ，支持層 － 　　 ，長期許容支持力度　　　 kN/㎡深さ　ＧＬ－ 　　 ｍ，支持層 － 　　 ，長期許容支持力度　　　 kN/㎡深さ　ＧＬ－ 　　 ｍ，支持層 － 　　 ，長期許容支持力度　　　 kN/㎡深さ　ＧＬ－ 　　 ｍ，支持層 － 　　 ，長期許容支持力度　　　 kN/㎡深さ　ＧＬ－ 　　 ｍ，支持層 － 　　 ，長期許容支持力度　　　 kN/㎡

認定または登録工場  ( 大臣認定　　M グレード 以上 )認定または登録工場  ( 大臣認定　　M グレード 以上 )認定または登録工場  ( 大臣認定　　M グレード 以上 )認定または登録工場  ( 大臣認定　　M グレード 以上 )認定または登録工場  ( 大臣認定　　M グレード 以上 )認定または登録工場  ( 大臣認定　　M グレード 以上 )認定または登録工場  ( 大臣認定　　M グレード 以上 )

深さ　ＧＬ－0.8   ｍ， 支持層 － 　粘性土　　 ， 長期許容支持力度　65   kN/㎡深さ　ＧＬ－0.8   ｍ， 支持層 － 　粘性土　　 ， 長期許容支持力度　65   kN/㎡深さ　ＧＬ－0.8   ｍ， 支持層 － 　粘性土　　 ， 長期許容支持力度　65   kN/㎡深さ　ＧＬ－0.8   ｍ， 支持層 － 　粘性土　　 ， 長期許容支持力度　65   kN/㎡深さ　ＧＬ－0.8   ｍ， 支持層 － 　粘性土　　 ， 長期許容支持力度　65   kN/㎡深さ　ＧＬ－0.8   ｍ， 支持層 － 　粘性土　　 ， 長期許容支持力度　65   kN/㎡深さ　ＧＬ－0.8   ｍ， 支持層 － 　粘性土　　 ， 長期許容支持力度　65   kN/㎡

－－－－－－－－－－－－－－

１８１８１８１８１８１８１８

(５)　ボルト(５)　ボルト(５)　ボルト(５)　ボルト(５)　ボルト(５)　ボルト(５)　ボルト

認定品（ 　Ｍ１２，　Ｍ１６，　Ｍ２０，　Ｍ２２，　Ｍ２４ ）認定品（ 　Ｍ１２，　Ｍ１６，　Ｍ２０，　Ｍ２２，　Ｍ２４ ）認定品（ 　Ｍ１２，　Ｍ１６，　Ｍ２０，　Ｍ２２，　Ｍ２４ ）認定品（ 　Ｍ１２，　Ｍ１６，　Ｍ２０，　Ｍ２２，　Ｍ２４ ）認定品（ 　Ｍ１２，　Ｍ１６，　Ｍ２０，　Ｍ２２，　Ｍ２４ ）認定品（ 　Ｍ１２，　Ｍ１６，　Ｍ２０，　Ｍ２２，　Ｍ２４ ）認定品（ 　Ｍ１２，　Ｍ１６，　Ｍ２０，　Ｍ２２，　Ｍ２４ ）

高力ボルト導入張力確認試験高力ボルト導入張力確認試験高力ボルト導入張力確認試験高力ボルト導入張力確認試験高力ボルト導入張力確認試験高力ボルト導入張力確認試験高力ボルト導入張力確認試験 　否　否　否　否　否　否　否　要　要　要　要　要　要　要

　否　否　否　否　否　否　否　要　要　要　要　要　要　要高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験高力ボルトすべり係数試験中ボルト中ボルト中ボルト中ボルト中ボルト中ボルト中ボルト

特殊：Ｓ１０Ｔ特殊：Ｓ１０Ｔ特殊：Ｓ１０Ｔ特殊：Ｓ１０Ｔ特殊：Ｓ１０Ｔ特殊：Ｓ１０Ｔ特殊：Ｓ１０Ｔ普通：Ｆ１０Ｔ普通：Ｆ１０Ｔ普通：Ｆ１０Ｔ普通：Ｆ１０Ｔ普通：Ｆ１０Ｔ普通：Ｆ１０Ｔ普通：Ｆ１０Ｔ

高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト高力ボルト

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

アンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルトアンカーボルト

ABR400　Ｍ＝20　　Ｌ＝500㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝20　　Ｌ＝500㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝20　　Ｌ＝500㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝20　　Ｌ＝500㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝20　　Ｌ＝500㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝20　　Ｌ＝500㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝20　　Ｌ＝500㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有

ABR400　Ｍ＝16　　Ｌ＝400㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝16　　Ｌ＝400㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝16　　Ｌ＝400㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝16　　Ｌ＝400㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝16　　Ｌ＝400㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝16　　Ｌ＝400㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有ABR400　Ｍ＝16　　Ｌ＝400㎜　ナット(シングル、ダブル)　定着板有

ケミカルアンカーケミカルアンカーケミカルアンカーケミカルアンカーケミカルアンカーケミカルアンカーケミカルアンカー

D16Ｌ＝130　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D16Ｌ＝130　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D16Ｌ＝130　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D16Ｌ＝130　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D16Ｌ＝130　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D16Ｌ＝130　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D16Ｌ＝130　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）

D22Ｌ＝180　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D22Ｌ＝180　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D22Ｌ＝180　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D22Ｌ＝180　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D22Ｌ＝180　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D22Ｌ＝180　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ）D22Ｌ＝180　㎜　使用箇所（ 　　柱　　大梁　　小梁 ） SD345SD345SD345SD345SD345SD345SD345

SD295SD295SD295SD295SD295SD295SD295

（使用する際には、設計者又は工事管理者と打合せのこと）（使用する際には、設計者又は工事管理者と打合せのこと）（使用する際には、設計者又は工事管理者と打合せのこと）（使用する際には、設計者又は工事管理者と打合せのこと）（使用する際には、設計者又は工事管理者と打合せのこと）（使用する際には、設計者又は工事管理者と打合せのこと）（使用する際には、設計者又は工事管理者と打合せのこと）(７)　梁貫通孔補強(７)　梁貫通孔補強(７)　梁貫通孔補強(７)　梁貫通孔補強(７)　梁貫通孔補強(７)　梁貫通孔補強(７)　梁貫通孔補強

鉄骨標準図鉄骨標準図鉄骨標準図鉄骨標準図鉄骨標準図鉄骨標準図鉄骨標準図既製品（リング型、パイプ型、金鋼型）既製品（リング型、パイプ型、金鋼型）既製品（リング型、パイプ型、金鋼型）既製品（リング型、パイプ型、金鋼型）既製品（リング型、パイプ型、金鋼型）既製品（リング型、パイプ型、金鋼型）既製品（リング型、パイプ型、金鋼型）設計図設計図設計図設計図設計図設計図設計図 鉄筋標準図鉄筋標準図鉄筋標準図鉄筋標準図鉄筋標準図鉄筋標準図鉄筋標準図

(６)　屋根、床、壁(６)　屋根、床、壁(６)　屋根、床、壁(６)　屋根、床、壁(６)　屋根、床、壁(６)　屋根、床、壁(６)　屋根、床、壁

ＡＬＣ版ＡＬＣ版ＡＬＣ版ＡＬＣ版ＡＬＣ版ＡＬＣ版ＡＬＣ版 壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚 スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法スライド構法 ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法ボルト止め構法 ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法ロッキング構法

特殊デッキプレート特殊デッキプレート特殊デッキプレート特殊デッキプレート特殊デッキプレート特殊デッキプレート特殊デッキプレート

キーストーンプレートキーストーンプレートキーストーンプレートキーストーンプレートキーストーンプレートキーストーンプレートキーストーンプレート 厚厚厚厚厚厚厚

デッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレートデッキプレート 厚厚厚厚厚厚厚

折　　版折　　版折　　版折　　版折　　版折　　版折　　版

型式型式型式型式型式型式型式

型式型式型式型式型式型式型式

厚　0.8厚　0.8厚　0.8厚　0.8厚　0.8厚　0.8厚　0.8Ｈ＝90mmＨ＝90mmＨ＝90mmＨ＝90mmＨ＝90mmＨ＝90mmＨ＝90mm

*材料試験　1）全数の打音検査を行い、固着度を確認する。*材料試験　1）全数の打音検査を行い、固着度を確認する。*材料試験　1）全数の打音検査を行い、固着度を確認する。*材料試験　1）全数の打音検査を行い、固着度を確認する。*材料試験　1）全数の打音検査を行い、固着度を確認する。*材料試験　1）全数の打音検査を行い、固着度を確認する。*材料試験　1）全数の打音検査を行い、固着度を確認する。

　　　　　 2）各階　梁・柱　それぞれ３か所非破壊引張試験を行う。　　　　　 2）各階　梁・柱　それぞれ３か所非破壊引張試験を行う。　　　　　 2）各階　梁・柱　それぞれ３か所非破壊引張試験を行う。　　　　　 2）各階　梁・柱　それぞれ３か所非破壊引張試験を行う。　　　　　 2）各階　梁・柱　それぞれ３か所非破壊引張試験を行う。　　　　　 2）各階　梁・柱　それぞれ３か所非破壊引張試験を行う。　　　　　 2）各階　梁・柱　それぞれ３か所非破壊引張試験を行う。

NNNNNNN

本庁舎分室本庁舎分室本庁舎分室本庁舎分室本庁舎分室本庁舎分室本庁舎分室

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

▼ＧＬ▼ＧＬ▼ＧＬ▼ＧＬ▼ＧＬ▼ＧＬ▼ＧＬ№４№４№４№４№４№４№４

④④④④④④④ ③③③③③③③

①①①①①①① ②②②②②②②

3.13.13.13.13.13.13.1

2.82.82.82.82.82.82.8

4.94.94.94.94.94.94.9

6.86.86.86.86.86.86.8

9.29.29.29.29.29.29.2

4.14.14.14.14.14.14.1

5.55.55.55.55.55.55.5

5.25.25.25.25.25.25.2

6.66.66.66.66.66.66.6

21.421.421.421.421.421.421.4

(２)　スウェーデン式サウンディング試験(２)　スウェーデン式サウンディング試験(２)　スウェーデン式サウンディング試験(２)　スウェーデン式サウンディング試験(２)　スウェーデン式サウンディング試験(２)　スウェーデン式サウンディング試験(２)　スウェーデン式サウンディング試験

貫入量１ｍ当りの半回転数（Ｎｓｗ）貫入量１ｍ当りの半回転数（Ｎｓｗ）貫入量１ｍ当りの半回転数（Ｎｓｗ）貫入量１ｍ当りの半回転数（Ｎｓｗ）貫入量１ｍ当りの半回転数（Ｎｓｗ）貫入量１ｍ当りの半回転数（Ｎｓｗ）貫入量１ｍ当りの半回転数（Ｎｓｗ）

2.52.52.52.52.52.52.5

2.02.02.02.02.02.02.0

1.51.51.51.51.51.51.5

1.01.01.01.01.01.01.0

0.50.50.50.50.50.50.5

50505050505050 100100100100100100100 200200200200200200200 300300300300300300300 400400400400400400400 600600600600600600600

ＮswＮswＮswＮswＮswＮswＮsw

半半半半半半半
回回回回回回回
転転転転転転転
数数数数数数数

 4 4 4 4 4 4 4

 3 3 3 3 3 3 3

11111111111111

18181818181818

27272727272727

 8 8 8 8 8 8 8

13131313131313

11111111111111

18181818181818

66666666666666

 16 16 16 16 16 16 16

 12 12 12 12 12 12 12

 44 44 44 44 44 44 44

 72 72 72 72 72 72 72

108108108108108108108

 32 32 32 32 32 32 32

 52 52 52 52 52 52 52

 44 44 44 44 44 44 44

 72 72 72 72 72 72 72

367367367367367367367

  0  0  0  0  0  0  0

表示データ表示データ表示データ表示データ表示データ表示データ表示データ



設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図

担当担当担当担当担当担当担当

図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号
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面面面面面面面
図図図図図図図

６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱６．柱
(３)　べた基礎(３)　べた基礎(３)　べた基礎(３)　べた基礎(３)　べた基礎(３)　べた基礎(３)　べた基礎鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (１)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (１)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (１)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (１)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (１)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (１)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (１)

ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）ハンチを付けた場合（ａ≧３）
(１)　柱主筋の継手(１)　柱主筋の継手(１)　柱主筋の継手(１)　柱主筋の継手(１)　柱主筋の継手(１)　柱主筋の継手(１)　柱主筋の継手 (２)　柱主筋の定着(２)　柱主筋の定着(２)　柱主筋の定着(２)　柱主筋の定着(２)　柱主筋の定着(２)　柱主筋の定着(２)　柱主筋の定着

(５)　鉄筋のあき(５)　鉄筋のあき(５)　鉄筋のあき(５)　鉄筋のあき(５)　鉄筋のあき(５)　鉄筋のあき(５)　鉄筋のあき 2222222 １．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項
ａａａａａａａ丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１.５d以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１.５d以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１.５d以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１.５d以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１.５d以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１.５d以上丸鋼では径、異形鉄筋では呼び名に用いた数値１.５d以上 　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる　　但し上筋と下筋を読みかえる

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

1111111図の　印の鉄筋の重ね継ぎ手の図の　印の鉄筋の重ね継ぎ手の図の　印の鉄筋の重ね継ぎ手の図の　印の鉄筋の重ね継ぎ手の図の　印の鉄筋の重ね継ぎ手の図の　印の鉄筋の重ね継ぎ手の図の　印の鉄筋の重ね継ぎ手の
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２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする２．①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする(１)　構造図面に掲載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１)　構造図面に掲載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１)　構造図面に掲載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１)　構造図面に掲載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１)　構造図面に掲載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１)　構造図面に掲載された事項は、本標準図に優先して適用する。(１)　構造図面に掲載された事項は、本標準図に優先して適用する。 粗骨材の最大寸法の１.２５倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の１.２５倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の１.２５倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の１.２５倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の１.２５倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の１.２５倍以上かつ２５以上粗骨材の最大寸法の１.２５倍以上かつ２５以上 　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要　　　末端にはフックが必要
鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄
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筋並びに梁のせいが小さく、筋並びに梁のせいが小さく、筋並びに梁のせいが小さく、筋並びに梁のせいが小さく、筋並びに梁のせいが小さく、筋並びに梁のせいが小さく、筋並びに梁のせいが小さく、３．②の鉄筋はＤ13以上３．②の鉄筋はＤ13以上３．②の鉄筋はＤ13以上３．②の鉄筋はＤ13以上３．②の鉄筋はＤ13以上３．②の鉄筋はＤ13以上３．②の鉄筋はＤ13以上間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔 間隔間隔間隔間隔間隔間隔間隔
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(２)　記号(２)　記号(２)　記号(２)　記号(２)　記号(２)　記号(２)　記号
設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長設計応力に対して必要な定着長柱柱柱柱柱柱柱
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さが不足する箇所に付ける。さが不足する箇所に付ける。さが不足する箇所に付ける。さが不足する箇所に付ける。さが不足する箇所に付ける。さが不足する箇所に付ける。さが不足する箇所に付ける。４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする４．埋戻し土のある場合は40を70とする
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異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋異形鉄筋 丸　鋼丸　鋼丸　鋼丸　鋼丸　鋼丸　鋼丸　鋼　　　　ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径　　　　ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径　　　　ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径　　　　ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径　　　　ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径　　　　ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径　　　　ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径
Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
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　　　　＠…間隔　　ｒ…半径　　Ｃ…中心線　　lo…部材間の内法距離　　ho…部材間の内法高さ　　　　＠…間隔　　ｒ…半径　　Ｃ…中心線　　lo…部材間の内法距離　　ho…部材間の内法高さ　　　　＠…間隔　　ｒ…半径　　Ｃ…中心線　　lo…部材間の内法距離　　ho…部材間の内法高さ　　　　＠…間隔　　ｒ…半径　　Ｃ…中心線　　lo…部材間の内法距離　　ho…部材間の内法高さ　　　　＠…間隔　　ｒ…半径　　Ｃ…中心線　　lo…部材間の内法距離　　ho…部材間の内法高さ　　　　＠…間隔　　ｒ…半径　　Ｃ…中心線　　lo…部材間の内法距離　　ho…部材間の内法高さ　　　　＠…間隔　　ｒ…半径　　Ｃ…中心線　　lo…部材間の内法距離　　ho…部材間の内法高さＬＬＬＬＬＬＬ

(ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。)(ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックをつける。) 4
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　　　　ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼　　　　ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼　　　　ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼　　　　ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼　　　　ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼　　　　ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼　　　　ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ.ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼 (６)　鉄筋のフック(６)　鉄筋のフック(６)　鉄筋のフック(６)　鉄筋のフック(６)　鉄筋のフック(６)　鉄筋のフック(６)　鉄筋のフック (４)　基礎接合部の補強(４)　基礎接合部の補強(４)　基礎接合部の補強(４)　基礎接合部の補強(４)　基礎接合部の補強(４)　基礎接合部の補強(４)　基礎接合部の補強
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ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

梁梁梁梁梁梁梁
ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照） Ｌ
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２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり２．鉄筋加工、かぶり
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ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋ｅ．単純梁の下端筋 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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(１)　鉄筋末端部の折曲げの形状(１)　鉄筋末端部の折曲げの形状(１)　鉄筋末端部の折曲げの形状(１)　鉄筋末端部の折曲げの形状(１)　鉄筋末端部の折曲げの形状(１)　鉄筋末端部の折曲げの形状(１)　鉄筋末端部の折曲げの形状 ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所
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折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度折曲げ角度 １８０゜１８０゜１８０゜１８０゜１８０゜１８０゜１８０゜ １３５゜１３５゜１３５゜１３５゜１３５゜１３５゜１３５゜ ９０゜９０゜９０゜９０゜９０゜９０゜９０゜ 折曲げ角度90゜はスラブ筋･壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋･壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋･壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋･壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋･壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋･壁筋折曲げ角度90゜はスラブ筋･壁筋 圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手圧接継手 重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手重ね継手
2-Ｄ16以上2-Ｄ16以上2-Ｄ16以上2-Ｄ16以上2-Ｄ16以上2-Ｄ16以上2-Ｄ16以上（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

の末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時にの末端部またはスラブと同時に ３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭３．杭
ｄｄｄｄｄｄｄ ｄｄｄｄｄｄｄ ｄｄｄｄｄｄｄ

打ち込むＴ形及びＬ形梁の打ち込むＴ形及びＬ形梁の打ち込むＴ形及びＬ形梁の打ち込むＴ形及びＬ形梁の打ち込むＴ形及びＬ形梁の打ち込むＴ形及びＬ形梁の打ち込むＴ形及びＬ形梁の 継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置継手の好ましい位置
゜゚゚゚゚゚゚ ゜゚゚゚゚゚゚45～ 6045～ 6045～ 6045～ 6045～ 6045～ 6045～ 60キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。キャップタイにのみ用いる。 ＊印筋はＤ10-@200とする＊印筋はＤ10-@200とする＊印筋はＤ10-@200とする＊印筋はＤ10-@200とする＊印筋はＤ10-@200とする＊印筋はＤ10-@200とする＊印筋はＤ10-@200とする

ＲＲＲＲＲＲＲ ＲＲＲＲＲＲＲ 300300300300300300300ＲＲＲＲＲＲＲ キャップタイキャップタイキャップタイキャップタイキャップタイキャップタイキャップタイｄｄｄｄｄｄｄ図図図図図図図 (３)　帯　　筋(３)　帯　　筋(３)　帯　　筋(３)　帯　　筋(３)　帯　　筋(３)　帯　　筋(３)　帯　　筋(１)　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う(１)　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う(１)　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う(１)　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う(１)　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う(１)　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う(１)　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う
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イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型）イ Ｈ型（タガ型） ロ Ｗ型（溶接型）ロ Ｗ型（溶接型）ロ Ｗ型（溶接型）ロ Ｗ型（溶接型）ロ Ｗ型（溶接型）ロ Ｗ型（溶接型）ロ Ｗ型（溶接型） ロ Ｓ型ロ Ｓ型ロ Ｓ型ロ Ｓ型ロ Ｓ型ロ Ｓ型ロ Ｓ型所定に位置に止まった場合所定に位置に止まった場合所定に位置に止まった場合所定に位置に止まった場合所定に位置に止まった場合所定に位置に止まった場合所定に位置に止まった場合 所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合所定より低く止まった場合 Ｌ1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1

（スパイラル型）（スパイラル型）（スパイラル型）（スパイラル型）（スパイラル型）（スパイラル型）（スパイラル型）6ｄ6ｄ6ｄ6ｄ6ｄ6ｄ6ｄ 5ｄ以上5ｄ以上5ｄ以上5ｄ以上5ｄ以上5ｄ以上5ｄ以上150以下150以下150以下150以下150以下150以下150以下 パネル部分はパネル部分はパネル部分はパネル部分はパネル部分はパネル部分はパネル部分は但しｌ≦φの場合但しｌ≦φの場合但しｌ≦φの場合但しｌ≦φの場合但しｌ≦φの場合但しｌ≦φの場合但しｌ≦φの場合鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長鉄筋の余長 ４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上４ｄ以上 6d以上(*4d以上)6d以上(*4d以上)6d以上(*4d以上)6d以上(*4d以上)6d以上(*4d以上)6d以上(*4d以上)6d以上(*4d以上) 8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上)8d以上(*4d以上) Ｗ1の三角壁厚さは、200以上またはＷ1の三角壁厚さは、200以上またはＷ1の三角壁厚さは、200以上またはＷ1の三角壁厚さは、200以上またはＷ1の三角壁厚さは、200以上またはＷ1の三角壁厚さは、200以上またはＷ1の三角壁厚さは、200以上または Ｈ≦500＊印筋は不要とするＨ≦500＊印筋は不要とするＨ≦500＊印筋は不要とするＨ≦500＊印筋は不要とするＨ≦500＊印筋は不要とするＨ≦500＊印筋は不要とするＨ≦500＊印筋は不要とする 15d15d15d15d15d15d15d　〃　〃　〃　〃　〃　〃　〃 0.2％以上とする。0.2％以上とする。0.2％以上とする。0.2％以上とする。0.2％以上とする。0.2％以上とする。0.2％以上とする。
　　ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による。　　ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による。　　ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による。　　ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による。　　ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による。　　ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による。　　ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による。

150以下150以下150以下150以下150以下150以下150以下
　 地中梁幅とし、配筋は胴厚の壁リストにならう　 地中梁幅とし、配筋は胴厚の壁リストにならう　 地中梁幅とし、配筋は胴厚の壁リストにならう　 地中梁幅とし、配筋は胴厚の壁リストにならう　 地中梁幅とし、配筋は胴厚の壁リストにならう　 地中梁幅とし、配筋は胴厚の壁リストにならう　 地中梁幅とし、配筋は胴厚の壁リストにならう補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋 Ｐ1Ｐ 1Ｐ 1Ｐ 1Ｐ 1Ｐ 1Ｐ 1 12
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 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150　　ＳＤ345のＤ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上　　ＳＤ345のＤ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上　　ＳＤ345のＤ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上　　ＳＤ345のＤ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上　　ＳＤ345のＤ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上　　ＳＤ345のＤ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上　　ＳＤ345のＤ16以下は、3d以上、Ｄ19以上は4d以上  〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150ＨＯＯＰ＠150
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(２)　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折り曲角度90゜以下(２)　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折り曲角度90゜以下(２)　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折り曲角度90゜以下(２)　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折り曲角度90゜以下(２)　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折り曲角度90゜以下(２)　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折り曲角度90゜以下(２)　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折り曲角度90゜以下 (１) 独立基礎、杭基礎の場合(１) 独立基礎、杭基礎の場合(１) 独立基礎、杭基礎の場合(１) 独立基礎、杭基礎の場合(１) 独立基礎、杭基礎の場合(１) 独立基礎、杭基礎の場合(１) 独立基礎、杭基礎の場合
 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 5ｄ5ｄ5ｄ5ｄ5ｄ5ｄ5ｄ ｌｌｌｌｌｌｌ Ｌは中間部50dかつ300以上Ｌは中間部50dかつ300以上Ｌは中間部50dかつ300以上Ｌは中間部50dかつ300以上Ｌは中間部50dかつ300以上Ｌは中間部50dかつ300以上Ｌは中間部50dかつ300以上Ｐ 1Ｐ 1Ｐ 1Ｐ 1Ｐ 1Ｐ 1Ｐ 1基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端基礎下端

φφ φφ φφ φ 2ｄ2ｄ2ｄ2ｄ2ｄ2ｄ2ｄ2ｄ2ｄ2ｄ2ｄ2ｄ2ｄ2ｄ 末端部の添巻は1.5巻き末端部の添巻は1.5巻き末端部の添巻は1.5巻き末端部の添巻は1.5巻き末端部の添巻は1.5巻き末端部の添巻は1.5巻き末端部の添巻は1.5巻き
鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇鉄筋の使用箇 鉄筋の径によ鉄筋の径によ鉄筋の径によ鉄筋の径によ鉄筋の径によ鉄筋の径によ鉄筋の径によ 鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ鉄筋の折り曲げ 1
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以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。第一帯筋第一帯筋第一帯筋第一帯筋第一帯筋第一帯筋第一帯筋図図図図図図図 鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称所による呼称 る区分る区分る区分る区分る区分る区分る区分 内のり寸法(Ｒ)内のり寸法(Ｒ)内のり寸法(Ｒ)内のり寸法(Ｒ)内のり寸法(Ｒ)内のり寸法(Ｒ)内のり寸法(Ｒ) ｌは片面溶接10ｄｌは片面溶接10ｄｌは片面溶接10ｄｌは片面溶接10ｄｌは片面溶接10ｄｌは片面溶接10ｄｌは片面溶接10ｄ
150150150150150150150 4ｄ4ｄ4ｄ4ｄ4ｄ4ｄ4ｄφφφφφφφ コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板コンクリート止め板 　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部外端部外端部外端部外端部外端部外端部外端部

6ｄ6
ｄ
6ｄ6ｄ6
ｄ6ｄ6ｄ16φ16φ16φ16φ16φ16φ16φ 両面溶接 5ｄ以上両面溶接 5ｄ以上両面溶接 5ｄ以上両面溶接 5ｄ以上両面溶接 5ｄ以上両面溶接 5ｄ以上両面溶接 5ｄ以上帯　　　　筋帯　　　　筋帯　　　　筋帯　　　　筋帯　　　　筋帯　　　　筋帯　　　　筋 ＳＲ235、ＳＲ295ＳＲ235、ＳＲ295ＳＲ235、ＳＲ295ＳＲ235、ＳＲ295ＳＲ235、ＳＲ295ＳＲ235、ＳＲ295ＳＲ235、ＳＲ295 lololololololo以下以下以下以下以下以下以下 3ｄ以上3ｄ以上3ｄ以上3ｄ以上3ｄ以上3ｄ以上3ｄ以上 日　型日　型日　型日　型日　型日　型日　型＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊Ｄ16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16ｄｄｄｄｄｄｄ

φφφφφφφあ ば ら  筋あ ば ら  筋あ ば ら  筋あ ば ら  筋あ ば ら  筋あ ば ら  筋あ ば ら  筋 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 lo／ 4lo／ 4lo／ 4lo／ 4lo／ 4lo／ 4lo／ 4 lo／ 2lo／ 2lo／ 2lo／ 2lo／ 2lo／ 2lo／ 2 lo／4lo／4lo／4lo／4lo／4lo／4lo／4
19φ19φ19φ19φ19φ19φ19φスパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋スパイラル筋 ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ 15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ以上以上以上以上以上以上以上ＲＲＲＲＲＲＲ

12d12d12d12d12d12d12d（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）（継手範囲）Ｄ19Ｄ 19Ｄ 19Ｄ 19Ｄ 19Ｄ 19Ｄ 19 Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2
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2
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2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

4ｄ以上4ｄ以上4ｄ以上4ｄ以上4ｄ以上4ｄ以上4ｄ以上

以下以下以下以下以下以下以下Ｄ16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16Ｄ 16 注１.第一帯筋は、梁づらにいれる。注１.第一帯筋は、梁づらにいれる。注１.第一帯筋は、梁づらにいれる。注１.第一帯筋は、梁づらにいれる。注１.第一帯筋は、梁づらにいれる。注１.第一帯筋は、梁づらにいれる。注１.第一帯筋は、梁づらにいれる。杭　径杭　径杭　径杭　径杭　径杭　径杭　径 300φ,350φ300φ,350φ300φ,350φ300φ,350φ300φ,350φ300φ,350φ300φ,350φ ４００φ４００φ４００φ４００φ４００φ４００φ４００φ ４５０φ４５０φ４５０φ４５０φ４５０φ４５０φ４５０φ ５００φ５００φ５００φ５００φ５００φ５００φ５００φ ６００φ６００φ６００φ６００φ６００φ６００φ６００φ
ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ＳＤ295Ａ・Ｂ　 ｄｄｄｄｄｄｄ 上記以外の上記以外の上記以外の上記以外の上記以外の上記以外の上記以外の 注２.Ｗ型で現場溶接をする場合は、注２.Ｗ型で現場溶接をする場合は、注２.Ｗ型で現場溶接をする場合は、注２.Ｗ型で現場溶接をする場合は、注２.Ｗ型で現場溶接をする場合は、注２.Ｗ型で現場溶接をする場合は、注２.Ｗ型で現場溶接をする場合は、Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1Ｌ1ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 ＳＤ345　　　　 8
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ｄ

8
ｄ

8
ｄ

8
ｄ

8
ｄ

8
ｄ

6ｄ以上6ｄ以上6ｄ以上6ｄ以上6ｄ以上6ｄ以上6ｄ以上Ｄ19～Ｄ25Ｄ 19～Ｄ25Ｄ 19～Ｄ25Ｄ 19～Ｄ25Ｄ 19～Ｄ25Ｄ 19～Ｄ25Ｄ 19～Ｄ25 補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋 ６－Ｄ１３６－Ｄ１３６－Ｄ１３６－Ｄ１３６－Ｄ１３６－Ｄ１３６－Ｄ１３ ８－Ｄ１３８－Ｄ１３８－Ｄ１３８－Ｄ１３８－Ｄ１３８－Ｄ１３８－Ｄ１３ １０－Ｄ１３１０－Ｄ１３１０－Ｄ１３１０－Ｄ１３１０－Ｄ１３１０－Ｄ１３１０－Ｄ１３ ８－Ｄ１６８－Ｄ１６８－Ｄ１６８－Ｄ１６８－Ｄ１６８－Ｄ１６８－Ｄ１６ １０－Ｄ１６１０－Ｄ１６１０－Ｄ１６１０－Ｄ１６１０－Ｄ１６１０－Ｄ１６１０－Ｄ１６
鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋鉄筋 ＳＤ390　　　　 ＳＤ390　　　　 ＳＤ390　　　　 ＳＤ390　　　　 ＳＤ390　　　　 ＳＤ390　　　　 ＳＤ390　　　　 　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。　　 主筋の位置をさける。ＲＲＲＲＲＲＲ

6
ｄ
6
ｄ6ｄ
6
ｄ
6
ｄ
6
ｄ6ｄ 　　型　　型　　型　　型　　型　　型　　型8ｄ以上8ｄ以上8ｄ以上8ｄ以上8ｄ以上8ｄ以上8ｄ以上Ｄ29～Ｄ41Ｄ 29～Ｄ41Ｄ 29～Ｄ41Ｄ 29～Ｄ41Ｄ 29～Ｄ41Ｄ 29～Ｄ41Ｄ 29～Ｄ41 ＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰＨＯＯＰ Ｄ１０－＠１５０Ｄ１０－＠１５０Ｄ１０－＠１５０Ｄ１０－＠１５０Ｄ１０－＠１５０Ｄ１０－＠１５０Ｄ１０－＠１５０ Ｌは50ｄ以上かつ30㎝Ｌは50ｄ以上かつ30㎝Ｌは50ｄ以上かつ30㎝Ｌは50ｄ以上かつ30㎝Ｌは50ｄ以上かつ30㎝Ｌは50ｄ以上かつ30㎝Ｌは50ｄ以上かつ30㎝注３.フック及び継手の位置は、注３.フック及び継手の位置は、注３.フック及び継手の位置は、注３.フック及び継手の位置は、注３.フック及び継手の位置は、注３.フック及び継手の位置は、注３.フック及び継手の位置は、

以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。以上とする。

　　 交互とする。　　 交互とする。　　 交互とする。　　 交互とする。　　 交互とする。　　 交互とする。　　 交互とする。ＣＣＣＣＣＣＣＬＬＬＬＬＬＬ Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2(３)　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ(３)　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ(３)　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ(３)　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ(３)　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ(３)　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ(３)　鉄筋の定着及び重ね継手の長さ (２)　現場打ちコンクリート杭(２)　現場打ちコンクリート杭(２)　現場打ちコンクリート杭(２)　現場打ちコンクリート杭(２)　現場打ちコンクリート杭(２)　現場打ちコンクリート杭(２)　現場打ちコンクリート杭

＊上端主筋の定着は、やむを得ない＊上端主筋の定着は、やむを得ない＊上端主筋の定着は、やむを得ない＊上端主筋の定着は、やむを得ない＊上端主筋の定着は、やむを得ない＊上端主筋の定着は、やむを得ない＊上端主筋の定着は、やむを得ない (４)　斜め柱・斜め梁(４)　斜め柱・斜め梁(４)　斜め柱・斜め梁(４)　斜め柱・斜め梁(４)　斜め柱・斜め梁(４)　斜め柱・斜め梁(４)　斜め柱・斜め梁杭 頭 処 理杭 頭 処 理杭 頭 処 理杭 頭 処 理杭 頭 処 理杭 頭 処 理杭 頭 処 理定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ定　着　の　長　さ (２) 布基礎、べた基礎の場合(２) 布基礎、べた基礎の場合(２) 布基礎、べた基礎の場合(２) 布基礎、べた基礎の場合(２) 布基礎、べた基礎の場合(２) 布基礎、べた基礎の場合(２) 布基礎、べた基礎の場合普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン普通、軽量コン
特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び特別の定着及び

　場合、上向きとすることができる。　場合、上向きとすることができる。　場合、上向きとすることができる。　場合、上向きとすることができる。　場合、上向きとすることができる。　場合、上向きとすることができる。　場合、上向きとすることができる。クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計クリートの設計 （定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手）（定着、継手） ○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一○柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一 ○柱幅と斜材幅が異なる○柱幅と斜材幅が異なる○柱幅と斜材幅が異なる○柱幅と斜材幅が異なる○柱幅と斜材幅が異なる○柱幅と斜材幅が異なる○柱幅と斜材幅が異なる ○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる○柱脚で斜材となる下ば筋　（Ｌ3）下ば筋　（Ｌ3）下ば筋　（Ｌ3）下ば筋　（Ｌ3）下ば筋　（Ｌ3）下ば筋　（Ｌ3）下ば筋　（Ｌ3） 重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ重ね継手の長さ鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類鉄筋の種類
基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲基準強度の範囲 一般　（Ｌ２）一般　（Ｌ２）一般　（Ｌ２）一般　（Ｌ２）一般　（Ｌ２）一般　（Ｌ２）一般　（Ｌ２） （Ｌ１）（Ｌ１）（Ｌ１）（Ｌ１）（Ｌ１）（Ｌ１）（Ｌ１）
（Ｎ／ｍ㎡）（Ｎ／ｍ㎡）（Ｎ／ｍ㎡）（Ｎ／ｍ㎡）（Ｎ／ｍ㎡）（Ｎ／ｍ㎡）（Ｎ／ｍ㎡） 柱 Ｄ

柱 Ｄ柱 Ｄ
柱 Ｄ
柱 Ｄ
柱 Ｄ柱 Ｄ小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁小　梁 スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ
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①①①①①①①　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部　　　　　　　　　　　　　内端部外端部外端部外端部外端部外端部外端部外端部
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破り部分破り部分破り部分破り部分破り部分破り部分破り部分
lololololololo Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

2
Ｌ

2Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

21,2421,2421,2421,2421,2421,2421,24 35ｄ フック付35ｄ フック付35ｄ フック付35ｄ フック付35ｄ フック付35ｄ フック付35ｄ フック付 35ｄ フック付35ｄ フック付35ｄ フック付35ｄ フック付35ｄ フック付35ｄ フック付35ｄ フック付 ＊＊＊＊＊＊＊ ＊＊＊＊＊＊＊
ＳＲ235ＳＲ235ＳＲ235ＳＲ235ＳＲ235ＳＲ235ＳＲ235 25ｄ フック付25ｄ フック付25ｄ フック付25ｄ フック付25ｄ フック付25ｄ フック付25ｄ フック付 150㎜フック付150㎜フック付150㎜フック付150㎜フック付150㎜フック付150㎜フック付150㎜フック付 lo／ 4lo／ 4lo／ 4lo／ 4lo／ 4lo／ 4lo／ 4 lo／2lo／2lo／2lo／2lo／2lo／2lo／2 lo／4lo／4lo／4lo／4lo／4lo／4lo／4

①①①①①①①18以下18以下18以下18以下18以下18以下18以下 45ｄ フック付45ｄ フック付45ｄ フック付45ｄ フック付45ｄ フック付45ｄ フック付45ｄ フック付 45ｄ フック付45ｄ フック付45ｄ フック付45ｄ フック付45ｄ フック付45ｄ フック付45ｄ フック付 Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2Ｌ
2

Ｌ
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Ｌ
2
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Ｌ
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Ｌ
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Ｌ
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27～ 3627～3627～3627～3627～3627～3627～36 30d又は20dフック付30d又は20dフック付30d又は20dフック付30d又は20dフック付30d又は20dフック付30d又は20dフック付30d又は20dフック付 35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付
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ＳＤ295ＡＳＤ295ＡＳＤ295ＡＳＤ295ＡＳＤ295ＡＳＤ295ＡＳＤ295Ａ 25ｄ または25ｄ または25ｄ または25ｄ または25ｄ または25ｄ または25ｄ または 10ｄ かつ10ｄ かつ10ｄ かつ10ｄ かつ10ｄ かつ10ｄ かつ10ｄ かつ 8
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21,2421,2421,2421,2421,2421,2421,24 35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付 40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付ＳＤ295ＢＳＤ295ＢＳＤ295ＢＳＤ295ＢＳＤ295ＢＳＤ295ＢＳＤ295Ｂ 15ｄ フック付15ｄ フック付15ｄ フック付15ｄ フック付15ｄ フック付15ｄ フック付15ｄ フック付 150㎜ 以上150㎜ 以上150㎜ 以上150㎜ 以上150㎜ 以上150㎜ 以上150㎜ 以上 ①①①①①①①
15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ 15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄ15ｄＬ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ
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ＰＰＰＰＰＰＰＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345ＳＤ345
18以下18以下18以下18以下18以下18以下18以下 40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付 45d又は35dフック付45d又は35dフック付45d又は35dフック付45d又は35dフック付45d又は35dフック付45d又は35dフック付45d又は35dフック付 ＰＰＰＰＰＰＰ
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27～ 3627～3627～3627～3627～3627～3627～36 35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付35d又は25dフック付 40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付 ＰＰＰＰＰＰＰ
Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

HooP筋の継手は片側溶接HooP筋の継手は片側溶接HooP筋の継手は片側溶接HooP筋の継手は片側溶接HooP筋の継手は片側溶接HooP筋の継手は片側溶接HooP筋の継手は片側溶接ＳＤ390ＳＤ390ＳＤ390ＳＤ390ＳＤ390ＳＤ390ＳＤ390
スペーサ ースペーサ ースペーサ ースペーサ ースペーサ ースペーサ ースペーサ ー10ｄまたは重ね継手40ｄ10ｄまたは重ね継手40ｄ10ｄまたは重ね継手40ｄ10ｄまたは重ね継手40ｄ10ｄまたは重ね継手40ｄ10ｄまたは重ね継手40ｄ10ｄまたは重ね継手40ｄ21,2421,2421,2421,2421,2421,2421,24 40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付40d又は30dフック付 45d又は35dフック付45d又は35dフック付45d又は35dフック付45d又は35dフック付45d又は35dフック付45d又は35dフック付45d又は35dフック付 1
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ﾌ ﾗｯﾄﾊﾞｰ @3,000ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ @3,000ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ @3,000ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ @3,000ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ @3,000ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ @3,000ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ @3,000 Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2
φφφφφφφ　[注]　許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、　[注]　許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、　[注]　許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、　[注]　許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、　[注]　許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、　[注]　許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、　[注]　許容応力度計算、許容応力度等計算、その他構造計算を要さない小規模建築物の場合は、 （各４ｹ所）（各４ｹ所）（各４ｹ所）（各４ｹ所）（各４ｹ所）（各４ｹ所）（各４ｹ所） Ｌ
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へりあき 200以上へりあき200以上へりあき200以上へりあき200以上へりあき200以上へりあき200以上へりあき200以上 上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲 下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲下端筋継手範囲 上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲上端筋継手範囲　　　　梁主筋の柱への定着は 40d とする。　　　　梁主筋の柱への定着は 40d とする。　　　　梁主筋の柱への定着は 40d とする。　　　　梁主筋の柱への定着は 40d とする。　　　　梁主筋の柱への定着は 40d とする。　　　　梁主筋の柱への定着は 40d とする。　　　　梁主筋の柱への定着は 40d とする。
主筋のかぶりは主筋のかぶりは主筋のかぶりは主筋のかぶりは主筋のかぶりは主筋のかぶりは主筋のかぶりは

鉄骨柱D鉄骨柱D鉄骨柱D鉄骨柱D鉄骨柱D鉄骨柱D鉄骨柱D100以上とする。100以上とする。100以上とする。100以上とする。100以上とする。100以上とする。100以上とする。継　　手継　　手継　　手継　　手継　　手継　　手継　　手 (３) 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋(３) 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋(３) 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋(３) 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋(３) 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋(３) 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋(３) 小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋
HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上　１.　末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。　１.　末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。　１.　末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。　１.　末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。　１.　末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。　１.　末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。　１.　末端のフックは、定着及び重ね継手の長さに含まない。

地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッド地中梁の主筋と頭付スタッドφφφφφφφ 125以上125以上125以上125以上125以上125以上125以上　２.　継手位置は応力の小さい位置に設けることを原則とする。　２.　継手位置は応力の小さい位置に設けることを原則とする。　２.　継手位置は応力の小さい位置に設けることを原則とする。　２.　継手位置は応力の小さい位置に設けることを原則とする。　２.　継手位置は応力の小さい位置に設けることを原則とする。　２.　継手位置は応力の小さい位置に設けることを原則とする。　２.　継手位置は応力の小さい位置に設けることを原則とする。
による、おさまりに注意する。による、おさまりに注意する。による、おさまりに注意する。による、おさまりに注意する。による、おさまりに注意する。による、おさまりに注意する。による、おさまりに注意する。杭間隔は 2xφ かつ  φ+1000 以上杭間隔は 2xφ かつ  φ+1000 以上杭間隔は 2xφ かつ  φ+1000 以上杭間隔は 2xφ かつ  φ+1000 以上杭間隔は 2xφ かつ  φ+1000 以上杭間隔は 2xφ かつ  φ+1000 以上杭間隔は 2xφ かつ  φ+1000 以上　３.　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。　３.　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。　３.　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。　３.　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。　３.　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。　３.　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。　３.　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする。 フック付フック付フック付フック付フック付フック付フック付

柱 Ｄ柱 Ｄ柱 Ｄ柱 Ｄ柱 Ｄ柱 Ｄ柱 Ｄ 柱  Ｄ柱  Ｄ柱  Ｄ柱  Ｄ柱  Ｄ柱  Ｄ柱  Ｄ埋込形埋込形埋込形埋込形埋込形埋込形埋込形 鉄骨 柱D鉄骨 柱D鉄骨 柱D鉄骨 柱D鉄骨 柱D鉄骨 柱D鉄骨 柱D　４.　Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。　４.　Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。　４.　Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。　４.　Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。　４.　Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。　４.　Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。　４.　Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない。
（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側）（基礎梁のない側） （基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）（基礎梁のある側）　５.　鉄筋径の差が５㎜を越える場合は、圧接としてはならない。　５.　鉄筋径の差が５㎜を越える場合は、圧接としてはならない。　５.　鉄筋径の差が５㎜を越える場合は、圧接としてはならない。　５.　鉄筋径の差が５㎜を越える場合は、圧接としてはならない。　５.　鉄筋径の差が５㎜を越える場合は、圧接としてはならない。　５.　鉄筋径の差が５㎜を越える場合は、圧接としてはならない。　５.　鉄筋径の差が５㎜を越える場合は、圧接としてはならない。

Ｈ：主筋の25dかつＨ：主筋の25dかつＨ：主筋の25dかつＨ：主筋の25dかつＨ：主筋の25dかつＨ：主筋の25dかつＨ：主筋の25dかつ 注１．1.5Ｄ範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１．1.5Ｄ範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１．1.5Ｄ範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１．1.5Ｄ範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１．1.5Ｄ範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１．1.5Ｄ範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。注１．1.5Ｄ範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする。
2.5Ｄ以上又は2.5Ｄ以上又は2.5Ｄ以上又は2.5Ｄ以上又は2.5Ｄ以上又は2.5Ｄ以上又は2.5Ｄ以上又はＨＨ ＨＨ ＨＨ Ｈ125以上125以上125以上125以上125以上125以上125以上
計算上必要な長さ計算上必要な長さ計算上必要な長さ計算上必要な長さ計算上必要な長さ計算上必要な長さ計算上必要な長さ　ガス圧接形状　ガス圧接形状　ガス圧接形状　ガス圧接形状　ガス圧接形状　ガス圧接形状　ガス圧接形状 注２．①の鉄筋は２-Ｄ13かつ、２本の一段太い鉄筋とする。注２．①の鉄筋は２-Ｄ13かつ、２本の一段太い鉄筋とする。注２．①の鉄筋は２-Ｄ13かつ、２本の一段太い鉄筋とする。注２．①の鉄筋は２-Ｄ13かつ、２本の一段太い鉄筋とする。注２．①の鉄筋は２-Ｄ13かつ、２本の一段太い鉄筋とする。注２．①の鉄筋は２-Ｄ13かつ、２本の一段太い鉄筋とする。注２．①の鉄筋は２-Ｄ13かつ、２本の一段太い鉄筋とする。Ｄ以 上Ｄ以 上Ｄ以 上Ｄ以 上Ｄ以 上Ｄ以 上Ｄ以 上 HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上HOOP 2-D13 以上3㎜以下3㎜以下3㎜以下3㎜以下3㎜以下3㎜以下3㎜以下 圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面 圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面 圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面圧接面 ４．基　礎４．基　礎４．基　礎４．基　礎４．基　礎４．基　礎４．基　礎 地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋地中梁上端筋 H
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B. PL 下端B. PL 下端B. PL 下端B. PL 下端B. PL 下端B. PL 下端B. PL 下端

1.4ｄ以上1.4ｄ以上1.4ｄ以上1.4ｄ以上1.4ｄ以上1.4ｄ以上1.4ｄ以上 ｄ/5以下ｄ/5以下ｄ/5以下ｄ/5以下ｄ/5以下ｄ/5以下ｄ/5以下ｄｄｄｄｄｄｄ ｄｄｄｄｄｄｄ (５)　絞　り(５)　絞　り(５)　絞　り(５)　絞　り(５)　絞　り(５)　絞　り(５)　絞　り
30～5030～5030～5030～5030～5030～5030～50 ｅｅｅｅｅｅｅ ｅｅｅｅｅｅｅ(１)　直接基礎(１)　直接基礎(１)　直接基礎(１)　直接基礎(１)　直接基礎(１)　直接基礎(１)　直接基礎

注)根巻形柱脚を注)根巻形柱脚を注)根巻形柱脚を注)根巻形柱脚を注)根巻形柱脚を注)根巻形柱脚を注)根巻形柱脚を80808080808080 斜め筋　 3-D13 以上斜め筋　3-D13 以上斜め筋　3-D13 以上斜め筋　3-D13 以上斜め筋　3-D13 以上斜め筋　3-D13 以上斜め筋　3-D13 以上
採用する場合に採用する場合に採用する場合に採用する場合に採用する場合に採用する場合に採用する場合に割裂防止用Ｕ字筋割裂防止用Ｕ字筋割裂防止用Ｕ字筋割裂防止用Ｕ字筋割裂防止用Ｕ字筋割裂防止用Ｕ字筋割裂防止用Ｕ字筋主 筋主 筋主  筋主  筋主  筋主  筋主  筋1.1ｄ以上1.1ｄ以上1.1ｄ以上1.1ｄ以上1.1ｄ以上1.1ｄ以上1.1ｄ以上 H

OO
P
@1

50
H
OO
P
@1

50
H
OO
P
@1

50
H
OO
P
@1

50
H
OO
P
@1

50
H
OO
P
@1

50
H
OO
P
@1

50

ｄ/4以下ｄ/4以下ｄ/4以下ｄ/4以下ｄ/4以下ｄ/4以下ｄ/4以下 は耐力、変形、は耐力、変形、は耐力、変形、は耐力、変形、は耐力、変形、は耐力、変形、は耐力、変形、Ｄ 1Ｄ 1Ｄ 1Ｄ 1Ｄ 1Ｄ 1Ｄ 1 ＣＣＣＣＣＣＣ 地
中
梁

地
中
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中
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中
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ＬＬＬＬＬＬＬ 性能などについ性能などについ性能などについ性能などについ性能などについ性能などについ性能などについ40d以上40d以上40d以上40d以上40d以上40d以上40d以上重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする）重ね継手（下図のいずれかとする） ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋ベース筋捨てフープ捨てフープ捨てフープ捨てフープ捨てフープ捨てフープ捨てフープ 6d6d6d6d6d6d6d 15d15d15d15d15d15d15d埋
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埋込み長さh埋込み長さh埋込み長さh埋込み長さh埋込み長さh埋込み長さh埋込み長さhｂの範囲ｂの範囲ｂの範囲ｂの範囲ｂの範囲ｂの範囲ｂの範囲
主  筋主  筋主  筋主  筋主  筋主  筋主  筋 地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋地中梁下端筋ｄｄ ｄｄ ｄｄ ｄ 鉄骨柱 ２Ｄ以上鉄骨柱 ２Ｄ以上鉄骨柱 ２Ｄ以上鉄骨柱 ２Ｄ以上鉄骨柱 ２Ｄ以上鉄骨柱 ２Ｄ以上鉄骨柱 ２Ｄ以上゜゚゚゚゚゚゚ ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ45454545454545     主筋間隔の1.5倍かつ    主筋間隔の1.5倍かつ    主筋間隔の1.5倍かつ    主筋間隔の1.5倍かつ    主筋間隔の1.5倍かつ    主筋間隔の1.5倍かつ    主筋間隔の1.5倍かつ

ベー ス下の 施工 を慎重 にする。ベー ス下の 施工 を慎重 にする。ベー ス下の 施工 を慎重 にする。ベー ス下の 施工 を慎重 にする。ベー ス下の 施工 を慎重 にする。ベー ス下の 施工 を慎重 にする。ベー ス下の 施工 を慎重 にする。
    300以下    300以下    300以下    300以下    300以下    300以下    300以下

ａ≧400ａ≧400ａ≧400ａ≧400ａ≧400ａ≧400ａ≧400 1.5Ｌ1以上1.5Ｌ1以上1.5Ｌ1以上1.5Ｌ1以上1.5Ｌ1以上1.5Ｌ1以上1.5Ｌ1以上 約０.５Ｌ1約０.５Ｌ1約０.５Ｌ1約０.５Ｌ1約０.５Ｌ1約０.５Ｌ1約０.５Ｌ1 6d6d6d6d6d6d6dＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ（注 １　計 算によら ない場 合であ る）（注 １　計 算によら ない場 合であ る）（注 １　計 算によら ない場 合であ る）（注 １　計 算によら ない場 合であ る）（注 １　計 算によら ない場 合であ る）（注 １　計 算によら ない場 合であ る）（注 １　計 算によら ない場合であ る）
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1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

(４) 水中ハンチの場合のあばら筋加工要領(４) 水中ハンチの場合のあばら筋加工要領(４) 水中ハンチの場合のあばら筋加工要領(４) 水中ハンチの場合のあばら筋加工要領(４) 水中ハンチの場合のあばら筋加工要領(４) 水中ハンチの場合のあばら筋加工要領(４) 水中ハンチの場合のあばら筋加工要領
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フック付きフック付きフック付きフック付きフック付きフック付きフック付き フック無しフック無しフック無しフック無しフック無しフック無しフック無し (５) せいの高い梁のあばら筋(５) せいの高い梁のあばら筋(５) せいの高い梁のあばら筋(５) せいの高い梁のあばら筋(５) せいの高い梁のあばら筋(５) せいの高い梁のあばら筋(５) せいの高い梁のあばら筋 6d6d6d6d6d6d6d屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ屋根スラブ 屋 　内屋 　内屋 　内屋 　内屋 　内屋 　内屋 　内 ３０３０３０３０３０３０３０ ２０２０２０２０２０２０２０
最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。最小かぶり厚さを確保する。

床　スラブ床　スラブ床　スラブ床　スラブ床　スラブ床　スラブ床　スラブ
ハンチハンチハンチハンチハンチハンチハンチ 梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅梁幅 ハンチハンチハンチハンチハンチハンチハンチ屋 　外屋 　外屋 　外屋 　外屋 　外屋 　外屋 　外 ４０４０４０４０４０４０４０ ３０３０３０３０３０３０３０ ＊一般あばら筋と同様の＊一般あばら筋と同様の＊一般あばら筋と同様の＊一般あばら筋と同様の＊一般あばら筋と同様の＊一般あばら筋と同様の＊一般あばら筋と同様の非 耐力 壁非 耐力 壁非 耐力 壁非 耐力 壁非 耐力 壁非 耐力 壁非 耐力 壁 　　 加工要領図　　 加工要領図　　 加工要領図　　 加工要領図　　 加工要領図　　 加工要領図　　 加工要領図

ものを２本束ねる。ものを２本束ねる。ものを２本束ねる。ものを２本束ねる。ものを２本束ねる。ものを２本束ねる。ものを２本束ねる。柱柱柱柱柱柱柱 屋 　内屋 　内屋 　内屋 　内屋 　内屋 　内屋 　内 ４０４０４０４０４０４０４０ ３０３０３０３０３０３０３０土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分土に接しない部分 １１１１１１１ ｅ≦Ｄ/６ｅ≦Ｄ/６ｅ≦Ｄ/６ｅ≦Ｄ/６ｅ≦Ｄ/６ｅ≦Ｄ/６ｅ≦Ｄ/６ ｅ＞Ｄ/６ｅ＞Ｄ/６ｅ＞Ｄ/６ｅ＞Ｄ/６ｅ＞Ｄ/６ｅ＞Ｄ/６ｅ＞Ｄ/６
梁梁梁梁梁梁梁 Ｄ：1,500 を越える場合Ｄ：1,500 を越える場合Ｄ：1,500 を越える場合Ｄ：1,500 を越える場合Ｄ：1,500 を越える場合Ｄ：1,500 を越える場合Ｄ：1,500 を越える場合

｛｛｛｛｛｛｛２ -Ｄ ＊２ -Ｄ ＊２ -Ｄ ＊２ -Ｄ ＊２ -Ｄ ＊２ -Ｄ ＊２ -Ｄ ＊屋 　外屋 　外屋 　外屋 　外屋 　外屋 　外屋 　外 ５０５０５０５０５０５０５０ ４０４０４０４０４０４０４０ かぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さかぶり厚さ耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁耐力壁 2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

６～８６～８６～８６～８６～８６～８６～８５０５０５０５０５０５０５０ ４０４０４０４０４０４０４０擁　　　　　壁擁　　　　　壁擁　　　　　壁擁　　　　　壁擁　　　　　壁擁　　　　　壁擁　　　　　壁 (６)　二段筋の保持(６)　二段筋の保持(６)　二段筋の保持(６)　二段筋の保持(６)　二段筋の保持(６)　二段筋の保持(６)　二段筋の保持
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又は基礎の立上り部分又は基礎の立上り部分又は基礎の立上り部分又は基礎の立上り部分又は基礎の立上り部分又は基礎の立上り部分又は基礎の立上り部分
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ａ＝１.５ｘ（呼名の数値）ａ＝１.５ｘ（呼名の数値）ａ＝１.５ｘ（呼名の数値）ａ＝１.５ｘ（呼名の数値）ａ＝１.５ｘ（呼名の数値）ａ＝１.５ｘ（呼名の数値）ａ＝１.５ｘ（呼名の数値）4d4d4d4d

4d4d4d 4d4d4d4d
4d4d4d１ .外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ、その他これらと１.外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ、その他これらと１.外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ、その他これらと１.外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ、その他これらと１.外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ、その他これらと１.外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ、その他これらと１.外壁の屋外に面する部位にタイル貼り、モルタル塗り、外断熱工法による仕上げ、その他これらと〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕〔注〕
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　  同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側の部分に限り 設計かぶり厚さ　 同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側の部分に限り 設計かぶり厚さ　 同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側の部分に限り 設計かぶり厚さ　 同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側の部分に限り 設計かぶり厚さ　 同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側の部分に限り 設計かぶり厚さ　 同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側の部分に限り 設計かぶり厚さ　 同等以上の性能を有する処理が施されている場合にあっては、屋外側の部分に限り 設計かぶり厚さ

　 を１㎝減ずることができる。　 を１㎝減ずることができる。　 を１㎝減ずることができる。　 を１㎝減ずることができる。　 を１㎝減ずることができる。　 を１㎝減ずることができる。　 を１㎝減ずることができる。
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２．土に接する部分のかぶりは、増加する厚さを打ち増しとする。２．土に接する部分のかぶりは、増加する厚さを打ち増しとする。２．土に接する部分のかぶりは、増加する厚さを打ち増しとする。２．土に接する部分のかぶりは、増加する厚さを打ち増しとする。２．土に接する部分のかぶりは、増加する厚さを打ち増しとする。２．土に接する部分のかぶりは、増加する厚さを打ち増しとする。２．土に接する部分のかぶりは、増加する厚さを打ち増しとする。

の拡大図の拡大図の拡大図の拡大図の拡大図の拡大図の拡大図イイイイイイイ ａａａａａａａ

S－02S－02S－02S－02S－02S－02S－02

鉄筋コンクリート造標準配筋図（1）鉄筋コンクリート造標準配筋図（1）鉄筋コンクリート造標準配筋図（1）鉄筋コンクリート造標準配筋図（1）鉄筋コンクリート造標準配筋図（1）鉄筋コンクリート造標準配筋図（1）鉄筋コンクリート造標準配筋図（1）
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設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図

担当担当担当担当担当担当担当

図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号

番番番番番番番
面面面面面面面
図図図図図図図

(１)　定　着(１)　定　着(１)　定　着(１)　定　着(１)　定　着(１)　定　着(１)　定　着

ａ 梁にａ 梁にａ 梁にａ 梁にａ 梁にａ 梁にａ 梁に
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ａａ ａａ ａａ ａ

横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも横筋の配置は上下端とも

梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を梁、又は床面に一段目を

配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。
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ｃ  床にｃ 床にｃ 床にｃ 床にｃ 床にｃ 床にｃ 床に (非耐力壁とスラブが取り合う場合)(非耐力壁とスラブが取り合う場合)(非耐力壁とスラブが取り合う場合)(非耐力壁とスラブが取り合う場合)(非耐力壁とスラブが取り合う場合)(非耐力壁とスラブが取り合う場合)(非耐力壁とスラブが取り合う場合)

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合スラブに上端筋がある場合

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000

1,0001,0001,0001,0001,0001,0001,000

イイイイイイイ

イイイイイイイ受筋Ｄ10受筋Ｄ10受筋Ｄ10受筋Ｄ10受筋Ｄ10受筋Ｄ10受筋Ｄ10

受筋Ｄ10受筋Ｄ10受筋Ｄ10受筋Ｄ10受筋Ｄ10受筋Ｄ10受筋Ｄ10

スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がない場合

イ は壁配筋と同じイ は壁配筋と同じイ は壁配筋と同じイ は壁配筋と同じイ は壁配筋と同じイ は壁配筋と同じイ は壁配筋と同じ
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150程度150程度150程度150程度150程度150程度150程度

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

縦筋は柱面に１本目を配置する。縦筋は柱面に１本目を配置する。縦筋は柱面に１本目を配置する。縦筋は柱面に１本目を配置する。縦筋は柱面に１本目を配置する。縦筋は柱面に１本目を配置する。縦筋は柱面に１本目を配置する。

Ｌ2かつ中心線を超えるＬ2かつ中心線を超えるＬ2かつ中心線を超えるＬ2かつ中心線を超えるＬ2かつ中心線を超えるＬ2かつ中心線を超えるＬ2かつ中心線を超えるｂ 柱に(平面図)ｂ 柱に(平面図)ｂ 柱に(平面図)ｂ 柱に(平面図)ｂ 柱に(平面図)ｂ 柱に(平面図)ｂ 柱に(平面図)

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

９．壁９．壁９．壁９．壁９．壁９．壁９．壁

(４)　コンクリートブロック帳壁(４)　コンクリートブロック帳壁(４)　コンクリートブロック帳壁(４)　コンクリートブロック帳壁(４)　コンクリートブロック帳壁(４)　コンクリートブロック帳壁(４)　コンクリートブロック帳壁
一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合一般の場合

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13

Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400

Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600
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Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13

Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400

Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600Ｄ10 ＠600

ｔｔｔｔｔｔｔ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ｈｈ ｈｈ ｈｈ ｈ Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10

Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13

Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400Ｄ10 ＠400

Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13

下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合下部防水立上りのある場合

注)　hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦ｈ≦400注)　hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦ｈ≦400注)　hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦ｈ≦400注)　hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦ｈ≦400注)　hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦ｈ≦400注)　hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦ｈ≦400注)　hはコンクリートブロック段数調整寸法とする。但し、200≦ｈ≦400

注)　継ぎ手部は必ずモルタルをてん充すること。注)　継ぎ手部は必ずモルタルをてん充すること。注)　継ぎ手部は必ずモルタルをてん充すること。注)　継ぎ手部は必ずモルタルをてん充すること。注)　継ぎ手部は必ずモルタルをてん充すること。注)　継ぎ手部は必ずモルタルをてん充すること。注)　継ぎ手部は必ずモルタルをてん充すること。

（増打ちするときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。）（増打ちするときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。）（増打ちするときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。）（増打ちするときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。）（増打ちするときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。）（増打ちするときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。）（増打ちするときは事前に設計者、及び工事監理者と打合せのこと。）

　　 場合は除く。　　 場合は除く。　　 場合は除く。　　 場合は除く。　　 場合は除く。　　 場合は除く。　　 場合は除く。

注)　ho≦25ｔかつ3,500以下とする。但し直交方向 25ｔ以内に壁、又は柱がある注)　ho≦25ｔかつ3,500以下とする。但し直交方向 25ｔ以内に壁、又は柱がある注)　ho≦25ｔかつ3,500以下とする。但し直交方向 25ｔ以内に壁、又は柱がある注)　ho≦25ｔかつ3,500以下とする。但し直交方向 25ｔ以内に壁、又は柱がある注)　ho≦25ｔかつ3,500以下とする。但し直交方向 25ｔ以内に壁、又は柱がある注)　ho≦25ｔかつ3,500以下とする。但し直交方向 25ｔ以内に壁、又は柱がある注)　ho≦25ｔかつ3,500以下とする。但し直交方向 25ｔ以内に壁、又は柱がある

(１)　柱(１)　柱(１)　柱(１)　柱(１)　柱(１)　柱(１)　柱
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ハッチ部分は増打ちコンクリートを示す。ハッチ部分は増打ちコンクリートを示す。ハッチ部分は増打ちコンクリートを示す。ハッチ部分は増打ちコンクリートを示す。ハッチ部分は増打ちコンクリートを示す。ハッチ部分は増打ちコンクリートを示す。ハッチ部分は増打ちコンクリートを示す。

300300300300300300300

　印は補強筋　印は補強筋　印は補強筋　印は補強筋　印は補強筋　印は補強筋　印は補強筋

Ａ＜500Ａ＜500Ａ＜500Ａ＜500Ａ＜500Ａ＜500Ａ＜500 500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000 500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000500≦Ａ＜1000

３－Ｄ16３－Ｄ16３－Ｄ16３－Ｄ16３－Ｄ16３－Ｄ16３－Ｄ16 ４－Ｄ16４－Ｄ16４－Ｄ16４－Ｄ16４－Ｄ16４－Ｄ16４－Ｄ16 ６－Ｄ16６－Ｄ16６－Ｄ16６－Ｄ16６－Ｄ16６－Ｄ16６－Ｄ16

ハッチ部分の面積Ａ㎝ハッチ部分の面積Ａ㎝ハッチ部分の面積Ａ㎝ハッチ部分の面積Ａ㎝ハッチ部分の面積Ａ㎝ハッチ部分の面積Ａ㎝ハッチ部分の面積Ａ㎝
２２２２２２２

補強タテ筋補強タテ筋補強タテ筋補強タテ筋補強タテ筋補強タテ筋補強タテ筋

＊　柱と同径、同ピッチとする。＊　柱と同径、同ピッチとする。＊　柱と同径、同ピッチとする。＊　柱と同径、同ピッチとする。＊　柱と同径、同ピッチとする。＊　柱と同径、同ピッチとする。＊　柱と同径、同ピッチとする。
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ａ及びａ'≦200ａ及びａ'≦200ａ及びａ'≦200ａ及びａ'≦200ａ及びａ'≦200ａ及びａ'≦200ａ及びａ'≦200

10．柱､梁増打コンクリート補強10．柱､梁増打コンクリート補強10．柱､梁増打コンクリート補強10．柱､梁増打コンクリート補強10．柱､梁増打コンクリート補強10．柱､梁増打コンクリート補強10．柱､梁増打コンクリート補強

(３)　手摺り、パラペット(３)　手摺り、パラペット(３)　手摺り、パラペット(３)　手摺り、パラペット(３)　手摺り、パラペット(３)　手摺り、パラペット(３)　手摺り、パラペット
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パラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペットパラペット

ＨＨ ＨＨ ＨＨ Ｈ
Ｌ

1
Ｌ

1
Ｌ

1
Ｌ

1
Ｌ

1
Ｌ

1
Ｌ

1

Ｄ10 ＠200ダブルＤ10 ＠200ダブルＤ10 ＠200ダブルＤ10 ＠200ダブルＤ10 ＠200ダブルＤ10 ＠200ダブルＤ10 ＠200ダブル

Ｄ10 - ＠200ダブルＤ10 - ＠200ダブルＤ10 - ＠200ダブルＤ10 - ＠200ダブルＤ10 - ＠200ダブルＤ10 - ＠200ダブルＤ10 - ＠200ダブル

1
0
0
 
以
上

1
0
0
 
以
上

1
0
0
 
以
上

1
0
0
 
以
上

1
0
0
 
以
上

1
0
0
 
以
上

1
0
0
 
以
上

150 以上150 以上150 以上150 以上150 以上150 以上150 以上

Ｄ10 ＠200Ｄ10 ＠200Ｄ10 ＠200Ｄ10 ＠200Ｄ10 ＠200Ｄ10 ＠200Ｄ10 ＠200

Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

(但し、Ｈ＞800以上の場合(但し、Ｈ＞800以上の場合(但し、Ｈ＞800以上の場合(但し、Ｈ＞800以上の場合(但し、Ｈ＞800以上の場合(但し、Ｈ＞800以上の場合(但し、Ｈ＞800以上の場合

設計図による。)設計図による。)設計図による。)設計図による。)設計図による。)設計図による。)設計図による。)

ｄ 壁と壁(平面図)ｄ 壁と壁(平面図)ｄ 壁と壁(平面図)ｄ 壁と壁(平面図)ｄ 壁と壁(平面図)ｄ 壁と壁(平面図)ｄ 壁と壁(平面図)

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３Ｄ１３

シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋

2－Ｄ132－Ｄ132－Ｄ132－Ｄ132－Ｄ132－Ｄ132－Ｄ13

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

2－Ｄ132－Ｄ132－Ｄ132－Ｄ132－Ｄ132－Ｄ132－Ｄ13

(２)　スリット部(２)　スリット部(２)　スリット部(２)　スリット部(２)　スリット部(２)　スリット部(２)　スリット部 (設計図に記入のあるとき)(設計図に記入のあるとき)(設計図に記入のあるとき)(設計図に記入のあるとき)(設計図に記入のあるとき)(設計図に記入のあるとき)(設計図に記入のあるとき)

Ｗ≦Ｄ／6 . Ｗｔ／2Ｗ≦Ｄ／6 . Ｗｔ／2Ｗ≦Ｄ／6 . Ｗｔ／2Ｗ≦Ｄ／6 . Ｗｔ／2Ｗ≦Ｄ／6 . Ｗｔ／2Ｗ≦Ｄ／6 . Ｗｔ／2Ｗ≦Ｄ／6 . Ｗｔ／2

かつ 7㎝かつ 7㎝かつ 7㎝かつ 7㎝かつ 7㎝かつ 7㎝かつ 7㎝

スリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さはスリット部の鉄筋の被り厚さは

2(4)かぶり厚さの表、最少かぶ2(4)かぶり厚さの表、最少かぶ2(4)かぶり厚さの表、最少かぶ2(4)かぶり厚さの表、最少かぶ2(4)かぶり厚さの表、最少かぶ2(4)かぶり厚さの表、最少かぶ2(4)かぶり厚さの表、最少かぶ

り厚さ以上とする。り厚さ以上とする。り厚さ以上とする。り厚さ以上とする。り厚さ以上とする。り厚さ以上とする。り厚さ以上とする。

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｄ
（

柱
幅

）
Ｄ

（
柱

幅
）

Ｄ
（

柱
幅

）
Ｄ

（
柱

幅
）

Ｄ
（

柱
幅

）
Ｄ

（
柱

幅
）

Ｄ
（

柱
幅

） ＷＷ ＷＷ ＷＷ Ｗ

柱柱柱柱柱柱柱

ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度

250250250250250250250 250250250250250250250ｔｔｔｔｔｔｔ

Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度

シーリング材使用シーリング材使用シーリング材使用シーリング材使用シーリング材使用シーリング材使用シーリング材使用

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

Ｗ
ｔ

柱柱柱柱柱柱柱

ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度ｔは階高の1/100程度

250250250250250250250 250250250250250250250ｔｔｔｔｔｔｔ

Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度Ｄ10＠ 400程度

部分スリット部分スリット部分スリット部分スリット部分スリット部分スリット部分スリット完全スリット完全スリット完全スリット完全スリット完全スリット完全スリット完全スリット シーリング材使用シーリング材使用シーリング材使用シーリング材使用シーリング材使用シーリング材使用シーリング材使用

Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (２)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (２)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (２)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (２)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (２)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (２)鉄筋コンクリート構造配筋標準図 (２)

(ロ) フックの位置は ａ にあっては交互、 ｂ にあってはスラブ側とする。(ロ) フックの位置は ａ にあっては交互、 ｂ にあってはスラブ側とする。(ロ) フックの位置は ａ にあっては交互、 ｂ にあってはスラブ側とする。(ロ) フックの位置は ａ にあっては交互、 ｂ にあってはスラブ側とする。(ロ) フックの位置は ａ にあっては交互、 ｂ にあってはスラブ側とする。(ロ) フックの位置は ａ にあっては交互、 ｂ にあってはスラブ側とする。(ロ) フックの位置は ａ にあっては交互、 ｂ にあってはスラブ側とする。

　　 両側床版付(Ｔ型)梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　 両側床版付(Ｔ型)梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　 両側床版付(Ｔ型)梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　 両側床版付(Ｔ型)梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　 両側床版付(Ｔ型)梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　 両側床版付(Ｔ型)梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。　　 両側床版付(Ｔ型)梁で ｃ 又は ｂ とすることができる。

(１)　定　着(１)　定　着(１)　定　着(１)　定　着(１)　定　着(１)　定　着(１)　定　着
15d15d15d15d15d15d15d

20d20d20d20d20d20d20dＬ
2
+
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Ｌ
2
+
5
ｄ

Ｌ
2
+
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ｄ

Ｌ
2
+
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ｄ

Ｌ
2
+
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ｄ

Ｌ
2
+
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ｄ

Ｌ
2
+
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ｄ

Ｌ
2
+
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ｄ

Ｌ
2
+
5
ｄ

Ｌ
2
+
5
ｄ

Ｌ
2
+
5
ｄ

Ｌ
2
+
5
ｄ

Ｌ
2
+
5
ｄ

Ｌ
2
+
5
ｄ

Ｌ 2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

Ｌ 2+5ｄＬ2+5ｄＬ2+5ｄＬ2+5ｄＬ2+5ｄＬ2+5ｄＬ2+5ｄ

Ｌ2+5ｄＬ2+5ｄＬ2+5ｄＬ2+5ｄ
Ｌ2+5ｄＬ2+5ｄＬ2+5ｄ

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lololololololo

（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）（梁主筋を折り曲げるとき）

つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋つりあげ筋

ＬＬＬＬＬＬＬＣＣＣＣＣＣＣ

ａ 大梁ａ 大梁ａ 大梁ａ 大梁ａ 大梁ａ 大梁ａ 大梁

一 般 階一 般 階一 般 階一 般 階一 般 階一 般 階一 般 階

＊ 柱幅が大きくて、直線部だけで＊ 柱幅が大きくて、直線部だけで＊ 柱幅が大きくて、直線部だけで＊ 柱幅が大きくて、直線部だけで＊ 柱幅が大きくて、直線部だけで＊ 柱幅が大きくて、直線部だけで＊ 柱幅が大きくて、直線部だけで

　 Ｌ 2がとれる場合でも柱中心線を　 Ｌ 2がとれる場合でも柱中心線を　 Ｌ 2がとれる場合でも柱中心線を　 Ｌ 2がとれる場合でも柱中心線を　 Ｌ 2がとれる場合でも柱中心線を　 Ｌ 2がとれる場合でも柱中心線を　 Ｌ 2がとれる場合でも柱中心線を

　 こえて中間折曲げテール長 150　 こえて中間折曲げテール長 150　 こえて中間折曲げテール長 150　 こえて中間折曲げテール長 150　 こえて中間折曲げテール長 150　 こえて中間折曲げテール長 150　 こえて中間折曲げテール長 150

柱 幅柱 幅柱 幅柱 幅柱 幅柱 幅柱 幅

＊＊＊＊＊＊＊
Ｌ2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ
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以

上
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上
 
1
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ＬＬＬＬＬＬＬＣＣＣＣＣＣＣ

ｂ 小梁の定着ｂ 小梁の定着ｂ 小梁の定着ｂ 小梁の定着ｂ 小梁の定着ｂ 小梁の定着ｂ 小梁の定着

柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合柱幅が大きい場合

ＬＬＬＬＬＬＬＣＣＣＣＣＣＣ
15d15d15d15d15d15d15dlo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 15d15d15d15d15d15d15d

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2

lololololololo

ＢＢＢＢＢＢＢ

2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ2/1Ｂ

最終端最終端最終端最終端最終端最終端最終端
25d25d25d25d25d25d25d

斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい

斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい斜めでもよい

下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい下向きでもよい

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

　 以上又は180°フック付きとする。　 以上又は180°フック付きとする。　 以上又は180°フック付きとする。　 以上又は180°フック付きとする。　 以上又は180°フック付きとする。　 以上又は180°フック付きとする。　 以上又は180°フック付きとする。

正正正正正正正

面面面面面面面

Ｃ 片持ち梁の定着Ｃ 片持ち梁の定着Ｃ 片持ち梁の定着Ｃ 片持ち梁の定着Ｃ 片持ち梁の定着Ｃ 片持ち梁の定着Ｃ 片持ち梁の定着

正　面正　面正　面正　面正　面正　面正　面
平　面平　面平　面平　面平　面平　面平　面

15d15d15d15d15d15d15d 2lo/32lo/32lo/32lo/32lo/32lo/32lo/3 Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1Ｌ 1

25d25d25d25d25d25d25d

lololololololo

平  面平 面平 面平 面平 面平 面平 面
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あばら筋をあばら筋をあばら筋をあばら筋をあばら筋をあばら筋をあばら筋を
入れる入れる入れる入れる入れる入れる入れる

L2L2L2L2L2L2L2

(２)　大梁主筋の継手(２)　大梁主筋の継手(２)　大梁主筋の継手(２)　大梁主筋の継手(２)　大梁主筋の継手(２)　大梁主筋の継手(２)　大梁主筋の継手

(３)　あばら筋、腹筋、幅止めの配置(３)　あばら筋、腹筋、幅止めの配置(３)　あばら筋、腹筋、幅止めの配置(３)　あばら筋、腹筋、幅止めの配置(３)　あばら筋、腹筋、幅止めの配置(３)　あばら筋、腹筋、幅止めの配置(３)　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

(４)　あばら筋の型(４)　あばら筋の型(４)　あばら筋の型(４)　あばら筋の型(４)　あばら筋の型(４)　あばら筋の型(４)　あばら筋の型
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゜
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8
0
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曲
げ

1
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゜
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1
8
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゜

曲
げ

1
8
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゜

曲
げ

1
8
0
゜

曲
げ

1
8
0
゜

曲
げ(イ ) 原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で ｂ 、(イ) 原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で ｂ 、(イ) 原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で ｂ 、(イ) 原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で ｂ 、(イ) 原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で ｂ 、(イ) 原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で ｂ 、(イ) 原則として ａ のフック先曲げとする。片側床版付(Ｌ型)梁で ｂ 、

(５)　幅止め筋の本数、加工(５)　幅止め筋の本数、加工(５)　幅止め筋の本数、加工(５)　幅止め筋の本数、加工(５)　幅止め筋の本数、加工(５)　幅止め筋の本数、加工(５)　幅止め筋の本数、加工

Ｄ＜６００ 不用Ｄ＜６００ 不用Ｄ＜６００ 不用Ｄ＜６００ 不用Ｄ＜６００ 不用Ｄ＜６００ 不用Ｄ＜６００ 不用

腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋腹　筋

腹止め筋腹止め筋腹止め筋腹止め筋腹止め筋腹止め筋腹止め筋

６００≦Ｄ＜９００　　２－Ｄ１０(９φ) １段６００≦Ｄ＜９００　　２－Ｄ１０(９φ) １段６００≦Ｄ＜９００　　２－Ｄ１０(９φ) １段６００≦Ｄ＜９００　　２－Ｄ１０(９φ) １段６００≦Ｄ＜９００　　２－Ｄ１０(９φ) １段６００≦Ｄ＜９００　　２－Ｄ１０(９φ) １段６００≦Ｄ＜９００　　２－Ｄ１０(９φ) １段

９００≦Ｄ＜１２００　４－Ｄ１０(９φ) ２段９００≦Ｄ＜１２００　４－Ｄ１０(９φ) ２段９００≦Ｄ＜１２００　４－Ｄ１０(９φ) ２段９００≦Ｄ＜１２００　４－Ｄ１０(９φ) ２段９００≦Ｄ＜１２００　４－Ｄ１０(９φ) ２段９００≦Ｄ＜１２００　４－Ｄ１０(９φ) ２段９００≦Ｄ＜１２００　４－Ｄ１０(９φ) ２段

１２００≦Ｄ　　　　　Ｄ１０(９φ)＠３００以内１２００≦Ｄ　　　　　Ｄ１０(９φ)＠３００以内１２００≦Ｄ　　　　　Ｄ１０(９φ)＠３００以内１２００≦Ｄ　　　　　Ｄ１０(９φ)＠３００以内１２００≦Ｄ　　　　　Ｄ１０(９φ)＠３００以内１２００≦Ｄ　　　　　Ｄ１０(９φ)＠３００以内１２００≦Ｄ　　　　　Ｄ１０(９φ)＠３００以内

Ｄ１０(９φ)＠１,０００以内で割り付けるＤ１０(９φ)＠１,０００以内で割り付けるＤ１０(９φ)＠１,０００以内で割り付けるＤ１０(９φ)＠１,０００以内で割り付けるＤ１０(９φ)＠１,０００以内で割り付けるＤ１０(９φ)＠１,０００以内で割り付けるＤ１０(９φ)＠１,０００以内で割り付ける
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Ｌ2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2Ｌ 2

最 上 階最 上 階最 上 階最 上 階最 上 階最 上 階最 上 階

折曲げ起点は中心線を折曲げ起点は中心線を折曲げ起点は中心線を折曲げ起点は中心線を折曲げ起点は中心線を折曲げ起点は中心線を折曲げ起点は中心線を
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こえることを原則とするこえることを原則とするこえることを原則とするこえることを原則とするこえることを原則とするこえることを原則とするこえることを原則とする

注、点線は下端筋の曲上げ定着注、点線は下端筋の曲上げ定着注、点線は下端筋の曲上げ定着注、点線は下端筋の曲上げ定着注、点線は下端筋の曲上げ定着注、点線は下端筋の曲上げ定着注、点線は下端筋の曲上げ定着

Ｌ2を示すＬ2を示すＬ2を示すＬ2を示すＬ2を示すＬ2を示すＬ2を示す

フック付フック付フック付フック付フック付フック付フック付

連続端連続端連続端連続端連続端連続端連続端

lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6lo/6 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4
20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d20d

補強あばら筋は小梁主筋側に補強あばら筋は小梁主筋側に補強あばら筋は小梁主筋側に補強あばら筋は小梁主筋側に補強あばら筋は小梁主筋側に補強あばら筋は小梁主筋側に補強あばら筋は小梁主筋側に

必ず入れること。必ず入れること。必ず入れること。必ず入れること。必ず入れること。必ず入れること。必ず入れること。

端部端部端部端部端部端部端部先端先端先端先端先端先端先端

　　　 は継手の　　　 は継手の　　　 は継手の　　　 は継手の　　　 は継手の　　　 は継手の　　　 は継手の

好ましい位置好ましい位置好ましい位置好ましい位置好ましい位置好ましい位置好ましい位置

lololololololo

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4

lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4 lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4lo/4ＤＤＤＤＤＤＤ ＤＤＤＤＤＤＤ

×印は幅止め筋×印は幅止め筋×印は幅止め筋×印は幅止め筋×印は幅止め筋×印は幅止め筋×印は幅止め筋

第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。第１あばら筋は柱面より配筋する。

つり上げ筋は一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か、つり上げ筋は一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か、つり上げ筋は一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か、つり上げ筋は一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か、つり上げ筋は一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か、つり上げ筋は一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か、つり上げ筋は一般のあばら筋より、１サイズ太い鉄筋か 、

又は、同サイズを２本巻きとする。又は、同サイズを２本巻きとする。又は、同サイズを２本巻きとする。又は、同サイズを２本巻きとする。又は、同サイズを２本巻きとする。又は、同サイズを２本巻きとする。又は、同サイズを２本巻きとする。

つり上げ筋つり上げ筋つり上げ筋つり上げ筋つり上げ筋つり上げ筋つり上げ筋

（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）（注、床版がない場合は135°以上のフックとする）

ａａａａａａａ ｂｂｂｂｂｂｂ ｃｃｃｃｃｃｃ ｄｄｄｄｄｄｄ ｅｅｅｅｅｅｅ6d
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幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋

７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁７．大梁、小梁、片持梁

　　標準図(１)の２－(３)による。　　標準図(１)の２－(３)による。　　標準図(１)の２－(３)による。　　標準図(１)の２－(３)による。　　標準図(１)の２－(３)による。　　標準図(１)の２－(３)による。　　標準図(１)の２－(３)による。

８．床　板８．床　板８．床　板８．床　板８．床　板８．床　板８．床　板

(１)　定着及び継手(１)　定着及び継手(１)　定着及び継手(１)　定着及び継手(１)　定着及び継手(１)　定着及び継手(１)　定着及び継手

ａ 片持床スラブａ 片持床スラブａ 片持床スラブａ 片持床スラブａ 片持床スラブａ 片持床スラブａ 片持床スラブ

Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2 75～10075～10075～10075～10075～10075～10075～100 60606060606060

25ｄ25ｄ25ｄ25ｄ25ｄ25ｄ25ｄ

バーサポートバーサポートバーサポートバーサポートバーサポートバーサポートバーサポート

継ぎ手位置は原則として下表による継ぎ手位置は原則として下表による継ぎ手位置は原則として下表による継ぎ手位置は原則として下表による継ぎ手位置は原則として下表による継ぎ手位置は原則として下表による継ぎ手位置は原則として下表による

上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋上端筋

下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋下端筋

短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向短 辺 方 向

長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向長 辺 方 向

短辺･長辺方向短辺･長辺方向短辺･長辺方向短辺･長辺方向短辺･長辺方向短辺･長辺方向短辺･長辺方向

標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置標準継手位置
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肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上肩筋Ｄ13以上Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13
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斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋斜め補強筋

周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋周囲補強筋
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孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上孔と孔のへりあき100以上

床板厚さＤ床板厚さＤ床板厚さＤ床板厚さＤ床板厚さＤ床板厚さＤ床板厚さＤ 周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲周　囲 斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め斜　め

各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13

各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13

各２－Ｄ19各２－Ｄ19各２－Ｄ19各２－Ｄ19各２－Ｄ19各２－Ｄ19各２－Ｄ19 各２－Ｄ16各２－Ｄ16各２－Ｄ16各２－Ｄ16各２－Ｄ16各２－Ｄ16各２－Ｄ16

各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13各２－Ｄ13

各１－Ｄ13各１－Ｄ13各１－Ｄ13各１－Ｄ13各１－Ｄ13各１－Ｄ13各１－Ｄ13

200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300200＜Ｄ≦300

150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200150＜Ｄ≦200

　　　Ｄ≦150　　　Ｄ≦150　　　Ｄ≦150　　　Ｄ≦150　　　Ｄ≦150　　　Ｄ≦150　　　Ｄ≦150

　注) 設備の小開口が連続してあく場合は　注) 設備の小開口が連続してあく場合は　注) 設備の小開口が連続してあく場合は　注) 設備の小開口が連続してあく場合は　注) 設備の小開口が連続してあく場合は　注) 設備の小開口が連続してあく場合は　注) 設備の小開口が連続してあく場合は

　　  縦、横、斜補強筋とは別に開口に　　  縦、横、斜補強筋とは別に開口に　　  縦、横、斜補強筋とは別に開口に　　  縦、横、斜補強筋とは別に開口に　　  縦、横、斜補強筋とは別に開口に　　  縦、横、斜補強筋とは別に開口に　　  縦、横、斜補強筋とは別に開口に

　　  よって切られる鉄筋と同じ鉄筋を　　  よって切られる鉄筋と同じ鉄筋を　　  よって切られる鉄筋と同じ鉄筋を　　  よって切られる鉄筋と同じ鉄筋を　　  よって切られる鉄筋と同じ鉄筋を　　  よって切られる鉄筋と同じ鉄筋を　　  よって切られる鉄筋と同じ鉄筋を

　　  開口を避けて補強する。　　  開口を避けて補強する。　　  開口を避けて補強する。　　  開口を避けて補強する。　　  開口を避けて補強する。　　  開口を避けて補強する。　　  開口を避けて補強する。

(５)　床板段差(５)　床板段差(５)　床板段差(５)　床板段差(５)　床板段差(５)　床板段差(５)　床板段差
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(６)　土間コンクリート(６)　土間コンクリート(６)　土間コンクリート(６)　土間コンクリート(６)　土間コンクリート(６)　土間コンクリート(６)　土間コンクリート

ａ 軽作業の土間ａ 軽作業の土間ａ 軽作業の土間ａ 軽作業の土間ａ 軽作業の土間ａ 軽作業の土間ａ 軽作業の土間 (７)　釜　場(７)　釜　場(７)　釜　場(７)　釜　場(７)　釜　場(７)　釜　場(７)　釜　場
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Ｄ 10 ＠ 150Ｄ 10 ＠ 150Ｄ 10 ＠ 150Ｄ 10 ＠ 150Ｄ 10 ＠ 150Ｄ 10 ＠ 150Ｄ 10 ＠ 150

Ｄ13 ＠200 ﾀﾞﾌﾞﾙＤ13 ＠200 ﾀﾞﾌﾞﾙＤ13 ＠200 ﾀﾞﾌﾞﾙＤ13 ＠200 ﾀﾞﾌﾞﾙＤ13 ＠200 ﾀﾞﾌﾞﾙＤ13 ＠200 ﾀﾞﾌﾞﾙＤ13 ＠200 ﾀﾞﾌﾞﾙ
2-Ｄ 162-Ｄ 162-Ｄ 162-Ｄ 162-Ｄ 162-Ｄ 162-Ｄ 16

2-Ｄ162-Ｄ162-Ｄ162-Ｄ162-Ｄ162-Ｄ162-Ｄ16

(８)　打ち継ぎ補強(８)　打ち継ぎ補強(８)　打ち継ぎ補強(８)　打ち継ぎ補強(８)　打ち継ぎ補強(８)　打ち継ぎ補強(８)　打ち継ぎ補強
　　  (ダメ穴打継面について)　　  (ダメ穴打継面について)　　  (ダメ穴打継面について)　　  (ダメ穴打継面について)　　  (ダメ穴打継面について)　　  (ダメ穴打継面について)　　  (ダメ穴打継面について)

＊ 設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2Ｌ1以上＊ 設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2Ｌ1以上＊ 設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2Ｌ1以上＊ 設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2Ｌ1以上＊ 設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2Ｌ1以上＊ 設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2Ｌ1以上＊ 設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2Ｌ1以上

＊ 無筋部分Ｄ10 ＠200　長さ800以上＊ 無筋部分Ｄ10 ＠200　長さ800以上＊ 無筋部分Ｄ10 ＠200　長さ800以上＊ 無筋部分Ｄ10 ＠200　長さ800以上＊ 無筋部分Ｄ10 ＠200　長さ800以上＊ 無筋部分Ｄ10 ＠200　長さ800以上＊ 無筋部分Ｄ10 ＠200　長さ800以上

15d15d15d15d15d15d15d

600600600600600600600

折曲 Ｄ 10－＠200折曲 Ｄ 10－＠200折曲 Ｄ 10－＠200折曲 Ｄ 10－＠200折曲 Ｄ 10－＠200折曲 Ｄ 10－＠200折曲 Ｄ 10－＠200

Ｄ 10－＠200Ｄ 10－＠200Ｄ 10－＠200Ｄ 10－＠200Ｄ 10－＠200Ｄ 10－＠200Ｄ 10－＠200

Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ
ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ

ｂ 間仕切壁との交差部ｂ 間仕切壁との交差部ｂ 間仕切壁との交差部ｂ 間仕切壁との交差部ｂ 間仕切壁との交差部ｂ 間仕切壁との交差部ｂ 間仕切壁との交差部

300300300300300300300 50505050505050

(４)　床板開口部の補強(４)　床板開口部の補強(４)　床板開口部の補強(４)　床板開口部の補強(４)　床板開口部の補強(４)　床板開口部の補強(４)　床板開口部の補強 (開口の径500程度の場合)(開口の径500程度の場合)(開口の径500程度の場合)(開口の径500程度の場合)(開口の径500程度の場合)(開口の径500程度の場合)(開口の径500程度の場合)

（ 出隅部分補強配筋 ）（ 出隅部分補強配筋 ）（ 出隅部分補強配筋 ）（ 出隅部分補強配筋 ）（ 出隅部分補強配筋 ）（ 出隅部分補強配筋 ）（ 出隅部分補強配筋 ）

(２)　屋根スラブの補強(２)　屋根スラブの補強(２)　屋根スラブの補強(２)　屋根スラブの補強(２)　屋根スラブの補強(２)　屋根スラブの補強(２)　屋根スラブの補強

ｌｌｌｌｌｌｌ

ｌｌｌｌｌｌｌ

＊＊＊＊＊＊＊

ａ 補強筋は各3－Ｄ13 又はスラブ主筋のａ 補強筋は各3－Ｄ13 又はスラブ主筋のａ 補強筋は各3－Ｄ13 又はスラブ主筋のａ 補強筋は各3－Ｄ13 又はスラブ主筋のａ 補強筋は各3－Ｄ13 又はスラブ主筋のａ 補強筋は各3－Ｄ13 又はスラブ主筋のａ 補強筋は各3－Ｄ13 又はスラブ主筋の

　 同一径でｌ＝1,500とし、上端筋の　 同一径でｌ＝1,500とし、上端筋の　 同一径でｌ＝1,500とし、上端筋の　 同一径でｌ＝1,500とし、上端筋の　 同一径でｌ＝1,500とし、上端筋の　 同一径でｌ＝1,500とし、上端筋の　 同一径でｌ＝1,500とし、上端筋の

　 下に配筋する。　 下に配筋する。　 下に配筋する。　 下に配筋する。　 下に配筋する。　 下に配筋する。　 下に配筋する。

ｂ ＊の箇所(入隅)は各階補強する。ｂ ＊の箇所(入隅)は各階補強する。ｂ ＊の箇所(入隅)は各階補強する。ｂ ＊の箇所(入隅)は各階補強する。ｂ ＊の箇所(入隅)は各階補強する。ｂ ＊の箇所(入隅)は各階補強する。ｂ ＊の箇所(入隅)は各階補強する。

(３)　片持ちスラブ出隅部補強(３)　片持ちスラブ出隅部補強(３)　片持ちスラブ出隅部補強(３)　片持ちスラブ出隅部補強(３)　片持ちスラブ出隅部補強(３)　片持ちスラブ出隅部補強(３)　片持ちスラブ出隅部補強

出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋

（つなぎ部の中間に上端筋（つなぎ部の中間に上端筋（つなぎ部の中間に上端筋（つなぎ部の中間に上端筋（つなぎ部の中間に上端筋（つなぎ部の中間に上端筋（つなぎ部の中間に上端筋

　はD13,下端筋はD10を設ける）　はD13,下端筋はD10を設ける）　はD13,下端筋はD10を設ける）　はD13,下端筋はD10を設ける）　はD13,下端筋はD10を設ける）　はD13,下端筋はD10を設ける）　はD13,下端筋はD10を設ける）

　出隅部分の補強筋　出隅部分の補強筋　出隅部分の補強筋　出隅部分の補強筋　出隅部分の補強筋　出隅部分の補強筋　出隅部分の補強筋

22 22 22 2
ｌｌ ｌｌ ｌｌ ｌ

1111111ｌ /ｌ/ｌ/ｌ/ｌ/ｌ/ｌ/2222222

ＬＬＬＬＬＬＬ
ＬＬＬＬＬＬＬ1111111

3333333

一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋一般床版配力筋

ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ
33 33 33 3 ＬＬ ＬＬ ＬＬ Ｌ

11 11 11 1
11 11 11 1

22 22 22 2
ｌ

/
ｌ

/
ｌ

/
ｌ

/
ｌ

/
ｌ

/
ｌ

/

補強筋の定義補強筋の定義補強筋の定義補強筋の定義補強筋の定義補強筋の定義補強筋の定義

それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅それぞれの方向に出隅

補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の補強筋として出隅部の

同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に同本数をハッチ部分に

配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。配置する。

1111111注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。2222222

注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。注）出隅部の補強筋は、計算により算出する。

1111111ｌ /ｌ/ｌ/ｌ/ｌ/ｌ/ｌ/2222222

出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部出隅部

11 11 11 1
ｌ

/
ｌ

/
ｌ

/
ｌ

/
ｌ

/
ｌ

/
ｌ

/ 2
2 22 22 2

出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋出隅部分の補強筋

1111111注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。注 l  ≧ l  とする。2222222

1111111ｌｌｌｌｌｌｌ 1111111ｌｌｌｌｌｌｌ

（ 出隅受け部配筋 ）（ 出隅受け部配筋 ）（ 出隅受け部配筋 ）（ 出隅受け部配筋 ）（ 出隅受け部配筋 ）（ 出隅受け部配筋 ）（ 出隅受け部配筋 ）

※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、※出隅受け部補強筋は、

300300300300300300300 ａａａａａａａ

幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋幅止め筋 Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10Ｄ10
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補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋
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3
0
0

3
0
0

3
0
0

3
0
0

ａａ ａａ ａａ ａ

ＤＤＤＤＤＤＤ

補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋補強筋

あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋あばら補強筋

11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強11．梁貫通孔補強

(１)　設置可能範囲(１)　設置可能範囲(１)　設置可能範囲(１)　設置可能範囲(１)　設置可能範囲(１)　設置可能範囲(１)　設置可能範囲

梁端部(スパンＩ/10以内かつ２Ｄ以内)は避ける。梁端部(スパンＩ/10以内かつ２Ｄ以内)は避ける。梁端部(スパンＩ/10以内かつ２Ｄ以内)は避ける。梁端部(スパンＩ/10以内かつ２Ｄ以内)は避ける。梁端部(スパンＩ/10以内かつ２Ｄ以内)は避ける。梁端部(スパンＩ/10以内かつ２Ｄ以内)は避ける。梁端部(スパンＩ/10以内かつ２Ｄ以内)は避ける。

Ｄ/3Ｄ/3Ｄ/3Ｄ/3Ｄ/3Ｄ/3Ｄ/3 ＤＤＤＤＤＤＤ

ｌｏｌｏｌｏｌｏｌｏｌｏｌｏ

ｌ0／4ｌ0／4ｌ0／4ｌ0／4ｌ0／4ｌ0／4ｌ0／4 ｌ0／4ｌ0／4ｌ0／4ｌ0／4ｌ0／4ｌ0／4ｌ0／4

望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲望ましい範囲

(φ1＋φ2)ｘ3/2 以上(φ1＋φ2)ｘ3/2 以上(φ1＋φ2)ｘ3/2 以上(φ1＋φ2)ｘ3/2 以上(φ1＋φ2)ｘ3/2 以上(φ1＋φ2)ｘ3/2 以上(φ1＋φ2)ｘ3/2 以上

φ1φ1φ1φ1φ1φ1φ1 φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ2

(２)　鉄筋標準配筋(２)　鉄筋標準配筋(２)　鉄筋標準配筋(２)　鉄筋標準配筋(２)　鉄筋標準配筋(２)　鉄筋標準配筋(２)　鉄筋標準配筋 　　但し、 φ≦Ｄ/3とする。　　但し、 φ≦Ｄ/3とする。　　但し、 φ≦Ｄ/3とする。　　但し、 φ≦Ｄ/3とする。　　但し、 φ≦Ｄ/3とする。　　但し、 φ≦Ｄ/3とする。　　但し、 φ≦Ｄ/3とする。

８０≦φ≦１００８０≦φ≦１００８０≦φ≦１００８０≦φ≦１００８０≦φ≦１００８０≦φ≦１００８０≦φ≦１００

折　筋　2－ (2－Ｄ13)折　筋　2－ (2－Ｄ13)折　筋　2－ (2－Ｄ13)折　筋　2－ (2－Ｄ13)折　筋　2－ (2－Ｄ13)折　筋　2－ (2－Ｄ13)折　筋　2－ (2－Ｄ13)

１００〈φ≦１５０１００〈φ≦１５０１００〈φ≦１５０１００〈φ≦１５０１００〈φ≦１５０１００〈φ≦１５０１００〈φ≦１５０

横　筋　2－(2－Ｄ13)横　筋　2－ (2－Ｄ13)横　筋　2－(2－Ｄ13)横　筋　2－ (2－Ｄ13)横　筋　2－(2－Ｄ13)横　筋　2－ (2－Ｄ13)横　筋　2－(2－Ｄ13)

折　筋　2－(2－Ｄ13)折　筋　2－ (2－Ｄ13)折　筋　2－(2－Ｄ13)折　筋　2－ (2－Ｄ13)折　筋　2－(2－Ｄ13)折　筋　2－ (2－Ｄ13)折　筋　2－(2－Ｄ13)

横　筋　2－(2－Ｄ13)横　筋　2－(2－Ｄ13)横　筋　2－(2－Ｄ13)横　筋　2－(2－Ｄ13)横　筋　2－(2－Ｄ13)横　筋　2－(2－Ｄ13)横　筋　2－(2－Ｄ13)

１５０〈φ≦２５０１５０〈φ≦２５０１５０〈φ≦２５０１５０〈φ≦２５０１５０〈φ≦２５０１５０〈φ≦２５０１５０〈φ≦２５０

斜　筋　4－(2－Ｄ13)斜　筋　4－(2－Ｄ13)斜　筋　4－(2－Ｄ13)斜　筋　4－(2－Ｄ13)斜　筋　4－(2－Ｄ13)斜　筋　4－(2－Ｄ13)斜　筋　4－(2－Ｄ13)

　横筋　ＳＴ 2－Ｄ13　横筋　ＳＴ 2－Ｄ13　横筋　ＳＴ 2－Ｄ13　横筋　ＳＴ 2－Ｄ13　横筋　ＳＴ 2－Ｄ13　横筋　ＳＴ 2－Ｄ13　横筋　ＳＴ 2－Ｄ13
上上上上上上上
下下下下下下下

φφφφφφφ φφφφφφφ φφφφφφφ

φ＞２５０φ＞２５０φ＞２５０φ＞２５０φ＞２５０φ＞２５０φ＞２５０

孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方定着長さのとり方

 　確認された場合は右 　確認された場合は右 　確認された場合は右 　確認された場合は右 　確認された場合は右 　確認された場合は右 　確認された場合は右

 　よらなくて良い。 　よらなくて良い。 　よらなくて良い。 　よらなくて良い。 　よらなくて良い。 　よらなくて良い。 　よらなくて良い。

　 梁幅が400を超える場合は、　 梁幅が400を超える場合は、　 梁幅が400を超える場合は、　 梁幅が400を超える場合は、　 梁幅が400を超える場合は、　 梁幅が400を超える場合は、　 梁幅が400を超える場合は、

　 補強筋でＤ13はＤ16又は、　 補強筋でＤ13はＤ16又は、　 補強筋でＤ13はＤ16又は、　 補強筋でＤ13はＤ16又は、　 補強筋でＤ13はＤ16又は、　 補強筋でＤ13はＤ16又は、　 補強筋でＤ13はＤ16又は、

　 2-Ｄ13は 3-Ｄ 13と、各々　 2-Ｄ13は 3-Ｄ 13と、各々　 2-Ｄ13は 3-Ｄ 13と、各々　 2-Ｄ13は 3-Ｄ 13と、各々　 2-Ｄ13は 3-Ｄ 13と、各々　 2-Ｄ13は 3-Ｄ 13と、各々　 2-Ｄ13は 3-Ｄ 13と、各々

　 読みかえる。　 読みかえる。　 読みかえる。　 読みかえる。　 読みかえる。　 読みかえる。　 読みかえる。

2φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ 2φ2φ2φ2φ2φ2φ2φ
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φφφφφφφ ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ

12．増築予定12．増築予定12．増築予定12．増築予定12．増築予定12．増築予定12．増築予定 将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する

(１) 柱、梁(１) 柱、梁(１) 柱、梁(１) 柱、梁(１) 柱、梁(１) 柱、梁(１) 柱、梁
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(２ ) 地中梁(２) 地中梁(２) 地中梁(２) 地中梁(２) 地中梁(２) 地中梁(２) 地中梁

≧Ｌ1≧Ｌ1≧Ｌ1≧Ｌ1≧Ｌ1≧Ｌ1≧Ｌ1

Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13Ｄ13

(３) 床版、壁(３) 床版、壁(３) 床版、壁(３) 床版、壁(３) 床版、壁(３) 床版、壁(３) 床版、壁
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　以上)とする。　以上)とする。　以上)とする。　以上)とする。　以上)とする。　以上)とする。　以上)とする。

　補強筋は、梁主筋の１段落し径(Ｄ16　補強筋は、梁主筋の１段落し径(Ｄ16　補強筋は、梁主筋の１段落し径(Ｄ16　補強筋は、梁主筋の１段落し径(Ｄ16　補強筋は、梁主筋の１段落し径(Ｄ16　補強筋は、梁主筋の１段落し径(Ｄ16　補強筋は、梁主筋の１段落し径(Ｄ16

　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ

　とする。　とする。　とする。　とする。　とする。　とする。　とする。

　腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。　腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。　腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。　腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。　腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。　腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。　腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。

　ａは。100～200程度。　ａは。100～200程度。　ａは。100～200程度。　ａは。100～200程度。　ａは。100～200程度。　ａは。100～200程度。　ａは。100～200程度。

　梁下端増打コンクリートの場合も上端　梁下端増打コンクリートの場合も上端　梁下端増打コンクリートの場合も上端　梁下端増打コンクリートの場合も上端　梁下端増打コンクリートの場合も上端　梁下端増打コンクリートの場合も上端　梁下端増打コンクリートの場合も上端

　増打コンクリート補強と同様にする。　増打コンクリート補強と同様にする。　増打コンクリート補強と同様にする。　増打コンクリート補強と同様にする。　増打コンクリート補強と同様にする。　増打コンクリート補強と同様にする。　増打コンクリート補強と同様にする。

　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

　Ｄ≧400の場合は、補強筋を３本とする。　Ｄ≧400の場合は、補強筋を３本とする。　Ｄ≧400の場合は、補強筋を３本とする。　Ｄ≧400の場合は、補強筋を３本とする。　Ｄ≧400の場合は、補強筋を３本とする。　Ｄ≧400の場合は、補強筋を３本とする。　Ｄ≧400の場合は、補強筋を３本とする。

貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない貫通孔が連続して間隔等が取れない

場合は、設計者又は工事監理者と場合は、設計者又は工事監理者と場合は、設計者又は工事監理者と場合は、設計者又は工事監理者と場合は、設計者又は工事監理者と場合は、設計者又は工事監理者と場合は、設計者又は工事監理者と

打合せのこと。打合せのこと。打合せのこと。打合せのこと。打合せのこと。打合せのこと。打合せのこと。

縦　筋　ＳＴ 2－Ｄ13縦　筋　ＳＴ 2－Ｄ13縦　筋　ＳＴ 2－Ｄ13縦　筋　ＳＴ 2－Ｄ13縦　筋　ＳＴ 2－Ｄ13縦　筋　ＳＴ 2－Ｄ13縦　筋　ＳＴ 2－Ｄ13 縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－ 2@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－ 2@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－ 2@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－ 2@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－ 2@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－ 2@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－ 2@50 縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－3@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－3@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－3@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－3@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－3@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－3@50縦　筋　ＳＴ2－Ｄ13－3@50
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＊  部分について計算で＊ 部分について計算で＊ 部分について計算で＊ 部分について計算で＊ 部分について計算で＊ 部分について計算で＊ 部分について計算で
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上 　記の位置、寸法に 　記の位置、寸法に 　記の位置、寸法に 　記の位置、寸法に 　記の位置、寸法に 　記の位置、寸法に 　記の位置、寸法に
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(２)　梁(２)　梁(２)　梁(２)　梁(２)　梁(２)　梁(２)　梁

鉄筋コンクリート造標準配筋図（2）鉄筋コンクリート造標準配筋図（2）鉄筋コンクリート造標準配筋図（2）鉄筋コンクリート造標準配筋図（2）鉄筋コンクリート造標準配筋図（2）鉄筋コンクリート造標準配筋図（2）鉄筋コンクリート造標準配筋図（2）
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設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図

担当担当担当担当担当担当担当

図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号

番番番番番番番
面面面面面面面
図図図図図図図

  溶接記号番号を○中に記入のこと  溶接記号番号を○中に記入のこと  溶接記号番号を○中に記入のこと  溶接記号番号を○中に記入のこと  溶接記号番号を○中に記入のこと  溶接記号番号を○中に記入のこと  溶接記号番号を○中に記入のこと

　　　　　　　　　　（通しダイヤフラムの場合）　　　　　　　　　　　　（通しダイヤフラムの場合）　　　　　　　　　　　　（通しダイヤフラムの場合）　　　　　　　　　　　　（通しダイヤフラムの場合）　　　　　　　　　　　　（通しダイヤフラムの場合）　　　　　　　　　　　　（通しダイヤフラムの場合）　　　　　　　　　　　　（通しダイヤフラムの場合）　　

ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡ　 － 　 断面図　 － 　 断面図　 － 　 断面図　 － 　 断面図　 － 　 断面図　 － 　 断面図　 － 　 断面図 平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細

θθθθθθθ

スカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分はスカーラップ部分は

回し溶接にする回し溶接にする回し溶接にする回し溶接にする回し溶接にする回し溶接にする回し溶接にする

エンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いにエンドタブが互いに

あたらぬことあたらぬことあたらぬことあたらぬことあたらぬことあたらぬことあたらぬこと

内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム
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ガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜きガス抜き

φ＝20φ＝20φ＝20φ＝20φ＝20φ＝20φ＝20

ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡ 断面断面断面断面断面断面断面

内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム内ダイヤフラム

フランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲにフランジが柱のＲに

接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと接しないこと

ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚ｔ＞柱フランジのプレート厚

θ＝75゜～105゜θ＝75゜～105゜θ＝75゜～105゜θ＝75゜～105゜θ＝75゜～105゜θ＝75゜～105゜θ＝75゜～105゜

● 柱か途中で折れる場合● 柱か途中で折れる場合● 柱か途中で折れる場合● 柱か途中で折れる場合● 柱か途中で折れる場合● 柱か途中で折れる場合● 柱か途中で折れる場合

　 及梁成が異なる場合　 及梁成が異なる場合　 及梁成が異なる場合　 及梁成が異なる場合　 及梁成が異なる場合　 及梁成が異なる場合　 及梁成が異なる場合

大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は大梁が斜めの場合は

溶接と添板の内側板に溶接と添板の内側板に溶接と添板の内側板に溶接と添板の内側板に溶接と添板の内側板に溶接と添板の内側板に溶接と添板の内側板に

注意のこと注意のこと注意のこと注意のこと注意のこと注意のこと注意のこと

ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡ　 － 　 断面図　 － 　 断面図　 － 　 断面図　 － 　 断面図　 － 　 断面図　 － 　 断面図　 － 　 断面図

平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細平面詳細

内ダイヤフラムの内ダイヤフラムの内ダイヤフラムの内ダイヤフラムの内ダイヤフラムの内ダイヤフラムの内ダイヤフラムの

場合は柱の角のＲ場合は柱の角のＲ場合は柱の角のＲ場合は柱の角のＲ場合は柱の角のＲ場合は柱の角のＲ場合は柱の角のＲ

に接しないことに接しないことに接しないことに接しないことに接しないことに接しないことに接しないこと

ＡＡＡＡＡＡＡ ＡＡＡＡＡＡＡ

内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム内ダイヤ フラム
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カラーラップ部分はカラーラップ部分はカラーラップ部分はカラーラップ部分はカラーラップ部分はカラーラップ部分はカラーラップ部分は

回し溶接にする回し溶接にする回し溶接にする回し溶接にする回し溶接にする回し溶接にする回し溶接にする
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① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。
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② ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。② ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。② ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。② ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。② ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。② ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。② ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。
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① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。
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根巻の場合根巻の場合根巻の場合根巻の場合根巻の場合根巻の場合根巻の場合

① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。
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① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。① ※ t > 16mm 場合の溶接は、③～⑤とする。

(１)　材料及び検査(１)　材料及び検査(１)　材料及び検査(１)　材料及び検査(１)　材料及び検査(１)　材料及び検査(１)　材料及び検査

　　　　（ａ）　構造設計仕様による　　　　（ａ）　構造設計仕様による　　　　（ａ）　構造設計仕様による　　　　（ａ）　構造設計仕様による　　　　（ａ）　構造設計仕様による　　　　（ａ）　構造設計仕様による　　　　（ａ）　構造設計仕様による

　　　　（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする　　　　（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする　　　　（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする　　　　（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする　　　　（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする　　　　（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする　　　　（ｂ）　適用範囲は、鋼材を用いる工事に適用し、かつ鋼材の厚さが40mm以下のものとする

　　　　（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する　　　　（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する　　　　（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する　　　　（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する　　　　（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する　　　　（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する　　　　（ｃ）　社内検査結果の検査報告書には、鉄骨の寸法、精度及びその他の結果を添付する

(２)　工作一般(２)　工作一般(２)　工作一般(２)　工作一般(２)　工作一般(２)　工作一般(２)　工作一般

　　　　（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る　　　　（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る　　　　（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る　　　　（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る　　　　（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る　　　　（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る　　　　（ａ）　鉄骨製作及び施工に先立って「鉄骨工事施工要領書」を提出し工事監理者の承認を得る

　　　　（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による　　　　（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による　　　　（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による　　　　（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による　　　　（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による　　　　（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による　　　　（ｂ）　鋼管部材の分岐継手部の相貫切断は、鋼管自動切断機による

　　　　（ｃ）　抗張力鋼の歪矯正は、冷間矯正とする　　　　（ｃ）　抗張力鋼の歪矯正は、冷間矯正とする　　　　（ｃ）　抗張力鋼の歪矯正は、冷間矯正とする　　　　（ｃ）　抗張力鋼の歪矯正は、冷間矯正とする　　　　（ｃ）　抗張力鋼の歪矯正は、冷間矯正とする　　　　（ｃ）　抗張力鋼の歪矯正は、冷間矯正とする　　　　（ｃ）　抗張力鋼の歪矯正は、冷間矯正とする

(３)　高力ボルト接合(３)　高力ボルト接合(３)　高力ボルト接合(３)　高力ボルト接合(３)　高力ボルト接合(３)　高力ボルト接合(３)　高力ボルト接合

　　　　（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない　　　　（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない　　　　（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない　　　　（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない　　　　（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない　　　　（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない　　　　（ａ）　本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの併用はしてはならない

(４)　溶接接合(４)　溶接接合(４)　溶接接合(４)　溶接接合(４)　溶接接合(４)　溶接接合(４)　溶接接合

　　　　（ａ）　溶接技術者　　　　（ａ）　溶接技術者　　　　（ａ）　溶接技術者　　　　（ａ）　溶接技術者　　　　（ａ）　溶接技術者　　　　（ａ）　溶接技術者　　　　（ａ）　溶接技術者

　　　　溶接技術者は施工する溶接に適応するＪＡＳ Ｚ3801(手溶接)又ＪＩＳ Ｚ3841(半自動溶接)の　　　　溶接技術者は施工する溶接に適応するＪＡＳ Ｚ3801(手溶接)又ＪＩＳ Ｚ3841(半自動溶接)の　　　　溶接技術者は施工する溶接に適応するＪＡＳ Ｚ3801(手溶接)又ＪＩＳ Ｚ3841(半自動溶接)の　　　　溶接技術者は施工する溶接に適応するＪＡＳ Ｚ3801(手溶接)又ＪＩＳ Ｚ3841(半自動溶接)の　　　　溶接技術者は施工する溶接に適応するＪＡＳ Ｚ3801(手溶接)又ＪＩＳ Ｚ3841(半自動溶接)の　　　　溶接技術者は施工する溶接に適応するＪＡＳ Ｚ3801(手溶接)又ＪＩＳ Ｚ3841(半自動溶接)の　　　　溶接技術者は施工する溶接に適応するＪＡＳ Ｚ3801(手溶接)又ＪＩＳ Ｚ3841(半自動溶接)の

　　　　溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする　　　　溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする　　　　溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする　　　　溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする　　　　溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする　　　　溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする　　　　溶接技術検定試験に合格し引続き、半年以上溶接に従事している者とする

　　　　（ｂ）　溶接機器　　　　（ｂ）　溶接機器　　　　（ｂ）　溶接機器　　　　（ｂ）　溶接機器　　　　（ｂ）　溶接機器　　　　（ｂ）　溶接機器　　　　（ｂ）　溶接機器

　　　　　(イ)　交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ　　　　　(イ)　交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ　　　　　(イ)　交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ　　　　　(イ)　交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ　　　　　(イ)　交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ　　　　　(イ)　交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ　　　　　(イ)　交流アーク溶接機　300Ａ～500Ａ

　　　　　(ロ)　アークエアーガウジング機(直流)　　　　　(ロ)　アークエアーガウジング機(直流)　　　　　(ロ)　アークエアーガウジング機(直流)　　　　　(ロ)　アークエアーガウジング機(直流)　　　　　(ロ)　アークエアーガウジング機(直流)　　　　　(ロ)　アークエアーガウジング機(直流)　　　　　(ロ)　アークエアーガウジング機(直流)

　　　　　(ハ)　サプマージアーク溶接機１式　　　　　(ハ)　サプマージアーク溶接機１式　　　　　(ハ)　サプマージアーク溶接機１式　　　　　(ハ)　サプマージアーク溶接機１式　　　　　(ハ)　サプマージアーク溶接機１式　　　　　(ハ)　サプマージアーク溶接機１式　　　　　(ハ)　サプマージアーク溶接機１式

　　　　　(ニ)　炭酸ガスアーク半自動溶接機　　　　　(ニ)　炭酸ガスアーク半自動溶接機　　　　　(ニ)　炭酸ガスアーク半自動溶接機　　　　　(ニ)　炭酸ガスアーク半自動溶接機　　　　　(ニ)　炭酸ガスアーク半自動溶接機　　　　　(ニ)　炭酸ガスアーク半自動溶接機　　　　　(ニ)　炭酸ガスアーク半自動溶接機

　　　　　(ホ)　溶接電流を測定する電流計　　　　　(ホ)　溶接電流を測定する電流計　　　　　(ホ)　溶接電流を測定する電流計　　　　　(ホ)　溶接電流を測定する電流計　　　　　(ホ)　溶接電流を測定する電流計　　　　　(ホ)　溶接電流を測定する電流計　　　　　(ホ)　溶接電流を測定する電流計

　　　　　(ヘ)　溶接棒乾燥機　　　　　(ヘ)　溶接棒乾燥機　　　　　(ヘ)　溶接棒乾燥機　　　　　(ヘ)　溶接棒乾燥機　　　　　(ヘ)　溶接棒乾燥機　　　　　(ヘ)　溶接棒乾燥機　　　　　(ヘ)　溶接棒乾燥機

　　　　（ｃ）　溶接方法　　　　（ｃ）　溶接方法　　　　（ｃ）　溶接方法　　　　（ｃ）　溶接方法　　　　（ｃ）　溶接方法　　　　（ｃ）　溶接方法　　　　（ｃ）　溶接方法

　　　　　　　　セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)　アークエアーガウジング(ＡＡＧ)　　　　　　　　セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)　アークエアーガウジング(ＡＡＧ)　　　　　　　　セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)　アークエアーガウジング(ＡＡＧ)　　　　　　　　セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)　アークエアーガウジング(ＡＡＧ)　　　　　　　　セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)　アークエアーガウジング(ＡＡＧ)　　　　　　　　セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)　アークエアーガウジング(ＡＡＧ)　　　　　　　　セルフ(ノンガス)シールドアーク半自動溶接(ＮＧＣ)　アークエアーガウジング(ＡＡＧ)

　　　　　　　　アーク手溶接(ＭＣ)　　　　　　　　　　　　　　　　ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)　　　　　　　　アーク手溶接(ＭＣ)　　　　　　　　　　　　　　　　ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)　　　　　　　　アーク手溶接(ＭＣ)　　　　　　　　　　　　　　　　ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)　　　　　　　　アーク手溶接(ＭＣ)　　　　　　　　　　　　　　　　ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)　　　　　　　　アーク手溶接(ＭＣ)　　　　　　　　　　　　　　　　ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)　　　　　　　　アーク手溶接(ＭＣ)　　　　　　　　　　　　　　　　ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)　　　　　　　　アーク手溶接(ＭＣ)　　　　　　　　　　　　　　　　ガスシールドアーク半自動溶接(ＧＣ)

　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢

　　　　（ｅ）　仮付溶接技術者は、原則として本工事に従事する者が行う　　　　（ｅ）　仮付溶接技術者は、原則として本工事に従事する者が行う　　　　（ｅ）　仮付溶接技術者は、原則として本工事に従事する者が行う　　　　（ｅ）　仮付溶接技術者は、原則として本工事に従事する者が行う　　　　（ｅ）　仮付溶接技術者は、原則として本工事に従事する者が行う　　　　（ｅ）　仮付溶接技術者は、原則として本工事に従事する者が行う　　　　（ｅ）　仮付溶接技術者は、原則として本工事に従事する者が行う

　　　　　(イ)　仮付位置　　　　　(イ)　仮付位置　　　　　(イ)　仮付位置　　　　　(イ)　仮付位置　　　　　(イ)　仮付位置　　　　　(イ)　仮付位置　　　　　(イ)　仮付位置

　　　　　仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける　　　　　仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける　　　　　仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける　　　　　仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける　　　　　仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける　　　　　仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける　　　　　仮付溶接は溶接の始、終端、隅角部など強度上、工作上、問題となり易い箇所は避ける

下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ下向　Ｆ 立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ立向　Ｖ 横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ横向　Ｈ 上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ上向　Ｏ

仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良 仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良仮付不良良良良良良良良 良良良良良良良

　　　　　(ロ)　突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。　　　　　(ロ)　突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。　　　　　(ロ)　突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。　　　　　(ロ)　突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。　　　　　(ロ)　突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。　　　　　(ロ)　突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。　　　　　(ロ)　突合せ溶接部の仮付溶接は必ず裏はつり側に施工する。

仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接仮付溶接

裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。裏はつり側にする。

　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢　　　　（ｄ）　溶接姿勢

　　　　　(イ)　エンドタブ　　　　　(イ)　エンドタブ　　　　　(イ)　エンドタブ　　　　　(イ)　エンドタブ　　　　　(イ)　エンドタブ　　　　　(イ)　エンドタブ　　　　　(イ)　エンドタブ

　　　　　　　　エンドタブの材質は、母材と同質とする。　　　　　　　　エンドタブの材質は、母材と同質とする。　　　　　　　　エンドタブの材質は、母材と同質とする。　　　　　　　　エンドタブの材質は、母材と同質とする。　　　　　　　　エンドタブの材質は、母材と同質とする。　　　　　　　　エンドタブの材質は、母材と同質とする。　　　　　　　　エンドタブの材質は、母材と同質とする。

　　　　　(Ⅲ)　エンドタブの長さは、ＭＣ：35 ㎜以上　　　　　(Ⅲ)　エンドタブの長さは、ＭＣ：35 ㎜以上　　　　　(Ⅲ)　エンドタブの長さは、ＭＣ：35 ㎜以上　　　　　(Ⅲ)　エンドタブの長さは、ＭＣ：35 ㎜以上　　　　　(Ⅲ)　エンドタブの長さは、ＭＣ：35 ㎜以上　　　　　(Ⅲ)　エンドタブの長さは、ＭＣ：35 ㎜以上　　　　　(Ⅲ)　エンドタブの長さは、ＭＣ：35 ㎜以上

　　　　　　　　母材より10 ㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする。　　　　　　　　母材より10 ㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする。　　　　　　　　母材より10 ㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする。　　　　　　　　母材より10 ㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする。　　　　　　　　母材より10 ㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする。　　　　　　　　母材より10 ㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする。　　　　　　　　母材より10 ㎜程度残し切断して、グラインダー仕上げとする。

　　　　　(Ⅳ)　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者　　　　　(Ⅳ)　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者　　　　　(Ⅳ)　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者　　　　　(Ⅳ)　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者　　　　　(Ⅳ)　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者　　　　　(Ⅳ)　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者　　　　　(Ⅳ)　プレス鋼板タブ、固形タブ使用については、資料を提出して設計者

　　　　　　　　又は工事監理者の承認を得る。　　　　　　　　又は工事監理者の承認を得る。　　　　　　　　又は工事監理者の承認を得る。　　　　　　　　又は工事監理者の承認を得る。　　　　　　　　又は工事監理者の承認を得る。　　　　　　　　又は工事監理者の承認を得る。　　　　　　　　又は工事監理者の承認を得る。

　　　　　　　　ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、　　　　　　　　ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、　　　　　　　　ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、　　　　　　　　ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、　　　　　　　　ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、　　　　　　　　ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、　　　　　　　　ＮＧＣ、ＧＣ：40㎜以上とし特記のない場合は、溶接終了後、

　　　　　(ロ)　裏あて金　　　　　(ロ)　裏あて金　　　　　(ロ)　裏あて金　　　　　(ロ)　裏あて金　　　　　(ロ)　裏あて金　　　　　(ロ)　裏あて金　　　　　(ロ)　裏あて金

　　　　　　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶　　　　　　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶　　　　　　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶　　　　　　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶　　　　　　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶　　　　　　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶　　　　　　　材質は母材と同質材料とし厚さは手溶

　　　　　　　接で6㎜、半自動溶接で 9 ㎜以上とする。　　　　　　　接で6㎜、半自動溶接で 9 ㎜以上とする。　　　　　　　接で6㎜、半自動溶接で 9 ㎜以上とする。　　　　　　　接で6㎜、半自動溶接で 9 ㎜以上とする。　　　　　　　接で6㎜、半自動溶接で 9 ㎜以上とする。　　　　　　　接で6㎜、半自動溶接で 9 ㎜以上とする。　　　　　　　接で6㎜、半自動溶接で 9 ㎜以上とする。

　　　　　(ハ)　スカーラップ　半径は30～35㎜とする。　　　　　(ハ)　スカーラップ　半径は30～35㎜とする。　　　　　(ハ)　スカーラップ　半径は30～35㎜とする。　　　　　(ハ)　スカーラップ　半径は30～35㎜とする。　　　　　(ハ)　スカーラップ　半径は30～35㎜とする。　　　　　(ハ)　スカーラップ　半径は30～35㎜とする。　　　　　(ハ)　スカーラップ　半径は30～35㎜とする。

　　　　　(ニ)　裏はつり　　　　　(ニ)　裏はつり　　　　　(ニ)　裏はつり　　　　　(ニ)　裏はつり　　　　　(ニ)　裏はつり　　　　　(ニ)　裏はつり　　　　　(ニ)　裏はつり

　　　　　　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を　　　　　　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を　　　　　　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を　　　　　　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を　　　　　　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を　　　　　　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を　　　　　　　規準図の溶接においてＡＡＧと記載のある部分は全て、溶接監理者の確認を

　　　　　　　励行し、部材に確認マークをつける。　　　　　　　励行し、部材に確認マークをつける。　　　　　　　励行し、部材に確認マークをつける。　　　　　　　励行し、部材に確認マークをつける。　　　　　　　励行し、部材に確認マークをつける。　　　　　　　励行し、部材に確認マークをつける。　　　　　　　励行し、部材に確認マークをつける。

　　　　　(ホ)　現場溶接の開洗面には、溶接に支障のない妨錆材を塗布する。又、開先部を　　　　　(ホ)　現場溶接の開洗面には、溶接に支障のない妨錆材を塗布する。又、開先部を　　　　　(ホ)　現場溶接の開洗面には、溶接に支障のない妨錆材を塗布する。又、開先部を　　　　　(ホ)　現場溶接の開洗面には、溶接に支障のない妨錆材を塗布する。又、開先部を　　　　　(ホ)　現場溶接の開洗面には、溶接に支障のない妨錆材を塗布する。又、開先部を　　　　　(ホ)　現場溶接の開洗面には、溶接に支障のない妨錆材を塗布する。又、開先部を　　　　　(ホ)　現場溶接の開洗面には、溶接に支障のない妨錆材を塗布する。又、開先部を

　　　　　　　いためない様に養生を行う。　　　　　　　いためない様に養生を行う。　　　　　　　いためない様に養生を行う。　　　　　　　いためない様に養生を行う。　　　　　　　いためない様に養生を行う。　　　　　　　いためない様に養生を行う。　　　　　　　いためない様に養生を行う。

(５)　塗 装(５)　塗 装(５)　塗 装(５)　塗 装(５)　塗 装(５)　塗 装(５)　塗 装

　　　　コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと　　　　コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと　　　　コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと　　　　コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと　　　　コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと　　　　コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと　　　　コンクリートに埋め込まれる部分及びコンクリートとの接触面で、コンクリートと

　　　　一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。　　　　一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。　　　　一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。　　　　一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。　　　　一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。　　　　一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。　　　　一体とする設計仕様になっている部分は、塗装をしない。

　　　　　(Ⅰ)　突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と　　　　　(Ⅰ)　突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と　　　　　(Ⅰ)　突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と　　　　　(Ⅰ)　突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と　　　　　(Ⅰ)　突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と　　　　　(Ⅰ)　突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と　　　　　(Ⅰ)　突合せ溶接、部分溶込み溶接の両端部に母材と

　　　　　　　　同厚で、同開先形状のエンドタブを取り付ける。　　　　　　　　同厚で、同開先形状のエンドタブを取り付ける。　　　　　　　　同厚で、同開先形状のエンドタブを取り付ける。　　　　　　　　同厚で、同開先形状のエンドタブを取り付ける。　　　　　　　　同厚で、同開先形状のエンドタブを取り付ける。　　　　　　　　同厚で、同開先形状のエンドタブを取り付ける。　　　　　　　　同厚で、同開先形状のエンドタブを取り付ける。 ｔｔｔｔｔｔｔ

35 ㎜以上35 ㎜以上35 ㎜以上35 ㎜以上35 ㎜以上35 ㎜以上35 ㎜以上

かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上かつ2ｔ以上

エンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブエンドタブ

ｒｒｒｒｒｒｒ ｒ＝30～35 ㎜ｒ＝30～35 ㎜ｒ＝30～35 ㎜ｒ＝30～35 ㎜ｒ＝30～35 ㎜ｒ＝30～35 ㎜ｒ＝30～35 ㎜

但し梁成がD=150 ㎜未満の場合の但し梁成がD=150 ㎜未満の場合の但し梁成がD=150 ㎜未満の場合の但し梁成がD=150 ㎜未満の場合の但し梁成がD=150 ㎜未満の場合の但し梁成がD=150 ㎜未満の場合の但し梁成がD=150 ㎜未満の場合の

カラーラップは r=20 ㎜とする。カラーラップは r=20 ㎜とする。カラーラップは r=20 ㎜とする。カラーラップは r=20 ㎜とする。カラーラップは r=20 ㎜とする。カラーラップは r=20 ㎜とする。カラーラップは r=20 ㎜とする。

スカーラップスカーラップスカーラップスカーラップスカーラップスカーラップスカーラップ

鉄 骨 構 造 標 準 図  (１)鉄 骨 構 造 標 準 図  (１)鉄 骨 構 造 標 準 図  (１)鉄 骨 構 造 標 準 図  (１)鉄 骨 構 造 標 準 図  (１)鉄 骨 構 造 標 準 図  (１)鉄 骨 構 造 標 準 図  (１)

(１)　スミ肉溶接(１)　スミ肉溶接(１)　スミ肉溶接(１)　スミ肉溶接(１)　スミ肉溶接(１)　スミ肉溶接(１)　スミ肉溶接

(注)　ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)　ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)　ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)　ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)　ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)　ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長(注)　ｆ：余盛　Ｇ：ルート間隔　Ｒ：フェース　Ｓ：脚長

単位(㎜)単位(㎜)単位(㎜)単位(㎜)単位(㎜)単位(㎜)単位(㎜)

①①①①①①①

ＳＳＳＳＳＳＳｔｔｔｔｔｔｔ ＳＳＳＳＳＳＳ1111111

ＳＳ ＳＳ ＳＳ Ｓ
ｔｔ ｔｔ ｔｔ ｔ

22 22 22 2

ｔ≦16 ㎜ｔ≦16 ㎜ｔ≦16 ㎜ｔ≦16 ㎜ｔ≦16 ㎜ｔ≦16 ㎜ｔ≦16 ㎜

ｔｔｔｔｔｔｔ

ＳＳＳＳＳＳＳ

７以下７以下７以下７以下７以下７以下７以下 ８～10８～10８～10８～10８～10８～10８～10 11～1311～1311～1311～1311～1311～1311～13 14～1614～1614～1614～1614～1614～1614～16

６６６６６６６ ７７７７７７７ 1212121212121210101010101010

● 但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする。● 但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする。● 但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする。● 但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする。● 但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする。● 但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする。● 但し片面溶接の場合はＳ＝ｔとする。

● ｔはt小さなる方とする。● ｔはt小さなる方とする。● ｔはt小さなる方とする。● ｔはt小さなる方とする。● ｔはt小さなる方とする。● ｔはt小さなる方とする。● ｔはt小さなる方とする。

　 余盛は(1+0.1S)㎜以下とする。　 余盛は(1+0.1S)㎜以下とする。　 余盛は(1+0.1S)㎜以下とする。　 余盛は(1+0.1S)㎜以下とする。　 余盛は(1+0.1S)㎜以下とする。　 余盛は(1+0.1S)㎜以下とする。　 余盛は(1+0.1S)㎜以下とする。

　 同厚にすることが望ましい。　 同厚にすることが望ましい。　 同厚にすることが望ましい。　 同厚にすることが望ましい。　 同厚にすることが望ましい。　 同厚にすることが望ましい。　 同厚にすることが望ましい。

(２)　部分溶け込み溶接(２)　部分溶け込み溶接(２)　部分溶け込み溶接(２)　部分溶け込み溶接(２)　部分溶け込み溶接(２)　部分溶け込み溶接(２)　部分溶け込み溶接 (使用箇所に注意)(使用箇所に注意)(使用箇所に注意)(使用箇所に注意)(使用箇所に注意)(使用箇所に注意)(使用箇所に注意)

θ=60゜θ=60゜θ=60゜θ=60゜θ=60゜θ=60゜θ=60゜ θ=60゜θ=60゜θ=60゜θ=60゜θ=60゜θ=60゜θ=60゜

ｔｔｔｔｔｔｔ1111111

● 軸力が加わる場合のＳは母材と● 軸力が加わる場合のＳは母材と● 軸力が加わる場合のＳは母材と● 軸力が加わる場合のＳは母材と● 軸力が加わる場合のＳは母材と● 軸力が加わる場合のＳは母材と● 軸力が加わる場合のＳは母材と

● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。

②②②②②②②

ｔｔｔｔｔｔｔ1111111

1111111ＤＤＤＤＤＤＤ

ＳＳＳＳＳＳＳ

1111111ＤＤＤＤＤＤＤ

ＳＳＳＳＳＳＳ

1111111Ｄ ≧ｔ/3Ｄ ≧ｔ/3Ｄ ≧ｔ/3Ｄ ≧ｔ/3Ｄ ≧ｔ/3Ｄ ≧ｔ/3Ｄ ≧ｔ/3 ｔ/4≦Ｓ≦10 ㎜ｔ/4≦Ｓ≦10 ㎜ｔ/4≦Ｓ≦10 ㎜ｔ/4≦Ｓ≦10 ㎜ｔ/4≦Ｓ≦10 ㎜ｔ/4≦Ｓ≦10 ㎜ｔ/4≦Ｓ≦10 ㎜

ｔ≦ｔｔ≦ｔｔ≦ｔｔ≦ｔｔ≦ｔｔ≦ｔｔ≦ｔ1111111

ｔｔｔｔｔｔｔ

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

ｔ＞16 ㎜ｔ＞16 ㎜ｔ＞16 ㎜ｔ＞16 ㎜ｔ＞16 ㎜ｔ＞16 ㎜ｔ＞16 ㎜

Ｆ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.Ｖ

ｔｔｔｔｔｔｔ

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢 Ｆ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.Ｖ
③③③③③③③

(３)　突合せ溶接(３)　突合せ溶接(３)　突合せ溶接(３)　突合せ溶接(３)　突合せ溶接(３)　突合せ溶接(３)　突合せ溶接 (平継手　Ｔ形継手)(平継手　Ｔ形継手)(平継手　Ｔ形継手)(平継手　Ｔ形継手)(平継手　Ｔ形継手)(平継手　Ｔ形継手)(平継手　Ｔ形継手)

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｆｆｆｆｆｆｆ

ｆｆｆｆｆｆｆ

Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２

θ=45゜θ=45゜θ=45゜θ=45゜θ=45゜θ=45゜θ=45゜

Ｇ＝0～2(裏はつり後裏溶接)Ｇ＝0～2(裏はつり後裏溶接)Ｇ＝0～2(裏はつり後裏溶接)Ｇ＝0～2(裏はつり後裏溶接)Ｇ＝0～2(裏はつり後裏溶接)Ｇ＝0～2(裏はつり後裏溶接)Ｇ＝0～2(裏はつり後裏溶接)

● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。　ＡＡＧ● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。　ＡＡＧ● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。　ＡＡＧ● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。　ＡＡＧ● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。　ＡＡＧ● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。　ＡＡＧ● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。　ＡＡＧ

6＜ｔ＜19 ㎜6＜ｔ＜19 ㎜6＜ｔ＜19 ㎜6＜ｔ＜19 ㎜6＜ｔ＜19 ㎜6＜ｔ＜19 ㎜6＜ｔ＜19 ㎜

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢

ｔｔｔｔｔｔｔＲ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２④④④④④④④

● 補強スミ肉溶接を付加する。● 補強スミ肉溶接を付加する。● 補強スミ肉溶接を付加する。● 補強スミ肉溶接を付加する。● 補強スミ肉溶接を付加する。● 補強スミ肉溶接を付加する。● 補強スミ肉溶接を付加する。

25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上

ＬＬＬＬＬＬＬ
ｔｔｔｔｔｔｔ1111111

θθθθθθθ

ＧＧＧＧＧＧＧ
ｆｆｆｆｆｆｆ

ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４

ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４

ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜

16≦ｔ16≦ｔ16≦ｔ16≦ｔ16≦ｔ16≦ｔ16≦ｔ

6≦t＜126≦t＜126≦t＜126≦t＜126≦t＜126≦t＜126≦t＜12

12≦t＜1612≦t＜1612≦t＜1612≦t＜1612≦t＜1612≦t＜1612≦t＜16

ＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣＭＣ ＮＧＣ ＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣ

θθθθθθθ ＧＧＧＧＧＧＧ ＬＬＬＬＬＬＬ θθθθθθθ ＧＧＧＧＧＧＧ ＬＬＬＬＬＬＬｔｔｔｔｔｔｔ1111111 ｔｔｔｔｔｔｔ1111111

 45° 45° 45° 45° 45° 45° 45° ６６６６６６６ ６６６６６６６ ５５５５５５５ 45454545454545 ６６６６６６６ ６６６６６６６ ５５５５５５５

 35° 35° 35° 35° 35° 35° 35°

 35° 35° 35° 35° 35° 35° 35°

９９９９９９９ ９９９９９９９ ８８８８８８８ 45454545454545 ６６６６６６６ ９９９９９９９ ８８８８８８８

９９９９９９９ ９９９９９９９ ８８８８８８８ 45454545454545 ６６６６６６６ ９９９９９９９ ８８８８８８８

Ｆ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.Ｖ

Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２

ｆｆｆｆｆｆｆ

ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４

⑤⑤⑤⑤⑤⑤⑤

● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。

● ＡＡＧ（）内はＧＣでＦ.Ｈの場合。● ＡＡＧ（）内はＧＣでＦ.Ｈの場合。● ＡＡＧ（）内はＧＣでＦ.Ｈの場合。● ＡＡＧ（）内はＧＣでＦ.Ｈの場合。● ＡＡＧ（）内はＧＣでＦ.Ｈの場合。● ＡＡＧ（）内はＧＣでＦ.Ｈの場合。● ＡＡＧ（）内はＧＣでＦ.Ｈの場合。

ｔｔｔｔｔｔｔ2/3ｔ2/3ｔ2/3ｔ2/3ｔ2/3ｔ2/3ｔ2/3ｔ

1/3ｔ1/3ｔ1/3ｔ1/3ｔ1/3ｔ1/3ｔ1/3ｔ

θ=45°(55°)θ=45°(55°)θ=45°(55°)θ=45°(55°)θ=45°(55°)θ=45°(55°)θ=45°(55°)

ｆｆｆｆｆｆｆ

Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2

θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°θ=60°

Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛Ｔ形突合せ継手余盛

ｔｔｔｔｔｔｔ

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢 Ｆ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.Ｖ

余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜余盛の高さ㎜のど厚ｔ㎜のど厚ｔ㎜のど厚ｔ㎜のど厚ｔ㎜のど厚ｔ㎜のど厚ｔ㎜のど厚ｔ㎜

ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４ｔ≦４

４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２４＜ｔ≦１２

１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９１２＜ｔ≦１９

ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９ｔ＞１９

ｔ≧１９ ㎜ｔ≧１９ ㎜ｔ≧１９ ㎜ｔ≧１９ ㎜ｔ≧１９ ㎜ｔ≧１９ ㎜ｔ≧１９ ㎜

１１１１１１１

２２２２２２２

３３３３３３３

４４４４４４４

● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。● 両側に補強スミ肉溶接を付加する。
ｔｔｔｔｔｔｔ

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢 Ｆ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.Ｖ

⑥⑥⑥⑥⑥⑥⑥

ｆ≧０．５㎜ (ただし､t≧１５㎜ｆ≧０．５㎜ (ただし､t≧１５㎜ｆ≧０．５㎜ (ただし､t≧１５㎜ｆ≧０．５㎜ (ただし､t≧１５㎜ｆ≧０．５㎜ (ただし､t≧１５㎜ｆ≧０．５㎜ (ただし､t≧１５㎜ｆ≧０．５㎜ (ただし､t≧１５㎜

のとき４㎜とする｡)のとき４㎜とする｡)のとき４㎜とする｡)のとき４㎜とする｡)のとき４㎜とする｡)のとき４㎜とする｡)のとき４㎜とする｡)

θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°θ=45°

Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2

(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)

Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２

ｆｆｆｆｆｆｆ

ｔｔｔｔｔｔｔ

Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2Ｇ=0～2

(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)(裏はつり後溶接)

5555555
1111111

ａ＞４ ㎜の場合ａ＞４ ㎜の場合ａ＞４ ㎜の場合ａ＞４ ㎜の場合ａ＞４ ㎜の場合ａ＞４ ㎜の場合ａ＞４ ㎜の場合

平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき平継手で板厚が異なるとき

６＜ｔ＜１９ ㎜６＜ｔ＜１９ ㎜６＜ｔ＜１９ ㎜６＜ｔ＜１９ ㎜６＜ｔ＜１９ ㎜６＜ｔ＜１９ ㎜６＜ｔ＜１９ ㎜

ａａａａａａａ

ｔｔｔｔｔｔｔ2222222
ｔｔｔｔｔｔｔ2222222

⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

θθθθθθθ

ＧＧＧＧＧＧＧ

ＬＬＬＬＬＬＬ ＬＬＬＬＬＬＬ
25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上25㎜以上

Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２Ｒ≦２

ｆｆｆｆｆｆｆ

ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４ｆ＝ｔ／４

ｔｔｔｔｔｔｔ

ｔｔｔｔｔｔｔ1111111

ＭＣ　ＮＧＣＭＣ　ＮＧＣＭＣ　ＮＧＣＭＣ　ＮＧＣＭＣ　ＮＧＣＭＣ　ＮＧＣＭＣ　ＮＧＣ ＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣＧＣ

ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ｔ㎜ θθθθθθθ

θθθθθθθ

ＧＧＧＧＧＧＧ ｔｔｔｔｔｔｔ1111111 ＬＬＬＬＬＬＬ

 45° 45° 45° 45° 45° 45° 45°

 35° 35° 35° 35° 35° 35° 35°

 35° 35° 35° 35° 35° 35° 35°

６＜t＜12６＜t＜12６＜t＜12６＜t＜12６＜t＜12６＜t＜12６＜t＜12

12≦t＜1912≦t＜1912≦t＜1912≦t＜1912≦t＜1912≦t＜1912≦t＜19

　　t＞19　　t＞19　　t＞19　　t＞19　　t＞19　　t＞19　　t＞19

溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢溶接姿勢 Ｆ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.ＶＦ.Ｖ

６６６６６６６

９９９９９９９

９９９９９９９ ９９９９９９９

９９９９９９９

６６６６６６６ ５５５５５５５

５５５５５５５

８８８８８８８

θθθθθθθ

 45° 45° 45° 45° 45° 45° 45°

 35° 35° 35° 35° 35° 35° 35°

 45° 45° 45° 45° 45° 45° 45°

６６６６６６６

６６６６６６６

９９９９９９９

６６６６６６６

９９９９９９９

９９９９９９９

５５５５５５５

５５５５５５５

８８８８８８８

ＧＧＧＧＧＧＧ ｔｔｔｔｔｔｔ1111111 ＬＬＬＬＬＬＬ

(４)　フレアー溶接(４)　フレアー溶接(４)　フレアー溶接(４)　フレアー溶接(４)　フレアー溶接(４)　フレアー溶接(４)　フレアー溶接

⑧⑧⑧⑧⑧⑧⑧

θθθθθθθ

ＧＧＧＧＧＧＧ プレートプレートプレートプレートプレートプレートプレート

ＳＳＳＳＳＳＳ

φφφφφφφ

ｔｔｔｔｔｔｔ

● フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。● フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。● フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。● フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。● フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。● フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。● フレアー溶接長は、鋼板に接する全長とする。

　 溶接棒角度θは３０゜～４０′とする。　 溶接棒角度θは３０゜～４０′とする。　 溶接棒角度θは３０゜～４０′とする。　 溶接棒角度θは３０゜～４０′とする。　 溶接棒角度θは３０゜～４０′とする。　 溶接棒角度θは３０゜～４０′とする。　 溶接棒角度θは３０゜～４０′とする。

● ９㎜～１６㎜は１パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする。● ９㎜～１６㎜は１パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする。● ９㎜～１６㎜は１パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする。● ９㎜～１６㎜は１パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする。● ９㎜～１６㎜は１パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする。● ９㎜～１６㎜は１パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする。● ９㎜～１６㎜は１パス以上、１９㎜以上は２パス以上とする。

寸法 (㎜)寸法 (㎜)寸法 (㎜)寸法 (㎜)寸法 (㎜)寸法 (㎜)寸法 (㎜)
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● ＢＯＸ型● ＢＯＸ型● ＢＯＸ型● ＢＯＸ型● ＢＯＸ型● ＢＯＸ型● ＢＯＸ型

●Ｂ、Ｈ方式●Ｂ、Ｈ方式●Ｂ、Ｈ方式●Ｂ、Ｈ方式●Ｂ、Ｈ方式●Ｂ、Ｈ方式●Ｂ、Ｈ方式

１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項１．一般事項 ２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図２．溶接規準図

●　　、 、　型●　　、 、　型●　　、 、　型●　　、 、　型●　　、 、　型●　　、 、　型●　　、 、　型

S－04S－04S－04S－04S－04S－04S－04

鉄骨構造標準図（1）鉄骨構造標準図（1）鉄骨構造標準図（1）鉄骨構造標準図（1）鉄骨構造標準図（1）鉄骨構造標準図（1）鉄骨構造標準図（1）
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設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図

担当担当担当担当担当担当担当

図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号

番番番番番番番
面面面面面面面
図図図図図図図

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号 部　　　材部　　　材部　　　材部　　　材部　　　材部　　　材部　　　材 ｌｌｌｌｌｌｌＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1) Ｎ 1－径Ｎ1－径Ｎ1－径Ｎ1－径Ｎ1－径Ｎ1－径Ｎ1－径

　 　 (ｂ ) 形 鋼 ブ レ ー ス　 　 (ｂ )  形 鋼 ブ レ ー ス　 　 (ｂ ) 形 鋼 ブ レ ー ス　 　 (ｂ )  形 鋼 ブ レ ー ス　 　 (ｂ ) 形 鋼 ブ レ ー ス　 　 (ｂ )  形 鋼 ブ レ ー ス　 　 (ｂ ) 形 鋼 ブ レ ー ス

羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト羽子板ボルト
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　　長さ　　長さ　　長さ　　長さ　　長さ　　長さ　　長さｄｄｄｄｄｄｄ

ｅ3ｅ3ｅ3ｅ3ｅ3ｅ3ｅ3 PPPPPPP

 形鋼ブレース 形鋼ブレース 形鋼ブレース 形鋼ブレース 形鋼ブレース 形鋼ブレース 形鋼ブレース

ｔｔ ｔｔ ｔｔ ｔ
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受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理受梁へのかかり寸法および端部処理

梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合梁上通しの場合

eeeeeee

既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板)既製品面戸(鉄板) 折り曲加工折り曲加工折り曲加工折り曲加工折り曲加工折り曲加工折り曲加工

eeeeeee eeeeeeeｅ≧35㎜ｅ≧35㎜ｅ≧35㎜ｅ≧35㎜ｅ≧35㎜ｅ≧35㎜ｅ≧35㎜

eeeeeee eeeeeee

あて板(鉄板)あて板(鉄板)あて板(鉄板)あて板(鉄板)あて板(鉄板)あて板(鉄板)あて板(鉄板) あて板(非金属)あて板(非金属)あて板(非金属)あて板(非金属)あて板(非金属)あて板(非金属)あて板(非金属)

eeeeeeeeeeeeee

　①　①　①　①　①　①　①
50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合梁上切断の場合

スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材スラブ端部の補足材 補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材補足受材

　①　①　①　①　①　①　①
50-20050-20050-20050-20050-20050-20050-200

Ｌ型鋼Ｌ型鋼Ｌ型鋼Ｌ型鋼Ｌ型鋼Ｌ型鋼Ｌ型鋼

eeeeeee

ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6

　①　①　①　①　①　①　①
50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6ＰＬ－1.6

　①　①　①　①　①　①　①
50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400

300以下300以下300以下300以下300以下300以下300以下

eeeeeee

600以下600以下600以下600以下600以下600以下600以下

Ｌ-50x50x6@≧ 600Ｌ-50x50x6@≧ 600Ｌ-50x50x6@≧ 600Ｌ-50x50x6@≧ 600Ｌ-50x50x6@≧ 600Ｌ-50x50x6@≧ 600Ｌ-50x50x6@≧ 600

50-40050-40050-40050-40050-40050-40050-400
　①　①　①　①　①　①　①

ＰＬ－3.2ＰＬ－3.2ＰＬ－3.2ＰＬ－3.2ＰＬ－3.2ＰＬ－3.2ＰＬ－3.2

　①　①　①　①　①　①　①

50505050505050

50505050505050 30303030303030

ＰＬ50x6ＰＬ50x6ＰＬ50x6ＰＬ50x6ＰＬ50x6ＰＬ50x6ＰＬ50x6

　⑥　⑥　⑥　⑥　⑥　⑥　⑥

ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)

水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース

アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接アークスポット溶接
16φ＝＠ 20016φ＝＠ 20016φ＝＠ 20016φ＝＠ 20016φ＝＠ 20016φ＝＠ 20016φ＝＠ 200

　梁との溶接およびコネクター　梁との溶接およびコネクター　梁との溶接およびコネクター　梁との溶接およびコネクター　梁との溶接およびコネクター　梁との溶接およびコネクター　梁との溶接およびコネクター

(７ )　 デ ッ キ プ レ ー ト(７ )　 デ ッ キ プ レ ー ト(７ )　 デ ッ キ プ レ ー ト(７ )　 デ ッ キ プ レ ー ト(７ )　 デ ッ キ プ レ ー ト(７ )　 デ ッ キ プ レ ー ト(７ )　 デ ッ キ プ レ ー ト (床剛 性を考 慮する 合成床、 合成梁 のとき は構造 図参照 )(床剛 性を考 慮する 合成床、 合成梁 のとき は構造 図参照 )(床剛 性を考 慮する 合成床、 合成梁 のとき は構造 図参照 )(床剛 性を考 慮する 合成床、 合成梁 のとき は構造 図参照 )(床剛 性を考 慮する 合成床、 合成梁 のとき は構造 図参照 )(床剛 性を考 慮する 合成床、 合成梁 のとき は構造 図参照 )(床剛 性を考 慮する 合成床、 合成梁 のとき は構造 図参照 )

呼　び呼　び呼　び呼　び呼　び呼　び呼　び
ボルトボルトボルトボルトボルトボルトボルト

穴　径穴　径穴　径穴　径穴　径穴　径穴　径

最  少   緑   端   記  録　　(ｅ)最   少   緑   端   記  録　　(ｅ)最   少   緑   端   記  録　　(ｅ)最   少   緑   端   記  録　　(ｅ)最   少   緑   端   記  録　　(ｅ)最   少   緑   端   記  録　　(ｅ)最   少   緑   端   記  録　　(ｅ) ピ  ッ チ　(Ｐ)ピ  ッ チ　(Ｐ)ピ  ッ チ　(Ｐ)ピ  ッ チ　(Ｐ)ピ  ッ チ　(Ｐ)ピ  ッ チ　(Ｐ)ピ  ッ チ　(Ｐ)

Ｍ 2 0Ｍ 20Ｍ 2 0Ｍ 20Ｍ 2 0Ｍ 20Ｍ 20

Ｍ 2 2Ｍ 22Ｍ 2 2Ｍ 22Ｍ 2 2Ｍ 22Ｍ 22

Ｍ 2 4Ｍ 24Ｍ 2 4Ｍ 24Ｍ 2 4Ｍ 24Ｍ 24

2 1 . 52 1 . 52 1 . 52 1 . 52 1 . 52 1 . 52 1 . 5

2 3 . 52 3 . 52 3 . 52 3 . 52 3 . 52 3 . 52 3 . 5

2 5 . 52 5 . 52 5 . 52 5 . 52 5 . 52 5 . 52 5 . 5

(１ )(１ )(１ )(１ )(１ )(１ )(１ ) (２ )(２ )(２ )(２ )(２ )(２ )(２ ) (３ )(３ )(３ )(３ )(３ )(３ )(３ )

［注］ (1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離［注］ (1) 引張材の接合部で応力方向にボルトが３本以上並ばない場合の応力方向の縁端距離

　　　 (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　 (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　 (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　 (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　 (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　 (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離　　　 (2) せん断縁・手動ガス切断縁の場合の縁端距離

　　  　 (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　  　 (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　  　 (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　  　 (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　  　 (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　  　 (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離　　  　 (3) 圧延縁・自動ガス切断縁・のこ引き縁・機械仕上縁の場合の縁端距離

Ｍ 1 6Ｍ 16Ｍ 1 6Ｍ 16Ｍ 1 6Ｍ 16Ｍ 16 1 7 . 01 7 . 01 7 . 01 7 . 01 7 . 01 7 . 01 7 . 0 4 04 04 04 04 04 04 0

5 05 05 05 05 05 05 0

5 55 55 55 55 55 55 5

6 06 06 06 06 06 06 0

2 82 82 82 82 82 82 8

3 43 43 43 43 43 43 4

3 83 83 83 83 83 83 8

4 44 44 44 44 44 44 4

2 22 22 22 22 22 22 2

2 62 62 62 62 62 62 6

2 82 82 82 82 82 82 8

3 03 03 03 03 03 03 0

4 04 04 04 04 04 04 0

4 04 04 04 04 04 04 0

4 04 04 04 04 04 04 0

4 04 04 04 04 04 04 0

4 54 54 54 54 54 54 5

5 05 05 05 05 05 05 0

5 55 55 55 55 55 55 5

6 06 06 06 06 06 06 0

6 06 06 06 06 06 06 0

6 06 06 06 06 06 06 0

6 06 06 06 06 06 06 0

7 07 07 07 07 07 07 0
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①①①①①①①

①①①①①①①

ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)

ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)

①①①①①①①

ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＴＹＰＥ－１ＴＹＰＥ－１ＴＹＰＥ－１ＴＹＰＥ－１ＴＹＰＥ－１ＴＹＰＥ－１ＴＹＰＥ－１

ＴＹＰＥ－２ＴＹＰＥ－２ＴＹＰＥ－２ＴＹＰＥ－２ＴＹＰＥ－２ＴＹＰＥ－２ＴＹＰＥ－２

呼　び呼　び呼　び呼　び呼　び呼　び呼　び タイプタイプタイプタイプタイプタイプタイプ 部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材 ＰＬ－(1)ＰＬ－ (1)ＰＬ－ (1)ＰＬ－ (1)ＰＬ－ (1)ＰＬ－ (1)ＰＬ－ (1) ＰＬ－ (2)ＰＬ－ (2)ＰＬ－ (2)ＰＬ－ (2)ＰＬ－ (2)ＰＬ－ (2)ＰＬ－ (2) Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径Ｎ－径

eeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeee
5555555

PPPPPPP PPPPPPP

ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)

ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)

(２ )　 ピ ン 接 合 梁 継 手 リ ス ト(２ )　 ピ ン 接 合 梁 継 手 リ ス ト(２ )　 ピ ン 接 合 梁 継 手 リ ス ト(２ )　 ピ ン 接 合 梁 継 手 リ ス ト(２ )　 ピ ン 接 合 梁 継 手 リ ス ト(２ )　 ピ ン 接 合 梁 継 手 リ ス ト(２ )　 ピ ン 接 合 梁 継 手 リ ス ト

(３ )　 剛 接 合 継 手 リ ス ト(３ )　 剛 接 合 継 手 リ ス ト(３ )　 剛 接 合 継 手 リ ス ト(３ )　 剛 接 合 継 手 リ ス ト(３ )　 剛 接 合 継 手 リ ス ト(３ )　 剛 接 合 継 手 リ ス ト(３ )　 剛 接 合 継 手 リ ス ト

ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)

ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)

ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)

Ｎ2(片側)Ｎ2(片側)Ｎ2(片側)Ｎ2(片側)Ｎ2(片側)Ｎ2(片側)Ｎ2(片側)

Ｎ1(片側)Ｎ1(片側)Ｎ1(片側)Ｎ1(片側)Ｎ1(片側)Ｎ1(片側)Ｎ1(片側)

PP PP PP P
PP PP PP P

ee ee ee e
ee ee ee e

eeeeeee eeeeeee eeeeeeeeeeeeee 5555555

ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)ＰＬ-(1)

ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)ＰＬ-(2)

ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)ＰＬ-(3)

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号 部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材
フランジフランジフランジフランジフランジフランジフランジ ウエブウエブウエブウエブウエブウエブウエブ

ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1) ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2) ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)Ｎ 1－径Ｎ 1－径Ｎ 1－径Ｎ 1－径Ｎ 1－径Ｎ 1－径Ｎ 1－径 Ｎ 2－径Ｎ 2－径Ｎ 2－径Ｎ 2－径Ｎ 2－径Ｎ 2－径Ｎ 2－径

　　注） 端部をＨＢとする場合の部材は設計図による。　　注） 端部をＨＢとする場合の部材は設計図による。　　注） 端部をＨＢとする場合の部材は設計図による。　　注） 端部をＨＢとする場合の部材は設計図による。　　注） 端部をＨＢとする場合の部材は設計図による。　　注） 端部をＨＢとする場合の部材は設計図による。　　注） 端部をＨＢとする場合の部材は設計図による。

ハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよいハンチ起点は避けた方がよい

ハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図によるハンチ勾配は普通１：４程度であるが構造図による

Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1 Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2

Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1Ft1 Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2Ft2

リブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレートリブプレート
Ｗt1Ｗt1Ｗt1Ｗt1Ｗt1Ｗt1Ｗt1 Ｗt2Ｗt2Ｗt2Ｗt2Ｗt2Ｗt2Ｗt2

Ｗt1－Ｗt2Ｗt1－Ｗt2Ｗt1－Ｗt2Ｗt1－Ｗt2Ｗt1－Ｗt2Ｗt1－Ｗt2Ｗt1－Ｗt2

Ｆt1－Ｆt2Ｆt1－Ｆt2Ｆt1－Ｆt2Ｆt1－Ｆt2Ｆt1－Ｆt2Ｆt1－Ｆt2Ｆt1－Ｆt2

≧１㎜フィラプレート併用のこと≧１㎜フィラプレート併用のこと≧１㎜フィラプレート併用のこと≧１㎜フィラプレート併用のこと≧１㎜フィラプレート併用のこと≧１㎜フィラプレート併用のこと≧１㎜フィラプレート併用のこと

(４ )　 ハ ン チ 部 の 継 手 　 　 　 　 　 フ ラ ン ジ 及 ウ エ ブ 厚 の 差 の あ る 場 合(４ )　 ハ ン チ 部 の 継 手 　 　 　 　 　 フ ラ ン ジ 及 ウ エ ブ 厚 の 差 の あ る 場 合(４ )　 ハ ン チ 部 の 継 手 　 　 　 　 　 フ ラ ン ジ 及 ウ エ ブ 厚 の 差 の あ る 場 合(４ )　 ハ ン チ 部 の 継 手 　 　 　 　 　 フ ラ ン ジ 及 ウ エ ブ 厚 の 差 の あ る 場 合(４ )　 ハ ン チ 部 の 継 手 　 　 　 　 　 フ ラ ン ジ 及 ウ エ ブ 厚 の 差 の あ る 場 合(４ )　 ハ ン チ 部 の 継 手 　 　 　 　 　 フ ラ ン ジ 及 ウ エ ブ 厚 の 差 の あ る 場 合(４ )　 ハ ン チ 部 の 継 手 　 　 　 　 　 フ ラ ン ジ 及 ウ エ ブ 厚 の 差 の あ る 場 合

(㎜ )(㎜ )(㎜ )(㎜ )(㎜ )(㎜ )(㎜ )

３．継ぎ手規準図、その他３．継ぎ手規準図、その他３．継ぎ手規準図、その他３．継ぎ手規準図、その他３．継ぎ手規準図、その他３．継ぎ手規準図、その他３．継ぎ手規準図、その他

(１ )　 ボ ル ト ピ ッ チ (Ｐ )、(１ )　 ボ ル ト ピ ッ チ (Ｐ )、(１ )　 ボ ル ト ピ ッ チ (Ｐ )、(１ )　 ボ ル ト ピ ッ チ (Ｐ )、(１ )　 ボ ル ト ピ ッ チ (Ｐ )、(１ )　 ボ ル ト ピ ッ チ (Ｐ )、(１ )　 ボ ル ト ピ ッ チ (Ｐ )、ボルト穴径・最少緑端距離ボルト穴径・最少緑端距離ボルト穴径・最少緑端距離ボルト穴径・最少緑端距離ボルト穴径・最少緑端距離ボルト穴径・最少緑端距離ボルト穴径・最少緑端距離

鉄  骨 構 造 標 準 図  (２)鉄 骨 構 造 標 準 図  (２)鉄 骨 構 造 標 準 図  (２)鉄 骨 構 造 標 準 図  (２)鉄 骨 構 造 標 準 図  (２)鉄 骨 構 造 標 準 図  (２)鉄 骨 構 造 標 準 図  (２)

(５ )　 柱 継 手 リ ス ト(５ )　 柱 継 手 リ ス ト(５ )　 柱 継 手 リ ス ト(５ )　 柱 継 手 リ ス ト(５ )　 柱 継 手 リ ス ト(５ )　 柱 継 手 リ ス ト(５ )　 柱 継 手 リ ス ト
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ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)

ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2) ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3) ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)

ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)
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④④④④④④④

①①①①①①①

　①　①　①　①　①　①　①

　④　④　④　④　④　④　④

35以上35以上35以上35以上35以上35以上35以上

Ａタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用はＡタイプ使用は

柱Ｄ＝250㎜柱Ｄ＝250㎜柱Ｄ＝250㎜柱Ｄ＝250㎜柱Ｄ＝250㎜柱Ｄ＝250㎜柱Ｄ＝250㎜

以下とする。以下とする。以下とする。以下とする。以下とする。以下とする。以下とする。

④④④④④④④

ＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプＡタイプ

ＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプＢタイプ

④④④④④④④

ＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプＣタイプ

注 ) Ｂ＝ 200～ 250のＮ 2は２列並 びとする注 ) Ｂ＝ 200～ 250のＮ 2は２列並 びとする注 ) Ｂ＝ 200～ 250のＮ 2は２列並 びとする注 ) Ｂ＝ 200～ 250のＮ 2は２列並 びとする注 ) Ｂ＝ 200～ 250のＮ 2は２列並 びとする注 ) Ｂ＝ 200～ 250のＮ 2は２列並 びとする注 ) Ｂ＝ 200～ 250のＮ 2は２列並 びとする

注 ) 現場溶接は原則として超音 波探傷試験を100％を行う注 ) 現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行う注 ) 現場溶接は原則として超音 波探傷試験を100％を行う注 ) 現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行う注 ) 現場溶接は原則として超音 波探傷試験を100％を行う注 ) 現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行う注 ) 現場溶接は原則として超音波探傷試験を100％を行う

符　号符　号符　号符　号符　号符　号符　号 部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材部　　材
フランジフラン ジフランジフラン ジフランジフラン ジフランジ ウエブウエブウエブウエブウエブウエブウエブ

ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1)ＰＬ -(1) ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2)ＰＬ -(2) ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)ＰＬ -(3)Ｎ 1－径Ｎ 1－径Ｎ 1－径Ｎ 1－径Ｎ 1－径Ｎ 1－径Ｎ 1－径 Ｎ 2－径Ｎ 2－径Ｎ 2－径Ｎ 2－径Ｎ 2－径Ｎ 2－径Ｎ 2－径

(６ )　 鉄 筋 ブ レ ー ス(６ )　 鉄 筋 ブ レ ー ス(６ )　 鉄 筋 ブ レ ー ス(６ )　 鉄 筋 ブ レ ー ス(６ )　 鉄 筋 ブ レ ー ス(６ )　 鉄 筋 ブ レ ー ス(６ )　 鉄 筋 ブ レ ー ス 　　　　 　　　　　　　　　 (JIS規格品とする…JISA5540～ 5542… 1982) 　　　　　　　　　　 　　　 (JIS規格品とする…JISA5540～ 5542… 1982) 　　　　 　　　　　　　　　 (JIS規格品とする…JISA5540～ 5542… 1982) 　　　　　　　　　　 　　　 (JIS規格品とする…JISA5540～ 5542… 1982) 　　　　 　　　　　　　　　 (JIS規格品とする…JISA5540～ 5542… 1982) 　　　　　　　　　　 　　　 (JIS規格品とする…JISA5540～ 5542… 1982) 　　　　 　　　　　　　　　 (JIS規格品とする…JISA5540～ 5542… 1982)

　　 (ａ ) 羽子板ボルト　　 (ａ ) 羽子板ボルト　　 (ａ ) 羽子板ボルト　　 (ａ ) 羽子板ボルト　　 (ａ ) 羽子板ボルト　　 (ａ ) 羽子板ボルト　　(ａ ) 羽子板ボルト

ねじの呼び  (ｄ )ねじの呼 び (ｄ )ねじの呼び  (ｄ )ねじの呼 び (ｄ )ねじの呼び  (ｄ )ねじの呼 び (ｄ )ねじの呼 び (ｄ )

軸径  ｄ 1軸径  ｄ 1軸径  ｄ 1軸径  ｄ 1軸径  ｄ 1軸径  ｄ 1軸径  ｄ 1
最　　大最　　大最　　大最　　大最　　大最　　大最　　大

最　　小最　　小最　　小最　　小最　　小最　　小最　　小

取付ボルト穴径　　　 　取付ボルト穴径　　　 　取付ボルト穴径　　　 　取付ボルト穴径　　　 　取付ボルト穴径　　　 　取付ボルト穴径　　　 　取付ボルト穴径　　　 　
許容差＋０ － 0.5㎜　　  許容差＋０  － 0.5㎜　　  許容差＋０ － 0.5㎜　　  許容差＋０  － 0.5㎜　　  許容差＋０ － 0.5㎜　　  許容差＋０  － 0.5㎜　　  許容差＋０ － 0.5㎜　　  

切  板  製切  板  製切  板  製切  板  製切  板  製切  板  製切  板  製

平  鋼  製平  鋼  製平  鋼  製平  鋼  製平  鋼  製平  鋼  製平  鋼  製

へりあき　　　　　へりあき　　　 　　へりあき　　　　　へりあき　　　 　　へりあき　　　　　へりあき　　　 　　へりあき　　　　　

調整ねじの長さ　　　Ｓ調整ねじの長さ　　　Ｓ調整ねじの長さ　　　Ｓ調整ねじの長さ　　　Ｓ調整ねじの長さ　　　Ｓ調整ねじの長さ　　　Ｓ調整ねじの長さ　　　Ｓ

　　　　　　　　　　Ｒ　　　　　　　　　　Ｒ　　　　　　　　　　Ｒ　　　　　　　　　　Ｒ　　　　　　　　　　Ｒ　　　　　　　　　　Ｒ　　　　　　　　　　Ｒ

はしあき (最少 ) (2)　　　はしあき (最少 ) (2)　　　はしあき (最少 ) (2)　　　はしあき (最少 ) (2)　　　はしあき (最少 ) (2)　　　はしあき (最少 ) (2)　　　はしあき (最少 ) (2)　　　　　　　　　　　　　 e1　　　　　　　　　　 e1　　　　　　　　　　 e1　　　　　　　　　　 e1　　　　　　　　　　 e1　　　　　　　　　　 e1　　　 　　　　　　　 e1

板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　

板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　板　厚　　　ｔ　

　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　(最小 ) 　　　　　(最小 ) 　　　　 　(最小 ) 　　　　　(最小 ) 　　　　 　(最小 ) 　　　　　(最小 ) 　　　　 　(最小 ) 　　　　 　

へりあき　　　　　へりあき　　　 　　へりあき　　　　　へりあき　　　 　　へりあき　　　　　へりあき　　　 　　へりあき　　　　　
　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　(最小 ) 　　　　　(最小 ) 　　　　 　(最小 ) 　　　　　(最小 ) 　　　　 　(最小 ) 　　　　　(最小 ) 　　　　 　(最小 ) 　　　　 　

ボルト端 から取付ボルト　　ボルト端から取付ボル ト　　ボルト端 から取付ボルト　　ボルト端から取付ボル ト　　ボルト端 から取付ボルト　　ボルト端から取付ボル ト　　ボルト端 から取付ボル ト　　
　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　　　　　　　e 　穴心あき (最小 )　　　　　　穴心あき (最小 )　　　　　　穴心あき (最小 )　　　　　　穴心あき (最小 )　　　　　　穴心あき (最小 )　　　　　　穴心あき (最小 )　　　　　　穴心あき (最小 )　　　　　　

 　  　     　 3 　  　     　 3 　  　     　 3 　  　     　 3 　  　     　 3 　  　     　 3 　  　     　 3

　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2

　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2　  　  (1) 　 2

溶接長さ(最小 )　　　ｌ溶接長さ(最小 )　　　ｌ溶接長さ(最小 )　　　ｌ溶接長さ(最小 )　　　ｌ溶接長さ(最小 )　　　ｌ溶接長さ(最小 )　　　ｌ溶接長さ(最小 )　　　ｌ

種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類種　　類

本　　数本　　数本　　数本　　数本　　数本　　数本　　数

ねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼びねじの呼び
取付ボル ト取付ボルト取付ボル ト取付ボルト取付ボル ト取付ボルト取付ボル ト

(2)(2)(2)(2)(2)(2)(2)

Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12 Ｍ 14Ｍ 14Ｍ 14Ｍ 14Ｍ 14Ｍ 14Ｍ 14 Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16 Ｍ 18Ｍ 18Ｍ 18Ｍ 18Ｍ 18Ｍ 18Ｍ 18 Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20 Ｍ 22Ｍ 22Ｍ 22Ｍ 22Ｍ 22Ｍ 22Ｍ 22 Ｍ 24Ｍ 24Ｍ 24Ｍ 24Ｍ 24Ｍ 24Ｍ 24

10.8110.8110.8110.8110.8110.8110.81 12.6512.6512.6512.6512.6512.6512.65 14.6514.6514.6514.6514.6514.6514.65 16.3316.3316.3316.3316.3316.3316.33 18.3318.3318.3318.3318.3318.3318.33 20.3320.3320.3320.3320.3320.3320.33 21.9921.9921.9921.9921.9921.9921.99

10.6410.6410.6410.6410.6410.6410.64 12.4612.4612.4612.4612.4612.4612.46 14.4614.4614.4614.4614.4614.4614.46 16.1116.1116.1116.1116.1116.1116.11 18.1118.1118.1118.1118.1118.1118.11 20.1120.1120.1120.1120.1120.1120.11 21.7721.7721.7721.7721.7721.7721.77

100100100100100100100 115115115115115115115 125125125125125125125 140140140140140140140 150150150150150150150 165165165165165165165 175175175175175175175

13131313131313 17171717171717 17171717171717 21.521.521.521.521.521.521.5 21.521.521.521.521.521.521.5 23.523.523.523.523.523.523.5 21.521.521.521.521.521.521.5

35353535353535 40404040404040 45454545454545 50505050505050 50505050505050 55555555555555 50505050505050

22222222222222 28282828282828 28282828282828 34343434343434 34343434343434 38383838383838 38383838383838

9999999999999999999999999999666666666666664.54.54.54.54.54.54.5

19191919191919 25252525252525 25252525252525 32.532.532.532.532.532.532.5 32.532.532.532.532.532.532.5 37.537.537.537.537.537.537.5

9999999999999999999999999999666666666666664.54.54.54.54.54.54.5

37.537.537.537.537.537.537.5

47474747474747 52525252525252 59595959595959 66666666666666 66666666666666 73737373737373 70707070707070

85858585858585858585858585857575757575757560606060606060555555555555555050505050505040404040404040

Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12Ｍ 12 Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16 Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16Ｍ 16 Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20 Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20 Ｍ 22Ｍ 22Ｍ 22Ｍ 22Ｍ 22Ｍ 22Ｍ 22 Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20Ｍ 20

2222222111111111111111111111111111111111111111111

JIＳ  Ｂ  1186　２種高力ボルト  (Ｆ 10Ｔ ) 又はJIＳ  Ｂ  1186　２種高力ボルト  (Ｆ 10Ｔ ) 又はJIＳ  Ｂ  1186　２種高力ボルト  (Ｆ 10Ｔ ) 又はJIＳ  Ｂ  1186　２種高力ボルト  (Ｆ 10Ｔ ) 又はJIＳ  Ｂ  1186　２種高力ボルト  (Ｆ 10Ｔ ) 又はJIＳ  Ｂ  1186　２種高力ボルト  (Ｆ 10Ｔ ) 又はJIＳ  Ｂ  1186　２種高力ボルト  (Ｆ 10Ｔ ) 又は

JIＳ  Ｂ  1180　中 8g 10.9JIＳ  Ｂ  1180　中 8g 10.9JIＳ  Ｂ  1180　中 8g 10.9JIＳ  Ｂ  1180　中 8g 10.9JIＳ  Ｂ  1180　中 8g 10.9JIＳ  Ｂ  1180　中 8g 10.9JIＳ  Ｂ  1180　中 8g 10.9

注  (１ ) ｅ 1，ｅ 2が確保されていれば形状は自由てよい注 (１ ) ｅ 1，ｅ 2が確保されていれば形状は自由てよい注 (１ ) ｅ 1，ｅ 2が確保されていれば形状は自由てよい注 (１ ) ｅ 1，ｅ 2が確保されていれば形状は自由てよい注 (１ ) ｅ 1，ｅ 2が確保されていれば形状は自由てよい注 (１ ) ｅ 1，ｅ 2が確保されていれば形状は自由てよい注 (１ ) ｅ 1，ｅ 2が確保されていれば形状は自由てよい

　　　　一面せん断 (支圧 )接合とする　　　　一面せん断 (支圧 )接合とする　　　　一面せん断 (支圧 )接合とする　　　　一面せん断 (支圧 )接合とする　　　　一面せん断 (支圧 )接合とする　　　　一面せん断 (支圧 )接合とする　　　　一面せん断 (支圧 )接合とする

　 (２ ) 羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、　 (２ ) 羽子板とガセットプレートの接 合は表に示す 取付ボルトを使用し、　 (２ ) 羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、　 (２ ) 羽子板とガセットプレートの接 合は表に示す 取付ボルトを使用し、　 (２ ) 羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使用し、　 (２ ) 羽子板とガセットプレートの接 合は表に示す 取付ボルトを使用し、　 (２ ) 羽子板とガセットプレートの接合は表に示す取付ボルトを使 用し、

　 　 (８ )  Ａ Ｌ Ｃ 板 取 付 要 領　 　 (８ )  Ａ Ｌ Ｃ 板 取 付 要 領　 　 (８ )  Ａ Ｌ Ｃ 板 取 付 要 領　 　 (８ )  Ａ Ｌ Ｃ 板 取 付 要 領　 　 (８ )  Ａ Ｌ Ｃ 板 取 付 要 領　 　 (８ )  Ａ Ｌ Ｃ 板 取 付 要 領　 　 (８ )  Ａ Ｌ Ｃ 板 取 付 要 領

縦 壁構法縦 壁構法縦 壁構法縦 壁構法縦 壁構法縦 壁構法縦 壁構法

挿  入  筋  構  法挿  入  筋  構  法挿  入  筋  構  法挿  入  筋  構  法挿  入  筋  構  法挿  入  筋  構  法挿  入  筋  構  法 ス  ラ  イ  ド  構  法ス  ラ  イ  ド  構  法ス  ラ  イ  ド  構  法ス  ラ  イ  ド  構  法ス  ラ  イ  ド  構  法ス  ラ  イ  ド  構  法ス  ラ  イ  ド  構  法

ＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネル

ﾀﾃｶﾍﾞﾌﾟﾚｰﾄ ｱ 6ﾀﾃｶﾍﾞﾌﾟﾚｰﾄ ｱ 6ﾀﾃｶﾍﾞﾌﾟﾚｰﾄ ｱ 6ﾀﾃｶﾍﾞﾌﾟﾚｰﾄ ｱ 6ﾀﾃｶﾍﾞﾌﾟﾚｰﾄ ｱ 6ﾀﾃｶﾍﾞﾌﾟﾚｰﾄ ｱ 6ﾀﾃｶﾍﾞﾌﾟﾚｰﾄ ｱ 6

Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上

鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁鉄骨梁

Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上Ｌ－65x65x6 以上

ＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネル

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

受け金物 ｱ 6受け金物 ｱ 6受け金物 ｱ 6受け金物 ｱ 6受け金物 ｱ 6受け金物 ｱ 6受け金物 ｱ 6

スライドハタ金物スライドハタ金物スライドハタ金物スライドハタ金物スライドハタ金物スライドハタ金物スライドハタ金物

鉄骨 9φ l=500鉄骨 9φ l=500鉄骨 9φ l=500鉄骨 9φ l=500鉄骨 9φ l=500鉄骨 9φ l=500鉄骨 9φ l=500鉄骨 9φ l=1000鉄骨 9φ l=1000鉄骨 9φ l=1000鉄骨 9φ l=1000鉄骨 9φ l=1000鉄骨 9φ l=1000鉄骨 9φ l=1000

縦 壁構法縦 壁構法縦 壁構法縦 壁構法縦 壁構法縦 壁構法縦 壁構法

鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱 鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱鉄骨柱

フックボルト 12φフックボルト 12φフックボルト 12φフックボルト 12φフックボルト 12φフックボルト 12φフックボルト 12φ

ＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネル

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

フックボルト 12φフックボルト 12φフックボルト 12φフックボルト 12φフックボルト 12φフックボルト 12φフックボルト 12φ

ＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネルＡＬＣ壁パネル

シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材シーリング材

カバープレート ｱ 2.3カバープレート ｱ 2.3カバープレート ｱ 2.3カバープレート ｱ 2.3カバープレート ｱ 2.3カバープレート ｱ 2.3カバープレート ｱ 2.3

ボルト 止め構 法ボルト 止め構 法ボルト 止め構 法ボルト 止め構 法ボルト 止め構 法ボルト 止め構 法ボルト 止め構 法 カバ ープレ ート  構  法カバ ープレ ート  構  法カバ ープレ ート  構  法カバ ープレ ート  構  法カバ ープレ ート  構  法カバ ープレ ート  構  法カバ ープレ ート  構  法

　 　 (９ )  頭 付 き ス タ ッ ト　 　 (９ )  頭 付 き ス タ ッ ト　 　 (９ )  頭 付 き ス タ ッ ト　 　 (９ )  頭 付 き ス タ ッ ト　 　 (９ )  頭 付 き ス タ ッ ト　 　 (９ )  頭 付 き ス タ ッ ト　 　 (９ )  頭 付 き ス タ ッ ト 　　　　　　　　　　　　　 (JIＳ  1198) 　　　　　　　　　　　　　 (JIＳ  1198) 　　　　　　　　　　　　　 (JIＳ  1198) 　　　　　　　　　　　　　 (JIＳ  1198) 　　　　　　　　　　　　　 (JIＳ  1198) 　　　　　　　　　　　　　 (JIＳ  1198) 　　　　　　　　　　　　　 (JIＳ  1198)

 　　　　スタット材の標準形状・寸法 　　　　スタット材の標準形状・寸法 　　　　スタット材の標準形状・寸法 　　　　スタット材の標準形状・寸法 　　　　スタット材の標準形状・寸法 　　　　スタット材の標準形状・寸法 　　　　スタット材の標準形状・寸法

呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名呼び名

スタット 材 スタット 材 スタット 材 スタット 材 スタット 材 スタット 材 スタット 材 

頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ頭径Ｄ 溶接後の長さＬ溶接後の長さＬ溶接後の長さＬ溶接後の長さＬ溶接後の長さＬ溶接後の長さＬ溶接後の長さＬ

㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜

φ 13㎜φ 13㎜φ 13㎜φ 13㎜φ 13㎜φ 13㎜φ 13㎜

φ 16㎜φ 16㎜φ 16㎜φ 16㎜φ 16㎜φ 16㎜φ 16㎜

φ 19㎜φ 19㎜φ 19㎜φ 19㎜φ 19㎜φ 19㎜φ 19㎜

φ 22㎜φ 22㎜φ 22㎜φ 22㎜φ 22㎜φ 22㎜φ 22㎜

13.013.013.013.013.013.013.0

12.712.712.712.712.712.712.7

16.016.016.016.016.016.016.0

15.815.815.815.815.815.815.8

19.019.019.019.019.019.019.0

19.019.019.019.019.019.019.0

22.022.022.022.022.022.022.0

22.222.222.222.222.222.222.2

22.022.022.022.022.022.022.0

25.425.425.425.425.425.425.4

29.029.029.029.029.029.029.0

31.731.731.731.731.731.731.7

32.032.032.032.032.032.032.0

31.731.731.731.731.731.731.7

35.035.035.035.035.035.035.0

34.934.934.934.934.934.934.9

10.010.010.010.010.010.010.0

7.97.97.97.97.97.97.9

10.010.010.010.010.010.010.0

7.97.97.97.97.97.97.9

10.010.010.010.010.010.010.0

9.59.59.59.59.59.59.5

10.010.010.010.010.010.010.0

9.59.59.59.59.59.59.5

50， 80，100，13050， 80，100，13050， 80，100，13050， 80，100，13050， 80，100，13050， 80，100，13050，80，100，130

80， 100，13080， 100，13080， 100，13080， 100，13080， 100，13080， 100，13080，100，130

80， 100，130，15080， 100，130，15080， 100，130，15080， 100，130，15080， 100，130，15080， 100，130，15080，100，130，150

100，130，150100， 130，150100，130，150100， 130，150100，130，150100， 130，150100，130，150

ｄｄｄｄｄｄｄ
ＬＬＬＬＬＬＬ

ＤＤＤＤＤＤＤ

ＴＴＴＴＴＴＴ

　 　 (1 0 )  梁 貫 通 補 強　 　 (1 0 )  梁 貫 通 補 強　 　 (1 0 )  梁 貫 通 補 強　 　 (1 0 )  梁 貫 通 補 強　 　 (1 0 )  梁 貫 通 補 強　 　 (1 0 )  梁 貫 通 補 強　 　 (1 0 )  梁 貫 通 補 強

　　　●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくても良い。　　　●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくても良い。　　　●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくても良い。　　　●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくても良い。　　　●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくても良い。　　　●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくても良い。　　　●計算で確認された場合は下記の位置、寸法によらなくても良い。

　　　●梁端部(スパンのl/10以内かつ2D以内)は避ける。　　　●梁端部(スパンのl/10以内かつ2D以内)は避ける。　　　●梁端部(スパンのl/10以内かつ2D以内)は避ける。　　　●梁端部(スパンのl/10以内かつ2D以内)は避ける。　　　●梁端部(スパンのl/10以内かつ2D以内)は避ける。　　　●梁端部(スパンのl/10以内かつ2D以内)は避ける。　　　●梁端部(スパンのl/10以内かつ2D以内)は避ける。

　　　●φ≦0.4Ｄ　　　●φ≦0.4Ｄ　　　●φ≦0.4Ｄ　　　●φ≦0.4Ｄ　　　●φ≦0.4Ｄ　　　●φ≦0.4Ｄ　　　●φ≦0.4Ｄ

２φ２φ２φ２φ２φ２φ２φ

①①①①①①①

①①①①①①①

①①①①①①①

10101010101010 10101010101010

プレート補強 (片面又は両面)プレート補強 (片面又は両面)プレート補強 (片面又は両面)プレート補強 (片面又は両面)プレート補強 (片面又は両面)プレート補強 (片面又は両面)プレート補強 (片面又は両面) パイプとプレート補強 (片面)パイプとプレート補強 (片面)パイプとプレート補強 (片面)パイプとプレート補強 (片面)パイプとプレート補強 (片面)パイプとプレート補強 (片面)パイプとプレート補強 (片面)

ＤＤ ＤＤ ＤＤ Ｄ φφ φφ φφ φ

10101010101010 10101010101010

パイプ補強 (小径の場合)パイプ補強 (小径の場合)パイプ補強 (小径の場合)パイプ補強 (小径の場合)パイプ補強 (小径の場合)パイプ補強 (小径の場合)パイプ補強 (小径の場合)
リブプレート補強リブプレート補強リブプレート補強リブプレート補強リブプレート補強リブプレート補強リブプレート補強

①①①①①①① ①①①①①①①

①①①①①①①

①①①①①①①

　 　 ( 1 1 )  そ の 他　 　 ( 1 1 )  そ の 他　 　 ( 1 1 )  そ の 他　 　 ( 1 1 )  そ の 他　 　 ( 1 1 )  そ の 他　 　 ( 1 1 )  そ の 他　 　 ( 1 1 )  そ の 他

軸形ｄ軸形ｄ軸形ｄ軸形ｄ軸形ｄ軸形ｄ軸形ｄ 頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ頭高さＴ

最 　 小最 　 小最 　 小最 　 小最 　 小最 　 小最 　 小 標 　 準標 　 準標 　 準標 　 準標 　 準標 　 準標 　 準( 2 ) ( 3 )( 2 ) ( 3 )( 2 ) ( 3 )( 2 ) ( 3 )( 2 ) ( 3 )( 2 ) ( 3 )( 2 ) ( 3 )
の 標 準の 標 準の 標 準の 標 準の 標 準の 標 準の 標 準

S－05S－05S－05S－05S－05S－05S－05
2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.

－－－－－－－－－－－－－－
鉄骨構造標準図（2）鉄骨構造標準図（2）鉄骨構造標準図（2）鉄骨構造標準図（2）鉄骨構造標準図（2）鉄骨構造標準図（2）鉄骨構造標準図（2）
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１１１１１１１ ２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４ ５５５５５５５

3,640 3,640 3,640 3,640

350 3,290 3,290 350

基礎１階伏図基礎１階伏図基礎１階伏図基礎１階伏図基礎１階伏図基礎１階伏図基礎１階伏図

C2C2C2C2C2C2C2 C1C1C1C1C1C1C1 C1C1C1C1C1C1C1 C1C1C1C1C1C1C1 C2C2C2C2C2C2C2

C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3C3

C2C2C2C2C2C2C2 C1C1C1C1C1C1C1 C1C1C1C1C1C1C1 C1C1C1C1C1C1C1 C2C2C2C2C2C2C2

設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図

担当担当担当担当担当担当担当

図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100
１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号

番番番番番番番
面面面面面面面
図図図図図図図

S－06S－06S－06S－06S－06S－06S－06

RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  

基礎伏図・1階床伏図基礎伏図・1階床伏図基礎伏図・1階床伏図基礎伏図・1階床伏図基礎伏図・1階床伏図基礎伏図・1階床伏図基礎伏図・1階床伏図

１階床伏図１階床伏図１階床伏図１階床伏図１階床伏図１階床伏図１階床伏図 ■凡例■凡例■凡例■凡例■凡例■凡例■凡例

(YR束　YR-2438 同等品)(YR束　YR-2438 同等品)(YR束　YR-2438 同等品)(YR束　YR-2438 同等品)(YR束　YR-2438 同等品)(YR束　YR-2438 同等品)(YR束　YR-2438 同等品)：鋼製束：鋼製束：鋼製束：鋼製束：鋼製束：鋼製束：鋼製束

■凡例■凡例■凡例■凡例■凡例■凡例■凡例

：耐圧版 ｔ=200 を示す：耐圧版 ｔ=200 を示す：耐圧版 ｔ=200 を示す：耐圧版 ｔ=200 を示す：耐圧版 ｔ=200 を示す：耐圧版 ｔ=200 を示す：耐圧版 ｔ=200 を示す

：大引き べいまつ 90ｘ90：大引き べいまつ 90ｘ90：大引き べいまつ 90ｘ90：大引き べいまつ 90ｘ90：大引き べいまつ 90ｘ90：大引き べいまつ 90ｘ90：大引き べいまつ 90ｘ90

１１１１１１１ ２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４ ５５５５５５５

3,640 3,640 3,640 3,640

350 3,290 3,290 350

VVVVVVV VVVVVVV VVVVVVV VVVVVVV

C2C2C2C2C2C2C2 C2C2C2C2C2C2C2C1C1C1C1C1C1C1 C1C1C1C1C1C1C1 C1C1C1C1C1C1C1

C2C2C2C2C2C2C2 C1C1C1C1C1C1C1 C1C1C1C1C1C1C1 C1C1C1C1C1C1C1 C2C2C2C2C2C2C2
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合板長手方向合板長手方向合板長手方向合板長手方向合板長手方向合板長手方向合板長手方向
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FW3FW3FW3FW3FW3FW3FW3 FW3FW3FW3FW3FW3FW3FW3 FW3FW3FW3FW3FW3FW3FW3 FW3FW3FW3FW3FW3FW3FW3
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420ｘ500420ｘ500420ｘ500420ｘ500420ｘ500420ｘ500420ｘ500

目地目地目地目地目地目地目地

目地目地目地目地目地目地目地

・耐圧版 目地：15ｘ10ｘ10（上辺ｘ高さｘ底辺）・耐圧版 目地：15ｘ10ｘ10（上辺ｘ高さｘ底辺）・耐圧版 目地：15ｘ10ｘ10（上辺ｘ高さｘ底辺）・耐圧版 目地：15ｘ10ｘ10（上辺ｘ高さｘ底辺）・耐圧版 目地：15ｘ10ｘ10（上辺ｘ高さｘ底辺）・耐圧版 目地：15ｘ10ｘ10（上辺ｘ高さｘ底辺）・耐圧版 目地：15ｘ10ｘ10（上辺ｘ高さｘ底辺）
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JJJJJJJ

JJJJJJJ JJJJJJJ JJJJJJJ JJJJJJJ JJJJJJJ

600 600

600ｘ400600ｘ400600ｘ400600ｘ400600ｘ400600ｘ400600ｘ400

600ｘ400600ｘ400600ｘ400600ｘ400600ｘ400600ｘ400600ｘ400

施工用施工用施工用施工用施工用施工用施工用

L＝400定着版有L＝400定着版有L＝400定着版有L＝400定着版有L＝400定着版有L＝400定着版有L＝400定着版有

ルーズホールを設ける。ルーズホールを設ける。ルーズホールを設ける。ルーズホールを設ける。ルーズホールを設ける。ルーズホールを設ける。ルーズホールを設ける。

アンカーボルトM20アンカーボルトM20アンカーボルトM20アンカーボルトM20アンカーボルトM20アンカーボルトM20アンカーボルトM20

420ｘ500420ｘ500420ｘ500420ｘ500420ｘ500420ｘ500420ｘ500
耐圧版箱抜き耐圧版箱抜き耐圧版箱抜き耐圧版箱抜き耐圧版箱抜き耐圧版箱抜き耐圧版箱抜き
建て方終了後C打設建て方終了後C打設建て方終了後C打設建て方終了後C打設建て方終了後C打設建て方終了後C打設建て方終了後C打設
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ＲＧ１ＲＧ１ＲＧ１ＲＧ１ＲＧ１ＲＧ１ＲＧ１

ＲＧ２ＲＧ２ＲＧ２ＲＧ２ＲＧ２ＲＧ２ＲＧ２

ＲＧ３ＲＧ３ＲＧ３ＲＧ３ＲＧ３ＲＧ３ＲＧ３

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２２Ｇ１２Ｇ１２Ｇ１２Ｇ１２Ｇ１２Ｇ１２Ｇ１

２Ｇ２２Ｇ２２Ｇ２２Ｇ２２Ｇ２２Ｇ２２Ｇ２

２Ｇ３２Ｇ３２Ｇ３２Ｇ３２Ｇ３２Ｇ３２Ｇ３ Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５

Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２

Ｃ１Ｃ１Ｃ１Ｃ１Ｃ１Ｃ１Ｃ１

Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２Ｃ２

Ｃ３Ｃ３Ｃ３Ｃ３Ｃ３Ｃ３Ｃ３ Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５

Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９Ｈ－３００ｘ１５０ｘ６．５ｘ９

Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５

１Ｇ１・1Ｇ２１Ｇ１・1Ｇ２１Ｇ１・1Ｇ２１Ｇ１・1Ｇ２１Ｇ１・1Ｇ２１Ｇ１・1Ｇ２１Ｇ１・1Ｇ２

Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５１Ｇ３１Ｇ３１Ｇ３１Ｇ３１Ｇ３１Ｇ３１Ｇ３

GPL-6 , HTB 2-M16GPL-6 , HTB 2-M16GPL-6 , HTB 2-M16GPL-6 , HTB 2-M16GPL-6 , HTB 2-M16GPL-6 , HTB 2-M16GPL-6 , HTB 2-M16ＶＶＶＶＶＶＶ ２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ3.2２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ3.2２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ3.2２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ3.2２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ3.2２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ3.2２Ｃ－１００ｘ５０ｘ２０ｘ3.2

ＢＶＢＶＢＶＢＶＢＶＢＶＢＶ Ｈ－１００ｘ１００ｘ６ｘ８Ｈ－１００ｘ１００ｘ６ｘ８Ｈ－１００ｘ１００ｘ６ｘ８Ｈ－１００ｘ１００ｘ６ｘ８Ｈ－１００ｘ１００ｘ６ｘ８Ｈ－１００ｘ１００ｘ６ｘ８Ｈ－１００ｘ１００ｘ６ｘ８ GPL-9 , HTB 2-M20GPL-9 , HTB 2-M20GPL-9 , HTB 2-M20GPL-9 , HTB 2-M20GPL-9 , HTB 2-M20GPL-9 , HTB 2-M20GPL-9 , HTB 2-M20

水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース

水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース

GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20

GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22

水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース

M30（JIS)　　2階　B-C間　４か所M30（JIS)　　2階　B-C間　４か所M30（JIS)　　2階　B-C間　４か所M30（JIS)　　2階　B-C間　４か所M30（JIS)　　2階　B-C間　４か所M30（JIS)　　2階　B-C間　４か所M30（JIS)　　2階　B-C間　４か所

水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース水平ブレース GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20GPL-9 , HTB 1-M20M20（JIS)　　1階床面M20（JIS)　　1階床面M20（JIS)　　1階床面M20（JIS)　　1階床面M20（JIS)　　1階床面M20（JIS)　　1階床面M20（JIS)　　1階床面

設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図

担当担当担当担当担当担当担当

図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100
１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号

番番番番番番番
面面面面面面面
図図図図図図図

RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  

S－07S－07S－07S－07S－07S－07S－07

２階伏図・R階床伏図２階伏図・R階床伏図２階伏図・R階床伏図２階伏図・R階床伏図２階伏図・R階床伏図２階伏図・R階床伏図２階伏図・R階床伏図
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階段階段階段階段階段階段階段

符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号 部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材 備　　　　　　考備　　　　　　考備　　　　　　考備　　　　　　考備　　　　　　考備　　　　　　考備　　　　　　考

符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号符　　号 部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材部　　　　　　　　　　材 備　　　　　　考備　　　　　　考備　　　　　　考備　　　　　　考備　　　　　　考備　　　　　　考備　　　　　　考

鉄 骨 部 材 リ ス ト　（SS400）鉄 骨 部 材 リ ス ト　（SS400）鉄 骨 部 材 リ ス ト　（SS400）鉄 骨 部 材 リ ス ト　（SS400）鉄 骨 部 材 リ ス ト　（SS400）鉄 骨 部 材 リ ス ト　（SS400）鉄 骨 部 材 リ ス ト　（SS400）
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大引き：90ｘ90＠910大引き：90ｘ90＠910大引き：90ｘ90＠910大引き：90ｘ90＠910大引き：90ｘ90＠910大引き：90ｘ90＠910大引き：90ｘ90＠910
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2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.

構造用合板 t=28構造用合板 t=28構造用合板 t=28構造用合板 t=28構造用合板 t=28構造用合板 t=28構造用合板 t=28

大引き 105ｘ270大引き 105ｘ270大引き 105ｘ270大引き 105ｘ270大引き 105ｘ270大引き 105ｘ270大引き 105ｘ270

床束・大引き 取合い詳細図床束・大引き 取合い詳細図床束・大引き 取合い詳細図床束・大引き 取合い詳細図床束・大引き 取合い詳細図床束・大引き 取合い詳細図床束・大引き 取合い詳細図 S=1/20S=1/20S=1/20S=1/20S=1/20S=1/20S=1/20

▽2FL▽2FL▽2FL▽2FL▽2FL▽2FL▽2FL
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　　2-M12　　2-M12　　2-M12　　2-M12　　2-M12　　2-M12　　2-M12
割りPL-6ｘ105ｘ100割りPL-6ｘ105ｘ100割りPL-6ｘ105ｘ100割りPL-6ｘ105ｘ100割りPL-6ｘ105ｘ100割りPL-6ｘ105ｘ100割りPL-6ｘ105ｘ100

ﾌﾗｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ ｽﾘﾑﾌﾗｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ ｽﾘﾑﾌﾗｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ ｽﾘﾑﾌﾗｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ ｽﾘﾑﾌﾗｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ ｽﾘﾑﾌﾗｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ ｽﾘﾑﾌﾗｯﾄﾌﾟﾚｰﾄ ｽﾘﾑ

風除室内部　既存スラブ取り壊し風除室内部　既存スラブ取り壊し風除室内部　既存スラブ取り壊し風除室内部　既存スラブ取り壊し風除室内部　既存スラブ取り壊し風除室内部　既存スラブ取り壊し風除室内部　既存スラブ取り壊し

■凡例■凡例■凡例■凡例■凡例■凡例■凡例２階床伏図２階床伏図２階床伏図２階床伏図２階床伏図２階床伏図２階床伏図

：床束位置（詳細図参照）：床束位置（詳細図参照）：床束位置（詳細図参照）：床束位置（詳細図参照）：床束位置（詳細図参照）：床束位置（詳細図参照）：床束位置（詳細図参照）

　105ｘ105（ﾌﾟﾚｰﾄ留め)　105ｘ105（ﾌﾟﾚｰﾄ留め)　105ｘ105（ﾌﾟﾚｰﾄ留め)　105ｘ105（ﾌﾟﾚｰﾄ留め)　105ｘ105（ﾌﾟﾚｰﾄ留め)　105ｘ105（ﾌﾟﾚｰﾄ留め)　105ｘ105（ﾌﾟﾚｰﾄ留め)

　大引き べいまつ 90ｘ90　大引き べいまつ 90ｘ90　大引き べいまつ 90ｘ90　大引き べいまつ 90ｘ90　大引き べいまつ 90ｘ90　大引き べいまつ 90ｘ90　大引き べいまつ 90ｘ90

：大引き べいまつ 105ｘ270：大引き べいまつ 105ｘ270：大引き べいまつ 105ｘ270：大引き べいまつ 105ｘ270：大引き べいまつ 105ｘ270：大引き べいまつ 105ｘ270：大引き べいまつ 105ｘ270

Ｒ 階 伏 図Ｒ 階 伏 図Ｒ 階 伏 図Ｒ 階 伏 図Ｒ 階 伏 図Ｒ 階 伏 図Ｒ 階 伏 図

ケミカルアンカーケミカルアンカーケミカルアンカーケミカルアンカーケミカルアンカーケミカルアンカーケミカルアンカー D22 L=180　ナット及び座金使用　梁部64本+柱112本　合計176本D22 L=180　ナット及び座金使用　梁部64本+柱112本　合計176本D22 L=180　ナット及び座金使用　梁部64本+柱112本　合計176本D22 L=180　ナット及び座金使用　梁部64本+柱112本　合計176本D22 L=180　ナット及び座金使用　梁部64本+柱112本　合計176本D22 L=180　ナット及び座金使用　梁部64本+柱112本　合計176本D22 L=180　ナット及び座金使用　梁部64本+柱112本　合計176本

D16 L=150　ナット及び座金使用　梁部4本D16 L=150　ナット及び座金使用　梁部4本D16 L=150　ナット及び座金使用　梁部4本D16 L=150　ナット及び座金使用　梁部4本D16 L=150　ナット及び座金使用　梁部4本D16 L=150　ナット及び座金使用　梁部4本D16 L=150　ナット及び座金使用　梁部4本

無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。
既存コンクート間は、既存コンクート間は、既存コンクート間は、既存コンクート間は、既存コンクート間は、既存コンクート間は、既存コンクート間は、

無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。無収縮モルタルを充填する。
既存コンクート間は、既存コンクート間は、既存コンクート間は、既存コンクート間は、既存コンクート間は、既存コンクート間は、既存コンクート間は、

ダイヤフラムSN490CダイヤフラムSN490CダイヤフラムSN490CダイヤフラムSN490CダイヤフラムSN490CダイヤフラムSN490CダイヤフラムSN490C

Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２

Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２００ｘ２００ｘ８ｘ１２

1FL・2FL　パネルPL-9補強1FL・2FL　パネルPL-9補強1FL・2FL　パネルPL-9補強1FL・2FL　パネルPL-9補強1FL・2FL　パネルPL-9補強1FL・2FL　パネルPL-9補強1FL・2FL　パネルPL-9補強
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M20（JIS)　　R階M20（JIS)　　R階M20（JIS)　　R階M20（JIS)　　R階M20（JIS)　　R階M20（JIS)　　R階M20（JIS)　　R階

M30（JIS)　　2階　A-B間　３か所M30（JIS)　　2階　A-B間　３か所M30（JIS)　　2階　A-B間　３か所M30（JIS)　　2階　A-B間　３か所M30（JIS)　　2階　A-B間　３か所M30（JIS)　　2階　A-B間　３か所M30（JIS)　　2階　A-B間　３か所 GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22GPL-12 , HTB 2-M22

既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、

③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後

（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。
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既存タイバーΦ19既存タイバーΦ19既存タイバーΦ19既存タイバーΦ19既存タイバーΦ19既存タイバーΦ19既存タイバーΦ19
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設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図

担当担当担当担当担当担当担当

図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100
１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ
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設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100
１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号
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３通 軸組図３通 軸組図３通 軸組図３通 軸組図３通 軸組図３通 軸組図３通 軸組図

　　５通 軸組図　　５通 軸組図　　５通 軸組図　　５通 軸組図　　５通 軸組図　　５通 軸組図　　５通 軸組図

軸組図（2）軸組図（2）軸組図（2）軸組図（2）軸組図（2）軸組図（2）軸組図（2）
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RG2ケミカルA-D22x3RG2ケミカルA-D22x3RG2ケミカルA-D22x3RG2ケミカルA-D22x3RG2ケミカルA-D22x3RG2ケミカルA-D22x3RG2ケミカルA-D22x3

2G2ケミカルA-D22x52G2ケミカルA-D22x52G2ケミカルA-D22x52G2ケミカルA-D22x52G2ケミカルA-D22x52G2ケミカルA-D22x52G2ケミカルA-D22x5

2C3TケミカルA-D22x42C3TケミカルA-D22x42C3TケミカルA-D22x42C3TケミカルA-D22x42C3TケミカルA-D22x42C3TケミカルA-D22x42C3TケミカルA-D22x4

2C3ケミカルA-D22x102C3ケミカルA-D22x102C3ケミカルA-D22x102C3ケミカルA-D22x102C3ケミカルA-D22x102C3ケミカルA-D22x102C3ケミカルA-D22x10

2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.

C2C2C2C2C2C2C2 C3C3C3C3C3C3C3 C2C2C2C2C2C2C2

C1C1C1C1C1C1C1 C1C1C1C1C1C1C1

既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、既存タイバーφ19は、②④フレーム設置し、

③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後③フレームの２階部分を組み上げた後

（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。（ケミカルアンカー設置後）、撤去する。

パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強

パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強

パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強

パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強

パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強

パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強パネルPL-9追加補強
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3
5

設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図

担当担当担当担当担当担当担当

図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号

番番番番番番番
面面面面面面面
図図図図図図図

RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  
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Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５ Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２
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Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２

ケミカルアンカーD22　L＝180ケミカルアンカーD22　L＝180ケミカルアンカーD22　L＝180ケミカルアンカーD22　L＝180ケミカルアンカーD22　L＝180ケミカルアンカーD22　L＝180ケミカルアンカーD22　L＝180

Å通り詳細図Å通り詳細図Å通り詳細図Å通り詳細図Å通り詳細図Å通り詳細図Å通り詳細図２通り詳細図２通り詳細図２通り詳細図２通り詳細図２通り詳細図２通り詳細図２通り詳細図 Å通り詳細図Å通り詳細図Å通り詳細図Å通り詳細図Å通り詳細図Å通り詳細図Å通り詳細図
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Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２Ｈ－２９４ｘ２００ｘ８ｘ１２
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鉄骨詳細図鉄骨詳細図鉄骨詳細図鉄骨詳細図鉄骨詳細図鉄骨詳細図鉄骨詳細図
(A3)1:30(A3)1:30(A3)1:30(A3)1:30(A3)1:30(A3)1:30(A3)1:30

PL-19PL-19PL-19PL-19PL-19PL-19PL-19

パネルﾌﾟﾚｰﾄPL-19パネルﾌﾟﾚｰﾄPL-19パネルﾌﾟﾚｰﾄPL-19パネルﾌﾟﾚｰﾄPL-19パネルﾌﾟﾚｰﾄPL-19パネルﾌﾟﾚｰﾄPL-19パネルﾌﾟﾚｰﾄPL-19

既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁

既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁

無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル

Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５Ｈ－３００ｘ３００ｘ１０ｘ１５

無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル無収縮モルタル

建て方用箱抜き建て方用箱抜き建て方用箱抜き建て方用箱抜き建て方用箱抜き建て方用箱抜き建て方用箱抜き

耐圧版ｔ＝200耐圧版ｔ＝200耐圧版ｔ＝200耐圧版ｔ＝200耐圧版ｔ＝200耐圧版ｔ＝200耐圧版ｔ＝200

S－10S－10S－10S－10S－10S－10S－10

ナット及び座金使用ナット及び座金使用ナット及び座金使用ナット及び座金使用ナット及び座金使用ナット及び座金使用ナット及び座金使用

柱梁共通柱梁共通柱梁共通柱梁共通柱梁共通柱梁共通柱梁共通

接着剤は注入方式とする。接着剤は注入方式とする。接着剤は注入方式とする。接着剤は注入方式とする。接着剤は注入方式とする。接着剤は注入方式とする。接着剤は注入方式とする。
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既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁既存RC梁

PL-12PL-12PL-12PL-12PL-12PL-12PL-12
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PL-12PL-12PL-12PL-12PL-12PL-12PL-12
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PL-9ｘ160ｘ280　HTB　4-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ280　HTB　4-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ280　HTB　4-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ280　HTB　4-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ280　HTB　4-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ280　HTB　4-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ280　HTB　4-M20　上下共

PL-9ｘ160ｘ440　HTB　6-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ440　HTB　6-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ440　HTB　6-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ440　HTB　6-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ440　HTB　6-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ440　HTB　6-M20　上下共PL-9ｘ160ｘ440　HTB　6-M20　上下共

連結PL現場溶接タイプ連結PL現場溶接タイプ連結PL現場溶接タイプ連結PL現場溶接タイプ連結PL現場溶接タイプ連結PL現場溶接タイプ連結PL現場溶接タイプ 連結PLボルト接合タイプ連結PLボルト接合タイプ連結PLボルト接合タイプ連結PLボルト接合タイプ連結PLボルト接合タイプ連結PLボルト接合タイプ連結PLボルト接合タイプ
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ハンチハンチハンチハンチハンチハンチハンチ
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BH-300～200ｘ200ｘ9ｘ12BH-300～200ｘ200ｘ9ｘ12BH-300～200ｘ200ｘ9ｘ12BH-300～200ｘ200ｘ9ｘ12BH-300～200ｘ200ｘ9ｘ12BH-300～200ｘ200ｘ9ｘ12BH-300～200ｘ200ｘ9ｘ12
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設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図
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図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号
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図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号
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耐震補強基準要領耐震補強基準要領耐震補強基準要領耐震補強基準要領耐震補強基準要領耐震補強基準要領耐震補強基準要領

既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁 既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁符号符号符号符号符号符号符号
壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚

新設新設新設新設新設新設新設 主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋主　　筋

たて，よこ筋たて，よこ筋たて，よこ筋たて，よこ筋たて，よこ筋たて，よこ筋たて，よこ筋 接 合 筋接 合 筋接 合 筋接 合 筋接 合 筋接 合 筋接 合 筋

壁開口補強筋壁開口補強筋壁開口補強筋壁開口補強筋壁開口補強筋壁開口補強筋壁開口補強筋

たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋
たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋

アンカー筋アンカー筋アンカー筋アンカー筋アンカー筋アンカー筋アンカー筋
ななめ筋ななめ筋ななめ筋ななめ筋ななめ筋ななめ筋ななめ筋 鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋鉄　筋 スパイラル径スパイラル径スパイラル径スパイラル径スパイラル径スパイラル径スパイラル径

割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋割裂補強スパイラル筋

備    考備    考備    考備    考備    考備    考備    考

壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合）壁の開口補強要領（鉄筋格子の場合） 壁配筋要領壁配筋要領壁配筋要領壁配筋要領壁配筋要領壁配筋要領壁配筋要領 鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子 鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき鉄筋相互のあき

連結筋連結筋連結筋連結筋連結筋連結筋連結筋
D10-@800D10-@800D10-@800D10-@800D10-@800D10-@800D10-@800

チドリ配筋チドリ配筋チドリ配筋チドリ配筋チドリ配筋チドリ配筋チドリ配筋

２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋２．壁開口補強筋と既存躯体との取合いは、接着系アンカーを使用し、壁開口補強筋

と同径とする。と同径とする。と同径とする。と同径とする。と同径とする。と同径とする。と同径とする。

（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。

（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ

（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。

（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100C（C=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100C（C=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100C（C=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100C（C=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100C（C=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100C（C=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100C（C=外径）以下とする。

200mm（芯～芯）以上離す。200mm（芯～芯）以上離す。200mm（芯～芯）以上離す。200mm（芯～芯）以上離す。200mm（芯～芯）以上離す。200mm（芯～芯）以上離す。200mm（芯～芯）以上離す。

１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。１．鉄筋格子の間隔は、＠75x＠75とし最外側に配筋し最小被り厚さ（30mm以上）を確保する。（注）（注）（注）（注）（注）（注）（注）

　　　　　　　　　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。　　　　　　　　　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。　　　　　　　　　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。　　　　　　　　　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。　　　　　　　　　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。　　　　　　　　　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。　　　　　　　　　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。

イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。イ）新設する耐震壁を縦貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管は原則として認めない。

ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ウ）既設の耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方

（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。（１）スリーブ管の大きさ　1ヶ所当たり100φ（φ=外径）以下とする。

（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。（２）スリーブ管の数　　　1耐震壁当たり2～3ヶ所程度とする。

（６）その他　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。（６）その他　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。（６）その他　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。（６）その他　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。（６）その他　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。（６）その他　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。（６）その他　　　　　　　鉄筋は絶対に切らないこと。

Dは、鉄筋の最大外径Dは、鉄筋の最大外径Dは、鉄筋の最大外径Dは、鉄筋の最大外径Dは、鉄筋の最大外径Dは、鉄筋の最大外径Dは、鉄筋の最大外径

鉄筋間隔のあきは、次の値のうち鉄筋間隔のあきは、次の値のうち鉄筋間隔のあきは、次の値のうち鉄筋間隔のあきは、次の値のうち鉄筋間隔のあきは、次の値のうち鉄筋間隔のあきは、次の値のうち鉄筋間隔のあきは、次の値のうち

最大のもの以上とする。最大のもの以上とする。最大のもの以上とする。最大のもの以上とする。最大のもの以上とする。最大のもの以上とする。最大のもの以上とする。

1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍1)　粗骨材の最大寸法の1.25倍

3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名3)　隣り合う鉄筋の平均径(呼び名

の数値)の1.5倍の数値)の1.5倍の数値)の1.5倍の数値)の1.5倍の数値)の1.5倍の数値)の1.5倍の数値)の1.5倍

鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。鉄筋被り厚さは、４０とする。

ただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときはただし、屋外で仕上げなしのときは

５０とする。５０とする。５０とする。５０とする。５０とする。５０とする。５０とする。

Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。Ｐ（ピッチ）は、壁断面表による。

注）有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた部分からの寸法とする。注）有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた部分からの寸法とする。注）有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた部分からの寸法とする。注）有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた部分からの寸法とする。注）有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた部分からの寸法とする。注）有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた部分からの寸法とする。注）有効埋込み深さは、あばら筋又は帯筋外側からかぶり厚さを加えた部分からの寸法とする。

接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー

既存躯体既存躯体既存躯体既存躯体既存躯体既存躯体既存躯体 増設補強壁増設補強壁増設補強壁増設補強壁増設補強壁増設補強壁増設補強壁

先端は45Dカット先端は45Dカット先端は45Dカット先端は45Dカット先端は45Dカット先端は45Dカット先端は45Dカット

あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋あばら筋又は帯筋

接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤
接合面接合面接合面接合面接合面接合面接合面

接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)接合筋(異形鉄筋)

梁梁梁梁梁梁梁 梁梁梁梁梁梁梁

注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。注記）鉄筋切断部には、錆止め塗装を行う。

注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。注記）鉄筋はつり出しは、特記による。

柱柱柱柱柱柱柱 柱柱柱柱柱柱柱

撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-梁 取合部（撤去のみの場合）

深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修

鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断

撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-梁 取合部（壁を新設する場合）

撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし
鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断

撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし
鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断

撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）撤去壁-柱 取合部（壁を新設する場合）

深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修

撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし撤去部及び新設壁部目荒らし

鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断

撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部撤去壁-スラブ 取合部 撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部撤去壁-直交壁 取合部

撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）撤去壁-柱 取合部（撤去のみの場合）

鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断鉄筋切断

深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後

無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修

スラブスラブスラブスラブスラブスラブスラブ

深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後深さ20mmはつり、鉄筋切断後
無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修無収縮モルタルにて補修

直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁直交壁

割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋

接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋

シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋シングル配筋

シングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカー

ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋

シングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカーシングルアンカー

ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋ダブル配筋

ダブルアンカーダブルアンカーダブルアンカーダブルアンカーダブルアンカーダブルアンカーダブルアンカー

割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋

接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋

せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋せん断補強筋

かぶりコンクリートかぶりコンクリートかぶりコンクリートかぶりコンクリートかぶりコンクリートかぶりコンクリートかぶりコンクリート既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁

主筋主筋主筋主筋主筋主筋主筋

あと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカー 可可可可可可可
不可不可不可不可不可不可不可

金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。金属系の場合は5°以内とする。

ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。ある場合には、監督職員と協議する。

あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。あと施工アンカ－は、鉄筋や埋込み金物類を避けて施工すること。

注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。注）割裂補強スパイラル筋は、壁配筋図による。

［シングルの場合］［シングルの場合］［シングルの場合］［シングルの場合］［シングルの場合］［シングルの場合］［シングルの場合］

［ダブルの場合］［ダブルの場合］［ダブルの場合］［ダブルの場合］［ダブルの場合］［ダブルの場合］［ダブルの場合］

［チドリの場合］［チドリの場合］［チドリの場合］［チドリの場合］［チドリの場合］［チドリの場合］［チドリの場合］

コンクリート投入口コンクリート投入口コンクリート投入口コンクリート投入口コンクリート投入口コンクリート投入口コンクリート投入口

普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート普通コンクリート

外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め外部振動機叩き締め

普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領普通コンクリート打設要領 無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領無収縮グラウト圧入要領

空気抜空気抜空気抜空気抜空気抜空気抜空気抜

無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入無収縮グラウト圧入

グラウト圧入口グラウト圧入口グラウト圧入口グラウト圧入口グラウト圧入口グラウト圧入口グラウト圧入口

レイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿しレイタンス等除去水湿し

型枠型枠型枠型枠型枠型枠型枠

1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領1.コンクリ－ト打込み要領

2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口2.空気抜きおよびグラウト圧入口

空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。空気抜きおよびグラウト圧入口の周囲はコ－キングを行う。

(1)による普通コンクリート施工後(2)により無収縮グラウトを圧入する。(1)による普通コンクリート施工後(2)により無収縮グラウトを圧入する。(1)による普通コンクリート施工後(2)により無収縮グラウトを圧入する。(1)による普通コンクリート施工後(2)により無収縮グラウトを圧入する。(1)による普通コンクリート施工後(2)により無収縮グラウトを圧入する。(1)による普通コンクリート施工後(2)により無収縮グラウトを圧入する。(1)による普通コンクリート施工後(2)により無収縮グラウトを圧入する。

型枠型枠型枠型枠型枠型枠型枠

(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。(注)1.P（ピッチ）は、壁断面表による。

2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。2.へりあきは2.5da以上かつ主筋の内側とする。

たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋たて・よこ筋
(断面表による)(断面表による)(断面表による)(断面表による)(断面表による)(断面表による)(断面表による)

シアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタ

接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー

シアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタシアコネクタ
たて・よこ共たて・よこ共たて・よこ共たて・よこ共たて・よこ共たて・よこ共たて・よこ共接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー

※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。※シアコネクターとセパレーターの兼用はしてもよい。

※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。※Ｌｅの長さはアンカ－関係共通事項による。

90°フック90°フック90°フック90°フック90°フック90°フック90°フック

既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁

既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁

目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し

目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し

目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し

目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し目荒し

目荒しの程度目荒しの程度目荒しの程度目荒しの程度目荒しの程度目荒しの程度目荒しの程度

２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。２．コンクリ－ト打継ぎに際しては、充分水浸しを行ない、増設部材との一体を図るものとする。

注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。注）目荒しは、モルタル等の仕上げを撤去後既存躯体コンクリート面に対して施工すること。

あと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカーあと施工アンカー

新設壁新設壁新設壁新設壁新設壁新設壁新設壁

クリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）をクリート（鉄筋は残す）を

撤去する。撤去する。撤去する。撤去する。撤去する。撤去する。撤去する。

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート
切断位置切断位置切断位置切断位置切断位置切断位置切断位置

既存部鉄筋既存部鉄筋既存部鉄筋既存部鉄筋既存部鉄筋既存部鉄筋既存部鉄筋

鉄筋切断位置鉄筋切断位置鉄筋切断位置鉄筋切断位置鉄筋切断位置鉄筋切断位置鉄筋切断位置

割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋

既存既存既存既存既存既存既存

土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート土間コンクリート

新設土間コンクリート新設土間コンクリート新設土間コンクリート新設土間コンクリート新設土間コンクリート新設土間コンクリート新設土間コンクリート 既存基礎梁既存基礎梁既存基礎梁既存基礎梁既存基礎梁既存基礎梁既存基礎梁

新設部鉄筋新設部鉄筋新設部鉄筋新設部鉄筋新設部鉄筋新設部鉄筋新設部鉄筋
たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10たて筋・よこ筋共D10
(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と(ピッチは既存部鉄筋と

同ピッチとする）同ピッチとする）同ピッチとする）同ピッチとする）同ピッチとする）同ピッチとする）同ピッチとする）

１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。１．鉄筋のフレア溶接は、特記なき限り下図の片面または両面とする。

２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の２．鉄筋のフレア溶接の溶接長さは、ビ-ドの始点(La)及び、クレ-タ-(Lb)を除いた部分の

長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．長さとする．但し、La 及び Lbは １d以上とする．

断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による

断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による
接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー

断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による

断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による

鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子鉄筋格子

接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー接着系アンカー

断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による

断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による断面表による
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既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁

壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚

既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁既存梁

壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚

はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）

へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき
（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）（原則として、中央に配置する。）

へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき

はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）はしあき（５ｄa以上）

へりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあきへりあき

はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）はしあき（５ｄａ以上）

Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３

既存既存既存既存既存既存既存
壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚

新設新設新設新設新設新設新設
壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚壁厚
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片面フレア溶接片面フレア溶接片面フレア溶接片面フレア溶接片面フレア溶接片面フレア溶接片面フレア溶接 両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接両面フレア溶接

壁断面表壁断面表壁断面表壁断面表壁断面表壁断面表壁断面表

あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋あと施工アンカーの形状と接合筋

既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図既存壁等撤去要領図

コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法)コンクリート打込み工法(流し込み工法) あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔あと施工アンカーの位置と間隔

新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合新設壁と土間コンクリート部分の取合 鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領鉄筋フレア溶接要領

あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図あと施工アンカー要領図

アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項アンカ－関係共通事項

接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ接着系アンカ-の有効埋め込み長さ
一般部   ：一般部   ：一般部   ：一般部   ：一般部   ：一般部   ：一般部   ：

接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ接着系アンカ-の有効定着長さ
一般部    ：一般部    ：一般部    ：一般部    ：一般部    ：一般部    ：一般部    ：

開口補強筋：開口補強筋：開口補強筋：開口補強筋：開口補強筋：開口補強筋：開口補強筋：

アンカー筋形状アンカー筋形状アンカー筋形状アンカー筋形状アンカー筋形状アンカー筋形状アンカー筋形状
ナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用はナット付き異形棒鋼(開口補強筋用は

ナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじナット無し）とし、ナットからねじ

山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。山が２山以上出ること。

又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。又、先端形状は45°以上カットする。

先端は45Dカット先端は45Dカット先端は45Dカット先端は45Dカット先端は45Dカット先端は45Dカット先端は45Dカット

接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤接着剤
頭部ナット付頭部ナット付頭部ナット付頭部ナット付頭部ナット付頭部ナット付頭部ナット付

Ｄａ：　既存コンクリート躯体への穿口径Ｄａ：　既存コンクリート躯体への穿口径Ｄａ：　既存コンクリート躯体への穿口径Ｄａ：　既存コンクリート躯体への穿口径Ｄａ：　既存コンクリート躯体への穿口径Ｄａ：　既存コンクリート躯体への穿口径Ｄａ：　既存コンクリート躯体への穿口径

ｄａ：　アンカー軸部の直径、アンカー筋の呼び名ｄａ：　アンカー軸部の直径、アンカー筋の呼び名ｄａ：　アンカー軸部の直径、アンカー筋の呼び名ｄａ：　アンカー軸部の直径、アンカー筋の呼び名ｄａ：　アンカー軸部の直径、アンカー筋の呼び名ｄａ：　アンカー軸部の直径、アンカー筋の呼び名ｄａ：　アンカー軸部の直径、アンカー筋の呼び名

壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）壁の開口補強要領（鉄筋の場合）
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（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）以上離す。（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）以上離す。（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）以上離す。（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）以上離す。（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）以上離す。（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）以上離す。（３）スリーブ管のピッチ　4D（D=スリーブ管の外径寸法）以上かつ200mm（芯～芯）以上離す。

（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。（４）へりあき寸法　　　　出入り口等の際から400mm（芯～芯）以上離す。

（５）開口補強　　　　　　不要。（５）開口補強　　　　　　不要。（５）開口補強　　　　　　不要。（５）開口補強　　　　　　不要。（５）開口補強　　　　　　不要。（５）開口補強　　　　　　不要。（５）開口補強　　　　　　不要。

（７）その他　　　　　　　割裂補強筋部分は避けること。（７）その他　　　　　　　割裂補強筋部分は避けること。（７）その他　　　　　　　割裂補強筋部分は避けること。（７）その他　　　　　　　割裂補強筋部分は避けること。（７）その他　　　　　　　割裂補強筋部分は避けること。（７）その他　　　　　　　割裂補強筋部分は避けること。（７）その他　　　　　　　割裂補強筋部分は避けること。

（６）開口補強　　　　　　不要。（６）開口補強　　　　　　不要。（６）開口補強　　　　　　不要。（６）開口補強　　　　　　不要。（６）開口補強　　　　　　不要。（６）開口補強　　　　　　不要。（６）開口補強　　　　　　不要。

（５）はしあき寸法　　　　柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。（５）はしあき寸法　　　　柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。（５）はしあき寸法　　　　柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。（５）はしあき寸法　　　　柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。（５）はしあき寸法　　　　柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。（５）はしあき寸法　　　　柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。（５）はしあき寸法　　　　柱、梁下、床スラブ上際から300mm（芯～芯）以上離す。

Ｌｎ：　有効定着長さＬｎ：　有効定着長さＬｎ：　有効定着長さＬｎ：　有効定着長さＬｎ：　有効定着長さＬｎ：　有効定着長さＬｎ：　有効定着長さ

Ｌｄ：　アンカー筋の全長Ｌｄ：　アンカー筋の全長Ｌｄ：　アンカー筋の全長Ｌｄ：　アンカー筋の全長Ｌｄ：　アンカー筋の全長Ｌｄ：　アンカー筋の全長Ｌｄ：　アンカー筋の全長

Ｌｅ：　アンカーの有効埋め込み長さＬｅ：　アンカーの有効埋め込み長さＬｅ：　アンカーの有効埋め込み長さＬｅ：　アンカーの有効埋め込み長さＬｅ：　アンカーの有効埋め込み長さＬｅ：　アンカーの有効埋め込み長さＬｅ：　アンカーの有効埋め込み長さ

Ｌ　：　コンクリートの穿孔深さ、またはＬ　：　コンクリートの穿孔深さ、またはＬ　：　コンクリートの穿孔深さ、またはＬ　：　コンクリートの穿孔深さ、またはＬ　：　コンクリートの穿孔深さ、またはＬ　：　コンクリートの穿孔深さ、またはＬ　：　コンクリートの穿孔深さ、または

接着系アンカーの埋込長さ接着系アンカーの埋込長さ接着系アンカーの埋込長さ接着系アンカーの埋込長さ接着系アンカーの埋込長さ接着系アンカーの埋込長さ接着系アンカーの埋込長さ

開口補強筋：開口補強筋：開口補強筋：開口補強筋：開口補強筋：開口補強筋：開口補強筋：

(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)(=補強筋との継手長さ＋ｸﾘｱﾗﾝｽ)

注記）注記）注記）注記）注記）注記）注記） 印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。印は、コンクリ－トカッタ－位置を示す。

注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。注記）特記なき壁等の撤去は下図による。
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既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター既存壁とのシアコネクター 既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理既存部材の目荒し処理

印部分の既存土間コン印部分の既存土間コン印部分の既存土間コン印部分の既存土間コン印部分の既存土間コン印部分の既存土間コン印部分の既存土間コン

３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。３．開口最大寸法が200以下の場合は補強筋不要。

４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。４．ａ寸法が100以下の場合は補強筋不要。

５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。５．補強筋は、規定壁配筋以外に入れる。

６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。６．Ｌ1=40ｄとする。

７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。７．開口ピッチは3x（隣接する開口寸法の平均）以上を原則とする。

８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場８．耐震壁を貫通するスリーブ管は下記の要領で行う。但し、軽微な変更を行う場合は各現場

において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。において別途施工図等を作成し、各担当者間で十分な打合せを行うこと。

ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方ア）新設する耐震壁を横貫通する電気・機械設備工事のスリーブ管の標準的な入れ方

９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。９.壁開口補強筋の接合筋の接着系アンカ－のピッチは7.5daとする。

c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査c 鉄筋等の探査

b アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等がb アンカーを設ける既存のコンクリートにジャンカ等が

a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)a あと施工アンカーは、柱･梁の主筋の内側に施工する。(右図参照)

割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋割裂補強筋

接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋接合筋

１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度の面積となるよう全体にわたって施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度の面積となるよう全体にわたって施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度の面積となるよう全体にわたって施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度の面積となるよう全体にわたって施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度の面積となるよう全体にわたって施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度の面積となるよう全体にわたって施す。１．平均深さ2～5mm(最大深さ5～7mm)程度の凸凹を、打継ぎ面の30%程度の面積となるよう全体にわたって施す。

Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３Ｌｅ３
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あと施工アンカー仕様書あと施工アンカー仕様書あと施工アンカー仕様書あと施工アンカー仕様書あと施工アンカー仕様書あと施工アンカー仕様書あと施工アンカー仕様書

S－12S－12S－12S－12S－12S－12S－12
2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.2025. 3.

－－－－－－－RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  RC造補強  



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 木質工事特記仕様書

　　　　　　調整代をとったボルト接合工法の場合（大断面集成材、LVL）：材長の±0.04％以下　　　

（　　　　　） K3

□　

□　

□　

～

耐力壁、床板、屋根

（５）アンカーボルトの施工

※本仕様書は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる工事に適用する。

木材の防腐・防蟻処理は以下のいずれかとする。

（１）木材の防腐・防蟻処理

（１）適用範囲

１．一般事項

【丸太・そま角】

（４）丸太・そま角

ここでいう接着接合とは、建設現場で用いるものを対象とする。

（６）接着剤（接着接合）

使用箇所 備　考製品名

　部位

　　を標準とし、処理方法は日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。

注：処理範囲は、外周部布基礎の内側、内部布基礎の周辺２０ｃｍ、束石等の周囲２０ｃｍ

□土壌処理省略 □北海道　□東北　□北陸　□（　　　　　　　）

□防蟻薬剤による処理と同等以上の対策　（　べた基礎　　　　　　　　）

　以上の効力を有するものとする。

　特記無き場合は、日本しろあり対策協会または日本木材保存協会認定品、あるいはこれと同等

（２）土壌処理

□防蟻薬剤による処理：薬剤（　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他

水周り

（　　　　　）（　　　　　）K3（　　　　　）

（　　　　　）（　　　　　）K3（　　　　　）

使用部位
土台

外周柱下部1ｍ

（　　　　　）

現場処理

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

K3

K3

工場処理材

（　　　　　）

高耐久材

（　　　　　）

（　　　　　） K3 （　　　　　） （　　　　　）

外周筋かい下部1ｍ

外周木質系面材耐力壁下部1ｍ

（　　　　　）

塗り回数製品名（会社名）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

含水率測定の時期は、監理者の指示による。　

製造工場の認定書の写しを確認する。

日本農林規格の目視等級区分構造用製材、機械等級区分構造用製材を使用する場合は

検査項目

全数

全数

全数

全数

全数

全数とする。検査の結果、性能を満たさない材料については適用箇所を変更する等の措置を行う。

基づいて、適時抜取り検査を実施する。社内検査で試験本数や抜取り率の指定がない場合は原則

速やかに監理者に報告する。また係員の立会いを要する検査については、指定された試験要領に

　現場または加工工場に搬入された製材等は、加工に先立ち下記の要領で受け入れ検査を実施し、

（１）構造用製材

・特記無き場合は、動的試験は製材後（継手などの工場加工前に）に行う。

・特記無き場合は、含水率計による測定は、製材加工後の工場出荷前に行う。

　する同一部材の中から抽出し、木材の試験方法（JIS Z 2101）に準ずる。

・全乾重量法や静的ヤング係数試験は１荷口につき確認する本数で示す。試験体は実際に使用

　全国木材組合連合会の認定品を用いて測定することを原則とする。

　公的試験場にて行う。含水率計は日本住宅・木材技術センタ－認定品を、動的ヤング係数は

・含水率やヤング係数は刻印された表示の確認を原則とし、全乾重量法や静的ヤング係数試験は

・材種・等級は表示を確認し、外観・寸法検査は日本農林規格に準じて行う。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)、構造用合板、構造用パネル等

・搬入される全製品について受け入れ検査を実施し、特記仕様書等で指定された所定の製品である

ことを、日本農林規格(JAS)－MDF等の場合は日本工業規格(JIS)－の表示ラベルまたは出荷証明書

で確認すること。

３．耐久性（防腐・防蟻・耐候処理）

４．材料品質の検査方法 は適用項目を示すものとする。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合具について受け入れ検査を実施し、材質径、長さ

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・同等性能の接合具を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

木製品の接合具については、予め曲げ試験などにより性能の確認を行いその結果を報告する。

また必要に応じて立会いによる性能確認を実施する。

・現場または加工工場に搬入される全ての接合金物について受け入れ検査を実施し、材質、形状

製品名等について特記仕様書等で指定された所定の製品であることを確認すること。

・同等認定品や性能評価品等を用いる場合には、その主旨を監理者に申し出、承諾を得る。

（３）接合具

（４）接合金物

下記を除き、2．1木質材料に示す材の仕上げ後の断面寸法の許容差は各々の農林規格の寸法

許容差に準ずる。ただし、上限値が制限なしとなっている場合は、協議による。

（１）刻み時の注意

製材に背割りのある場合、曲げ材は断面の弱軸と背割りの方向を一致させる。

（２）加工寸法の精度

図面表示は仕上がり寸法である。 

構造用製材、構造用集成材、LVLの材長

（３）表面仕上げ

（４）面取り

ドリフトピンの接合金物等の穴径：ｄ+1.0ｍｍ

ドリフトピン・木栓の木材の穴径：ｄ±0ｍｍ（dはドリフトピン･木栓径）

(ｄ≦M12)、ｄ+1.5ｍｍ(ｄ≧M16)（dはドリフトピン径）

５．木材の加工

（１）輸送計画

製品の輸送に当たっては、建方計画に支障がないように、道路状況、現場作業手順等を考慮し

（２）集積・保管

（３）建方計画

（４）施工時の安全性

（６）建方精度

・建方精度に不具合が発生した場合は速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

６．運搬・建方

木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

　木質工事特記仕様書

本項の内容は特記無き限り、素材の日本農林規格などに準拠する。

部　位 樹種名 縦振動ヤング係数区分 等　級

（記入例）
で定められる区分で示す

Ef150など測定した縦振動ヤング係数 材の品質を１等、２等、

３等、４等で示す

種　類 材　質

JIS G 3532 SWM-N

径(㎜) 長さ(㎜) 使用箇所 頭部／胴部形状

（１）くぎ、木ネジ

Ｎ釘 鉄 耐力壁、床板、屋根
皿頭網目付き
/スムース

鉄

鉄

ＣＮ釘

JIS G 3532

平頭フラット

ＺＮ釘

鉄 JIS G 3532 石膏ボード用 平頭フラットＧＮ釘

Ｓ釘 ステンレス JIS G 4309 SUS304 耐力壁、床板、屋根
平頭フラット及び

網目付き/ｽﾑｰｽ

SWM-N

SWM-N

SWM-N

補強金物

接合具に錆を生じる恐れのある場合は適切な防錆処理を施す。鋼材の表面処理は特記による。標準

2.2　接合具

（２）木質構造用ビス

製品名 使用箇所

接合具の材質は一般普及品を使用することを原則とし、特殊なものを使用したい場合は特記とする。

平頭 フラット／バーブ

径(㎜) 長さ(㎜)

（３）ボルト、ナット、座金

含水率測定

ヤング率測定

材種・等級の確認

外観検査

寸法検査

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

抜き取り（部位：　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３）耐候処理（塗装）：劣悪環境に置かれる木材等を対象とする。

・工場処理材（注：現場の加工、切断、穿孔箇所などは、現場処理に準じる）

・高耐久材の使用（注：部材は心材あるいは心持ち材または集成材とする）

・現場処理： 塗布、吹付、浸漬　 300 2ml/m（特記無き場合は、処理量：　　　　　　　、処理回数：2回）

　　　AQ認証保存処理材：　１種　　２種　　３種

　　　保存処理材（性能区分）　 ：　K5　　K4　　K3　　K2　　K1

使用薬剤：日本しろあり対策協会または日本木材保存協会の認定品とする。

（注：接合部、亀裂部、コンクリートなどに接する部分は、特に入念な処理を行う。

給排水用塩化ビニル管に接する部分は、薬剤による損傷を防ぐため管を保護する。

処理方法は、日本しろあり対策協会の標準仕様書に準じる。）

めっき処理は溶融亜鉛めっき鋼板：Z27(JIS G 3302)　電気亜鉛めっき：Ep-Fe/Zn8/CM2とする。

種　類

呼び径六角ボルト

有効径六角ボルト

全ネジボルト

径(㎜) 長さ(㎜) 防錆処理、使用箇所など

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

 JIS G 3101

 JIS G 3505

JIS G 3507-1

SS400

SWRM8～10

SWRCH8～10

材　質

　　ボルト・ナットはJIS B 1180、JIS B 1181の規格及び付属書JAによる。

鉄

アンカーボルト

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

 JIS G 3101 SS400

JIS G 3507-1 SWRCH8～10

 JIS G 3505 SWRM8～10

 JIS G 3138 SNR400B,490B

ステンレス

鉄

ステンレス

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

生地

SPHC

SS400
鉄

ステンレス

・設計図及び標準図記載以外の座金は、特記なき限り用途ごと(引張、せん断)に下表により使い分ける。

座金の大きさ　　　　　 　　ボルト径

引張を受けるボルト

せん断を受けるボルト

厚さ

角座金の一辺

丸座金の直径

厚さ

角座金の一辺

丸座金の直径

8

4.5

40

45

3.2

25

30 35

30

3.2

60

50

4.5

10 12

6

60

70

3.2

35

16

9

80

90

4.5

50

20

9

105

120

6

60

24

13

125

140

6

70

ドリフトピン

種　類 材　質 径(㎜) 長さ(㎜) 防錆処理、使用箇所など

鉄

鉄
ラグスクリュー

（コーチボルト）

 JIS B 1180

 JIS B 1180
炭素鋼

は4Tに適合する

強度区分4.6又

炭素鋼

は4Tに適合する

強度区分4.6又 電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

電気亜鉛めっき

（　　　　　　　）

木栓 堅木（樹種：　　　　　　）

（４）ドリフトピン、ラグスクリュー、木栓

38 48 58 68

（５）接合金物、鋼材

種　類

筋かい耐力壁の

接合部

短期許容接合耐力 防錆処理、使用箇所など

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

メーカー等品　名

先端は、3～5mm程度面取りすること。

・ドリフトピンの先端テーパー部の長さ：10mm以下

尚、ボルトとの組み合わせにより耐力が決まっている羽子板ボルト等の座金は、その仕様に準ずる。（単位：mm）

・木栓はナラ・ケヤキ・カシ等、気乾比重0.6以上の広葉樹で、節や目切れ等の欠点の無いものとし

角座金

丸座金

生地

JIS G 4303 SUS304

JIS G 3131

SUS304JIS G 4303

JIS G 4303 SUS304 生地

（２）設計図書

設計図書とは標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答書を含む）をいう。

（３）準拠する図書

「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

「公共建築木造工事標準仕様書 平成25年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

「木造計画・設計基準 平成23年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)」 (日本住宅・木材技術センター)

「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版) 

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（※全て最新版による。）

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

2．設計図

3．特記仕様書

4．標準図

（４）設計図書の優先順位

設計図書の優先順位は下記による。

1．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

（５）疑義

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理方法について協議する。

（９）各種試験・検査報告書の提出

有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける。

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ自主管理能力を

（８）製作工場の選定、承諾

アップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、プレカット図を施工図と位置づける。

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて接合部のモック

（７）施工図及びプレカット図の提出

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

２．材料の品質 は適用項目を示すものとする。

2.1　木質材料

（１）構造用製材

本項の内容は特記無き限り、構造用製材を対象とし、製材の日本農林規格に準拠する。

【構造用製材】

部　位 樹種名 強度等級 乾燥処理 保存処理 材面の美観

1～3級または甲種Ⅱ

E50 ～E150 で指定

　　梁

（記入例）

　　柱

（記入例）

乙種 1～3級または

E50 E150 で指定

未仕上材 D15、D20、D25

仕上材 SD15、SD20

で指定

材面の品質の

基準により指定

K1、K2、K3、K4、K5

の性能区分で指定

造作用製材の

主要構造部には機械等級区分製材を用いることを原則とする。

背割りを行う部材の有無

有（背割りを行う場合は、見えがかり部・相欠き部材・構造用合板の釘接合面には行わない。）

強度等級を指定した材料は特に、材料の欠点の節、目切れ等に注意して材料を選定し、仕口

無

や接合部に欠点が当たらないように注意する。

材の曲がりについては、上記にかかわらず目視等級１級相当とする。

（２）構造用集成材、構造用単板積層材(LVL)

本項の内容は特記無き限り、集成材及び単板積層材の日本農林規格に準拠する。

【構造用集成材・LVL】

ラミナの枚数や特殊な試験については必要に応じて特記する。

ホルムアルデヒド

放　散　量
樹種名部　位

品　名
使用環境材面の品質

強度等級

（LVLの場合は区分） （LVLの場合は曲げ性能）

複数樹種の場合 同一等級、異等級、対称、

（記入例）

　　梁
E120-F330 １種、２種、 A、B、C F　☆☆☆☆

は最外層、中間 非対称、断面の大、中、 などと記載 ３種より示す で指定 等で指定
層を明示し記載　 小を記載

（３）構造用合板、構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等

単板の樹種及び構成や防虫処理については必要に応じて特記する。

部　位 寸　法
放　散　量

ホルムアルデヒド強度等級

（OSBの場合は曲げ性能）

板面の品質

（注1） （構造用合板の場合に記入）

接着の程度

屋外・常時湿潤な場所は特類

断続的に湿潤な場合は1類

厚さ

を記載

F　☆☆☆☆

等で指定

表面および裏面の品質

の基準(A～D)で指定

注1.　構造用合板の板面の品質は、通常は１級がB-C、２級がC-D

（記入例）

OSBの場合は、表面及び裏面に木材の小片の浮き上がりがないこと及び側面の切断面が平滑であること。
注2.　特注品の場合は納期に注意すること(2ヶ月以上)

【構造用合板・構造用パネル(OSB)、パーティクルボード、MDF等】

本項の内容は特記無き限り、合板及び構造用パネルの日本農林規格又はパーティクルボード及び

MDF等の日本工業規格に準拠する。

　　　　　　集成材　　：

　　　　　　接合金物等：

ｄ+1.0ｍｍ

ｄ+1.0ｍｍ （ｄ≦M12）、ｄ+1.5ｍｍ（ｄ≧M16）

（ｄ≦M12）、ｄ+2.0ｍｍ（ｄ≧M16）

（７）施工状況の検査

　　工事中に発生するボルトの緩み、接合具および接合金物に影響する材の割れ、接着面の

　　はがれ等に注意を払い、不具合が発生した場合は是正する。補強の必要がある場合は

　　速やかに監理者に報告し対応策を協議する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　　　　通り芯からの誤差　

　　　　　柱据え付け面の基準高さからの誤差　：

　　　　　階高

〔　　　　　〕

〔　　　　　　 　　　　 　　〕

・建方の精度基準は下記による。　

　　　（節点間のレベル差）　 

・芯出しは、型板を用いて基準墨に正しく合せて適切な機器等で正確に行う。

・アンカーボルトは鉄筋等を用いて組立て、適切な補助材で固定しコンクリートの打ち込みを

　行う。

・土台の穴あけはコンクリート打設後、ボルトの通り芯からのずれを実測してから行う。

対しては、必要に応じて仮設補強等の処置を施す。

柱に大きな引張力を与えるなどの場合は監理者の承認を受ける。また、強風などによる諸外力に

建方作業中および作業後、横架材上に諸材料または機械などの重量物を積載する場合、あるいは

養生、安全対策などについて検討し、建方計画書としてまとめる。

アンカーボルトの施工方法、建方スペース、建方機械、搬入・仕分け、地組み、足場計画、建方、

よる割れが発生するため避ける。

降雪や降雨に対する保護としてシート養生を行う。ただし、エアコンの効いた室内は乾燥に

集積の際は適当な受け台などを設け、材にねじれや曲がりの損傷を与えないように注意する。

　　　　　材種： （　　　　　　　　　　　　　　）（　　　　　　　　　　　　　　）　

　　　　　　軸組み工法の継ぎ手仕口及び金物工法の場合：±1.0ｍｍ以下

せん断用ボルト穴径　（ｄはボルト径）

　 製材（　　　　　　　）　　集成材･LVL（　　　　　　　）　　その他（　　　　　　　）

柱：（　　　）　mm 梁：（　　　）　mm

外観検査　　　加工寸法検査

（５）加工状況の検査

立ち会い検査

施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

集積場の確認　  

建方計画書の提出　

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

十分な検討を行う。また、輸送時に製品の品質を損なわないようにする。

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕輸送計画書の提出

施工時の安全性に対する検討書の提出　　　  　施工時荷重条件の通知

・アンカーボルトはダブルナットとする。　   適用除外　〔　　　　　　　　　　　　　　　〕

建物の倒れ　

梁の水平度　　

建物のわん曲　

柱据え付け面の高さ及びアンカーボルトの位置

　　　：　　　e≦H／2500+10mm　かつ　e≦50mm

　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　：　　　e≦Ｌ／700+ 5mm　かつ　e≦15mm

　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

　　：　　　e≦L／2500mm　かつ　e≦25mm

　　　　〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

〔　　　　　〕　±3mm以下　

：　　±3mm以下

：　　－5mm≦△H≦+5mm

アンカーボルト施工時の立会い検査

施工者自主検査記録の提出〔　

施工者自主検査記録の提出〔　　

地組み時の立会い検査

建方時の立会い検査

施工者自主検査記録の提出〔　

建方後の施工状況の検査

施工者自主検査記録の提出〔　　

最終確認

　　梁

　耐力壁

　　床

米松 E120-F330 F☆☆☆☆B対称異等級構成集成材 ２種

　 屋根

２　級

JIS G 3532

2.87

3.33

50.8

63.5

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆24

２　級

２　級

Ｃ－Ｄ

Ｃ－Ｄ

特　類

特　類

F☆☆☆☆２　級 Ｃ－Ｄ 特　類

400

700

40ｘ40

54ｘ54

厚 4.5

厚 6.0

11812.0

M12

M16

筋かいﾌﾟﾚｰﾄ BP2

　塗布ひのき

塗布

塗布

塗布

土台，柱，梁のうち無等級材

施工者自主検査記録の提出〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

 9.0

※ 告示1460号第2号に対応した柱接合金物

柱頭・柱脚接合部

横架材接合部

(株)ﾎｰﾑｺﾈｸﾀｰ （全ねじﾎﾞﾙﾄ ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入）

2d以上

12

 9

すぎ

米松 無等級

無等級

無等級ひのき

D15

D15

D15

　　梁

　　柱

　 土台

(株)タナカ

(株)タナカ 溶融亜鉛めっき 電気亜鉛めっき

（全ねじﾎﾞﾙﾄ ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入）

TL-150φ18

TL-400φ24

12.7 kN

(株)ﾎｰﾑｺﾈｸﾀｰ45.2 kN

(短期･引張) 

(短期･引張) 

K10PL-2

KS10-300 12.0 kN

16.9 kN (両面)

S－13
2025. 3.
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 木造軸組接合部標準図(1)

　確認する。但し、座掘り座金等、ナットと座金が一体になって土台に埋込まれる

Ｊ型アンカーボルトを用いる場合は、360 mm 以上とする。その他の 

引張金物専用アンカーボルトの呼び径は、M16以上とする。

-3.その他；    上記以外では、2.0m以内の間隔で設ける。

a).引張金物専用アンカーボルトの径

（２）引張金物専用アンカーボルト

b).引張金物専用アンカーボルトの基礎への埋込み長さ

引張金物専用のアンカーボルトの基礎コンクリートへの埋込み長さは、

200 程度

アンカーボルト

土台

女木

2
0
0
 
程
度

土台

アンカーボルト

又は柱芯
△ 通り芯,

200 程度

土台

(見下げ)(見下げ)

男木

(柱勝ち収まり等)仕口の場合 土台切れの場合

※ Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

【 Ｚマーク表示金物 】

【 Ｄマーク表示金物 】

【 Ｓマーク表示金物 】

   位置(柱芯より200mm内外)とする。

   耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部は、その両端の柱の下部に近接した

-1.耐力壁(筋交い,合板仕様共通)の下部；

主要構造部に使用する木材・木質材料の品質については特記仕様書で指定する。

（１）木材及び木質材料

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（１）

設計図書とは本標準図、特記仕様書、設計図、指示書（現場説明書及び質疑回答

工事に適用する。

木造の構法は、建築基準法施行令第3章3節に規定する木造軸組工法に適用する。

※本標準図は建築物及び工作物の構造上主要な部分に木材・木質材料を用いる

１．一般事項

なお、上記の方法はひとつの建物で混用して構わない。

また、本標準図は在来接合工法のみについて記載しており、金物工法を用いる

場合は、金物工法用の標準図を本標準図に追加して用いること。

書を含む）をいう。

設計図書の優先順位は下記による。

1．指示書（現場説明書及び質疑回答書）

2．設計図

3．特記仕様書

4．本標準図

疑義を生じた場合や工法の提案を行いたい場合には監理者に申し出、その処理

方法について協議する。

設計図書に基づき、当該工事の規模、加工内容に応じた技術と設備を備え、かつ

自主管理能力を有した製作工場及び木工技能者を選定し、監理者の承諾を受ける

施工者は、各種工事の試験・検査結果ならびに施工記録を提出する。

上記の仕様書に記載無き場合は、公共規格又はこれに準ずる規格を適用する。

本標準図に示す構造耐力上主要な柱及び梁の接合方法は、下記による。

・梁受け金物、及びホゾパイプ等による金物工法

・継手仕口による在来工法

本標準図で指定していない金物に変更する場合は、監理者の承認を得ること。

本標準図で扱う一般的な在来プレカット工場で加工可能な範囲は以下による。

これらを超える場合は、一般プレカット工場では加工できない為、任意形状の

加工が可能な加工機を有する工場を選定すること。

・梁:部材断面が幅90㎜～150㎜、梁成が幅と同寸～450㎜、及び材長６ｍ以下

・柱:90角～150角の正方形断面、長さ6ｍ以下

（１）適用範囲

（２）設計図書

（３）準拠する図書

（４）設計図書の優先順位

（５）疑義

（８）製作工場の選定、承諾

（９）各種試験・検査報告書の提出

（10）接合工法

「木造計画・設計基準 平成23年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修)

「木造住宅工事仕様書」 (住宅金融支援機構監修)

「公共建築木造工事標準仕様書 平成25年版」 (国土交通大臣官房官庁営繕部監修）

「日本工業規格 JIS A3301-2015 木造校舎の構造設計標準」(2015年改訂版) 

「木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)」 (日本住宅・木材技術センター)

（７）施工図及びプレカット図の提出

（６）製作要領書及び施工計画書の作成・提出

プレカット図を施工図と位置づける。

接合部のモックアップの作成を行う。プレカット工場を使用する場合には、

工事に先立ち各種の施工図を作成し監理者の承諾を受ける。また、必要に応じて

工事に先立ち、製作要領書や施工計画書を作成し、監理者の承諾を受ける。

（11）加工部材に関する留意事項

３．アンカーボルト

※共通事項

（１）土台固定用アンカーボルト

主要構造部に使用するくぎはJIS A 5508で規定される鉄丸くぎ（N釘）または

太め鉄丸くぎ（CN釘）または溶融亜鉛メッキ太め鉄丸くぎ（ZN釘）または

ステンレス鋼釘（S釘）またはせっこうボード用くぎ（GN釘）を用いる。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとし、造作用のビス（コーススレッド等）を用いてはならない。

使用箇所・呼び径・呼び長さ等については特記仕様書で指定する。

（２）接合具

a)くぎ

b)木質構造用ビス

c)ボルト・ナット・座金

（３）接合金物

d)ドリフトピン・ラグスクリュー

b)製作金物b)製作金物

a)規格金物

e)木栓・木ダボ

防腐防蟻処理及び耐候処理（塗装）は特記仕様書で指定する。

製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、製作金物の使用部位・材質・形状・寸法・溶接仕様・表面処理等については、

使用部位と金物の名称、材質、その他については特記仕様書で指定する。

・公益財団法人日本住宅･木材技術センターによる規格に準じた金物；

Ｚマーク表示金物 、又は Ｃマーク表示金物　

・性能認定金物；Ｓマーク表示金物

・同等認定金物；Ｄマーク表示金物

・JIS A 5531；木構造用金物

構造材の接合に用いる接合金物の規格は以下による。

書で指定する。

主要構造部に使用する場合は構造上必要な剛性・耐力・靭性が確保されるものを

選定することとする。使用箇所・材質・呼び径・呼び長さ等については特記仕様

４．接合一般

a).アンカーボルトの埋設位置； アンカーボルトの埋設位置は以下による。

設計図書に記載なきものは下記の図書に準拠する。（ ※全て最新版による。）

（１）釘接合

-2.土台切れの端部及び、土台の継手仕口；

   土台切れの端部及び、土台の継手仕口では、男木の端部に設ける。

   当該部分が出隅の場合は、出来る限り柱に近接させた位置とする。

（４）接着剤

（５）防腐防蟻処理及び耐候処理

２．材料

・釘の長さは材厚の2.5倍以上とする。

・構造耐力上主要な部分において、釘を引き抜き方向に抵抗させることは避ける。

・自動釘打ち機を使用する場合は、圧力を適切に調整するか、弱めの圧力で打込ん

　だうえに手で打込んで仕上げる等により、釘頭のめり込みを防ぐ。

・面材表面に対し、釘頭がめり込んではならない。

・木口面に打たれた釘は、引抜き方向に抵抗させることはできない。

※ 先孔の深さは、主材へのねじ込み深さの２／３程度とする。

（２）木質構造用ビス接合

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

比重が 0.5 以上の樹種・・・・呼び径の 60～75 ％

・木口面に打たれた木質構造用ビスは、引抜き方向に抵抗させることはできない。

上記以外の樹種 ・・・・・・呼び径の 40～70 ％

・締付けに先立ち、ボルトの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適している

　ことを確認する。

・締め付けを完了したボルトは、ねじ部がナットから２山以上突き出ていることを

（３）ボルト接合

・ボルトの締め付けは、座金等が木材に軽くめり込む程度とし、過度に締付けない。

　　は特記仕様書で指定する。

　　※ ボルト・ナット及び座金の使用部位、種類、材質、寸法、表面処理について

主要構造部に使用する場合は所定の強度が確保できる樹種を指定する。

節・目切れ等の耐力上の欠点のないものとする。

樹種・径等については、特記仕様書で指定する。

上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験評価

機関で試験成績書を取得して基準耐力が明示された金物を、規格金物として

使用できる。

特記仕様書及び設計図による。

適切な防腐防蟻処理については特記仕様書で指定する。

　2) 主要構造部に使用するボルト・ナットのねじはJISB0205に示すメートル並目

　　ねじとし、構造上主要な部分にはM12以上を用いる。

　3) ボルト及びナットを用いて木材及び接合金物を緊結する場合には適切な寸法

　　と厚みのある座金を用いる。

土台及び外壁の地盤面から1ｍ以下の構造材については適切な防腐防蟻処理を行う。

建築現場で用いる接着剤の名称・材質・使用環境等については特記仕様書による。

　1) 主要構造部に使用するボルト及びナットについては以下による。

・公益財団法人日本住宅・木材技術センター規格に準じた金物に使用するボルト

　及びナット

・ボルトはJIS B 1051 ,ナットはJIS B 1052 に規定される機械的性質を満たす

炭素鋼

・上記以外に、指定性能評価機関、又はそれに準じる公立の評価機関で試験成績

書を取得して、耐力が明示された金物に使用するボルト及びナット

原則として、構造計算による応力の検定に現場接着による接着剤の耐力は算入

しない。但し、たわみや振動等に対する剛性確保のために接着剤の効果を見込む

場合はこの限りではない。

200 程度

アンカーボルト

土台

柱

200 程度

≧
 
3
6
0

土台

引張金物専用
アンカーボルト

△ 基礎天端

≧
 
2
50

(見下げ)

※

※

　 埋込み長さ ≧ 360 mm

　 Ｍ16以上

アンカーボルト

　場合の必要埋込み長さを示す.

男木 女木

女木男木

土台

継手の場合

アンカーボルト

≧
 
2
5
0 70 程度 △ 基礎天端

(見下げ)

※ Ｊ型及びＬ型アンカーボルトを用いる

※

　場合の必要埋込み長さを示す.

アンカーボルトを用いる場合は、引張金物の耐力を満た埋込み長さとする。

　タイプのものについては、メーカーの使用条件による。

　ネジタイプを用いてはならない。また、鋼板の孔径は以下のとおりとする。

・引張力を負担する構造上主要な箇所のボルトで、設計図書で指定する部位のもの

　については、ダブルナット等、弛み止め等の適切な処置を行う。

　していることを確認する。

・座金の厚さと大きさは、同じ胴径のボルト接合部における規定値を用いる。

（４）ラグスクリュー接合

・締付けに先立ち、ラグスクリューの長さ、材質、呼び径、座金等が施工箇所に適

比重が 0.5 以上の樹種・・・・呼び径の 60～75 ％

・先孔を設ける場合の先孔の径は、以下のとおりとする。；

※ 先孔の深さは、ネジ部の長さと同寸以上とする。

・一度ねじ込んだラグスクリューは、抜き直して再びねじ込むことは避ける。

・ラグスクリューの挿入は、スパナやインパクトレンチ等を用い、必ず回転させて

　行う。ハンマー等での叩き込みによる挿入を行ってはならない。

（５）ドリフトピン接合

（６）木栓接合

・ドリフトピンは、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に

　用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・木栓は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い木質材料に用いる

　ものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・ドリフトピンは、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・木栓は、孔に密着させて使用し、木材に対し遊びがあってはならない。

・施工に際しては、木栓を孔に対し打込む時に、折れ曲がりや割れ、頭部の潰れ等

・木栓は湿気の少ない場所で保管し、現場においても水に濡れないよう注意する。

　が生じないよう注意し、無理な打撃を加えてはならない。

（７）グルードインロッド接合

・グルードインロッド接合とは、軸組部材の木口に先孔を開け、鋼棒等を挿入して、

　樹脂接着剤等を注入・充填させることにより、接着剤の付着抵抗と鋼棒等の引張

　によって、応力を伝達する接合をいう。

・グルードインロッド接合は、原則として、集成材やＬＶＬ等の寸法安定性の高い

　木質材料に用いるものとし、止むを得ず製材に用いる場合はＫＤ材とする。

・施工に際しては、所定の適用範囲や材料、手順、接着剤の使用環境、養生方法等

　を遵守して適正に行う。

・施工に際しては、孔に対しテーパーのある側を先端にして打込み、無理な打撃を

　加えてはならない。

上記以外の樹種 ・・・・・・・呼び径の 40～70 ％

・呼び径 M12以下；＋1.0mm

・呼び径 M16以上；＋1.5mm

・鋼板を側材に用いる場合のラグスクリューは、切削ネジタイプとし、転造

・アンカーボルト及び座金の品質と性能、表面処理等は、特記仕様書による。

S－14
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

≧30≧30

θ≧11.3 °

・ 登り梁の場合

ホゾ孔

≦
5
0

ホゾ

ボルト

締付け

（※ 特殊加工機対応）

AB

B A

A

E

F

F

D

D

C

（１）共通事項及びキーフレーム

(見下げ)

※ 柱持たせの柱幅は、大梁の幅と同寸以上とする。

A 柱-横架材仕口；一般部（土台共通)

横架材（土台,梁)

30

30

B 柱-横架材仕口；出隅部（土台共通)

57～59

57～59

ｈ
ｈ

≧35

ホゾ

ｈ
ｈ

ホゾホゾ

ｈ

85～88

≧35

ｈ
ｈ

ｈ
3
0

ホゾ

30

85～88

柱

横架材（土台,梁)

3
0

柱

横架材

※ 材せい150mm以下かつ、 上階から の柱や

≧
2
2

≧
7
0

柱

C 通柱―横架材仕口；胴差し C 通柱―横架材仕口；桁差し

直交梁を受けないと き に用いるこ と 。

2
2
≧

横架材

H

≧15

大入れ

ホゾ

h
2

h
1

大入れ

ホゾ
ホゾ

≧22

≦
1
5
0

ホゾ

≧70

≧2222～27

30

h1 ＝ H-5 mm 程度 

5

※ 胴差し で通し 柱に取り 付く 方向は、 ２ 方向までと する。

（見下げ） 小梁

h
2

h
1

≧10

大梁

h
1h
2

w1

B

小
梁

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

大梁
w1

1
8
≧

18≧
D 大梁－小梁仕口；蟻仕口

H

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

H

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

女木

男
木

1
8
≧

B

w1

（見下げ）

G 梁－梁仕口；逆蟻仕口 ※ バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。

　　柱持たせのおさまりとしなければならない。(下図参照)

小梁せいが大梁せいより大きい場合には、

※ 小梁せいが大梁せいより大きい場合；

※梁からこぼれないよう注意

（見下げ）

5 5

≧10

(
男
木
)

(男木)(女木)

(女木)

柱柱

大梁
w1

小梁

小
梁

B

w1

1
8≧

18≧

大梁

H
2 h

6060 15

h

H1 ≧ H2
女木 男木

h ＝ H2×(2/3) 程度 

H
1 H
2

E 梁－梁継手；腰掛鎌継

※ 材せいは、女木(H1)≧男木(H2) 

とする。

男木女木

6060 15

梁

1/4以上確保すること。　(h≧H×1/4）

※ 甲乙梁下端～梁下端までの寸法は、梁せいの

F 梁－甲乙梁仕口；大入れ

～ (B×1/4）※最大 ｂ＝15mm 

※ h ≧ H×1/4

H

h

甲
乙
梁

ｂ

（見下げ）

B

梁

ｂ

H

h

甲乙梁

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

w1

h
2 h
1 HH

h
2 h
1

女木

△ ※梁下端揃い

男木

18≧ ≧10

※ 斜め蟻の場合；

大梁

1
8
≧

小
梁 θ°

（見下げ）
※θ°≧ 26.6 

18≧

男木

※ バルコニ等の先端に架ける梁に用いる。

※ Hは大梁と小梁の重なり寸法を示す。

H 梁－梁仕口；茶臼仕口

▽ ※梁上端揃い、かつ

　女木せい＜男木せいw1

H

h
2 h
1

女木

≧
6
0

h
2 h
1

≧10

H

h1 ＝ (H×0.65)＋15mm 以上

w1 ＝ B－4(～2程度)mm 

女木

男
木

1
8
≧

B

w1

（見下げ） ホゾ

登り梁

陸梁

θ

（見下げ）

※棟束を挟まない場合

※木栓等

登
り
梁登

り
梁

陸梁

登り梁

締付けボルトホゾ
登り梁

※木栓等

（見下げ） 登り梁

θ

θ＝11.3°～45°

締付けボルト

θ

ホゾ

方杖

梁

(矢示)

θ

6～15

柱柱 まぐさ

6～15

Ｉ その他；まぐさ欠き

6
～
1
5

間
柱

間
柱

横架材

Ｊ その他；間柱欠き

横架材（土台,梁)

山形プレート等

（は）相当以上の接合金物

15程度15程度

（※直交材転び）

15程度

15程度 15程度

15程度

柱

(矢示)

（４）継手・仕口の補強金物

θ≦45°

※

≧
3
0

（※ 特殊加工機対応）

特殊加工機を用いることにより対応が可能な継手仕口の一例を、本節に示す。

柱柱柱

Ｎ 斜め柱差し大入れ Ｍ 斜め桁差し Ｌ 斜め胴差し 

大入れホゾ

横
架
材

横
架
材

横
架
材

大入れ

15程度

ホゾ

柱

横架材

柱

横架材横架材

ホゾ

ホゾ

大入れ

柱

大入れ

　 使用するコーナー金物は、羽子板同等以上の引張耐力を有するものとする。

※ Ｌ,Ｍともに、柱梁の緊結には引きボルトの代わりにコーナー金物を横使いとする。

※ Ｌ,Ｍともに、梁幅が柱からこぼれない範囲で用い、柱断面を調整して使用すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、加工工場が限定されるので注意すること。

特殊加工機を用いた継手仕口は、その形状により加工コストが増すので注意すること。

（３）特殊加工機を用いた標準的な継手仕口  (mm)

Ｋ その他；垂木欠き
※ 垂木下端に欠き込みを設けてはならない。

θ≦45°

※ 筋交い耐力壁の中桟も上図に準じる。

Ｏ 登り胴差し

θ≧45°

柱

登
り
梁

大入れ

Ｒ 登り座付きホゾ

柱

登
り
梁

ホゾ

柱

登
り
梁

θ≧45°

締付け

ボルト

ホゾ

Ｐ 登り桁差し Ｑ 登り斜めホゾ

柱

登
り
梁

ホゾ

S 登り梁合掌部 T 登り梁合掌尻 

U 方杖－梁仕口 V 方杖－柱仕口 

W 渡り顎 X 登り梁渡り顎

8
5
～
8
8

≧
3
0

≧
3
0

≦50

方
杖

θ≧11.3 °

85～88

≦
5
0

締付けボルト

柱

≦50方杖

ホゾ

（２）標準的な継手仕口  (mm)

締付けボルト

≦
5
0

θ≧11.3 °

≧30 ≧30

85～88

　　　 　　　 □ 長ホゾ     90 mm

　　　 　　　 □ 上記以外(   ) mm

h ；ホゾ長さ　□ 短ホゾ 45～60 mm

　　　 　　　 □ 上記以外(   ) mm

　　　 　　　 □ 長ホゾ     90 mm

h ；ホゾ長さ　□ 短ホゾ 45～60 mm

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

h2 ＝ 55mm以上, h1－25mm 程度以下 

※平12建告1460号表3

　引抜力を計算し、引抜力以上の

（梁-梁 接合部）
・水平構面の外周部横架材接合部

　においては、床水平構面による

　すること。

　耐力を保有する接合金物を使用

・上記以外の接合部には、7.5KN

　以上の引張耐力を保有する接合

　金物を使用すること。（右図参照)

（梁-梁 接合部）

　すること。

　引抜力を計算し、引抜力以上の

・水平構面の外周部横架材接合部

　においては、床水平構面による

　耐力を保有する接合金物を使用

・上記以外の接合部には、7.5KN

　以上の引張耐力を保有する接合

　金物を使用すること。（右図参照)

（小梁端部接合部）

・小梁端部接合においては、

　地震力によって外れ落ちる

　接合金物で緊結すること。

　以上の引張耐力を保有する

　ことのないよう、最低3.0kN

・耐力壁枠柱の柱脚・柱頭においては、耐力壁による引抜力を計算し、引抜力以上

　の耐力を保有する接合金物を使用すること。

θ≧45° θ≧45°

・上記以外の柱脚接合部には、5.1KN以上の引張耐力を保有する接合金物(平12建告

　1460号表３に対応する表符号の”は”相当以上)を使用すること。

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（２）

・化粧おさまりの場合

・孔深さ57～60

5
7～

6
0

,角座金

57～60

≦180

羽子板ボルト

短期基準引張耐力7.5kN以上

短冊金物 ビス又はボルト留め

両引きボルト

木造軸組接合部標準図(2)

S－15
2025. 3.

－－



・木造軸組工法住宅の許容応力度設計（2008年版）の詳細計算法による面材張り耐力壁については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

150 75 45 45 120 45 45 120

1
2
0

PP

P/3P/3P/3P/3P/3P/3

1
5
0

60
6
0

6
0

H
H

12 12120

9
0

30

6
0
6
0

30

6
0 9
0

9
0

30

5
0

6
0
6
0

30

30

9
0

9
0

120

1515

150

1
50

1
5
0

1
50

1
5
0

1
5
0
15
0

以下
300

3
0
0 以
下

150

150

150150

1
50

1
5
0

1
50

1
5
0

1515

150

6mm以上

木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（３）

面材：構造用合板　t=12㎜　両面張り

構造用合板t＝12mm(両面)

小屋耐力壁

間柱にN50@200以下で

釘打ち

小屋柱、梁にN50@75

５

７

８

１

７

４

９

２

５５４

７
８

１

１

ｱ

ｲ

EEEE

ｶ

５

５

５

５

６６

６６

７

７

８８

８ ８

８８

８８

DD

１

３

３

ACA

D D

ｶ

ｷｶｷ

ｸ

ｶ C

B
B

B

４

ｶ

Cｶ
ｸ

AA

D

ｶ

D

ｷ ｷ

Cｱ

ｸ

B

ｶ

B
B

４
ｶ

ｶ

ｸ A
C

ｶA

A
ｱ

１

B

１

A

A

B

１

１

A

ｱ

木質構造用ビスφ6、L130～150@100(2列)で留め付ける

（グリッド柱：Ｘ方向とＹ方向の主要鉛直構面の交点の柱）

小屋柱：120mm×120mm以上

高耐力壁を用いる場合のグリッド柱：150mm×150mm以上

９

・大臣認定を取得した耐力壁については、認定書に記載された適用範囲及び仕様を守ること。

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された耐力壁については試験成績書の仕様に準拠することとする。

6.3その他の耐力壁

（グリッド柱部）

補強金物付近

釘打ち要領図

７

8以上

D

D

構造用合板

構造用合板

D

柱

土台

７

７

柱

D

2階床大梁

構造用合板

2階床大梁2階床大梁

D

ｵ

ｴ
25以上

ｴ
25以上

ｱｱ

8以上

8以上

60以上
6015以上

60

25以上 15以上

60以上

25以上 15以上

60以上

15以上25以上
60以上

15以上
60以上

25以上

60以上
60

60
15以上

6
0

6
0 6
0

6
0

6
0 6
0

6
0 6
0

構造用合板

土台

柱 柱

土台

構造用合板

補強金物付近一般部

ｳｴｳｴ

ｳ

ｶ
ｱ

ｵ
ｶｶ

ｳ

ｱ

ｴ

ｱ

ｳｴ

ｳ

ｶｶ

柱ｱ
ｶ

柱

Dｴ
25以上

ｱ ｱ

50以上
15以上 60

60

6
06
0

6
06
0

8以上

25以上 15以上
60以上

25以上 15以上
60以上

構造用合板 柱

柱

ｳｴ ｴ ｳ

ｳ

ｶ
ｵ

ｶ

ｲ
ｶ

７　の受け材とグリット柱:

ｵ を除き、合板に対するへり空き:15㎜以上

金物が干渉しへり空きが確保できない合板部分のへり空き:8㎜以上

柱はりのへり空き:25㎜以上

2階耐力壁合板を２階床大梁へ留め付ける場合かかり代:50㎜以上

ｲ　を除き、柱及びはりに対するかかり寸法:60㎜以上

E

D

ｲ

ｱ

ｸ

ｷ

ｶ

ｵ

ｴ

ｳ

構造用合板はたて張り、４周を釘打ちする

間柱:N50＠90㎜打ち

横架材・柱・受け材：N50＠60㎜チドリ打ち

3)各部への釘打及びビス止め

耐力の金物を使用する

水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る

M16アンカーボルト耐力壁１P当り２本設ける

耐力壁のせん断を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト:

各階の柱頭柱脚部:

両側から柱に取り付く場合：厚さ30㎜×深さ60㎜ホゾ差し

片側から柱に取り付く場合：厚さ30㎜×深さ90㎜ホゾ差し

中桟端部ホゾ：

C 間柱両端:横架材への溝加工及び15㎜程度大入れ

B

A

2)各部仕口形状及び性能

柱頭柱脚ホゾ:厚さ30㎜×深さ90㎜以上

間柱:N50＠150㎜以下ｴ

（２）昭56建告 1100号に準じた耐力壁

２段の場合：6000mm≧H＞3000mm

中桟:　幅：柱と同寸、成≧柱幅

２段の場合（6000mm≧ H＞3000mm）

各部仕口形状は、（３）高耐力仕様構造用合板張り耐力壁を除き、木造軸組接合部標準図（２）5.軸組標準接合部に準ずる。

6.2耐力壁の仕様

6.1共通事項

６．耐力壁

（１）施行令46条に準じた耐力壁

主要鉛直構面の交点の柱(グリッド柱)は
150mm×150mm以上とする

７

４１

７７

ａ.条件及び仕様

間柱：見付け45㎜以上、見込み120㎜以上、間隔Ｐ/3以下

高さ：1800㎜≦H≦3650㎜

グリッド柱に取付く受け材：75㎜×120㎜以上

構造用合板継ぎ目部横つなぎ材：120㎜×120㎜以上

高耐力壁の端部および合板継ぎ目部の柱：120㎜×120㎜以上

８

７

６

５

間隔：900㎜≦P≦1000㎜

４

1)各部材料

３

２

１

本耐力壁を採用する場合は、設計図書に試験成績書を添付すること

（３）高耐力仕様構造用合板張り耐力壁（JIS A 3301標準仕様）：　短期許容せん断耐力⊿Qa＝29.6kN/m

耐力壁の土台と基礎との間は、無収縮モルタル又は十分な耐久力を持つスペーサー材を挿入し隙間を埋めること。

面材張り耐力壁の面材に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする。2mmを超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること。

柱の有効細長比（断面の最小二次率半径に対する座屈長さの比）は、150以下とすること。

B

B

BB

在来工法及び金物工法とも柱梁ビスどめタイプを基本とする

ように注意すること

梁受け金物が干渉しない

筋かいプレートのビスと

（在来、金物工法共通）

土台勝ち

１段の場合（H≦3000mm）

（片筋かい壁倍率　：2.0倍）

（たすき掛け壁倍率：4.0倍）

ａ.筋かい耐力壁：45×90以上

H１及びH２は、H／2内外

の間柱欠きに6～15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

端部は上下横架材間柱:幅30mm以上、間隔500mm以下

高さH≦3000mm：１段、　H＞3000mm：２段

筋かい：45mm×90mm以上(節,目切れ等軽微なもの)

柱間隔:900㎜≦P≦2000㎜

1)各部材料および寸法

３

２

１

５

４

A

梁梁梁梁

AAA

E
D

D

梁勝ち

（在来工法）

柱勝ち

（金物工法）（在来工法）

柱勝ち

筋かいの芯は、柱と横架材の内法面の交点にあわせる

中桟

15mm大入れ

H
１

H

A

F

C

中桟端部補強金物

H
２

３

５

１

１

P

C

イ

４
C

５

A

土台

桁

２

2Pの場合：16kN以上

1Pの場合：8kN以上

必要耐力

イ詳細図

耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカーボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設けるF

梁端部金物工法梁受け金物： 耐力壁の許容せん断力以上の引抜耐力を有するものとするE梁端部在来仕口部補強金物： 耐力壁の許容せん断力以上の引抜耐力を有するものとする

中桟端部: 15mm大入れの上、必要耐力以上の金物を横向きに使用

各階の柱頭柱脚部:

筋かい端部: 突き付けの上 筋かいプレート(２倍用)を使用

ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力を上回る耐力を有する金物を使用する

D

必要耐力：1Pの場合→8kN以上、2Pの場合→16kN以上C

B

A

2)各部仕口形状及び性能

H

A

F

３

１

両面釘打ち

2-N75

ア詳細図

P

５

ア

２

桁

A

土台

D

（片面張り壁倍率：2.5倍）

（両面張り壁倍率：5.0倍）

（片面張り壁倍率：2.5倍）

（両面張り壁倍率：5.0倍）
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ｱ

４
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A

A

土台

梁
ａ.面材張り大壁仕様耐力壁

ｴ

ｳ

ｴ

２ P

４

ｱ
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D
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５

１１

１ ｲ

B

H

３

A

A

ｲ

ｱ

ｱ

ｱ

４４

土台

梁

ｂ .受け材付き真壁仕様耐力壁

ｲ受け材の接合は ｂ. 　に準ずる

１ １

１

１

柱

４
４

両面張り耐力壁出隅部要領図

受け材: 幅45㎜以上

受け材と柱はり:N90@300mm以下(両面構造用合板(又はOSB)張りの場合は@150以下）

受け材のへり空き:12.5㎜以上

受け材に対するかかり寸法:22.5㎜以上

柱はりのへり空き:12.5㎜以上

柱及びはりに対するかかり寸法:22.5㎜以上

高さ：H≦6000mm３

中桟: 幅90㎜以上５

間柱: 幅30以上、間隔500mm以下(合板継目部は幅45㎜以上）４

柱間隔:600㎜≦P≦2000㎜２

面材：構造用合板　t=9㎜以上又はOSB t=9㎜以上

1)各部材料および寸法

１

高さ：H≦6000mm３

６中桟: 幅90㎜以上５

間柱: 幅30以上、間隔500mm以下(合板継目部は幅45㎜以上）４

柱間隔:600㎜≦P≦2000㎜２

面材：構造用合板　t=9㎜以上又はOSB t=9㎜以上

1)各部材料および寸法

１

間柱:N50＠150㎜以下ｴ

耐力壁のせん断力を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカー

金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする

構造用合板(又はOSB)の４周を釘打ちする

受け材、中桟: N50＠150㎜以下

合板に対するへり空き:10㎜以上

ボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設ける

耐力壁のせん断を土台から基礎へ伝えるアンカーボルト: M12以上のアンカー

を上回る耐力を有する金物を使用する

各階の柱頭柱脚部: ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力

D

間柱端部：突き付けの上、2-N75斜め釘打ち

中桟端部：突き付けの上、2-N75斜め釘打ち

3)構造用合板の釘打ち方法

ｳ

ｲ

ｱ

C

B

2)各部仕口形状及び性能

A

金物が干渉する場合は、金物を避けた位置に所定の本数を釘打ちする

構造用合板(又はOSB)の４周を釘打ちする

中桟:N50＠150㎜以下

横架材・柱：N50＠150㎜以下

合板に対するへり空き:10㎜以上

ボルトを耐力壁両端の柱近接位置（柱芯から200mm内外）に１本ずつ設ける

間柱端部：間柱欠きに6～15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

を上回る耐力を有する金物を使用する

各階の柱頭柱脚部: ホゾ差し等の上、水平力時に柱頭柱脚各部へ生じる引張力

D

中桟端部：まぐさ欠きに15mm大入れの上、2-N75斜め釘打ち

C

3)構造用合板の釘打ち方法

2)各部仕口形状及び性能

ｳ

ｲ

ｱ

B

A

(注)  (単位)mm

木造軸組接合部標準図(3)
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 木造軸組接合部標準図(4)

1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜又は28㎜横架材に直張り

甲乙梁:90㎜×90㎜の正角材又は幅75㎜×成120㎜製材を平使い

大梁側面に取り付ける床受材:幅55㎜～75㎜×成120㎜の製材

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける

構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

甲乙梁端部は床受け材に対して床受け材を深さ15㎜×成60㎜

切り欠き甲乙梁は成60㎜分大入れし床受け材勝ちの納まりとする

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠75㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に

留め付ける

大梁側面へ取り付ける床受材は木質構造用ビスφ6,L130～150

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN75＠150㎜日の字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

構造用合板はN75＠150㎜ロの字釘打ちで横架材,甲乙梁,床受材に留め付ける

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする
立面図

2mmを超える場合は隣り合う釘との中間部に増し打ちすること

ロの字釘打ちは構造用合板上に直接フローリングを貼る構成の場合、 1)各部材料

面材：構造用合板t=24㎜登梁及び母屋に直張り

母屋:幅120㎜×成120㎜の製材

　　 多雪区域(3級及び4級)の場合は幅120㎜×成150㎜の製材

軒先転び止め:幅105㎜×成300㎜の製材を用い,天端は屋根面に合わせ切り欠く
側面図 側面図平面図 軒先転び止めの外面に直貼りする構造用合板:t=12㎜

2)各部仕口形状及び性能

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には母屋を設ける

屋根の合板レベルに対して低い位置にある軒先の大梁上に転び止めを設け構造用合板

を受ける構成

母屋端部は登梁に対して深さ15㎜程度の大入れ

3)各部への釘打及びビス止め

13.5kN/m仕様:構造用合板はN75＠75㎜4周(ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

19.1kN/m仕様:構造用合板はN75＠50㎜4周(ロの字)釘打ちで登梁及び母屋に留め付ける

母屋端部に対して吹上対策として木質構造用ビスφ5,L150（頭部径φ12.5以上

軒先大梁と転び止めの外面に直張りする構造用合板は，N50くぎを50 mmピッチの

大貫通孔:d≦H/4かつ150㎜

小貫通孔:d≦30㎜(隣り合う孔は3d以上離す)

縦小貫通孔:d≦b/6かつ30㎜

穴径がL/2(50cm程度）接合金物用切り欠きライン
までなら四周を受け材等で

補強して面材を釘打ちすれば可

水平方向の受材等は

注意事項：ひねり金物を使用する際、軒先・棟だけ 両端を軸組の柱に対して
　　　　　でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する 斜めビス止め等で緊結する

穴径が12t以下かつ

L/6以下ならば補強不要

部：小開口を設けることが

できる範囲

注意事項：転び止めを使用する際、軒先・棟だけ

　　　　　でなく垂木ｰ母屋の接点全てに使用する

　　　　　N75釘4本(表2本と裏2本を千鳥配置)

3)各部への釘打及びビス止め

構造用合板はN50＠150㎜で川の字に垂木に留め付ける

転び止めを梁に2-N75斜め釘止め
b:面材左右端まで10㎜

垂木の留め付けは、垂木の側面から軒桁、母屋、棟木3)各部への釘打及びビス止め
c:軸材端まで（最小値）12.5㎜

構造用合板はN75＠150㎜で日の字に垂木に留め付ける

注意事項：構造用合板（又はOSB）に対する釘頭のめり込みは、2mmを限度とする

（１）2階床水平構面の条件及び仕様

短期許容せん断耐力
B14.1kN/m(注)  (単位)mm

7.1共通事項

・各部仕口形状は、（３）高耐力仕様屋根・床水平構面を除き、木造軸組接合部標準図（2）5.軸組標準接合部に準ずる。

・木造軸組み工法住宅の許容応力度設計（2008年）の詳細計算法による水平構面については、同書の規定に準拠することとし、釘ピッチ配列等の仕様については設計図による。

・指定性能評価機関またはそれに準じる公共の評価機関で成績書を取得して耐力が明示された水平構面については試験成績書の仕様に準拠することとする。

7.2水平構面の仕様

（１）木造軸組工法住宅の許容応力度設計に準じた床構面

（a）日の字釘打ち （b）ロの字釘打ち C
短期許容せん断耐力 短期許容せん断耐力

7.84kN/m 3.53kN/m

ｱ D

ｲｱ
ｲ

ｲ

（２）屋根水平構面の条件及び仕様

短期許容せん断耐力

A
13.5kN/m（合板釘ピッチ75㎜）
19.1kN/m（合板釘ピッチ50㎜）

B

認定仕様例示）日合連（JPMA）仕様耐力壁-床勝納まり 筋違金物による床勝ち納まり告示耐力壁-床納まり
AA大壁合板耐力壁-床構面 真壁合板耐力壁-床構面 筋違耐力壁-床構面 大壁合板耐力壁-床勝 真壁合板耐力壁-床勝 筋違耐力壁-床構面

（筋違勝） 認定番号：FRM-0298 （床勝:大臣認定仕様）認定番号：FRM-0296（壁勝） （壁勝）
ｱ会社名　（　　　　　　　　）

Cｲ ｱ

ｳ

ｲ

8.1　梁貫通孔の条件及び仕様（２）木造軸組工法住宅の許容応力度設計に準じた屋根構面
ひねり金物

（a）登梁-厚合板 （b）垂木-合板
短期許容せん断耐力 短期許容せん断耐力
7.84kN/m(勾配面に対して） 1.96kN/m(勾配面に対して)

転び止め

１

２

A

B

C

D

１ １

２ ２

３ ３

４

４

A A

B

B

C

1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼

甲乙梁:幅45㎜以上×せい45㎜以上・梁及び甲乙梁の間隔1000㎜以下

2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：

水平力時に継手、仕口各部へ生じる引張力を上回る耐力の金物を使用する

構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には甲乙梁を設ける

高低差のある梁へは側面に床受け材を取り付け構造用合板を受ける構成

甲乙梁端部は小梁に対して深さ15㎜程度の大入れ　N75　1本斜め打ち

剛性・耐力に影響しない
面材耐力壁の小開口の設け方

面材厚:t

1)各部材料および寸法 1)各部材料および寸法

面材：構造用合板t=24㎜～30㎜横架材に直貼 面材：構造用合板t=9㎜～15㎜(横置） 面材短辺寸法:L

登梁：幅105㎜以上×せい105㎜以上　間隔1000㎜以下 垂木：幅45㎜以上×せい45㎜～90㎜＠500㎜以下

甲乙梁：幅45㎜以上×せい45㎜以上　間隔1000㎜以下 小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上

小屋耐力壁：15㎜以上×90㎜以上 (端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 斜め打ち
(端部は平12建告1460号の筋違耐力壁の接合) 転び止め：45㎜×60㎜程度

＠(垂木ピッチ）

a2)各部仕口形状及び性能 2)各部仕口形状及び性能

各仕口部分：水平力時に継手、仕口各部へ生じる 母屋ピッチ:1000㎜以下

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき引張力を上回る耐力の金物を使用する

e

構造用合板（横置）構造用合板の継目及び釘打ちを行う部分の直下には るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小

甲乙梁を設ける

耐力壁から勾配屋根水平構面までせん断力を伝達でき

a

るよう、耐力壁線上には同等以上の壁量となるよう小 b b

a:面材上下端まで10㎜

の上面に対してN75釘2本打ち

認定番号（　　　　　　　　）

A
A

AA

ABA

B
ABA

D

A
A

C B

B A
A

7.3　JISA3301仕様高耐力水平構面

７．水平構面

撓み等に注意する事

８．貫通孔
8.2　耐力壁貫通孔

(1)小開口付耐力壁：木造軸組工法住宅の許容応力度設計(2008年版)

※壁倍率7倍までの孔開けルール

大貫通孔を設ける

ことができる範囲

（2）高耐力仕様合板貼耐力壁（JISA3301標準仕様）

※壁倍率7倍を超える場合の孔開けルール（JISA3301仕様）

a)貫通孔基準

a 小貫通孔(d≦30㎜)
梁の側面に小貫通孔を 1区画につき1か所までなら補強不要
設けることのできる範囲

b 小貫通孔×3(外接円の径d≦240㎜)

四周を補強受材で補強

面材1枚につき1か所のみ可

c 大貫通孔(d≦240㎜)

四周を補強受材で補強

面材1枚につき1か所のみ可
梁の上下面に小貫通孔を b)釘打ち及び断面
設けることのできる範囲 d 合板から補強受材へN50@90㎜で釘打ち
（大貫通孔は不可）

補強受材は間柱と同寸以上の断面

e 補強受け材の留め付けは斜めビス2本止め

を150 mmピッチの二列打ちとして留め付ける

ねじ部長さ50以上）1本を斜め打ちとする

千鳥打ちとして留め付ける

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事

屋耐力壁（くも筋違い）を設ける事
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木　造　軸　組　接　合　部　標　準　図（４）

部：小開口を設けることが

できる範囲
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横架材 a d

5
0

H
/
3

50 50

e

垂直補強受け材H H
/
3

間柱 水平補強受け材

d
≦

2
4
0
㎜

以
下

b

H
/
3

柱柱

5
0

中桟

5
0

50 50c

d
間柱

垂直補強受け材

水平補強受け材

e
d≦

240㎜
以
下

5
0

横架材

S－17
2025. 3.
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F3

F11

1
5
0

4
0
0

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

9,100

S1 S2 S3 S5 S6 S7 S9

2,730

4,550 4,550

1,820 1,820 1,820 1,820

F
3

T4

T3

T2

T1

1
,
8
2
0

5
,
4
6
0

7
,
2
8
0

180

X4X2 X3X1

収納

玄関

倉庫

ポーチ

+250

+100

+15

+45

+200

+150
F
2

F
3

F3

F
1

F
1

F1

F4

F4

F
1

F4

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

1
,
8
2
0

1
,
82
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
0
,
9
2
0

1,350

6,690

5,340

4,1401,200

■凡例

：設計GLからのﾚﾍﾞﾙ差を示す

：鋼製束

基礎伏図　S＝1/100

木造補強　基礎伏図

事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)事務室棟(木造)会議室棟(RC造)

S=1/20

S=1/20

▽１FL

▽基礎天端

▽設計GL

各 D10＠200

D13
D13

3
0
0

2
5
0

2
0
0

▽１FL

▽基礎天端

▽設計GL

3
0

1
2
0

1
5
0

D13

各 D10＠200

D13
D13D13

120 120

3
0

1
2
0

3
0
0

2
5
0

2
0
0

捨てｺﾝｸﾘｰﾄ t=50

砕石 t=120

1
5
0

120

450
50 50

50
270

150

4
0
0

+100

1,3001,430

F11

F
3

F11

F11

F3A

F3A

F
3
A

F3A

F3

F
3
A

新設基礎　断面図

既存基礎 補強断面図

①断面

F11

F3A

▽１FL

▽設計GL

▽基礎天端

差筋ｱﾝｶｰ 
D10＠200

差筋ｱﾝｶｰ 
D10＠200

D13

既存土間ｺﾝｸﾘｰﾄ

F
3
A

F3A

各 D10＠200(ｼﾝｸﾞﾙ)

1
2
0

1
2
0

土台(105x105)

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(M12)

通気ﾊﾟｯｷﾝ t=20

通気ﾊﾟｯｷﾝ t=20

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ(M12)

土台(105x105)

既存土台(105x105)

S－18

(YR束　YR-2438 同等品)

2025. 3.

廊下

会議室

：防湿ｺﾝｸﾘｰﾄ t=100 新設部分

：既存 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120部分

：土間ｺﾝｸﾘｰﾄ t=120 新設部分

　ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ t=0.15敷＋ｸｯｼｮﾝ砂 t=30

 (ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ φ6 150角敷込み)

：調整束

+220

①

+250 1
,
0
7
0

1
,
6
6
0

2
,
5
0
0

F11

F3A



と

ち １０kN 引き寄せ金物 同等品 ２個使い 3.6 以下 20.0 kN

Ｖ字型金物
は

Ｔ字型金物
1.0 以下 5.1 kN

W1

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

表１．接合部の仕様と倍率

符号 接合部の仕様
　　倍率

接合部
必要耐力部位

筋交い
45ｘ90

30ｘ90

筋交いプレート（BP-2）同等品

筋交いプレート（BP）同等品

へ １０kN 引き寄せ金物

と １５kN 引き寄せ金物 同等品

1.8 以下 10.0 kN

2.8 以下 15.0 kN

柱頭･柱脚

接合部

い 短ほぞ差し 又は かすがい打ち  ０ 以下 1.08 kN

9,100

S1 S2 S3 S5 S6 S7 S8 S9

2,730

4,550 4,550

1,820 1,820 1,820 1,820

1,820 910

T4

T3

T2

T1

1
,
8
2
0

5
,
4
6
0

7
,
2
8
0

180

X4X2 X3X1

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
0
,
9
2
0

1,350

6,690

5,340

4,1401,200

Y9

X1 X2 X3 X4

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

5
,
4
6
0

5
,
4
6
0

1
0
,
9
2
0 9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

4
,
5
5
0

6
,
3
7
0

1
0
,
9
2
0

6,690

1階 耐力壁配置･柱頭柱脚金物　S＝1/100 2階 耐力壁配置･柱頭柱脚金物　S＝1/100

1,300
W1

：構造用合板直張り 特類2級以上t=9㎜ 同等品

：新設 筋交い（45×90）ﾀｽｷ掛け

：新設 筋交い（45×90）

：既存 筋交い金物補強（45×90）ﾀｽｷ掛け

：既存 筋交い金物補強（45×90）

：耐震要素壁を示す

  くぎ N50 四周打ち@150㎜以下

  入隅・継ぎ目部：間柱45ｘ105

へ へ
へ へと と

と

ととと と

W1W1 W1

W1

W
1

W1 W1W1

W1W1

W1

W1

W1

W1

W1

W1
W
1

W
1

と

：柱頭柱脚金物 符号（表１参照）

[ 木造部分 補強凡例 ]

：既存柱 柱頭柱脚金物 補強

：新設 柱 105ｘ105（柱頭柱脚金物 設置）

と

とと

と と と

へ

へ

へ

とと

と

と

へ

へ

と

へ

へ

へ

へ

W
1

W
1

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ

へ へ

と

と
と

へ
へ

W1 W1W1

へい

とへ

W1W1

木造補強
　耐力壁･柱頭柱脚金物 平面図

W
1

と

へ

S－19
2025. 3.



7
5
0

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 木造補強　軸組図（1）

S－20
2025. 3.

105x105105x105

W2

W2

105x105

W2

W2

105x105

S7 通り

105x105105x105105x105

W2

W2

105x105

S2 通り

1
,
1
5
0

8
7
5C1

T3

1,210

3,030

105ｘ105

T2

9101,820

2,730

S7 S8 S9

W1

105ｘ105

T4-610 通り

1,3001,430

2,730

S7 S9

W2

105ｘ105

2
,
3
4
5

2
,
7
9
5

▼軒高

4
5
0

▼１ＦＬ

T2 通り

▼設計ＧＬ

▼設計ＧＬ 4
5
0

3
,
7
0
0

4
,
1
5
0

▼軒高

▼１ＦＬ

▼設計ＧＬ

▼１ＦＬ

▼軒高

4
,
1
5
0

3
,
7
0
0

4
5
0

T1 通り

W1 W1

105x105 105x105 105x105 105x105

（既存 小屋梁）

8
7
5

1
,
8
0
0

105x105 105x105 105x105 105x105

T3 通り

105x240 105x240 105x240 105x240 105x240

S1 S2 S3 S5 S6 S7

9,100

1,820 1,820 1,820 1,8201,820

S1 S2 S3 S5 S6 S7

9,100

1,820 1,820 1,820 1,8201,820

105x150

6101,2101,8201,8201,820

7,280

T1 T2 T3 T4T2 T3 T4

1,8201,8201,8201,820

7,280

T1

（既存 小屋梁） （既存 小屋梁）

C1

W1

T3

9101,210

3,030

910

105ｘ105

T2

S9 通り

1,820

S7-1430 通り

2
,
0
4
0

C1

[ 凡例 ]

横架材・筋交い 材種： べいまつ

特記以外の柱は、既存柱を示す 105ｘ105・

新設柱 [C1］：すぎ 105ｘ105

耐力壁 [W2］：ﾀｽｷ掛け筋かい（4.0倍）

耐力壁 [W1］：面材耐力壁（2.5倍）

・・

・

[ 特記事項 ]　

・

・

：間柱 30x105＠910

：間柱 45x105＠910

：窓台 45x105

　（ﾎﾞｰﾄﾞ継ぎ目部分）

：普通合板 t=9張り

土台

T4 通り

W1 W1

105x105 105x105 105x105 105x105105x105105x105

W1

C1C1

8
7
5

1
,
3
5
0

S1 S2 S3 S5 S6 S7

9,100

1,820 1,820 1,820 1,820910 910

105x240 105x240 105x240 105x240 105x240

105x150

土台

7
5
0

5
5
0

1
,
2
7
5

7
5
0

7
5
0

※ ※

※ ※

・※部：軸組外周部 防腐防蟻処理剤 塗布

8
1
9



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 木造補強　軸組図（2）

2025. 3.

▼設計ＧＬ

Y1 通り

▼１ＦＬ

4
5
0

2
,
6
0
0

▼２ＦＬ

6
,
3
5
0

3
,
3
0
0

3
,
3
0
0

Y6 通り Y4･Y7 通り

X2 X3 X4 X3 X4

C1

5,340

9101,200 910 2,320

W1

W1 W1 W1

W1

910

4,140

1,3651,865

W1 W1

W1
(両面)(両面)

X4

910

C1 C1

105x105 105x105 105x105105x105 105x105

9
7
5

1
,
3
0
0

1
6
0

1
,
8
0
0

▼２ＦＬ

▼設計ＧＬ

▼１ＦＬ

4
5
0

6
,
3
5
0

▼２ＦＬ

2
,
6
0
0

3
,
3
0
0

X1 通り X3 通り X4 通り

Y6 Y7 Y8 Y9 Y6 Y7 Y8 Y9Y1 Y4Y2 Y5 Y6 Y7 Y8 Y9Y1 Y4Y2 Y5

910 1,820 1,820

4,550

W3W3

W1 W1

910

Y5

1,820 1,820

10,920

910 910 1,8201,8201,820

W1W1

1,820 1,820

10,920

1,8201,8201,820 910 910

W1

[ 凡例 ]

横架材・筋交い 材種： べいまつ

特記以外の柱は、既存柱を示す 105ｘ105・

新設柱 [C1］：すぎ 105ｘ105

耐力壁 [W2］：ﾀｽｷ掛け筋かい（4.0倍）

耐力壁 [W1］：面材耐力壁（2.5倍）

・・

・

[ 特記事項 ]　

・

・

・ 間柱 30ｘ105＠455

：間柱 30x105＠910

：間柱 45x105＠910

：窓台 45x105

　（ﾎﾞｰﾄﾞ継ぎ目部分）

：普通合板 t=9張り

土台

Y9 通りY8 通り

X1 X3X1 X3

1,3001,250

2,550

1,3001,250

6,690

X4

1,410 9101,820

W2 W2

C1C1

W1 W1 W1

C1

土台土台

7
5
0

7
5
0

7
5
0

7
5
0

※ ※

※ ※ ※

・※部：軸組外周部 防腐防蟻処理剤 塗布

105x105

S－21



T4

T3

T2

T1

1
,
8
2
0

5
,
4
6
0

7
,
2
8
0

180

X4X2 X3X1

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
0
,
9
2
0

1,350

6,690

5,340

4,1401,200

1階 床伏図　S＝1/100

180

事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)事務室棟(木造)会議室棟(RC造)

土台

土台

土台

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

9,100

S1 S2 S3 S5 S6 S7 S9

2,730

4,550 4,550

1,820 1,820 1,820 1,820

1,430 1,300

S－22

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

4
,
5
5
0

6
,
3
7
0

1
0
,
9
2
0

X1 X2 X3 X4

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

1
0
,
9
2
0

5
,
4
6
0

5
,
4
6
0

休憩室棟　2階床伏図　S＝1/100

物置

押入押入

階段

更衣室

105x270

105x270

105x270

105x270

105x270

105x240

105x240

105x150

105x270

105x240

1
0
5
x
2
7
0

1
0
5
x
1
5
0 休憩室

S=1/20畳床部分  断面詳細図

▽2FL

床梁

2階根太 落し込み

50x105＠455

ｺﾝﾊﾟﾈ t=12

畳敷き t=60

根太 45ｘ90＠455

コンパネ t=12

1
4

2
7
0

1
6
0

復旧部分

■凡例[ 木造部分 補強凡例 ]

：新設 柱(すぎ) 105ｘ105
土台

：新設 防腐土台 105ｘ105

：新設 大引き 90ｘ90

　構造用合板 t=28＋ﾗﾜﾝ合板 t=9張り

：新設 床部分

　大引き間 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ t=60

：既存土台 (防腐防蟻処理）

：根太 50ｘ105＠455 落し込み

：根太 50ｘ105＠300 落し込み

：畳床 部分（FL+160）

　特記以外 105ｘ105 

：既存床梁を示す

2025. 3.

土
台

木造補強　各階床伏図
1: 20

2
,
5
0
0

4
,
7
8
0

土台

床
根

太
 
4
5
x
9
0
@
3
0
3
 
新

設

450 6,240

土
台

既存 大引き

既
存

 
大

引
き



S1 S2 S3 S5 S6 S7 S9
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設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

9,100 2,730

　小屋伏図･垂木伏図
木造補強

1,430 1,300

1
,
8
2
0

7
,
2
8
0

1
,
8
2
0

Ｔ
１

(既
存

利
用

)

Ｔ
１

(既
存

利
用

)

Ｔ
１

(既
存

利
用

)

Ｔ
１

(既
存

利
用

)

(既存桁梁)

(既
存

桁
梁

)

(既存桁梁)

(既
存

桁
梁

)
ＷＧ１ ＷＧ１ ＷＧ１ ＷＧ１ＷＧ１

6
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
2
1
0

3
,
0
3
0

1
5
5

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

(既
存

桁
梁

)

Ｗ
Ｇ

２

ＷＧ２

事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)事務室棟(木造)会議室棟(RC造)

事務室棟　小屋伏図　S＝1/100

②

②

9,100 2,730

1
,
8
2
0

5
,
4
6
0

7
,
2
8
0

1
,
8
2
0

事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)事務室棟(木造)会議室棟(RC造)

事務室棟　垂木伏図　S＝1/100

Ｔ
１

Ｔ
１

Ｔ
１

Ｔ
１

1,820 1,820 1,820 1,8201,820

4
3
8

母屋 新設

1,430 1,300

：小屋束 位置

：母屋 90ｘ90＠910

■ 垂木伏図 凡例

：垂木 45ｘ60＠455

■ 小屋伏図・垂木伏図 部材リスト

Ｔ１

ＷＧ１

ＷＧ２

小屋束

ｷﾝｸﾞﾎﾟｽﾄﾄﾗｽ

母　屋

方　杖

垂　木

：小屋組み 新設部分

S－23

火打ち

べいまつ　105ｘ240

べいまつ　105ｘ150

すぎ　　　105ｘ105

べいまつ　 90ｘ 90

べいまつ　 90ｘ 90

べいまつ　 45ｘ 60

火打ち金物 HB 又は

べいまつ　 90ｘ 90

：１階柱 位置

：新設 小屋束

　105ｘ105＠910

■凡例

：小屋組み 新設部分

▽軒高(B)

▽最高高さ(B)

2
,
2
5
4

820

10
4.5

900

棟換気

Ｔ１

新設(WG1)新設(WG1)

新設(WG2)

新設(WG2)

(小屋束)
新設

新設
(方杖)

新設
(小屋束)

[②断面]　トラス改修図　S＝1/60

新設(WG2)

4,5509101,8201,820

T6 T4 T3 T1

既存トラスﾄﾗｽ切断 部分

：火打ち 新設

4
,
5
5
0

9
1
0

(上部 WG2) (上部 WG2) (上部 WG2) (上部 WG2) (上部 WG2)

ＷＧ２ ＷＧ２ ＷＧ２ ＷＧ２ ＷＧ２

ＷＧ１ ＷＧ１ ＷＧ１ ＷＧ１ ＷＧ１

(上部 WG2) (上部 WG2) (上部 WG2) (上部 WG2) (上部 WG2)
1
,
6
3
8

8
1
9

2025. 3.

1: 60



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名 称

(A3)N.S.
１ 級 建 築 士

阿 部 公 男

登録 2 0 7 8 3 3 号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12 ＴＥＬ (0198) 23-1088 ＦＡＸ (0198) 23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録 第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

E－01

電気設備工事 特記仕様書

４．指定部分

３．工事種目（●印の付いたものを適用する。）

●

〇 範囲： 工期：令和 年 月 日

なし

あり

○ 材料、撤去材等の運搬方法（建築工事編2. 2 . 1 表2 . 2 . 2による。）

○ 既設部分の養生

○ 仮設間仕切り

一

般

共

通

事

項

○種別 Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種

○種別 Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種

行う○
○ 行わない

（ ビニルシート等○ ○ ）

各

設

備

一

般

共

通

事

項

●

●

○

○

○

●

○

●

○
○

○

○

●
●

○

●

○

備 考

○
○
○
○

情報表示設備

テレビ共同受信設備

防犯・入退室管理設備

中央監視制御設備

監視カメラ設備

火災報知設備

駐車場管制設備

電熱設備

受変電設備
電力貯蔵設備

雷保護設備

誘導支援設備

構内情報通信網設備

音響設備

構内交換設備

発電設備

電灯設備

電気自動車用充電設備

拡声設備

構内通信線路
構内配電線路

○

屋 内
工 事 種 目

屋 外

● 動力設備

● 電源周波数

支持金物
・固定金具

はつり

非破壊検査

あと施工アンカー

撤去跡の補修

既存施設等の復旧

●

○

●

●

●

５０ＨＺ

はつり工事は、事前に走査式埋設物調査を行い、監督職員に報告する。

イ）放射線透過検査等による埋設物の調査
ロ）範囲は監督職員の指示によるものとし、費用は別途とする。

金属拡張系アンカー
イ）あと施工アンカー 接着系アンカー （ 接着剤（有機系））

（ 本体打込み式 ）
ロ）試 験 性能確認試験 ○ 行う ○ 行わない

施工後確認試験 ○ 行う ○ 行わない

機器撤去後の天井、壁及び床等の補修は既存仕上げと同等の補修とする。

施工に際し既存設備、施設等に損害を及ぼした場合は、原状に復旧する。

イ）屋外機器及び屋外の配管に使用する支持金物（ボルト類）はステンレ
ス製（ＳＵＳ３０４）とし、屋外機器のアンカーボルトのナットには
ナットキャップ（樹脂製）を取り付ける。

ロ）振動を伴う機器の支持金物のナットはダブルナットとする。

○ 既存盤の改修

各機器の個別運転後に下記の設備について総合動作試験を行い、
試験成績書を監督職員に提出する。
○ 照明制御装置 受変電設備○ 電力貯蔵設備
○ 発電設備 ○

○
○

分電盤○ ○
○ 下記盤類の改修等は、製造者等による作業とする。

○ ○制御盤 受変電盤

○ 盤類の工事完了後に、単線結線図の更新を行う。

総合動作試験○

● 電線・ケーブル

厚鋼電線管

合成樹脂製可とう管

電線本数、管路など

インサート

●

●

●

●

新設する電線類は、図面に「ＥＭ－○○」の記載がなくとも、ＥＭ電線、
ＥＭケーブルを使用する。

分電盤、制御盤、端子盤などの２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本
数、管径などは、監督職員の承諾を受けて、変更してもさしつかえない。

床版で断熱材打込み部分は、断熱材用インサートとする。

● フラッシプレート

フロアプレート○

● 金属製（ステンレス、新金属も含む） 樹脂製○

○ アルミ製 銅合金製○
水平調整付プレート（空転防止リング付）とする。

● 接地極の種別及び
位置表示

塗装〇

〇（

図面に特記なき場合は、表１「接地極一覧表」による。

〇 受変電設備・分電盤・コンセント盤は指定色塗装を施す。
〇 下記部位に使用する、外面めっき電線管の露出配管には塗装を施す。

● 図面に特記なき場合は、表２「機器取付高さ」による。

）

機器取付高さ●

タンブラスイッチ○

ＯＡフロアー用○
配線器具の蓋

ネーム付きとする。

○ アルミ製 ○ 樹脂製

○ ﾊｰ ﾈ ｽ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ用
O A ﾀ ｯ ﾌ ﾟ

特記の無いﾊｰ ﾈ ｽ ｼ ﾞ ｮ ｲ ﾝ ﾄ用ＯＡﾀ ｯ ﾌ ﾟは次の仕様とする。
2Ｐ1 5Ａ(接地極付抜止形)×4 ｺ ｰ ﾄ ﾞ 3ｍ( ﾏ ｸ ﾞ ﾈ ｯ ﾄ付)通電表示灯付

○ 人感センサー用
プレート

照明の人感センサー制御を行う部屋には、下記の注意プレートを設置する。

参考文例：「人の動きを検知して点灯します。一定時間動きがなければ消
灯しますので、その際は再度身体を動かしてください。」

注意プレート設置室：

材質：アクリル 文字：印刷文字

分電盤

● 埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の
場合（ＰＦ２２）を１本、５個以上の場合（ＰＦ２２）を２本、天井ま
で立上げる。

● 分電盤の分岐回路に使用する配線用遮断器及び漏電遮断器は、JI S協約形
の１Ｐサイズ(1 0 0 V 2 P 1 E , 2 0 0 V 2 P 2 E )とする。

○

●

制御盤 配管ボンドとなる負荷には接地端子を設けない。

各

設

備

○ ﾀｰﾐ ﾅ ﾙ ﾕ ﾆ ｯ ﾄ付
ﾘ ﾓ ｺ ﾝ ﾘ ﾚ ｰ

天井内に取付けるターミナルユニット付リモコンリレーの設置場所は、原
則として点滅系統内の第１照明器具近傍とする。
ただし、これによりがたい場合は監督職員と協議する。

● ＬＥＤ照明器具 ＬＥＤ照明器具の制御装置記号が特記されていないものは「一般形(ＬＮ)」
とする。

● 照度測定

● 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

● 仮設工事 ○ （○○○○の部）特記仕様書による。
足場その他

本工事で設置する。
「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっ

ては、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に
関する基準」における2の( 2 )手すり据置方式又は(3 )手すり先行専用足場
方式により行う。

内部足場 種別 脚立、足場板等○ ○
○

○
外部足場

防護シート ○ 設置する。 ○ 設置しない。
○種別 Ａ種 ○ Ｂ種 ○ Ｃ種 ○ Ｄ種 ○ Ｅ種

●

○

便 所（計 枚）○ （計 枚）○

●
（非常用の照明装置）
照度測定 非常用の照明装置の照度測定箇所は、監督職員と協議による。測定結果は、

監督職員に報告する。

寸法：W= 1 8 0 m m程度, H = 5 0 m m程度

ｱｽ ﾍ ﾞ ｽ ﾄ含有製品○
調査

イ）撤去機器、器具等についてアスベスト含有製品調査を行い、監督職員
に報告する。
調査範囲（ ）
調査方法（ ）

ロ）下記のアスベスト含有製品の定性分析調査を行うものとし、採取部位
及びサンプル数は監督職員と協議する。
なお、調査にかかる費用は、 本工事 別途 とする。

○
○ 型番確認の上、製造者ﾋｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

○
○

○ ○

「内外面溶融亜鉛めっき（めっき付着量３００ｇ／㎡以上）」仕上げとする。
屋外、及び地下ピットで使用する厚鋼電線管のうち特記のないものは

合成樹脂製可とう管はＰＦ管（一重管）とし、温度による分類はタイプ－２５
とする。

一般照明の照度測定箇所は、監督職員と協議による。測定結果は、監督職員

○ 盤類の改修前と改修後に関連する器具類、回路等の動作確認試験を行い、
試験成績書を監督職員に提出する。

○ 中央監視制御設備 ○ ○

本庁舎分室 耐震補強工事 電気設備工事特記仕様書

１．工事場所

Ⅰ．工事概要

建物名称 構 造 階 数
地上 地下 塔屋 備考

２．建物概要

本庁舎分室

建築基準法上の
延面積(㎡)

消防法施行令
別表第１の区分

最大電力５００ｋＷ以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を●

●

（１）図面及び本特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記

（２）機械設備工事を本工事に含む場合は、機械設備工事は機械設備の部の特記仕様書を適用する。

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。○

● （１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通

⑥ 販売、保守等の営業体制を整えていること。

④ 法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項

発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は証明となる資料

Ⅱ．工事仕様

（以下「改修標準仕様書」という。）

ただし、次の①から⑥すべての事項を評価された事を示す外部機関が

項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

項 目 特 記 事 項

１．共通仕様

東北地方整備局制定の営繕工事事業用電気工作物保安規程を適用する。

電気工事士

電気工作物保安規程

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）

公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）

公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）

●

●

●

風圧力

積雪荷重

○

○

風速（Ｖｏ＝ ）
地表面粗度区分（ ）

建設省告示第１４５５号における区域

適 用 区 分

機材の品質等

① 品質及び性能に関する試験データを整備していること。
② 生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
③ 安定的な供給が可能であること。

⑤

仕様書等のうち、●印が付いたものを適用する。

（以下「標準仕様書」という。）

（以下「標準図」という。）

なお、機械設備の部の特記仕様書は（ ／ ）図による。

別表（ ）

行う。

常有すべき品質及び性能を有するものとする。

を満たす証明となる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。

等の提出を省略することができる。

製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

章

一

般

共

通

事

項

（３）横引き配管等の耐震支持は、施設の耐震安全性の分類に応じたものとする。

耐 震 措 置●

施工範囲 図面に特記なき場合は、「工事区分表」による。○ 他工事との取合い

①設計用水平地震力

１．０

・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しない階とする。

研究所監修）による。

機器の重量［ｋＮ］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。
なお、特記なき場合は設計用標準水平震度は次による。

設計用標準水平震度

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

上層階 ２．０ １．５ １．５

中間階

地階・１階

● 配電盤 発電装置（防災用）
・重要機器は次のものを示す。

●

機器種別

機器
防振支持の機器

水槽類
屋上

及び塔屋
０．６１．５ １．０ １．０機器

防振支持の機器
水槽類
機器

防振支持の機器
水槽類

２．０
２．０

２．０
１．５

２．０
１．５

１．５
１．０

１．５
１．５

１．５
１．０

１．５
１．０

１．０
０．６
０．４１．０ ０．６ ０．６

１．０
１．５

１．０
１．０

１．０
１．０

０．６
０．６

・上層階とは２～６階建の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階、

特定の施設 一般の施設

直流電源装置
○ 交流無停電電源装置 交換機○ 自動火災報知受信機
○ ○

②設計用鉛直地震力
設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び
性能を有すると共に、次の①から④を満たすものとする。

（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、

① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、

② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含

③ 接着剤は、可塑剤（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２

④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器

セトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少な
い材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添

① 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及

② 建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣

③ 建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアル

④ 建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣

ＭＤＦ、パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、
壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、ア

区分に応じた材料を使用する。

有量が少ない材料を使用する。

加されていない材料を使用する。

類等は、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発
散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。
「規制対象外」とは次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第

び第三種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

の認定を受けた材料

デヒド発散建築材料

の認定を受けた材料

１０～１２階建の場合は上層３階、１３階建以上の場合は上層４階とする。

○
●
○

機 材 名 製造業者等名

分電盤

高圧交流遮断器
高圧スイッチギア（PW形）
高圧スイッチギア（CW形）
キュービクル式配電盤

照明制御装置

制御盤

高圧変圧器（特定機器）
高圧進相コンデンサ
高圧限流ヒューズ
高圧負荷開閉器
交流無停電電源装置

中央監視制御（監視制御装置）

太陽光発電装置
監視カメラ装置

可変速運転用インバータ装置

LE D照明器具（一般屋内用に限る。）

（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

環境への配慮●

・水槽類には燃料小出槽を含む。

（１）本工事において、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

する基本方針（令和２年２月閣議決定）」に定める特定調達品目「公共
工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満たすものとする。

（平成１２年法律第１００号）に基づく、「環境物品等の調達の推進に関

中央監視装置

「建築設備耐震設計・施工指針・２０１４年版」（独立行政法人建築
（２）設備機器の固定は、施設の耐震安全性の分類に応じて次による他、

（１）施設の耐震安全性の分類 特定の施設 一般の施設● ○

駐車場管制設備 防犯･入退室管理設備

記 号

Ｃ
Ｄ

接地極の種別は下記を標準としEBの長さは1, 5 0 0 m mとする。ただし、D= 1 0は1 , 0 0 0 m m、W = 3 0は1 , 2 0 0 m m
表１「接地極一覧表」

避雷器用（低圧用）
避雷器用（高圧用）

共 同 接 地

構内交換機（陽極用）
本配線盤の保安装置

拡声増幅器

電話引込口の保安器

測定用補助接地極

Ｄ 種 接 地
Ｃ 種 接 地
Ｂ 種 接 地
Ａ 種 接 地

雷保護用接地
雷保護用接地

防犯装置用 Ｅ

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｓ

ＬＨ
ＬＬ
Ｏ

Ｄｔ

Ｌｔ

ｔ
Ａｔ

Ｅ

Ｅ
Ｅ

Ｅ

接地の種別

Ｅ
Ｅ

Ｂ

Ｄ
Ｃ

Ａ

ＬＡ
ＬＡ

Ｅ ＥＡ共 同 接 地
Ｅ ＥＡ

避雷器用（モデム用）ＥＭＤ

○
○
○
○
○
○
○
●
●
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

１０Ω以下
１０Ω以下

１００Ω以下

１００Ω以下
１０Ω以下

Ω以下

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１０又はＷ＝３０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－ 組

１０Ω以下

１０Ω以下
Ω以下

１００Ω以下

１０Ω以下

Ω以下
Ω以下

接地抵抗値

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）× 連－ 組
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×２
ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

接地極の規格、数量
ＥＰ×２

１０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組ＥＤ
ＥＬＨ

１００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

漏電遮断器回路 ＥE L ５００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１
１０Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×３連－２組

アンテナ保安器 ＥＬｔ○ １００Ω以下 ＥＢ（Ｄ＝１４又はＷ＝４０）×１

とする。又、装柱機器及び屋外灯用接地極の埋設標は不要とする。

表２「機器取付高さ」

地上～
測 点

鏡上端～中心

廊下表示灯 床上～中心

床上～中心

壁掛形制御盤

制御用ｽｲ ｯ ﾁ

呼出しﾎ ﾞ ﾀ ﾝ

壁付ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾎ ﾝ (親機)
壁付ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾎ ﾝ

開閉器箱

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

ﾌﾞ ﾗ ｹ ｯ ﾄ (一般)

ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ (厨房)
ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ (車庫)
ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ (機械室)

ﾌ ﾞ ﾗ ｹ ｯ ﾄ (踊場)
ﾌ ﾞ ﾗ ｹ ｯ ﾄ (鏡上)

ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ (屋外) 地上～中心
床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心

ｺﾝ ｾ ﾝ ﾄ (和室)

分 電 盤

ｺﾝ ｾ ﾝ ﾄ (一般)

ｽ ｲ ｯ ﾁ (一般)

ｽ ｲ ｯ ﾁ (和室)

ｺ ﾝ ｾ ﾝ ﾄ (台上)

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～中心
台上～中心

床上～中心

機 器

積算用計器

ｺﾝ ｾ ﾝ ﾄ (車椅子用) 床上～中心
ｽｲ ｯ ﾁ (車椅子用)

共
通

電

灯

誘
導
支
援
等

天井～上端 20 0機器収容箱

ﾃﾚ ﾋ ﾞ端子(一般)
ﾃ ﾚ ﾋ ﾞ端子(和室)

都市ｶ ﾞ ｽ用(重質)
都市ｶ ﾞ ｽ用(軽質)
液化石油ｶﾞ ｽ用

1 , 3 0 0

1 , 1 0 0

1 , 1 0 0

1 , 3 0 0

1 , 3 0 0

1 , 5 0 0

発 信 機
機器収容箱

表 示 灯
警報ﾍﾞ ﾙ

受 信 機
副受信機

床上～上端 30 0
天井～上端
床上～上端 30 0

1 5 0

床上～操作部
床上～操作部

床上～操作部
床上～操作部

床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心

2, 3 0 0
2 , 1 0 0

8 0 0～1 , 5 0 0
8 0 0～1 , 5 0 0

1 5 0
3 0 0

8 0 0～1 , 5 0 0
8 0 0～1 , 5 0 0

端子盤(E P Sなど)
端子盤(廊下,室内)

壁付ｱ ｳ ﾄ ﾚ ｯ ﾄ (一般)
壁付ｱ ｳ ﾄ ﾚ ｯ ﾄ (和室)

壁付ｱ ｯ ﾃ ﾈ ｰ ﾀ
壁付形ｽ ﾋ ﾟ ｰ ｶ

ﾍ ﾞ ﾙ , ﾌ ﾞ ｻ ﾞ ｰ , ﾁ ｬ ｲ ﾑ
壁付押ﾎﾞ ﾀ ﾝ (一般)

壁付ｱ ｳ ﾄ ﾚ ｯ ﾄ (一般)
壁付ｲ ﾝ ﾀ ｰ ﾎ ﾝ (一般)

1 , 0 0 0～1 , 3 0 0

2 , 0 0 0～2 , 5 0 0
2 , 1 0 0～2 , 3 0 0

1 5 0

1 , 3 0 0
8 0 0～1 , 0 0 0

5 0 0～1 , 0 0 0
壁付発信機
情報表示盤

1, 3 0 0

1 , 2 0 0

1 5 0～2 0 0
1 5 0
3 0 0

1 , 5 0 0

壁掛形親時計

壁付子時計

床上～中心
床上～中心

床上～中心
床上～中心
床上～中心
床上～中心

1, 3 0 0
1 , 3 0 0

1 , 3 0 0
2 , 3 0 0
1 , 3 0 0

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心
床上～中心

床上～下端
床上～中心

床上～中心
15 0

1 , 3 0 0
天井高×0. 9
天井高×0. 9

3 0 0

1 , 5 0 0
3 0 0

取付高( m m )

1 , 8 0 0～2 , 0 0 0 集合保安器箱 天井～上端 20 0

1 , 5 0 0床上～中心機器収容箱(E P S )

9 0 0

ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(親器) 床上～中心 1, 4 0 0床上～中心
ﾃﾚﾋﾞｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機) 床上～中心 約1, 3 5 0

イ
ン
タ
｜

火
災
報
知

テ
レ
ビ

表
示
等

時
計
拡
声

電

話

注）天井高3, 0 0 0ｍｍ以上の場合及び上記取付高さにおいて機器の使用に支障が生じる場合は、監督職員

壁付電話機 床上～中心 1, 3 0 0

天井高×0. 9

動

力

窓中心

(上限1,900以下)

1 , 5 0 0
(上限1,900以下)

(多機能ﾄ ｲ ﾚ用)

(玄関子機)

(復旧ﾎ ﾞ ﾀ ﾝ付)

機 器 測 点 取付高(m m )

1 , 5 0 0
(上端1,900以下)

ガ
ス
漏
れ

検
知
器

と協議する。

ホ
ン

引込開閉器 床上～中心 1, 8 0 0～2 , 2 0 0

雷
保
護

受
変
電

試験用接地端子箱 床上～下端 80 0

接地端子箱 床上～中心 50 0

ｽ ｲ ｯ ﾁ (自動ドア) 床上～中心 1, 3 0 0

9 0 0、4 0 0
(各 1個)

建築工事特記仕様書による

○
○
●

１．施工にあたる際、既設状況を十分に調査を実施し施工のこと。

建築工事特記仕様書による

改修一式

に報告する。

２．既設配管・配線など極力再利用に努めること。

外灯を含む

改修一式

改修一式

改修一式
改修一式

改修一式

改修一式

３．各照明器具の色温度は、監督職員と協議の上選定のこと。

15項

改修一式



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

(A3)N.S.
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

E－02

改修　分電盤結線図

主幹しゃ断器
電　気　方　式

幹線番号、サイズ
１φ １φ

負　　荷　　名　　称

（Ｐ）（ＡＦ） （ＡＴ）

Ｒｙ　番号

１００Ｖ ２００Ｖ

盤名称

仕　様
　

負荷容量（ＶＡ）分岐しゃ断器回
路
記
号

回
路
番
号

電灯盤

屋内設置

２Ｌ－１

備　　　　　　考

埋込形

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

2

主幹しゃ断器
電　気　方　式

幹線番号、サイズ
１φ １φ

負　　荷　　名　　称

（Ｐ） （ＡＦ） （ＡＴ）

Ｒｙ　番号

１００Ｖ ２００Ｖ

盤名称

仕　様
　

負荷容量（ＶＡ）分岐しゃ断器回
路
記
号

回
路
番
号

電灯動力盤

屋内設置

１ＬＰ－１

備　　　　　　考

埋込型

予備（事務室（１階）エアコン用）

主幹しゃ断器
電　気　方　式

幹線番号、サイズ
３φ

負　　荷　　名　　称

（Ｐ） （ＡＦ） （ＡＴ）

Ｒｙ　番号

２００Ｖ　

負荷容量（ＫＷ）分岐しゃ断器回
路
記
号

回
路
番
号

備　　　　　　考

２２５ＡＦ／１２５ＡＴ

ＥＬＣＢ　３Ｐ

２００／１００Ｖ
ＡＣ１φ３Ｗ

（２１，０１０ＶＡ）

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　端子盤１ＴＢ－１１，０００

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　会議室６００

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　会議室８００

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　事務室８００

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　事務室８００

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　事務室１，０００

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　女性・男性トイレ６６０

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　廊下６００

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　休憩室・更衣室１，５００

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　休憩室・更衣室１，５００

２ＡＭ 　２０　３０

１０，３６０小計

２ＡＭ 　２０　３０

予備

２ＡＭ 　２０　３０

予備２ＡＭ 　２０　３０

予備

２ＡＭ 　２０　３０

２ＡＭ 　２０　３０

予備

合計 １７，３６０ ３，６５０

コンセント　休憩室（電気温水器）１，１００

ＡＭ ２ 　３０ 　２０ ８１０ 照明　事務室

４，５００小計

２２５ＡＦ／１５０ＡＴ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

２００／１００Ｖ
ＡＣ１φ３Ｗ

（２１．３ｋＷ）

ＡＣ－１

ＡＣ－１

ＡＣＰ－１

３ＡＥ ３０５０ ６．４０

３ＡＥ 　３０　５０ ６．４０

３ＡＥ 　３０　３０

３ＡＥ ３０　５０

３ＡＥ ４０５０ ８．５０

会議室（１階）

中会議室（２階）

最大７．２５ｋＷ

会議室（２階）

３ＡＥ ４０　５０ 予備

合計 ２１．３

1 ＡＭ ２ 　３０ 　２０ ３６０ 照明　会議室、トイレ

3 ＡＭ ２ 　３０ 　２０ ２７０ 照明　廊下、階段

4 ＡＭ ２ 　３０ 　２０ １，５００ 照明　休憩室、更衣室

5 ＡＭ ２ 　３０ 　２０ １，５００ 照明　休憩室、更衣室

ＡＭ ２ 　３０ 　２０ 予備

1 ２ＡＭ 　２０　３０ 女性・男性トイレ電気暖房器

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　休憩室（ＩＨヒーター）

小計

ランプ付７５０

３，６５０

1

2

3

4

1

1

５０ＡＦ／３０ＡＴ

ＥＬＣＢ　３Ｐ

２００／１００Ｖ

（３，０７０ＶＡ）

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　会議室６００

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　会議室６００

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　中会議室８００

２ＡＭ 　２０　３０ コンセント　中事務室４００

２，２００小計

２ＡＭ 　２０　３０

予備２ＡＭ 　２０　３０

予備

合計 ２，９５０ １２０

７５０小計

ＡＭ ２ 　３０ 　２０ ７５０ 照明　会議室、中会議室、廊下

ＡＭ ２ 　３０ 　２０ 予備

２ＡＭ 　２０　３０ エアコン室内機　会議室

２ＡＭ 　２０　３０ 予備

小計

１２０

１２０

ＡＣ１φ３Ｗ

Ｗｈ

主幹しゃ断器
電　気　方　式

幹線番号、サイズ
１φ １φ

負　　荷　　名　　称

（Ｐ） （ＡＦ） （ＡＴ）

Ｒｙ　番号

１００Ｖ ２００Ｖ

盤名称

仕　様
　

負荷容量（ＶＡ）分岐しゃ断器回
路
記
号

回
路
番
号

引込開閉盤

屋外設置

Ｍ－ＬＰ

備　　　　　　考

露出形

主幹しゃ断器
電　気　方　式

幹線番号、サイズ
３φ

負　　荷　　名　　称

（Ｐ） （ＡＦ） （ＡＴ）

Ｒｙ　番号

２００Ｖ　

負荷容量（ＫＷ）分岐しゃ断器回
路
記
号

回
路
番
号

備　　　　　　考

２００／１００Ｖ
ＡＣ１φ３Ｗ

電力量計（貸与品）

（２７，４７０ＶＡ）

３ＡＭ １２５２２５ １ＬＰ－１（１φ）

３ＡＭ ３０５０ ２Ｌ－１
２２５ＡＦ／１２５ＡＴ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

接続用

ＭＣＤＴ（手動）

非常用発電機

２４，４００ＶＡ

　３，０７０ＶＡ

Ｗｈ

２００／１００Ｖ
ＡＣ１φ３Ｗ

電力量計（貸与品）

（２１．３ｋＷ）

１ＬＰ－１（３φ）

２２５ＡＦ／１００ＡＴ

ＭＣＣＢ　３Ｐ

接続用

ＭＣＤＴ（手動）

非常用発電機

２１．３０ｋＷ

電力引込契約は

主開閉器契約と

注意）

し低圧受電契約

とする。

回　路　記　号

構　　成　　図

ＡＥ－ＥＬＢ

ＡＭ－ＭＣＢ ＢＭ－ＭＣＢ

ＢＥ－ＥＬＢ

2 ２，９００

B ２ＡＭ 　２０　３０ 非常警報装置４０

A

２ＡＭ 　２０　３０ 非常警報装置２０

ＡＥ ２ 　３０ 　３０ ２，５００ 屋外公衆トイレ

予備

予備（事務室（１階）エアコン用） 最大７．２５ｋＷ

非 ＡＭ ２ 　３０ 　２０ ６０ 非常照明

A ２ＡＭ 　２０　３０ 誘導灯１０

B

２ＡＭ 　２０　３０ 誘導灯１０

1

2

3



910

1,
82

0
1,

82
0

1,
82

0
91

0
91

0
91

0
91

0

1,
90
0

5,
46
0

4,1402,730

1,8201,8201,820

9,100

1,820

7,2801,820

350 3,290 3,640 3,640 3,290 350

3,
79
5

1,
82

0
61

0
1,

21
0

1,
82

0

10
,9

20

1,350

1,200

6,690

5,340

4,140

15
5

9,
10
0

4,
55

0
4,

55
0

45
5

14,560 1,850

3,640

1,8501,790

3,6403,6403,640

1,430 1,300

収納
階段下

UP
2 134

11109 12

8
7
6
5

玄関

風除室

UP

収納

ポーチ

男子ﾄｲﾚ

女性ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚポーチ

雨水枡 新設

事務室

倉庫

廊下

会議室

+250

+90

+250

+170

+90

GL±0

+120

+200

+210

+450

+450

+450

ス
ロ

ー
プ

+450

+450

+450

Exp.j

Exp.j

Ex
p.
j

S3S1 S2 S5 S6 S7 S9

T5

T6

T7

T8

Y1

X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

X2 X3X1

X4

T4

T3

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

５

４３２１

Ｎ

ACP-1 AC-1
AC-1

8.0

ED EEL

（冷媒保護管内)

【新設】１ＬＰ－１（詳細別紙）

【新設】Ｍ－ＬＰ（詳細別紙）

既設配線再利用

【配線再利用・立上配管のみ新設】ＣＶ１４ｓｑ－２Ｃ（露出ＺＧ２８）

1

2

3
8.0

Ｅ１４（ＰＦ２２）×２

222WP

躯体貫通補修（Φ５０）

既設開口部再利用

222WP

【新設】ＥＭ－ＣＥ１４ｓｑ－２Ｃ（天井内：保護管（ＰＦ２８））

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ　　　　　　（天井内）：２Ｌ－１
ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ　　　　　（天井内）：１ＬＰ－１（３φ）
ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ、Ｅ１４×２（天井内）：１ＬＰ－１（１φ）
【新設】

【新設】ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ、Ｅ５．５×２（ＶＥ３６）：２Ｌ－１

ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ　　　　　　　　　　　　：２Ｌ－１
ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ　　　　　（ＶＥ７０）：１ＬＰ－１（３φ）

ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ、Ｅ１４×２（ＶＥ７０）：１ＬＰ－１（１φ）
【新設】

555VE 555VE

555VE

※新設

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－４Ｃ　　　　（天井内） ※新設

※新設

※新設

１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。

8.0

保護管（ＰＦ２８）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－４Ｃ　　　　（天井内） 保護管（ＰＦ２８）

8.0

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－４Ｃ　　　　（ＺＧ２８）

ＥＭ－ＣＥ５．５ｓｑ－４Ｃ　　　　（ＺＧ２８）

ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。

プルボックスＳＳ５００×５００×５００ＶＥ ※新設

※新設

２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

555VE

プルボックスＳＳ２００×２００×２００ＷＰ－ＳＵＳ222WP

ＥＭ－ＣＥＴ１００ｓｑ（ＶＥ７０）：動力引込
ＥＭ－ＣＥＴ６０ｓｑ　（ＶＥ７０）：電灯引込
【新設】

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

E－03

改修 幹線・動力設備　１階平面図



*3ACP-1-1 1

【新設】２Ｌ－１（詳細別紙）

【新設】ＥＭ－ＣＥＴ２２ｓｑ、Ｅ５．５×２（ＶＥ３６）：２Ｌ－１

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　　　　　（天井内） ※新設

１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。

保護管（ＰＦ２２）

ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。

± 0

14,560 1,850

3,640 3,640 3,640 3,6403,640

1,790 1,850

S1 S7 S9

T7

T8

9,100 2,730

4.
5/

10

X4

Y1

X1 X2 X3 X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

+40

+170

± 0

+400

+170

± 0

T4

3.0/10 Y10

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

５
１ ２ ３ ４

4.
5/

10

11109

7
8

1817151614 191312

Ｎ

更衣室

押入 押入

物置

会議室

中会議室

廊下

± 0

休憩室

1,
82
0

4,140

4,
55

0
6,
37

0

10
,9

20

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

9,
10
0

4,
55

0
4,

55
0

1,
90

0
45
5

1,850

35
0

4,
20
0

35
0

4,
20

0

350 3,290 3,640 3,640 3,290 350 3,
64
0

61
0

3,
18
5

3,
79
5

設計年月日 設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

名　　称

(A3)1:100

E－04

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 改修 幹線・動力設備　２階平面図



設計年月日 設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

名　　称

(A3)N.S.

E－05

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 改修　照明器具参考姿図

A

公：LSS1-2-30LN

露出形ＬＥＤ照明器具

LED21.6W 3,200 lm 5000K

B 吊下形ＬＥＤ照明器具

LED19.5W 3,200 lm 5000K

LEKT407323N-LS9+PW-415CK　相当品

LED19.5W 3,200 lm 5000K

LED32.5W 5,200 lm 5000K

LED43.0W 6,900 lm 5000K

C 露出形ＬＥＤ照明器具

LED21.6W 3,200 lm 5000K

公：LSS9-2-30LN

D

D1

D2

D3

露出形ＬＥＤ照明器具

D1 公：LSS9-4-30LN

D3 公：LSS9-4-65LN
D2 公：LSS9-4-48LN

露出形ＬＥＤ照明器具E

E1

E2

E2 公：LSS10-4-65LN
E1 公：LSS10-4-48LN

LED32.5W 5,200 lm 5000K

LED43.0W 6,900 lm 5000K

公：LBF3MP/RP-2-06LN

露出形ＬＥＤ照明器具（防湿・防雨形）

LED10.6W 1,000 lm 5000K 防雨

LEDG87003N-LS　相当品

ＬＥＤ小形シーリングライト

LED7.8W  860 lm 5000K

G

LEDG87904YN-LS　相当品

LED8.1W  830 lm 5000K　 ON/OFFセンサー　防雨

H ＬＥＤ小形シーリングライト

LEDB83110N+LDL40S\U+FF65N/19/25-G2　相当品

LED28.7W  2,500 lm 5000K

I 露出形ＬＥＤ照明器具

F

J 埋込形ＬＥＤ照明器具　軒下用

LED7.9W  1,030 lm 5000K

公：LRS1RP-08LN

既設開口部再利用

公：SH1-FSF20-C

ＬＥＤ避難口誘導灯片面　Ｃ級　壁・天井直付形

LED1.4W

a

公：K1-LSS9-2-15LN

LED13.2W  1,600 lm 5000K

b 露出形ＬＥＤ非常用照明器具

LED21.0W  3,200 lm 5000K

d

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ-０２３
型式認定番号：３ＡＥ-１０５４

公：K1-LSS9-4-30LN

露出形ＬＥＤ非常用照明器具

型式認定番号：１ＡＳ１１１－３５７０ 非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０２３
型式認定番号：３ＡＥ－１０５４

e 露出形ＬＥＤ非常用照明器具

LED12.6W  870 lm 5000K

非常灯評定番号：ＬＡＬＥ－０５１
型式認定番号：３ＡＥ－１０５６

LEDTC31688N-LS1　相当品



収納
階段下

UP

玄関

風除室

UP

収納

ポーチ

雨水枡 新設

事務室

廊下

会議室

ス
ロ

ー
プ

Exp.j

S3S1 S2 S5 S6 S7 S9

T5

T6

T7

T8

Y1

X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

X2 X3X1

X4

T4

T3

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

４３２１

Ｎ

事務室

Ｄ３ ×１７

階段下収納

Ａ ×１

風除室

Ｆ ×２

×２Ｉ

廊下

Ｃ ×５

×３Ｇ

会議室

Ｄ２ ×６

２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

※新設

※新設

※新設

タンブラスイッチ（１Ｐ１５Ａ－１）

3

D

FE

タンブラスイッチ（３Ｗ１５Ａ－１）

消遅れタンブラスイッチ（１Ｐ－Ｄ３Ｍ）

換気扇用スイッチ（機械設備工事）

VE

※新設

壁コンセント（２Ｐ１５Ａ－１）

プルボックスＳＳ２００×２００×１００ＶＥ

※新設

※新設

※新設

※再利用

丸型露出ボックス（金属製、塗装あり）

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

E－06

改修 電灯分岐　１階平面図

事務室廊下

Ｃ ×１

Ｄ１ ×１

ａ ×１

階段

ｅ ×２

女性トイレ

Ｈ ×１

男性トイレ

Ｈ ×１

男性トイレ

Ｈ ×１

収納

Ｇ ×１

倉庫

Ｄ３ ×３

玄関

Ｃ ×１

ａ ×１

ポーチ

Ｊ ×１

2.0

3
3

FE FE
FE

FE
3W-5

FE

3
VE

3W-5 VE
3

VE
3

D
プルボックス内で既設照明回路（２回路）と接続

3
3

VE

D

VE

FE

15C

24H

FE-1 FE-9 FE-11

FE-10

FE-12

FE-11

24H

FE-6

【新設】１ＬＰ－１（詳細別紙）

2
3 1 2.0

2.
0

4 5

2.
0

非FE 2.0A15C 2.
0

A

【新設】
ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ（ＰＦ２２）
ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ
ＥＭ－ＩＥ１．６×５　　（ＶＥ１６）

非2.0

【新設】
ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ（ＶＥ２２）
ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ
ＥＭ－ＩＥ１．６×５　　（ＶＥ１６）

【新設】
ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ（ＰＦ２２）
ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

VE

2.0

VE

VE

VE

VE

VE

VE

倉庫ポーチ

男子ﾄｲﾚ

女性ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

５

１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。

ＥＭ－ＩＥ１．６×３　　　　　　　（Ｅ１９塗装あり） ※新設 ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ　　　　　（天井内） 保護管（ＰＦ１６） ※新設

ＥＭ－ＩＥ１．６×４　　　　　　　（Ｅ１９塗装あり） ※新設 ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ　　　　　（天井内） 保護管（ＰＦ１６） ※新設

ＥＭ－ＩＥ１．６×５　　　　　　　（Ｅ２５塗装あり） ※新設 ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ×２　　　（天井内） 保護管（ＰＦ２２） ※新設

VE ＥＭ－ＩＥ１．６×２　　　　　　　（ＶＥ１６） ※新設 ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ＋３Ｃ　　（天井内） 保護管（ＰＦ２２） ※新設

15CVE ＥＭ－ＩＥ１．６×４　　　　　　　（ＶＥ１６） ※新設 ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ×５　　　（天井内） 保護管（ＰＦ２２）×３ ※新設

2.0VE ＥＭ－ＩＥ１．６×５　　　　　　　（ＶＥ１６） ※新設 ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　　　　　（天井内） 保護管（ＰＦ２２） ※新設

2.0 ＥＭ－ＥＥＦ２．０－２Ｃ＋３Ｃ　　（天井内） 保護管（ＰＦ２２）×２

ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。



S1 S7 S9

T7

T8

X4

Y1

X1 X2 X3 X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

T4

Y10

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

１ ２ ３ ４

設計年月日 設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

名　　称

(A3)1:100

E－07

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 改修 電灯分岐　２階平面図

4.
5/

10

+170 +400

3.0/104.
5/

10

更衣室

押入 押入

物置

会議室

廊下

± 0

休憩室

3

3

FE-8 FE-7

24H

FE-3

24H

FE-4FE-8

FE：N-3

FE:N-2

3

24H

FE-5

24H

FE-2

FE-7

FE

FE

FE

(MM1A)

Ｂ

2.
0

【新設】２Ｌ－１（詳細別紙）

1

2.0

2.0

A

2.
0

【新設】
ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ（ＰＦ２２）
ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ

新設非常用照明回路と既設スイッチ用配線を接続のこと。
既設電源供給配線と切離し、絶縁養生を行う。

ジョイントボックス（ＯＢ．中四角Ｄ５４）１個を新設

更衣室

Ｅ２ ×２

休憩室

Ｂ ×１

Ｅ１ ×２

階段

ａ ×１

物置

Ｇ ×１

ｂ ×１

会議室

Ｄ２ ×９

中会議室

Ｄ２ ×６

廊下

Ｄ１ ×１

ａ ×１ ａ ×１

ａ ×１

ｄ ×１

中会議室

2.0

ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ　　　　　（天井内） 保護管（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－３Ｃ　　　　　（天井内） 保護管（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＥＥＦ１．６－２Ｃ＋３Ｃ　　（天井内） 保護管（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　　　　　（天井内） 保護管（ＰＦ２２）

※新設

※新設

※新設

※新設

１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。 ２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

※新設

※新設

タンブラスイッチ（１Ｐ１５Ａ－１）

3

FE

タンブラスイッチ（３Ｗ１５Ａ－１）

換気扇用スイッチ（機械設備工事）

※新設

Ｂ

※新設

ブランクプレート（丸型）

５
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1,820
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0
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0
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0
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20

1,350

6,690

5,340

15
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9,
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0

4,
55

0
4,

55
0

45
5

14,560 1,850

3,640

1,8501,790

3,6403,6403,640

1,430 1,300

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

E－08

コンセント分岐・電熱設備　１階平面図
改修

収納
階段下

UP
2 134

11109 12

8
7
6
5

玄関

風除室

UP

収納

ポーチ

男子ﾄｲﾚ

女性ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚポーチ

雨水枡 新設

事務室

倉庫

廊下

会議室

+250

+90

+250

+170

+90

GL±0

+120

+200

+210

+450

+450

+450

ス
ロ

ー
プ

+450

+450

+450

Exp.j

Exp.j

Ex
p.
j

Ｎ

パネルヒーター型、サーモスタッド内蔵

【新設】１ＬＰ－１（詳細別紙）

VE

プルボックス内で既設コンセント回路（２回路）と接続

VE

VE

2EET

2EET

2EET 2EET 2EET

2EET

2EET

2EET

2EET

2EET2EET

2EET

2EET

2EET 2EET

2EET 2EET2EET

2EET

2EET

2EET

2EET

2EET

2EET
2

※新設

※新設

１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　　　　　（天井内） 保護管（ＰＦ２２）

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ×２　　　（天井内） 保護管（ＰＦ２２）×２

ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。

２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

VE

壁コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極・接地端子付）

プルボックスＳＳ２００×２００×１００ＶＥ

ジョイントボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）

2EET ※新設

※新設

※新設

【新設】トイレ用電気暖房器：Ｎ－３
１Φ２００Ｖ２５０Ｗ、ＳＵＳ製

吹出口保護ガード付

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ×２　　　（ＶＥ２２） ※新設

11

1

【新設】ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ×２（ＰＦ２２）×２

3

B

2

7

109

4
5

6 Ｂ
Ｆ

B
1

【新設】ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）

8
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3,
64
0

61
0

3,
18
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設計年月日 設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

名　　称

(A3)1:100

E－09

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 改修 コンセント分岐　２階平面図

9 10111213141516171819

8
7

中会議室

会議室

更衣室

廊下

押入 押入

休憩室

物置

± 0

± 0

+170

± 0

+170 +400

+40

± 0

4.
5/

10

3.0/10

4.
5/

10

【新設】２Ｌ－１（詳細別紙）

※新設

１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。

ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ　　　　　（天井内） 保護管（ＰＦ２２）

ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。

２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

VE

壁コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極・接地端子付）

プルボックスＳＳ２００×２００×１００ＶＥ

ジョイントボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）

2EET ※新設

※新設

※新設

2EET

E

E 壁コンセント（２Ｐ２０Ａ－１、接地極付） ※新設

12 4

3

【新設】ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ×２（ＰＦ２２）×２

11

2

2EET 2EET

2EET

2EET 2EET

2EET

2EET

2EET 2EET

2EET

2EET

ＢＦ

Ｂ
Ｆ

【新設】ＥＭ－ＥＥＦ２．０－３Ｃ（ＰＦ２２）

A 15/20AEET

15/20AEET

(MM1A)

(MM1A)

壁コンセント（２Ｐ１５Ａ／２０Ａ－１、接地極・接地端子付）15/20AEET ※新設

既設ジョイントボックス ※再利用

ルームエアコン用

ルームエアコン用



玄関玄関玄関玄関玄関玄関玄関

風除室風除室風除室風除室風除室風除室風除室
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+90+90+90+90+90+90+90

+250+250+250+250+250+250+250

+170+170+170+170+170+170+170

UPUPUPUPUPUPUP

収納収納収納収納収納収納収納

ポーチポーチポーチポーチポーチポーチポーチ

+90+90+90+90+90+90+90

X1X1X1X1X1X1X1

Exp.j
Exp.j
Exp.j
Exp.j
Exp.j
Exp.j
Exp.j

X4X4X4X4X4X4X4

設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図

担当担当担当担当担当担当担当

図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

製図製図製図製図製図製図製図

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100
１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内 号号号号号号号

番番番番番番番
面面面面面面面
図図図図図図図
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ＣＣＣＣＣＣＣ

ＢＢＢＢＢＢＢ

ＡＡＡＡＡＡＡ

１１１１１１１ ２２２２２２２ ３３３３３３３ ４４４４４４４ ５５５５５５５

５５５５５５５

+200+200+200+200+200+200+200

+210+210+210+210+210+210+210

男子ﾄｲﾚ男子ﾄｲﾚ男子ﾄｲﾚ男子ﾄｲﾚ男子ﾄｲﾚ男子ﾄｲﾚ男子ﾄｲﾚ

女性ﾄｲﾚ女性ﾄｲﾚ女性ﾄｲﾚ女性ﾄｲﾚ女性ﾄｲﾚ女性ﾄｲﾚ女性ﾄｲﾚ
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【新設】１ＴＢ－１【新設】１ＴＢ－１【新設】１ＴＢ－１【新設】１ＴＢ－１【新設】１ＴＢ－１【新設】１ＴＢ－１【新設】１ＴＢ－１

（構内情報）（構内情報）（構内情報）（構内情報）（構内情報）（構内情報）（構内情報）

メディアコンバーター　　　　　　　×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ２６ｍｍ×縦８２ｍｍ×横４２ｍｍ程度メディアコンバーター　　　　　　　×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ２６ｍｍ×縦８２ｍｍ×横４２ｍｍ程度メディアコンバーター　　　　　　　×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ２６ｍｍ×縦８２ｍｍ×横４２ｍｍ程度メディアコンバーター　　　　　　　×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ２６ｍｍ×縦８２ｍｍ×横４２ｍｍ程度メディアコンバーター　　　　　　　×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ２６ｍｍ×縦８２ｍｍ×横４２ｍｍ程度メディアコンバーター　　　　　　　×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ２６ｍｍ×縦８２ｍｍ×横４２ｍｍ程度メディアコンバーター　　　　　　　×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ２６ｍｍ×縦８２ｍｍ×横４２ｍｍ程度

Ｌ２スイッチ（パッチパネルを含む）×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ１１ｍｍ×縦５１ｍｍ×横２７ｍｍ程度Ｌ２スイッチ（パッチパネルを含む）×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ１１ｍｍ×縦５１ｍｍ×横２７ｍｍ程度Ｌ２スイッチ（パッチパネルを含む）×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ１１ｍｍ×縦５１ｍｍ×横２７ｍｍ程度Ｌ２スイッチ（パッチパネルを含む）×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ１１ｍｍ×縦５１ｍｍ×横２７ｍｍ程度Ｌ２スイッチ（パッチパネルを含む）×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ１１ｍｍ×縦５１ｍｍ×横２７ｍｍ程度Ｌ２スイッチ（パッチパネルを含む）×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ１１ｍｍ×縦５１ｍｍ×横２７ｍｍ程度Ｌ２スイッチ（パッチパネルを含む）×１台（スペース）　機器参考寸法：高さ１１ｍｍ×縦５１ｍｍ×横２７ｍｍ程度

露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）×２露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）×２露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）×２露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）×２露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）×２露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）×２露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）×２

（構内交換）（構内交換）（構内交換）（構内交換）（構内交換）（構内交換）（構内交換）

ＴＢ－２０Ｐ　×１個ＴＢ－２０Ｐ　×１個ＴＢ－２０Ｐ　×１個ＴＢ－２０Ｐ　×１個ＴＢ－２０Ｐ　×１個ＴＢ－２０Ｐ　×１個ＴＢ－２０Ｐ　×１個

【新設】端子盤１ＴＢ－１（屋内用露出形、鋼板製）【新設】端子盤１ＴＢ－１（屋内用露出形、鋼板製）【新設】端子盤１ＴＢ－１（屋内用露出形、鋼板製）【新設】端子盤１ＴＢ－１（屋内用露出形、鋼板製）【新設】端子盤１ＴＢ－１（屋内用露出形、鋼板製）【新設】端子盤１ＴＢ－１（屋内用露出形、鋼板製）【新設】端子盤１ＴＢ－１（屋内用露出形、鋼板製）

※機器に接続されるケーブルは、光ケーブル×１及びＬＡＮケーブル（ＣＡＴ６）×１※機器に接続されるケーブルは、光ケーブル×１及びＬＡＮケーブル（ＣＡＴ６）×１※機器に接続されるケーブルは、光ケーブル×１及びＬＡＮケーブル（ＣＡＴ６）×１※機器に接続されるケーブルは、光ケーブル×１及びＬＡＮケーブル（ＣＡＴ６）×１※機器に接続されるケーブルは、光ケーブル×１及びＬＡＮケーブル（ＣＡＴ６）×１※機器に接続されるケーブルは、光ケーブル×１及びＬＡＮケーブル（ＣＡＴ６）×１※機器に接続されるケーブルは、光ケーブル×１及びＬＡＮケーブル（ＣＡＴ６）×１

※機器に接続されるケーブルは幹線×１・分岐×１６を想定。盤内に接続されるケーブルはモジュラージャックとする。※機器に接続されるケーブルは幹線×１・分岐×１６を想定。盤内に接続されるケーブルはモジュラージャックとする。※機器に接続されるケーブルは幹線×１・分岐×１６を想定。盤内に接続されるケーブルはモジュラージャックとする。※機器に接続されるケーブルは幹線×１・分岐×１６を想定。盤内に接続されるケーブルはモジュラージャックとする。※機器に接続されるケーブルは幹線×１・分岐×１６を想定。盤内に接続されるケーブルはモジュラージャックとする。※機器に接続されるケーブルは幹線×１・分岐×１６を想定。盤内に接続されるケーブルはモジュラージャックとする。※機器に接続されるケーブルは幹線×１・分岐×１６を想定。盤内に接続されるケーブルはモジュラージャックとする。

　　　・テレビ共同受信・火災報知設備　　　・テレビ共同受信・火災報知設備　　　・テレビ共同受信・火災報知設備　　　・テレビ共同受信・火災報知設備　　　・テレビ共同受信・火災報知設備　　　・テレビ共同受信・火災報知設備　　　・テレビ共同受信・火災報知設備
　　　１階平面図　　　１階平面図　　　１階平面図　　　１階平面図　　　１階平面図　　　１階平面図　　　１階平面図
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CAT6CAT6CAT6CAT6CAT6CAT6CAT6 ＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）　　（ＰＦ２２）ＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）　　（ＰＦ２２）ＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）　　（ＰＦ２２）ＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）　　（ＰＦ２２）ＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）　　（ＰＦ２２）ＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）　　（ＰＦ２２）ＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）　　（ＰＦ２２） ※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。１．特記なき配線凡例は、下記のとおりとする。

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内） 保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（天井内）ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（天井内）ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（天井内）ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（天井内）ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（天井内）ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（天井内）ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（天井内） 保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）

ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。ケーブル配線において、壁内は配管保護のこと。

２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））

電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内） ※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）

S5CS5CS5CS5CS5CS5CS5C

HPHPHPHPHPHPHP

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＡＰＡＰＡＰＡＰＡＰＡＰＡＰ 無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）

裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事

ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。

電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）

2222222

RRRRRRR 直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）

非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）ＢＢＢＢＢＢＢ ＦＦＦＦＦＦＦ

ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（ＰＦ１６）：非常警報ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（ＰＦ１６）：非常警報ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（ＰＦ１６）：非常警報ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（ＰＦ１６）：非常警報ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（ＰＦ１６）：非常警報ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（ＰＦ１６）：非常警報ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ　　　　　　（ＰＦ１６）：非常警報
ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×４　　　（ＰＦ１６）：会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×４　　　（ＰＦ１６）：会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×４　　　（ＰＦ１６）：会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×４　　　（ＰＦ１６）：会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×４　　　（ＰＦ１６）：会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×４　　　（ＰＦ１６）：会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×４　　　（ＰＦ１６）：会議室電話
ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（ＰＦ１６）：中会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（ＰＦ１６）：中会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（ＰＦ１６）：中会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（ＰＦ１６）：中会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（ＰＦ１６）：中会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（ＰＦ１６）：中会議室電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（ＰＦ１６）：中会議室電話
ＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×４（ＰＦ２２）×４：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×４（ＰＦ２２）×４：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×４（ＰＦ２２）×４：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×４（ＰＦ２２）×４：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×４（ＰＦ２２）×４：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×４（ＰＦ２２）×４：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×４（ＰＦ２２）×４：ＬＡＮ
【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】

【新設】ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ（ＰＦ１６）：非常警報【新設】ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ（ＰＦ１６）：非常警報【新設】ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ（ＰＦ１６）：非常警報【新設】ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ（ＰＦ１６）：非常警報【新設】ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ（ＰＦ１６）：非常警報【新設】ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ（ＰＦ１６）：非常警報【新設】ＥＭ－ＨＰ１．２－２Ｃ（ＰＦ１６）：非常警報

ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（ＰＦ２２）：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（ＰＦ２２）：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（ＰＦ２２）：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（ＰＦ２２）：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（ＰＦ２２）：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（ＰＦ２２）：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（ＰＦ２２）：電話
ＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮ
【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】

ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（ＰＦ１６）：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（ＰＦ１６）：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（ＰＦ１６）：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（ＰＦ１６）：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（ＰＦ１６）：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（ＰＦ１６）：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（ＰＦ１６）：テレビ

新館からの幹線光ケーブル及び幹線電話ケーブルは再利用とする。新館からの幹線光ケーブル及び幹線電話ケーブルは再利用とする。新館からの幹線光ケーブル及び幹線電話ケーブルは再利用とする。新館からの幹線光ケーブル及び幹線電話ケーブルは再利用とする。新館からの幹線光ケーブル及び幹線電話ケーブルは再利用とする。新館からの幹線光ケーブル及び幹線電話ケーブルは再利用とする。新館からの幹線光ケーブル及び幹線電話ケーブルは再利用とする。

建物内の既設光ケーブルの余長を切断の上、新設端子盤１ＴＢ－１内に収納し別途工事で整備される機器の接続できるようにすること。建物内の既設光ケーブルの余長を切断の上、新設端子盤１ＴＢ－１内に収納し別途工事で整備される機器の接続できるようにすること。建物内の既設光ケーブルの余長を切断の上、新設端子盤１ＴＢ－１内に収納し別途工事で整備される機器の接続できるようにすること。建物内の既設光ケーブルの余長を切断の上、新設端子盤１ＴＢ－１内に収納し別途工事で整備される機器の接続できるようにすること。建物内の既設光ケーブルの余長を切断の上、新設端子盤１ＴＢ－１内に収納し別途工事で整備される機器の接続できるようにすること。建物内の既設光ケーブルの余長を切断の上、新設端子盤１ＴＢ－１内に収納し別途工事で整備される機器の接続できるようにすること。建物内の既設光ケーブルの余長を切断の上、新設端子盤１ＴＢ－１内に収納し別途工事で整備される機器の接続できるようにすること。

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】
ＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮＥＭ－ＵＴＰ－４Ｐ（ＣＡＴ６）×２（ＰＦ２２）×２：ＬＡＮ
ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（天井内）　　　：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（天井内）　　　：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（天井内）　　　：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（天井内）　　　：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（天井内）　　　：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（天井内）　　　：電話ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ　　　　　（天井内）　　　：電話
ＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）　　　：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）　　　：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）　　　：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）　　　：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）　　　：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）　　　：テレビＥＭ－Ｓ－５Ｃ－ＦＢ　　　　　　　（天井内）　　　：テレビ

改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換



± 0± 0± 0± 0± 0± 0± 0

設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日 設計設計設計設計設計設計設計 検図検図検図検図検図検図検図

担当担当担当担当担当担当担当

図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容図面内容 縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺

枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内枚ノ内

製図製図製図製図製図製図製図

号号号号号号号
番番番番番番番
面面面面面面面
図図図図図図図

名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称名　　称

(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100(A3)1:100

E－11E－11E－11E－11E－11E－11E－11

１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士１ 級 建 築 士

阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

アアアアアアア ベベベベベベベ

合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事本庁舎分室 耐震補強工事

14,56014,56014,56014,56014,56014,56014,560 1,8501,8501,8501,8501,8501,8501,850

3,6403,6403,6403,6403,6403,6403,640 3,6403,6403,6403,6403,6403,6403,640 3,6403,6403,6403,6403,6403,6403,640 3,6403,6403,6403,6403,6403,6403,6403,6403,6403,6403,6403,6403,6403,640

1,7901,7901,7901,7901,7901,7901,790 1,8501,8501,8501,8501,8501,8501,850

S1S1S1S1S1S1S1 S7S7S7S7S7S7S7 S9S9S9S9S9S9S9

9,1009,1009,1009,1009,1009,1009,100 2,7302,7302,7302,7302,7302,7302,730

4.
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10
4.
5/

10
4.
5/

10
4.
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ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内）ＥＭ－ＥＢＴ０．４－２Ｐ×２　　　（天井内） 保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）保護管（ＰＦ１６）

ＬＬＬＬＬＬＬ

ＡＰＡＰＡＰＡＰＡＰＡＰＡＰ

ＢＢＢＢＢＢＢ ＦＦＦＦＦＦＦ

２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。２．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））情報用アウトレット（ＲＪ４５×１（ＣＡＴ６対応））

電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）電話用アウトレット（ＲＪ１１×２）

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）無線ＬＡＮアクセスポイント（発注者支給品）

裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事裏ボックス（アウトレットボックス中四角Ｄ５４）は本工事

ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。ケーブルに情報用モジュラープラグを取付け、５０ｃｍ程度を天井面突出しのこと。

電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）電話用アウトレット（ＲＪ１１×１）

2222222 RRRRRRR 直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）直列ユニット（端末）

非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）非常警報複合装置（埋込型）

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設 ※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

テレビ機器収納箱（ＴＶ－Ｔ２（露出形））テレビ機器収納箱（ＴＶ－Ｔ２（露出形））テレビ機器収納箱（ＴＶ－Ｔ２（露出形））テレビ機器収納箱（ＴＶ－Ｔ２（露出形））テレビ機器収納箱（ＴＶ－Ｔ２（露出形））テレビ機器収納箱（ＴＶ－Ｔ２（露出形））テレビ機器収納箱（ＴＶ－Ｔ２（露出形）） ※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

増幅器（ＵＨＦ－３５ｄＢ）　×１増幅器（ＵＨＦ－３５ｄＢ）　×１増幅器（ＵＨＦ－３５ｄＢ）　×１増幅器（ＵＨＦ－３５ｄＢ）　×１増幅器（ＵＨＦ－３５ｄＢ）　×１増幅器（ＵＨＦ－３５ｄＢ）　×１増幅器（ＵＨＦ－３５ｄＢ）　×１

４分配器　　　　　　　　　　×１４分配器　　　　　　　　　　×１４分配器　　　　　　　　　　×１４分配器　　　　　　　　　　×１４分配器　　　　　　　　　　×１４分配器　　　　　　　　　　×１４分配器　　　　　　　　　　×１

露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）　×１露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）　×１露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）　×１露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）　×１露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）　×１露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）　×１露出コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地極付）　×１

直列ユニット（中間）直列ユニット（中間）直列ユニット（中間）直列ユニット（中間）直列ユニット（中間）直列ユニット（中間）直列ユニット（中間） ※新設※新設※新設※新設※新設※新設※新設

S5CS5CS5CS5CS5CS5CS5C

【新設】防雨入線カバー【新設】防雨入線カバー【新設】防雨入線カバー【新設】防雨入線カバー【新設】防雨入線カバー【新設】防雨入線カバー【新設】防雨入線カバー

【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】【新設】
ＵＨＦアンテナ（２０ＥＬ）　　　　　×１ＵＨＦアンテナ（２０ＥＬ）　　　　　×１ＵＨＦアンテナ（２０ＥＬ）　　　　　×１ＵＨＦアンテナ（２０ＥＬ）　　　　　×１ＵＨＦアンテナ（２０ＥＬ）　　　　　×１ＵＨＦアンテナ（２０ＥＬ）　　　　　×１ＵＨＦアンテナ（２０ＥＬ）　　　　　×１
アンテナマスト（２．０ｍ、屋根馬共）×１アンテナマスト（２．０ｍ、屋根馬共）×１アンテナマスト（２．０ｍ、屋根馬共）×１アンテナマスト（２．０ｍ、屋根馬共）×１アンテナマスト（２．０ｍ、屋根馬共）×１アンテナマスト（２．０ｍ、屋根馬共）×１アンテナマスト（２．０ｍ、屋根馬共）×１

改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換改修　構内情報通信網・構内交換



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名 称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部 公 男

登 録 2 0 7 8 3 3 号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12 ＴＥＬ (0198) 23-1088 ＦＡＸ (0198) 23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録 第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計本庁舎分室 耐震補強工事 既存 電灯分岐 １階平面図

枚ノ内 号

番
面
図

E－12

女子トイレ・前室

露出形ＦＣＬ３０Ｗ－１

白熱灯シーリングＩＬ６０Ｗ

×１

×１

男子トイレ

露出形ＦＬ２０Ｗ－１ ×１

事務室

吊下形ＦＬ４０Ｗ－２ ×１６

事務室（階段）

露出形ＦＬ２０Ｗ－１ ×１

事務室

露出形ＦＬ４０Ｗ－２ ×６

白熱灯シーリングＩＬ６０Ｗ ×１
事務室前廊下・階段

露出形ＦＬ２０Ｗ－１ ×１

×１露出形ＦＬ４０Ｗ－１

風除室

露出形ＦＬ２０Ｗ－１ ×２

×２露出形ＦＬ４０Ｗ－１

事務室

露出形ＦＬ４０Ｗ－２ ×４

書庫

露出形ＦＬ２０Ｗ－１ ×１

物置

露出形ＦＬ４０Ｗ－１ ×１

廊下

露出形ＦＬ２０Ｗ－１ ×３

×１露出形ＦＣＬ３０Ｗ－１

湯沸室

露出形ＦＬ２０Ｗ－１ ×１

×１露出形ＦＬ４０Ｗ－１

男子トイレ

露出形ＦＣＬ３０Ｗ－１ ×１

女子トイレ

露出形ＦＣＬ３０Ｗ－１ ×１

3

3

男子トイレ

露出形ＦＬ４０Ｗ－１ ×１

収納

白熱灯シーリングＩＬ１００Ｗ ×１

玄関

露出形ＦＣＬ３０Ｗ－１ ×１

倉庫

露出形ＦＬ４０Ｗ－２ ×４

特記なき既設配管・配線及び配線器具など再利用のこと。

１．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

タンブラスイッチ（１Ｐ１５Ａ－１）

タンブラスイッチ（３Ｗ１５Ａ－１）

壁コンセント（２Ｐ１５Ａ－１）

3

※撤去

※撤去

※撤去

２．照明器具は、全て撤去のこと。

３．建築工事改修に影響がある配管・配線・配線器具などは、原則撤去のこと。

パイロットランプ（ＰＬ１５Ａ－１） ※撤去

また、再利用できない配管・配線・配線器具などは撤去のこと。

ポーチ

埋込ＦＤＬ１３Ｗ－１ ×１

事務室

露出形ＦＬ４０Ｗ－２ ×４



設計年月日 設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号

番
面
図

名 称

(A3)1:100

E－13

１ 級 建 築 士

阿 部 公 男

登 録 2 0 7 8 3 3 号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12 ＴＥＬ (0198) 23-1088 ＦＡＸ (0198) 23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録 第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計本庁舎分室 耐震補強工事 既存 電灯分岐 ２階平面図

会議室

露出形ＦＬ４０Ｗ－２

吊下形ＦＬ４０Ｗ－２

×２

×８

会議室（階段）

露出形ＦＬ２０Ｗ－１ ×１

中会議室

吊下形ＦＬ４０Ｗ－２ ×９

廊下・階段

露出形ＦＬ２０Ｗ－１

露出形ＦＬ４０Ｗ－１

×２

×１

休憩室

露出形ＦＨＦ３２Ｗ－２ ×２

事務室

露出形ＦＨＦ３２Ｗ－２

吊下形ＦＨＦ３２Ｗ－２

×２

×１

廊下

白熱灯シーリングＩＬ６０Ｗ ×１

物入

白熱灯シーリングＩＬ１００Ｗ ×１

3

3

１．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

タンブラスイッチ（１Ｐ１５Ａ－１）

タンブラスイッチ（３Ｗ１５Ａ－１）3

※撤去

※撤去

２．照明器具は、全て撤去のこと。

３．建築工事改修に影響がある配管・配線・配線器具などは、原則撤去のこと。
特記なき既設配管・配線及び配線器具など再利用のこと。

また、再利用できない配管・配線・配線器具などは撤去のこと。



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名 称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部 公 男

登 録 2 0 7 8 3 3 号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12 ＴＥＬ (0198) 23-1088 ＦＡＸ (0198) 23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録 第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計本庁舎分室 耐震補強工事 幹線・コンセント分岐・電熱設備

枚ノ内 号
番
面
図

E－14

Ｗ

A
B
C

D Ｓ
EL100A

Ｓ
30A

特記なき既設配管・配線及び配線器具など再利用のこと。

既存

2

2ET

Ｔ

Ｔ

EH400

EH400

Ｔ
Ｔ

Ｔ

EH400

EH400

EH400

既設分電盤２次側配線は再利用とする。
照明回路２回路、コンセント回路２回路
（１００Ｖ回路×４回路）

2

2 2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2 2
既設配線再利用

【配線再利用・立上配管のみ撤去】ＣＶ１４ｓｑ－２Ｃ（露出ＰＥＧ２８）

１．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

Ｔ

壁コンセント（２Ｐ１５Ａ－２）

壁コンセント（２Ｐ１５Ａ－２、接地端子付）

※撤去

※撤去

※撤去

２．建築工事改修に影響がある配管・配線・配線器具などは、原則撤去のこと。

天井コンセント（２Ｐ１５Ａ－１） ※撤去

2

2ET

EH400

※撤去

また、再利用できない配管・配線・配線器具などは撤去のこと。

電気暖房器（天吊型、輻射式、４００Ｗ）

サーモスタッド（両切、２２Ａ）

A 電灯盤Ａ（露出型、鋼板製、Ｗ６５０×Ｈ４００×Ｄ１２０相当）

主幹ブレーカー）ＥＬＢ３Ｐ１００／１００ＡＴ×１

分岐ブレーカー）ＭＣＣＢ２Ｐ３０／２０ＡＴ×１３

B 電灯盤Ｂ（露出型、樹脂製、Ｗ３００×Ｈ１３０×Ｄ６０相当）

分岐ブレーカー）ＥＣＬＢ２Ｐ３０／２０ＡＴ×３

C 電灯盤Ｃ（露出型、鋼板製、Ｗ７５０×Ｈ３２０×Ｄ１００相当）

分岐ブレーカー）ＭＣＣＢ２Ｐ３０／２０ＡＴ×１８

D

主幹ブレーカー）ＭＣＬＢ３Ｐ３０／３０ＡＴ×１

電灯盤Ｄ（露出型、樹脂製、Ｗ３００×Ｈ１３０×Ｄ６０相当）

分岐ブレーカー）ＭＣＣＢ２Ｐ３０／２０ＡＴ×８

ＥＬＣＢ３Ｐ３０／３０ＡＴ×１

ＭＣＣＢ３Ｐ３０／２０ＡＴ×２

※撤去

※撤去

※撤去

※撤去

Ｓ

Ｓ

EL100A

30A

開閉器箱（樹脂製、ＥＬＣＢ３Ｐ１００ＡＦ／１００ＡＴ×１） ※撤去

開閉器箱（樹脂製、ＭＣＣＢ３Ｐ３０ＡＦ／３００ＡＴ×１） ※撤去

Ｗ 電力量計（電力会社貸与品）

プルボックスＳＳ２００×２００×２００ ※撤去

上記以外は、原則撤去のこと。

2

１階平面図



設計年月日 設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

名 称

(A3)1:100

E－15

１ 級 建 築 士

阿 部 公 男

登録 2 0 7 8 3 3 号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12 ＴＥＬ (0198) 23-1088 ＦＡＸ (0198) 23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録 第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計本庁舎分室 耐震補強工事 既存 コンセント分岐 ２階平面図

特記なき既設配管・配線及び配線器具など再利用のこと。

2

2 2 2 2

2

2

2

2

2

１．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

※撤去

２．建築工事改修に影響がある配管・配線・配線器具などは、原則撤去のこと。

また、再利用できない配管・配線・配線器具などは撤去のこと。

2

2

215/20AEET

15/20AEET

15/20AEET ※撤去

壁コンセント （２Ｐ１５Ａ－２）

天井コンセント（２Ｐ１５Ａ／２０Ａ－１、接地極・接地端子付）



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名 称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部 公 男

登 録 2 0 7 8 3 3 号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12 ＴＥＬ (0198) 23-1088 ＦＡＸ (0198) 23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録 第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

E－16

【撤去】端子盤（露出型、鋼板製）
新館からの幹線光ケーブル及び幹線電話ケーブルは再利用とする。
幹線ケーブルの保護管は再利用とする。

１．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

ノズルプレート

スピーカ（壁掛）

※撤去

※撤去

アッテネーター ※撤去

テレビ端子 ※撤去

差動式スポット型感知器（２種、露出型） ※撤去

２．建築工事改修に影響がある配管・配線・配線器具などは、原則撤去のこと。

また、再利用できない配管・配線・配線器具などは撤去のこと。

既存 構内交換・拡声

・テレビ共同受信・火災報知設備

１階平面図

特記なき既設配管・配線及び配線器具など再利用のこと。



設計年月日 設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号

番
面
図

名 称

(A3)1:100

E－17

１ 級 建 築 士

阿 部 公 男

登 録 2 0 7 8 3 3 号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12 ＴＥＬ (0198) 23-1088 ＦＡＸ (0198) 23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録 第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計本庁舎分室 耐震補強工事

１．特記なきシンボル凡例は、下記のとおりとする。

ノズルプレート

スピーカ（壁掛）

※撤去

※撤去

・テレビ共同受信・火災報知設備

既存 構内交換・拡声

２階平面図

【撤去】
ＶＨＦアンテナ１２ＥＬ ×１
ＵＨＦアンテナ２０ＥＬ ×１
増幅器（屋外用） ×１
４分配器（屋外用） ×１

アッテネーター ※撤去

テレビ端子 ※撤去

差動式スポット型感知器（２種、露出型） ※撤去

２．建築工事改修に影響がある配管・配線・配線器具などは、原則撤去のこと。

また、再利用できない配管・配線・配線器具などは撤去のこと。

特記なき既設配管・配線及び配線器具など再利用のこと。



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　
登 録  2 0 7 8 3 3  号

ベア

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第 え（2010）１１６９ 号（岩手県）

(A3)N,S
機械設備工事 特記仕様書

・  ガ 　 　 　 ス

・  ２

　 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ

・ Ｃ Ｄ － Ｒ ま た は・ 電 子 納 品

に よ る 。

「 岩 手 県 電 子 納 品 ガ イ ド ラ イ ン 」

は 補 助 監 督 員 が 認 印 し た も の ） 等

書 写 し 、 材 料 検 収 簿 （ 監 督 員 ま た

施 工 体 制 台 帳 ・ 体 系 図 、 下 請 調

省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 ） に よ る

営 繕 工 事 写 真 撮 影 要 領 （ 国 土 交 通

Ａ ３ 判 二 つ 折 り

Ａ １ 判 二 つ 折 り

度 と す る 。

す る 。 な お 一 冊 の 厚 さ は 10㎝ 程

表 等 を 一 括 バ イ ン ダ ー 製 本 と

写 し 、 関 係 ・ 緊 急 連 絡 先 一 覧

書 、 許 可 証 、 マ ニ フ ェ ス ト 等 ）

廃 棄 物 処 理 関 係 書 類 （ 委 託 契 約

書 、 官 公 庁 届 出 書 類 写 し 、 産 業

試 験 成 績 書 、 出 荷 証 明 書 、 保 証

納 入 仕 様 書 、 機 器 取 扱 説 明 書 、

完 成 図 （ 修 正 設 計 図 ） 、 施 工 図

書 類 名

ロ ） 特 別 管 理 産 業 廃 棄 物

消 防 法 施 行 令 （ 別 表 ）

３ ． 建 物 概 要

１ ． 工 事 名 称

Ⅰ ． 工 　 事 　 概 　 要

建  物  別  及  屋  外

工 　 事 　 種 　 目

工 　 　 事 　 　 種 　 　 別 備 　 　 　 　 　 考

建 　 物 　 名 　 称 備 　 　 考 　構  造 階  数

Ⅱ ． 工  事  仕  様

章 項 　 　 　 　 目

工 事 現 場 に お く 電 気 保 安 技 術 者 は 、 当 該 施 設 の 電 気 技 術 員 及 び 当 該 施 設 を 保

守 管 理 す る 東 北 電 気 保 安 協 会 等 を 補 佐 し 、 工 事 期 間 中 の 電 気 工 作 物 の 保 安 及

項

事

通

共

一

１ ． 共  通  仕  様

２ ． 特  記  仕  様

備 　 　 　 　 　 　 考

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

特 　 　 　 　 記 　 　 　 　 事 　 　 　 　 項

び 工 事 監 理 の 業 務 を 行 う も の と す る 。

機械設備工事 特記仕様書

５ ． 設 備 概 要 （ ○ 印 の つ い た も の を 適 用 す る ）

空 気 調 和 方 式 等

消 火 設 備 方 式

・ 全 空 気 方 式

・ パ ッ ケ ー ジ 方 式

・ 温 風 暖 房 機

・ 全 空 気 方 式

・ 蒸 気 暖 房 ・ 温 水 暖 房

放 流 先 汚 水

雑 排 水

・ 二 酸 化 炭 素 消 火

給 　 水 　 方 　 式

排 　 水 　 方 　 式

給 　 湯 　 方 　 式

屋 内 屋 外

及 び 試 験

資 機 材 置 場

既 存 の コ ン ク リ ー ト 部 の 床 、 壁 の 配 管 貫 通 部 等 の 穴 明 け は 、 原 則 と し て

ダ イ ヤ モ ン ド カ ッ タ ー に よ る 。

官 公 署 へ の 諸 手 続 き 等 は 遅 滞 な く 監 督 員 と 協 議 の う え 、 請 負 者 が 代 行 処 理 す る 。

入 部 の 変 位 吸 収

及 び 埋 設 表 示 用
テ ー プ

取 付 箇 所

対 象 管 ・ 給 水 管 ・ ガ ス 管 ・ 油 　 管

イ ） 管 周 囲 の 保 護

ロ ） 埋 戻 し 土

・ 山 砂

・ 山 砂

地 中 埋 設 標 及 び 埋 設 用 テ ー プ は 、 下 記 に よ る 。

図 示 に よ る 。

特 に 明 記 の な い 弁 等 の サ イ ズ は 、 接 続 配 管 サ イ ズ に 同 じ 。

１ . 温 　 湿 　 度

調 整 目 標 値

２ . ば い 煙 濃 度 計

３ . ば い じ ん 量

測 定 口

４ . 煙 　 　 突

５ . 煙 　 　 道

６ . ダ 　 ク 　 ト

７ . 風 量 測 定 口

８ . 防 煙 ダ ク ト

９ . 防 火 ダ ン パ

10 . 定 量 ユ ニ ッ ト

（ 目 標 値 ）

温 度 湿 度

冬 期

夏 期

温 度 湿 度 温 度 湿 度 温 度 湿 度

備 　 　 考

一 般 系 統

ﾟＣ

ﾟＣ
ﾟＣ
ﾟＣ

ﾟＣ

ﾟＣ

ﾟＣ

ﾟＣ

％
％

％
％

％

％
％
％

(DB) (RH ) (DB ) ( RH) (DB) (R H) (DB ) (RH)

外 　 　 気 室 　 　 内

取 付 け 場 所 は 図 示 に よ る 。 取 付 け 面 は 監 督 員 の 指 示 に よ る 。

復 帰 方 式

図 示 の Ｆ Ｖ Ｄ と は 、 防 火 ダ ン パ ー に 風 量 調 節 機 構 を 組 み 込 ん だ も の で 調 節 機 構 は 、

段 階 的 調 節 機 構 と す る 。

15． 瞬 間 流 量 計

及 び 測 定 用

タ ッ ピ ン グ

管 流 量 計 用 ）

（ ３ ２ ㎜ ピ ト ー

イ ） 冷 凍 機 又 は 冷 温 水 発 生 機 の 冷 水 出 口

ロ ） 冷 凍 機 又 は 冷 温 水 発 生 機 の 冷 却 水 出 口

ハ ） ボ イ ラ ー 又 は 熱 交 換 器 の 温 水 出 口

ニ ） 空 気 調 和 機 の 冷 温 水 入 口

ホ ） 冷 温 水 ヘ ッ タ ー の 各 送 り 管

16． オ イ ル タ ン ク イ ） 遠 隔 油 量 指 示 計

ロ ） 計 量 尺 は 、 青 銅 製 、 黄 銅 製 又 は ア ル ミ 製 と し 、 １ ０ ０ ｌ 実 測 目 盛 印 と す る 。

計 量 口 は 錠 付 き と す る 。

17． 積 算 油 量 計

19． 保 　 　 　 温

20． 電 気 工 事 の

範 　 　 囲

21． カ セ ッ ト 形

フ ァ ン コ イ ル

イ ） 施 工 箇 所 は 図 示 に よ る 。

ロ ） 内 貼 り チ ャ ン バ ー 類 の 寸 法 表 示 は 、 外 形 寸 法 と す る 。

イ ） 建 物 内 の 空 気 抜 き 管 の 保 温 は 、 空 気 抜 き 弁 （ 弁 含 む ） ま で と し 、 仕 様 は 冷 温 水 管 の

項 に よ る 。

ロ ） 屋 外 露 出 配 管 の 保 温 は 、 給 水 設 備 の 項 に よ る 。

ハ ） 外 気 取 り 入 れ ダ ク ト の 保 温 を

ホ ） 高 圧 蒸 気 管 及 び ヘ ッ ダ ー の 保 温 厚 　 　 　 ㎜ と す る 。

イ ） 地 震 感 知 器 の 配 管 配 線 は

配 管 配 線 は

２ ． ダ ク ト の 工 法

１ ． 準 用 事 項

３ ． 厨 房 用 フ ー ド

イ ） 外 気 取 り 入 れ ダ ク ト は 保 温 す る 。 た だ し 、 送 ・ 排 風 機 は 除 く 。

換

気

設

備

１ ． ダ 　 ク 　 ト

３ ． 排 煙 風 量

測 定 方 法

４ ． 排 煙 口 の 形 式

排 煙 風 量 を 測 定 す る 場 合 は  JI S A 430 3 の 排 煙 設 備 検 査 基 準  4 .2 .1 (2 ) (C ) に よ る 。

１ ． 中 央 監 視 制 御

２ ． 中 央 監 視 制 御

の 構 成 機 能

３ ． そ 　 の 　 他 室 内 温 湿 度 検 出 器 等 を ２ 個 以 上 併 設 し て 設 置 す る 場 合 は 、 サ ー モ ケ ー ス を 使 用 す る 。

排

煙

設

備

自

動

制

御

設

備

１ ． 大 便 器 洗 浄 弁

２ ． 大 便 器 洗 浄 用
タ ン ク

１ ． 量 　 水 　 器

２ ． 量 水 器 桝

３ ． 配 管 材 料

親 メ ー タ ー は

子 メ ー タ ー は

イ ） 親 メ ー タ ー 用

ロ ） 子 メ ー タ ー 用

イ ） 一 般 用

１ ． 配 管 材 料

２ ． 満 水 試 験 継 手

イ ） 屋 内 汚 水 管

ハ ） 屋 外 汚 水 、 雑 排 水 管

３ ． 別 途 流 し

４ ． 試 　 　 験

５ ． 放 流 負 担 金

立 管 は 本 工 事

排 水 管 は 、 衛 生 器 具 な ど の 取 付 け 完 了 後 煙 試 験 又 は 通 水 試 験 を

１ ． 配 管 材 料

１ ． 配 管 材 料

２ ． 消 火 栓 開 閉 弁

３ ． 保 　 　 温

４ ． ２ 号 消 火 栓

の 圧 力 損 失

イ ） 一 般

ロ ） 地 中 埋 設 部

・

屋 外 露 出 管 に つ い て は 給 水 管 に 準 ず る 。

ｋ gf／ ㎝ 2 以 下

１ ． 処 理 能 力

２ ． 放 流 水 質

３ ． 処 理 方 式

４ ． 主 要 構 造

３ ０ 日 分 を 納 入 す る 。

（ 放 流 水 の 水 質 検 査 書 を 提 出 す る ）

給

湯

設

備

し

尿

浄

化

槽

設

備

延 面 積 （ ㎡ ）

・  空 気 調 和

・  温 風 暖 房

・  直 接 暖 房

・  水 道 直 結 方 式 ・  高 置 タ ン ク 方 式 ・  加 圧 送 水 方 式

建 物 内 の 汚 水 及 び 雑 排 水

・  し 尿 浄 化 槽

・  し 尿 浄 化 槽 ・  側 溝

・  中 央 式・  局 所 式

（ ・  分 流 式 　 ・  合 流 式 ）

※ 別 契 約 の 関 係 請 負 者 の 定 置 す る 足 場 、 さ ん 橋 の 類 は 、 無 償 で 使 用 で き る 。

本 工 事 の 請 負 者 は 、 工 事 期 間 中 工 事 目 的 物 及 び 工 事 資 材 に 対 し て 、 下 記 に よ り 組 立 保

加 入 時 期 及 び 期 間

加 　 入 　 金 　 額 請 　 負 　 金 　 額 　 の 　 １ ０ ０ 　 ％

ハ ） 本 工 事 完 成 １ 年 後 に 経 年 検 査 を 行 う こ と 。

書 　 類

・  配 管 施 工 技 能 士

・  冷 凍 空 気 調 和 機 器 施 工 技 能 士

・  熱 絶 縁 施 工 技 能 士 ・  塗 装 施 工 技 能 士

・  建 築 板 金 施 工 技 能 士

・  本 工 事 で 定 置 す る 。

・  構 内 に 作 る こ と が

・  構 内 に 駐 車

・  構 内 に 作 る こ と が

・  出 来 る

・  出 来 る

・  出 来 る

・  出 来 な い

・  出 来 な い

・  出 来 な い

※  構 外 搬 出 適 切 処 理 　 ・  構 内 指 示 の 場 所 　 ・  構 内 指 示 の 場 所 に た い 積

※  な し ・  あ り

・  取 付 け る ・  取 付 け な い

・  本 工 事 （ 鋼 板 厚 　 　 ㎜ 、 高 さ 　 　 ｍ 以 上 ）

・  図 示 に よ る （ ４ １ ０ 以 上 の 煙 道 に は 、 掃 除 口 に 蝶 番 を 取 付 け る ）

・  ス パ イ ラ ル ダ ク ト

・  取 付 け な い

・  コ ー ナ ー ボ ル ト 工 法 （ ・  共 板 　 　 ・  ス ラ イ ド ）

・  同 時

・  メ カ ニ カ ル タ イ プ ・  風 速 セ ン サ ー タ イ プ

・  瞬 間 流 量 計 （ ・  固 定 形 　 　 ・  着 脱 可 能 形 ）

・  タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

・  瞬 間 流 量 計 （ ・  固 定 形 　 　 ・  着 脱 可 能 形 ）

・  タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

・  瞬 間 流 量 計 （ ・  固 定 形 　 　 ・  着 脱 可 能 形 ）

・  タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

・  瞬 間 流 量 計 （ ・  固 定 形 　 　 ・  着 脱 可 能 形 ）

・  タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

・  瞬 間 流 量 計 （ ・  固 定 形 　 　 ・  着 脱 可 能 形 ）

・  タ ッ ピ ン グ を 取 付 け る

・  取 付 け な い※  取 付 け る

・  取 付 け な い

18． 消 音 内 貼 り

・  ７ 　 　 ・  ８ 　 　 ・  ９ 　 　 ・  １ ０

・  ス パ イ ラ ル ダ ク ト

・  コ ー ナ ー ボ ル ト 工 法 （ ・  共 板 　 　 ・  ス ラ イ ド ）

・  自 己 消 火 性 の ポ リ ス チ レ ン フ ォ ー ム 製
ユ ニ ッ ト の 風

量 分 配 ダ ク ト

・  亜 鉛 鉄 板 製 ・  鋼 板 製 （ １ ． ６ ㎜ 以 上 ）

・  手 動 及 び 遠 隔 操 作 可 能 な も の

・  手 動 式 （ ・  ワ イ ヤ ー 式 　 ・  電 気 式 ）

・  可 動 羽 根 （ ス リ ッ ト 共 ）

・  あ り ・  な し

・  可 動 パ ネ ル

※  借 用

※  買 取 り

・  買 取 り

・  水 道 事 業 者 の 指 定 店

・  排 水 用 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管

・  ビ ニ ル 管 （ Ｖ Ｐ ）

・  コ ー テ ィ ン グ 鋼 管

・  鉛 　 管

・  メ カ ニ カ ル 形 排 水 鋳 鉄 管

・  ヒ ュ ー ム 管 （ １ 種 Ｂ 形 ） ・  ビ ニ ル 管 （ Ｖ Ｐ ）

・  取 付 け な い ・  図 示 し た 箇 所 に 取 付 け る

ト ラ ッ プ は （ ・  別 途 　 　 ・  本 工 事 ）

※  行 う ・  行 わ な い

・  不 要 ・  要 （ ・  別 途 工 事 　 ・  本 工 事 ）

・  行 わ な い

・  本 工 事

・  本 工 事

ロ ） 防 煙 ダ ン パ ー と 連 動 制 御 器 ま で の 配 管 配 線 及 び 連 動 制 御 器 か ら 煙 感 知 器 ま で の

ニ ） 屋 外 の 冷 媒 管 の 保 温 外 装 は 　 　 　 ・  化 粧 ケ ー ス （ 樹 脂 製 ） と す る 。

・  不 凍 結 節 水 弁 付 と す る 。

衛

生

器

具

設

備

給

水

設

備

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

・  圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 継 目 無 管 ） （ SC h80）

・  圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ SCh4 0）

・  外 面 被 覆 鋼 管 （ SG P-V S） ・  外 面 被 覆 鋼 管 （ SGP -PS）

・  製 造 者 標 準 品 と す る 。

※  使 用 開 始 後 請 負 者 に お い て １ 年 間 維 持 管 理 す る こ と 。

・  一 定 期 間 定 常 状 態 に お い て 使 用 後 、 放 流 水 の 水 質 検 査 書 提 出 す る こ と 。

・  下 水 道 直 接 放 流

・  下 水 道 直 接 放 流

（ 　 　 　 　 　 ）

※  な し ・  あ り （ 　 　 　 　 　 ）

イ ） 電 気 設 備 工 事 及 び 建 築 工 事 は 、 各 特 記 仕 様 書 に よ る 。

険 に 加 入 し 、 そ の 保 険 証 書 の 写 し を 監 督 員 に 提 出 す る 。

（  ・  一 重 　 ※  ニ 重  ） と し て フ ー ド コ ッ ク （  ※  有 　 ・  無  ） と す る 。

図 示 に よ る 。

※  防 露 形 ロ ー タ ン ク （ ※  手 洗 い な し ・  手 洗 い 付 ）

図 示 に よ る 。

図 示 に よ る 。

図 示 に よ る 。

５ ． 制 　 御 　 盤

６ ． 消 　 毒 　 剤

７ ． 維 持 管 理

・  JIS １ ０ ｋ gf／ ㎝ 2 ・  J IS ２ ０ ｋ gf／ ㎝ 2

４ ． 保 　 　 温

２ ． 排 煙 口 開 放

装 　 置

般

図 示 に よ る 。

２ ） 特 記 事 項 　 　 　  印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

ロ ） 全 熱 交 換 器 に 接 続 す る ダ ク ト は 、 保 温 を 行 う 。

ハ ） 外 壁 よ り １ ｍ 部 分 の 排 気 ダ ク ト 及 び 浴 室 排 気 ダ ク ト は 、 保 温 を 行 う 。

１ ． 適 用 基 準 等

１ ） 項 　 　 目 　 　 番 号 に ○ 印 の つ い た も の を 適 用 す る 。

２ ． 電 気 保 安 技 術 者

３ ． 技  　 能  　 者

４ ． 機 　 　 　 　 材

５ . 機 材 等 の 検 査

７ ． 足 場 そ の 他

８ . 工 事 用 仮 設

９ . 残 土 処 理

10 . 発 生 材 の 処 理

14 . は 　 つ 　 り

16.  手 　 続 　 き

18. 配 管 の 建 物 導

20.  地 中 埋 設 標

21.  絶 縁 フ ラ ン ジ

22. 弁 等 の サ イ ズ

23． 試 　 　 　 験

24.  そ 　 の 　 他

25． 保  　 　 　 険

26． 完 成 時 提 出

印 の 付 か な い 場 合 は  ※  印 の 付 い た も の を 適 用 す る 。

印 と  ※  印 の 付 い た 場 合 は 、 共 に 適 用 す る 。

●

●

●

４ ． 工 事 種 目 （ ○ 印 の つ い た も の を 適 用 す る ）

３ ． 小 便 器 洗 浄

装 　 置

工 事 用 駐 車 場

本 工 事 に 使 用 す る 機 器 及 び 材 料 は 新 品 と し 、 設 計 図 書 に 定 め る 品 質 及 び 性 能

を 有 す る も の と す る ほ か 、 同 等 品 以 上 と す る 。 た だ し 、 同 等 品 以 上 と す る 場

合 は 監 督 員 の 承 諾 を 受 け る 。

各 機 器 の 個 別 運 転 調 整 後 に 下 記 の 総 合 調 整 を 行 う 。

イ ） 電 動 機 出 力 な ど は 、 表 示 さ れ た 出 力 以 下 の 容 量 と す る 。

ロ ） 冷 温 熱 源 機 器 等 及 び 防 災 機 器 の 能 力 、 容 量 は そ の 数 値 以 上 と す る 。

ハ ） 電 源 の 周 波 数 は 、 ５ ０ Ｈ ｚ と す る 。

・  室 内 気 流 及 び 塵 埃 の 測 定 　 ・  騒 音 の 測 定 　 ・  初 期 運 転 状 態 の 記 録

・  機 器 の 絶 縁 抵 抗 の 測 定 　

・  風 量 調 整 　 ・  水 量 調 整  　 ・  室 内 外 空 気 の 温 湿 度 測 定

上 層 階 、 屋 上 及 び 塔 屋

中 　 間 　 階

１ 階 及 び 地 階

重 要 機 器

2.0( 2.0)

1 .5( 1.5)

1.5 (2. 0)

1.0 (1.5 )

0.6 (1.0 )

1 .5( 2.0)

1 .0( 1.5)

0 .6( 1.0)

1.0 (1.5 )

0.6 (1.0 )

0.4 (0.6 )

重 要 機 器一 般 機 器 一 般 機 器

特 定 の 施 設 一 般 の 施 設

設 計 用 標 準 水 平 震 度

設  置  場  所

イ ） 本 工 事 の 施 設 は 、 （ ※ 一 般 の 施 設 　 ・ 特 定 の 施 設 ） と す る 。

注 ２ ） （ 　 ） 内 の 設 備 は 防 震 支 持 の 機 器 の 場 合 に 適 用 す る 。

ロ ） 地 域 係 数 は 、 １ .０ と す る 。

に お い て も 耐 震 を 考 慮 し 、 据 付 又 は 取 付 を 行 う も の と す る が 、 前 記

指 針 の 方 法 に よ ら な く て も よ い 。

1.0( 1.0)

ニ ） 重 要 機 器 類 （ 高 架 タ ン ク 、 受 水 タ ン ク は 機 器 表 に よ る 。 ）

11.  総 合 調 整

12.  容 量 の 表 示

13． 耐  震  施  工

イ ） 引 渡 し を 要 す る も の

ハ ） 上 記 イ ） ロ ） 以 外 の 発 生 材 は 、 可 能 な 限 り 中 間 処 理 施 設 等 に お い て

再 利 用 ・ 減 量 化 等 を 図 る も の と し 、 処 理 方 法 等 は 監 督 員 と 協 議 す る 。

ニ ） 現 場 に お い て 再 利 用 を 図 る も の

現 場 に お け る 分 別 ー 保 存 材 は 、 機 器 ・ 配 管 ・ ダ ク ト 等 と 分 別 す る 。

ホ ） 本 工 事 で 発 生 す る 建 設 廃 棄 物 の う ち 、 岩 手 県 内 の 最 終 処 分 場 （ 中 間

処 理 施 設 経 由 を 含 む ） に 搬 入 さ れ る 産 業 廃 棄 物 に つ い て は 、 岩 手 県

産 業 廃 棄 物 税 が 課 税 さ れ る の で 適 正 に 処 理 す る こ と 。

・ 良 質 発 生 土

凍 結 の 恐 れ の あ る 水 道 管 、 冷 温 水 管 等 の 一 部 施 工 時 の 気 密 試 験 に つ い て は 、 水 圧 試

験 を 空 気 圧 試 験 に 代 え る こ と が 出 来 る が 、 完 成 時 ま で に 水 圧 試 験 を 実 施 す る こ と 。

19. 管 周 囲 の 保 護

砂 及 び 埋 戻 し 土

［ ・  暖 房 ・ 冷 房 ・ 空 気 調 和 設 備 の 当 該 事 項 に 準 ず る 。 ］

・  空  気  調  和  　 設 　 備

図 面 及 び 特 記 仕 様 書 に 記 載 さ れ て い な い 事 項 は 、 す べ て 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修 の 公 共 建 築

・ フ ァ ン コ イ ル -ダ ク ト 併 用 方 式

・ フ ァ ン コ イ ル -ダ ク ト 併 用 方 式

・  屋 内 消 火 栓

・ 連 結 散 水

・ 連 結 送 水 管 ・ 屋 外 消 火 栓 ・ ス プ リ ン ク ラ ー

・ 粉 末 消 火 ・ 泡 消 火 ・ そ の 他

検 査 及 び 試 験 を 行 う べ き 機 材 等 は 、 標 準 仕 様 書 に よ る 。

注 １ ） 設 置 場 所 の 区 分 は 標 準 仕 様 書 に よ る 。

ハ ） １ ０ ０ kg以 下 の 軽 量 な 機 器 （ 標 準 仕 様 書 の 適 用 を 受 け る も の は 除 く ）

・  水 道 事 業 者 の 指 定 店

・  耐 熱 性 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管

・

27． 工 事 実 績 情 報

の 登 録

（ 工 事 カ ル テ ）

・  耐 火 二 層 管

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）・  コ ー テ ィ ン グ 鋼 管

・  ビ ニ ル 管 （ Ｖ Ｕ ）

・  ス テ ン レ ス 鋼 管

２ ． 弁 　 　 類

３ ． 湯 沸 器 回 り

配 　 　 管

４ ． 湯 沸 器 の

排 気 筒

５ ． 保 　 　 温

給 水 設 備 の 当 該 事 項 に よ る 。

湯 沸 器 排 水 筒 の 保 温 は

・  別 途

・  行 わ な い※  行 う

機 器 に 接 続 す る 給 水 管 、 給 湯 管 は 鋼 製 又 は ス テ ン レ ス 製 の フ レ キ シ ブ ル チ ュ ー ブ を

使 用 し て よ い 。

※  本 工 事 （ 厚 さ ０ ． ５ ㎜ 以 上 の ス テ ン レ ス 鋼 板 製 ）

・  被 覆 銅 管

・  保 温 付 被 覆 銅 管

６ ． 工 事 用 水 の 電 力

・ 水 ・ そ の 他 受 電 後 引 渡 し 又 は 、 使 用 開 始 ま で の 電 気 料 金 は 、 関 係 各 請 負 業 者 に お い て

協 議 の 上 負 担 す る こ と 。

工 事 用 仮 設 電 力 ・ 水 等 の 費 用 、 官 公 署 等 へ の 諸 手 続 等 の 費 用 、 及 び 本 電 源

28 .　 施 工 条 件 ・ 本 工 事 は 建 物 を 使 用 し な が ら の 工 事 で あ る こ と 。

・  換 　 　 　 気

・  排 　 　 　 煙

・  自  動  制  御

・  衛  生  器  具

・  給 　 　 　 水

・  排 　 　 　 水

・  給 　 　 　 湯

・  消 　 　 　 火

・  し 尿 浄 化 槽

・  撤 去 工 事

・  発 生 材 処 理

建 物 導 入 部 の 変 位 吸 収 は 標 準 図 （ 施 工 ４ 及 び ５ ） に よ る 。

※ 　 適 用 す る

・  自 動 洗 浄

大 便 器 及 び 小 便 器 の 壁 に 取 付 け る

・  一 部 埋 込※  埋 込 ・  露 出

・  陶 器 製

電 源 供 給 方 法 （ ※  Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ 　 ・  乾 電 池 ）

・  樹 脂 製

吊 り こ ま 式 （ 節 水 こ ま 式 ） と す る 。 実 験 器 具 用 は 除 く 。

４ ． 小 便 器 洗 浄 管

５ ． 付 属 水 栓

６ ． 注 　 記 　 板

７ ． 自 動 水 栓

ロ ） 屋 内 雑 排 水 管

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ） ・  排 水 用 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管

･　 排 水 用 鋳 鉄 管 ・  ビ ニ ル 管 （ Ｖ Ｐ ） ・  耐 火 二 層 管

ニ ） 通 気 管 、 空 調 用 排 水 管

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ） ・  排 水 用 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管

･　 排 水 用 鋳 鉄 管 ・  ビ ニ ル 管 （ Ｖ Ｐ ） ・  耐 火 二 層 管

・  銅 　 管

・  塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 ・  ポ リ 粉 体 鋼 管 ・  ス テ ン レ ス 鋼 管 ・ 　 鋳 鉄 管

ロ ） 地 中 用 （ 屋 内 地 中 も 含 む ）

・  塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 ・  ポ リ 粉 体 鋼 管 ・  ビ ニ ル 管 ・  ポ リ エ チ レ ン 管

４ ． 散 　 水 　 栓

５ ． 弁 　 　 類

６ ． 給 　 水 　 栓

７ ． 埋 設 深 さ

８ ． 埋 設 弁 開 閉 用

９ ． 保 　 　 温

ハ ン ド ル

10． 水 道 加 入 金 等

11． そ 　 の 　 他

水 道 直 結 部 分

高 置 水 槽 以 降

※  JI S １ ０ ｋ gf／ ㎝ 2

※  JI S 　 ５ ｋ gf／ ㎝ 2 ・  JI S １ ０ ｋ gf／ ㎝ 2

本 工 事 に

イ ） 量 水 器 桝 内 の 保 温 を 行 う 。

呼 び 径 ２ ５ ㎜ 以 下 の も の は ５ ０ ㎜ 、 呼 び 径 ３ ２ ㎜ 以 上 の も の は ４ ０ ㎜ と す る 。

水 道 加 入 金

給 水 管 の 最 小 口 径 は ２ ０ ㎜ と す る 。 た だ し 、 器 具 接 続 部 分 を 除 く 。

ボ ッ ク ス

※ 　 公 道 部 分 （ ※ 水 道 事 業 者 及 び 道 路 管 理 者 規 定 に よ る ）

・  一 般 水 栓 ・  耐 寒 水 栓

・  敷 地 内 車 輌 道 路 （ 　 　 　 ｍ 以 上 ）

※  含 む （ 水 道 事 業 者 管 理 用 以 外 の 弁 操 作 用 ）

・  含 ま な い

・  要 （ ・  本 工 事 　 ・  別 途 工 事 ） ・  不 要

※  鋳 鉄 製 ・  ス テ ン レ ス 製 （  ・  鍵 付 　 　 ・  鍵 無  ）  

ロ ） 屋 外 配 管 （ 弁 、 フ ラ ン ジ 類 を 含 む ） は 、 標 準 仕 様 書 第 ２ 編 2. 3. 5表 ｅ 2( ﾊ)、 厚 さ は 、

14． 温 　 度 　 計

ロ ） 冷 温 水 ヘ ッ タ ー （ 往 ） 及 び 冷 温 水 ヘ ッ タ ー の 各 環 り 管

イ ） 空 気 調 和 機 、 温 風 暖 房 機 ま わ り の 給 気 ダ ク ト 、 環 気 ダ ク ト 及 び 外 気 ダ ク ト

（ 配 管 用 は Ｌ 形 、 ダ ク ト 用 は 丸 形 ）

標 準 仕 様 書 に よ る ほ か 、 下 記 の 箇 所 に 取 付 け る 。

ハ ） パ ッ ケ ー ジ 形 空 気 調 和 機 の 冷 却 水 出 口

イ ） 冷 温 水 管 ・  圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管

・  圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管ロ ） 冷 却 水 管

・ 　 耐 熱 性 ラ イ ニ ン グ 鋼 管 ・  ス テ ン レ ス 鋼 管

ト ） 冷 媒 管

・

・

・  圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 ・ 　 断 熱 材 被 覆 銅 管

ハ ） 蒸 気 管 　 　 送 り 管 ・  圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管

返 り 管 ・  圧 力 配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管

・  一 般 配 管 用 ス テ ン レ ス 鋼 管

ニ ） 油 管 、 油 用 通 気 管

ホ ） 膨 張 管 、 空 気 抜 き 管 、 膨 張 タ ン ク よ り ボ イ ラ ー 等 へ の 給 水 管

ヘ ） 空 調 用 排 水 管

・ 　 塩 ビ ラ イ ニ ン グ 鋼 管 ・ 　 ポ リ 粉 体 ラ イ ニ ン グ 鋼 管

・  ス テ ン レ ス 鋼 管

・  Ｊ Ｉ Ｓ １ ０ ｋ gf／ ㎝ 2

11 . 配 管 材 料

12 . 弁 　 　 　 類

13 . 鋼 　 管 　 用
伸 縮 管 継 手

・  ス リ ー ブ 形

取 り 合 い

イ ） 端 子 等 に つ い て は 、 特 に 電 気 請 負 業 者 と 事 前 打 合 せ を 行 う 。

ロ ） 機 器 付 属 の 制 御 盤 及 び 操 作 盤 ま で の 一 次 側 電 気 工 事 は 全 て

ハ ） 機 器 付 属 の 制 御 盤 及 び 操 作 盤 ま で の 二 次 側 電 気 工 事 は 全 て

※  別 途 　 　 　 ・  本 工 事

※  本 工 事 　 　 ・  別 途

15 . 他 工 事 と の

※  本 工 事 　 　 ・  別 途

ヘ ） 天 井 、 壁 の ボ ー ド 類 （ 軽 量 鉄 骨 も 含 む ） の 下 地 切 込 み 及 び 開 口 補 強 は

ニ ） 全 て の ス リ ー ブ 入 れ 及 び 箱 入 れ は ※  本 工 事 　 　 ・  別 途

※  本 工 事 　 　 ・  別 途ホ ） ス リ ー ブ 及 び 箱 入 れ の 補 強 工 事 は

（ 種 別 ご と 最 低 １ 個 ）

ヒ ュ ー ズ （ 温 度 ヒ ュ ー ズ も 含 む ） 及 び 表 示 灯 は 予 備 品 と し て 、 ２ ０ ％ 納 入 す る 。17 . 予 備 品 等

空

気

調

和

設

備

一

般

共

通

事

項

空

気

調

和

設

備

排

水

設

備

消

火

設

備

１ ． ガ ス の 種 類

２ ． 配 管 材 料

３ ． 都 市 ガ ス

４ ． 液 化 石 油 ガ ス

５ ． ガ ス 漏 れ 警 報

遮 断 装 置

ロ ） 地 中 埋 設 部

イ ） 一 般

イ ） ガ ス メ ー タ ー

親 メ ー タ ー は ガ ス 供 給 事 業 者 よ り 借 用

子 メ ー タ ー は 買 取 り と す る 。

ロ ） 引 込 み 負 担 金

イ ） ガ ス ボ ン ベ は

ロ ） ガ ス メ ー タ ー

親 メ ー タ ー は ガ ス 供 給 事 業 者 よ り 借 用

子 メ ー タ ー は 買 取 り と す る 。

ハ ） 転 倒 防 止 用 の 鎖 は

ニ ） 転 倒 防 止 装 置 は

・ 本 工 事

図 示 の 場 所 に

・ 公 道 （ ガ ス 供 給 事 業 者 及 び 道 路 管 理 者 規 定 に よ る ）

６ ． 埋 設 深 さ

・  ポ リ エ チ レ ン 被 覆 鋼 管

・  ポ リ エ チ レ ン 被 覆 鋼 管・  ガ ス 用 ポ リ エ チ レ ン 管

・  不 要 ・  要 （ ・  別 途 工 事 　 ・  本 工 事 ）

・  買 い 取 り

（ ・  １ ０ ｋ ｇ 　 ・  ２ ０ ｋ ｇ 　 ・  ５ ０ ｋ ｇ 　 　 　 　 本 ）

・  別 途 工 事

（ ・  分 離 形 　 ・  一 体 形 ）

外 部 出 力 端 子 （ ・  あ り 　 ・  な し ）

都 市 ガ ス 供 給 業 者 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）・  都 市 ガ ス （ 発 熱 量 　 　 　 　 ｋ CA l／ ｍ 2）

・  液 化 石 油 ガ ス （ 12 ,00 0 ｋ C Al／ K g）

・

・

・  敷 地 内 車 輌 道 路 （ 　 　 　 ｍ 以 上 ）

・  本 工 事 と し 施 工 要 領 は 標 準 図 （ 施 工 　 ７ ３ ） に よ る 。

・  取 付 け る

・  別 途 工 事

ガ

ス

設

備

撤

去

工

事

発

生

材

処

理

そ

の

他

※ 防 食 工 事 土 中 埋 設 鋼 管 に は 、 ペ ト ロ ラ タ ム 系 防 食 テ ー プ を ハ ー フ ラ ッ プ １ 回 巻 き の 上 、 防 食 用

用 プ ラ ス チ ッ ク テ ー プ を ハ ー フ ラ ッ プ １ 回 巻 き と す る 。

被 覆 鋼 管 も 同 様 と す る 。

１ ． 発 生 材

ク リ ー ト 破 片 等 ） 等 に 分 け て 分 別 収 集 す る 。

そ の 他 発 生 材 の 処 理 に つ い て は 、 一 般 共 通 事 項 10.発 生 材 の 処 理 に よ る 。

２ ． 産 業 廃 棄 物

１ ． 撤 去 工 事 ・ 　 給 排 水 衛 生 設 備 　 　 ・・  空 調 設 備

・ 　 ア ス ベ ス ト の 撤 去 　 　 ・ 　 有 り 　 　 　 ・ 　 無 し

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

資 材 搬 入 前 か ら 完 成 後 ３ ０ 日 ま で

・  標 準 図 （ 機 材 　 ５ ７ ）

・  標 準 図 （ 機 材 　 ５ ７ ）

・ 国 土 交 通 省 大 臣 官 房 官 庁 営 繕 部 監 修

工 事 写 真 撮 影 ガ イ ド ブ ッ ク 機 械 設 備 工 事 編 （ 平 成 ３ ０ 年 版 ） 国 土 交 通 省 大 臣

官 房 官 庁 営 繕 部 監 修

機 械 設 備 工 事 監 理 指 針 （ 令 和 元 年 版 ）

計 ・ 施 工 指 針 201 4年 版 （ 独 立 行 政 法 人 建 築 研 究 所 監 修 ） 」 に よ る 。

耐 震 措 置 の 計 算 及 び 施 工 方 法 は 、 次 の 事 項 以 外 す べ て 「 建 築 設 備 耐 震 設

部 数規 　 格製 本 仕 様

・ 完 成 図 書

・ 完 成 図

（ 修 正 設 計 図 ）

・ 施 工 図

・ 完 成 写 真

・ 工 事 写 真

・ 保 守 管 理

　 案 内 書

・ 工 事 関 係

　 書 類

　

・  金 文 字 入 黒 表 紙
・  市 販 フ ァ イ ル
　

・ 二 つ 折 り 製 本

・ 二 つ 折 り 製 本

・ 市 販 フ ァ イ ル

・ 市 販 フ ァ イ ル

・ 市 販 フ ァ イ ル

・ 市 販 フ ァ イ ル

・ Ａ ４ 判

・ Ａ ４ 判

・ Ａ ２ 判

・ Ａ ４ 判

・ Ａ ４ 判

・ Ａ ４ 判

・ Ａ ４ 判

・  ２

・  １

・  １

・  ２

・  １

・  ２

・ Ａ ４ 判

・ Ａ ２ 判

・  ２

Ａ ３ 判 二 つ 折 り

Ａ １ 判 二 つ 折 り

容 易 に 理 解 で き る も の ）

日 常 保 守 管 理 案 内 書 （ 使 用 者 が

２ ． 工 事 場 所

・  ビ ニ ル 管 （ Ｖ Ｐ ）

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・  コ ー テ ィ ン グ 鋼 管

・  コ ー テ ィ ン グ 鋼 管

※ 制御盤には漏電、過負荷、満水警報等の一括故障表示用無電圧接点及び端子を設ける。

・  発生 材は 、金 属（ 鉄、 アル ミニ ウム 、ス テ ンレ ス等 )、樹 脂（ プラ スチ ッ ク、 ビニ ル管

等 ）、 保温 材（ ロッ ク ウー ル、 グラ スウ ール 、ポ リス チレ ンフ ォー ム等 、そ の他 、 （コ ン

・産 業廃 棄物 の処 理 は、 収集 から 最終 処分 まで をマ ニフ ェス ト交 付を 経て 適正 に 処理 する 。

工 事 標 準 仕 様 書 （ 機 械 設 備 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） 、 公 共 建 築 改 修 工 事 標 準 仕 様 書 （ 機 械 設 備 工 事 編 ）

（ 最 新 版 ） 及 び 公 共 建 築 設 備 工 事 標 準 図 （ 機 械 設 備 工 事 編 ） （ 最 新 版 ） に よ る 。

ロ ） ガ ス 管 地 中 埋 設 標 （ ・ 要 　 ・ 不 要 ）

イ ） 給 水 管 地 中 埋 設 標 （ ・ 要 　 ・ 不 要 ）

埋 設 表 示 用 テ ー プ （ ・ 要 　 ・ 不 要 ）

ハ ） 油 　 管 地 中 埋 設 標 （ ・ 要 　 ・ 不 要 ） 埋 設 表 示 用 テ ー プ （ ・ 要 　 ・ 不 要 ）

埋 設 表 示 用 テ ー プ （ ・ 要 　 ・ 不 要 ）

※建築工事に準ずる

※  一 般 敷 地 内 （ ０ ． ６ ｍ 以 上 ）

・

ロ ） 本 工 事 に 使 用 す る 鋳 鉄 製 マ ン ホ ー ル 蓋 に は 、 県 (市 町 村 )章 を 入 れ る こ と 。

・  ア ン グ ル 工 法

・  押 ボ タ ン 式 （ 不 凍 結 節 水 弁 付 ）

・  取 付 け る （ 測 定 口 80　 フ ラ ン ジ 止 ）

・  別 途

・  鋼 板 厚 ３ ０ ０ 以 下 は ３ .２ ㎜ 、 ３ ０ ０ を 越 え る も の は ４ .５ ㎜ と す る 。

・  ア ン グ ル 工 法

・  低 速

・  遠 隔 式 （ 電 動 式 （ 定 格 入 力 Ｄ Ｃ ２ ４ Ｖ ０ ． ５ Ａ 以 下 ） ）

・  順 送 り

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 黒 ）

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 黒 ）

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 黒 ）

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

・  銅 管

・  Ｊ Ｉ Ｓ ５ ｋ gf／ ㎝ 2

・  ベ ロ ー ズ 形

・  取 付 け る

・  行 う

・  別 途

・  別 途

・  亜 鉛 鉄 板 製

・  配 管 用 炭 素 鋼 鋼 管 （ 白 ）

・  借 用

・  本 工 事

・ 一 般 敷 地 内 （ 　 　 　 ｍ 以 上 ）

本 庁 舎 分 室 　 耐 震 補 強 工 事

花 巻 市 城 内 1- 43

２ 階 ４ ７ ８ ． ６ ９Ｓ 造 ･木 造本 庁 舎 分 室

本 庁 舎 分 室

M－01
2025.03.

本庁舎分室 耐震補強工事



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　
登 録  2 0 7 8 3 3  号

ベア

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第 え（2010）１１６９ 号（岩手県）

(A3)N,S
空気調和設備　機器表

記　号 機　器　名　称

ＡＣ－１

設　置　場　所

φ Ｖ
(最大消費電力)

ｋＷ ｋＷ
(定格消費電力)

台 数 備　　　　考

電　気　仕　様

パッケージエアコン
（寒冷地仕様）

機　器　仕　様　（参考型番）　

改修

暖房
３ ２００

暖房
外部 ２

冷房

暖房能力 １１．２ ｋＷ　冷房能力 １０．０ ｋＷ

防雪屋根・平置架台(Ｈ５００）・コンクリート入固定ブロック×２・室外機転倒防止
他標準付属品一式 ＧＫＨＢ１１２１１ＭＵＢ

壁掛型(同時ツイン)・ワイヤードリモコン・ドレンアップメカ
６．４０ ２．９５

３．０５

会議室(１階)
中会議室

暖房
３ ２００

暖房

２００

マルチエアコン
（室外機）

ＡＣＰ－１

マルチエアコン
（室内機）

ＡＣＰ-１-１

外部 １

暖房能力 ６．３ ｋＷ　冷房能力 ５．６ ｋＷ １

（寒冷地仕様） 冷房

冷房・暖房能力及び電気特性は（ＪＩＳ Ｂ ８６１６）に規定された定格条件による。
各エアコンの室内外機の連絡配線と操作配線は冷媒配管に共巻とし本工事とする。
アクティブフィルター必要機種は対応を行う

暖房能力 １８．０ ｋＷ　冷房能力 １６．０ ｋＷ

分岐管　他標準付属品一式
防雪屋根・平置架台(Ｈ５００）・コンクリート入固定ブロック×２・室外機転倒防止

室外機：１．０１×０．３７×１．５５Ｈ・１６３ｋｇ
ＭＣＹ－ＭＡＰ１６０１ＨＮ

８．５０ ４．９０

４．５０

他標準付属品一式
壁掛型・ドレンアップメカ付・ワイヤードリモコン×１

ＭＭＫ－ＵＰ５６１Ｈ

会議室(２階) ０．０３２ ３

改 修 　 空 気 調 和 設 備 　 機 器 表

記　号 機　器　名　称

ＡＣＲ－４ ルームエアコン 暖房能力 ５．０ ｋＷ　冷房能力 ４．０ ｋＷ

壁掛型・リモコン、壁掛架台再使用

ルームエアコン 暖房能力 ５．０ ｋＷ　冷房能力 ４．０ ｋＷ

壁掛型・リモコン、壁掛架台再使用

ＡＣＲ－５

暖房出力：７．４１ｋＷＦＦ－４ ＦＦ式石油暖房機

オイルサーバーＯＳ－２ 灯油用・１５Ｌ／ｈ・最大揚程：８ｍ

２００型ＴＯ－１ オイルタンク

外部

休憩室

外部

更衣室

休憩室
更衣室

休憩室

φ Ｖ
(最大消費電力)

ｋＷ ｋＷ
(定格消費電力)

台 数 備　　　　考

電　気　仕　様

暖房
２００

暖房

冷房

１

冷房

２．２８５

１．５４

１．４６

１．３３

１

暖房
２００

暖房

冷房

１

冷房

１ 既存休憩室設置機器を再使用

既存事務室設置機器を再使用

２．３５５

１．４５

１．３０

１．１６

冷媒、ドレン配管は新規とする

冷媒、ドレン配管は新規とする

既存事務室設置機器を再使用
既存休憩室設置機器を再使用

既存事務室設置機器を再使用ＡＣ １００ ０．０１ １

２１ １００ ０．１０７

１ 既存外部設置機器を再使用

設置場所

再 使 用 　 空 気 調 和 設 備 　 機 器 表

機　器　仕　様

灯油コック・給排気筒再使用

M－02
2025.03.

本庁舎分室 耐震補強工事



2
,
7
3
0

8
1
0

1
,
0
1
0

設計 検図

担当

縮尺

製図

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

図面内容

2
0

2
0

空気調和設備　１階平面図

R

R

ACP-1

改修

RD RD RRDD

20

S3S2 S5 S6 S7 S9

2,730

1,8201,8201,820

9,100

1,820

7,2801,820 1,430 1,300

CH=2,150

女性ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

廊下

会議室

CH=2,150

CH=2,700

CH=2,700

+210

+450

+450

+450

Exp.j

Exp.j

Ex
p.
j

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

1
,
9
0
0

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

4
5
5

14,560 1,850

3,640

1,8501,790

3,6403,6403,640

風除室

事務室 CH=2,800

GL±0

+120

+200

X4X2 X3X1

X4

910

4,140

1,350

1,200

6,690

5,340

4,140

木製棚

玄関

UP

収納

ポーチ

男子ﾄｲﾚ

木製棚

木製棚

倉庫

CH=2,845

+250

+90

+250

+170

+90

+450

収納
階段下

3
5
0

4
,
2
0
0

UP

ポーチ

ス
ロ

ー
プ

+450

+450

350 3,290 3,640 3,640 3,290 350

４３２１ ５

S1

T4

T3

3
,
7
9
5

1
,
8
2
0

6
1
0

1
,
2
1
0

1
5
5

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
0
,
9
2
0

AC-1
AC-1

① ①

20,① ①

ACR-5 ACR-4

TO-1

O
φ

8

φ8

O
Ｎ

①

冷媒配管サイズ表

液側 ガス側
番号

②

③

保温化粧ケース(樹脂製)

サイズ表

φ9.5 φ15.9

φ 12.7φ6.4

φ9.5 φ 19.1

※ 冷媒・ドレン配管の屋内外露出部分は保温化粧ケースを使用

④

１４０×８０

φ6.4 φ9.5

25,④ 25,③

②

②

③

③

④ ③

※共通:ﾄﾞﾚﾝ配管末端にﾄﾞﾚﾝ用逆止弁設置

M－03



設計年月日 設計 検図

担当

縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

図面内容

R DRD

空気調和設備　２階平面図

R D

R

RD
D

機械ﾊﾂﾘ*4

*3

D

D

20

20

2
0

2
0

R D
2
0

20

20

①

冷媒配管サイズ表

液側 ガス側
番号

②

③

保温化粧ケース(樹脂製)
サイズ表

改修

ACP-1-1

R
D

2
5

RD R D 2
5

D

Ｎ

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

５
１ ２ ３ ４

14,560 1,850

3,640 3,640 3,640 3,640

1,790 1,850

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,5
5
0

1
,
9
0
0

4
5
5

1,850

会議室

CH=2,700

廊下

CH=2,700

± 0

± 0

Y1

X1 X2 X3 X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

4
,
5
5
0

6
,
37
0

1
0
,
9
20

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

更衣室

押入 押入

物置

+170

± 0

+400

3
5
0

4
,
2
00

3
5
0

4
,
2
00

350 3,290 3,640 3,640 3,290 350
S1 S7 S9

9,100 2,730
X4

4,140

± 0

CH=2,700

中会議室

休憩室

CH=2,450

+40

CH=2,500

+170

φ9.5 φ 15.9

φ12.7φ6.4

φ9.5 φ 19.1

※ 冷媒・ドレン配管の屋内外露出部分は保温化粧ケースを使用

④

φ6.4 φ9.5

１４０×８０

③

②

②

④

②

R ③
②

②

25,④ ③,25

①

①

RD

20,①

OS-2

FF-4

FF-4

ACR-4

ACR-5

O
φ

8
2
0

O
φ

8
O
O
φ

8

O
φ8

φ8

O

AC-1

M－04



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　
登 録  2 0 7 8 3 3  号

ベア

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第 え（2010）１１６９ 号（岩手県）

(A3)N,S
換気設備　機器表

機　器　名　称記 号

天 井 換 気 扇

天 井 換 気 扇

ＦＥ－１

ＦＥ－２

ＦＥ－３

ＦＥ－４

ＦＥ－５

ＦＥ－６

ＦＥ－７

ＦＥ－８

ＦＥ－９

ＦＥ－１０

天 井 換 気 扇

ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ付）・天吊金具・コントロールスイッチ共

低騒音形・ボディ：金属製・ファン、グリル：プラスチック製・高密閉風圧式シャッター付・接続ダクトφ１００・風量 強１３０m3/h - ４０Pa　２４Ｈ４０m3/h - ５Pa

ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ付）・天吊金具・コントロールスイッチ共

VD-15ZLXP14-CS

VD-15ZLXP14-CS

ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ付）・天吊金具・コントロールスイッチ共

低騒音形・ボディ：金属製・ファン、グリル：プラスチック製・風圧式シャッター付・接続ダクトφ２００・風量 強６００m3/h - ７０Pa　弱４００m3/h - ４０Pa

VD-25ZX13-C

ＦＥ－１１

ＦＥ－１２

自然給気ユニットＯＡ－１
ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ・防虫網付）

接続ダクト１００φ　角形・壁据付・シャッター開口面積調節、ロック機構付・風圧シャッター付・外気清浄フィルター
P-13KQU

自然給気ユニット
ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ・防虫網付）

ＯＡ－２
接続ダクト１５０φ　角形・壁据付・シャッター開口面積調節付・外気清浄フィルター

P-18WQU

２４Ｈ他コントロールスイッチは電気工事に支給のこと

換気ファンの電動機出力又は消費電力は（ＪＩＳ　Ｂ　８３３０又はＪＩＳ　Ｃ　９６０３）に規定された数値とする

ＯＡ－３ 給排気グリル 接続ダクト２００φ　丸形・天井据付・風量調節付・ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ・防虫網付） P-23GLC4

改修

天 井 換 気 扇
ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ付）・天吊金具・コントロールスイッチ共

会議室(１階)

会議室(１階)

電　気　仕　様

φ Ｖ Ｗ

１ １００

１ １００

備　考
台

数

１

１

２４時間換気

２４時間換気

１

１ １００

強２０．０

２４Ｈ７．５

２４Ｈ７．５

強２０．０

２４時間運転

１
強８０．０

弱５７．０

設　置　場　所

２４時間運転

２４時間運転

１廊下

１ １００

換 気 設 備 　 機 器 表

機　　　器　　　仕　　　様（　参　考　型　番　）

VD-23ZLXP13-CS

強７８．０

２４Ｈ２８．０

有 圧 換 気 扇 EWF-25ASA2排気専用・羽根径２５ｃｍ・風量 ８００m3/h - ２５Pa・ＳＵＳ製電動シャッター付ウェザーカバー・取付枠・バックガード・コントロールスイッチ共 倉庫 １ １００ ４２．０ １

パイプ用ファン
ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ付）・コントロールスイッチ共

V-08PSD8

パイプ用ファン
ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ付）・コントロールスイッチ共

V-12PSD8

低騒音形・角形格子グリル・電気式シャッター付・接続ダクトφ１００・風量 ５０m3/h - ５Pa
男子トイレ(小)

男子トイレ(大)

女性トイレ

１ １００ １

１ １００

４．２

５．９ ２

天 井 換 気 扇
低騒音形・ボディ：金属製・ファン、グリル：プラスチック製・高密閉風圧式シャッター付・接続ダクトφ１５０・風量 強４６０m3/h - １１０Pa　２４Ｈ５０m3/h - ５Pa

ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ付）・天吊金具・コントロールスイッチ共 VD-23ZLXP13-CS
１ １００ １ ２４時間運転

強７８．０

２４Ｈ２８．０

天 井 換 気 扇
ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ付）・天吊金具・コントロールスイッチ共

低騒音形・ボディ：金属製・ファン、グリル：プラスチック製・高密閉風圧式シャッター付・接続ダクトφ１５０・風量 強３００m3/h - ５０Pa　２４Ｈ６０m3/h - ５Pa

VD-20ZLX14-CS

天 井 換 気 扇
ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ付）・天吊金具・コントロールスイッチ共

低騒音形・ボディ：金属製・ファン、グリル：プラスチック製・高密閉風圧式シャッター付・接続ダクトφ１５０・風量 強３５０m3/h - ５５Pa　２４Ｈ１００m3/h - ５Pa

VD-20ZLXP14-CS

２４時間運転

２４時間運転

１

１

１ １００
強４２．０

２４Ｈ１３．０

１ １００会議室(２階)
強５４．０

２４Ｈ１８．０

天 井 換 気 扇
ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ付）・天吊金具・コントロールスイッチ共

１ １００VD-20ZX14-C ４２．０

天 井 換 気 扇
ＳＵＳ製深型フード（ギャラリ付）・天吊金具・コントロールスイッチ共

１ １００VD-20ZX14-C ４２．０ ２
低騒音形・ボディ：金属製・ファン、グリル：プラスチック製・高密閉風圧式シャッター付・接続ダクトφ１５０・風量 ３４０m3/h - ５０Pa

会議室(２階)

会議室(１階)
２

４

低騒音形・角形格子グリル・電気式シャッター付・接続ダクトφ１５０・風量 ６０m3/h - ５Pa

更衣室

休憩室

中会議室

事務室

休憩室

事務室・中会議室
更衣室
会議室(２階)

低騒音形・ボディ：金属製・ファン、グリル：プラスチック製・高密閉風圧式シャッター付・接続ダクトφ１５０・風量 強４９５m3/h - １０５Pa　２４Ｈ１６０m3/h - １５Pa

低騒音形・ボディ：金属製・ファン、グリル：プラスチック製・高密閉風圧式シャッター付・接続ダクトφ１５０・風量 ３３５m3/h - ５０Pa 中会議室

休憩室
２

低騒音形・ボディ：金属製・ファン、グリル：プラスチック製・高密閉風圧式シャッター付・接続ダクトφ１００・風量 強１２０m3/h - ４０Pa　２４Ｈ６５m3/h - １５Pa

2025.03.
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設計 検図

担当

縮尺

製図

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

図面内容

φ150

φ
1
5
0

φ100

φ
1
0
0

φ
2
0
0

φ
1
0
0

24H

FE-1 FE-9
24H

OA-2

φ
2
0
0

OA-3

改修
換気設備　１階平面図

24H

OA-1

φ
1
5
0

既存煙突貫通部手ﾊﾂﾘ

24H

石壁機械ﾊﾂﾘφ200

天
井

下
げ

φ
1
5
0

FE-6

FE-11

FE-11

FE-10

FE-12

※倉庫部分露出

T4

T3

3
,
7
9
5

1
,
8
2
0

6
1
0

1
,
2
1
0

1
5
5

C H=2,150

女性ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

廊下

CH=2,150

+210

+450

Exp.j

Exp.j

Ex
p.
j

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

1
,
9
0
0

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

4
5
5

14,560 1,850

3,640

1,8501,790

3,6403,6403,640

風除室

事務室 CH=2,800

GL±0

+120

+200

Y1

X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

X2 X3X1

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
0
,
9
2
0

1,350

1,200

6,690

5,340

4,140

木製棚

玄関

UP

収納

ポーチ

木製棚

木製棚

倉庫

CH=2,845

+250

+90

+250

+170

+90

+450

収納
階段下

3
5
0

4
,
2
0
0

UP

ポーチ

ス
ロ

ー
プ

+450

+450

1
,
2
1
0

1
,
8
2
0

S3S2 S5 S6 S7 S9

Ｎ

2,730

1,8201,8201,820

9,100

1,820

7,2801,820 1,430 1,300

X4

910

4,140

S1

350 3,290 3,640 3,640 3,290 350

５４３２１

+450

CH=2,700

会議室

CH=2,700

+450

男子ﾄｲﾚ
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設計年月日 設計 検図

担当

縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

図面内容

24H

24H

24H

FE-2

24H

OA-1

φ150

φ100

φ
1
0
0

24H

OA-2

24H

φ
1
5
0

改修
換気設備　２階平面図

24H

φ150
天井下げ

φ
1
5
0

天
井

下
げ

石壁機械ﾊﾂﾘφ200

石壁機械ﾊﾂﾘφ200

φ
1
5
0天
井

下
げ

24H

φ
1
5
0

天
井

下
げ

石壁機械ﾊﾂﾘφ200石壁機械ﾊﾂﾘφ200

石壁機械ﾊﾂﾘφ200

天
井

下
げ

FE-5

既存煙突貫通部手ﾊﾂﾘ

φ
1
5
0

OA-2
既存煙突貫通部手ﾊﾂﾘ

FE-3

FE-7

FE-4
FE-8

FE-8

OA-2

φ
1
5
0

φ
1
5
0

T1

Ｎ

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

14,560 1,850

3,640 3,640 3,640 3,640

1,790 1,850

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

1
,
9
0
0

4
5
5

1,850

5
,
8
8
5

1
,
3
6
5

1
,
8
5
0

会議室

CH=2,700

廊下

CH=2,700

± 0

± 0

Y1

X1 X2 X3 X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

6
,
3
7
0

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

押入 押入

物置

休憩室

CH=2,450

+40

+170

± 0

+400

3
5
0

4
,
2
0
0

3
5
0

4
,
2
0
0

1
0
,
9
2
0

4
,
5
5
0

更衣室
CH=2,500

+170

中会議室

CH=2,700

± 0

φ
1
5
0

FE-7

9,100 2,730 4,140350 3,290 3,640 3,640 3,290 350

１ ２ ３ ４

S7 S9 X4

５

S1

M－07



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

2020.09.

岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　 　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　 　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　
登 録  2 0 7 8 3 3  号

ベア

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第 え（2010）１１６９ 号（岩手県）

(A3)N,S
衛生設備　器具表

M－08
改修

名　　称

１

１

腰掛式便器 １

床置小便器 １

１

(大形･寒冷地ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ)

男
子
ト
イ
レ(
小)

電気温水器の能力及び消費電力は（ＪＩＳ　Ｃ　９２１９）に規定された定格条件による。

電気温水器の満水時質量が１５ｋｇ以上の場合は転倒防止措置を行う。据置型は告示第５号の２号による。

２

衛 生 設 備 器 具 表

参　考　型　番

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

休

憩

室

合

計

(ﾘﾓﾃﾞﾙﾀｲﾌﾟ･節水:4.8Lﾀﾝｸ・ｳｫｼｭﾚｯﾄ:318W・手すりｾｯﾄ棚付二連紙巻器)

コーナー手洗キャビネット

化粧鏡
(450×600)

１

１

１ １

電気温水器
(WHE)

１

吸気弁付継手 φ13LKSTL型（同等品）※便器、手洗器 ２ ２１

吸気弁付止水栓 φ13ｱﾝｸﾞﾙ型  ※電気温水器 １

１

５

１

(飲料,洗い物用･据置12L-AC100V-1.1kW･ｾｯﾄ内訳:熱湯用水栓付壁付ｼﾝｸﾞﾙ混合水栓･耐震用脚･開放式排水ﾎｯﾊﾟｰ･接続口ｷｬｯﾌﾟ･連結管*3)

タオルリング １ ３

ミドルキャビネット

１

１ ２

手洗キャビネット

コーナーミラーキャビネット (ﾊﾝﾄﾞﾙ水栓･床給排水金具)

(ﾊﾝﾄﾞﾙ水栓･床給排水金具)

TOTO:YM4560A・LIXIL:KF-4560

TOTO:ULRB3LTBNNNNNNNN・LIXIL:L-D203SCHE

TOTO:UGLD05・LIXIL:TSF-107

(210×53×91.5程度)

(扉付･360×150×600程度)

TOTO:YT405 ・LIXIL:FKF-AD70C

１ １

１

TOTO:CS232BM SH232BA TCF6623 YHB63FR・LIXIL:BC-Z30H DT-Z350HN CW-KB31 NKF-3WU2

TOTO:該当品無・LIXIL:YL-D201CCHE TSF-621

TOTO:UFH507CR TG600PL・LIXIL:U-321RM UF-3JHT UF-300WP

TOTO:REKB12A1SW35D TH651 RHE140*3 ・LIXIL:EHPM-KA12ECV3 LF-3VK EFH-DA1 SF-WCH390 EFH-CP1

２

本庁舎分室 耐震補強工事



設計 検図

担当

縮尺

製図

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事
枚ノ内 号

番
面
図

図面内容

衛生設備　１階平面図

別図参照

既存給水栓継続使用

既存不凍給水栓継続使用

5015

既存給水配管15Aより分岐

既存排水配管50Aに接続

改修

角桝300□,ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ(下部砕石)新設

100

1
0
0

排水桝

1
0
0

7

7：塩ﾋﾞ桝90L-φ150-860Hを新設

T4

T3

Ｎ

3
,
7
9
5

1
,
8
2
0

6
1
0

1
,
2
1
0

1
5
5

CH=2,150

女性ﾄｲﾚ

男子ﾄｲﾚ

廊下

会議室

CH=2,150

CH=2,700

CH=2,700

+210

+450

+450

+450

Exp.j

Exp.j

Ex
p.
j

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

1
,
9
0
0

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

4
5
5

14,560 1,850

3,640

1,8501,790

3,6403,6403,640

風除室

事務室 CH=2,800

GL±0

+120

+200

Y1

X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

X2 X3X1

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

1
0
,
9
2
0

1,350

1,200

6,690

5,340

4,140

木製棚

玄関

UP

収納

ポーチ

男子ﾄｲﾚ

木製棚

木製棚

倉庫

CH=2,845

+250

+90

+250

+170

+90

+450

収納
階段下

3
5
0

4
,
2
0
0

UP

ポーチ

ス
ロ

ー
プ

+450

+450

４３２１

350 3,290 3,640 3,640 3,290 350

2,730

1,8201,8201,820

9,100

1,820

7,2801,820 1,430 1,300 910

4,140
５

S3S1 S2 S5 S6 S7 S9 X4

M－09



設計年月日 設計 検図

担当

縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

図面内容

衛生設備　２階平面図

M－10

50

15

WHE

改修

吸気弁付止水栓φ13

Ｎ

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

５

14,560 1,850

3,640 3,640 3,640 3,640

1,790 1,850

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

1
,
9
0
0

4
5
5

1,850

5
,
8
8
5

1
,
3
6
5

1
,
8
5
0

会議室

CH=2,700

廊下

CH=2,700

± 0

± 0

Y1

X1 X2 X3 X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

4
,
5
5
0

6
,
3
7
0

1
0
,
9
2
0

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

押入 押入

物置

休憩室

CH=2,450

+40

+170

± 0

+400

3
5
0

4
,
2
0
0

3
5
0

4
,
2
0
0

350 3,290 3,640 3,640 3,290 350

S1 S7 S9

9,100 2,730

X4

4,140

15

5
0

中会議室

CH=2,700

± 0

１ ２ ３ ４

CH=2,500

+170

更衣室



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

1
0
0

40

1
0
0

75

75

破線：再使用又は残置を示す

新設・既存接続を示す

凡例

実線：新設を示す

3

5

6

2
5

20

1
0
0

2
0

1
0
0

20

遠隔開閉器*3
水抜栓20A×1.0H*3

樹脂性

樹脂性

樹脂性

樹脂性

桝番号 記　号 桝蓋

６

５

４

３

２

１ ±０

±０

±０

±０

±０

±０

樹脂性

樹脂性

設計GL

１００－１５０　９０Ｙ

流入管底
（ｍｍ）

距離
（ｍ）

排 水 桝 表

※　樹脂製蓋はターンアップ式とする。

※　トラップ桝はエアキャップ付蓋とする。

※　配管勾配は２％以上とること。

※　流入管底は設計ＧＬ±０の数値とし、施工時に現場ＧＬを測定の上、流入管底を決定すること。

１００－１５０　９０Ｌ

１００－１５０　４５ＹＳ

１００－１５０　ＵＴ

１００－１５０　ＵＴ

１００－１５０　ＵＴ

－６６２

１．１０

－６８４

０．５０

－６９４

－７２４

１．３０

－７５０

M－11
改修
衛生設備　トイレ平面図

2
0

Ｎ

1

2

S9S7S5

1,430 1,300

2,730

1,820

玄　関

女子トイレ

+250 +450

Y8

Y7

Y6

Y9

9
1
0

1
,
9
7
5

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
6
6
5

1
,
2
1
0

1
,
8
2
0

1
5
5

1
5
5

9
1
0

男子トイレ

50
4

０．４８

０．９９

－７０４

2
0

2
0

2
5

20

2
0

20

40

男子ﾄｲﾚ(小)

40

2
0

E
x
p
.
j

Exp.j

+450

廊　下

吸気弁20A

倉　庫

+90



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

2020.09.

岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

 Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　
登 録  2 0 7 8 3 3  号

ベア

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第 え（2010）１１６９ 号（岩手県）

(A3)N,S

M－12
既存撤去
機械設備  機器表

撤去機器表

煙突共

煙突共

給排気筒共

給排気筒共

給排気筒共

名　称

煙突式石油暖房機：Ｆ－１

煙突式石油暖房機：Ｆ－２

ＦＦ式石油暖房機：ＦＦ－１

ＦＦ式石油暖房機：ＦＦ－２

ＦＦ式石油暖房機：ＦＦ－３

暖房出力：１６．３ｋＷ

暖房出力：１１．０ｋＷ

暖房出力：５．０ｋＷ

暖房出力：１５．９ｋＷ

暖房出力：６．２８ｋＷ

外部

１

１

１

計

重量 約　３４．０kg

重量 約　２４．０kg

１ 重量 約　２２．０kg

１ 重量 約　４７．０kg

１

１

ＷＣ事務室１ 事務室２ 事務室３ 事務室４ 書庫 男子ＷＣ女子ＷＣ男子ＷＣ湯沸室 会議室 中会議室 事務室 休憩室

１階 ２階

１

１

１ 重量 約　２７．０kg

仕　様 備　考

ルームエアコン：ＡＣＲ－１

ルームエアコン：ＡＣＲ－２

ルームエアコン：ＡＣＲ－３

壁掛型・暖房：７．１ｋＷ・冷房：６．３ｋＷ

冷媒ガス回収・処分共（Ｒ３２：１．４２ｋｇ）

壁掛型・暖房：４．８ｋＷ・冷房：２．８ｋＷ

壁掛型・暖房：３．２ｋＷ・冷房：２．８ｋＷ

冷媒ガス回収・処分共（Ｒ－２２：０．５８ｋｇ）
１

１
重量 約　４９．５kg(室外機)

重量 約　１７．０kg(室内機)
１ ２

１
重量 約　４０．０kg(室外機)

重量 約　　７．５kg(室内機)

１１
重量 約　　７．５kg(室内機)

重量 約　２８．０kg(室外機)

冷媒ガス回収・処分共（Ｒ４１０Ａ：０．９８ｋｇ）

オイルサーバー：ＯＳ－１ １１ ２ 重量 約　　３．０kg灯油用・最大揚程：８ｍ・油ホース共

オイルタンク：ＴＯ－２

オイルタンク：ＴＯ－３

２５０型・防油堤共 １１

１

重量 約　４３．０kg(タンク)

重量 約　１９．０kg(防油堤)

１ 重量 約　８１．０kg４９０型・表示板３枚共

羽根２０ｃｍ・ウェザーカバー共 ２ １

羽根２０ｃｍ １ １ 重量 約　　２．０kg２

重量 約　　２．０kg(換気扇）

重量 約　　１．０kg(ウェザーカバー)
換気扇：ＦＥ－１

換気扇：ＦＥ－２

天井換気扇：ＦＥ－３ ダクトφ１００用 重量 約　　３．０kg１

天井換気扇：ＦＥ－４

換気扇：ＦＥ－６

ダクトφ１５０用 １ １ 重量 約　　６．４kg

１ １ ２
重量 約　　３．０kg(換気扇）

重量 約　　１．０kg(ウェザーカバー)

循環・空調形 １ １
重量 約　　３．０kg(換気扇）

重量 約　　１．０kg(ウェザーカバー)

和風便器

小便器

洋式便器(ヒーター付) タンク式、暖房洗浄便座、紙巻器、手すり共 １
重量 約　１９．０kg(便器）
重量 約　１６．０kg(タンク)
重量 約　　６．０kg(便座)

タンク式、紙巻器共

１

重量 約　　９．５kg(便器）

重量 約　２０．０kg(タンク)

３ ３

洗面器 壁掛形 ３ 重量 約　１２．４kg１ １ １ ６

小便器 床置形 ２ 重量 約　３８．４kg

１２

２ ４

化粧鏡 １ １ １ ３４５０×３６０ 重量 約　　２．０kg

単水栓類 １３Ａ ３ １ １ １ 重量 約　　０．５kg

壁掛型・５号 １ １ ２ガス湯沸器：ＷＨＧ 重量 約　　５．４kg

壁掛形 重量 約　　６．０kg

１ １ ８

１１ ５

ガスメーター・ボンベ ガスメーター・ボンベ×２は供給業者へ返却 １組１組

換気扇：ＦＥ－７

１ １ 重量 約　　４．０kg
二部屋換気用・ダクトφ１００用

女子トイレ副吸込グリル共

１オイルタンク：ＴＯ－４ １ 重量 約　１３．０kg

１

天井換気扇：ＦＥ－５

羽根２５ｃｍ・ウェザーカバー共

１ ４

小型・６５Ｌ・油ホース共

本庁舎分室 耐震補強工事



設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

OS-1

O
油ﾎｰｽ

TO-2

φ
8
O

ACR-2

FF-1
ACR-1

煙突

TO-3

FF-1

ACR-3

WHG

FE-1

ACR-4

・和風便器*1
・　洗面器*1
・　化粧鏡*1

・和風便器*1
・　小便器*2
・　洗面器*1
・　化粧鏡*1

・和風便器*1
・　小便器*2
・　洗面器*1
・　化粧鏡*1

ｶﾞｽﾒｰﾀｰ,ﾎﾞﾝﾍﾞ*2

O
φ

8

R

G
1
5

G
1
5

破線：再使用又は残置を示す

新設・既存接続を示す

凡例

実線：新設を示す

①

冷媒配管サイズ表

液側 ガス側
番号

φ6.4 φ 9.5

VP30

VP13

VP13

女子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

V
P
2
0

V
P
2
5

V
P
2
0

COA100

既
存

排
水

配
管

撤
去

V
U
1
0
0
(
以

降
既

存
ト

イ
レ

内
配

管
ま

で
撤
去

)
V
U
1
0
0

1

2

3
100

1
0
0

①：既存塩ﾋﾞ桝φ150-560H撤去
②：既存塩ﾋﾞ桝φ150-590H撤去

排水桝

1
0
0

G RD

15,50,15,ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ,①,φ8

O

FE-1

FE-1

F-1

FE-1

O φ
8

①

既存配管盛替え

既存給水配管撤去VP25(以降既存トイレまで撤去)

50

100

～
～

COA50

※トイレ内部別図参照

9,100 2,730

4,550 4,550

1,820 1,820 910 910 1,820 1,820

1,820 910

事務室

事務室

事務室

書庫

物置

湯沸室

女子トイレ
廊下 +420

Ex
p.
j

+420

+210

+420

+420

+420

+420

+220

+530

Exp.j

Exp.j

Ex
p.
j

１ ２ ３ ４ ５

1,8501,790

3,6403,6403,6403,640

1,85014,5603,640

男子トイレ

事務室

UP

風除室

+200

+200

GL±0

+120

+100
+240

+440

+440

X4X2 X3X1

6,690

1,350 5,340

1,200 4,140

910

4,140

UP

収納

ポーチ

玄関

+410

+210

+125

+15

±0

VP100

VP100

O
1
5

φ
8

O
φ

8

1
5
O

O
15

R
①

D

R
①

O
油ﾎｰｽ

G
1
5

～

～
～

VP13 ～ ～

水抜栓φ13

15A 通
気

金
物

通気VP50

COA100

通気金物

通気金物

RD

ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ,①

O

15

RD

ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ,①

①,ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ

R D

LPG

LPG

ACR-5

TO-4

ACR-1

FF-2

FE-3

FE-4

FE-2

FE-2

+420

倉庫

+90

Ｃ

Ｂ

Ａ

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

1
,
9
0
0

3
,
7
2
0

9
0
0

女子トイレ 前室

男子トイレ

男子トイレ

+250

TO-1

T5

T6

T7

T8

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

9
1
0

1
,
8
2
0

1
,8
2
0

5
,
1
6
0

2
,
4
3
0

1
,
82
0

1
,
82
0

1
,
8
2
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

2
,
2
7
5

13
,
1
9
5

共通

・洋式便器*1

男子トイレ

・　小便器*3

女子トイレ
・和風便器*2

前室
・　洗面器*2

・　洗面器*1

※トイレ内部別図参照

・配管付帯設備撤去(水抜栓,排水金物)
・コンクリート埋設部及び土間部の配管は建物と一体に取りこわしてもよい
・屋外設備の配管土工事は本工事とし、掘り起こし後は現場発生土で埋め戻しとする

～

既存撤去
機械設備 １階平面図

M－13

9
,
1
00

VP13

③：既存塩ﾋﾞ桝φ150-860H撤去

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S8S7 S9 X4



1,720

設計年月日 設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図

名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

破線：再使用又は残置を示す

新設・既存接続を示す

凡例

実線：新設を示す

①

冷媒配管サイズ表

液側 ガス側
番号

φ6.4 φ 9.5

9,100 2,730

Ｃ

Ｂ

Ａ

１ ２ ３ ４ ５

1
,
9
0
0

9
,
1
0
0

4
,5
5
0

4
,
5
5
0

14,560 1,850

3,640 3,640 3,640 3,640

1,790 1,850

3,640

± 0

± 0

4,140

押入 押入

+40

+170

± 0

± 0

+400

+170

X1 X2 X3 X4

4,140

5,340

6,690

1,200

1,350

F-2

O
油

ﾎ
ｰ
ｽ

ACR-3 OS-1

WHG

5
0

ACR-4

FF-4

O

O
O

φ8

φ
8

OS-2

O
φ

8

FF-4

O
φ

8
O

R
①

ACR-5

①,ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ

R D

15

RG D

15,15,50,ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ,①,φ8

O

ACR-1

FE-5

FE-7

FE-6

± 0

会議室

中会議室

休憩室

事務室

物置

R
①

RD

ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ,①

R

①

RD

ﾄﾞﾚﾝﾎｰｽ,① 煙突

O
15

O
15

O

15

FE-6

S1 S7 S9 X4

T7

T8

Y1

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

Y10

1
,
8
2
0

5
,
1
6
0

4
,
5
5
0

6
,
3
7
0

1
0
,
9
20

2
,2
7
5

廊下

既存撤去
機械設備　２階平面図

M－14



～

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事 (A3)1:50

15A

15A

15A

～

～
～

～

1
0
0

5050

100

～
～

1
5
A

1
5
A

4
0

4
0

4
0

100
505050

COA100

COA100

COA50

破線：再使用又は残置を示す

新設・既存接続を示す

凡例

実線：新設を示す

1
0
0

50

共通

・配管付帯設備撤去(水抜栓,排水金物)

・コンクリート埋設部及び土間部の配管は建物と一体に取りこわしてもよい

・和風便器*2

・洋式便器*1

・　小便器*3

・　洗面器*1

女子トイレ

男子トイレ

前室

・洗面器*2

50

300□

300□

処理槽

φ150(450H)

20

2
0

20

20
+420

+420

+220

書庫

湯沸室

1
,
8
2
0

9
1
0

5
,
1
6
0

2
,
4
3
0

2
,
2
7
5

1
,
8
2
0

通
気
金

物

5
0

1
0
0

・和風便器*1

・　洗面器*1

・　化粧鏡*1

・和風便器*1

・　小便器*2

・　洗面器*1

・　化粧鏡*1

・和風便器*1

・　小便器*2

・　洗面器*1

・　化粧鏡*1

女子トイレ

男子トイレ

男子トイレ

2
0

1
0
0

COA100

100

40

5
0

5
0

1
0
0

通
気
V
P
5
0

通気VP50

2
5

2
520

20

2
0

2
0

20 COA40

φ150(710H)
φ150(740H)

20

20

20

男子トイレ

女子トイレ

20

COA100
100 φ150(640H)

5
0

5
0

1
0
0

男子トイレ

1
0
0

φ150(620H)
50

COA50

1
0
0

1
0
0

2
5

20

3,640

3
,
7
2
0

4
,
5
5
0

9
0
0

女子トイレ
前室

男子トイレ

6,690

1,350 5,340

1,200 4,140

X1 X2 X3 X4

2,730 4,140

1,820 910 910

S8S7 S9 X4

Y9

Y10

T5

T6

T7

Y8
1

C

既存撤去
機械設備　便所平面図

M－15



H
=
4
,
1
5
0

2,73010,400

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

Ｎ

2025. 3.

9,100 2,730 4,140

6,690

5,340

1
,
8
2
0

5
,
1
6
0

2
,
2
7
5

1
0
,
9
2
0

S1 S7 S9 X4

T8

T7

Y10

Y9

Y5

Y1

X1 X2 X3 X4

4
.
5
/
1
0

4
.
5
/
1
0

3.0/10

4.5/10 4.5/10

2.0/10

10/10 10/10

10/10

4
.
5
/
1
0

１ ２ ３ ４ ５

5
/
1
0

5
/
1
0

3,640 14,560 1,850

3,6403,6403,6403,6403,640

1,8501,790

Ｃ

Ｂ

Ａ

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

1
,
9
0
0

(A3)1:150

K－01

解体用 外部足場計画図

【 凡例 】

：建物 とりこわし部分

：外部足場 枠組み足場 Ｗ＝600

　手すり先行方式

　飛散防止養生ネット張り

3
,
2
7
5

5
,
7
6
0

H=4,150～6,200 H=3,615

H
=
1
,
9
2
0

H=2,795

H
=
2
,
7
9
5

H=3,670

H
=
3
,
6
7
0

1
,
8
2
0

4,140

4,350

5
,
0
7
0

会 議 室 棟

事 務室 棟

休 憩室 棟



UP

Ｎ

男子トイレ 1
,
8
2
0

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

製図

設計年月日名　　称

(A3)1:100
１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

S1 S2 S3 S4 S5 S6 S8S7 S9

事務室

T1

T5

T6

T7

T8

事務室

事務室

書庫

物置

湯沸室
T4

T5

T6

T7

T8

T3

T2

5
,
4
6
0

12
,
7
4
0

5
,
4
6
0

1,
8
2
0

7 6 5 4 3 2 1

+200

+200

3
,
7
2
0

男子トイレ

前室
女子トイレ

9
0
0

3,640

事務室

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

1
,
9
0
0

9
,
1
0
0

1,8501,790

3,6403,6403,6403,640

1,85014,560

1110987

GL±0

風除室

+120

91
0

1
,
8
2
0

1
,
8
20

Y1

X4

Y2

Y3

Y4

Y5

Y6

Y7

Y8

Y9

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

1
,
8
2
0

9
10

9
10

9
1
0

9
1
0

1
,
8
2
0

X2 X3

6,690

1,350 5,340

1,200 4,140

180

+90

+250

UP

収納

ポーチ

玄関

倉庫

男子トイレ

X1

1
5
5

T4

T2

T3

T1

9,100 2,730

4,550 4,550 1,820 910

3
,6
4
0

枚ノ内 号
番
面
図

910

X4

4,140

 9

 8

 7

 6

 5

 4

 3

 2

 1

女子トイレ

Y10

2
,
2
7
5

5
,
1
6
0

1
3
,1
9
5

2
,
4
3
0

1
,
2
1
0

6
1
0

+420

+210
+410

+210

+125

+100

+15

±0

+420

+420

+420

+420

+420

+220

+530

+240

+440

+440

廊下 +420

事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)事務室棟(木造)会議室棟(RC造)

Exp.j

Ex
p.
j

防油堤

撤去

防油堤

撤去

2025. 3.

[ 凡例 ]

：脚立足場 範囲

解体用 １階内部足場

K－02

4,0402,170

4
,
0
4
0

2,
1
7
0



H=3,770

設計 検図

担当

図面内容 縮尺

枚ノ内

製図

号
番
面
図設計年月日名　　称

１ 級 建 築 士

阿 部  公 男

登 録  2 0 7 8 3 3  号
岩手県花巻市星ヶ丘2-27-12　　　　ＴＥＬ　(0198)　23-1088　　　ＦＡＸ　(0198)　23-1032

１ 級 建 築 士 事 務 所 登録　第（2507）２００６ 号（岩手県）

ア ベ

合同会社  Ａ Ｂ Ｅ 構 造 設 計　本庁舎分室 耐震補強工事

Ｎ

2025. 3.

9,100 2,730 4,140

6,690

5,340

S1 S7 S9 X4

X1 X2 X3 X4

Ｃ

Ｂ

Ａ

9
,
1
0
0

4
,
5
5
0

4
,
5
5
0

1
,
9
0
0

(A3)1:150

【 凡例 】

1
0
,
9
2
0

Y9

Y5

Y1

T1

T4

3
,
7
9
5

2
,
7
3
0

4
,
5
5
0

3
,
7
9
5

4
.
5
/
1
0

4
.
5
/
1
0

　手すり先行方式

　飛散防止養生ネット張り

：外部足場 枠組み足場 Ｗ＝900

　手すり先行方式

　飛散防止養生ネット張り

：外部足場 枠組み足場 Ｗ＝600

3
,
6
3
0

3,240

6
1
0

2,730

H=3,615

H=4,550

H3,050

H
=
2
,
7
9
5

H
=
4
,
5
5
0

１ ２ ３ ４ ５

14,560 1,850

3,6403,6403,6403,6403,640

1,8501,790

8,89517,460

1
2
,
0
0
0

5,700
1
,
4
5
0

4
,
1
7
5

H
=
3
,
6
7
0 H
=
3
,
6
7
0

H=3,670

H=7,280

H
=
3
,
6
1
0

3,750

H=3,670

13,710

H=7,280

H
=
7
,
2
8
0

6,640

5
,
4
6
0

1,350

2
,
2
7
5

3
,
1
8
5

H
=
6
,
3
5
0

H
=
6
,
3
5
0

H
=
2
,
2
2
0

H=6,350 H=6,350～9,020

改修用 外部足場計画図

事務 室 棟

休 憩室 棟

会議 室 棟

5,975

K－03



180

事務室棟(木造) 休憩室棟(木造)事務室棟(木造)会議室棟(RC造)

CH=2,150

玄関

Y1
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